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1.ナイル諸語とは
東アフリカの南北に広がり，北から，スーダン南部，ウガンダ，ケニア，北部タンザニアに

かけて，さらに，エチオピアとコンゴにも広がって，同系統であると考えられる一群の言語が
存在する。これらの言語は，ナイル諸語（NiloticLanguages）と呼ばれる。ナイル諸語は，ナイ
ル語西方言（WesternNilotic，以下，略号WNを使うことがある），ナイル語東方言（Eastern
Nilotic，以下，略号ENを使うことがある），ナイル語南方言（SouthernNilotic，以下，略号SN
を使うことがある）に分類される。第1章，第1節では，それぞれの方言に所属する言語の地
理的分布，話し手の数，子音体系，母音体系と，基礎的資料について，概観する。資料につい
て概観することで，先行研究においてどの言語の記述が不十分であるかがわかる。

1.1.ナイル語西方言
東アフリカ，スーダンのナイル川に沿う地域からウガンダとケニアのビクトリア湖岸にかけ

て，また，エチオピアの一部やコンゴの一部にまで広がって，1つのまとまった言語グループ
を形成する諸言語が存在する。この言語グループは，ナイル語西方言と呼ばれる。ナイル語西
方言に所属する言語とその分類は，表1のようになる。

表1 ナイル語西方言の分類

1. 北・西ナイル方言（NorthernWestNilotic）
（1）ブルン語（Burun）
（2）マバン語（Maban,Mabaan）
2.ルオ方言（Luo）
（1）北ルオ方言（NorthernLuo）

シルク語（Shilluk，以下Sh），アニュワ語（Anywa，以下An），ジュル語（Jur，以下Ju），
トゥリ語（Turi，Thuri），パリ語（Pari，以下Pa），ボル語（Bor，BorBelanda）

（2）南ルオ方言（SouthernLuo）
ルオ語（Luo，以下Lu），アルル語（Alur，以下Al），アチョリ語（Acooli，以下Ac），ラ
ンゴ語（Lango，以下La），クマム語（Kumam，以下Ku），アドラ語（Adhola）

3.ヌエル・ディンカ方言（Nuer-Dinka）
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（1）ディンカ語（Dinka，以下Di）
（2）ヌエル語（Nuer，以下Nu），アトゥオト語（Atuot）

1.1.1.ブルン語
ブルン語は，スーダンにおいてエチオピアとの国境に近いフン地区（Fun）で話されている。

話者数は，3万人と言われる。分類に関して，3つの説がある。Greenberg（1971）は，ブルン
語をナイル語西方言内の独立したグループとみなす。Kšhler（1975）は，ブルン語をルオ方言
に所属させる。Tucker（1981）は，ブルン語を北ルオ方言に所属させる。これら3つのどの説
においても，ブルン語とマバン語が系統的に近い関係にあることは一致している。
ブルン語について今までに十分な記述がなされていない。そのため，子音体系や母音体系

は，明らかではない。
資料：
Andersen,2000.‘NumberinflectioninMayak(NorthernBurun),’inVossenReiner,A.Mietzner

&A.Meissner(eds.)‘MehralsnurWorte...’,AfrikanistischeBeitrŠgezum65.GeburtstagvonFranz

Rottland,pp.29-43.

（この資料の記述は，子音の記述に問題があると考えられる。）

1.1.2.マバン語
マバン語は，スーダン，ゲジラ州（Gezira）と上ナイル州（UpperNile）の境界付近，ヤブ

ス川（Yabus）の南で話されている。話し手の数は，約2万人と言われる。マバン語は，ブルン
語と系統的に近い関係にあると考えられている。
マバン語は，まだ，十分に研究されていない。子音体系や母音体系は，明らかではない。以

下の資料からかろうじてマバン語がどのような言語であるか，うかがい知ることができる。
資料：
Miller,1999.Mabaan-EnglishBi-lingualDictionary.

1.1.3.シルク語
シルク語は，スーダン，上ナイル州において，ナイル川とソバト川（Sobat）の合流点付近の

ナイル川右岸と，コルドファン州（Kordofan）との境界にかけて，また，西はトンガ（Tonga）
までの地域で話されている。話し手の数は，約11万人と言われている。

表2 シルク語の子音体系

両唇 歯 歯茎 硬口蓋 軟口蓋
無声閉鎖音 p th t c k

有声閉鎖音 b dh d j g

鼻音 m nh n ø N
側面音 l

ふるえ音 r

半母音 w y

子音体系は，5つの調音点（両唇，歯，歯茎，硬口蓋，軟口蓋）と3つの調音法（無声閉鎖
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音，有声閉鎖音，鼻音）の組み合わせの子音と側面音，ふるえ音，半母音からなる。摩擦音を
もたないのが，ナイル語西方言に所属する言語に共通の子音体系の特徴である。シルク語の子
音体系は，表2のとおりである。
表2に記載された音素のほかに軟口蓋摩擦音cが記録されているが，それが音素であるか明

らかではない。
本研究では，子音と母音を表記するにあたって，ナイル諸語に所属する言語を記述する統一

的な記述を目指している。したがって，できるだけIPA表記に従い子音を表記するために，表
2の記号を使用することにする。しかし，調音点を歯とする子音は，閉鎖音で発音されるか摩
擦音で発音されるか，従来の研究において明らかでないことが多い。そこで，従来の研究にお
いて，歯を調音点とする子音を表記するためにしばしば用いられた記号th，dh，nhを，その
まま調音点を歯とするものに限って使用する。
母音体系は，母音調和を行う5つの［−ATR］母音と5つの［+ATR］母音からなる。母音は，

長母音と短母音の対立をもつ。シルク語の母音体系は，表3のとおりである。

表3 シルク語の母音体系

［−ATR］ ［+ATR］
I U i u

E � e o

a A

資料：
Gilley,1992.AnAutosegmentalApproachtoShilluk.

Heasty,1937.English-Shilluk,Shilluk-EnglishDictionary.

Kohnen,1933.GrammarofShilluk.

（Kohnen（1933）は，文法の記述と語彙集からなる。Heasty（1937）とKohnen（1933）は，
母音に関して，［+ATR］と［−ATR］の区別がなされていない。本研究で用いることが可能な
資料はこの2つの資料に限られるため，本研究においても，シルク語の母音の［ATR］値の区
別ができない。したがって，［ATR］値の区別をしないで，i，e，a，o，uの記号を使用する。）

1.1.4.アニュワ語
アニュワ語は，スーダンとエチオピアで話されている。スーダン，上ナイル州，アコボ川

（Akobo）流域から，エチオピア，アコボ川，バラ川（Bara），ギラ川（Gila）の川岸で話され
ている。話し手の数は，スーダンに約1万3千人，エチオピアに約5万6千人と言われる。ア
ニュワ語と，系統的に，また，構造的に極めて近いと考えられる言語は，後述のパリ語であ
る。
子音体系と母音体系は，それぞれ，シルク語のそれらと同じである。アニュワ語の子音体系

と母音体系は，表2と表3のとおりである。ただし，表2の子音体系に，さらに，声門閉鎖音
を音素として認めなければならないかもしれない。
資料：
Reh,1996.AnywaLanguage.

Reh,1999.Anywa-EnglishandEnglish-AnywaDictionary.
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（Reh（1996）とReh（1999）は信頼できる資料である。これらの資料が公刊されて，アニュワ
語の構造を知ることができるようになった。）

1.1.5.ジュル語
ジュル語は，スーダン，バハル・エル・ガザル州（Bahar-el-Ghazal），アウェイル（Aweil）と

トンジュ（Tonj）の間の地域で話されている。話し手の数は，約4万8千人と言われる。
子音体系と母音体系は，シルク語のそれらと同じであり，表2と表3の体系をもつ。
資料：
Santandrea,1946.GrammatichettaGiur.

（この資料は，簡単な文法記述と，わずかな語彙を集めた語彙集からなる。また，母音は，高母
音と低母音に［−ATR］と［+ATR］の区別がなされず，7母音で記述されている。したがって，
本研究においても，［ATR］値の区別をせず，高母音は，iとu，低母音は，aで表記せざるを
得ない。）

1.1.6.トゥリ語
トゥリ語は，スーダン，バハル・エル・ガザル州，ワウ（Wau）とアウェイルとデム・ズベ

イル（Dem-Zubeir）がつくる三角地帯で話されている。話し手の数は，約5千人と言われる。
いまだに言語記述がなされていない。子音体系や母音体系は不明である。
資料なし。

1.1.7.パリ語
パリ語は，スーダン，ラフォン（LafonHill）とオパリ（Opari）で話されている。話し手の

数は，約2万6千人と言われる。パリ語は，系統的にアニュワ語に近く，また，構造的にア
ニュワ語と極めて似ていると考えられる。
子音体系と母音体系は，シルク語のそれらと同じであり，表2と表3の体系をもつ。
資料：
Simeoni,1978.Pari,ALuoLanguageofSouthernSudan,SmallGrammarandVocabulary.

（この資料は，5つの［−ATR］母音と5つの［+ATR］母音のほかに，中舌母音を1つ，記録
している。この中舌母音は，［+ATR］低母音の異音と考えられる。ただし，付録の語彙集は，
［ATR］値に関して曖昧な記述になっている。そのため，5母音を区別できるだけである。パリ
語については，この資料のみに頼らざるを得ないため，母音をa，e，i，o，uで表記する。）

1.1.8.ボル語
ボル語は，スーダン，ワウからテンブラ（Tembura）にかけての細長い地域で，また，ボ川

（Bo）とブセレ川（Bussere）に挟まれた地域で話されている。話し手の数は，約1万2千人と
言われる。また，話し手は，ボル・ベランダとも呼ばれる。ベランダというのは，ボル語を話
す人々とビリ語（ニジェール・コンゴ言語ファイラム）を話す人々からなる複合した社会を呼
ぶときの名前である。いまだに言語記述は行われておらず，子音体系や母音体系は，不明であ
る。
資料はなし。
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1.1.9.ルオ語
ルオ語は，ケニア，ニャンザ地区（Nyanza）からタンザニア北部にかけて，ビクトリア湖

（Victoria）の東で話されている。また，ウガンダにおいても話されている。ケニアに約120万
人，タンザニアに約5万人，ウガンダに約4万人が存在すると言われる。
子音体系は，5つの調音点（両唇，歯，歯茎，硬口蓋，軟口蓋）と3つの調音法（無声閉鎖

音，有声閉鎖音，鼻音）の組み合わせの子音と無声摩擦音，側面音，ふるえ音，半母音からな
る。無声摩擦音は，ルオ語本来の音素ではなく，借用されたものである。ルオ語の子音体系
は，表4のとおりである。

表4 ルオ語の子音体系

両唇 歯 歯茎 硬口蓋 軟口蓋 声門
無声閉鎖音 p th t c k

有声閉鎖音 b dh d j g

鼻音 m n ø N
無声摩擦音 f s h

側面音 l

ふるえ音 r

半母音 w y

ルオ語は，鼻音と有声閉鎖音の結合をもつ。鼻音・閉鎖音結合には，両唇鼻音と両唇有声閉
鎖音の結合mbと，歯茎鼻音と歯有声閉鎖音の結合ndhと，歯茎鼻音と歯茎有声閉鎖音の結合
ndと，硬口蓋鼻音と硬口蓋有声閉鎖音の結合njと，軟口蓋鼻音と軟口蓋有声閉鎖音の結合ng
がある。シルク語など北ルオ方言に所属する言語の子音体系と異なる主たる点は，ルオ語が歯
鼻音をもたないことである。
調音点を歯とする子音の表記については，Tucker（1994）など，従来の研究が用いている記

号thとdhを本研究においても使用する。
ルオ語は，5つの［−ATR］母音と5つの［+ATR］母音をもつ。ただし，低母音は，普通，

［−ATR］母音で発音される。［+ATR］の低母音は，音素ではない。［+ATR］の低母音は，
［−ATR］の低母音が母音調和により［+ATR］になったときに，限られた環境で出現する
［−ATR］低母音の異音である。母音は，長母音と短母音の対立がある。ルオ語の母音体系は，
表5のとおりである。

表5 ルオ語の母音体系

［−ATR］ ［+ATR］
I U i u

E � e o

a (A)

資料：
Gregersen,1962.Luo:AGrammar.

Stafford,1967.AnElementaryLuoGrammar.
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Tucker,1994.AGrammarofKenyaLuo(Dholuo).

（上記の資料以外に，ルオ語に関しては，形態論や統語論についての研究書や語彙集など，比
較的多くの資料が存在する。）

1.1.10.アルル語
アルル語は，ウガンダ，アルバート湖の北とアルバート湖の西のコンゴにかけて話されてい

る。話し手の数は，ウガンダに約13万人，コンゴに約11万人がいると言われる。
アルル語の子音体系と母音体系は，ルオ語のそれらと同じであり，表4と表5のとおりであ

る。ただし，有声摩擦音zが記録されている。しかし，この子音は，歯有声閉鎖音dh，あるい
は，硬口蓋有声閉鎖音jの異音と考えられる。ルオ語と同様に，鼻音と閉鎖音の結合をもつ。

資料：
Knappert&Ukoko,1964.EssaidedictionnaireDhoAlur.

（上記の辞書のみが，かろうじて，アルル語の姿を教えてくれる資料である。他に，声調につ
いての短い記述がある。）

1.1.11.アチョリ語
アチョリ語は，ウガンダ，アチョリ（Acholi）地区とスーダン，オパリ地区で話されている。

話し手の数は，ウガンダに約29万人，スーダンに約18万人である。
アチョリ語の子音体系は，4つの調音点（両唇，歯茎，硬口蓋，軟口蓋）と3つの調音法

（無声閉鎖音，有声閉鎖音，鼻音）の組み合わせの子音と側面音，ふるえ音，半母音からなる。
歯茎無声閉鎖音は，母音間において破擦音で発音され，軟口蓋無声閉鎖音は，母音間において
摩擦音で発音される。これらの破擦音や摩擦音は，音素ではない。また，アチョリ語の歯茎閉
鎖音は，ルオ語などの歯閉鎖音と対応する（例えば，アチョリ語，dyaaN‘cow’，dog‘mouth’に，
ルオ語，dhIaN‘cow’，dhog‘mouth’が対応する）。アチョリ語は，歯閉鎖音を失い，歯閉鎖音を
歯茎閉鎖音に併合したと考えられる。アチョリ語の子音体系は，表6のとおりである。

表6 アチョリ語の子音体系

両唇 歯茎 硬口蓋 軟口蓋
無声閉鎖音 p t c k

有声閉鎖音 b d j g

鼻音 m n ø N
側面音 l

ふるえ音 r

半母音 w y

また，アチョリ語は，鼻音・閉鎖音結合を基本的にもたない。
アチョリ語の母音体系は，5つの［−ATR］母音と5つの［+ATR］母音からなる。ただし，ル

オ語と同様に，低母音は，普通，［−ATR］で発音される。［+ATR］の低母音は，母音調和によ
る，ある限られた環境で出現する［−ATR］の低母音の異音である。母音は，長母音と短母音
の対立をもつ。アチョリ語の母音体系は，表7のとおりである。
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表7 アチョリ語の母音体系

［−ATR］ ［+ATR］
I U i u

E � e o

a (A)

資料：
Crazzolara,1938.AStudyoftheAcholiLanguage.

Malandra,1952.ANewAcholiGrammar.

Malandra,1956.English-Lwoo(Acholi)Dictionary.

（Crazzolara（1938）は，異音である破擦音や摩擦音を記録する。また，［−ATR］の前舌高母音
を2つ記録する。このように子音と母音を余剰に記録しているが，規則的に余剰な音を記録し
ているので，音素分析をやり直すことが可能な資料であると言える。Crazzolara（1938）は，170
頁の文法記述と，250頁あまりの語彙集からなる。本研究は，アチョリ語に関して，Crazzolara

（1938）の記述を用いている。上記の理由から，Crazzolara（1938）は，十分，言語学的資料と
して用いることができる。また，Malandra（1956）も用いている。筆者自身による現地調査に
基づく資料（未公刊）も使用している。）

1.1.12.ランゴ語
ランゴ語は，ウガンダ，ランゴ地区（Lango）と，一部は，アチョリ地区で話されている。話

し手の数は，約36万人と言われる。
ランゴ語の子音体系は，アチョリ語の子音体系と同じであり，表6のとおりである。歯茎無

声閉鎖音が母音間において破擦音で発音され，軟口蓋無声閉鎖音が母音間において摩擦音で発
音されるのも，アチョリ語と同じである。また，硬口蓋音は，実際には，破擦音で発音され
る。半母音wは，唇軟口蓋音で発音される。
母音体系は，5つの［−ATR］母音と5つの［+ATR］母音からなる。［+ATR］の低母音は，

中舌母音で発音される。ランゴ語の母音体系は，表8のとおりである。

表8 ランゴ語の母音体系

［−ATR］ ［+ATR］
I U i u

E � e « o

a

資料：
Noonan,1981.LangoSyntax.

Noonan,1992.AGrammarofLango

Okello,1975.SomePhonologicalandMorphologicalProcessinLango.

（音韻論，形態論，統語論については，上記3冊が詳しい。辞書が存在しないことを除いて，ナ
イル語西方言に所属する言語のなかで，記述研究が進んでいる言語と言える。）
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1.1.13.クマム語
クマム語は，ウガンダ，テソ地区（Teso）とランゴ地区で話されている。話し手の数は，約6

万2千人と言われる。
クマム語の子音体系は，アチョリ語のそれと同じであり，表6のとおりである。しかし，歯

茎無声閉鎖音が母音間において破擦音で発音されることはない。また，軟口蓋無声閉鎖音が母
音間において摩擦音で発音されることはない。これらの音声的特徴が，クマム語をアチョリ語
とランゴ語からはっきりと区別する。
クマム語の母音体系は，ランゴ語のそれと同じであり，表8のとおりである。
資料は，筆者による未公刊のものしかない。

1.1.14.アドラ語
アドラ語は，ウガンダ，ムバレ地区（Mbale）からケニアにかけて話されている。話し手の

数は，約10万1千人と言われる。
アドラ語の子音体系と母音体系は，アルル語やルオ語のそれらに近いものであると想像され

るが，資料がないため確かめることができない。
資料はない。

1.1.15.ディンカ語
ディンカ語は，スーダン，ナイル川流域，ワウからレンクに挟まれる地域で話されている。

話し手の数は，約110万人である。
ディンカ語の子音体系は，5つの調音点（両唇，歯，歯茎，硬口蓋，軟口蓋）と3つの調音

法（無声閉鎖音，有声閉鎖音，鼻音）の組み合わせの子音と，側面音，ふるえ音，半母音から
なる。また，軟口蓋摩擦音が記録されているが，音素ではない可能性が高い。語末の位置にお
いて，閉鎖音は，無声で発音される。しかも，2音節以上の語は，たいてい，本来もっていた語
末の位置の母音を脱落させる。したがって，語末の位置において，有声閉鎖音が出現すること
はほとんどない。しかし，ディンカ語，ボル方言は，語末の位置において，破裂の閉鎖音と無
破裂の閉鎖音の対立をもつと報告されている。この対立が無声と有声の対立に由来するものか
は，明らかではない。ディンカ語の子音体系は，表9のとおりである。

表9 ディンカ語の子音体系

両唇 歯 歯茎 硬口蓋 軟口蓋
無声閉鎖音 p th t c k

有声閉鎖音 b dh d j g

鼻音 m nh n ø N
側面音 l

ふるえ音 r

半母音 w y

ディンカ語の母音体系については，多くの疑問が存在し，いまだ解決されていない。とりあ
えず，以下のように考えておく。母音体系は，7つの非ささやき音（non-breathy）と，7つの
ささやき音（breathy）からなる。母音の長さに関しては，長母音と短母音と極短母音の3つが
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記録されている。しかし，最近では，母音の長さと強勢の位置に関係があると考えられてい
る。強勢の位置と，長母音と短母音の対立によって，長，短，極短の3つの長さを説明する考
え方が，将来的に見込みがあると考えられる。暫定的な母音体系は，表10のとおりである。

表10 ディンカ語の母音体系

non-breathy breathy

i u i’ u’

e o e’ o’

E � E’ �’
a a’

資料：
Malou,1988.DinkaVowelSystem.

Nebel,1936.DinkaDictionary.

Nebel,1948.DinkaGrammar.

Nebel,1954.DinkaDictionary.

Nebel,1978.GrammaticaeDizionarioDinka.

Trudinger,1944.English-DinkaDictionary.

（文法記述と辞書は，Nebelによる一連のものとTrudingerによる辞書に頼らざるを得ない。し
かし，これらは，母音の記述に関して，信頼できる資料ではない。）

1.1.16.ヌエル語
ヌエル語は，スーダン，上ナイル州，バハル・エル・ガザルと，バハル・エル・ザラフ

（Bahar-el-Zaraf）とバハル・エル・ジェベル（Bahar-el-Jebel）がつくる三角地帯と，ソバト川に
沿ってエチオピア国境にかけて，話されている。一部は，エチオピアにまで広がっている。話
し手の数は，約46万人と言われる。そのうち，エチオピアでの話し手の数は，約4万人と言わ
れる。
ヌエル語の子音体系と母音体系について，まだ十分に研究されていない。暫定的な子音体系

と母音体系を以下に記述する。

表11 ヌエル語の子音体系

両唇 歯 歯茎 硬口蓋 軟口蓋
無声閉鎖音 p th t c k

有声閉鎖音 b dh d j g

鼻音 m nh n ø N
（摩擦音 f P Â C h）
側面音 l

ふるえ音 r

半母音 w y

子音体系は，5つの調音点（両唇，歯，歯茎，硬口蓋，軟口蓋）と3つの調音法（無声閉鎖
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音，有声閉鎖音，鼻音）の組み合わせの子音と，側面音，ふるえ音，半母音からなる。さらに，
声門摩擦音が記録されている。上記の5つの調音点における無声摩擦音が，ある文法範疇での
み，語幹の末尾の位置に現れる。ヌエル語の子音体系は，表11のとおりである。
また，語末の位置において，声門閉鎖に後続される無声閉鎖音と，声門閉鎖に後続されない

無声閉鎖音の対立が存在すると記録されている。声門閉鎖に後続される無声閉鎖音は，本来の
無声閉鎖音に由来し，声門閉鎖に後続されない無声閉鎖音は，本来の有声閉鎖音に由来するか
もしれない。
ヌエル語の母音体系は，ディンカ語のそれとほぼ同じであり，表10の体系であると考えら

れている。しかし，本当のところは，明らかではない。
資料：
Crazzolara,1933.OutlinesofaNuerGrammar.

Kiggen,1948.Nuer-EnglishDictionary.

（ヌエル語の姿を知るためには，上記の古い文法書や辞書に頼らざるを得ない。）

1.1.17.アトゥオト語
アトゥオト語は，スーダン，イロル（Yirol）の近辺で話されている。話し手の数は，約2万

4千人と言われる。言語構造は，ヌエル語のそれとよく似ていると言われるが，本当のところ
は明らかではない。子音体系，母音体系は，明らかではない。
資料はない。

1.2.ナイル語東方言
ナイル語東方言は，東アフリカ，スーダン，エチオピア，ウガンダ，ケニア，タンザニアに

分布している。ナイル語東方言を話す人々は，サバンナなど上記の国々の比較的乾燥した地域
に住む。ナイル語東方言の分類は，Vossen（1982）の研究に基づき，以下のようにまとめるこ
とができる。ナイル語東方言の分類は，表12のとおりである。

表12 ナイル語東方言の分類

1.バリ語（Bari，以下Baと省略することがある）
2.テソ・トゥルカナ・ロトゥホ・マア方言
（1）ロトゥホ・マア下位方言
（a）ロトゥホ語（Lotuho，以下Lo）
（b）マア下位方言

オンガモ語（Ongamo，以下On），ジャムス語（Camus，以下Ca），コレ語（Kore，以
下Ko），マサイ語（Maasai，以下Ma）

（2）テソ・トゥルカナ下位方言
トポサ語（Toposa），トゥルカナ語（Turkana，以下Tu），テソ語

（Teso，以下Te），カリモジョン語（Karimojong，以下Ka）

1.2.1.バリ語
バリ語は，南部スーダン，タリ・ポスト（TaliPost）からカジョ・カジ（KajoKaji）にかけて，

ナイル川両岸で話されている。一部は，国境を越えてウガンダとコンゴにおいても話されてい
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る。話し手の数は，スーダンで約17万人と言われる。ウガンダとコンゴにおける話し手の数
は，不明である。
バリ語の子音体系と母音体系を，クク方言（Kuku）の資料を用いて，まとめる。子音体系

は，4つの調音点（両唇，歯茎，硬口蓋，軟口蓋）と4つの調音法（無声閉鎖音，有声閉鎖音，
内破音，鼻音）の組み合わせの子音と，側面音，ふるえ音，半母音からなる。また，歯茎無声
摩擦音をもつ。また，声門閉鎖音が記録されている。子音体系は，表13のとおりである。

表13 バリ語（クク方言）の子音体系

両唇 歯茎 硬口蓋 軟口蓋
無声閉鎖音 p t c k

有声閉鎖音 b d j g

内破音 º ë
鼻音 m n ø N
摩擦音 s

側面音 l

ふるえ音 r

半母音 w y

歯茎無声閉鎖音tは，前舌高母音の前の位置において歯茎摩擦音で発音される。したがって，
摩擦音は，他の音素から発展したものと考えられる。クク方言は，二重調音の子音，唇軟口蓋
音kp，gb，Nmをもっているが，それらの音に，他のバリ語方言は，軟口蓋音k，g，Nと半母
音wの連続が対応する。したがって，表13においては，これらの唇軟口蓋音を音素として記入
しない1）。声門閉鎖音は，語幹末尾の位置と語末の位置にのみ出現し，多くの場合，側面音や
歯茎有声閉鎖音と交替する。このことから，声門閉鎖音が音素であるか疑わしい。
母音体系は，5つの［−ATR］母音と5つの［+ATR］母音からなる。バリ語の母音は母音調

和を行う。基本的に，語を構成する母音は，全て，［−ATR］母音か［+ATR］母音に統一され，
1つの語の中に［−ATR］母音と［+ATR］母音が混在することはない。母音調和において，
［−ATR］の低母音と対となる［+ATR］母音は，クク方言では，［+ATR］の中舌高母音であり，
他のバリ語の方言では，［+ATR］の中舌中母音である。母音体系は，表14のとおりである。

表14 バリ語（クク方言）の母音体系

［−ATR］ ［+ATR］
I U i ö u

E � e o

a

資料：
Cohen,2000.AspectsoftheGrammarofKuku.

Mitterrutzner,1867.DieSprachederBariinCentralAfrica.

Spagnolo,1933.BariGrammar.

Spagnolo,1960.Bari,English,ItalianDictionary.

第1章 序 論 11



（Cohen（2000）が出版される以前は，バリ語についての知識は，Spagnoloによる文法書と辞書
に頼るほかなかった。今でも，辞書は，Spagnolo（1960）のみである。したがって，語彙に関
してはSpagnolo（1960）に頼らざるを得ない。）

1.2.2.ロトゥホ語
ロトゥホ語は，スーダン，トリト（Torit）を中心に，ラフィト山（Lafit），リリア山（Lyria），

ドンゴトノ山（Dongotono），イマトン山（Imatong）にかけて話されている。一部は，国境を
越えてウガンダでも話されている。話し手の数は，約11万7千人と言われる。
ロトゥホ語の子音体系は，まだ明確にされていない。以下の記述は，試みに行ったものであ

る。子音体系は，4つの調音点（両唇，歯，硬口蓋，軟口蓋）と3つの調音法（無声閉鎖音，
有声閉鎖音，鼻音）の組み合わせの子音と，側面音，ふるえ音，半母音からなる。半母音wと
yは，強子音と弱子音の対立があり，強子音は，ww，yyと，弱子音は，w，yと表記する。ま
た，歯無声閉鎖音tにも，強子音と弱子音の対立がある可能性がある。Muratori（1938）は，
全ての子音に，強子音と弱子音の対立を認める。声門閉鎖音が，語末の位置にのみ観察され
る。
調音点が歯の系列において，鼻音のみが歯茎の調音点で発音される。また，歯音の系列は，
Muratori（1938）の表記に従い，t，d，nで表記する。歯有声閉鎖音dは，外破音であるが，
自由変異として，内破音で発音されることがある。両唇無声閉鎖音pは，母音間において摩擦
音fで発音されることがある。歯無声閉鎖音tは，母音間において，ある環境を除いて，歯有声
閉鎖音で発音される。軟口蓋無声閉鎖音は，ある環境を除いて，自由変異として，軟口蓋無声
摩擦音で発音される。ロトゥホ語の子音体系は，表15のとおりである。

表15 ロトゥホ語の子音体系

両唇 歯 硬口蓋 軟口蓋
無声閉鎖音 p t c k

有声閉鎖音 b d j g

鼻音 m n ø N
側面音 l

ふるえ音 r

半母音 w,ww y,yy

ロトゥホ語の母音体系は，5つの［−ATR］母音と5つの［+ATR］母音からなる。［−ATR］
の低母音と［+ATR］の低母音は，音声的な区別はないが，音韻論的には，別の音素として扱
われる。母音体系は，表16のとおりである。

表16 ロトゥホ語の母音体系

［−ATR］ ［+ATR］
I U i u

E � e o

a A
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資料：
Muratori,1938.GrammaticaLotuxo.

Muratori,1948.English,Bari-Lotuxo-AcoliVocabulary.

1.2.3.オンガモ語
オンガモ語は，タンザニア，キリマンジャロ山の北東スロープで話されている。話し手の数

は，約1千人である。
オンガモ語の子音体系は，4つの調音点（両唇，歯，硬口蓋，軟口蓋）と，3つの調音法（外

破音，内破音，鼻音）の組み合わせの子音と，摩擦音，側面音，ふるえ音，半母音からなる。
ふるえ音と半母音には，強子音と弱子音の対立がある。両唇外破音pは，普通，両唇有声摩擦
音で発音される。歯系列の子音は，Heine&Vossen（1975/6）の記述に従い，t，dで表記する。
また，外破音に無声音と有声音の対立がないことから，Heine&Vossen（1975/6）の表記に従
い，内破音は，それぞれ，b，d，j，gで表記する。軟口蓋無声閉鎖音kは，前舌高母音が後続
するとき，硬口蓋摩擦音Sと交替することがある。軟口蓋外破音kは，母音間において軟口蓋
有声摩擦音で発音される。硬口蓋無声閉鎖音cは，音声的にはそり舌で発音される。また，ふ
るえ音は，そり舌で発音されることがある。さらに，声門摩擦音が記録されている。オンガモ
語の子音体系は，表17のとおりである。

表17 オンガモ語の子音体系

両唇 歯 硬口蓋 軟口蓋
外破音 p［B］ t c［ÿ］ k

内破音 b d j g

摩擦音 s S
鼻音 m n ø N
側面音 l

ふるえ音 r,rr

半母音 w,ww y,yy

オンガモ語の母音体系は，5つの［−ATR］母音と5つの［+ATR］母音からなる。後舌母音
と低母音は，鼻音に後続するとき，鼻母音になる。［+ATR］の低母音は，音声的には，

［−ATR］の低母音と変わらない。また，後舌高母音uは，鼻音や歯無声外破音に後続すると
き，半黙音化される。母音体系は，ロトゥホ語の母音体系と同じであり，表16のとおりであ
る。
資料：
Heine&Vossen,1975/6.‘ZurStellungderOngamo-Sprache’.

（資料は，上記のもののみである。）

1.2.4.ジャムス語
ジャムス語は，ケニア，リフト・バレー州（RiftValley）にあるバリンゴ湖（Baringo）の南で

話されている。話し手の数は，約6千5百人と言われる。
ジャムス語の子音体系は，4つの調音点（両唇，歯茎，硬口蓋，軟口蓋）と3つの調音法
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（外破，内破，鼻音）の組み合わせの子音と，側面音，ふるえ音，半母音と歯茎無声摩擦音から
なる。ふるえ音と半母音には，強子音と弱子音の対立がある。強子音のふるえ音は，無声音で
発音される。語末の位置で，ふるえ音の強子音と弱子音の対立は中和され，常に，強子音で発
音される。
歯茎音系列の子音の中で，外破音と鼻音が，歯の調音点で発音される。外破音は，鼻音に後

続する位置で，有声音で発音される。また，硬口蓋外破音は，普通，摩擦音Sで発音されるが，
鼻音や側面音に後続する位置では，硬口蓋外破音cで発音される。鼻音は，摩擦音，側面音，
ふるえ音，半母音の前で脱落する。内破音は，Heine（1980）の表記に従い，b，d，j，gで表
記する。ジャムス語の子音体系は，表18のとおりである。

表18 ジャムス語の子音体系

両唇 歯茎 硬口蓋 軟口蓋
外破音 p t［th］ c［S］ k

内破音 b d j g

鼻音 m n［nh］ ø N
摩擦音 s

側面音 l

ふるえ音 r,rr

半母音 w,ww y,yy

母音体系は，5つの［−ATR］母音と5つの［+ATR］母音からなる。［−ATR］の低母音と
［+ATR］の低母音に音声的な違いはない。低母音は，音声的には，常に，［−ATR］で発音され
る。母音体系には，様々な同化現象が観察できる。例えば，後舌母音は，後続する前舌母音に
同化して，前舌母音になる。ジャムス語の母音体系は，ロトゥホ語のそれとほぼ同じであり，
表16のとおりである。
資料：
Heine,1980.TheNon-BantuLanguagesofKenya.

（上記の資料は，簡単な音韻論と形態論の記述と，わずかな語彙からなる語彙集である。しか
し，ジャムス語の構造を知るには，この資料に頼るほかない。）

1.2.5.コレ語
コレ語の話し手は，現在，アフレイジアン言語ファイラムに属するソマリ語を第１言語とし

て話しており，コレ語を十分に話すことができる話者は，ただ，2名の老人が確認されている
だけである（1976年において）。コレ語の話し手は，ケニア東北部，ラム島（Lamu）と，その
対岸に居住する。
「消滅の危機に瀕した言語」の構造をどれだけ正確に知ることができるか疑問であるが，以
下に，子音体系と母音体系をまとめる。
コレ語の子音体系は，4つの調音点（両唇，歯茎，硬口蓋，軟口蓋）と2つの調音法（閉鎖

音と鼻音）の組み合わせの子音と，摩擦音，側面音，ふるえ音，半母音からなる。ふるえ音は，
強子音と弱子音の対立がある。無声閉鎖音は，語頭と語末の位置以外では，有声音で発音され
る。また，母音間において，自由変異として，有声摩擦音で発音されることが多い。歯茎音系
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列の中で，閉鎖音と鼻音は，歯の調音点で発音される。子音体系は，表19のとおりである。

表19 コレ語の子音体系

両唇 歯茎 硬口蓋 軟口蓋
閉鎖音 p［b,B］t［th,d,D］ c［j］ k［g,c］
鼻音 m n［nh］ ø N
摩擦音 s S
側面音 l

ふるえ音 r,rr

半母音 w y

母音体系は，5つの［−ATR］母音と5つの［+ATR］母音からなる。母音体系は，ロトゥホ
語のそれとほぼ同じであり，表16のとおりである。
資料：
Heine&Vossen,1979.‘TheKoreofLamu,acontributiontoMaadialectology,’AfrikaundÜbersee,

62.

（上記の資料は，全体が17頁の短い音韻と形態の記述と語彙集からなる。しかし，コレ語の姿
を伝えるものはこれだけである。）

1.2.6.マサイ語
マサイ語は，ケニア，ナロク地区（Narok）とカジアド地区（Kajiado），タンザニア，マサイ

地区（Masai）で話されている。話し手の数は，ケニアに約15万人，タンザニアに約10万人
と言われる。

表20 マサイ語の子音体系

両唇 歯茎 硬口蓋 軟口蓋
外破音 p t c k

内破音 b d j g

鼻音 m n ø N
摩擦音 s S
側面音 l

ふるえ音 r,rr

半母音 w,ww y,yy

マサイ語の子音体系は，4つの調音点（両唇，歯茎，硬口蓋，軟口蓋）と3つの調音法（外
破音，内破音，鼻音）の組み合わせの子音と，摩擦音，側面音，ふるえ音，半母音からなる。
ふるえ音と半母音は，強子音と弱子音の対立がある。外破音は，母音間で，あるいは，鼻音に
後続する位置で，様々な異音をもつ。例えば，両唇外破音は，母音間において，両唇有声摩擦
音で発音される。歯茎外破音は，母音間において，歯摩擦音やふるえ音で発音される。軟口蓋
外破音は，母音間において軟口蓋有声摩擦音で発音される。鼻音に後続する位置において，外
破音は，有声音で発音される。硬口蓋摩擦音は，鼻音や側面音に後続する位置において，硬口
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蓋無声閉鎖音で発音されるが，その他の環境においても，自由変異として，硬口蓋無声閉鎖音
で発音される。子音体系は，表20のとおりである（有声外破音と内破音の対立がないので，内
破音は，b，d，j，gで表記する）。
マサイ語の母音体系は，5つの［−ATR］母音と5つの［+ATR］母音からなる。母音体系は，

ロトゥホ語のそれとほぼ同じであり，表16のとおりである。
資料：
Mol,1978.Maa:ADictionaryoftheMaasaiLanguageandFolklore.

Tucker&Mpaayei,1955.AMaasaiGrammar.

（Tucker&Mpaayei（1955）は，声調を含む優れた記述である。巻末に簡単な語彙集がついてい
るが，これにも声調記号が付されている。Mol（1978）は，母音の表記など十分ではないが，マ
サイ文化を知るために役立つ。）

1.2.7.トポサ語
トポサ語は，スーダン，ジンギエタ川（Zingietta）とロカリャン川（Lokalyan）の両岸で話

されている。トポサ語が分布する地域の中心は，カポエタ（Kapoeta）である。また，ケニア国
境にまで広がっている。話し手の数は，約12万人と言われる。
トポサ語を記述した資料はなく，言語構造について知る手段はない。
資料はない。

1.2.8.トゥルカナ語
トゥルカナ語は，ケニア西北部，トゥルカナ湖から西へウガンダ国境までの地域で話されて

いる。話し手の数は，約20万人と言われる。エチオピア西南部，オモ川の西にトゥルカナ語と
系統的にも構造的にも極めて近いと考えられる言語が話されている。それは，ニャンガトム
語，あるいは，ブメ語と呼ばれている。

表21 トゥルカナ語の子音体系

両唇 歯 歯茎 硬口蓋 軟口蓋
外破音 p t c k

内破音 b d j g

鼻音 m n ø N
摩擦音 s

側面音 l

ふるえ音 r

半母音 w y

（歯音と歯茎音の対立はなく，歯音は，t，dなどで表記される。）

トゥルカナ語の子音体系は，4つの調音点（両唇，歯，硬口蓋，軟口蓋）と3つの調音法
（外破音，内破音，鼻音）の組み合わせの子音と，歯無声摩擦音，側面音，ふるえ音，半母音か
らなる。外破音と内破音は，後舌高母音が先行し，かつ，高母音でない母音が後続するとき，
唇音化する。歯外破音は，動詞語幹末尾の位置で，前舌中母音，あるいは，前舌高母音が後続
するとき，歯無声摩擦音で発音される。硬口蓋外破音は，多くの話し手によって，破裂音で発
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音される。また，形態素の初頭の位置を除いて，摩擦音Sで発音される。軟口蓋外破音は，あ
る環境において，口蓋垂閉鎖音，あるいは，口蓋垂破擦音で発音される。硬口蓋内破音は，語
末の位置で，外破音で発音されることがある。軟口蓋内破音は，前舌母音の前で口蓋化され
る。歯摩擦音は，多くの話し手によって，歯有声摩擦音で，ときに，歯茎有声摩擦音で発音さ
れる。トゥルカナ語の子音体系は，表21のとおりである。
母音体系は，5つの［−ATR］母音と5つの［+ATR］母音からなる。［+ATR］の低母音は，

音声的には，［−ATR］の低母音で発音される。トゥルカナ語の母音体系は，ロトゥホ語のそれ
とほぼ同じであり，表16のとおりである。
資料：
Barrett,1988.English-TurkanaDictionary.

Dimmendaal,1983.TheTurkanaLanguage.

Heine,1980.TheNon-BantuLanguagesofKenya.

（Barrett（1988）は，母音を5つしか記述していない。Heine（1980）は，短い記述ではあるが，
信頼できる資料である。Dimmendaal（1983）は，トゥルカナ語の統語論を論じた貴重な資料で
ある。）

1.2.9.テソ語
テソ語は，ウガンダ，テソ地区（Teso），チョガ湖（Kyoga）の北東で話されている。飛び地

として，ムバレ地区（Mbale），トロロ（Tororo）の東，また，ケニアのニャンザ地区（Nyanza）
で話されている。話し手の数は，ウガンダに約52万人，ケニアに約7万2千人と言われる。
テソ語の子音体系は，4つの調音点（両唇，歯茎，硬口蓋，軟口蓋）と3つの調音法（無声

閉鎖音，有声閉鎖音，鼻音）の組み合わせの子音と，歯茎無声摩擦音，側面音，ふるえ音，半
母音からなる。歯茎有声閉鎖音は，自由変異として，歯茎内破音で発音される。また，硬口蓋
有声閉鎖音は，硬口蓋内破音で発音される。歯茎や硬口蓋の調音点で有声閉鎖音が内破音で発
音されることから，有声音は，基本的に，内破音を音素とすべきかもしれない。歯茎無声閉鎖
音は，前舌母音の前の位置において歯茎無声摩擦音で発音される。また，前舌高母音の前で口
蓋化する。軟口蓋無声閉鎖音は，ある環境において，口蓋垂音で発音される傾向がある。テソ
語の子音体系は，表22のとおりである。

表22 テソ語の子音体系

両唇 歯茎 硬口蓋 軟口蓋
無声閉鎖音 p t c k

有声閉鎖音 b d j g

鼻音 m n ø N
摩擦音 s

側面音 l

ふるえ音 r

半母音 w y

テソ語の母音体系は，5つの［−ATR］母音と5つの［+ATR］母音からなる。［+ATR］の
低母音は，音声的には，［−ATR］の低母音で発音される。テソ語の母音体系は，ロトゥホ語の
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それとほぼ同じであり，表16のとおりである。
資料：
Hilders&Lawrance,1957.AnIntroductiontotheAtesoLanguage.

Hilders&Lawrance,1958.AnEnglish-AtesoandAteso-EnglishVocabulary.

（上記の小さな文法書と語彙集だけが，テソ語の姿を知らせてくれる。これらの資料は，母音
の［ATR］値を記述していない。そのため本研究において5母音で表記せざるを得ない。）

1.2.10.カリモジョン語
カリモジョン語は，カラモジョン語とも呼ばれる。カリモジョン語は，ウガンダ，カラモ

ジャ地区（Karamoja），ボコラ（Bokora），マゼニコ（Matheniko），マゴス（Magos），ピアン
（Pian）で話されている。話し手の数は，約13万人と言われる。カリモジョン語と，系統的に，
また，構造的に極めて近い関係をもつと考えられる言語がある。それは，ジエ語とドドス語で
ある。しかし，これら2つの言語について詳しいことが知られていないため，これらの言語が
1つの言語の変種なのか，あるいは，別の言語なのか，明らかではない。
カリモジョン語の子音体系は，4つの調音点（両唇，歯，硬口蓋，軟口蓋）と3つの調音法

（無声閉鎖音，有声閉鎖音，鼻音）の組み合わせの子音と，歯茎無声摩擦音，側面音，ふるえ
音，半母音からなる。歯有声摩擦音，歯茎有声摩擦音，軟口蓋有声摩擦音が記録されている
が，音素であるかどうか，明らかではない。口蓋垂音が記録されているが，たいていは後舌母
音で，しかも，高母音でない母音が後続するときに出現する。歯音系列と歯茎音系列は対立し
ていないので，歯無声閉鎖音と歯有声閉鎖音をt，dで表記する。カリモジョン語の子音体系
は，表23のとおりである。

表23 カリモジョン語の子音体系

両唇 歯 歯茎 硬口蓋 軟口蓋
無声閉鎖音 p t c k

有声閉鎖音 b d j g

鼻音 m n ø N
摩擦音 s

側面音 l

ふるえ音 r

半母音 w y

母音体系は，5つの［−ATR］母音と5つの［+ATR］母音からなる。［+ATR］の低母音は，
音声的には，［−ATR］の低母音で発音される。カリモジョン語の母音体系は，ロトゥホ語のそ
れとほぼ同じであり，表16のとおりである。ただし，Novelli（1985）は，上記の10母音のほ
かに中舌中母音を記録しているが，それが音素であるか，明らかではない。
資料：
Novelli,1985.AGrammaroftheKarimojongLanguage.

Roncari&Mantovani,1973.AppuntideGrammaticaKarimojong.

（Novelli（1985）は，声調も記述しており，これにより，カリモジョン語の姿がわかるように
なった。しかし，語彙については，Roncari&Mantovani（1973）の巻末にある短い語彙集に頼
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らなければならない。この資料は，母音の［ATR］値を記述していない。そのため本研究では
5母音で表記せざるを得ない。）

1.3.ナイル語南方言
ナイル語南方言に所属する言語は，ケニア西部，エルゴン山（Elgon）から，タンザニア西北

部にかけて，分布する。ナイル語南方言に所属する言語の分類は，Rottland（1982）に基づき，
表24にまとめることができる。

表24 ナイル語南方言の分類

1.オモティク・ダトーガ方言
（1）オモティク語（Omotik）
（2）ダトーガ語（Datooga，以下Da）
2.カレンジン方言
（1）ナンディ・マルクウェタ方言

ナンディ語（Nandi，以下Na），キプシギス語（Kipsikiis，以下Ki），ケヨ語（Keyo），トゥ
ゲン語（Tuken），マルクウェタ語（Markweta）

（2）エルゴン方言
サビニ語（Sapiny，以下Sa），コニ語（Kony），ボノム語（Bong’om），ポク語（Pok），テ
リク語（Terik）

（3）オギエク方言
キナレ語（Kinare），ソゴオ語（Sogoo），アギエ語（Akie）

（4）ポコト語（Pokot，以下Po）

1.3.1.オモティク語
オモティク語は，ケニア，リフト・バレー州，ナロク地区（Narok）で，マサイ語が話されて

いる地域の周辺で話されている。話し手の数は，50人以下で，しかも，話し手は，全て40歳
以上である（1973年において）。
「絶滅の脅威にさらされている言語」が，どれほど，言語構造を保持しているか疑問である
が，以下で，子音体系と母音体系をまとめる。

表25 オモティク語の子音体系

両唇 歯茎 硬口蓋 軟口蓋
閉鎖音 p t c k

鼻音 m n ø N
摩擦音 s

側面音 l

ふるえ音 r

半母音 y w

子音体系は，4つの調音点（両唇，歯茎，硬口蓋，軟口蓋）と2つの調音法（閉鎖音と鼻音）
の組み合わせの子音と，歯茎無声摩擦音，側面音，ふるえ音，半母音からなる。硬口蓋閉鎖音
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を除いて，閉鎖音は，母音に後続する位置において，有声音で発音される。また，母音間にお
いて，閉鎖音は，自由変異として，有声閉鎖音，有声摩擦音などで発音される。硬口蓋閉鎖音
は，あらゆる環境において，自由変異として，摩擦音などで発音される。オモティク語の子音
体系は，表25のとおりである。
母音体系は，4つの［+ATR］母音と3つの［−ATR］母音からなる。この他に，［+ATR］

の低母音が観察されるが，これは，［−ATR］の低母音と［−ATR］の後舌中母音が，母音調和
により［+ATR］で発音されるときの異音である。［+ATR］の高母音は，ある条件の下で，

［−ATR］母音で発音される。長母音と短母音の対立をもつ。オモティク語の母音体系は，表
26のとおりである。

表26 オモティク語の母音体系

［−ATR］ ［+ATR］
i u

E � e o

a

資料：
Heine,1973/4.‘VokabulareostafrikanischerRestsprachen,Teil2:SogooundOmotik,’Afrikaund

Übersee57.

（上記の資料によって，かろうじて，オモティク語の姿を知ることができる。）

1.3.2.ダトーガ語
ダトーガ語は，タンザニア，北部州，ムブル地区（Mbulu），ハナン山（Hanang）のまわり

で話されている。また，ムソマ地区（Musoma），シニャンガ地区（Shinyanga），マニョニ地区
（Manyoni），シンギダ地区（Singida）でも，話されている。話し手の数は，約6万4千人と言
われる。
ダトーガ語の音韻体系は，筆者によって明らかにされるまでは，未確定であった。ダトーガ

語の子音体系については，第7章で詳しく論じるので，ここでは簡単にまとめておく。

表27 ダトーガ語の子音体系

両唇 歯茎 硬口蓋 軟口蓋 口蓋垂 声門
閉鎖音 p t c k q ?
鼻音 m n ø N
摩擦音 (f) s S
側面音 l

ふるえ音 r

半母音 y w

子音体系は，4つの調音点（両唇，歯茎，硬口蓋，軟口蓋）と2つの調音法（閉鎖音，鼻音）
の組み合わせの子音と，歯茎摩擦音，硬口蓋摩擦音，側面音，ふるえ音，半母音からなる。ま
た，口蓋垂音を音素としてもつ。摩擦音は，常に，無声で発音される。閉鎖音は，摩擦音や他
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の閉鎖音と連続するとき以外，有声音で発音される。また，閉鎖音は，語末の位置において，
自由変異として無声音で発音される。口蓋垂音は，ナイル祖語再構成音，唇軟口蓋音に遡ると
考えられる。また，声門閉鎖音を，音素として認めなければならない。ダトーガ語の子音体系
は，表27のとおりである。
母音体系は，オモティク語のそれとほぼ同じであり，表26のとおりである。
資料は，筆者が行った現地調査に基づく未公刊のものしかない。

1.3.3.ナンディ語
ナンディ語は，ケニア，ナンディ地区（Nandi）で話されている。話し手の数は，約26万2千

人と言われる。
子音体系は，4つの調音点（両唇，歯茎，硬口蓋，軟口蓋）と2つの調音法（閉鎖音，鼻音）

の組み合わせの子音と，歯茎摩擦音，側面音，ふるえ音，半母音からなる。閉鎖子音は，環境
に従って，有声閉鎖音や有声摩擦音などで発音されるが，有声閉鎖音や有声摩擦音の音声レベ
ルでの出現する環境が，ナイル語南方言に所属する言語の間で，微妙な違いがある。このこと
については，ダトーガ語の子音体系を論じた第7章において議論する。ナンディ語の子音体系
は，表28のとおりである。カレンジン方言に所属する言語は，基本的に，ナンディ語と同じ子
音体系をもつと考えられる。すなわち，カレンジン方言に所属する言語は，表28の子音体系
をもっており，音素が環境に応じた発音のされ方に，言語間で違いが存在するだけである。特
に，閉鎖音が有声音で発音される環境に違いがある。

表28 ナンディ語の子音体系

両唇 歯茎 硬口蓋 軟口蓋
閉鎖音 p t c k

鼻音 m n ø N
摩擦音 s

側面音 l

ふるえ音 r

半母音 y w

母音体系は，5つの［−ATR］母音と5つの［+ATR］母音からなる。母音は，長母音と短母
音の対立をもつ。ナンディ語の母音体系は，表29のとおりである。

表29 ナンディ語の母音体系

［−ATR］ ［+ATR］
I U i u

E � e o

a A

資料：
Creider,ChetA.&J.T.Creider.1989.AGrammarofNandi.

Creider,JaneTapsubei&C.A.Creider.2001.ADictionaryoftheNandiLanguage.
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（上記の文法書と辞書は，言語学的に信頼できる資料である。これらの著作を得て，初めてナ
ンディ語の構造がわかることになった。）

1.3.4.キプシギス語
キプシギス語は，ケニア，ケリチョ地区（Kericyo）で話されている。話し手の数は，約47

万人と言われる。
子音体系は，4つの調音点（両唇，歯茎，硬口蓋，軟口蓋）と2つの調音法（閉鎖音，鼻音）

の組み合わせの子音と，歯茎摩擦音，側面音，ふるえ音，半母音からなる。閉鎖音が音声的に
有声音で発音される環境は，ナンディ語など，他のカレンジン方言に所属する言語と，微妙に
異なっている。それを除けば，キプシギス語の子音体系は，ナンディ語のそれとほぼ同じであ
り，表28のとおりである。
母音体系は，5つの［−ATR］母音と5つの［+ATR］母音からなる。キプシギス語の母音体

系は，ナンディ語のそれとほぼ同じであり，表29のとおりである。
資料：
Toweett,1979a.AStudyofKalenjinLinguistics.

Toweett,1979b.English,Swahili,KalenjinPocketDictionary.

（上記の2冊は，母音の［ATR］値の記述に問題があるが，それを除けば，言語学的な研究に用
いることができる資料である。）

1.3.5.ケヨ語
ケヨ語は，ケニア，エルゲヨ・マラクウェト地区（Elgeyo-Marakwet）で話されている。話し

手の数は，約11万人と言われる。言語構造を記述した資料はない。しかし，カレンジン方言に
所属する周辺の言語から類推して，ナンディ語などと同じ子音体系と母音体系をもつと考えら
れる。子音体系は，表28，母音体系は，表29のようであろう。
資料はない。

1.3.6.トゥゲン語
トゥゲン語は，ケニア，バリンゴ地区の中部と南部で話されている。話し手の数は，約13万

人と言われる。言語構造を記述した資料は，存在しない。しかし，カレンジン方言に所属する
周辺の言語から類推して，ナンディ語などと同じ子音体系と母音体系をもつと考えられる。子
音体系は，表28，母音体系は，表29のようであろう。
資料はない。

1.3.7.マルクウェタ語
マルクウェタ語は，ケニア，エルゲヨ・マルクウェト地区で話されている。話し手の数は，

約8万人と言われる。言語構造を記述した資料はない。しかし，カレンジン方言に所属する周
辺の言語から類推して，ナンディ語などと同じ子音体系と母音体系をもつと考えられる。子音
体系は，表28，母音体系は，表29のようであろう。
資料はない。
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1.3.8.サビニ語
サビニ語は，ウガンダ，ムバレ地区（Mbale），エルゴン山の北斜面で話されている。話し手

の数は，約3万6千人と言われる。
子音体系は，4つの調音点（両唇，歯茎，硬口蓋，軟口蓋）と2つの調音法（閉鎖音，鼻音）

の組み合わせの子音と，歯茎摩擦音，側面音，ふるえ音，半母音からなる。閉鎖音は，環境に
従って，有声音で発音されるが，その環境は，他のカレンジン方言に所属する言語と微妙に異
なる。両唇閉鎖音は，半母音wの前で，両唇軟口蓋音で発音される。子音体系は，ナンディ語
のそれとほぼ同じであり，表28のとおりである。
母音体系は，5つの［−ATR］母音と5つの［+ATR］母音からなる。サビニ語の母音体系は，

ナンディ語のそれとほぼ同じであり，表29のとおりである。
資料：
Mongomery,1966.TheMorphologyofSebei.

O’Brien&Cuypers,1975.ADescriptiveSketchoftheGrammarofSebei.

（形態論と音韻論は，上記の資料から知ることができる。O’Brien&Cuypers（1975）は，巻末
に簡単な語彙集をもつ。ただし，この著作は，［−ATR］と［+ATR］の，それぞれ，3つの前
舌母音と3つの後舌母音，合計12の母音を記録する。しかし，［+ATR］の後舌中母音，後舌
低母音，前舌低母音は，弁別的対立がほとんど無いとしている。これらの母音は，1つの母音
音素の異音である可能性がある。）

1.3.9.コニ語
コニ語は，ケニア，西部州，ブンゴマ地区（Bungoma），エルゴン山の南で話されている。話

し手の数は，約1万人と言われる。
言語構造を記述した資料はない。しかし，カレンジン方言に所属する周辺の言語から類推し

て，ナンディ語とほぼ同じ子音体系と母音体系をもつと考えられる。子音体系は，表28，母音
体系は，表29のようであろう。
資料はない。

1.3.10.ボノム語
ボノム語は，ケニア，ブンゴマの町のまわりで話されている。話し手の数は，200人から300

人と言われる。言語構造を記述した資料はない。しかし，カレンジン方言に所属する周辺の言
語から類推して，ナンディ語とほぼ同じ子音体系と母音体系をもつと考えられる。子音体系
は，表28，母音体系は，表29のようであろう。
資料はない。

1.3.11.ポク語
ポク語は，ケニア，ブンゴマ地区，エルゴン山の南斜面で話されている。話し手の数は，約
1万人と言われる。言語構造を記述した資料はない。しかし，カレンジン方言に所属する周辺
の言語から類推して，ナンディ語とほぼ同じ子音体系と母音体系をもつと考えられる。子音体
系は，表28，母音体系は，表29のようであろう。
資料はない。
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1.3.12.テリク語
テリク語は，ケニア，西部州，カカメガ地区（Kakamega）で話されている。話し手の数は，

約1万人と言われる。言語構造を記述した資料はない。しかし，カレンジン方言に所属する周
辺の言語から類推して，ナンディ語とほぼ同じ子音体系と母音体系をもつと考えられる。子音
体系は，表28，母音体系は，表29のようであろう。
資料：
Roeder,1986.SprachlicherWandelundGruppenbewusstseinbeidenTerik.

（この資料は，社会言語学的な研究である。）

1.3.13.キナレ語
たった1人のキナレ語の話し手が，ケニア，リフト・バレーの東斜面で発見された。この話

者は，キナレ語の若干の語彙と，わずかな文を記憶していたと報告されている。
キナレ語は，ナンディ語とほぼ同じ子音体系と母音体系をもつと考えられるが，詳細は明ら

かではない。
言語構造を知るに十分な資料はない。

1.3.14.ソゴオ語
ソゴオ語は，ケニア，アマラ川（Amala）とグアソ・ニロ川（GuasoNg’iro）の間にある，

マウの森（Mau）で話されている。話し手の数は，数百人と言われる。
子音体系は，4つの調音点（両唇，歯茎，硬口蓋，軟口蓋）と2つの調音法（閉鎖音，鼻音）

の組み合わせの子音と，歯茎摩擦音，側面音，ふるえ音，半母音からなる。閉鎖音は，鼻音と
側面音に後続する位置において有声音で発音される。また，母音間においても，閉鎖音は，有
声閉鎖音や有声破擦音で発音される。母音ではじまる語は，語頭の位置に，声門閉鎖音か，声
門摩擦音が聞こえる。歯茎鼻音は，語末の位置において無声で発音される。音声的な発音の仕
方が異なる以外，子音音素の体系は，ナンディ語のそれとほぼ同じである。ソゴオ語の子音体
系は，表28のとおりである。
母音体系は，5つの［−ATR］母音と5つの［+ATR］母音からなる。母音体系は，ナンディ

語のそれとほぼ同じであり，表29のとおりである。
資料：
Heine,1973/4.‘VocabulareostafrikanischerRestsprachen,Teil2:SogooundOmotik,’Afrikaund

Übersee,57.

（上記の資料のみが，ソゴオ語の姿をかろうじて教えてくれる。）

1.3.15.アギエ語
アギエ語は，タンザニア，アルーシャ（Arusha）の南の草原に住む小さな集団によって話さ

れている。また，アギエ語を話す集団がタンザニア，キジュング（Kijungu）や，ムコマジ
（Mkomazi）のそばで発見されている。

アギエ語の言語構造を記述した資料はない。しかし，ソゴオ語と構造が似ていると考えられ
る。子音体系と母音体系は，ナンディ語のそれとほぼ同じと考えられる。子音体系は，表28，
母音体系は，表29のようであろう。
資料はない。
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1.3.16.ポコト語
ポコト語は，ケニア，リフト・バレー州，バリンゴ地区（Baringo）と西ポコト地区（West
Pokot）で，また，ウガンダ，カラモジャ地区で話されている。ポコト語は，スク語の名前でも
知られている。ポコト語の話し手の数は，ケニアに約9万3千人，ウガンダに約2万2千人と
言われる。
子音体系は，4つの調音点（両唇，歯茎，硬口蓋，軟口蓋）と2つの調音法（閉鎖音，鼻音）

の組み合わせの子音と，歯茎摩擦音，側面音，ふるえ音，半母音からなる。また，そり舌内破
音，軟口蓋摩擦音，声門閉鎖音が記録されている。両唇閉鎖音と軟口蓋閉鎖音は，母音間にお
いて，また，鼻音に後続する位置において，自由変異として，有声音で発音される。そり舌内
破音，軟口蓋摩擦音を除く，ポコト語の子音体系は，ナンディ語のそれとほぼ同じと考えら
れ，表28のとおりである。
母音体系は，5つの［−ATR］母音と5つの［+ATR］母音からなる。母音の長さに関して，長

母音と短母音の対立が存在する。ただし，短母音に関しては，［±ATR］の高母音と低母音だけ
が短母音をもち，しかも，それらの短母音は，中舌で発音される。これらの特徴を除けば，ポ
コト語の母音体系は，ナンディ語のそれとほぼ同じであり，表29のとおりである。
資料：
Beech,1911.TheSuk,theirLanguageandFolklore.

Crazzolara,1978.AStudyofthePokot(Suk)Language,GrammarandVocabulary.

（Beech（1911）は，前半が民族の紹介であり，後半が簡単なポコト語の文法と語彙集である。
5母音で記述しているという欠陥がある。Crazzolara（1978）は，前舌中母音のほかに，それよ
り後ろよりの中舌中母音を，後舌中母音のほかに，それより前よりの中舌中母音を記録する。
しかし，これらの中舌母音は，前舌高母音と後舌高母音の短母音が，中舌で発音されるものに
あたると考えられる。さらに，中母音を，1つ，記録しているが，これは，低母音の短母音が中
舌で発音されるものにあたると考えられる。この資料は，母音表記に注意するなら，十分に言
語学の資料として用いることができるものである。）

2.目的，方法論
本研究は，いまだ，誰も成し遂げることができないでいる，ナイル祖語の再構成を試みるも

のである。音韻体系を中心にナイル祖語の再構成を試みるが，しかし，特に母音組織について
など，まだ不十分な解明に終わっている箇所がある。
ナイル祖語を再構成するにあたって，最も重要に考えたのは，再構成が検証可能な方法で行

われることである。従来の研究において，ナイル祖語の再構成を正面から取り組んだものは存
在しない。ナイル祖語の部分的な再構成を試みたものは，わずかながら存在する。しかし，そ
れらの試みにおいて，ナイル祖語の再構成を検証可能な方法で行ったものは皆無である。
ナイル祖語再構成の検証可能な方法を，ナイル語西方言の名詞の語形成を再構成することか

ら目指した。ナイル祖語再構成の検証可能な方法を，ナイル語東方言から，あるいは，ナイル
語南方言からアプローチすることも可能であろう。後に，先行研究について紹介するが，ナイ
ル語東方言とナイル語南方言については，それぞれの祖語の再構成を行う試みがなされてい
る。これらの先行研究は不十分であるし，その方法論は間違ってもいる。ナイル祖語再構成を
試みるには，これら先行研究において試みられたナイル語東方言やナイル語南方言からアプ
ローチするのは，得策とは考えられない。そこで，間違いを繰り返さないためにも，ナイル語
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西方言から，ナイル祖語再構成を試みるものである。
先行研究による再構成の方法について検討しよう。検討の対象となるのは，Bender（1996），

Ehret（2001），Halletal.（1975）である。Bender（1996）とEhret（2001）は，ナイル・サハ
ラ祖語の再構成を，Halletal.（1975）は，ナイル祖語の再構成を試みている。
Bender（1996）は，オーソドックスな比較方法を用いて再構成するとしているが，どういう

訳か，再構成したナイル・サハラ祖語の音韻体系（子音体系と母音体系）と再構成形は，現在，
話されているナイル・サハラ言語ファイラムに所属する言語のどれかの音韻体系と，また，現
在，話されている言語の形式と，極めて似たものになっている。

表30 Bender（1996）の方法論

2.rain,water1,river2,lake3,rainyseason42）

ABK CDFGH EIJL

**ar+ **ar+� ar

A:G,Z:har+i1 C:A:ar+E3 E:ar

B:Z:�r+U+i2 D:F:roo2 I:T:w�rr2
K:*K:(w)ar+ Fc:ar(+a)4?

G:(r)r�
H:K,I:(N)oo’r+a

3.lake,river1,well2,water3(8)3）

**kuR kUR kWr

A:K:go(o)r+u1 C:Ms.A:kur+t+2 Ek/En:kura/goro1;

B:K:kulu+;Td:kuru D:k�r+o3;A:k�r+ow kUl/gol,goR+ee
K:S:kul Fp/Fc:g�l+i2/Ngulu2 L:T:k«ri?,kiri;

Kr:ri

K:kiri;+gul+i2

（A，B，Kなどは，言語グループの略号，また，A:，B:などは，言語名の略号）

表30の2つの同起源とされる形式の組において，両方の組に，同一の言語からの形式を見つ
けることはほとんどない。ある意味で，表30の2つの組は，相補的な分布を示している。例え
ば，言語グループABKに所属する言語Gは，「雨」の組に対応例をもつが，「湖」の組には対
応例をもたない。したがって，表30の同起源とされる形式の2つの組は，1つの同起源と考え
られる形式の組として扱える可能性がある。しかし，Bender（1996）は，これらを異なる起源
をもつ2つの組とする。
Bender（1996）がこのような対応を設定するのは，おそらく，極めて似た形式のみを，同起

源の形式として対応させたいからであろう。実際，それらの対応から，Bender（1996）が再構
成したナイル・サハラ祖語の音韻体系は，わずかな例外を除いて，現在話されているナイル・
サハラ言語ファイラムに所属する言語の音韻体系とほとんど違いがない。

26



表31 Bender（1996）のナイル・サハラ祖語再構成音4）

Phoneme ABKonly Satellites(notCore)LevelI:Core

*b b b b

*f f f f

*m m m m

*w w w w

*d d d d

*d2 d;K:occ.t d~t t

*t t t t

*t2 t t~d;G:d EIJ:d;L:d~t

*s s s s

*n n n n

*l l l l

*r r r r

*r2 r r~l;D:r;H:l l

*j j j j

*y y y y

*g g g g

*k k k k

*kh A,B:k~h k I,J:k~h

*N N N N

*i i i i

*e e e e

*e/i e i i

*a a a a

*o o o o

*u u u u

表31において，再構成音*bに対する，ナイル・サハラ言語ファイラムに所属する言語，そ
れぞれにおける反映は，bであるというように，ナイル・サハラ祖語再構成音と，現在話され
ている言語の反映形は，全く違いがない。わずかな例外は，再構成音*d2の反映がdとtであ
ることと，再構成音*t2の反映がtとdであることである。また，再構成音*r2の反映がrとl
である。しかし，これらの再構成音*d2，*t2，*r2に，Bender（1996）は，疑問符をつけてい
る。
Bender（1996）の再構成は，なぜこのような結果になったのであろうか。Bender（1996）は，

同起源の形式の組をできるだけ安全なものにしたいと考えた。そうするために，彼は極めて似
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た形式だけを集めたものと考えられる。似たものだけを集めるやり方では，借用語，オノマト
ペによる類似，偶然による一致を対応表の中に持ち込むことになる。対応する形式が似ても似
つかない形式であれば，一層，対応の信頼性は高くなることと，全く反対のことを，Bender
（1996）は行っていると言わざるを得ない。
Bender（1996）が祖語に再構成した音韻体系と，現在話されている言語の音韻体系に違いが

ないことから導かれる論理的結論は，祖語の時代から現在まで，音韻はなんら通時的な変化を
しなかったと，Bender（1996）の再構成が主張していることになる。ナイル・サハラ言語ファ
イラムは，1万2千年の歴史をもつと言われている5）。その数字が正確なものでなくても，ナイ
ル・サハラ言語ファイラムの歴史が想像できないくらい長いものであることは，明らかであ
る。それほど長い歴史があるにもかかわらず，Bender（1996）の再構成によると，ナイル・サ
ハラ祖語の時代から現代に至るまで，音韻体系が変化していないことになる。これは，言語が
変化しないと言っているようであり，それでは歴史言語学の目標である「言語はどのように変
化するのか，なぜ変化するのか」に関して，歴史言語学を必要としないと言っているのと同義
であると考えられる。
Bender（1996）は，比較的少ない数の音素をナイル・サハラ祖語に再構成している。一方，
Ehret（2001）は，かなり多い数の音素をナイル・サハラ祖語に再構成する。Ehret（2001）は，
なぜ多くの音素を再構成することになったのか。Bender（1996）は，同起源形式の組をできる
だけ安全なものにするため，極めて似た形式のみを集め，安全でないと考えたものは排除し
た。Ehret（2001）は，できるだけ多くの同起源形式の組を許容した。ところが，それらの対応
それぞれに，それぞれ異なる音素を再構成した。Ehret（2001）の再構成の方法を，議論を単純
化して説明しよう。

表32 Ehret（2001）の方法論

A語 B語 祖語
x x *x

x y *y

x z *z

例えば，A言語の音素xとB言語の音素xの対応に祖語の音素*xを，A言語の音素xとB
言語の音素yの対応に祖語の音素*yを，A言語の音素xとB言語の音素zの対応に祖語の音
素*zを再構成する。
上記のような再構成は，祖語の音素*x，*y，*zがA言語において区別を失ったと考えること

を意味している。全ての対応をこの考えで解釈すると，比較する言語の数を増やすとそれだけ
再構成される音素の数が増えるという結果になる。Ehret（2001）の方法は，まさしくその例と
なっている。
また，B言語に関しては，音韻体系が祖語からB言語に至る過程において，全く変化しな

かったということになる。祖語に再構成された音素が，B言語においては単純に「変化なし」
か，A言語においては「融合する」かの，どちらかしかない。したがって，Ehret（2001）にお
いて，再構成音は，現在話されている言語の音から採用されるか，あるいは，それに極めて近
い音が選ばれることになる。Ehret（2001）は，祖語から現在話されている言語へと，「どのよ
うに変化したか」を考察しないから，再構成音は，たんなる記号である。内容（調音点，調音
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法）が示されないただの記号である。現在話されている言語の音との関連，つまり，再構成音
がどのように変化して，現在話される言語の音になったかが考慮されないから，Ehret（2001）
の再構成音は，どんな音か不明のたんなる記号になってしまう。
Ehret（2001）が採用した方法と基本的に同じ方法を用いているのは，Vossen（1982）と

Rottland（1982）である（Vossen（1982）は，東ナイル祖語を，Rottland（1982）は，南ナイ
ル祖語を再構成しようと試みた）。
Vossen（1982）は，異なる対応にそれぞれ異なる再構成音を想定したために，同じ調音点に

おける，同じ調音法の再構成音を，複数，再構成することになった。Vossen（1982）は，それ
らの音素に，x1，x2，x3というように番号を振り当てた。Vossen（1982）は，それらの，同じ
調音点，同じ調音法の複数の再構成音の正体について，一切，説明をしなかった。それなの
に，Ehret（2001）は，Vossen（1982）が再構成した，同じ調音点，同じ調音法の複数の再構成
音を，1つの音素の異音であるとした（Ehret(2001),p.8）。しかし，Ehret（2001）は，それら
の再構成音が1つの音素の異音であることの証明をどこにも示していない。
Ehret（2001）では，対応表に具体的な対応例が与えられていないので，どのように複雑な対

応表ができあがったかを想像するほかない。彼が必要以上に多くの音素を再構成した別の理由
は，同じカテゴリーの形式とは考えられない形式を同起源であると考えたことにある。語幹に
異なるカテゴリーに属する接辞が付加され，それに伴い音韻規則が働いて音が変化した形式
を，同起源形式の組に組み入れている。つまり，対応例として扱ってはならない形式を対応例
としたために，複雑な対応表ができあがったと考えられる。接辞の付加の仕方と音韻規則は，
各言語で同じではなかったので，各言語における接辞の付加の仕方と音韻規則を考慮しなけれ
ば，それぞれの言語に出現する音は，祖語における異なる音素から由来したかのように見える
であろう。このような間違った方法が，祖語に多くの音素（例えば，両唇の調音点に，*p，*ph，
*p’，*’b，*b，*m，*mb，*w，*’w）を再構成することをもたらした。これを解決するには，そ
れぞれの形式がどのような形態論的カテゴリーに属する形式であるかを明らかにして，対応例
を再検討する必要がある。
ところが，なんら解決策を示さずに，Ehret（2001）は，ナイル・サハラ祖語に再構成した多

くの子音から，ナイル祖語に再構成した子音の数を妥当な数に減少している。これはどう理解
すればよいのか。Ehret（2001）は，どのように修正したのか，一切，明らかにしていない。
Halletal.（1975）は，オーソドックスな比較言語学の方法を用いて，形態論とそれに付随す

る音韻規則を再構成すると述べている。ただし，再構成は，部分的にとどまっており，体系的
ではない。そのために，ナイル祖語がどのような構造をした言語であったのか，明らかになっ
ていない。具体的な欠点として，形態論分析が体系的でなく，場当たり的である。例えば，接
辞と分析すべきではなく，語幹の一部をなす子音と考えるべき要素を接辞として分析してい
る。しかし，未完結に終わってしまったが，Halletal.（1975）が目指した方法は，正しい方向
を示していたと考えられる。本研究は，かれらが完成できなかった試みを引き継ぎ，発展させ
るものである。
従来の研究は，大きく2つのタイプに分けられる。1つは，Bender（1996）を代表とするも

のである。これは，同起源形式の組をできるだけ安全にしようと，極めて似た形式だけに対応
例を絞った。そのため，その再構成は，祖語から現在話されている言語に至るまで，「変化な
し」という結果に終わった。
もう1つのタイプとして，Ehret（2001）とVossen（1982）は，間違った対応例からつくら
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れた対応にそれぞれ異なる再構成音を与えた。そのために，必要以上に多くの音素を再構成し
た。なぜなら，形態論的カテゴリーが異なる形式を，当然，対応しない形式であるにもかかわ
らず，同起源形式の組としたからである6）。
対応表を絞り込もうとも，再構成音を必要以上に想定しようとも，両者の結果は，「言語は

変化なし」に陥ってしまっている。
最後に，Bender（1996）とEhret（2001）とVossen（1982）の方法論における最大の問題点

は，どのように再構成を行ったのか，その過程が明らかにされていない点にある。その結果，
これらは，検証可能な再構成になっていない。

3.研究史，分類の歴史
先行研究による再構成の試みと分類の試みを紹介しておこう。初めに，ナイル・サハラ言語

ファイラムにおける再構成の試みを紹介しよう。その後，ナイル・サハラ言語ファイラムの分
類とナイル諸語の分類を中心に，アフリカで話される言語の分類の試みを紹介しよう。
ナイル・サハラ言語ファイラムにおける再構成の試み，すなわち，ナイル・サハラ祖語の再

構成の試みは，Bender（1996）とEhret（2001）がある。これらの方法論については，前節に
おいて問題点を指摘した。
ナイル祖語の再構成の試みは，Halletal.（1975）とDimmendaal（1988）がある。Halletal.

（1975）の試みについては，前節で議論した。Dimmendaal（1988）は，再構成が部分的で，し
かも，再構成の方法と過程が一切，示されないたんなる語彙リストである。東ナイル祖語の再
構成を試みたものには，Vossen（1982）がある。これがもつ問題点については，前節で議論し
た。南ナイル祖語の再構成を試みたものには，Rottland（1982）がある。Rottland（1982）に
おいて，ダトーガ語の音素分析がなされていなかった。そのため，間違った結論に至ってい
る。西ナイル祖語の再構成の試みは，Reh（未公刊）がある。Reh（未公刊）は，Dimmendaal
（1988）の中の引用から推測するほかない。

ナイル・サハラ言語ファイラムを含む，アフリカで話されている言語を分類する試みは，
Greenberg（1963）以前と以後に分けられる。
Greenberg（1963）以前，18世紀中頃まで一般的に受け入れられていた言語分類によると，ア

フリカの言語は，まず，ナマ・ブッシュマンの言語と，ハム・セム言語と，バントゥ語の3つ
のグループが分類され，それらに分類されずに残った言語は，「ニグロ」黒人の言語と呼ばれ
ていた（Lepsius(1880),Müller(1889)）。Lepsius（1880）は，ヌビア語の文法書であるが，末尾
にあるアフリカの言語分類を解説した中で，ナイル諸語を既に1つのまとまった言語群，1つ
のまとまった言語グループと考えていた。
Meinhof（1912）は，アフリカで話されている言語の中で，文法「性」の区別を持つ言語，

フルベ語，マサイ語，ソマリ語，ナマ語などを「ハム語」と呼んだ。現在，一般に認められて
いる分類によれば，フルベ語は，ニジェール・コンゴ言語ファイラムに，マサイ語は，ナイ
ル・サハラ言語ファイラムに，ソマリ語は，アフレイジアン言語ファイラムに，ナマ語は，コ
イサン言語ファイラムに所属する言語である。当時の進化論的な言語発展についての考え方に
よれば，類型論的に孤立語が最も未開の言語で，西洋語のような活用を行い，文法「性」を区
別する屈折語が最も進化した言語と考えられていた。ところが，様々な地域の言語についての
知識が増加するにつれて，未開の地であるはずのアフリカにおいて，文法「性」を区別する，
しかも，複雑な活用を行う言語が発見された。進化論的な言語発展の図式にあてはめるため
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に，聖書に書かれた神話的な「ハム」という名を使って，文法「性」をもつなど複雑な形態論
をもつアフリカの言語を話す人々を，「ハム」の末裔と呼んだ。「ハム語」説は，西洋語が進化
した姿であるという人種的偏見を満足させる説明であった。
Westermann（1911）は，Meinhofの「ハム語」説を踏襲して，ナイル諸語に所属すると考え

られている言語の中で，文法「性」の区別をする言語（ナイル語東方言とナイル語南方言）を，
ナイル語と「ハム語」が混合した混成言語と考えた。そして，ナイル・ハム諸語（Nilo-
Hamitic）と名づけた。
Greenberg（1963）は，アフリカの言語を，アフレイジアン言語ファイラム，ナイル・サハラ

言語ファイラム，ニジェール・コンゴ言語ファイラム，コイサン言語ファイラムの4つに分類
した。ナイル・サハラ言語ファイラムに所属するナイル諸語を，さらに下位分類して，ナイル
語西方言，東方言，南方言を，系統的には同じ距離にある3つの言語群と位置づけた。
Kšhler（1955）は，ナイル語西方言，東方言，南方言を，Greenberg（1963）が考えたのと

同様に，独立した系統的に等距離にある3つの方言群としている。しかし，1955年以前には，
東方言と南方言を系統的に近い距離にあるグループと考え，西方言を，東方言と南方言から系
統的に距離を置いていた。つまり，ナイル諸語をまず，西方言とそれ以外の2つのグループに
分け，西方言以外の言語をさらに東方言と南方言に分けていた。Kšhler（1955）においては，
ナイル諸語を系統的に等距離の3方言に分類する。その間の変更の理由は明らかではない。
Tucker&Bryan（1956,1966）は，当初，Westermann（1911）のナイル・ハム諸語という分

類を採用していた。後に，彼ら独自の類型論的な研究から，現在の西方言にあたる言語をナイ
ル諸語と呼び，現在の東方言と南方言を足したものをパラナイル諸語と呼んだ。この名称は，
人類学者たちが東ナイル諸語や南ナイル諸語を話す民族に対して用いていた名称と一致する。
Hohenberger（1975,1979）は，Greenberg（1963）やKšhler（1955）によるMeinhofのハム

語説への批判が一般に受け入れられた後も，ナイル・ハム諸語の分類を主張した。現在は，ハ
ム語説をしりぞけるのが一般的である。
Greenberg（1963）によるナイル・サハラ言語ファイラムの下位分類を修正する試みは，

Bender（1996）とEhret（2001）のものがある。ナイル・サハラ言語ファイラムの下位分類に
ついての議論は，本研究の目的を越えているので，Bender（1996）やEhret（2001）によるナ
イル・サハラ言語ファイラムの分類について，ここでは議論しない。ナイル・サハラ言語ファ
イラムの下位分類を簡単に紹介するだけにとどめる。
アフリカの言語分類は，その方法論と資料に問題点が存在するにもかかわらず，どういう訳

かGreenberg（1963）が議論の出発点になっている。したがって，Greenberg（1963）のナイル・
サハラ言語ファイラムの下位分類を表33に記載する。

表33 Greenberg（1963）のナイル・サハラ言語ファイラムの分類

A.Songhai（1言語）
B.Saharan

C.Maban

D.Fur（1言語，方言群）
E.Chari-Nile

1.EasternSudanic

2.CentralSudanic
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3.Berta（1言語）
4.Kunama（1言語）
F.Koman

ナイル諸語は，EasternSudanicの下位言語群を構成している。EasternSudanicは，ナイル諸
語を含む9つの，言語，あるいは，言語グループに下位分類される。

表34 Greenberg（1963）のEasternSudanicの分類

E.1.EasternSudanic

1.Nubian

2.Surmic

3.Nera

4.EasternJebel

5.Nyima

6.Temein

7.Tama

8.Daju

9.Nilotic

（10.Meroitic）

ナイル諸語の下位分類については，Bender（1996），Ehret（2001）に相違はない。ナイル諸
語を，Greenberg（1963）と同様に3分割している。Bender（1996）とEhret（2001）は，ナイ
ル語東方言とナイル語南方言の内部における下位分類については，それぞれ，Vossen（1982）
とRottland（1982）に従っている。ナイル語西方言の内部における下位分類については，
Tucker&Bryan（1956）とGreenberg（1971）の分類に従っている。本研究も，ナイル諸語内
部の下位分類については，これらの先行研究に従っておく。
ナイル諸語の内部における下位分類についての先行研究において，Kšhler（1955）が，ナイ

ル諸語を西方言，東方言，南方言の3つに分割した最初のものである。Greenberg（1963）が，
Kšhler（1955）の分類を参考にしたと考える学者もいる。ナイル諸語を，系統的に等距離の3
下位言語群に分類することは，たいていのナイル諸語研究者が認めている。しかし，東方言と
南方言を，西方言から離れて，系統的に近いと考える研究者も存在する。筆者もその数少ない
研究者の人である。ナイル語東方言と南方言が系統的に近いと考えられる証拠があると信じる
が，本研究ではそのことは扱わない。
既に明らかにしたように，ナイル諸語の内部における下位分類については，さほど大きな違

いが研究者間に存在するわけではない。ただし，ナイル語西方言の下位分類については，研究
者間で若干の相違がある。ナイル語西方言の下位分類には，Kšhler（1975）とGreenberg

（1963），ならびに，Greenberg（1971）がある。

表35 Kšhler（1975）とGreenberg（1963）のナイル語西方言の分類

Kšhler(1975)

Westnilotische—Nuer-Dinka:Nuer,Dinka
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-Lwo—Nord:Djur,Shilluk,Anuak

-Sud :Alur,Acoli,Lango,Dho-Luo

-Fung:Burun

Greenberg(1963)

WesternNilotic3.Dinka,Nuer

2.Shilluk,Anuak,Lango,Alur,Luo,Jur

1.Burun

（Greenberg（1963）は，Kšhler（1975）との関係が明確になるように，1から3の並べ方を逆
にしてある。）

Kšhler（1975）の分類とGreenberg（1963）の分類の違いは，ブルン語（Burun）の位置にあ
る。Greenberg（1963）は，西方言を3つに分類して，3つの下位グループが，系統関係におい
て同じ距離にあると考えている。Kšhler（1975）は，西方言を，まず，2つの下位グループに
分類して，ブルン語は，ルオ方言諸語（Lwo）に所属すると考えている。現在においては，ブ
ルン語は，ナイル語西方言の他の言語とは，系統的にかなり離れた言語であり，西ナイル方言
で，独立したグループを形成すると考えるのが一般的である。
もう1つの違いは，Greenberg（1963）が2のグループをそれ以上に分割しないが，Kšhler

（1975）は，2のグループをNordとSudに下位分類している。Greenberg（1971）では，Kšhler
（1975）と同様に，2のグループを北と南の2つのグループに分類している。本研究で示される
様々な言語現象から考えると，2のグループは，北と南のグループに下位分類することが可能
と思われる。
Greenberg（1963）によるアフリカ言語分類の4言語ファイラムの中で，ナイル・サハラ言語

ファイラムの系統関係が，研究者に最も受け入れられていない。このことは，ナイル・サハラ
言語ファイラムという分類が，Greenberg（1963）の中に現れた経緯を見ても明らかである。
Greenberg（1955）は，まだ，4言語ファイラムという考えに達していなかった。アフリカの全
言語を16の言語グループに分類していた。Greenberg（1955）に現れた16の言語グループの
中で，1番目のニジェール・コンゴ（Niger-Congo）グループと12番目のコルドファニアン
（Kordofanian）グループは，後のニジェール・コンゴ言語ファイラムを構成し，6番目のアフ
ロ・アジア（Afro-asiatic）グループは，後のアフレイジアン言語ファイラムを構成し，7番目の
「クリック」（Click）グループは，後のコイサン言語ファイラムを構成する。そして，あとに
残った12の言語，言語グループは，全て，後にナイル・サハラ言語ファイラムに所属させられ
た。この事実は，ナイル・サハラ言語ファイラムが，系統関係不明の言語，言語グループを寄
せ集めた屑箱になっていることを意味する。
ナイル諸語に所属する言語は，言語の数と話し手の総数が，ナイル・サハラ言語ファイラム

の中で最大である。したがって，ナイル・サハラ祖語を再構成するためには，ナイル祖語の再
構成を避けて通ることはできない。しかし，ナイル祖語の再構成は，いまだに成し遂げること
ができないでいる。ときどき，祖語再構成の試みがなされるが，その過程が明らかにされない
ため，つまり，検証可能な形式で議論されないため，一向に議論は進展しない。本論文では，
検証可能な形式で再構成の過程を明らかにすることによって，ナイル祖語の再構成に向けて着
実な一歩を踏み出すものである。
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4.論文の構成，本研究のもとになった諸論文
第1章は，ナイル諸語に所属する言語の地理的分布，話者数，子音体系，母音体系など，概

説と，本研究の目的，方法論，さらに，先行研究の概観を行う。ナイル諸語に属する言語の概
説は，亀井，河野，千野（編）（1988，1989，1992a，1992b）「言語学大辞典」に筆者が書いた
概説に基づいている。各項目の頁の指示は省略する。
第2章では，ナイル語西方言から見た，ナイル祖語における複数形成法を再構成することを

試みる。この章は続く章の出発点と言える。この章は，Hieda(1986).‘PluralFormationof
NounsinWesternNilotic,’MemoirsoftheOsakaInstituteofTechnology.8,3:485-524.に基づき，大
幅に修正し，また，加筆したものである。
第3章は，ナイル語西方言から見た，ナイル語再構成音*r1，*r2，*l1，*l2を議論している。

第2章の議論の中心は，ナイル諸語の複数形成を，共時的観点から，また，通時的観点から，
解明を試みるものであった。この章では，かなり，通時的な観点へ議論の比重が移っている。
この章は，Hieda(1989).‘Proto-WesternNilotic*rand*l,’inSakiyama,O.&A.Sato(eds.),Asian
LanguagesandGeneralLinguistics,pp.382-398.に基づき，加筆，修正したものである。
第4章は，ナイル祖語の「単数（Singulative）」形の形成法を再構成する試みである。第3章

と同様に，第3章以上に，議論は，通時的な観点から進められている。ナイル祖語にまで遡る
第4章は，ナイル語比較研究を，先行研究のなしえなかった所へと導いている。この章は，稗
田（2003）「ナイル諸語における「単数（Singulative）」について」，『京都大学言語学研究』，第
22号187-236頁に基づいている。
第5章は，ナイル祖語における名詞語幹の変遷を明らかにする試みである。実際は，ナイル

祖語に無声閉鎖音を再構成する試みでもある。この章は，Hieda(1983).‘SomeHistorical
ChangesinNominalStemsinNiloticLanguages,’Vossen,R.&M.Bechhaus-Gerst(eds.),Nilotic

Studies,pp.311-335.に基づき，加筆，修正したものである。
第6章は，ナイル祖語に有声閉鎖音を再構成する試みである。この章は，Hieda(1996).

‘OriginofaFallingToneinKipsikiis,’AfrikanistischeArbeitspapiere,45:243-253.に基づき，加筆，
修正したものである。
第7章は，ダトーガ語の子音体系を確定することを目的としている。この章は，Hieda
(2000).‘SomeproblemsinDatooga(Bajuutadialect)consonantalsystem,’inVossenR.,A.

Mietzner&A.Meissner(eds.),“MehralsnurWorte...”,AfrikanistischeBeitrŠgezum65.Geburtstagvon

FranzRottland,pp.285-294.に基づいている。

第1章の注

1） これら二重調音の子音は，クク方言において子音の連続であると，共時的に分析が可能である。
2） Bender(1996).p.7.
3） Bender(1996).p.79.
4） Bender(1996).p.68.
5） Ehret(2001).
6） 第4章において詳しく議論するが，例えば，Vossen（1982）が複雑な音韻対応を作り出し，必要以上に

多くの再構成音を想定したのは，ある言語の名詞単数形に，別の言語の「単数（Singulative）」形を対
応させたりしたからである。
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1.はじめに
本章は，ナイル語西方言，東方言，南方言の名詞複数形の形成法を解明することを目的とす
る。最終的にナイル祖語の名詞複数形の形成法を再構成することを試みる。
ナイル祖語の音韻体系を再構成する場合，語幹における位置（初頭の位置，末尾の位置な
ど）での音素の現われ方に注意を払わなければならない。従来の研究の多くがこのことをない
がしろにしてきた。
本章では，名詞語幹の末尾の位置での音素の現われ方に注目する。名詞語幹の末尾の位置に
現われる子音を再構成するためには，名詞複数形の形成法を解明しなければならない。なぜな
ら，ナイル諸語は，名詞語幹に様々な接尾辞を付加し複数形を形成する。そのとき，特にナイ
ル語西方言では，語幹末尾の位置において，子音は様々な音韻規則により変化する。
もし，ナイル諸語に属する全ての言語で，また，全ての名詞において，同一の接尾辞が付加
され，かつ，同一の音韻規則が働くならば，名詞の複数形形成法を議論することなく，対応す
る同起源語の組を考察することにより音韻対応を発見することができるだろう。そして，その
音韻対応からナイル祖語の音素，とくに，子音を再構成することができるだろう。しかし，後
に議論するように，ナイル諸語に属する各言語は，同一の名詞複数形成法を行わない。また，
第4章で議論するように，同じ意味をもつ，しかも，同起源と考えられる名詞が，単数形と複
数形の対をとることもあるし，「単数（Singulative）」形と複数形の対をとることもある。した
がって，複数形成法を明らかにし，また，「単数（Singulative）」形の形成法を明らかにし，さら
に，どの語彙がどの複数形の形成法を行うか，あるいは，どの語彙が「単数（Singulative）」形
の形成法を行うかを明らかにして初めて，名詞語幹の末尾の位置に現われる子音の音韻的性格
を確定することができる。このようにして初めて語幹末の位置における子音の対応を考察する
ことが可能になる。
従来の研究においては，以下で展開する議論のような形態論を考慮しないで音韻対応を考察
したために，単数形に「単数（Singulative）」形を対応させ，あるいは，異なる複数形成法によ
りつくられた形式どうしを対応させることで，同起源形式と考えられない形式を対応例として
扱った。その結果，複雑な音韻対応の表がつくられ，必要以上の音素が祖語に再構成された。
初めに，ナイル語西方言の複数形成法を解明する。ナイル語西方言に所属する諸言語は，一
見すると様々なパターンの複数形成法をもっている。これら種々の複数形成法を唯一の規則の
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組で統一的に説明することを目標とする。筆者の知る限りにおいて，ナイル語西方言に所属す
る各言語の記述において，それぞれの言語の複数形成を扱った研究は存在するが，ナイル語西
方言全体の複数形成法を包括的に研究したものは，筆者の一連の研究を除いて存在しない。ま
してや，西ナイル祖語の複数形成法を再構成する試みは存在しない。ただし，Gregersen
（1974a）と（1974b）の研究は，ナイル語西方言の複数形成法の一部を扱ったものであり，包括
的なものではないが，示唆に富んでいる。実際，本研究は，Gregersen（1974a）と（1974b）の
アイデアを発展させたものである。
本研究は，通時的な視点からと共時的な視点からの両面から，ナイル語西方言の複数形成法
を明らかにしようとする。全体を通時的な説明によって満足するのではなく，まず，ナイル語
西方言に所属する言語に共通する名詞複数形の形成法を発見することから議論を始める。
既に述べたように，本章の最終的な目標は，名詞語幹の末尾の位置での子音の音韻的性格を
決定することである。なぜなら，ナイル語西方言において，名詞語幹の末尾の位置で，子音
は，複数形成法や「単数（Singulative）」形成法に付随する音韻規則に従って交替する。このた
めに，名詞の複数形成法や「単数（Singulative）」形成法を明らかにしない限り，名詞が語幹末
尾の位置にどんな子音を本来もっているのか決定できない。従来の研究は，複数形成法や「単
数（Singulative）」形成法を明らかにしなかった。したがって，名詞語幹の末尾の位置に現われ
る子音が，音韻規則によって交替したものである可能性を考慮しなかった。そのために，音韻
対応の作業を誤ったのであった。
ナイル語西方言における名詞複数形成法と「単数（Singulative）」形成法を明らかにすること

が，ナイル祖語における語幹の末尾の位置での音素を再構成するために極めて重要であること
を簡単な例で説明しよう。
筆者は，かつて，ナイル祖語における語幹の末尾の位置で有声閉鎖音を再構成することを試
みた際に，ナイル語西方言の単数形をナイル語東方言や南方言の単数形と直感的に対応させ
た。単数形に単数形を対応させるのは当然のことと思われるが，なんら根拠もなく，すなわ
ち，形態論的分析を行うことなく，対応の作業を行うことは危険なことであった。
例えば，以下の対応から，ナイル祖語再構成音，両唇有声閉鎖音の再構成を試みた。

Proto-Nilotic SouthernNilotic EasternNilotic

‘buffalo’ *kwo-kAb NasA:-e:t Maol-osow-uAn
（*kwは唇軟口蓋閉鎖音を表記する。Naはナンディ語，Maはマサイ語である）
これらナイル語東方言，ナイル語南方言の「野牛」を意味する形式に対して，筆者は，ナイ
ル語西方言ルオ語の「野牛」を意味する形式jow-iを対応させた。ルオ語においては，両唇有声
閉鎖音bは，母音間の位置において半母音wで現われることが分かっている。したがって，ナ
イル語東方言，ナイル語南方言と，ナイル語西方言を比較して，「野牛」を意味する名詞語幹の
末尾の位置に両唇有声閉鎖音*bを再構成した。そして，ナイル祖語における「野牛」を意味す
る名詞語幹を*kwo-kAbと再構成した。また，ナイル語東方言やナイル語南方言では，語幹の
末尾の位置で，ナイル祖語再構成音，有声閉鎖音*bは，弱化して，半母音w（マサイ語の形式
を参照）や，長母音の一部を形成する要素（ナンディ語の形式を参照）になったと考えた。
しかし，ここで比較方法に使用したナイル語西方言ルオ語の「野牛」を意味する形式jowi
は，単数形であった。これに対となる複数形は，jopeである。すなわち，ナイル語西方言ルオ
語においては，名詞の単数形と複数形の間で，語幹末の位置において，両唇有声閉鎖音bと両
唇無声閉鎖音pとの間の交替という現象が観察される。それでは，上記の比較方法で使用され
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るべき形式は，ルオ語の単数形であるべきであろうか，あるいは，複数形であるべきであろう
か。比較方法に単数形を使用するべきか，複数形を使用するべきかという問いは，実は正しく
ない。正しい方法は，複数形成法を明らかにして，複数形成の形態論的プロセスを受けていな
い語幹の形式を確定して，もともとの語幹，すなわち，複数形がつくられる基になった基準形
とも呼べる本来の語幹を使用して，ナイル語西方言，ナイル語東方言，ナイル語南方言を比較
しなければならなかった。
本章がナイル祖語における名詞語幹の末尾の位置での音素を再構成するための準備となるこ
とは，理解されたであろう。
本研究では，ナイル語西方言の名詞複数形成法と関連して，以前は考えられていなかった音
素*r1（調音点は歯から歯茎あたりの無声閉鎖音），*r2（調音点は*r1の調音点と同じ，歯から
歯茎あたりの有声閉鎖音），*l1（調音点は硬口蓋あたりの無声閉鎖音），*l2（調音点は*l1の調
音点と同じ，硬口蓋あたりの有声閉鎖音）を西ナイル祖語に再構成する。それらの音素の再構
成は，ナイル語西方言の名詞複数形成法を説明するうえで欠くことのできないものである。こ
れらの音素の再構成は，名詞複数形成法の解明にとっては二次的なものであるが，本章の議論
全体にとっては重要な位置を占めている。しかも，ナイル語西方言における名詞複数形成につ
いての従来の研究を覆し，新たな視点を提供するものである。したがって，これらの音素の再
構成についての注意深い検討が，第3章で行われる。
ナイル語西方言の名詞複数形成法を明らかにするにあたって，ナイル語西方言に所属する言
語を，（1）ヌエル語，（2）ディンカ語，（3）北ルオ方言（シルク語，アニュワ語，パリ語，ジュ
ル語），（4）南ルオ方言（ケニア・ルオ語，アルル語，アチョリ語，ランゴ語，クマム語）に
分けて，考察する（表1参照，（5）北・西ナイル方言は資料の欠如のため議論できない）。
本研究は，分類そのものに議論の重点を置いていない。しかし，上記の4つの言語，言語グ

ループ，それぞれは，名詞複数形成法について，グループを他のグループから隔てることを可
能にする特徴があることから，グループごとに議論するのがよいと考える。実際，北ルオ方言
と南ルオ方言においては，明らかに，名詞複数形成法について，異なる現象が観察できる。ま
た，ヌエル語やディンカ語において，それぞれの言語で複数形成法について独自の発展を遂げ
たことが，後の議論で明らかにされる。さらに，名詞の複数形成法のみに着目すれば，（1）と
（2）のヌエル－ディンカ言語グループと（3）の北ルオ方言の間には，共通の特徴が存在するこ
とが分かる。現在，一般に受け入れられている分類では，（3）の北ルオ方言と（4）の南ルオ方
言が系統関係において近いグループであると考えられている。名詞複数形成法の特徴だけから
考えると，系統関係において，（1）と（2）のヌエル－ディンカ語グループと（3）の北ルオ諸
語が1つの下位グループを構成する可能性がある。そして，（1）と（2）のヌエル－ディンカ
語グループを（3）と（4）のルオ方言から切り離す根拠となっている様々な特徴の共通性は，
（1）のヌエル語と（2）のディンカ語の間での言語接触による言語特徴の伝播の結果である可能
性がある。ただし，複数形成法の特徴のみで言語分類を行うことは危険であろう。
北・西ナイル方言については，資料の不足から詳しいことがわかっていなかったが，近年，
資料の出版により，少しずつ言語構造が明らかになりつつある。しかし，他のナイル語西方言
の言語と同等に本研究において扱えるほどの資料はない。
表1は，系統関係を示すものではなく，複数形成法に関して共通する特徴で言語グループに
分けたものであって，必ずしも系統的な分類にはなっていない。ナイル語西方言の系統分類に
関して，ほぼ解決しているかのように思われるが，実際は，未解決な点が残っているのである。
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表1 ナイル語西方言の下位分類

1.ヌエル語Nuer
2.ディンカ語Dinka
3.北ルオ方言（シルク語Shilluk，アニュワ語Anywa，パリ語Pari，ジュル語Jur）
4.南ルオ方言（ケニア・ルオ語Kenya-Luo，アチョリ語Acooli，アルル語Alur，ランゴ語
Lango，クマム語Kumam）

5.北・西ナイル方言（ブルン語Burun，マバン語Mabaan）

本章において，ナイル語西方言における名詞複数形成法が明らかにされる。そして，後続す
る章で比較方法に用いられるべき名詞の語幹の形式が決定される。本章では，名詞語幹の形式
を確定することにとどまらず，名詞複数形成の発展の歴史を考察する。ナイル語西方言におけ
る名詞複数形成を統一的に説明することで，ナイル語西方言の名詞複数形成法が比較的単純で
あるかの印象をあたえることになるだろう。しかし，実際は，ナイル語西方言は，豊かな名詞
複数形成法をもち，また，名詞複数形成法を様々に発展させた。これこそが，ナイル諸語全体
における名詞複数形成法を特徴づけている。ナイル語西方言における名詞複数形成法の通時的
発展を記述することは，ナイル諸語全体の名詞複数形成法を理解するために有益である。

2.ナイル語西方言における名詞の形態論的構造
名詞複数形成法を議論する前に，複数形成に関与する形態論的な要素を明らかにしておかな
ければならない。そのためには，ナイル語西方言において，名詞がどのような形態論的構造か
ら成り立っているか議論する必要がある。
ナイル語西方言に所属する言語は，名詞の複数形成に関与する接頭辞をもつことがある。し
かし，これらの接頭辞は，複数形成に関しては二次的なものである。例えば，ルオ語は以下の
ような複数形をもつ。

ルオ語 sg. pl.

‘elder’ jAduoN j�d�ng� （Tucker(1994)）
‘rainmaker’ jak�th

duoNは，「大きい，重要な」を意味する形容詞であり，単数形である。d�ng�は，その複数
形である。jaは，名詞ji「人」の修飾語を後続させるときの形式である（Constructformと呼
ばれることがある）。j�は，その複数形である。例えば，ji「人」に指示詞li「この」（単数），
gI「これらの」（複数）が後続すると，以下のようになる。

ルオ語 sg. pl.

‘thisman’ jAli j�gI （Tucker(1994)）

jAとその複数形j�は，強勢を考慮しなければ，後続する修飾語に修飾された名詞と考えられ
るかもしれない。しかし，強勢を考慮すると，jAduoNとその複数形j�d�ng�は，それぞれ1語
である。また，jak�thは，「雨」を意味する名詞k�thと，「人」を意味する名詞の修飾語に後続
される形式jaから構成されている。名詞jaと名詞k�thからなる複合語と考えられるかもしれな
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い。しかし，jAduoNとjak�thを比べると，jAとjaのように，母音が異なっている。これは，後
続する形式の母音に調和して，jaにおける母音が［−ATR］から［+ATR］に交替した結果で
ある。語幹の母音に母音調和することから，jA，または，jaは，後続する形式と形態論的に密
接な繋がりをもち，したがって，接頭辞と考えてよい。ja(sg.),j�(pl.)は，本来，複合語の主要
部であったが，現在，接頭辞として，主として，行為者名詞をつくっていると考えられる。
同様に，人名，動物の名前などに多く見られる，接頭辞と考えてよい要素がある。

ルオ語 sg. pl. （Tucker(1994)）
‘witchdoctor’ ajU�ga
‘girlbornafterdeathoffather’ajwaN
‘smallthing’ �thIth� �thIthE
‘duck,goose’ �y�y�
‘bat’ oliktik oliktige

これら母音aと�は，語頭の位置に現われ，単数形においても，複数形においても変化しな
い。また，これらの母音aと�は，後続する母音に従って，母音調和による変化を受ける。例
えば，「蝙蝠」を意味する語において，母音は，後続する母音に調和して，［+ATR］母音に変
化している。すなわち，これらの母音aと�は，後続する要素と形態論的に密接な繋がりをも
ち，接頭辞と考えられる。しかし，これらの接頭辞は複数形成にはなんら関与していない。
ルオ語（ナイル語西方言）には名詞に付加される2種類の接頭辞が存在することが，明らか
になった。それらは，複数形成に関与しているかのように見えるが，実は，複合名詞の主要部
に由来するものと，名詞複数形成にはなんら関与しないものの2種類である。これらの接頭辞
は，複数形成に全く関与しないものか，または，副次的なものである。したがって，以下の名
詞複数形成についての議論において，これらの接頭辞について無視することとする。
名詞複数形成について議論する前に，これら接頭辞を除いた要素の形態論的構造を考察す
る。
ルオ語のたいていの名詞は，接頭辞を除いた要素が子音＋母音＋子音＋母音（以下，CVCV

と表記する）の音節構造，あるいは，子音＋母音＋子音（以下，CVCと表記する）の音節構
造からなる。しかも語末の位置に現われる母音は，多くの名詞で，単数形において後舌中母音
�/o（［−ATR］か［+ATR］かは，先行する母音に調和する），あるいは，低母音a/A（母音調和）
に限られ，また，複数形においては，前舌高母音iか，前舌中母音E/e（母音調和）に限られる。
この事実から，語末の位置に現われる母音は，なんらかの理由により，出現の仕方が制限され
ており，名詞の主要部，すなわち，「意味」を伝える要素ではないと考えられる。むしろ，ある
種の文法的範疇を表示する要素，あるいは，その一部と考えられる。これらの母音を除いた
CVCの音節構造をもつ部分が，名詞の主要部，すなわち，「意味」を伝える要素と考えられ
る。この部分が名詞語幹と考えられる。したがって，名詞の基本的構造は，単音節（CVC）か
らなる語幹と，唯一の母音からなる。唯一の母音からなる語末の位置に現われる要素を，終母
音と呼ぶことにする。ただし，終母音は，常に必要というわけではない。接頭辞を加えて図示
すると，以下のようになる。
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表2 ナイル語西方言の名詞の音素配列的構造

(C)V－CVC－(V)
接頭辞－語幹－終母音

表2の定義がナイル語西方言における複数形成を考察するうえで役立つことは，次節以下に
おいて明らかになるであろう。次節以下の議論で明確になるが，単数形における終母音と，複
数形における終母音は，等価ではないことに注意しなければならない。複数形に見られる終母
音は，複数を形成する接尾辞の一部であるのに対して，単数形に見られる終母音は，必ずしも
単数を表示する機能を直接的に果たしていない。また，それが単数を形成する接尾辞の一部と
証明することは，さらに困難である。ただし，特にディンカ語とヌエル語においては，単数形
に見られる終母音も複数形に見られる終母音も，単数と複数を区別するのに重要な役割を過去
において果たしていた可能性がある。このことについては，3.4節で議論する。

3.ナイル語西方言における名詞複数形成
ナイル語西方言の名詞複数形成を明らかにするために，まず，ルオ語の名詞複数形成から議
論する。後に明らかになるように，ルオ語は，ナイル語西方言の名詞複数形成の典型的な姿を
保存している。したがって，ルオ語の名詞複数形成を議論することから始める。
使用する資料については，表の初めに指示している。ただし，表記については，ナイル諸語
全体を比較するためには，できるだけ統一した表記を用いることが好ましい。そのために，そ
れぞれの資料を，第1章で用いた表記法に可能な限り書き換えて，用いることにする。しかし，
資料の不備から，どうしても統一した表記法を用いることが不可能な場合には，資料の元の表
記をそのまま使用することにする。

3.1.ルオ語
ルオ語は，一見複雑な複数形成法をもっている。例えば，表3のように単純な規則では説明
できない様々な複数形がある。

表3 ルオ語の複数形 （Stafford(1967)）

sg. pl.

（1.a） lEp lEwE ‘tongue’(*b>w/V_V)

lUth lUdhE ‘stick’

bat bede/bAde ‘arm’

kwac kwAye ‘leopard’(*j>y/V_V)

guok guogi ‘dog’

（1.b）kitabu kitepe ‘book’（スワヒリ語から借用）
puodhopuothe ‘garden’

kidi kite ‘stone’

apw�y�apw�cE ‘rabbit’(*j>y/V_V)

cogo coke ‘bone’

（1.c） k�m k�mbE ‘chair’

pien piende ‘hide’

pIø pInjE ‘country’
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waN wenge/wAnge ‘eye’

thuol thuonde ‘snake’

（1.d）wU�r wU�cE ‘scandal’

bur buce ‘hole’

（1.e） rawEra rAwere ‘youth’

kwar(�)kwere ‘grandfather’

（1.f） Nat� ji ‘man’

dhak� mon ‘woman’

cieN ndalo ‘day’

（1.g）pAlA pelni/pelini ‘knife’

sAwo sewni/sewini/sepe‘feast’

hIga higni/higini/hike ‘year’

�ganda ogendni/ogendini ‘tribe’

sIgana sigendni/sigendini ‘story’

muofu muofni ‘blindman’

pAkA pekni ‘cat’

（1.h）it ite ‘ear’

gok goke ‘shoulder’

dh�k dh�k ‘mouth’

rEc rEc/rEyE ‘fish’

（1.i） yath yIEn ‘tree’

3.1.1.従来の研究，Gregersen（1974a）と（1974b）
従来の，そして唯一の，ナイル語西方言における名詞複数形成を統一的に解明しようと試み
た研究，Gregersen（1974a）と（1974b）を検討しよう。
前節で定義したように，語末の位置の母音は終母音と呼ぼう。終母音に先行する1つの子音

と1つの母音と1つの子音からなる音節が，基本的な語幹の構造をなす。
表3の（1.a）のタイプの名詞は，単数語幹が無声閉鎖音で終わり，それと対をなす複数語幹

が有声閉鎖音で終わる。南ルオ諸語においてナイル語西方言の*bと*jは，それぞれ，母音間の
位置でwとyに変化することを考慮すれば，単数語幹から複数語幹が形成されるとき生じる語
幹末の位置における子音の交替は，無声から有声への交替である。このとき，子音の調音点に
なんら変化はない1）。
表3の（1.b）のタイプの名詞は，単数形において語幹末の位置に有声閉鎖音をもち，複数形
において語幹末の位置に無声閉鎖音をもつ。「本」を意味する名詞は，ナイル語西方言*bが母
音間の位置でwに変化した後に，スワヒリ語から借用されたので，語幹末の位置の両唇有声閉
鎖音bは，母音間でのbからwへの変化を受けない。（1.b）タイプにおける語幹末の位置での
子音の交替は，有声閉鎖音から無声閉鎖音への交替である。このとき，（1.a）タイプと同様に，
子音の調音点になんら変化はない。
語幹の末尾の位置で，（1.a）タイプと（1.b）タイプにおける子音は，単数形から複数形が形
成されるとき，互いに，全く逆の方向の交替を行っている。これらの2つの極性的（polarity）
な交替を，Gregersen（1974b）は，指標aを使って，唯一の規則で記述している。
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−voc

−con → ［−avoiced］/｛PL−E｝
avoiced

この公式において，Gregersen（1974b）は，PLが複数語幹であることを指示しており，この
式は，純粋な音韻規則ではないことを示している。形態論規則を表現するのに，このような表
記法を用いることが正しいかどうかは別にして，この公式には不備が存在する。この公式で
は，複数形の終母音はEと指定されている。しかし，表3から分かるように，複数形の終母音
には，［−ATR］の前舌中母音 Eと［+ATR］の前舌中母音eのほかに，前舌高母音iが存在す
る。［+ATR］eに関しては，語幹母音との母音調和で説明できるとしても，上記の公式では，
複数形の終母音に前舌高母音iが出現することを説明することができない。複数形の終母音に，
［±ATR］の前舌中母音E/e（［−ATR］母音，あるいは，［+ATR］母音かは，先行する母音に母
音調和する）のほかに，前舌高母音iが存在することについては以下の議論で考察する。
上の公式は，（1.a）と（1.b）の極性的な子音交替を記述している。しかし，（1.c）タイプの
名詞は，単数形から複数形が形成されるとき，語幹の末尾の位置にある子音は，極性的な交替
を行わない。語幹の末尾の位置で，単数形は，単一の鼻音をもち，それと対をなす複数形は，
鼻音とその鼻音と調音点が同じである有声閉鎖音からなる鼻音・閉鎖子音連続をもつ。そし
て，この逆はない。すなわち，単数形が，語幹末の位置に，鼻音とその鼻音と調音点を同じく
する有声閉鎖音の連続をもち，それと対をなす複数形が語幹の末尾の位置に単一の鼻音をもつ
ことは，決してない。
これらの事実から，Gregersen（1974a）は，（1.a），（1.b），（1.c）のタイプの名詞複数形成を

一括して説明するために，Gregersenが「仮定的な音素」と呼ぶ抽象的な音素Kを設定し，複
数形をつくる接尾辞を-KEと仮定した。Gregersen（1974a）は，この「仮定的な音素」Kは，
調音点が軟口蓋である子音と考えた。さらに，実際の複数形を得るために，以下の2つの規則
を提案した（Gregersen(1974a:81)）。

（1）K → b/m/

（2）k+K → g,g+K → k

規則（1）は，Kが先行する鼻音に調音点に関して同化して，先行する鼻音と同じ調音点の有
声閉鎖音になることを示す。
（2）の規則を，Gregersen（1974a）は詳しく説明していないから，それを補足しなければな
らない。以下のように規則（2）は，考えなければならない。規則（2）は，先行する子音が無
声閉鎖音であれば，その子音を有声化し，先行する子音が有声閉鎖音であれば，その子音を無
声化することを示す。先行する子音を有声化，あるいは，無声化した後，「仮定的子音」Kは，
脱落すると考えなければならない。または，以下のように考えなければならない。「仮定的子
音」Kは先行する子音と融合すると考えれば，先行する子音が無声閉鎖音であれば，融合して
出来た子音は有声閉鎖音であり，先行する子音が有声閉鎖音であれば，融合して出来た子音は
無声閉鎖音であることを規則（2）は示す。
規則（1）は，ある子音が先行する鼻音に同化して，同じ調音点の有声閉鎖音となり，先行す
る鼻音と鼻音・閉鎖音の連続をつくることを示している。この規則が示す同化現象は，自然な
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ものである。一方，語幹末尾の位置において，単数語幹の無声閉鎖音は，複数語幹で有声閉鎖
音に交替し，単数語幹の有声閉鎖音は，複数語幹で無声閉鎖音に交替する現象を説明した規則
（2）と，同一の現象を説明するためにGregersen（1974b）が提案した公式は，全く性格の異な
る規則と考えられる。
Gregersen（1974b）が提案した公式は，一種の形態論的規則であった。つまり，複数形をつ
くるには，単数形の語幹末の子音が無声閉鎖音であれば，無声閉鎖音を有声音にし，単数形の
語幹末の子音が有声閉鎖音であれば，有声閉鎖音を無声音にするという規則である。しかし，
Gregersen（1974a）の規則は，一種の音韻論的規則である。この規則は，「仮定的子音」Kが，
先行する子音が無声閉鎖音であれば，先行する子音を有声化し，先行する子音が有声閉鎖音で
あれば，先行する子音を無声化することを示している。この音韻変化の後，「仮定的な子音」K
が脱落するか，あるいは，「仮定的子音」Kが先行する子音と融合するかは別にして，規則（2）
は，「仮定的子音」Kが先行する子音の素性を変化させるという，音韻論的な規則である。
規則（2）で仮定される子音は，その性格が全く不明である。「仮定的子音」Kは，先行する
子音が無声閉鎖音であれば，その無声閉鎖音を有声化し，先行する子音が有声閉鎖音であれ
ば，その有声閉鎖音を無声化するという。そのような不思議な性格をもった子音は，実際に存
在するのだろうか。このような不思議な性格の子音を仮定して，ルオ語の名詞が示す極性的な
現象を説明することは不自然だろう。

3.1.2.ルオ語の名詞複数形成法
Gregersen（1974a），（1974b）が提案する規則は，不自然であることがわかった。また，
Gregersen（1974a）が見落としている事実が存在することを，既に指摘した。それは，（1.b）と
（1.c）のタイプの複数形は，終母音にE，あるいは，eをもつが，（1.a）のタイプの複数形は，
終母音にE，あるいは，eのほか，終母音iをもつことである。この事実は，Gregersen（1974a）
が設定する複数形をつくる接尾辞-KE，ただ1つだけでは十分でないことを示している。そこ
で，筆者は，（1.b）と（1.c）のタイプの複数形をつくる接尾辞として，-KEを，そして，（1.a）
のタイプの複数形をつくる接尾辞として，-IKE/-iKeを提案する（母音の違いは母音調和によ
る）。これらの接尾辞の分布は，以下のように定まる。ここでは，Gregersen（1974a）が用いた
仮定的子音を表記する記号Kをそのまま使用する。

（1）単数語幹が末尾の位置に無声閉鎖音をもつ名詞は，複数接尾辞-IKE/-iKeが接辞される。
（2）単数語幹が末尾の位置に有声閉鎖音，あるいは，鼻音をもつ名詞は，複数接尾辞-KEが接

辞される。

正しく複数形が形成されるためには，さらに，少なくとも4つの規則が必要である。

（3）［±voiced］ → ［+voiced］/_______−｛plural｝
（4） −voc. K → ［−voiced］

−nasal

voiced

（5）NK → NC

（6）KE/Ke → z，IK/iK → z（適用の条件は不明）
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規則（3）は，一種の形態論的規則である。複数形成において，語幹末尾の位置の子音が有声
化されることを示している。ハイフンは，語幹と接尾辞の境界を表示する。規則（4）と規則
（5）は，音韻規則である。規則（4）は，「仮定的子音」Kが後続するとき，先行する閉鎖子音
は，無声子音になることを示している。規則（5）は，「仮定的子音」Kが鼻音に後続するとき，
「仮定的子音」Kは，先行する子音に同化して，先行する子音と同一の調音点の有声閉鎖音に変
化し，先行する鼻音とともに鼻音・閉鎖音連続を形成することを示している。規則（6）は，他
の規則が適用された後に残った「仮定的子音」Kを消去する規則である。
規則（6）は，あくまでも「仮定的子音」Kを消去するための便宜的な規則である。実際の

音声的な現象として，「仮定的子音」Kが先行する子音と融合するのか，あるいは，「仮定的子
音」Kが先行する子音を無声化した後に脱落するのかを問題にしていない。
また，規則（6）における2つの規則のうち，正確にはどちらの規則が適用されるのか明らか
ではない。実際に現われる複数形にあわせて，都合よく適用することにする。
筆者の提案する規則では，「仮定的子音」Kは，先行する閉鎖子音を無声化するか，先行する

鼻音と同化して鼻音・閉鎖子音連続を形成するか，この2つの性格しか与えられない。
Gregersen（1974a）が，「仮定的子音」に先行する子音を無声化する性格と有声化する性格の両
方を与えたことと，この点で違っている。
単数語幹末尾の位置の子音が無声閉鎖音である場合は，複数接尾辞-IKE/-iKeが接辞され，単
数語幹末尾の位置の子音が無声閉鎖音以外の子音である場合は，複数接尾辞-KEが接辞され
る。複数接尾辞の接辞の仕方は，このように，相補分布を示すので，複数接尾辞の接辞の規則
は，1つの規則にまとめることができる。ルオ語の複数形成の規則は，表4になる。ただし，
側面音lは，ここでは鼻音と同様に扱っておく。なぜなら，側面音lは，ルオ語の複数形成にお
いて，「仮定的子音」Kと鼻音・閉鎖音連続を形成するからである。

表4 ルオ語の複数形成規則

Rule1 CVC-(V) → CVC- IKE~iKe/［−voiced］__
KE/elsewhere

Rule2 C- → C-｛PL｝
∥

［+voiced］
Rule3 CK → C

∥

［−voiced］
Rule4 NK → NC

mK → mb

nK → nd

øK → nj

NK → ng

lK → nd

Rule5 KE/ke → z，IK/iK→z（ただし，どちらの規則が適用されるかは予測不可能）

Rule2が示す，複数語幹をつくるための単数語幹末尾の子音を有声化する規則は，複数形を
つくるための形態論規則の一部であると考えられる。Rule2の適用により，無声閉鎖音は有声
化されるが，閉鎖音以外の子音にRule2が適用されても，なんら音の変化は生じない。鼻音な
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どは，もともと有声性をもっているからである。この有声化の規則が存在することの傍証は，
後に提出される。
Rule3が示すように，「仮定的子音」Kは，先行する子音を無声化する性格しかもたない。

Gregersen（1974a）のように，「仮定的子音」Kは，先行する子音を無声化したり，有声化した
りしない。したがって，Rule3は，「仮定的子音」Kに不自然な性格を与えない。ただし，Rule
3が示す現象の音声学的な過程は，明らかではない。すなわち，「仮定的子音」Kが先行する子
音を無声化し，その後に脱落するのか，または，「仮定的子音」Kが先行する子音と融合して，
無声閉鎖子音をつくるのか，明らかではない。
また，「仮定的子音」Kが先行する鼻音と同化して，鼻音・閉鎖子音連続をつくることに関し
ては，問題がないであろう。
さて，Rule1からRule5を用いて，ルオ語の複数形の派生を具体的に説明しよう。

図1 タイプ（1.a）の複数形成

‘stick’ lUth (sg.)

Rule1 lUth IKE
Rule2 lUdh IKE
Rule5 lUdhE (pl.)

タイプ（1.a）の名詞は，単数語幹が無声閉鎖音で終わるので，複数形成において，複数形を
つくる接尾辞-IKEが接辞される（Rule1）。Rule2は，どんなタイプの名詞であろうと，複数形
成において適用される形態論的規則である。図1において，Rule2が適用されて，歯無声閉鎖
音thは，有声化され，歯有声閉鎖音dhになる。Rule3とRule4は，歯有声閉鎖音と「仮定的
子音」Kの間に母音が存在するので，タイプ（1.a）の名詞複数形成において適用されない。派
生の最後に残った「仮定的子音」Kは，Rule5によって消去される。図1の派生では，Rule5
によりIKが消去されている2）。

図2 タイプ（1.b）の複数形成

‘garden’ puodh o (sg.)

Rule1 puodh KE
Rule2

Rule3 puoth E (pl.)

（母音調和についてはここでは議論しない。）

タイプ（1.b）の名詞は，単数語幹が有声閉鎖音で終わるので，複数形成において，複数形を
つくる接尾辞-KEが接辞される（Rule1）。Rule2は，全てのタイプの名詞に複数形成において
適用される。しかし，タイプ（1.b）名詞は，単数語幹がもともと有声閉鎖音で終わっているの
で，語幹末尾の位置の有声閉鎖音は，Rule2によって有声化されても，なにも変化しない。次
に，Rule3が適用される。なぜなら，「仮定的子音」Kと先行する子音との間になにも介在せ
ず，直接，隣接するからである。Rule3によって，単数語幹末の位置の歯有声閉鎖音dhは，
無声化され，歯無声閉鎖音thになる。Rule3が適用された結果得られた形式には，「仮定的子
音」Kが残っていないので，Rule5は適用される必要はない。Rule3の出力の形式は，既に実
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際の複数形と寸分違わない形式になっている（ただし，母音調和を除く）。

図3 タイプ（1.c）の複数形成

‘hide’ pien (sg.)

Rule1 pien KE
Rule2

Rule4 pien dE (pl.)

タイプ（1.c）の名詞は，単数語幹の末尾の位置に鼻音をもつので，複数形成において，複数
形をつくる接尾辞-KEが接辞される（Rule1）。次に，Rule2が適用される。なぜなら，Rule2
は，全てのタイプの名詞に複数形成において適用されるからである。しかし，Rule2がタイプ
（1.c）名詞に適用されても，タイプ（1.c）名詞の単数語幹末尾の子音は，鼻音，あるいは，側
面音であるから，これらの鼻音，側面音は，Rule2による有声化を受けても，なんら変化しな
い。次に，Rule4が適用される。なぜなら，「仮定的子音」Kが直接，鼻音，あるいは，側面
音に後続するからである。「仮定的子音」Kは，先行する鼻音，あるいは，側面音と同化して，
先行する鼻音，あるいは，側面音と調音点が同一の有声閉鎖音に変化し，先行する鼻音，ある
いは，側面音とともに，鼻音・閉鎖音連続を形成する。Rule5は，適用されない。なぜなら，
Rule4の出力である形式には，「仮定的子音」Kが含まれない。「仮定的子音」Kが派生の最終
段階にまで残ったときに，Rule5が適用されるからである。実際，Rule4の出力である形式は，
実際の複数形になっている3）。
Rule1からRule5によって，タイプ（1.a），（1.b），（1.c）の名詞の複数形を正しく派生する

ことができた。
次に，複数形をつくる接頭辞に，-IKE/-iKeと-KEを設定したことを，特に，-IKE/-iKeには母音

の範疇が異なる2つの形式を設定し，-KEにはただ1つの母音範疇の形式を設定したことの妥当
性を，母音調和の観点から簡単に説明する。
ここで，ルオ語における母音調和を簡単に説明する。ルオ語は，母音調和の規則をもってい
る。ルオ語における母音調和の原則は，語を構成する要素が［+ATR(AdvancedTongueRoot)］
の母音をもてば，語全体の母音は，全て，［+ATR］母音になる。また，母音調和において，支
配的な母音は，［+ATR］母音である。つまり，［+ATR］母音が母音調和の現象を引き起こす
が，［−ATR］母音は，母音調和をおこす引き金とはならないというものである。例えば，動詞
語幹が［+ATR］母音をもつとき，それに接辞する主語と呼応する主語の接頭辞は，［+ATR］
母音をもつことになる。一方，動詞語幹が［−ATR］母音をもつとき，主語の接頭辞は，
［−ATR］母音のままである。

i-kelo k�m ‘Youarebringingachair.’

you-bring chair

I-s�m� kitAbu ‘Youarereadingabook.’

you-read book

動詞語幹keloは，［+ATR］母音をもつ。これが母音調和を支配して，2人称・単数の主語の
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接頭辞Iを［+ATR］の母音iに交替させる。一方，動詞語幹s�m�は，［−ATR］母音をもつ。
［−ATR］母音は，母音調和を引き起こさないので，主語の接頭辞の母音は，［−ATR］のまま
であり，なんら変化しない。
ここでのルオ語母音調和の説明は，複数形成を説明するためだけのものであり，極めて単純
化してある。ルオ語の母音調和は，原則的には，［+ATR］母音が支配する一種の同化現象であ
ると言える4）。
ルオ語における名詞複数形成に議論を戻す。
複数形をつくる接頭辞として，-IKE/-iKeと-KEを設定した。-KEは，［+ATR］母音を含む異形

態をもたない。一方，複数をつくる接頭辞-IKE/-iKeは，［−ATR］母音をもつ形式と，［+ATR］
母音をもつ形式の2つの異形態からなる。
複数接尾辞-KEを設定した理由は，タイプ（1.b）と（1.c）の名詞の複数形に，母音調和によ

る母音の交替を観察することができないことである。タイプ（1.b）と（1.c）の名詞は，単数語
幹の末尾の位置に無声閉鎖音以外の子音をもっており，複数形成において，複数接尾辞-KEが
接辞される。今，指摘したように，タイプ（1.b）と（1.c）の名詞の複数形には母音調和による
母音の交替が生じないことから，複数接尾辞は，母音調和を引き起こす［+ATR］母音をもっ
ていてはならない。
一方，タイプ（1.a）には，単数形から複数形が形成されるとき，［−ATR］母音から［+ATR］

母音へ母音調和による母音の交替が観察される名詞と，母音調和による母音の交替が観察され
ない名詞がある。このことから，タイプ（1.a）名詞の複数形成の場合，複数接頭辞を［−ATR］
母音をもつ形式と［+ATR］母音をもつ形式の，2つの異形態を設定しなければならない。
タイプ（1.a）名詞の場合，複数接頭辞-IKEが接辞されたとき，名詞語幹の母音が，［−ATR］

母音であれば，母音調和による母音の範疇の変化はない（母音調和2）。複数接頭辞-iKeが接辞
されたとき，この接辞の母音が［+ATR］なので，この［+ATR］母音が母音調和を支配して，
語全体の母音を［+ATR］に変える（母音調和1）。
タイプ（1.b）と（1.c）名詞の場合，複数接頭辞は，-KEだけである。複数接頭辞-KEが接辞さ

れたとき，名詞語幹の母音が［+ATR］であれば，この［+ATR］母音が母音調和を支配して，
語全体の母音を［+ATR］に変える（母音調和3）。名詞語幹の母音が［−ATR］であれば，母
音調和による母音の範疇の変化はない（母音調和4）。母音調和は以下のようになる。

（1.a） CVC-iKe → CVC-i,ore （母音調和1）
［+ATR］ ［+ATR］

（1.a） CVC-IKE → CVC-I，orE （母音調和2）
［−ATR］ ［−ATR］

（1.b,1.c） CVC-KE → CVC-e （母音調和3）
［+ATR］ ［+ATR］

（1.b,1.c） CVC-KE → CVC-E （母音調和4）
［−ATR］ ［−ATR］

実線で母音の範疇［ATR］と結ばれている母音は，母音調和を支配する母音である。点線で
母音範疇［ATR］と結ばれている母音は，母音調和を受けて範疇が変化する母音である。
タイプ（1.a）名詞の場合，複数接尾辞-iKeが接辞されると，（母音調和1）の規則により複数
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形の語全体の母音は，［+ATR］になる。
例えば，

sg. pl.

‘arm’ bat bede （母音調和1）
‘handle’l�k loge （母音調和1）

タイプ（1.a）名詞の場合，複数接尾辞-IKEが接辞されると，（母音調和2）により語幹の母
音が母音調和を支配し，語幹の母音の範疇に複数形全体の母音の範疇が統一される。
例えば，

sg. pl.

‘tongue’lEp lEwE （母音調和2）
‘stick’ lUth lUdhE （母音調和2）

タイプ（1.b）と（1.c）名詞の場合，複数接尾辞-KEが接辞されるから，語幹の母音が
［+ATR］であれば，（母音調和3）により複数形全体の母音は，［+ATR］になる。語幹の母音が
［−ATR］であれば，（母音調和4）により複数形全体の母音は，［−ATR］になる。接尾辞-KE
は，［−ATR］母音をもつので，母音調和を引き起こさない。したがって，語幹の母音が語全体
の［ATR］値を決定する。
例えば，

sg. pl.

‘stone’ kidi kite （母音調和3）
‘garden’puodho puothe（母音調和3）
‘twig’ kEdE kEtE （母音調和4）
‘rope’ t�l t�ndE （母音調和4）

タイプ（1.a）名詞の複数形成における母音調和を，仮定的な［+ATR］母音iをもつ複数接
尾辞を設定することにより説明した。しかし，これには大きな問題が残されている。どんな名
詞が［+ATR］母音をもった複数接尾辞-iKeを接辞されるのか明らかではない。
それでは，［+ATR］母音をもつ仮定的な複数接尾辞-iKeを設定しないで，（1.a）タイプの名
詞の複数形成を説明する方法があるか考えてみよう。複数接尾辞は［−ATR］母音をもつと考
え，母音調和は，語幹の母音が支配すると考えることにする。これでは，タイプ（1.a）名詞の
一部の複数形は説明できない。単数形が［−ATR］母音をもち，それと対をなす複数形が
［+ATR］母音をもつ名詞の複数形成が説明できないのである。これを解決するためには，ルオ
語の複数形成において，母音の範疇を［−ATR］から［+ATR］に交替する規則を設定しなけれ
ばならない。この規則は，タイプ（1.a）名詞の一部にだけ適用されると考えなければならな
い。この解決法もかなり場当たり的で，説得力を欠くものである。複数接尾辞に［+ATR］母
音をもつ形式と，［−ATR］母音をもつ形式の2種類を想定するか，複数形成に母音の範疇を交
替させる規則があると想定するか，未解決の問題である。この問題の解決は，後の議論に譲る
として，今のところ，（1.a）タイプの名詞の複数接尾辞に，-IKEと-iKeの2つの異形態を設定し
ておこう。
タイプ（1.d）とタイプ（1.e）名詞の複数形成に関して，詳細は後に議論するが，結論を先に
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言えば，タイプ（1.d）名詞はタイプ（1.b）名詞と同一の複数形成を行い，タイプ（1.e）名詞
はタイプ（1.a）名詞と同一の複数形成を行う。また，タイプ（1.f）名詞は単数形と複数形が異
なる語幹からできており（補充法による），本章では議論の対象としない5）。
さて，ここでタイプ（1.g）の名詞の複数形成について議論することによって，上記の複数接

尾辞の設定に妥当性があることを述べたい。
Creider（1977）によれば，タイプ（1.g）の名詞は，表3の斜線の右に載せた形式と自由に交
替する自由変異形式である。タイプ（1.g）の複数形は，接尾辞-ni，あるいは，-iniが接辞され
て，形成される。接尾辞-niが接辞される形式と接尾辞-iniが接辞される形式は，自由変異形式
であり，しかも，タイプ（1.a），（1.b），（1.c）とは違って，語幹の末尾の位置において，子音
はなんら変化を受けない。この事実は，タイプ（1.b）や（1.c）の複数形成において語幹末尾の
位置の子音が変化することに役割を果たしている「仮定的子音」Kが，タイプ（1.g）の複数形
成において，語幹末の位置の子音になにも影響をあたえていないことを示している。この事実
は，以下のように説明できる。
タイプ（1.g）の複数形をつくる接尾辞-ni，あるいは，-iniは，上での議論で設定した複数接尾

辞-KEから由来した。「仮定的子音」Kは，歯茎鼻音nに変化し，それと同時に，「仮定的子音」
がもっていた性格，つまり，先行する有声閉鎖音を無声化する，あるいは，先行する鼻音と鼻
音・有声閉鎖音連続を構成するという性格を失ってしまった。故に，タイプ（1.g）名詞の語幹
末の位置において，子音は，Rule3やRule4による音韻変化を受けない。
タイプ（1.g）の複数形接尾辞-ni，あるいは，-iniを，複数接尾辞-IKE/-iKeから由来したので

はなく，複数接尾辞-KEから由来したと考えた理由は，タイプ（1.g）に属する名詞は，単数語
幹が，基本的に，語幹末尾の位置に有声閉鎖音か鼻音をもつことである。つまり，タイプ
（1.g）名詞は，単数語幹が語幹末尾の位置の子音に関して，タイプ（1.b）や（1.c）と同じ特徴
をもっている。また，自由変異形式として，タイプ（1.b）や（1.c）と同じ特徴の複数形をもつ
（表3におけるsepe‘feast,pl.’，hike‘year,pl.’を参照）。
タイプ（1.g）に属する名詞で，単数形の語幹末尾の位置に無声閉鎖音をもつ名詞は，借用語
である。しかも，それらは，Gregersen（1962）によれば，近年の借用である。また，「部族」
を意味する名詞�gandaは，単数語幹末尾の位置の子音が，既に鼻音・有声閉鎖音連続になっ
ている6）。形態的には，この単数形は，複数形と同様の形式をしており，この単数形から複数
接尾辞-niが接辞されてつくられる形式ogend-niは，複数形の複数形，二重の複数形とも呼べ
るものである。
これらの事実は，複数接尾辞-ni，あるいは，-iniは，今では単数語幹がどんな子音で終わって

いても接辞されるが，本来は，単数語幹が末尾の位置に有声閉鎖音か鼻音をもっている場合に
接辞されたことを示している。つまり，複数接尾辞-ni，あるいは，-iniは，タイプ（1.b）や
（1.c）名詞の複数形成に由来したと考えて間違いない。タイプ（1.b）や（1.c）名詞に付加さ
れる複数接尾辞は，-KEである。また，複数接尾辞-ni，あるいは，-iniによる複数形成は，本来
は，単数語幹が有声閉鎖音で終わる名詞の複数形成に由来し，そこから改新したものである。
この改新は，鼻音で終わる語幹へ，さらに，無声閉鎖音で終わる語幹へと類推による発展を
行ったと考えられる。したがって，接尾辞*-KEから接尾辞-ni，あるいは，-iniへの通時的変化を
行ったと考える（HistoricalChange1，以下HC1）。

*-KE>-ni,or-ini(HC1)7）
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この通時的変化の説明には，問題が残されている。もともとの接尾辞*-KEは，［−ATR］母
音をもっている。しかし，変化後の接尾辞は，［+ATR］母音をもつ。変化後の接尾辞が，
［+ATR］母音をもつことは，タイプ（1.g）の単数形が［−ATR］母音をもとうとも，［+ATR］
母音をもとうとも，タイプ（1.g）の複数形が，常に［+ATR］母音をもつことから，明らかで
ある。それでは，［−ATR］前舌中母音Eが，［+ATR］前舌高母音iに変化したのであろうか。
あるいは，この母音の範疇の変化は，以前，解決すべき問題として残した，複数形成の過程に
おいて［−ATR］母音が［+ATR］母音に交替する現象と関連する，と考えるべきであろうか。
このことは，将来に解決しなければならない問題であろう。
通時的変化から生じた改新は，通時的変化のもとになった接尾辞が*-KEであったことから

分かるように，タイプ（1.b）名詞からはじまった。その後に，この改新は，類推によってタイ
プ（1.c）名詞にも広がった。こうして新しい複数形成の規則が生じた。これを改新規則1
（InnovationRule1，以下IRule1）と呼ぶことにする。

［sg.］ → ［pl.］-ni,or-ini(IRule1)

IRule1による複数形の派生は，以下のようになる。

図4 改新規則1による複数形成

‘feast’ sAwo
IRule1sew-ni,-ini(pl.)8）

重要な点は，この改新はタイプ（1.b）名詞に生じ，類推によって他のタイプの名詞に拡大し
たことである。改新前の複数形成は，Rule1とRule2の形態論規則と，さらに，Rule3，Rule
4，Rule5の音韻規則からなっていた。どんな子音を語幹末の位置にもとうとも，名詞は，ま
ず，Rule1とRule2を義務的に適用される。ところが，タイプ（1.b）名詞は，Rule2の適用
を受けても，語幹末尾の位置の子音になんら音の変化が生じない。なぜなら，タイプ（1.b）名
詞は，語幹末尾に有声閉鎖音をもつため，Rule2の有声化規則を受けてもなんら変化しない。
このために，改新がタイプ（1.b）名詞から，タイプ（1.c）名詞へ，さらに，タイプ（1.a）名
詞へ，類推によって拡大していくとき，Rule2をもたない複数形成となってしまった。その理
由は，Rule2がタイプ（1.b）名詞に関してはなんら変化をもたらさない余剰な規則であるから
である。これが，改新規則1が単純な，接尾辞を接辞するだけの規則になった理由である。

図5 改新規則1の拡大

StageI StageII StageIII

（1.b）Rule1 -KE ⇒ IRule1 IRule1

（1.c） Rule2 Rule2

（1.a） Rule1 -IKE Rule1 ⇒ IRule1

Rule2 Rule2
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StageI StageII StageIII

（1.b）Rule1 hIg-KE IRule1 hig-ni IRule1 hig-ni

（1.c） Rule2 hIg-KE Rule2 hig-ni

(Rule3 hIk-E)

（1.a） Rule1 **pAk-iKe Rule1 **pAk-iKe IRulepek-ni

Rule2 **pAg-iKe Rule2 **pAg-iKe
Rule5 **pAg-i Rule5 **pAg-i

StageIは，通時的変化が生じる以前の複数形成である。タイプ（1.b）名詞には，Rule1と
Rule2と，さらに，Rule3が適用される。こうして，「年」を意味する名詞の複数形hik-eが形
成される。これは，自由変異形式として現在でも使われる。StageIIにおいて，タイプ（1.b）
名詞の複数形成に改新が生じた。IRule1が適用され，複数形が接尾辞-niを接辞され形成され
る。こうして，「年」を意味する名詞の複数形の改新形式，hig-niが形成される。StageIIにお
いては，改新規則が適用されるのは，タイプ（1.b）と（1.c）名詞に限られた。タイプ（1.a）
名詞は，まだ，改新規則が適用されなかった。StageIIIでは，改新規則が，類推によってタイ
プ（1.a）名詞にまで拡大した。StageIIIでは，タイプ（1.a）名詞である「猫」を意味する名詞
にも改新規則1が適用された。
IRule1がタイプ（1.a）名詞へ拡大する原因は，タイプ（1.b）名詞がRule2によって語幹

末尾の位置の子音になんら変化を生じないことにある。StageIIにおいては，まだ，Rule2は
存在した可能性がある。しかし，IRule1の，タイプ（1.a）名詞への拡大は，結果としてRule
2の消失をもたらした。
注目したいことは，改新が語彙体系全体で一気に生じるのではないことである。語彙体系内
のある箇所で生じる。ある箇所で生じた改新は，他の語彙項目へ拡大していく。例えば，タイ
プ（1.b）名詞で生じた改新が，タイプ（1.c）へ，そして，タイプ（1.a）へと拡大した。この
ような改新の発展の過程は，語彙伝播（LexicalDiffusion）と呼ばれる。これについては，後に
も議論する。
「猫」を意味する名詞は，最近の借用語であり，おそらく，StageIの時代には存在しなかっ
た9）。「猫」を意味する名詞がすでに借用されていたとすれば，Rule1，Rule2，Rule5の適用
により形成されたであろう形式を，2つの星印で表記した。実際，pAgiという複数形は，存在
しない。
次に，タイプ（1.h）名詞の複数形成について議論する。タイプ（1.h）名詞は，単数語幹も

複数語幹も語幹末尾の位置に無声閉鎖音をもっている。表3のタイプ（1.h）名詞の中で，「耳」，
「肩」，「魚」を意味する名詞は，それらの複数形が終母音をもち，複数形に関する限り，複数形
としての標準的な形態をもっている。また，これらの複数形は，語幹末尾の子音が無声閉鎖音
である。一方，それらの単数形は，終母音をもたず，単数形としての標準的な音節構造をもた
ない。これらの事実から，複数形の音節構造から判断すれば，タイプ（1.h）の中のこれらの名
詞は，タイプ（1.b）に所属すると考えられる。タイプ（1.b）名詞は，単数語幹末尾の位置の
子音が有声閉鎖音であり，複数語幹末尾の位置の子音が無声閉鎖音である。したがって，タイ
プ（1.h）名詞がタイプ（1.b）に所属するなら，タイプ（1.h）名詞の単数語幹は，末尾の位置
に有声閉鎖音をもっていなければならない。そこで，タイプ（1.h）名詞は，単数語幹末尾の位
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置で有声閉鎖音を本来もっていたと考える。そして，終母音が脱落した結果，語末の位置で有
声閉鎖音が無声閉鎖音に変化したと考えられる。この通時的変化（HistoricalChange2，以下
HC2）は，以下のようであった。

V → z/［sg.］-___,［voiced］ → ［−voiced］/___# (HC2)

上の式で，［sg.］は，単数語幹を表記している。2つの式は，語末における母音脱落とそれに
伴う語末の位置での閉鎖子音の無声化が，単数形において生じたことを示している。この式を
用いて，具体的に名詞の単数形と，それと対をなす複数形の派生例は，以下のとおりである。

図6 タイプ（1.h）の単数形と複数形成

‘ear’ *ido *id-

HC2 it (sg.) Rule1 idKE
Rule2

Rule3 ite (pl.)（母音調和10））

「耳」を意味する名詞の単数形は，本来，有声閉鎖音で終わる語幹をもっていた。それは，
*idoであったと考えられる。語末の位置での母音の脱落と有声閉鎖音の無声化という通時的変
化（HC2）が生じた結果，単数形はitになった。複数形は，本来の語幹*idに，タイプ（1.b）
名詞の複数形成法に従って，Rule1，Rule2，Rule3が適用され，形成される。
「口」を意味する名詞の場合，単数形においても，複数形においても，終母音が脱落してい
る。したがって，この名詞がタイプ（1.a）に所属するのか，タイプ（1.b）に所属するのか，決
定するのは容易でない。この名詞は，実は，タイプ（1.a）に所属し，複数形において語末の位
置での母音脱落と子音の無声化という通時的変化を受けた。ただし，このことは，ナイル諸語
の同起源の形式と比較して初めて証明することができる11）。
ここで，語幹の本来形式と，語幹の基準形式を定義したい。基準形式とは，それに複数形成
の規則が適用されて複数形が形成される，基準となる形式である。基準形式は，あくまで，共
時的な概念である。一方，本来形式は，祖語にまで溯りうる形式である。本来形式は，通時的
な概念である。基本的には，基準形式は，単数語幹に一致し，そして，本来形式は，たいてい
の場合，基準形式に一致するから，多くの名詞の本来形式は，単数語幹ということになる。し
かし，さまざまな通時的発展をとおして，本来形式と基準形式とが一致しない名詞が現われ
る。また，第4章で議論する「単数（Singulative）」形の場合は，基準形式は単数語幹と一致し
ない。
本来形式と基準形式の関係を，「魚」を意味する名詞の単数形と複数形の派生を例にして示
す。Creider（1977）は，「魚」を意味する名詞の複数形の2つの異形態，rEcEとrEyEを記録し
ている。また，他のナイル語西方言との比較によって，rEcEが本来の複数形であることがわ
かっている（例えば，ジュル語，reyo(sg.),rec(pl.)と比較する）。
まず，本来の複数形と考えられるrEcEの派生から考察する。
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図7 基準形式と本来形式（1）

‘fish’ *rEj� (OS) *rEj-(OS＝SS)
HC2 rEc (sg.) Rule1 rEjKE

Rule2

Rule3 rEcE (pl.)

図7において基準形式（StandardStem，以下SS）は，*rEjである。この基準形式にRule1，
Rule2，Rule3が適用されて，複数形rEcEが派生される。この基準形式*rEjは，同時に，本来
形式（OriginalStem，以下OS）の語幹である。本来形式*rEj�は，通時的変化HC2を受けて，
単数形rEcとなった（HC2は，語末の位置の母音が脱落し，その結果，語末の位置となった子
音が無声化する通時的変化である）。図7の派生例では，基準形式と本来形式が一致し，単数形
が，通時的変化の結果，基準形式や本来形式と一致しない。
次に，複数形，異形態rEyEの派生を考察する。

図8 基準形式と本来形式（2）

‘fish’ *rEj� (OS)

HC2 rEc (sg.) ⇒ rEc (SS)
Rule1 rEcIKE
Rule2 rEjIKE
Rule5 rEjE

rEyE (pl.)(*j>y/V__V)

本来形式は，過去に溯って唯一のものであるから，図8における本来形式は，図7での本来
形式と異なっていてはならない。したがって，本来形式は，*rEj�である。この本来形式から，
通時的変化HC2を受けて，単数形は，rEcになった。この通時的変化は，図7でも，図8でも
共通している。この通時的変化を受けて生まれた単数形rEcは，図8における複数形成におい
て，基準形式と再解釈された（再解釈は，二重線の矢印で表記する）。この基準形式に，Rule1，
Rule2，Rule5が適用されて，複数形rEyEが派生される。図8の場合，本来形式と基準形式が
一致しない。単数形語幹と基準形式が一致する。単数形語幹が基準形式に再解釈された結果で
ある。
この通時的変化HC2により生じた単数形を基準形式とする再解釈は，本来タイプ（1.b）の
複数形成を行った名詞を，タイプ（1.a）の複数形成を行う名詞へ推移させた。この名詞タイプ
の推移は，ナイル語西方言の名詞語幹が，本来，有声閉鎖音で終わったのか，無声閉鎖音で終
わったのかを決定することを困難にしている。ここで指摘できることは，この推移は，タイプ
（1.b）からタイプ（1.a）への方向だけであって，その逆の方向の推移は存在しないことである。
したがって，ナイル語西方言に所属するどれか1つの言語において，ある名詞がタイプ（1.b）
の複数形成を行っていれば，他の全ての言語において，同起源の名詞がタイプ（1.a）の複数形
成を行っていようとも，この名詞は，本来，タイプ（1.b）であると考えてよいであろう。そう
であっても，各々の名詞の歴史を，各言語において詳細に研究する必要がある。
タイプ（1.i）の名詞の複数形成については，後に議論する。これまでの議論をまとめる。
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上で議論した複数形成の規則Rule1，Rule2，Rule3，Rule4，Rule5と，通時的変化，HC
1，HC2は，ルオ語の複数形をかなり統一的に説明する。しかし，これらの複数形成の規則は，
抽象的なものであって，実際に存在したことを証明したわけではない。事実，「仮定的な子音」
Kを設定することの確証が存在しない。新しく生じた複数接尾辞-ini，あるいは，-niが，「仮定
的子音」Kの存在を暗示するだけである。
本研究は，高度な抽象化を目的とはしていない。ナイル諸語の歴史的発展を明らかにするこ
とを目的としている。したがって，現在，話されているルオ語の名詞複数形成を，共時的に，
しかも，高度な形式化を避けて，具体的に記述すれば，以下のようになる。

表5 ルオ語の複数形成（共時的，具体的記述）

CVC-(V)→ CVC-E，or-i
C-

（a）voiceless → voiced

（b）voiced → voiceless

（c）N,l→ NC

（d）r → c

（e）voiceless → voiceless

改新規則
CVC-(V)→ CVC-inior-ni

表5の規則は，全て形態論的規則である。母音E，あるいは，iの付加を伴う（a）から（e）
までの複数形成規則と改新規則である。例えば，複数形が母音E，あるいは，iの付加を伴う複
数形成の場合，（a）は，単数語幹が無声閉鎖音で終わり，それと対をなす複数語幹は，その無
声閉鎖音と同じ調音点の有声閉鎖音で終わることを示している（タイプ（1.a））。（b）は，単数
語幹が有声閉鎖音で終わり，それと対をなす複数語幹は，その有声閉鎖音と同じ調音点の無声
閉鎖音で終わることを示している（タイプ（1.b））。（c）は，単数語幹が鼻音，あるいは，側面
音lで終わり，それと対をなす複数語幹が鼻音・閉鎖音連続で終わることを示している（タイ
プ（1.c））。（d）は，単数語幹がふるえ音rで終わり，それと対をなす複数語幹が硬口蓋無声閉
鎖音cで終わることを示している（タイプ（1.d））。（e）は，単数語幹が無声閉鎖音で終わり，
それと対をなす複数語幹が同じ無声閉鎖音で終わることを示している（タイプ（1.h）とタイプ
（1.e））12）。改新規則による複数形成は，タイプ（1.g）名詞の複数形をつくる。
表4で設定した複数形成法から，表5で記述した複数形成法へ通時的に発展したと考える。
その過程は，図9のようであったろう。

図9 ルオ語の複数形成法の発展

EarlyStage

Rule1 CVC-(V)→ CVC -IKE,or-iKe/［−voiced］-___
-KE/elsewhere

Rule2 C-→ C-｛PL｝
∥

［+voiced］
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Rule3 CK → C
∥

［−voiced］
Rule4 NK → NC

Rule5 KE → z,iK→z
HistoricalChange

HC1KE>ini,or-ni
IRule1 CVC-(V)→ CVC-ini,-ni

HC2V>z/［sg.］-___
［voiced］>［−voiced］/___#

⇒
PresentStage

（Rule1,2,5） > （a）voiceless → voiced

（Rule1,2,3） > （b）voiced → voiceless

（Rule1,2,4） > （c）N,l→ NC

（Rule1,2,3） > （d）r → c

（Rule1,2,3,HC2） > （e）voiceless → voiceless

（HC1,IRule1）> （f）CVC-(V)→ CVC-ini,-ni

Rule1とRule2は，形態論規則であったが，残りのRule3，Rule4，Rule5は，音韻規則で
あった。2つの形態論規則と3つの音韻規則からなる複数形成は，（a）から（f）までの6つの
形態論規則からなる複数形成へと発展した。この発展の一部を記述したのが図9である。図9
で意図する読み方は，例えば，Rule1，Rule2の形態論規則とRule5の音韻規則から（a）の
形態論規則へと発展したというように読む。また，通時的変化HC1から生じた改新規則I
Rule1から（f）の形態論規則へと発展したと読む。
これでナイル語西方言の複数形成の発展を議論する準備が整った。以下で，ナイル語西方言
に所属する言語における複数形成法の歴史的発展を議論する。ただし，この節で行った議論を
できるだけ繰り返さないで，ルオ語の複数形成と異なる発展についてを中心にして議論を進める。

3.2.アチョリ語，アルル語，ランゴ語，クマム語
アチョリ語，アルル語，ランゴ語は，複数形成に関して，共通する特徴をもつ。

表6 アチョリ語の複数形（Malandra(1952),(1956)）13）

sg. pl.

（2.a）rwot rwodi ‘chief’

gwok gwogi ‘dog’

（2.b）awobi awobi ‘youth’

jAgo jAgi ‘sub-chief’(Crz)

（2.c）r�m� romi ‘sheep’

pyen pyeni ‘hide’

t�N toNi ‘spear’

twol twoli ‘snake’
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（2.d）�r �c ‘wife’sbrother’

alwIr� alwici ‘spearwithshortbladeandlongneck’

（2.e）Noo(r) Noora ‘smallnativebeans’(Crz)

（2.f） dano jII,j�� ‘person’

dako mon ‘woman’

lac� c� ‘man’

（2.g）lyec lyeci ‘elephant’

rEc reci ‘fish’

（2.h）r�ya roci ‘heifer’

（2.i） agwAÿa agwAÿi ‘calabashbowl’(Crz)

kEEt kweÿi ‘uglychild’(Crz)

rwaat rwAÿi/rwAdi ‘ox’(Crz)

（2.j） wod wot ‘son’

初めに，アチョリ語の複数形成法を，高度な形式化を避けて具体的に記述する。

表7 アチョリ語の複数形成（共時的，具体的記述）

CVC-(V) → CVC-i,or-e

C- → C-

（a）voiceless → voiced

（b）voiced → voiced

（c）nasal,l → nasal,l

（d）r,y → c

（e）c,ÿ,k → c,ÿ,k(k?)

アチョリ語の複数形成は，タイプ（2.b）と（2.c）の複数形成を除けば，ルオ語の複数形成
とよく似ている。
タイプ（2.b）名詞は，単数形語幹が末尾の位置に有声閉鎖音をもち，それと対をなす複数形

語幹が末尾の位置に有声閉鎖音をそのまま保持する。一方，ルオ語のタイプ（1.b）名詞は，単
数形語幹が末尾の位置に有声閉鎖音をもち，それと対をなす複数形語幹が末尾の位置に同じ調
音点の無声閉鎖音をもつ。
また，アチョリ語のタイプ（2.c）名詞は，単数形語幹が末尾の位置に鼻音，あるいは，側面
音lをもち，それと対をなす複数形語幹が，末尾の位置に鼻音，あるいは，側面音lをそのまま
保持し，単一の鼻音，あるいは，側面音lをもつ。一方，ルオ語のタイプ（1.c）名詞は，単数
形語幹が末尾の位置に鼻音，あるいは，側面音lをもち，それと対をなす複数形語幹が末尾の
位置に鼻音・閉鎖子音連続をもつ。これらがアチョリ語とルオ語の複数形成で異なる主要な点
である。
これらの異なる点に関して，後に議論するとして，ひとまず，前節で検討した複数形成の
Rule1からRule5までの規則が，アチョリ語の複数形成に適用可能かどうかを確かめる。
Rule1，Rule2，Rule5を適用すれば，アチョリ語のタイプ（2.a）名詞の複数形を正しく派

生することができる。ただし，母音については，若干の修正が必要である。たいていの名詞
は，単数形が［+ATR］の母音をもとうが，［−ATR］の母音をもとうが，複数形は［+ATR］
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の母音をもつ。したがって，複数接尾辞を構成する母音は，［+ATR］母音であろう。

Rule1’CVC-(V)→ CVC -iKi,-iKe/［−voiced］-___
-Ki,-Ke/elsewhere

修正したRule1’は，アチョリ語の複数形成は，複数接尾辞-iKi/-iKe，あるいは，-Ki/-Keが接
辞されることを示している。この複数接尾辞は，［+ATR］母音をもつ。［+ATR］母音が母音調
和を支配するという，ナイル語西方言の母音調和の原則に従って，複数接尾辞の母音に調和し
て，語全体の母音は［+ATR］になる。しかし，ルオ語の複数形成で議論したように，母音の
範疇については解決が容易ではない。ここでは，母音の範疇の問題について，暫定的に，以上
のように考えておく。タイプ（2.a）の複数形成を，具体例でもって示す。

図10 タイプ（2.a）の複数形成

‘chief’ rwot (sg.)

Rule1’ rwotiKi

Rule2 rwodiKi

Rule5 rwodi (pl.)

さらに，タイプ（2.h）名詞の正しい複数形が，Rule1’，Rule2，Rule3の適用によって形成
される。タイプ（2.d）名詞の複数形も，Rule1’，Rule2，Rule3の適用によって，正しく形成
されるが，これについては，後に考察する。ここでは，タイプ（2.h）の複数形成を，具体例を
用いて示す。

図11 タイプ（2.h）の複数形成

‘heifer’ *r�ja (OS＝SS,r�ya(sg.),*j>y/V__V)
Rule1’r�jKi
Rule2

Rule3 roci(pl.)

図10と図11の複数形成の派生から分かるように，Rule1’とRule2，Rule3，Rule5は，ア
チョリ語の名詞の複数形を正しく派生する規則である。しかし，これらの規則の適用によって
正しく複数形が派生されるのは，一部の名詞に限られる。もし，複数形を得るために，Rule1’，
Rule2，Rule3をアチョリ語タイプ（2.b）名詞に適用すれば，また，Rule1’，Rule2，Rule4
をアチョリ語タイプ（2.c）名詞に適用すれば，ルオ語の場合と違い，正しい複数形を派生する
ことができない。この不適当な複数形成は，図12，図13のようになる。

図12 タイプ（2.b）の不適当な複数形成

‘youth’ awobi(sg.)

Rule1’ awobKi

Rule2

Rule3 awopi?? (pl.)

Voicing? awobi

兼
牽
験

券
犬
鹸

第2章 ナイル語西方言における複数形成について 57



図13 タイプ（2.c）の不適当な複数形成

‘hide’ pyen (sg.)

Rule1’ pyenKi

Rule2

Rule4 pyendi??

Simp.? pyeni(pl.)

正しくない出力には，疑問符をつけた。図13において，正しい複数形を得るためには，鼻
音・閉鎖子音連続を単純な鼻音に単純化する規則を想定しなければならない14）。しかし，複数
形成において，鼻音・閉鎖子音連続から鼻音に単純化するこのような規則は，ナイル語西方言
のどの言語においても観察されない。また，単純化規則が存在したとすれば，単数語幹が側面
音lで終わる名詞が複数形を派生するとき，Rule1’，Rule2，Rule4が適用されると，いった
んは鼻音・閉鎖子音連続をもつことになる。そして，単純化規則が適用されると，複数語幹
は，末尾の位置に歯茎鼻音nをもたなければならない。しかし，実際には，このような複数形
は存在しない。したがって，複数形成において，鼻音・閉鎖子音連続が鼻音になる単純化は，
存在しなかった。図13では，ありえない単純化規則（Simp.）に疑問符をつけた。
また，「若者」を意味する名詞の複数形を正しく派生するためには，Rule1’，Rule2，Rule3

を適用すれば，Rule3で無声化された子音を再び有声化する規則を想定しなければならない。
このような規則を想定することに根拠はない。
ところが，鼻音・閉鎖子音連続を鼻音にする単純化規則や，無声化された子音を再び有声化
する規則を想定することなく，タイプ（2.b）とタイプ（2.c）の名詞の複数形を正しく派生する
方法がある。これは，タイプ（2.b）名詞と（2.c）名詞に，複数接尾辞-iKi，あるいは，-iKeを
接辞する方法である。Rule2，Rule3，Rule4，Rule5を変更する必要はない。タイプ（2.a）
名詞だけでなく，タイプ（2.b），（2.c）名詞にも，同一の複数接尾辞を接辞する規則というの
は，あらゆる環境で同一の複数接尾辞を接辞する規則でもある。

CVC-(V)→ CVC-iKior-iKe (IRule2)

環境制限がある規則Rule1’から環境制限のない規則IRule2へと，複数形成規則は改新し
た。IRule2の適用によって，タイプ（2.b）名詞の複数形は，図14のように正しく派生する
ことができる。ただし，タイプ（2.d）名詞とタイプ（2.h）名詞は，IRule2が適用されず，従
来の規則Rule1’が適用されるとしなければならない。

図14 タイプ（2.b）の複数形成

‘youth’ awobi (sg.)

IRule2 awobiKi

Rule2

Rule5 awobi (pl.)

図12と図14を対照すると，Rule3の適用が，複数接尾辞が母音ではじまるために，阻止さ
れていることが分かる。そのために語幹末尾の位置の子音が無声化されることはない。このよ
うに考えれば，図12の派生で想定しなければならなかった，無声化された子音を再び有声化
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するという不自然な規則を図14の派生では想定する必要がない。
図14の派生と同様に，IRule2，Rule2，Rule5の適用によって，タイプ（2.c）名詞の複数

形を，図15のように正しく形成することができる。

図15 タイプ（2.c）の複数形成

‘hide’ pyen (sg.)

IRule2 pyeniKi

Rule2

Rule5 pyeni (pl.)

図13の派生において想定する必要があった鼻音・閉鎖音連続を鼻音に単純化する規則は，
図15の派生では必要ない。
ルオ語における改新規則IRule1も，アチョリ語における改新規則IRule2も，Rule1（あ
るいは，Rule1’）から改新によって生じた規則である。その改新は，環境指定の単純化に起因
する。Rule1（Rule1’）は，単数語幹が無声閉鎖音で終わる名詞と単数語幹が無声閉鎖音以外
の子音で終わる名詞に，それぞれ，異なる形式の複数接尾辞を接辞する規則である。しかし，
IRule1とIRule2は，単数語幹が無声閉鎖音で終わる名詞であろうと，無声閉鎖音以外の子
音で終わる名詞であろうと，全ての名詞に同一の複数接尾辞を接辞する規則である。IRule1
の場合，複数接尾辞を構成する「仮定的子音」Kは，歯茎鼻音nで保存されているが，IRule
2の場合，「仮定的子音」Kは，Rule5の適用によって完全に消失してしまう。アチョリ語にお
いて表面的には全く存在しない「仮定的子音」を想定することは，好ましいことではないであ
ろう。しかし，タイプ（2.d）名詞とタイプ（2.h）名詞は，IRule2の適用を受けない，IRule
2の規則から見れば不規則な名詞である。図11の複数形成から分かるように，本来の複数形成
規則Rule1’が存在したことを，タイプ（2.d）名詞と（2.h）名詞は教えてくれる。
IRule1は，ルオ語の名詞からなる語彙体系全体から見れば，一部の限られた名詞にのみ適
用され，しかも，本来の複数形に対する自由変異形式の複数形を派生する。IRule2は，アチョ
リ語の名詞語彙体系においてかなり広範囲に適用され，しかも，本来の複数形に取って代わる
新しい複数形を派生する。
次に，タイプ（2.g）名詞とタイプ（2.i）名詞の複数形成について考察する。
タイプ（2.g）名詞は，タイプ（2.h）名詞と同一の複数形成を行っている可能性がある。タ
イプ（2.g）名詞がタイプ（2.h）と同じ複数形成を行っていたとすれば，単数語幹が末尾の位置
に有声閉鎖音をもち，複数語幹が無声閉鎖音をもつ。Rule1’，Rule2，Rule3を適用すること
によって，図16のように正しい複数形を得ることができる。単数形において，語末の位置で終
母音が脱落し，その結果，語末の位置で有声閉鎖音は無声化された（HC2）。この通時的変化
HC2は，ルオ語においても観察されている。

図16 タイプ（2.g）の複数形成

‘elephant’*lyej-o *lyej-(OS＝SS)
HC2 lyec Rule1’lyejKi

Rule2

Rule3 lyeci(pl.)
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タイプ（2.i）の複数形成は，Crazzolara（1938）のみが記録している。このタイプの名詞は，
単数語幹が語末の位置で無声摩擦音をもち，複数形になっても，語幹末尾の位置に同一の無声
摩擦音をもつ15）。無声摩擦音は，有声音にならない。Crazzolara（1938）は，アチョリ語の子
音体系に，無声摩擦音ÿを記録している。有声摩擦音は記録していない。ナイル語西方言の子
音体系は，摩擦音が極めて少ないのが特徴である。Crazzolara（1938）が記録する摩擦音ÿの性
格は，明らかではない。ともかく，タイプ（2.i）名詞は，語幹末尾の位置に無声摩擦音をもつ。
無声摩擦音と対になる有声摩擦音が存在しないことから，Rule2が適用されても，無声摩擦音
は有声化しないのかもしれない。
Crazzolara（1938）は，「牡牛」を意味する名詞の複数形に，自由変異形として，rwAdiを記

録している。この複数形の形成は，以下のように説明する。無声摩擦音ÿは，語末の位置で異
音として，歯茎無声閉鎖音［t］をもっている。「牡牛」の単数形は，終母音が脱落しているの
で，［rwAAt］と発音される。この音声的な発音が，音韻レベルに再解釈されて，「牡牛」の単数
形は，/rwAAt/とみなされた。語幹末の位置の子音は，無声摩擦音ではなく，歯茎無声閉鎖音で
あると再解釈された。この再解釈で生じた形式を基準形として，複数形成の規則が適用され，
複数形が形成されると，その複数形は，rwAdiとなる。この複数形成を図17に示す。上段は，
本来の複数形成によるもの，下段は，再解釈による基準形からの複数形成によるものである。

図17 タイプ（2.i）の複数形成

‘ox’ rwaaÿ(OS) rwaaÿ(SS＝OS)
rwaat(sg.) IRule2 rwaaÿiKi

Rule2

Rule5 rwAÿi(pl.)

‘ox’ rwaaÿ(OS)
rwaat(sg.)⇒ Reanalysis rwaat(SS)

IRule2 rwaatiKi

Rule2 rwaadiKi

Rule5 rwAdi(pl.)

あるいは，むしろ無声摩擦音［ÿ］は，歯茎無声閉鎖音tの母音間における異音と考えられる
ので，「牡牛」の語幹は，歯茎無声閉鎖音でおわるのが本来の形式と考えられる。だとすると，
図17の下段の派生は，再解釈によるものではなく，本来の複数形成であったろう。
アチョリ語の名詞複数形成の歴史的発展をまとめよう。アチョリ語は，本来，複数形成の規
則Rule1’，Rule2，Rule3，Rule5をもっていた。ただし，Rule4が存在したかどうか，全く
不明である。というのも，単数語幹が末尾の位置に鼻音をもつ名詞は，不規則な名詞を痕跡と
して残すことなく，全て，IRule2の適用を受けたからである（図18では，Rule4に疑問符を
つけておく）。Rule1’とRule3が過去に存在したことは，タイプ（2.d），（2.g），（2.h）の名詞
が，現在のアチョリ語の複数形成からすれば不規則名詞として，また，IRule2の適用をのが
れた名詞の痕跡として，存在することから証明することができる。
アチョリ語において，タイプ（2.d），（2.g），（2.h）を除く，たいていの名詞にIRule2の改
新が拡大した。この複数形成の改新，発展は，図18に示される。
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図18 アチョリ語の複数形成の発展

EarlyStage

Rule1’ CVC-(V)→ CVC -iKi,-iKe/［−voiced］-___
-Ki,-Ke/elesewhere

Rule2 C-→ C-｛PL｝
∥

［+voiced］
Rule3 CK → C

∥

［−voiced］
Rule4 ?

Rule5 Ki→ z

HistoricalChange

Rule1’>IRule2

HC2V>z/___#

［voiced］>［−voiced］/___#
⇒
MiddleStage

IRule2 CVC-(V)→ CVC-iKi

Rule2 C-→ C-｛PL｝
∥

［+voiced］(exceptforfricatives)
Rule5 Ki→ z

(Rule1’,Rule3)

⇒
PresentStage

(IRule2,Rule2,Rule5) → （a）voiceless → voiced

(IRule2,Rule2,Rule5) → （b）voiced → voiced

(IRule2,Rule2,Rule5) → （c）nasal,l→ nasal,l

(Rule1’,Rule2,Rule3) → （d）r,y,c → c

(Rule1’,Rule2,Rule5) → （e）ÿ,k(?)→ ÿ,k(?)

図18において，Rule1’からIRule2への改新を歴史的発展としている。中間ステージと現
在ステージには，さほど違いが存在しないかもしれない。中間ステージは，あくまでも「仮定
的子音」Kを想定するためのものである。

表8 アルル語の複数形（Knappert&Ukoko(1964)）

sg. pl.

（3.a）�t udi ‘house’

j�k jogi ‘spirit’

（3.b）jalawobi awobi ‘youth’

meg mego ‘mother’

（3.c）thw�n thwoni ‘bull’

k�nE kone ‘castratedanimal’

兼
牽
験

券
犬
鹸

第2章 ナイル語西方言における複数形成について 61



（3.d）dhyaN dhyeNgi ‘cow’

lEm(b) lEmbE ‘affair’

（3.e）øakwAr øikwaya ‘grandchild’

（3.f） ceg mon ‘woman’

øak� øir ‘girl’

（3.g）rwaya rwece ‘heifer’

（3.h）yath yen ‘tree’

アルル語の複数形成は，アチョリ語の複数形成とほぼ同一である。異なるのは，タイプ
（3.d）の複数形成である。アチョリ語では，単数語幹が末尾の位置に鼻音をもつ名詞は，複数
語幹が末尾の位置に鼻音・閉鎖子音連続をもつことは決してない。これらの名詞は，常に単純
な鼻音を複数語幹の末尾の位置にもつ。しかし，アルル語においては，単数語幹が末尾の位置
に鼻音をもつ名詞の中で，複数形を派生したときに複数語幹が末尾の位置に鼻音・閉鎖音連続
をもつ名詞が，若干存在する。これが，タイプ（3.d）名詞である16）。この問題，つまり，複数
形において，ある名詞は，語幹末尾の位置に鼻音・閉鎖子音結合をもち，また，別の名詞は，
単純な鼻音で語幹が終わるという問題は，図22を用いて議論する。
初めに，IRule2，Rule2，Rule5の適用によって，タイプ（3.a），（3.b），（3.c）名詞の複数

形が正しく形成されることを，図19，図20，図21において確かめる。

図19 タイプ（3.a）の複数形成

‘house’ �t(sg.)
IRule2 �tiKi
Rule2 �diKi
Rule5 udi(pl.)

図20 タイプ（3.b）の複数形成

‘youth’ jalawobi(sg.)

IRule2 awobiKi

Rule2

Rule5 awobi(pl.)

図21 タイプ（3.c）の複数形成

‘bull’ thw�n (sg.)

IRule2 thw�niKi
Rule2

Rule5 thwoni(pl.)

IRule2，Rule2，Rule5の適用によって，タイプ（3.a），（3.b），（3.c）名詞は，正しい複数
形が得られる。しかし，タイプ（3.d），（3.g）名詞は，IRule2の適用によって，正しい複数形
が得られない。むしろ，Rule1’，および，Rule3とRule4の適用により正しい複数形が派生さ
れる。タイプ（3.d），（3.g）の派生は，それぞれ，図22と図23のようになる。
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図22 タイプ（3.d）の複数形成

‘cow’ dhyaN (sg.)

Rule1’ dhyaN Ki

Rule2

Rule4 dheNgi(pl.)

図23 タイプ（3.g）の複数形成

‘heifer’ *rwaja (OS＝SS)(rwaya(sg.),*j→ y/V__V)

Rule1’ rwajKe

Rule2

Rule3 rwece (pl.)

もし，IRule2が，単数語幹が鼻音で終わる名詞全てに適用されるなら，当然，タイプ（3.d）
名詞にも適用されなければならない。しかし，実際は，タイプ（3.d）名詞に，IRule2ではな
く，Rule1’が適用されている。単数語幹が鼻音で終わる名詞の中で，ある名詞は，IRule2が
適用され，別の名詞は，Rule1’が適用されている。この事実は，以下のことを示している。
Rule1’から改新した規則IRule2は，全ての名詞に，一挙に適用されるようになったのではな
い。徐々に適用の範囲を語彙体系内で拡大していったのである。
アルル語の複数形成の発展は，図24のようであったろう。

図24 アルル語の複数形成の発展

EarlyStage

Rule1’ CVC-(V)→ CVC -iKi,-iKe/［−voiced］-___
-Ki,-Ke/elsewhere

Rule2 C-→ C-｛PL｝
∥

［+voiced］
Rule3 CK → C

∥

［−voiced］
Rule4 NK → NC

Rule5 iK → z

⇒
MiddleStage

(Rule1’,Rule3,Rule4)

IRule2 CVC-(V)→ CVC-iKi,-iKe

Rule2 C-→ C-｛PL｝
∥

［+voiced］
Rule5 Ki→ z

兼
牽
験

券
犬
鹸
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⇒
PresentStage

(IRule2,Rule2,Rule5) → （a）voiceless → voiced

(IRule2,Rule2,Rule5) → （b）voiced → voiced

(IRule2,Rule2,Rule5) → （c）nasal,l→ nasal,l

(Rule1’,Rule2,Rule4) → （d）nasal→ nasal-stopcluster

(Rule1’,Rule2,Rule3) → （e）y → c

初期ステージにおいて，アルル語がRule4をもっていたことは，タイプ（3.d）名詞が痕跡と
して存在することから確実である。アチョリ語においては，Rule4の存在は証明できなかっ
た。アルル語の中間ステージにおけるRule1’，Rule3，Rule4の存在は，痕跡として保存され
た名詞によって証明される。中間ステージは，改新規則IRule2が，Rule1’に取って代わって，
語彙体系内で適用範囲を拡大する時代と考えられる。

表9 ランゴ語の複数形（Wook&Noonan(1979)17））

sg. pl.

（4.a）lUt ludi ‘stick’

g�t godi ‘mountain’

（4.b）r�m� romi ‘sheep’

tw�n twoni ‘bull’

b�N� boNi ‘cloth’

gulu guli ‘pot’

（4.c）poto potti ‘field’(T-B)

r�m� rommi ‘sheep’(Noonan)

t�N toNNi ‘spear’(Noonan)

papo p«ppi ‘father’(Noonan)

kul kulli ‘warthog’(Noonan)

jago j«ggi ‘chief’sassistant’(Noonan)

（4.d）la� lA(n)i ‘cloth’(T-B)

（4.e）apw� Apwoyi‘rabbit’(T-B)
（4.f） buk buke ‘book’(Noonan)

kwac kw«ce ‘leopard’(Noonan)

rEc rece ‘fish’(Noonan)

（4.g）awobi awobe ‘boy’(Noonan)

タイプ（4.a）と（4.b）の複数形成に関する限り，ランゴ語の複数形成は，アチョリ語の複
数形成とほぼ同一である。単数語幹が末尾の位置に無声閉鎖音をもつ名詞は，複数形を派生し
たとき，複数語幹の末尾の位置に有声閉鎖音をもつ。単数語幹が末尾の位置に無声閉鎖音以外
の子音をもつ名詞は，複数形を派生したとき，複数語幹の末尾の位置に，単数語幹がもってい
た子音と同じ子音をもつ。
実際は，タイプ（4.a）名詞は，ランゴ語の名詞語彙体系において，少数である。むしろ，タ
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イプ（4.f）の複数形成に見られるように，単数語幹が無声閉鎖音で終わろうと，複数形を派生
するとき，複数語幹末尾の位置の子音は，なんら変化を受けず，単数語幹末尾の位置の子音を
保持する。この事実を説明するためには，Rule2（複数形をつくるために，単数語幹末尾の子
音を有声化する形態論的規則）が，ランゴ語において失われたと考える必要がある。したがっ
て，タイプ（4.f）の複数形成は，IRule2とRule5で，図25のように，説明することができ
る。ただし，複数接尾辞の母音は，後の議論に関する便宜上，eとiを交替させておく（ただし，
タイプ（4.f）の複数形成については修正する）。また，タイプ（4.g）は，単数形が有声閉鎖音
で終わろうとも，複数形の語幹末尾の位置に同じ有声閉鎖音をもつ。この複数形は，IRule2
とRule5で説明できる。

図25 タイプ（4.f），タイプ（4.g）の複数形成

‘book’ buk (sg.)

IRule2 bukeKi

Rule5 buke

‘youth’ awobi(sg.)

IRule2 awobeKi

Rule5 awobe

しかし，Rule2がランゴ語において過去に存在したことは，かろうじて，タイプ（4.a）名詞
の複数形が過去の痕跡として保存されていることから分かる。Rule2の存在を，図26でタイプ
（4.a）名詞の複数形成を使って示す。

図26 タイプ（4.a）の複数形成

‘mountain’ g�t(sg.)
IRule2 g�tiKi
Rule2 g�diKi
Rule5 godi(pl.)

図26の複数形成は，図24におけるアルル語の中間ステージの複数形成と似ている。
Rule3とRule4をランゴ語が過去にもっていたかは，全く不明である。ランゴ語は，アルル

語とは違って，複数形成において，語幹の末尾の位置での子音の無声化（Rule3）を示す痕跡
や，語幹の末尾の位置での鼻音・閉鎖音連続の生成（Rule4）を示す痕跡を一切もたないから
である。図25や図26でランゴ語の複数形成をIRule2で説明したのは，ランゴ語にRule3や
Rule4の存在を示す痕跡を見つけられないからである。
また，ルオ語が行った改新IRule1をランゴ語はもっている。タイプ（4.f）名詞の複数形は，

複数語幹の末尾の位置に単純な子音をもつが，その複数形の自由変異形式として，複数語幹の
末尾の位置に重複された子音をもつ形式がランゴ語に存在する。それが，タイプ（4.c）名詞で
ある。
また，「布」を意味する名詞は，複数語幹の末尾の位置に歯茎鼻音nをもつ形式と，複数語幹
の末尾の位置に歯茎鼻音nをもたない形式が，自由変異形として存在する。歯茎鼻音nをもつ
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形式は，ルオ語で考察した改新規則IRule1（但し，母音がeに変化した）で，図27のように，
説明することができる。

図27 タイプ（4.d）の複数形成

‘cloth’ la� (sg.)
IRule1’ la-eni,or-ni

lAni(pl.)

タイプ（4.f）名詞は，複数接尾辞-eniが接辞され，接辞に先行する子音とこの接尾辞が融合
して，子音の重複を構成する18）。このとき，重複する子音に後続する母音は，必ず，低声調を
もつ［+ATR］前舌高母音iであることに注意しなければならない。

C-eni→ CCi（iは，低声調をもつ）（Rule6）

一方，接尾辞-eni（高声調－低声調）の中の歯茎鼻音が脱落し，接尾辞が-e（下降型声調）に
なる通時的変化が存在する。この場合は，下降型声調をもつことに注意しなければならない。

-eni（高声調－低声調） → e（下降型声調）（HC3）

通時的変化の結果，IRule1’，は，以下のような改新規則IRule3へと変化した。

CVC-V → CVC-e（下降型声調）（IRule3）

複数接尾辞-e（下降型声調）が接辞される形式は，Rule6による子音の重複は生じない。なぜ
なら子音の重複をつくる歯茎鼻音が既に失われているからである。また，この接尾辞は，下降
型声調をもつ［+ATR］前舌中母音eからなることに注意しなければならない。複数接尾辞-eni
が接辞されて，Rule6の結果，子音が重複する形式（タイプ（4.c））と，-eniに由来するものの，
すでに歯茎鼻音nを失っている複数接尾辞-eが接辞されて，子音の重複が生じない形式（タイ
プ（4.f））が存在し，それらが自由変異形式として，現在，ランゴ語の複数形成の中心となって
いる。図28において，下段にタイプ（4.c）名詞の複数形成を修正したものと，上段にタイプ
（4.f）名詞の複数形成を示す。タイプ（4.c）とタイプ（4.f）は，語末の位置の母音と声調によ
りはっきり区別することができる。

図28 タイプ（4.c）と（4.f）（修正）の複数形成

‘father’ pApo (sg.)

IRule2 pApeni
Rule6 p«ppi（低声調） (pl.)

‘book’ buk (sg.)

IRule3 buke（下降型声調） (pl.)
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改新規則IRule3は，母音の変化の問題が未解決ではあるが，ルオ語で考察した改新規則I
Rule1からの発展であると考えてよかろう。この発展は，IRule1’，の複数接尾辞-eniが歯茎鼻
音nを脱落させるという通時的変化を受けた結果である。
タイプ（4.g）は，タイプ（4.f）と混同してはならない。タイプ（4.g）名詞は，その複数形

が低声調をもつ前舌中母音eで終わっている。タイプ（4.f）名詞は，複数形が下降型声調をも
つ前舌中母音eで，必ず終わっている。したがって，タイプ（4.g）名詞は，IRule3ではなく，
図25のように，IRule2とRule5を適用することにより，正しい複数形を得ることができ
る。
ランゴ語の複数形成の通時的発展をまとめておこう。ランゴ語には，複数形成において，複
数語幹末尾の位置の子音を無声化する規則（Rule3）や，複数語幹末尾の位置の子音を鼻音・
閉鎖子音連続にする規則（Rule4）を見つけることができない。したがって，ランゴ語の複数
形成を，ランゴ語内部における再構成では，アチョリ語やアルル語の初期ステージまで，溯る
ことは不可能である。故に，アチョリ語やアルル語の中間ステージにあたる段階から，ランゴ
語の複数形成の発展を考察すると，図29のようにまとめることが可能だろう。

図29 ランゴ語の複数形成の発展

MiddleStage

IRule2 CVC-(V)→ CVC-iKi,-iKe

Rule2 C-→ C-｛PL｝
∥

［+voiced］
Rule5 iK → z

HistoricalChange

HC1KE>-ni,-ini
IRule1CVC-(V)→ CVC-ni,-ini

⇒
PresentStage

IRule1’ CVC-(V)→ CVC-eni

Rule6C-eni→ CCi

HC3-eni>-e

IRule3CVC-(V)→ CVC-e

通時的変化HC3の結果，改新規則IRule1’は，改新規則IRule3へと発展した。このこと
は，声調がよく教えてくれる。すなわち，IRule1’の適用によって派生される複数形が，語末
の位置に低声調をもつ母音iをもつ。一方，IRule3の適用によって派生される複数形が，語末
の位置に下降型声調をもつ母音eをもつ。この事実は，通時的変化HC3を想定する重要な根
拠であろう。

表10 クマム語の複数形19）

sg. pl.

（5.a）dAno jo ‘person’
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icuo cuo ‘man’

dAko m�n ‘woman’

øAko AøirA ‘girl’

（5.b）dyAN d�kE ‘cow’

（5.c）Awobi aw�bE ‘boy’

（5.d）yAt yen ‘tree’

（5.e）Eg�E Ig�En ‘clothes’

kEn� kEnErE ‘cooking-stone’

agUlU agUlUnE ‘pot,vessel’

cUpa cUpan ‘bottle’

Ik�pE Ik�p�n ‘cup’

クマム語は，数を区別する形態論的な方法を基本的に失った。補充法による単数と複数の区
別が可能な名詞が若干存在する。タイプ（5.b）名詞は，第4章「単数（Singulative）」につい
ての議論において考察する。タイプ（5.d）は，後に「N-複数形」についての議論において考
察する。タイプ（5.e）名詞は，借用語である。例えば，「瓶」，「コップ」を意味する名詞は，
バントゥ語から，ナイル語東方言の言語を経由して借用されたと考えられる。借用された語彙
が単数と複数の区別をもつことから，クマム語が，数の概念として単数と複数を区別している
ことは明らかである。
タイプ（5.c）名詞のみが，これまで議論してきたナイル語西方言の複数形成の存在を跡付け
る。しかし，現在，クマム語においては，表10の複数形は，補充法による区別と考えるのがよ
いであろう。そして，クマム語は，形態論的な数を区別する方法を失ったと考えるのが妥当で
ある。では，一体，どのようにしてクマム語は，複数形成をする規則を失ったのだろうか。
ランゴ語の改新規則を思い出そう。ランゴ語の改新規則IRule3を適用すると，複数形を派
生したとき，名詞語幹末尾の位置の子音になんら変化は生じない。語幹に，複数性を表す，母
音からなる接尾辞が後続するだけである。ここまで来ると，後はこの母音が脱落するだけであ
る。クマム語は，名詞の音素配列的構造を，終母音を脱落させて，子音－母音－子音にする傾
向をもつ。終母音が脱落したことで，名詞の数の形態論的区別は失われた。クマム語の複数形
成を再構成するのに十分な過去の複数形成の痕跡を見つけることは困難であるが，ランゴ語の
改新規則IRule3から発展して，形態論的な数の区別の消失へと，クマム語は発達させたと想
像できる。
この節の結論として，複数形成の改新を明らかにしよう。ルオ語の改新規則IRule1，ア

チョリ語，アルル語，ランゴ語の改新規則IRule2は，Rule1から改新した規則である。ラン
ゴ語の改新規則IRule3は，IRule1からの発展である。Rule1は，文脈依存の規則であったが，
IRule1，IRule2は，文脈自由の規則である。文脈依存の規則から文脈自由の規則への変化が，
この改新であった。
これらの改新規則の適用は，語彙体系内で徐々に拡大していった。その拡大の範囲は，ルオ
語，アチョリ語，アルル語，ランゴ語では，それぞれ異なっている。拡大範囲を図示すれば，
図30になる。
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図30 改新規則の語彙的伝播

100% 3.d 2.d

2.h

3.g

Lexicon

INNOVATION

1.g

0%

Luo Alur Acooli Lango

Blount&Curley（1970）は，語彙統計学の結果として，図31のような分類を提示している。

図31 Blount&Curley（1970）による分類
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図30と図31は，ランゴ語とアチョリ語の位置を除けば，一致している。
改新規則の適用範囲の拡大は，S字カーブを描く。なぜなら，多くの語彙項目は，改新規則

が一般的ではないとき，適用を受けることに抵抗を示すからである。最初に，改新規則は，語
彙体系内部のある箇所で生じる。改新規則は，語彙体系内に適用の範囲を少しずつ拡大してい
く。いったん改新規則が一般的規則になると，適用範囲の拡大の速度は速くなる。しかし，若
干の語彙項目が，最後まで改新規則の適用に抵抗する。この結果，改新の語彙的伝播はS字
カーブを描く。もし，共時的な姿が，通時的な現象を反映するとすれば，語彙的伝播の現象は
地域的な差となって現われるはずである。語彙的伝播の現象が地域的な差として現われるとす
れば，語彙的伝播のS字カーブも，地域的な差のS字カーブで表現されるはずである。これが，
図30のS字カーブである。
改新がその適用範囲を拡大するが，適用に抵抗する語彙項目が，改新規則に従わない不規則
形式として残る。不規則形式が，過去の姿を垣間見せてくれる。
例えば，図30において，ルオ語のタイプ（1.b）名詞で生じた改新（タイプ（1.g））が，タ

イプ（1.c）名詞へ，さらに，タイプ（1.a）名詞へと適用の範囲を拡大した。アチョリ語，アル
ル語，ランゴ語，クマム語においても，改新規則，IRule2やIRule3が適用範囲を拡大した。
改新に抵抗する不規則形式が，アルル語のタイプ（3.d），（3.g）名詞であり，また，アチョリ語
のタイプ（2.d），（2.h）名詞である。

3.3.シルク語，アニュワ語，ジュル語
前節で扱った言語は，南ルオ方言に属する言語であった。この節では，北ルオ方言に属する
言語の複数形成を考察する。
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表11 シルク語（Kohnen(1933)）

sg. pl.

（6.a）lep leb ‘tongue’

loth lodhi ‘club’

okot okod ‘bell’

akoc akoji ‘trouser’

dhok dhog ‘mouth’

（6.b）odibo odip ‘blanket’

podho poth ‘country’

atudo atuti ‘goose’

rejo ric ‘fish’

ajwogo ajuoki ‘doctor’

（6.c）kwom kwomi ‘chair’

pyen peni ‘hide’

ocuø ocuøi ‘liver’

øaN øaNi ‘crocodile’

tyelo tyel ‘foot’

ocoyo ocoyi ‘melon’

lao lani ‘cloth’

（6.d）bur buri ‘hole’

（6.e）dhano ji ‘man’

dhajo man ‘woman’

waN øiN ‘eye’

（6.f） waøo wac ‘book,paper’

puøo puj ‘tendonoftheguitar’

bun budi ‘part’

（6.g）apwojo apuoj ‘hare’

rojo roj ‘heifer’

kij kiji ‘orphan’

（6.h）bat bat ‘arm’

yic yeth ‘belly’

gwok guok ‘dog’

（6.h’）jop jopi ‘buffalo’

wat wati ‘son’

kit kiti ‘stone’

（6.i） tabo tami ‘basin’

yath yenh ‘tree’

kwac kwaøi ‘leopard’

thago thaNi ‘lid’
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シルク語のタイプ（6.a），（6.b）名詞は，複数形成において，ルオ語のタイプ（1.a），（1.b）
名詞が行うのと同様の，極性的な子音交替を行う。したがって，ルオ語の複数形成を説明する
ために提案した複数形成の規則を適用することによって，シルク語のタイプ（6.a），（6.b）名詞
の複数形を正しく派生することができる。ただし，接尾辞の母音については，修正を加える必
要があるので，Rule1’としておく。

図32 タイプ（6.a）の複数形成（1）

‘club’ loth (sg.)

Rule1’ lothiKi

Rule2 lodhiKi

Rule5 lodhi(pl.)

図33 タイプ（6.b）の複数形成

‘doctor’ ajwogo (sg.)

Rule1’ ajwogKi

Rule2
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ルオ語のタイプ（1.c）名詞は，複数語幹の末尾の位置に鼻音・閉鎖子音連続をもつが，シル
ク語のタイプ（6.c）名詞は，単数語幹末尾の位置の鼻音と同一の鼻音を複数語幹の末尾の位置
にもつ。既に指摘したが，Gregersen（1974a）は，鼻音・閉鎖子音連続が鼻音に単純化すると暗
示している。しかし，既に行った議論において，鼻音・閉鎖子音から鼻音への単純化は，否定
された。この節においても，鼻音・閉鎖子音から鼻音への単純化は，容認しない。むしろ，鼻
音・閉鎖子音連続は，鼻音・閉鎖子音連続と調音点を同じくする有声閉鎖子音へと単純化す
る。これが，タイプ（6.f）の複数形である。タイプ（6.f）名詞は，ルオ語のタイプ（1.c）名詞
の複数形成と同様に，複数形成規則によって，いったんは，複数語幹の末尾の位置に鼻音・閉
鎖子音連続をもった。その後に，鼻音・閉鎖子音連続は，有声閉鎖音へと単純化したのであ
る20）。
鼻音・閉鎖子音連続が鼻音に単純化しないので，タイプ（6.c）名詞の複数形は，複数形成規
則，Rule1’，Rule2，Rule4の適用によっては，正しい複数形を得ることはできない。Rule1’，
Rule2，Rule4を適用すると，複数語幹の末尾の位置に鼻音・閉鎖子音連続を派生するからで
ある。ではどのようにすれば，鼻音・閉鎖子音連続の鼻音への単純化を想定せずに，語幹末尾
の位置に単純な鼻音をもつ複数形を形成することができるだろうか。そのためには，アチョリ
語などで改新規則を想定したように，シルク語においても，新たに改新規則を提案する。
アチョリ語などの改新規則IRule2は，単数語幹がどんな子音で終わっていようとも，「仮定

的子音」Kが先行する子音と，直接，接することがないようにするためのものであった。しか
し，シルク語では，図33の複数形成で見たように，単数語幹が有声閉鎖音で終わるとき，「仮
定的子音」Kは，複数形成において，直接，有声閉鎖音に後続し，先行する有声閉鎖音を無声
化しなくてはならない。この点で，アチョリ語などで想定した改新規則とは異なる規則を想定
しなければならない。シルク語の改新規則は，以下のように想定する。
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CVC-(V)→ CVC -Ki/ +voiced -___(exceptfor/j/) (IRule4)

−nasal

-iKi/elsewhere

改新規則，IRule4は，Rule1から発展したものである。Rule1とは，環境指定が異なる。
ルオ語で議論したRule1によれば，単数語幹が末尾の位置に無声閉鎖音をもつ場合に，複数接
尾辞-IKE，あるいは，-iKeが接辞され，単数語幹が末尾に無声閉鎖音以外の子音をもつ場合に，
複数接尾辞-KEが接辞される。IRule4によれば，複数接尾辞-Kiが接辞されるのは，単数語幹
が末尾の位置に有声閉鎖音をもつときのみであり，単数語幹が末尾の位置に有声閉鎖音以外の
子音をもつ場合は，複数接尾辞-iKiが接辞される。つまり，Rule1と，IRule4の適用で特徴
的に異なるのは，単数語幹が鼻音で終わる名詞の場合である。単数語幹が鼻音で終わる場合，
Rule1によると，複数接尾辞-KEが接辞され，IRule4によると，接尾辞-iKiが接辞される。た
だし，IRule4には例外がある。硬口蓋有声閉鎖音/j/は，無声閉鎖音と同じ扱いを受ける。単
数語幹が末尾の位置に硬口蓋有声閉鎖音/j/をもてば，単数語幹が無声閉鎖音で終わる名詞と
同様に，複数接尾辞-iKiが接辞される。この例外を認めておかないと，タイプ（6.g）名詞の複
数形成を説明することができない。
Rule1からIRule4への発展は，何を意味しているのであろうか。Rule1からIRule4への

発展は，子音体系の自然類の再構造化に基づいている。Rule1によれば，子音体系は，［−voc,
−voiced］の素性をもつ子音と，それ以外の子音という2組の自然類から構成される。一方，I
Rule4によれば，子音体系は，［−voc,+voiced,−nasal］の素性をもつ子音と，それ以外の子音
という2組の自然類から構成される。Rule1からIRule4への発展は，［−voc,−voiced］の子
音とそれ以外の子音とに自然類をなしていた子音体系が，［−voc,+voiced,−nasal］の子音とそ
れ以外の子音とに自然類をなす子音体系へと変化したことを意味する。
IRule4，Rule2，Rule5の適用により，タイプ（6.c）名詞の複数形を，図34のように，正

しく派生することができる。また，鼻音・閉鎖子音連続から単純な有声閉鎖音への単純化を受
けた名詞，すなわち，タイプ（6.f）名詞の複数形は，改新を受けない古い複数形成規則，Rule
1’，Rule2，Rule4を適用することで，図35のように，正しい複数形を得ることができる。

図34 タイプ（6.c）の複数形成
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図35 タイプ（6.f）の複数形成
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鼻音・閉鎖子音連続が単純な有声閉鎖音に単純化する規則（Simp.）は，以下の形式化のとお
りである。鼻音・閉鎖子音連続が鼻音に単純化することは，ナイル語西方言において決して起
こらなかった。もし，そのような単純化を認めれば，タイプ（6.f）名詞の複数形成を説明する
方法はないであろう。

CN → C［+voiced］ (Simp.)

アルル語などでもそうであったように，改新規則は，語彙体系全体にわたって，完全に適用
されたわけではない。図35で派生を示したタイプ（6.f）名詞は，古い複数形成規則，Rule1’
が適用されている。Rule1’の適用によって形成された複数形は，改新規則IRule4に従わない
不規則形として，語彙体系内に取り残されたのである。
語彙体系内で，どの語彙項目が改新規則を適用され，どの語彙項目が改新規則の適用から逃
れ古い複数形が保存されるのか，この問題を解決するのは容易でない。
タイプ（6.g）名詞は，単数語幹が末尾の位置に硬口蓋有声閉鎖音jをもつ。硬口蓋有声閉鎖

音jは，有声閉鎖音にもかかわらず，IRule4の例外規則が働いて，複数接尾辞-iKiが接辞され
る。このために，Rule3の適用が阻止され，語幹末の位置の硬口蓋有声閉鎖音jは，無声化さ
れない。ところが，「魚」を意味する名詞は，単数語幹が硬口蓋有声閉鎖音jを末尾の位置にも
つにもかかわらず，複数形成において，硬口蓋有声閉鎖音以外の有声閉鎖音で単数語幹が終わ
る名詞と同様に，複数接尾辞-Kiが接辞される。したがって，「魚」を意味する名詞は，IRule
4ではなく，本来の複数形成規則，Rule1’が適用されると考えられる。タイプ（6.g）名詞と，
「魚」を意味する名詞の複数形成は，それぞれ，図36，図37のようになる。

図36 タイプ（6.g）の複数形成

‘orphan’ kij(sg.)

IRule4 kijiKi

Rule2

Rule5 kiji(pl.)

図37「魚」の複数形成

‘fish’ rejo (sg.)

Rule1’ rejKi

Rule2

Rule3 rec (pl.)

シルク語も，ルオ語と同様に，単数形の語末の位置において，終母音を脱落する通時的変化
を受けた。例えば，タイプ（6.h’）名詞は，複数語幹が末尾の位置に無声閉鎖音をもっている。
しかも，タイプ（6.h’）名詞の複数形は，語末の位置に終母音を保持している。複数形の形態論
的な特徴から，タイプ（6.h’）名詞は，終母音をもち，語幹末尾の位置に無声閉鎖音をもつこと
から，タイプ（6.b）と同一の複数形成を行っているのは確実である。しかし，タイプ（6.h’）
名詞の単数形は，タイプ（6.b）名詞が単数語幹の末尾の位置に有声閉鎖音をもつのと違い，単
数語幹の末尾の位置に無声閉鎖音をもつ。これは，タイプ（6.h’）名詞の単数形において，終母
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音が脱落し，その結果，語末の位置で有声閉鎖音が無声化したのである（HC2）。タイプ
（6.h’）名詞の複数形成と単数形の派生は，図38のようになる。

図38 タイプ（6.h’）の複数形成

‘buffalo’ *jobi(OS) *job (OS＝SS)
HC2 jop (sg.) IRule4 jobKi

Rule2

Rule3 jopi(pl.)

単数形で生じた終母音の脱落と，それに伴う語末の位置での有声閉鎖音の無声化という通時
的変化，すなわち，HC2は，ルオ語で生じた通時的変化と同一のものである。図38では，複
数形は，改新規則IRule4の適用により派生させた。しかし，もともとの複数形成規則Rule1’
の適用によっても，正しい複数形を得ることができる。したがって，改新規則IRule4が適用
されたのか，もともとの複数形成規則Rule1’が適用されたのか，決定できない。明らかなの
は，タイプ（6.h’）名詞の本来の語幹は，末尾の位置に有声閉鎖音をもっていたことである21）。
単数形は，本来の語幹が通時的変化（HC2）を受けた結果，無声閉鎖音を語末の位置にもつ。
複数形は，現在の単数形から複数形成に従って，形成されるのではなく，本来の語幹（OS）に
複数形成規則が適用されて，形成されているのである。
シルク語においては，単数形のみならず複数形においても，終母音が脱落し，それに伴い，
語末の位置で有声閉鎖音が無声化する通時的変化が生じた（HC4）。単数形での終母音の脱落
は頻繁に生じたが，複数形での終母音の脱落と語末の位置での有声閉鎖音の無声化は，部分的
に生じただけであり，語彙体系全体で完成されることはなかった。この事実は，タイプ（6.a）
名詞の中に，「舌」を意味する名詞や，「口」を意味する名詞のように，終母音は脱落している
にもかかわらず，語末の位置で閉鎖子音の無声化が生じていない名詞が存在することからも分
かる。この散発的に生じた通時的変化は，以下のように形式化しておく。

V → z/［pl.］-___,［voiced］ → ［−voiced］/___# (sporadic)(HC4)

タイプ（6.h）名詞は，改新規則IRule4と，Rule2，Rule5と通時的変化HC4を適用する
ことで正しい複数形を得ることができる。しかし，タイプ（6.h）名詞の本来形式は，ナイル語
西方言の他の言語との比較によってのみ，決定できる22）。なぜなら，タイプ（6.h）名詞は，単
数形においても複数形においても終母音が脱落し，しかも，単数形も複数形も無声閉鎖音で終
わっているからである。タイプ（6.h）とタイプ（6.a）の複数形成は，それぞれ，図39と図40
になる。図39では，複数形において，HC4による閉鎖子音の語末の位置での無声化が生じて
いる。図40では，複数形において，HC4による終母音の脱落は生じているが，閉鎖子音の語
末の位置での無声化は生じていない。なぜなら，HC4による終母音の脱落と，また，閉鎖子音
の語末の位置での無声化は，散発的に生じたからである。
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図39 タイプ（6.h）の複数形成

‘dog’ gwok (OS＝sg.)
IRule4 gwokiKi

Rule2 gwogiKi

Rule5 gwogi

HC4 guok

図40 タイプ（6.a）の複数形成（2）

‘mouth’ dhok (OS＝sg.)
IRule4 dhokiKi

Rule2 dhogiKi

Rule5 dhogi

HC4 dhog

ルオ語，アチョリ語，アルル語，ランゴ語は，単数形においてだけ語末の位置で終母音を脱
落させた。一方，シルク語は，単数形において語末の位置で終母音を脱落させたばかりでな
く，複数形においても語末の位置で終母音を脱落させた。ルオ語，アチョリ語，アルル語，ラ
ンゴ語は，語彙体系内でどの語彙項目が単数形における終母音の脱落を行ったのか，また，シ
ルク語は，どの語彙項目が単数形における終母音の脱落を行ったのか，そして，どの語彙項目
が複数形における終母音の脱落を行ったのか明らかではない。この問題を解決するのは容易で
ない。しかし，シルク語がどの語彙項目で単数形における終母音の脱落を行ったのか，どの語
彙項目で複数形における終母音の脱落を行ったのかについては，ある傾向が存在する。
1つの傾向として，終母音は，先行する子音が有声閉鎖音である場合よりも，先行する子音
が無声子音，鼻音，あるいは，ふるえ音，側面音である場合に，脱落する傾向が強い。シルク
語では，無声閉鎖音，鼻音，ふるえ音，側面音が，子音体系内で1つの自然類を構成している。
また別の傾向として，複数形は，それが派生するもとになった単数形が終母音を保持する場
合に，単数形が終母音を脱落した場合よりも，終母音を脱落させる傾向が強い。したがって，
語幹が鼻音やふるえ音や側面音で終わるとき，特に，終母音の脱落の有無が，単数と複数の区
別に重要な役割を果たすことになる。なぜなら，語幹が末尾の位置に鼻音やふるえ音や側面音
をもつ名詞は，複数形成において，IRule4，Rule2，Rule5の規則が適用されるが，これらの
規則の適用では，語幹末尾の位置の子音になんら変化が生じない。したがって，語幹末尾の子
音の違いで単数形と複数形を区別することが，困難になるからである。したがって終母音の有
無が単数形と複数形を区別する機能を果たすことになる。語末の位置での終母音の脱落が果た
す単数形と複数形を区別する役割について，図41の例で考察する。

図41 終母音の脱落

‘foot’ tyelo (sg.)

IRule4 tyeliKi

Rule2

Rule5 tyeli

HC4 tyel(pl.)
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図41の場合，単数形が終母音を保持している。終母音の脱落傾向で述べたように，単数形が
終母音を保持する場合に，単数形が終母音を脱落する場合より，複数形は，終母音を脱落する
傾向が強い。HC4による終母音の脱落は，複数形の特徴となる。逆に，単数形が，HC2によ
り終母音を脱落するとき，それから派生した複数形は，終母音を保持する傾向が強い。この場
合，終母音を保持することが，複数形の特徴となる。
ここで，シルク語の複数形成の歴史的発展をまとめておこう。シルク語は，本来，Rule1’，
Rule2，Rule3，Rule4，Rule5からなる複数形成法をもっていた。後に，Rule1’は，改新規
則IRule4へと発展した。IRule4は，Rule1’と同様に，文脈依存規則である。Rule1’からI
Rule4への発展は，シルク語子音体系の自然類の再構造化に起因する。単数形での終母音の脱
落と，さらに，複数形での終母音の脱落が生じた。ただし，特に複数形における終母音の脱落
は，散発的に起こったのである。シルク語の複数形成の発展は，図42のようである。

図42 シルク語複数形成の発展

EarlyStage

Rule1’ CVC-(V)→ CVC -iKi/［−voiced］___
-Ki/elsewhere

Rule2 C-→ C-｛PL｝
∥

［+voiced］
Rule3 CK → C［−voiced］
Rule4 NK → NC

Rule5 Ki→ z

HistoricalChange

HC2V>z/［sg.］-___#,［voiced］>［−voiced］
HC4V>z/［pl.］-___#,［voiced］>［−voiced］
Simp.NC>C［+voiced］

⇒
MiddleStage

IRule4 CVC-(V)→ CVC -Ki/ +voiced ___exceptfor/j/

−nasal

-iKi/elsewhere

Rule2 C-→ C-｛PL｝
∥

［+voiced］
Rule3 CK → C［−voiced］
Rule5 Ki→ z

⇒
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PresentStage

(IRule4,Rule2,Rule5) → （a）voiceless → voiced

(IRule4,Rule2,Rule3) → （b）voiced → voiceless

(IRule4,Rule2,Rule5) → （c）nasal,l,r,j→ nasal,l,r,j

(IRule4,Rule2,Rule5,HC4) → （d）voiceless → voiceless

(IRule4,Rule2,Rule5,HC2) → （e）voiceless → voiceless

(Rule1’,Rule2,Rule4,Simp.) → （f）nasal→ voiced

タイプ（6.d）名詞の複数形成については，第3章において，また，タイプ（6.i）名詞の複数
形成は，この章において「N-複数形」の議論のときに，詳しく考察する。

表12 ジュル語の複数形（Santandrea(1946)）

sg. pl.

（7.a） lEp lEben ‘tongue’

loth lodhen ‘stick’

luet luaden ‘cloud’

lyec lyeje ‘elephant’

gwok goi ‘dog’(*g → z/V__V)

（7.b） luEdo luEt ‘finger’

reyo rec ‘fish’(*j→ y/V__V)

（7.c） t�N t�N ‘spear’

tyElo tyEl ‘foot’

（7.d） mw�r myoren ‘ox,bull’

（7.e） konho kodhen ‘seed’

（7.f） dhago man ‘woman’

w�N øiN ‘eye’

dhicwou cw�u ‘man’

（7.g） yec yith(en) ‘belly’

yic yidhen ‘ear’

（7.h） yath yen ‘tree’

kwac kwaøen ‘leopard’

表13 アニュワ語の複数形（Reh(1999)）

sg. pl.

（8.a）�t� uudi ‘house’

guok guu ‘dog’(*g → z)

（8.b）joobi joope ‘buffalo’

puodho pwoth ‘field’

（8.c）t�N tooNi ‘spear’

gwEn� gwen ‘fowl’

tIEl� tIEl ‘foot’
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（8.d）athEEr� Atheere ‘arrow’

（8.e）dhago man ‘woman’

（8.f） jiio jiey ‘mouse’

reeo rEc ‘fish’(*j→ z)

（8.g）jaatho jEnnhi ‘tree’

kwac kwAAøøe ‘leopard’

k�th kuunnhe ‘rain’

表14 パリ語の複数形（Simeoni(1978)）

sg. pl.

（9.a）dhok dhogi ‘mouth’

ith idhi ‘ear’

acuth acudho/acuththi ‘vulture’

Nut Nudi ‘neck’

gwok guu ‘dog’(*g → z/V__V)

（9.b）awobi awope ‘youngman’

kidi kiite ‘stone’

reo ric ‘fish’(*j→ z/V__V)

（9.c）toNo toN ‘egg’

wiøo wiø ‘bird’

tyelo tyel ‘foot,leg’

（9.d）yerro yier ‘hair’

ciri/ciir ciri ‘whip’

（9.e）dhyaN dhok ‘cow’

（9.f） waN øiN ‘eye’

pajo myeri ‘village’

dhago man ‘woman’

（9.g）yath yi(e)n ‘tree’

（9.h）bul bundhi ‘drum’

um umbi ‘nose’

（9.i） kalo kadi ‘kraal’

（9.j） tyelo tyel ‘foot,leg’

（9.k）thol tholi ‘rope’

（9.l） ukondo ukwonde ‘feather’

ukondo ukonde ‘pumpkin’

ulugu ulugi ‘tree’

ジュル語，アニュワ語，パリ語の複数形成は，基本的には，シルク語の複数形成と同じであ
る。ただし，ジュル語において，複数接尾辞は，母音に若干の変更を加えなければならない。
母音の変更を行った複数接尾辞は，-Ke/-eKeである。
さらに，Rule5は，「仮定的子音」Kが派生の最終段階まで残ったときに，「仮定的子音」を
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消去するために設定されたものである。ところが，ジュル語は，「仮定的子音」Kを歯茎鼻音
nで保存している（表12，「舌」，「杖」，「雲」，「牡牛」，「種」，「腹」，「耳」，「豹」の複数形に
見られる‐enを参照）。したがって，Rule5は，次のように，変更しなければならない（変更
後の規則は，Rule5’と呼ぶ）。

eKe → e(n)(Rule5’)

仮定的子音Kが母音間で歯茎鼻音nに変化し，さらに，散発的に末尾の位置の鼻音が脱落し
たことを，Rule5’は示している（表12，「象」の複数形にみられる-eを参照）。「仮定的子音」
Kが母音間で歯茎鼻音nに変化する現象は，ルオ語における改新規則IRule1が生じた通時的
変化と類似する現象であると考えられる23）。IRule1への発展には，本来の複数接尾辞-KEが，
改新の複数接尾辞-ini，あるいは，-niになることを含んでいた。また，ヌエル語においても，
歯茎鼻音nが「仮定的子音」Kに由来する可能性があることを，後の議論において指摘する。
シルク語が行った改新IRule4と同一の，あるいは，類似した改新を，ジュル語も行った。
それは，単数語幹が有声閉鎖音以外の子音で終わる名詞に，複数接尾辞-e(n)が接辞されたこと
である。子音体系内において子音を有声閉鎖音と有声閉鎖音以外の子音の自然類に分割するこ
とが，IRule4の特徴である。特に，IRule4が適用されると，複数語幹の末尾の位置に鼻音・
閉鎖子音連続が生じないことが，特徴である。ジュル語の複数形，タイプ（7.a），（7.c），（7.d），
（7.g），（7.h）名詞は，複数接尾辞-e(n)をもつ。また，タイプ（7.c）名詞は，複数語幹の末尾の
位置に鼻音・閉鎖子音連続をもたない。ジュル語の改新規則は，以下のとおりである。

CVC-(V)→ CVC -Ke/ +voiced ___ (IRule4’)

−nasal

-eKe/elsewhere

タイプ（7.e）名詞は，ジュル語が過去に，本来の複数形成規則Rule1をもっていたことを教
えてくれる。タイプ（7.e）名詞は，複数語幹が末尾の位置に本来，鼻音・閉鎖子音連続をもっ
ていて，その鼻音・閉鎖子音連続が有声閉鎖音へ単純化したことを示している。この単純化に
ついては，シルク語複数形成の議論の中で既に考察した。タイプ（7.e）名詞は，Rule1，Rule2，
Rule4と，鼻音・閉鎖子音連続が有声閉鎖音に単純化する規則の適用により，正しい複数形を
得ることができる。一方，タイプ（7.a），（7.b），（7.c）の名詞などは，IRule4’，Rule2，Rule
3，Rule5’の適用によって，正しい複数形を得ることができる。図43でタイプ（7.a）の複数
形成を，図44でタイプ（7.b）の複数形成を，図45でタイプ（7.c）の複数形成を，そして，図
46でタイプ（7.e）の複数形成を示す。

図43 タイプ（7.a）の複数形成

‘tongue’ lEp (sg.)

IRule4’ lEpeKe
Rule2 lEbeKe
Rule5’ lEben (pl.)

（母音調和に関して，Santandrea（1946）には疑問があるかもしれない）
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図44 タイプ（7.b）の複数形成

‘finger’ luEdo (sg.)

IRule4’ luEdKe
Rule2

Rule3 luEte
HC4 luEt(pl.)

図45 タイプ（7.c）の複数形成

‘foot’ tyElo (sg.)

IRule4’ tyEleKe
Rule2

Rule5’ tyEle(n)
HC4 tyEl(pl.)

図46 タイプ（7.e）の複数形成

‘seed’ konho (sg.)24）

Rule1 konhKe

Rule2

Rule4 konhdhe

Simp. kodhe(n)

「種」を意味する名詞の複数形が，語末の位置に歯茎鼻音nをもつのは，おそらく，複数接尾
辞-e(n)からの類推によるものと考えられる。なぜなら，「種」を意味する名詞の複数形は，
Rule5’の適用を受けないから，Rule4により派生された複数形は，母音eで終わっていなけれ
ばならない。
複数形において終母音が脱落する現象は，ジュル語においても観察することができる。終母
音の脱落は，複数語幹が有声閉鎖音で終わるときより，むしろ，複数語幹が無声閉鎖音で終わ
るときに起こった。
タイプ（7.h）名詞は，「N-複数形」の議論の中で，タイプ（7.d）名詞は，第3章で考察する。
アニュワ語の複数形成は，シルク語の複数形成とほぼ同じと考えてよい。また，パリ語の複
数形成は，シルク語の複数形成とほぼ同じである。
タイプ（9.a），タイプ（9.b），タイプ（9.c）の名詞は，IRule4，Rule2，Rule3，Rule5の
適用によって，正しい複数形を得ることができる。図47は，タイプ（9.a）の複数形成を，図
48は，タイプ（9.b）の複数形成を，図49は，タイプ（9.c）の複数形成を図示したものである。

図47 タイプ（9.a）の複数形成

‘mouth’ dhok (sg.)

IRule4 dhokiKi

Rule2 dhogiKi

Rule5 dhogi(pl.)
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図48 タイプ（9.b）の複数形成

‘youngman’ awobi(sg.)

IRule4 awobKe

Rule2

Rule3 awope (pl.)

図49 タイプ（9.c）の複数形成

‘egg’ toNo (sg.)

IRule4 toNiKi
Rule2

Rule5 toNi
HC4 toN (pl.)

パリ語が過去に，本来の複数形成規則Rule1をもっていたと考えられる証拠がある。それ
は，タイプ（9.h）とタイプ（9.i）の複数形成である。タイプ（9.h）名詞は，複数語幹の末尾
の位置に鼻音・閉鎖子音連続をもつ。末尾の位置に鼻音をもつ単数語幹から，複数語幹の末尾
の位置に鼻音・閉鎖子音連続を生じさせる複数形成規則は，Rule1とRule4である。タイプ
（9.i）名詞は，いったん，Rule1，Rule2，Rule4の適用により，複数語幹の末尾の位置に生じ
た鼻音・閉鎖子音連続が有声閉鎖音に単純化した結果，複数語幹が末尾の位置に有声閉鎖音を
もつ。タイプ（9.h）名詞とタイプ（9.i）名詞は，Rule1，Rule2，Rule4の適用によって，そ
れぞれ，図50と図51のように形成することができる。

図50 タイプ（9.h）の複数形成

‘nose’ um (sg.)

Rule1 umKi

Rule2

Rule4 umbi(pl.)

‘drum’ bul(sg.)

Rule1 bulKi

Rule2

Rule4 bundhi(pl.)

図51 タイプ（9.i）の複数形成

‘kraal’ kalo (sg.)

Rule1 kalKi

Rule2

Rule4 kandi

Simp. kadi(pl.)

側面音lは，Rule1に関しては，鼻音と同様に扱われ，「仮定的子音」Kとともに鼻音・閉鎖

第2章 ナイル語西方言における複数形成について 81



子音連続を構成する。パリ語の子音体系内では，側面音は，鼻音と同じ自然類を構成している。
パリ語においても，単数形における終母音の脱落とともに，複数形における終母音の脱落が
あった。終母音の脱落が，単数形と複数形を区別する役割を果たすようになったことは，タイ
プ（9.j）と（9.k）の名詞が暗示する。これについては，さらに3.4節で議論する。
タイプ（9.f）名詞は，補充法により単数と複数を区別するものであり，ここで議論しない。

タイプ（9.e）名詞は，第4章において「単数（Singulative）」形の形成法を議論するときに考察
する。タイプ（9.g）名詞は，「N-複数形」を議論するときに考察する。タイプ（9.l）名詞で，単
数語幹が末尾の位置に鼻音・閉鎖子音連続をもち，複数語幹も末尾の位置に鼻音・閉鎖子音連
続をもつ名詞がある。この名詞の単数形は，形態論的には複数形をしていると考える。形態論
的には複数形であった形式が，集合的に単数を，つまり，「種類」1つを意味していると考え
る。例えば，「かぼちゃ」を意味する名詞の単数形は，形態論的には複数形であったものが，
「かぼちゃの種類」1つを意味した。
最後に，タイプ（9.a）名詞の中で，「猛禽」を意味する名詞が，複数形に，IRule4の適用に
より形成された規則的な形式のほかに，IRule4の適用では派生できない自由変異形をもって
いる。この自由変異形は，複数語幹の末尾の位置に，重複した子音をもつ。複数語幹の末尾の
位置における子音の重複は，ランゴ語の改新規則，IRule2とRule6で派生することができる。
パリ語にもランゴ語と同じ改新があったかは，タイプ（9.a）中のただ1例の自由変異形だけな
ので，確かなことは言えない。
アニュワ語，ジュル語，パリ語の複数形成の発展は，わずかな違いが存在するが，ほぼ，シ
ルク語のそれと同じであると言える（図42を参照）。したがって，新たな図をつくって説明す
ることはしない。

3.4.ディンカ語

表15 ディンカ語の複数形（Nebel(1948),(1954),(1978)）

sg. pl.

（10.a） akaath akath ‘step’

ag��k ag�k ‘monkey’

kEEc kEc ‘strongman’

ak��n ak�n ‘elephant’

leer lEr ‘widow’

（10.b） ajiep ajieep ‘milk-gourd’

k�t k��t ‘rag’

wik wiik ‘smallstick’

tim tiim ‘tree’

atuel atueel ‘club’

（10.c） thiaN thieN ‘antelope’

yath yeth ‘totem’

dom dum ‘field’

kat kEt ‘bridge’

ø�k øiok ‘mutton’
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（10.d） Nuot Nut ‘female’

tiet tit ‘wizard’

（10.e） wuk wuok ‘wing’

dit diEt ‘song’

（10.f） moc ror ‘man,male’

tik diar ‘woman’

raan k�c ‘person’

（10.g） k�u k�th ‘seed’

kou kuoth ‘thorn’

（10.h） y�u yoth ‘bosom’

riai rieth ‘canoe’

ディンカ語名詞の音節構造が，今まで議論してきたルオ方言の名詞音節構造と異なること
は，表15を見れば歴然としている。ディンカ語名詞の音素配列的構造は，単数形においても複
数形においても，基本的に子音－母音－子音（CVC）からなる単音節で構成されている。ま
た，語末の位置に，有声閉鎖音は決して出現しない。
ディンカ語では，HC2とHC4による語末の位置での母音の脱落とそれに伴う子音の無声化
が名詞語彙体系全体に広がり，また，わずかな不規則形を除いて，完成されたのである。した
がって，タイプ（10.a）から（10.e）までの名詞は，単数形と複数形が同一の子音で終わる。
ルオ方言においては，単数と複数の区別に関して，語幹の末尾の位置における閉鎖音の極性
的交替や，鼻音から鼻音・閉鎖子音連続への変化が，重要な役割を果たしていた。閉鎖子音の
極性的交替や，鼻音から鼻音・閉鎖子音への変化は，複数形成規則，Rule1，Rule2，Rule3，
Rule4，Rule5の適用によってもたらされた。ディンカ語には，複数形成において，閉鎖子音
の極性的交替や，鼻音から鼻音・閉鎖子音連続への変化が見られない。しかし，だからといっ
て，ディンカ語においてRule1などの規則が過去に存在しなかったわけではない。事実，Rule
1とRule2とRule3，ならびに，Rule5が過去に存在したことを示す証拠がある。それは，タ
イプ（10.g）と（10.h）の名詞である。
タイプ（10.g）の「種」を意味する名詞と，「棘」を意味する名詞は，ナイル語西方言に属す

る他の言語との比較から，それらの本来の語幹は，「種」*k�dh，「棘」*kodhと再構成すること
ができる（ルオ語「種」，kodhi(sg.)，kothe(pl.)，シルク語「棘」，kodho(sg.)，koth(pl.)を参
照）。ディンカ語では，単数語幹の末尾の位置で，歯有声閉鎖音dhは，母音uに音韻変化した。
複数語幹は，末尾の位置に歯無声閉鎖音thをもっている。この歯無声閉鎖音thは，歯有声閉鎖
音dhが，複数形成において，Rule3により無声化されたものである。この歯無声閉鎖音thは，
ディンカ語の語彙体系全体で生じたHC4による終母音の脱落に伴う，語末の位置での閉鎖音
の無声化によるものではない。なぜなら，歯有声閉鎖音dhが複数形の末尾の位置に存在した
としたら，その歯有声閉鎖音dhは，複数形の末尾の位置においても，単数形で起こったdhか
らuという音韻変化を受けることになっただろう。しかし，複数形でそのような音韻変化は起
こらなかった。したがって，複数形語幹末尾の位置の歯無声閉鎖音thは，HC4以外の理由で
無声化されたと考える必要がある。そして，その可能性があるのは，Rule1，Rule2，Rule3
の規則の適用による無声化である。実際，Rule1，Rule2，Rule3の適用により，タイプ（10.g）
名詞は，図52のように，正しい複数形を得ることができる。
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図52 タイプ（10.g）の複数形成

‘seed’ *k�dh (OS) *k�dh (OS＝SS)
(*dh>u) k�u (sg.) Rule1 k�dhKi

Rule2

Rule3 k�thi
HC4 k�th

ディンカ語では，HC2とHC4による終母音の脱落と，それに伴う語末の位置での閉鎖音の
無声化は常に生じたが，この例では複数形は，歯無声閉鎖音を語幹末尾の位置に既にもってい
た。
さらに，Rule1，Rule2，Rule5の規則が，ディンカ語の過去に存在したことを示す証拠が

ある。それはタイプ（10.h）名詞である。タイプ（10.h）名詞の複数形成については，第3章
で詳しく論じるが，とりあえず，Rule1，Rule2，Rule5の適用による複数形成を図53で示す。

図53 タイプ（10.h）の複数形成

‘canoe’ *riar1 (OS) *riar1 (OS＝SS)
riai(sg.) Rule1 riar1iKi

Rule2 riar2iKi

Rule5 rier2i

HC4 rier1

rieth (pl.)

「カヌー」を意味する名詞の語幹末尾の位置に，再構成音*r1を想定する。再構成音*r1は，
調音点が歯から歯茎の周辺で，調音法が無声閉鎖と考える。再構成音*r2は，再構成音*r1と調
音点が同じ有声閉鎖音と考える25）。Okello（1975）は，歯茎無声継続音をランゴ語に，
Crazzolara（1938）は，歯茎無声摩擦音をアチョリ語に記録している。しかしこれらの音が，本
稿で再構成した*r1と，どのような関係があるのか不明である。本稿では，再構成音*r1は，r
の響きをもつ無声閉鎖音であると考える。そして，再構成音*r2は，rの響きをもつ有声閉鎖音
であると考える。また，再構成音*r1は，Rule2の適用により，有声化されると，再構成音*r2
になる。また，再構成音*r2がRule3によって無声化されると，再構成音*r1になる。上記の
ように2つの再構成音を定義する。
さて，図53での複数形成において，単数形の語末の位置では，再構成音*r1は，母音iで現
われ，複数形の語末の位置では，再構成音*r2は，おそらく，HC4により無声化を受けたであ
ろう。しかし，そのときの出現の仕方が，単数形での再構成音*r1の出現の仕方と，異なって
いてもなんら不思議ではない。複数形においては，再構成音*r2が，いったんは歯有声閉鎖音
dhで出現した後で，HC4による無声化を受けて，歯無声閉鎖音thで出現したと考えてよい。
Rule1，Rule2，Rule5などの複数形成規則が生産的であった時代に，既に，再構成音*r1が，現
在の単数形の語末に現われるように，母音iで出現していたら，複数形成規則が適用されて，
語末の位置にdh（HC4によって，thになる）をもつ複数形が形成されることは不可能である。
これらの再構成音については，後に第3章で詳しく考察する。
タイプ（10.g）と（10.h）の名詞は，ディンカ語が過去にRule1，Rule2，Rule3，Rule5を
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もっていたことを教えてくれる。それどころか，タイプ（10.g）と（10.h）の名詞が存在しな
かったら，Rule1，Rule2，Rule3，Rule5をディンカ語が過去にもっていたことを知る方法
がない。
Rule4が過去に存在したことを示す証拠はない。なぜなら，単数語幹が，鼻音，側面音で終

わる名詞は，複数語幹末尾の位置に，同じ鼻音，側面音をもつ。この事実は，ディンカ語にお
いて，シルク語などで生じたRule1からIRule4への改新が起こったことを教えてくれる。も
しディンカ語において，Rule1がIRule4へ改新しなかったとしたら，そしてディンカ語の名
詞に複数形成規則，Rule1が適用されたとしたら，複数語幹末の位置に鼻音・有声閉鎖子音連
続が出現するはずである。実際には，ディンカ語は，複数語幹末の位置に鼻音・閉鎖子音連続
をもたない。また，鼻音・閉鎖子音連続から有声閉鎖音への単純化による有声閉鎖音が，複数
語幹の末尾の位置に現われることもない（もしこのような単純化が存在して，有声閉鎖音が複
数語幹の末尾の位置に現われたとしたら，実際には，HC4を受けて，無声閉鎖音で出現するこ
とになる。ただし，ディンカ語「声」rolは，複数形rotをもっている。この形式は，rol→rond
→rod→rotのように説明できる可能性がある。つまり「声」rolは，複数形成規則Rule1と
Rule4により，鼻音・閉鎖子音連続が生じた。鼻音・閉鎖子音連続は，有声閉鎖子音に単純化
した。有声閉鎖子音は，語末の位置においてHC4により無声化された）。したがって，ディン
カ語においても，シルク語など北ルオ方言において生じたRule1からIRule4への改新が，起
こったと考えてよい。しかも，Rule1からIRule4への改新は，大規模に，語彙体系のほぼ全
体に拡大した。北ルオ方言に見られた，改新規則に従わず，Rule1などからなる本来の複数形
成の存在を教えてくれる，そして，IRule4からすれば，不規則形にあたる複数形を，ディンカ
語は，ほんの少し保存するだけである（表15，タイプ（10.g）とタイプ（10.h）を参照）。
ディンカ語は，Rule1からIRule4へ改新したと考えた。しかし，アチョリ語などの南ルオ

方言が行った改新，Rule1からIRule2へ発展した可能性も捨て去ることはできない。ともか
く，ディンカ語は，全ての名詞が，HC2とHC4による終母音の脱落と，それに伴う語末の
位置での閉鎖子音の無声化を行ったため，Rule1からIRule4への改新か，Rule1からIRule
2への改新か，決定する証拠を失ってしまった。
ディンカ語においては，HC2とHC4による終母音の脱落と，それに伴う語末の位置での閉

鎖子音の無声化が，語彙体系全体に，ほぼ完全に拡大した。このために，ルオ語やシルク語な
どルオ諸語において，単数形と複数形を区別するのに重要な役割を果たした語幹末尾の位置で
の閉鎖音の無声と有声の交替は，ディンカ語では全く役に立たなくなってしまった。ディンカ
語において，語幹末尾の位置における無声と有声の交替にかわって，別のやり方が単数形と複
数形を区別することになった。それは，語幹母音の長さである。
タイプ（10.a）名詞は，単数語幹に長母音をもち，複数語幹に短母音をもつ。逆に，タイプ

（10.b）名詞は，単数語幹が短母音をもち，複数語幹が長母音をもつ。さらに，タイプ（10.d）
名詞は，単数形が二重母音uo，ieをもち，複数形が単純な母音u，iをもつ。（10.e）名詞は，
複数形が二重母音uo，ieをもち，単数形が単純な母音u，iをもつ。母音の長さの点で，二重
母音を長母音と等価であるとすれば，タイプ（10.d）と（10.e）は，それぞれ，タイプ（10.a）
と（10.b）に属すると考えられる。
タイプ（10.c）名詞は，単数語幹と複数語幹の母音の長さに関して，単数語幹と複数語幹が，
ともに短母音をもつか，あるいは，ともに長母音をもつか，どちらかであり，単数語幹と複数
語幹の母音の長さに関しては，長さが同一である。しかし，複数語幹の母音が，単数語幹の母
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音よりも調音する際の舌の高さが高くなっている。この逆はない。つまり，単数語幹の母音
が，複数語幹の母音より調音する際の舌の高さが高いことはない。この事実は，タイプ（10.c）
名詞の複数形成において，一種の母音のウムラウトが生じていることを示している。それは，
複数形が過去に失った接尾辞が，高母音をもっていたことを暗示する。しかし，ディンカ語の
この一種のウムラウト現象は，極めて複雑で，これを共時的に説明するのは容易でない。
さて，当面は語幹の長さにのみ注目して，シルク語との簡単な比較を試みる。

表16 複数形成における母音の長さ

Dinka Shilluk

sg. pl. sg. pl.

（11.a） øuom øum ‘sesame’ øimo øim
tu�N toN ‘egg’ toNo toN
kiec kic ‘bee’ kijo kic

thiin thin ‘breast’ thinno thinn

leec lec ‘tooth’ lejo lek

（11.b） øaN øieN ‘crocodile’ øaN øaNi
kur kuor ‘dove’ akur akuri

wAt wEEt ‘son’ wat wAti
bith biith ‘fishing-spear’ beth bithi

tuN tuoN ‘horn’ tuN tuNi
（11.c） th�n thon ‘male’ thwon thon

yac yEc ‘belly’ yic yeth

lEi lAi ‘antelope’ lay lai ‘animal’

j�k jak ‘spirit’ jwok juok

thaN thEN ‘temple’ thaNo thaNi

タイプ（11.a），（11.b），（11.c）において，ディンカ語の語幹の長母音とシルク語の終母音の
分布は一致する。つまり，シルク語が単数形に終母音をもち，複数形が終母音をもたない場
合，シルク語の形式と同起源語と考えられるディンカ語の形式は，単数語幹に長母音をもち，
複数語幹に短母音をもつ（タイプ（11.a））。シルク語が単数形で終母音を脱落し，複数形で終
母音を保持する場合，シルク語の形式と同起源語と考えられるディンカ語の形式は，単数語幹
に短母音を，複数語幹に長母音をもつ（タイプ（11.b））。タイプ（11.c）においては，シルク語
が単数形と複数形の両方で終母音を脱落させているか，ときに，両方で終母音を保持してい
る。シルク語の形式と同起源と考えられるディンカ語の形式は，単数語幹，複数語幹の両方が
短母音をもっている。タイプ（11.a），（11.b），（11.c）におけるディンカ語の母音の長さとシル
ク語の終母音の分布の対応は，珍しいことではない。
この事実から，ディンカ語においてある種の母音の代償延長が起こったことが考えられる

（以下，Com.L）。語幹母音が，終母音の脱落の代償として，長くなった。そして，語幹におけ
る母音の長短の対立が，単数形と複数形の区別に重要な役割を果たすようになった。上で議論
したように，シルク語の終母音の分布とディンカ語における語幹の長母音の分布が，ほぼ，一
致することから，代償延長による語幹母音の長母音化は，HC2とHC4による終母音の脱落が
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生じた後で，起こったと考えられる。HC2が生じて，単数形が終母音を脱落させ，複数形が終
母音を保持した形式は，つぎに，複数語幹の母音が，終母音を失う代償に長母音となった。
HC4によって，複数形が終母音を脱落させ，単数形が終母音を保持した形式は，さらに，単
数語幹の母音が，終母音を失う代償に長母音となった。したがって，ディンカ語においても，
ルオ方言が行ったHC2とHC4と同一の通時的変化が，いったんは起こったと考えられる。
ディンカ語における母音の代償延長は，以下のように公式化しておく。

V → VV/___C-V (Com.L)

V → z/___#

この規則は，形式が単数形であるとか，複数形であるとかの情報は，必要としない。ただ，
終母音をもつか，もたないかが，入力において問題にされる。代償延長の過程で語末の位置に
おいて母音が脱落すると，もちろん，HC2やHC4による音韻変化と同様に，語末の位置で
の閉鎖音の無声化が生じる。
代償延長の議論により，ディンカ語における複数形成の発展を図示する準備ができた。ディ
ンカ語の複数形成は，図54のようになる。ディンカ語は，シルク語など北ルオ方言と同じよ
うな発展の過程を通ってきたと考えられる。シルク語の中間ステージから，ディンカ語の複数
形成の発展を考えよう。

図54 ディンカ語複数形成の発展

MiddleStage(1)

IRule4 CVC-(V)→ CVC -Ki/ +voiced ___

−nasal

-iKi/elsewhere

Rule2 C-→ C-｛PL｝
∥

［+voiced］
Rule3 CK → C［−voiced］
Rule4 ?

Rule5 Ki→ z

HistoricalChange

HC2 V>z/［sg.］-___,［+voiced］>［−voiced］/___#
HC4 V>z/［pl.］-___,［+voiced］>［−voiced］/___#

⇒
MiddleStage（2）

sg. pl.

(HC2)（1）CVC → CVC-i

(HC4)（2）CVC-V → CVC

( )（3）CVC-V → CVC-i

(HC2,HC4)（4）CVC → CVC

兼
献

牽
献

験

兼
献
験

券
献
鹸

券
献

犬
献

鹸
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HistoricalChange

Com.LV>VV/___C-V,V>z/___#

［+voiced］>［−voiced］/___#
Umlaut?

⇒
PresentStage

sg. pl.

(（1）,Com.L)（a）CVC → CVVC

(（2）,Com.L)（b）CVVC → CVC

(（3）,（4）,Com.L)（c）CV(V)C → CV(V)C

(IRule4,Rule2,Rule3,HC4)（d）CVu → CVth

(IRule4,Rule2,Rule5,HC4)（e）CV｛u,i｝ → CVth

現代ステージでは，代償延長による単数形と複数形の区別が，ディンカ語における規則的な
複数形成となった。それに対する不規則形として，わずかに存在する（d）と（e）の複数形が，
ディンカ語複数形成の過去の姿をかろうじて教えてくれる。

3.5.ヌエル語

表17 ヌエル語の複数形（Westermann(1912a)26））

sg. pl.

（12.a） duop duobeni ‘way,road’

gwak’ gwageni/gwaNeni‘fox’
jec ke-jeøeni ‘starling’

øau ke-øaueni ‘cat’

（12.b） jakoo’k jakoogni ‘crow’

kwa’t ke-kwadni ‘chain’

jith ke-jienhi ‘ear’

rou ke-rouni ‘hippo’

（12.c） koom koomni ‘chair’

gun ke-gunni ‘civetcat’

bwo’ø bwoøeni ‘stranger’

boN ke-boNeni ‘pelican’

（12.d） kool kooli ‘skin’

dyer ke-dyeri ‘pig’

（12.e） ryei ryath ‘boat’

（12.f） cye’k ke-ma’n ‘woman’

（12.g） deet ke-det ‘bird’

gweec’ ka-gec’ ‘giraffe’

（12.h） gaak ke-gaNeni ‘cowrie’

leet leni ‘lion’
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goojo ke-goyeni ‘sword’

kaap ke-kabmeni ‘thongs’

（12.i） le’p ke-leep ‘tongue’

leth ke-laath ‘basket’

cal ke-caal ‘fish’

（12.j） yat ke-yet ‘finger’

koth ke-kuuth ‘god’

mokh ke-mukh ‘buffalo’

dau ke-dei ‘calf’

（12.k） mieth ke-miith ‘food’

joup ke-joop ‘ax’

（12.l） bith bieeth ‘spear’

room ke-roam ‘sheep’

（12.m） cwor ke-coor ‘vulture’

rwom ke-rom ‘fly’

ヌエル語の複数形に接頭辞ke-が観察されるが，この接頭辞は，動物の名前などによく接辞
される。この接頭辞は，3人称，複数代名詞に由来すると考えられ，名詞語幹に密接に結びつ
いてはいない（Westermann(1912a)）。この接尾辞は，複数形成においては，二次的な役割を果
たしていると考えられる。
ヌエル語，タイプ（12.a），（12.b），（12.c）に見られる複数形成が，既に議論したルオ方言な

どの複数形成と類似していることは容易に気づかれる。タイプ（12.a），（12.b），（12.c）におい
て，複数形は，接尾辞-eni，あるいは，-niが接辞されて，形成されている。「仮定的子音」Kは，
ルオ語の改新規則IRule1においても，また，ジュル語の規則Rule5’においても，歯茎鼻音
nに音韻変化していた。ヌエル語においても，「仮定的子音」Kは，歯茎鼻音nに変化した。複
数接尾辞は，-iKi，あるいは，-Kiから-eni，あるいは，-niになったと考えられる（以下，HC5）。

-iKi/-Ki>-eni/-ni(HC5)27）

さて，複数接尾辞-eni，あるいは，-niは，かなり規則的に名詞語幹に接辞される。複数接尾
辞-eniは，Westermann（1912a）の記述では，声門閉鎖音を伴う子音で終わる語幹か，あるい
は，鼻音で終わる語幹に接辞される。複数接尾辞-niが接辞されるのは，語幹が声門閉鎖音を伴
う子音と鼻音以外の子音で終わるときである。注目に値する事実は，ヌエル語の声門閉鎖音を
伴う閉鎖音は，ナイル語西方言に所属する他の言語の無声閉鎖音に対応し，ヌエル語の声門閉
鎖音をともなわない閉鎖音は，ナイル語西方言に所属する他の言語の有声閉鎖音に対応するこ
とである（「犬」ルオ語guok(sg.)に，ヌエル語jok’が対応する。声門閉鎖を伴う閉鎖音は，C’
で表記する。「耳」ルオ語it(sg.)，ite(pl.)，（OSは，*id）に，ヌエル語jithが対応する）28）。し
たがって，ヌエル語の複数形成規則は，以下のように公式化する。

CVC-V → CVC -eni/｛C’,N｝___ (IRule5)
-ni/elsewhere

兼
牽
験

券
犬
鹸
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ヌエル語のこの改新規則IRule5は，シルク語など北ルオ方言の改新規則IRule4と極めて
似ている。それは，声門閉鎖音を伴う閉鎖音は，ナイル語西方言に所属する他の言語の無声閉
鎖音と，声門閉鎖音をともなわない閉鎖音は，他のナイル語西方言の有声閉鎖音と対応するこ
とから，ヌエル語のIRule5において声門閉鎖を伴う閉鎖音と鼻音が自然類を構成しているこ
とが，北ルオ諸語のIRule4において無声閉鎖音と鼻音が自然類を構成していることと一致す
る事実である。IRule5において，複数接尾辞-eniが接辞されるか，あるいは，-niが接辞される
かの条件は，側面音の扱いを除けば，IRule4の環境指定とほぼ一致する。
ヌエル語改新規則IRule5では，まだ，正しい複数形を得ることはできない。タイプ（12.a）

「キツネ」を意味する複数形には，2つの自由変異形式が存在する。語幹末尾の位置において，
単数形の子音を有声化した有声閉鎖音をもつ複数形と，単数語幹末尾の位置の子音と調音点が
同じ鼻音をもつ複数形である。同じく，「椋鳥」を意味する名詞は，複数語幹の末尾の位置に，
単数語幹の末尾の位置にある子音と調音点が同じ鼻音をもつ。タイプ（12.b）においても，
「耳」を意味する名詞は，複数語幹の末尾の位置に，単数語幹の末尾の位置にある子音と調音
点が同じ鼻音をもつ。「からす」を意味する名詞は，複数語幹末尾の位置の子音は，単数語幹末
尾の位置の子音を有声化した有声閉鎖音になっている。すなわち，複数形成において，複数語
幹末尾の位置において，語幹末尾の位置の子音が有声化する名詞と，語幹末尾の位置の子音が
鼻音化する名詞と，その両方の形式を自由変異としてもつ名詞とがある。複数語幹の末尾の位
置に有声閉鎖音をもつ形式と，鼻音を持つ形式の，両方の形式を正しく形成するためには，2
つの規則が必要である。それらは，語幹末尾の位置の子音を有声化する規則（Rule2）と，鼻
音化する規則（以下，Rule2’）である。これらの規則は，既に議論した複数形成規則のRule2
にあたるものであり，また，それが変化したものである。2つの規則は，どちらか一方が義務
的に適用されなければならないが，どちらが適用されてもかまわない。
さらに，歯茎鼻音nが，他の鼻音，側面音，ふるえ音に後続するとき，歯茎鼻音nを脱落さ
せる規則が必要である。この規則がなければ，「耳」を意味する名詞の正しい複数形を得るこ
とができない。この規則をN-脱落規則（以下，N-drop）と呼ぶ。これらを以下に公式化する。

C-→ C-｛PL｝
∥

［+voiced］(Rule2)
C-→ C-｛PL｝

∥

［+nasal］(Rule2’)

n → z/｛［+nasal］,l,r｝___(N-drop)

タイプ（12.a）複数形の自由変異形の2つは，IRule5と，Rule2，あるいは，Rule2’の適
用によって，正しい形式が得られる。

図55 タイプ（12.a）の複数形成

‘fox’ gwak’ (sg.)

IRule5 gwak’eni IRule5 gwak’eni

Rule2 gwageni Rule2’ gwaNeni(pl.)
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タイプ（12.b）名詞は，IRule5とRule2，Rule2’の適用により，正しい複数形が得られる。
図56は，Rule2の適用例である。図57は，Rule2’とN-dropの適用例である。IRule5，Rule
2’とN-dropによって形成される複数形を，「N-複数形」と呼ぶことにする。

図56 タイプ（12.b）複数形成

‘chain’ kwa’t (sg.)

IRuel5 kwa’tni

Rule2 ke-kwadni(pl.)

図57 タイプ（12.b）の複数形成

‘ear’ jith (sg.)

IRule5 jithni

Rule2’ jinhni

N-drop jienhi(pl.)

タイプ（12.c）は，IRule5と，Rule2，あるいは，Rule2’が適用される。しかし，語幹末
尾の位置の鼻音は，Rule2の有声化を受けようとも，Rule2’の鼻音化を受けようとも，音の変
化はない。また，「シベットキャット」を意味する名詞のように，複数形において，一見，鼻音
が連続しているが，N-dropの規則は適用されない。なぜなら，IRule5は，単数語幹が鼻音で
終わる名詞には，複数接尾辞-eniを接辞することと規定しているので，複数接尾辞‐eniの母音
eが，N-dropの適用を阻止する。表面的には母音eが発音されていないが，複数接尾辞-eniが
接辞されていることが分かる。したがって，「シベットキャット」のような，図58の派生から
すると一見すると不規則に思われる形式が，実は，IRule5の妥当性を高めてくれる。

図58 タイプ（12.c）の複数形成

‘pelican’ boN (sg.)

IRule5 boNeni
Rule2/2’boNeni (pl.)

IRule5と，Rule2，あるいは，Rule2’，そして，N-dropの適用が，タイプ（12.d）名詞の
正しい複数形を形成する。ただし，Rule2，あるいは，Rule2’が適用されても，なんら，音韻
上の変化はない。

図59 タイプ（12.d）の複数形成

‘skin’ kool (sg.)

IRule5 koolni

Rule2/2’

N-drop kooli(pl.)

タイプ（12.a），（12.b），（12.c），（12.d）の複数形成は説明できた。しかし，ヌエル語の複数
形成は，実際はもっと複雑である。例えば，タイプ（12.g），（12.i），（12.j），（12.k），（12.l），
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（12.m）の名詞は，語幹の末尾の位置で，単数形と複数形が同じ子音をもっている。単数形と
複数形を区別しているのは，語幹末尾の位置の子音ではなく，語幹母音の長さの違い，語幹母
音の質の違い，あるいは，声調である。
タイプ（12.g）名詞は，単数語幹が長母音をもち，複数語幹が短母音をもつ。タイプ（12.i）

名詞は，単数語幹が短母音をもち，複数語幹が長母音をもつ。タイプ（12.j）名詞では，複数語
幹において，ディンカ語でも見られたある種のウムラウト現象が観察できる。このように，こ
れらのタイプの複数形成は，ディンカ語の複数形成と類似している。実際，ヌエル語における
主たる複数形成は，タイプ（12.a），（12.b），（12.c），（12.d）など，語幹末尾の位置で子音交替
が見られる複数形成ではなく，タイプ（12.g），（12.i），（12.j），（12.k），（12.l），（12.m）など，語
幹母音の違いをもたらす複数形成である。語幹母音の違いにより単数形と複数形を区別するヌ
エル語のやり方は，極めて複雑であり，それは，まるで「母音が違っていればよい」と話し手
が思っているのではないかと，研究者を絶望に陥らせるほどである（Wright(1999)）。これら
の名詞の複数形成については，ディンカ語の複数形成についての議論ですませたい。ただ，こ
れらの複数形成をもたらした原因は，HC2とHC4による終母音の脱落と，それに伴う語末の
位置での閉鎖音の無声化であることは指摘しておこう。
ここで，HC2とHC4の地理的分布について簡単に議論したい。
既に議論したように，どの語彙項目がHC2，あるいは，HC4を受け，どの語彙項目がHC
2，あるいは，HC4を受けなかったのかは，全く不明である。しかし，HC2とHC4の地理
的分布には，ある特徴が存在する。（1）南ルオ方言は，HC2の通時的変化だけを受け，HC4
の通時的変化は受けなかった。（2）北ルオ方言は，HC2とHC4の両方の通時的変化を受け
たが，語彙体系全体がHC2やHC4の通時的変化を経験したわけではなかった。一部の語彙
項目だけが，HC2やHC4の変化を受けた。（3）ディンカ語は，語彙体系ほぼ全体で，HC2
とHC4の通時的変化が生じた。HC2やHC4に対する不規則形は，ほんのわずかである。（4）
ヌエル語は，語彙体系内でHC2とHC4が，主たる役割を演じた。しかし，ディンカ語のよ
うに，語彙体系内で，名詞から完全に終母音を脱落させるまでには至らなかった。
HC2とHC4の地理的分布を図60にまとめる。

図60 HC2とHC4の地理的分布

北 ディンカ語
↑ （HC2とHC4が完成）

ヌエル語
（HC2とHC4が主流）
北ルオ方言
（HC2とHC4が部分的）

↓ 南ルオ方言
南 （HC2のみ）
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図61 HC2とHC4の語彙体系内での拡散

100％
HC4 HC4

語彙体系 HC4 HC2 HC2

HC2 HC2

0％
南ルオ方言 北ルオ方言 ヌエル語 ディンカ語

北から南に向かって，ナイル語西方言は，ディンカ語，ヌエル語，北ルオ方言，南ルオ方言
と，ほぼ連続して分布する。HC2とHC4は，北へいくほど，言語の語彙体系内において拡
散している。
最北に位置するディンカ語において，名詞語彙体系のほぼ全体にHC2とHC4は，拡大し
た。HC2とHC4，さらに，語幹母音の代償延長や一種のウムラウト現象が，複数形成におけ
る中心的な役割を果たすようになった。
ヌエル語において，HC2とHC4が，語彙体系内の主流にまで拡大した。同時に，HC2と
HC4が，複数形成において重要な役割を果たす。
北ルオ方言では，HC2とHC4が，語彙体系内で部分的に拡散する。しかし，HC2とHC
4は，複数形成においてはたいした役割をもたない。南ルオ方言では，HC2だけが生じた。
このように，HC2とHC4，さらに，語幹母音の代償延長やウムラウト現象は，北へいくほ
ど発達したことが分かる。ただし，通時的変化HC2とHC4がディンカ語で生じて，それが，
ヌエル語へ，北ルオ方言へ，さらに，南ルオ方言へと，言語接触によって伝播したと考えるほ
どの証拠はない。ここでの結論は，通時的変化は，語彙体系全体で一挙に生じるのではなく，
語彙体系内の一部で生じた改新が，徐々に体系内に拡大するのだと言うまでにとどめよう。
最後に，ヌエル語も，他のナイル語西方言の言語と同じように，過去に，Rule1，Rule2，

Rule5の規則をもっていたことを証明する。ただし，Rule1であったか，改新規則IRule4で
あったかを決定することは不可能である。なぜなら，Rule1を適用しようと，IRule4を適用
しようと，同じ結果が得られるからである。暫定的にRule1を適用しておこう。
タイプ（12.e）名詞は，Rule1，Rule2，Rule5の適用により，正しい複数形を得ることがで

きる。

図62 タイプ（12.e）の複数形成

‘boat’*ryar1 (OS) *ryar1 (OS＝SS)
ryei(sg.) Rule1 ryar1iKi

Rule2 ryar2iKi

Rule5 ryar2i

HC4 ryath (pl.)

再構成音*r1については，後に第3章で詳しく議論する。再構成音*r1は，無声閉鎖音であ
るから，Rule1によれば，複数接尾辞-iKiが接辞される。Rule2により語幹末の子音は有声化
されるから，*r1は，その有声カウンターパート*r2になる。再構成音*r2は，歯有声閉鎖音dh
で出現する可能性がある。 歯有声閉鎖音dhは，HC4により，語末での無声化を受けて，歯
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無声閉鎖音thとなる。
ヌエル語の複数形成の発展に関して，その主流は，ディンカ語のそれとほぼ同じである。異
なるのは，ディンカ語の複数形成発展のほかに，改新規則，IRule5，Rule2’と，さらに，N-
drop規則を発達させたことである。したがって，ヌエル語の複数形成の発展は，ディンカ語の
発展に，IRule5，Rule2’とN-dropを加えたものでよい。

図63 ヌエル語複数形成の発展

MiddleStage(1)

IRule4 CVC-(V)→ CVC -Ki/ +voiced ___

−nasal

-iKi/elsewhere

Rule2 C-→ C-｛PL｝
∥

［+voiced］
Rule3 CK → C［−voiced］
Rule5 Ki→ z

HistoricalChange

HC5-iKi/-Ki>-eni/-ni

IRule5CVC-(V)→ CVC -eni/｛C’,N｝___
-ni/elsewhere

Rule2’C-→ C［+nasal］-｛PL｝
N-dropn → z/N___

HistoricalChange

HC2V>z/［sg.］-__#,［voiced］>［−voiced］/__#
HC4V>z［pl.］-__#,［voiced］>［−voiced］/__#

⇒
MiddleStage(2)

sg. pl.

(HC2)（1）CVC → CVC-i

(HC4)（2）CVC-V → CVC

( )（3）CVC-V → CVC-i

(HC2,HC4)（4）CVC → CVC

HistoricalChange

Com.LV>VV/__C-V,V>z/__#

［voiced］>［−voiced］/__
Umlaut?

⇒
PresentStage

sg. pl.

(（1）,Com.L)（a）CVC → CVVC

(（2）,Com.L)（b）CVVC→ CVC

(（3）,（4）,Com.L)（c）CV(V)C → CV(V)C
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3.6.「N-複数形」
いままでの議論で後回しにしてきた複数形成について，前節の議論によって，考察すること
が可能になった。それは，ルオ語の表3，タイプ（1.i）名詞，アルル語の表8，タイプ（3.h）
名詞，クマム語の表10，タイプ（5.d）名詞，シルク語の表11，（6.i）名詞，ジュル語の表12，
タイプ（7.h）名詞，アニュワ語の表13，タイプ（8.g）名詞，パリ語の表14，タイプ（9.g）名
詞である。これらの複数形を，わかりやすくするために，表18に再録する。

表18 N-複数形

sg. pl.

Luo （1.i） yath yIEn ‘tree’

Alur （3.h）yath yen ‘tree’

Kumam （5.d）yat yen ‘tree’

Shilluk （6.i） tabo tami ‘basin’

yath yenh ‘tree’

kwac kwaøi ‘leopard’

thago thaNi ‘lid’

Jur （7.h） yath yen ‘tree’

kwac kwaøen ‘leopard’

Anywa （8.g）jaatho jEnnhi ‘tree’

kwac kwAAøøe ‘leopard’

k�th kuunnhe ‘rain’

Pari （9.g）yath yi(e)n ‘tree’

表18の名詞のたいていは，単数語幹が無声閉鎖音で終わっているが，無声閉鎖音で終わっ
ている単数形は，全て，終母音をもっていないことに注目しなければならない（アニュワ語
「木」は例外になっている）。終母音を保持している単数形は，語幹の末尾の位置に有声閉鎖音
をもっている（シルク語の「水ばち」，「ふた」を参照）。このことから，これらの名詞は，単
数語幹の末尾の位置に，本来，有声閉鎖音をもっており，HC2による終母音の脱落と，それに
伴う語末の位置での閉鎖音の無声化を受けたと考えるべきである。
一方，表18の名詞は，複数語幹の末尾の位置に，単数語幹末尾の位置の子音と調音点を同じ
くする鼻音をもっている（パリ語「木」の複数形は，歯鼻音をもつべきだが，歯茎鼻音になっ
ている）。単数語幹が有声閉鎖音で終わり，複数語幹が鼻音で終わるこの複数形成は，ヌエル
語のタイプ（12.b）の複数形成「N-複数形」と類似している。実際，IRule5とRule2’とN-
drop規則の適用によって，表18の名詞の正しい複数形を得ることができる。これらは，「N-
複数形」であると言える。シルク語から例をとって，図64に「N-複数形」の形成を示す。

図64「N-複数形」の複数形成

‘leopard’ *kwaj(OS) *kwaj(OS＝SS)
HC2 kwac (sg.) IRule5 kwajni

Rule2’ kwaøni
N-drop kwaøi(pl.)
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‘tree’ *yadh (OS)

HC2 yath (sg.) *yadh (OS＝SS)
IRule5 yadhni

Rule2’ yanhni

N-drop yanhi

HC4 yenh (pl.)

ルオ語など南ルオ方言において，「木」を意味する名詞の複数形は，歯鼻音nhではなく，歯
茎鼻音nで語幹が終わっている。これは，不規則ではない。南ルオ方言は，歯鼻音nhをもって
いないので，歯茎鼻音nで出現する。
ヌエル語においては，鼻音化規則Rule2’とN-drop規則は，かなり生産的であるが，ナイル

語西方言の他の言語においては，「N-複数形」は，痕跡として散在するだけである。ルオ語な
ど南ルオ方言は，「木」を意味する名詞に，シルク語など北ルオ方言は，「木」を意味する名詞
と「豹」を意味する名詞に，「N-複数形」は見られる。シルク語は，そのほかに，「蓋」を意
味する名詞と「水盤」を意味する名詞に，「N-複数形」をもつ。アニュワ語は，「雨」を意味
する名詞に，「N-複数形」をもつ。この事実をどのように理解すればよいだろうか。2つの可能
性が考えられる。
1つは，ナイル語西方言に所属する言語全てが，「N-複数形」をつくる複数形成Rule2’とN-

dropの規則をもっていた。ヌエル語以外のナイル語西方言の言語は，Rule2’とN-drop規則を
後に失ったが，ほんの一部の名詞に，痕跡として「N-複数形」が残ったと考えることである。
もう1つは，Rule2’とN-drop規則は，ヌエル語で生じた改新であった。Rule2’とN-drop規
則でつくられた「N-複数形」は，ナイル語西方言の他の言語へ拡散したと考えることである。
豹は，ナイル語西方言を話す人々にとって，文化的に重要な位置を占めている。雨を降らす
呪術師や村の指導者は，肩に豹の毛皮をまとう。
「木」を意味する名詞は，また，「薬」を意味する。「豹」と「木」は，ナイル語西方言を話
す人々にとって，特別な単語であることは確かである。したがって，これらの名詞が，「N-複
数形」そのものの形式で，ヌエル語から，ナイル語西方言の各言語へと拡散した可能性も否定
できない。ただし「豹」と「木」以外の名詞にも「N-複数形」が存在することが，地理的拡
散では説明できない。
「N-複数形」が，ナイル語西方言全体に，過去において，生産的な複数形成の一部であった
か，あるいは，ヌエル語で起こった改新であり，それが他のナイル語西方言の言語に言語接触
によって伝播したのか，容易に結論を下すことはできない。

3.7.ナイル語西方言の複数形成の発展
ナイル語西方言の複数形成がどのような発展を行ったのか，考察する。

表19 ナイル語西方言の複数形成規則
（+：生産的，*：過去に存在したことが証明される，−：過去に存在しなかったと考えられ
る，?：過去に存在したか，存在しなかったか不明，空白は，議論に関与しないことを示す）
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Lu Ac Al La Ku Sh An Ju Pa Di Nu

Rule1 +

(Rule1’) * * * ? * * * * * *

Rule2 + + + + ? + + + + * +

(Rule2’) ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? +

Rule3 + * * * ? + + + + * *

Rule4 + ? * * ? * * * * ? ?

Rule5 + + + + ? + + − + * *

(Rule5’) − − − − − − − + − − −

IRule2 − + + + ? − − − − − −

IRule4 − − − − − + + − + ? *

(IRule4’) − − − − − − − + − − −

HC1 + − − + ? − − − − − −

IRule1 + − − + ? − − − − − −

HC3 − − − + * − − − − − −

IRule3 − − − + * − − − − − −

HC5 ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? +

IRule5 ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? +

N-drop ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? +

HC2 + + + + ? + + + + + +

HC4 − − − − − + + + + + +

Simp. − − − − − * * * * ? ?

Com.L − − − − − − − − − + +

Umlaut − − − − − − − − − + +

Rule1’は，Rule1が形を変えたものであるから，Rule1とRule1’は，相補分布を示す。Rule
2’は，Rule2と類似した規則であるが，「N-複数形」を形成することだけに関与する規則であ
る。Rule5’は，ジュル語だけに見られるRule5が形を変えた規則であり，Rule5と相補分布
を示す。
表19から，ナイル語西方言に所属する言語は，Rule1，Rule2，Rule3，Rule4，Rule5を，

現在，生産的な規則としてもっているか，あるいは，過去にもっていたことが分かる。
Rule1は，南ルオ方言において，IRule2に改新した。その改新の本質は，文脈依存の規則か

ら文脈自由の規則への変化であった。Rule1は，北ルオ方言においてIRule4（ジュル語におい
ては，IRule4’）に改新した。改新の原因は，子音体系内の自然類の変更にある。ナイル祖語で
は，鼻音，側面音は，有声閉鎖音と自然類を構成していたが，北ルオ方言において，鼻音，側
面音は，無声閉鎖音と自然類を構成することになった。ディンカ語とヌエル語では，北ルオ方
言と同様に，Rule1は，IRule4に改新したと考えられる。しかし，ディンカ語において，I
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Rule4の存在を証明するのは容易でない。
HC1とIRule1は，ルオ語に特有の改新である。HC3とIRule3は，ランゴ語に特有の改
新である。HC3とIRule3は，HC1とIRule1から発展した。
HC5，IRule5，Rule2’，N-drop規則は，「N-複数形」形成に関連する規則である。これら

の規則は，ヌエル語ではかなり生産的であるが，ナイル語西方言に所属する他の言語が，過去
にこれらの規則をもっていたかどうかを決定するには，十分な証拠はない。
HC2，HC4，Com.L，Umlautは，ディンカ語とヌエル語で，複数形成において重要な役

割を果たす。ナイル語西方言の南ルオ方言と北ルオ方言は，HC2，あるいは，HC2とHC4
をもっている。また，Com.LとUmlautも，南ルオ方言と北ルオ方言に存在する。しかし，
Com.L.とUmlaut規則は，南ルオ方言と北ルオ方言では，複数形成規則として文法化されてい
ない。したがって，表19においては，－の記号を与えている。
これまでの議論によって，ナイル語西方言の複数形成の発展が明らかになった。Rule1，
Rule2，Rule3，Rule4，Rule5からなる複数形成法が，様々な通時的変化を経て，いくつか
の改新を行った。主たる改新は，南ルオ方言におけるIRule2と，北ルオ方言におけるIRule4
と，ディンカ語とヌエル語におけるComp.L.，Umlaut規則である。
Rule1，Rule2，Rule3，Rule4，Rule5からなる複数形成は，西ナイル祖語にまで溯れるこ

とは証明された。Rule1は，2つの複数接尾辞のうち，どの環境で，どちらの接尾辞を接辞す
るかを決定する形態論的規則であった。Rule2は，西ナイル祖語の時代以前は，母音間で閉鎖
子音が有声化するという，音韻規則であったろう。しかし，西ナイル祖語の時代には，既に形
態論化されており，それは，複数形成において語幹末尾の位置の子音を有声化するという形態
論的規則であった。Rule3とRule4は，「仮定的子音」Kの性格を示している。「仮定的子音」K
を含む接尾辞は，ルオ語の改新規則，IRule1の接尾辞や，ジュル語におけるIRule4’の接尾
辞の起源と考えられるが，改新規則の接尾辞では，「仮定的子音」Kは，歯茎鼻音nで出現す
る。このことは，後に，再び考察する機会があるだろう29）。

4.ナイル諸語における名詞複数形成─西ナイル祖語をこえて─

4.1.はじめに
ナイル諸語における名詞複数形成を議論するにあたり，まず，マサイ語における複数形成を
詳しく観察する。その後，ナイル語東方言における名詞複数形成を，さらに，ナイル語南方言
における名詞複数形成を観察する。最後に，ナイル諸語全体における名詞の複数形成について
議論する。

4.2.マサイ語の複数形成
4.2.1.はじめに
ナイル語東方言と南方言に所属する言語の形態論を記述するとき，名詞の複数形成について
の記述は，十分に行われなかった。例えば，Tucker&Mpaayei（1955）は，マサイ語を学ぶと
き，複数形は，個々の名詞ごとに覚えなければならないと述べている（Tucker&Mpaayei
（1955：4-5））。Hollis（1911）は，マサイ語の文法記述の中で最も複雑なのは，名詞の複数形
成であると述べている。それでは本当に，Tucker&Mpaayei（1955）が述べているように，マ
サイ語の名詞複数形成には規則性が存在せず，複数形は，個々の名詞ごとに記憶しなければな
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らないようなものであろうか。
Hollis（1911）やKitching（1915）は，それぞれ，マサイ語とテソ語における名詞複数形成に

関与する接尾辞を，バントゥ語研究の成果にのっとって分析しようと試みた。バントゥ語にお
いて，名詞は，接頭辞の種類によって，比較的容易に名詞分類を行うことができる。しかも，
単数の名詞類と複数の名詞類はほぼ対をなしており，それらの対を容易に見つけることができる。
Hollis（1911）とKitching（1915）による，マサイ語とテソ語の名詞複数形成を明らかにする

試みは，彼らが指摘する複雑さゆえに成功しなかった。彼らが指摘する複雑さとは，以下のよ
うなものである。

・単数と複数が対となる名詞類を決定しても，例外があまりに多い。
・単数形に対して，複数形が一定しない。

例えば，Tucker&Mpaayei（1955）の付録である語彙集を精査すると，単数形に付加されて
複数形をつくる接尾辞だけでも，14種類を見つけることができる。また，同じ形式の接尾辞
が，ある名詞においては，単数形に付加されて複数形をつくるために用いられ，別の名詞にお
いては，複数形に付加されて単数形をつくるために用いられたりする。このように，数の表示
に関係する接尾辞の種類が多いことや，同じ形式の接尾辞が，ときには複数形を，ときには単
数形をつくるのに用いられることが，例外が多いという指摘の原因になっている。
複数形が一定しないとの指摘は，言語体系内において，1つの単数形に2つ以上の複数形が

存在することや，個人語レベルにおいても，1つの単数形に2つ以上の複数形が存在すること
に起因する。また，1つの単数形から複数個の複数形がつくられるばかりでなく，1つの複数形
から複数個の単数形がつくられることもある。このように言語体系内においても，個人語のレ
ベルにおいても，ある種の「ゆれ」が複数形成に存在すると言える。
ナイル語東方言，南方言の複数形成法についての従来の研究が失敗したのは，バントゥ語研
究の方法を，そのままナイル語研究にあてはめたことにある。特に，単数形と複数形の対を決
定して，その対を固定的に考えたことにある。従来の研究の不備を克服するためには，今まで
わからなかった名詞の分類が，ナイル語には存在し，その分類に従って名詞の複数形，あるい
は，単数形が形成されていると考えることである。
名詞が名詞分類のどの類に所属するかに「ゆれ」が存在することを認めることである。また，
話者個人が名詞をどの類に所属させるかに，「ゆれ」が存在することを認めることである。例
えば，1人の話者が，名詞Aを類Xに所属すると考えれば，その名詞の複数形は，Ax-plにな
り，別の話者が同じ名詞Aを類Yと考えれば，その複数形は，Ay-plになる。こうして，名詞
Aに，複数個の複数形｛Ax-pl/Ay-pl/Az-pl..｝が存在することになる。
名詞体系に見られる範疇化は，あらゆる言語で普遍的な現象であると考えられる。ただし，
どのようなカテゴリーに範疇化するかは，それぞれの言語で異なっているのは当然である。ま
た，個人によってもカテゴリーに範疇化するやり方が異なっている可能性がある。英語であれ
ば，そのカテゴリーは，可算名詞と不可算名詞を分けるカテゴリーであり，フランス語であれ
ば，文法「性」であり，日本語であれば，数量詞を決定するカテゴリーである。
本研究において，マサイ語における複数形成と単数形成に規則性が存在することを証明す
る。いくら個人に範疇化に「ゆれ」が存在したとしても，言語の範疇化に全く規則性が存在し
ないことはありえない。マサイ語にも数を区別するやり方に規則性が存在するのである。
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4.2.2.数の接尾辞
この節では，マサイ語における名詞の複数形と単数形をつくる接尾辞について，おもに形式
の面から考察する。用いる資料は，Tucker&Mpaayei（1955）に付録としてついている語彙集
である。

4.2.2.1.複数をつくる接尾辞
単数形を基準にして，単数形に付加されて，複数形をつくる接尾辞がある30）。

（1）接尾辞-I/-i
この接尾辞で複数形がつくられる名詞の数は，語彙集内で最大である。この接尾辞はかなり
生産的であり，この接尾辞で複数形がつくられる名詞は，開かれた類を形成していると考えら
れる。なぜなら，借用語の多くが，この接尾辞により複数形がつくられる。
例：em-buku(sg.),im-buku-i(pl.)‘book’
接尾辞-I/-iと接尾辞-(I)n/-(i)nでつくられる複数形が,共存することがある。

例：En-kampI(sg.),In-kampI-I/In-kampI-n(pl.)‘camp’
複数形に接辞して，「複数形の複数形」と呼べる複数形をつくることがある。これは，「集団
が複数個，存在すること」を含意する。
例：In-kErra(pl.),In-kErra-I(pl.)‘sheep’

（2）接尾辞-(I)nI/-(i)ni
この接尾辞で複数形がつくられる名詞の数は多い。この接尾辞は，かなり生産的で，この接
尾辞によって複数形が形成される名詞は，開かれた類を形成していると考えられる。なぜな
ら，借用語の複数形が，この接尾辞により形成されることがある。
例：�l-dIsI(sg.),il-disi-ini‘districtcommissioner’
接尾辞-nI/-niが付加されるとき，付加される形式は，必ず母音で終わっていることが注目す

べき特徴である。
例：en-kijiko(sg.),in-kijiko-ni(pl.)‘spoon’

（3）接尾辞-n
この接尾辞で複数形がつくられる名詞は，接尾辞-I/-iや接尾辞-(I)nI/-(i)niによって複数形が

つくられる名詞に次いで数が多い。この接尾辞が接辞される名詞は，それが付加される単数形
が，必ず母音で終わる。この事実は，接尾辞-nI/-niがそうであるように，注目すべき特徴である。
例：En-kanasa(sg.),Ink-anasa-n(pl.)‘town’

（4）接尾辞-In/-in
この接尾辞で複数形がつくられる名詞は，8例が記録されている。
例：E-sarNab(sg.),I-sarNab-In(pl.)‘mud’

ol-dia(sg.),il-die-in(pl.)‘dog’(a→e/___i)
単数形が母音で終わり，そして，この接尾辞が接辞されるとき，単数形語末の位置の母音が
脱落することがある。
例：en-jore(sg.),in-jor-in(pl.)‘war’
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接尾辞-I/-i,-(I)nI/-(i)ni，-n，-In/-inは，1つのグループを形成している。マサイ語において，軟
口蓋無声閉鎖音kは，母音間で鼻音化され，歯茎鼻音nになる（ただし，常に軟口蓋無声閉鎖
音が母音間の位置で歯茎鼻音nになるわけではない）。接尾辞-InI/-iniは，語幹形成辞-Ik/ikに数
を表示する接尾辞-I/-iが後続し，語幹形成辞末尾の位置の軟口蓋無声閉鎖音kが，母音間で鼻
音化したものである。
接尾辞-In/-inは，接尾辞-InI/-iniから，末尾の位置の母音I/iが脱落したものであろう。接尾

辞-In/-inをもつ形式が複数を表示することから，数を表示する接尾辞-I/-iを，本来もっていた
と考えられる。そうでなければ，軟口蓋無声閉鎖音kの鼻音化を説明することができない。
接尾辞-nは，それが接辞される単数形が必ず母音で終わっていることから，単数形の末尾の

母音と，接尾辞-nが，接尾辞-In/-inと等価なものと，再解釈された。これら4つの接尾辞の関
係は，表20のようになる。

表20 接尾辞-I/-i，-(I)nI/-(i)ni，-n，-In/-inの関係

語幹形成辞 数の接尾辞 鼻音化 母音脱落 接尾辞
-z- -I/-i→ -I/-i （1）
-Ik/-ik -I/-i→ -IkI/-iki → -InI/-ini （2）
-Ik/-ik -I/-i→ -IkI/-iki → -InI/-ini → -In/-in （4）
-(V)k -I/-i→ -(V)kI/-(V)ki→ -(V)nI/-(V)ni→ -(V)n （3）
（接尾辞（3）の接尾辞を構成する語幹形成辞の母音は，語幹末尾の母音であったと考える）

表20からわかることは，（1），（2），（3），（4）の4つの接尾辞は，全て，語幹形成辞-Ik/-ik
と，数の接尾辞-I/-iから形成されていることである。あるいは，語幹末尾の位置の母音とそれ
に後続する軟口蓋無声閉鎖音kが，語幹形成辞と再解釈され，それと数の接尾辞-I/-iから形成
されている。

（5）接尾辞-a/-o
この接尾辞によってつくられる複数形は，かなりの数がある。接尾辞-aは，先行する母音が

［−ATR］母音であるときに接辞され，接尾辞-oは，先行する母音が［+ATR］母音であるとき
に接辞される。接尾辞-aが接辞される名詞には，明らかに動詞から派生された名詞が存在す
る。そのとき，語幹形成辞-Vtが付加される。
例：E-rEm-Et(sg.),I-rEm-Et-a(pl.)‘spear’<a-rEm ‘tospear’

接尾辞-aが接辞されるとき，先行する母音が，VowelBreakingを起こすことがある。
例：ol-oyiote(sg.),il-oyiotiA-A(pl.)‘riddle’(e→iA/___A)

（6）接尾辞-ta/-(i)to
接尾辞-taが接辞されて複数形がつくられる名詞は，7例，記録されているが，そのうちの6
例は，単数形が母音Eで終わる。また，その中の1例は，明らかに動詞からの派生名詞である。
例：�-rrIpIE(sg.),I-rrIpIE-ta(pl.)‘guard-hut’<a-rrIp ‘toguard’

上記の例において，複数形語幹末尾の位置の母音Eを後続する接尾辞の一部であると考えれ
ば，接尾辞は，語幹形成辞-Etと，数の接尾辞-aからなると考えられる。この複数形に見られる
語幹形成辞と数の接尾辞から構成される接尾辞は，（5）の接尾辞と全く同一である。そうであ
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れば，単数形の末尾の位置にある母音Eは，語幹形成辞-Etが子音を脱落した結果であると考え
られる。
接尾辞-toが接辞されて複数形がつくられる名詞は，その単数形がiで終わるものが，2例，
記録されている。また，単数形が子音で終わる名詞は，接尾辞-itoが接辞されて，複数形がつ
くられる。この複数形をつくる接尾辞-itoを，-Et-aと同様に，語幹形成辞-itと，数の接尾辞-oの
組み合わせと考える。そうすれば，単数形が母音iで終わる形式は，語幹形成辞の子音tが脱落
したものと考えられる。単数形が子音で終わる形式は，語幹形成辞-it全体が脱落したものと考
えることができる。

（7）接尾辞-t
この接尾辞が接辞されて複数形がつくられる名詞は，2例，記録されている。しかも，2例

とも，単数形が母音aで終わる。また，明らかに動詞から派生したものがある。
例：En-kIgUEna(sg.),In-kIgUEna-t(pl.)‘consultation’
<a-IgUEn‘toadvise’

（8）接尾辞-(I)tIn/-(i)tin
このグループに属する名詞の中で，接尾辞-tIn/-tinが接辞されて複数形がつくられる名詞は，

語幹が，必ず母音I/iで終わっている。語幹末尾の位置の母音を，接尾辞の一部と考えると，接
尾辞は-ItIn/-itinという形式になっていると考えられる。
例：Enk-aI(sg.),Ink-aI-tIn(pl.)‘sky,rain’
複数形が，接尾辞-ItIn/-itinで終わる名詞，12例のうち，6例は，複数形が-arItIn/-oritinで終

わる。このグループに属する名詞には，明らかに形容詞から派生した名詞であるとわかるもの
がある。
例：e-Neno(sg.),i-Nenor-itin(pl.)‘cleverness’<Nen ‘clever’

上記の例からわかるように，複数形をつくっている接尾辞，-arItIn/-oritinは，語幹形成辞-ar/-or
と，語幹形成辞-It/-itと，数の接尾辞-In/-inから構成されている。数の接尾辞-In/-inは，さらに，
語幹形成辞-Ik/-ikと数の接尾辞-I/-iに溯れるだろう。
（5），（6），（7），（8）の接尾辞-a/-o，-ta/-(i)to,-t,-(I)tIn/-(i)tinは，1つのグループを形成してい
る。これらの接尾辞は，語幹形成辞-Et/-itと，数の接尾辞-a/-oから形成されている。

表21 接尾辞-a/-o，-ta/-(i)to，-t，-(I)tIn/-(i)tin

語幹形成辞 数の接尾辞 数の接尾辞 母音脱落 接尾辞
-z -a/-o → -a/-o （5）
-Et/-it -a/-o → -(E)ta/-(i)to （6）
-Et/-it -a/-o → -(E)ta/-(i)to → t （7）
-It/-it -In/-in → -ItIn/-itin （8）
（（6）と（7）において，括弧内の母音は，語幹の一部と再解釈された）

これらの接尾辞は，基本的に，語幹形成辞-Et/-itと，数の接尾辞-a/-oの組み合わせから形成
される。
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（9）接尾辞-ra，-rak，-rE，-rei
これらの接尾辞によって複数形がつくられる名詞は，それぞれ，1例ずつが記録されている。
例：�l-alaSE(sg.),Il-alaSE-ra(pl.)‘brother’
このグループに属する名詞の中に，明らかに動詞から派生したと考えられるものが，1例，

存在する。
例：E-mUrata(sg.),I-mUrata-rE(pl.)‘circumcision’
<a-mUrat‘tocircumcise’
接尾辞-reiは，複数形に接辞され，「複数形の複数形」とも呼べる，集合物の複数個を表現す
る形式をつくる。
例：in-coo(pl.),in-coo-rei(pl.)‘herds’
これらの接尾辞は，語幹形成辞-ar/-or，あるいは-Vrに，数を表示する接尾辞-aや-I/-iが組み
合わさって，形成されていると考えられる。接尾辞-rEは，語幹形成辞-arと，数の接尾辞-aと，
数の接尾辞-Iからなり，接尾辞-reiは，語幹形成辞-orと，数の接尾辞-oと，数の接尾辞-iから
なると考えられる。ただし，母音の変化については，不明である。

（10）接尾辞-ItIE/-itie
この接尾辞によって複数形がつくられる名詞は，6例のみが記録されている。その中の3例
は，身体名称であり，残りの3例は，屋敷の構成部分を表す名称である。
例：Enk-aya(sg.),Ink-aya-ItIE(pl.)‘stomach’
(Em-)b��(sg.),Im-b��-ItIE(pl.)‘kraal’

（11）接尾辞-IE
この接尾辞で複数形がつくられる名詞は，1例のみが記録されている。それは，身体名称で

ある。
例：En-kUtUk(sg.),In-kUtUk-IE(pl.)‘mouth’

（12）接尾辞-ISI/-iSi
この接尾辞で複数形がつくられる名詞は，5例のみが記録されている。その中の4例は，家畜

に関連する意味をもつ名詞である。
例：�l-amUyE(sg.),Il-amUyE-ISI(pl.)‘maledonkey’
この接尾辞は，「家畜」を表す名詞の複数形in-kiSuを連想させる。単数形に，「家畜たち」を

意味する語を後続させることで，複数形が形成されていても，不思議はないであろう。

（13）接尾辞-ak/-ok,-Ek,-(I)k(I)/-(i)k(i)
接尾辞-akは，先行する母音が［−ATR］母音のときに接辞され，接尾辞-okは，先行する母
音が［+ATR］母音のときに接辞される。これらの接尾辞で複数形がつくられる名詞は，8例，
記録されているが，その中の4例は，人間を，3例は，動物を，1例は，「水」を表す名詞であ
る。また，形容詞から派生したことが明らかにわかるものがある。
例：ol-moruo(sg.),Il-m�rU-ak(pl.)‘oldman’

<moruo(sg.),m�rUak(pl.)‘old’
上記の例において，単数を表示する形式は，本来「単数（Singulative）」形をしていたであろ
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う。例えば，t�rr�n�(sg.),t�rr�k(pl.),形容詞，‘bad’の例において，単数を表示する形式は，「単
数（Singulative）」形である（単数を表示する接尾辞は，語幹形成辞-�kと，数を表示する接尾
辞-�の組み合わせから構成されている。軟口蓋無声閉鎖音kは，母音間で，鼻音化し，歯茎鼻
音nになる）。
複数形に見られる接尾辞-ak/-okは，数を表示する接尾辞ではなく，語幹形成辞であると考え

られる。上記の「老いた人」を意味する名詞の単数形は，語幹に，語幹形成辞-okが接辞され，
さらに，数を表示する接尾辞-oが接辞された。単数形末尾の位置にある母音oは，語幹形成
辞-okと数を表示する接尾辞-oの間で，軟口蓋無声閉鎖音kが脱落した結果である（k→z/
o__o）。したがって，これらの例は，「単数（Singulative）」形の形成法で扱うべきである。
接尾辞-Ekで複数形がつくられる名詞は，2例のみが記録されている。その2例は，身体名称

であり，しかも，単数形が，必ず母音Uで終わる。
例：En-kEjU(sg.),In-kEj-Ek
接尾辞-(I)k(I)/-(i)k(i)で複数形がつくられる名詞は，1例が動詞から派生した名詞である。1例

は，単数形がtoで終わり，身体名称である。1例は，複数語幹に音節の重複が見られる。
例：En-daa(sg.),In-da-IkI(pl.)‘food’<a-daa ‘toeat’
ol-oito(sg.),il-oi-k(pl.)‘bone’

Enk-ajI(sg.),Ink-ajIjI-k(pl.)‘house’

（14）接尾辞-ja，-ji
この接尾辞で複数形がつくられる名詞は，2例のみ記録されている。そのなかの1例は，家畜

に関連する意味をもつ名詞であり，1例は，身体名称である。
例：en-kine(sg.),in-kine-ji(pl.)‘goat’
�l-taU(sg.),Il-taU-ja(pl.)‘heart’

4.2.2.2 単数を表示する接尾辞，「単数（Singulative）」形
複数形そのものに付加されて単数形をつくる，あるいは，複数形を基準にして，基準形に付
加されて単数形をつくる，接尾辞がある。これらの接尾辞でつくられた形式を，「単数
（Singulative）」形と呼ぶ。「単数（Singulative）」形の形成法については，第4章で詳しく議論す
るので，ここでは，どのような接尾辞が存在するかを例示するだけにとどめる。

（1）接尾辞-a/-o
この接尾辞により単数形がつくられる名詞は，かなり数が多い。この接尾辞で単数形がつく
られる名詞の中には，明らかに，動詞からの派生名詞とわかるものがある。
例：I-wal-at(pl.),E-wal-at-a(Singulative)‘answer’
<a-wal‘toreply’

語幹形成辞-at/-otが接辞されず，語幹に直接-a/-oが接辞される，動詞からの派生名詞があ
る。
例：Ink-akEø(pl.),Enk-akEø-a(Singulative)‘morning’

<a-kEøU‘(sun)torise’

語幹形成辞-at/-otをもつものや，語幹形成辞をもたないものを含めて，動詞からの派生名詞
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を除くと，このグループに属する名詞の数は，少なくなる。

（2）接尾辞-I/-i
複数形から単数形がつくられる名詞の中で，この接尾辞で単数形がつくられる名詞が，最も
多い。複数形が，軟口蓋無声閉鎖音kで終わるとき，単数形において，母音間で歯茎鼻音nに
変化したり，あるいは，脱落したりする。この2つのどちらの変化をとるかは，声調など，超
分節的要素によって決定されると考えられるが，詳細は不明である。
例：in-kulupuok(pl.),en-kulupuon-i(sg.)‘dust’
i-modiok(pl.),e-modio-i(sg.)‘cowdung’

軟口蓋無声閉鎖音kが，母音間において歯茎鼻音nになるという共時的音韻変化は，通言語
的にあまり自然な変化とは考えられない。しかし，ナイル語西方言において筆者が想定した
「仮定的子音」Kが，母音間で歯茎鼻音に通時的に変化したと前節で議論した。軟口蓋無声閉鎖
音kが共時的に母音間で歯茎鼻音nに変化すること，また，西ナイル祖語に再構成した「仮定
的子音」Kが通時的に母音間で歯茎鼻音nになったこと，これらの事柄は，第3章で議論する，
再構成音*l1と関係するのかもしれない。
また，上記の環境と同一の環境にあると考えられるにもかかわらず，軟口蓋無声閉鎖音kが
鼻音化もしなければ，脱落もしないことがある。実際，軟口蓋無声閉鎖音kが，脱落しない形
式と，脱落する形式が，自由変異として共存することがある。
例：il-torok(pl.),ol-torok-i/ol-toro-i(sg.)‘bee’
この接尾辞で単数形がつくられる名詞の中に，明らかに動詞から派生した名詞とわかるもの
がある。
例：Il-�m�n(pl.),�l-�m�n-I(sg.)‘stranger’<a-�m�n ‘tobeg’

（3）接尾辞-aI/-ei
この接尾辞により単数形がつくられる名詞は，2例のみが記録されている。もし，接尾辞の

一部，aやeを語幹の一部とみなすことが可能であれば，このグループに属する名詞は，上記の
グループに入ることになる。
例：Il-kIkU(pl.),ol-kiku-ei(sg.)‘thorn’

（4）接尾辞-nI/-ni
この接尾辞で単数形がつくられる名詞は，5例のみが記録されている。しかも，単数形は，

常に，-anI/-oniで終わる。これは，軟口蓋無声閉鎖音kが母音間で鼻音化したものと完全に一致
する。したがって，複数形の末尾の位置に，軟口蓋無声閉鎖音kは，実際には存在しないけれ
ど，本来は，存在したと仮定することができる。したがって，語幹形成辞-ak/-okと，数を表示
する接尾辞-I/-iから，この接尾辞は，由来すると考えられる。したがって，このグループに属
する名詞は，上記，（2）のグループに属することになる。
例：Il-j�Na(pl.),�l-j�Na-nI(sg.)‘fly’

（5）接尾辞-Ita，-ta，-nta
これらの接尾辞で単数形がつくられる名詞は，それぞれ，1例が記録されている。
例：I-masaa(pl.),E-masaa-Ita(sg.)‘treasure’
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（6）接尾辞-No，-na，-uo
これらの接尾辞で単数形がつくられる名詞は，それぞれ，1例が記録されている。これらの
接尾辞の一部，N，n，uは，本来，語幹の一部であった可能性がある。そうであれば，このグ
ループは，上記，（1）のグループに属することになる。
例：in-kiri(pl.),en-kiri-No(sg.)‘meat’
（参照，ナイル語西方言ルオ語，riNo‘meat’）

（7）接尾辞-U
この接尾辞で単数形がつくられる名詞は，ただ1例のみ記録されている。
例：In-kUN(pl.),En-kUN-U(sg.)‘knee’

4.2.2.3.単数形と複数形の両方に数を表示する接尾辞をもつ名詞
単数形と複数形の両方に，数を表示する接尾辞をもつと考えられる名詞が，いくつか記録さ
れている。ただし，その中には，数の接尾辞としているが，実は，語幹の一部である可能性を
残しているものもある。

（1）接尾辞-E/-e(sg.)|-a/-o(pl.)，-i(t)(sg.)|-o(pl.)，-o(sg.)|-a(pl.)，-o(sg.)|-I/-i(pl.)，-I/-i(sg.)|-nI/-ni(pl.)
4.2.2.1.節と4.2.2.2.節で観察した，数を表示する接尾辞の中に，-a/-oと，-I/-iと，-nI/-niは存在

する。この事実から，残る接尾辞-E/-eの存在は疑わしい。接尾辞-E/-eが本来，語幹の一部で
あったとすれば，単数形が接尾辞-E/-eをもつとされる名詞は，複数形だけに数を表示する接尾
辞をもつ名詞のグループに属することになる。
例：�l-aS-e(sg.),Il-aS-�(pl.)‘calf’

（2）接尾辞-i(sg.)|-u(pl.)，-ei(sg.)|-o(pl.)，-i(sg.)|-n(pl.)
このグループに属する名詞は，単数形が，必ず，接尾辞-ei，-iで終わっている。複数形は，接

尾辞-u，-o，-nで終わっている。しかし，接尾辞-uを，4.2.2.1.節と4.2.2.2節で観察した数を表示
する接尾辞の中に見つけることはできない。

4.2.2.4.単数形のみ記録されている名詞
単数形のみ記録されていて，複数形が記録されていない名詞が存在する。単数形のみ記録さ
れているので，どこまでが語幹で，どこから接尾辞であるかを，決定することは容易でない。
しかし，前節までに観察した接尾辞と同じ形式をもった接尾辞を見つけることができる。
また，単数形のみが記録されていて，複数形が記録されていないとしても，それは，必ずし
も，複数形が存在しないことを意味するのではなく，記録上の問題である可能性がある。

（1）接尾辞-ata/-oto
この接尾辞は，語幹形成辞-at/-otと，数を表示する接尾辞-a/-oの組み合わせからなると考え

られる。この接尾辞で単数がつくられる名詞には，明らかに動詞から派生したことがわかるも
のがある。
例：en-duN-oto(sg.)‘cutting’< a-duN ‘tocut’
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下記の接尾辞-arE/-oreや，-a/-oをもつ形式と，自由変異形として共存することがある。
例：En-kItENEn-ata/En-kItENEn-a(sg.)‘education’
<a-ItENEn ‘toeducate’

（2）接尾辞-arE/-ore
明らかに動詞から派生したものとわかる名詞が，このグループに存在する。
例：en-Nor-ore(sg.)‘hunting’<a-Nor ‘tohunt’

（3）接尾辞-an/-on
明らかに「性状」を表現する動詞から派生したことがわかる名詞が，このグループに存在す
る。
例：em-borr-on(sg.)‘calmness’<a-bor(r)‘tobecalm’

（4）接尾辞-a/-o
明らかに「性状」を表す動詞から派生したことがわかる名詞が，このグループに存在する。
例：En-kIb�rr-a(sg.)‘whiteness’<a-Ib�r(r)‘tobewhite’

ただし，この接尾辞-a/-oは，名詞を構成する接尾辞ではなく，動詞語幹を形成する接尾辞で
ある可能性がある。以下の例で，動詞，a-IsIs-aの末尾の位置にある接尾辞-aは，「状態」動詞
を派生する接辞と考えられる。上の名詞が，「状態」動詞からの派生と考えるなら，この名詞
は，数を表示する接尾辞をもたないことになる。
例：En-kIsIs-a(sg.)‘praise’

cf.a-IsIs-a ‘toberenowned’<a-IsIs ‘topraise’

（5）接尾辞-I/-i
このグループには，明らかに動詞から派生したことがわかる名詞が存在する。
例：E-mUøan-I(sg.)‘goodfortune’
<a-mUøan ‘tobefortunate’

このグループに属すると考えられる名詞の中に，末尾の位置が，-EIで終わる名詞が，1例記録
されている。母音Eは，語幹形成辞に由来すると考えられる。
例：�-ramat-EI(sg.)‘cattlearrangement’
<a-ramat‘totendcattle’

（6）接尾辞-IS�/-iSo
この接尾辞で単数形がつくられる名詞には，動詞，あるいは，形容詞から派生したとわかる
ものが，3例，存在する。
例：En-karIs-IS�(sg.)‘wealth’<a-karIs ‘rich’

（7）接尾辞-It
この接尾辞で単数形がつくられる名詞は，1例記録されている。

例：Em-p�N-It(sg.)‘swellingofstomach’
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<a-p�NU ‘(stomach)toswell’

（8）ゼロ接尾辞
接尾辞が付加されていないが，単数の接頭辞が付加されているために，単数を表示している
とわかる形式がある。このような動詞からの派生をする名詞は，ゼロ接尾辞をもつと定義す
る。
例：en-jian(sg.)‘swelling’<a-jian ‘toswell’

4.2.2.5.複数形のみ記録されている名詞
複数形のみ記録されていて，単数形が記録されていない名詞がある。これらは，たんに記録
上の問題で単数形が記録されていない場合と，単数形が存在しない場合とがある。

（1）ゼロ接尾辞
このグループには，明らかに動詞から派生したと考えられる名詞が存在する。接頭辞が複数
を表示するために，複数形と判断できる。
例：Im-pErdEd(pl.)‘remnants’
<a-pErdEd ‘totearintothreads’

（2）「複数の複数」接尾辞-arEI，-rei
複数形に接辞され，いわゆる，「複数の複数」形とも呼べる形式をつくる接尾辞が存在する。

これらの接尾辞をもつ形式は，2例記録されている。
例：kUlE(pl.),kulia-rei(pl.)‘milk,collective’
Il-tUNana(k)(pl.),Il-tUNanak-arEI(pl.)‘populace’

4.2.2.6.単数形と複数形が補充法により区別される名詞
単数形と複数形が，全く異なる形式の語幹により区別される名詞が存在する。以下の例につ
いては，「単数（Singulative）」を議論する第4章で詳しく論じる。
例：�l-canI(sg.),Il-kEEk(pl.)‘tree’
En-kItEN(sg.),in-kiSu(pl.)‘cow’

4.2.2.7.単数形と複数形が声調のみにより区別される名詞
単数形と複数形が，分節的には区別がなく，声調のみにより区別される名詞が存在する。
例：ol-tuli(mhm)(sg.),il-tuli(mhl)(pl.)‘buttock’31）

このグループに属する名詞は，語末の位置に，常に母音をもっている。母音，aで終わる名
詞が1例，母音連続Uaで終わる名詞が2例，母音oで終わる名詞が1例，母音I/iで終わる名
詞が2例，母音連続oiで終わる名詞が2例，母音連続aIで終わる名詞が1例，母音連続eiで
終わる名詞が1例，記録されている。したがって，母音，a/oか，I/iで，これらの名詞は終わ
ることがわかる。
母音a/oとI/iは，それだけで，数を表示する接尾辞を構成していることが既にわかってい

る。このグループに属する名詞は，単数形に，あるいは，複数形に，または，その両方におい
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て，数を表示する接尾辞をもっていると考えられる。声調体系についての記述が進んでいない
ので，これ以上のことは不明である。

4.2.3.名詞の分類
この節では，名詞の単数形，あるいは，複数形がつくられるとき，どの接尾辞が選択される
かに法則があるかを検討する。マサイ語において，名詞はなんらかの範疇によって分類されて
おり，その分類に従って，接尾辞が選択されていることを考察する。その前に，前の節で観察
した，接尾辞の形式的な特徴をまとめておこう。
前節からわかったことは，同じ形式をした接尾辞が，単数をつくるのにも，複数をつくるの
にも，用いられることである。例えば，接尾辞-I/-iや-a/-oは，単数形をつくるのにも，複数形
をつくるのにも，用いられる。単数形をつくる接尾辞は，たいてい，複数をつくるのにも用い
られる。この事実から，単数形，ならびに，複数形をつくる接尾辞は，接尾辞自体に，単数性
や複数性を表す特性が備わっているのではなく，たんに，数の区別を行う機能だけを果たして
いる。それらの接尾辞が接辞されたとき，接辞された形式が，単数を意味するか，複数を意味
するかは，接辞される語幹の本来の意味によって決定される。例えば，単独で存在するのが
「世界」で自然なモノは，接尾辞が付加されて複数形がつくられる。この場合，接尾辞が付加さ
れない形式が単数を表示する。一方，複数で存在するのが「世界」で自然なモノは，接尾辞が
付加されて「単数形」がつくられる。この場合，接尾辞が付加されない形式が複数を表示す
る。名詞をこのような範疇化を行って，分類している。マサイ語の名詞が，それがもつ本来の
意味によって，なんらかの範疇化が行われていることは，明らかである。少なくとも，数に関
してなんらかの範疇化が行われていることは，確かである。では，数に関するもの以外の範疇
化は，存在するだろうか。

4.2.3.1.名詞の範疇化
マサイ語における名詞分類の範疇を抽出するためには，マサイ語内部で，直接的な証拠を探
さなくてはならない。しかし，一見したところでは，マサイ語の名詞体系には，明確な分類を
見つけることができない。そこで，名詞分類についての従来の研究によって発見された，言語
に普遍的と考えられる名詞分類の範疇を援用して，おおまかにマサイ語の名詞を分けてみる。
そのグループ分けが適当であったかを検討した後，分けられたグループの中で，さらになんら
かの範疇化が行えるかを検討する。
Craig（1986）は，序文の中で，言語に普遍的に存在する名詞分類の範疇として，第1に，人

間であるか人間でないか（humanness），または，生物であるか非生物であるか（animacy）を
あげている。第2に，名詞が指示するモノの形状（shape）をあげている。第3に，名詞が指示
するモノの使用法（usage）をあげている。さらに，名詞が指示するモノの密度（consistency）
をあげている（Craig(1986:5)）。例えば，名詞分類に「性」の範疇をもつ言語は，第1番目の
人間か人間でないか，あるいは，生物か非生物かを意味特徴とする範疇による分類体系をもっ
ていると考えられる。
さらに，Craig（1986）は，具象物の物理的特徴による分類の一般化を行っている。それによ

ると，第1に，モノの一次元の同定（長い・短い）が行われ，第2に，二次元の同定（広い・
狭い）が行われる。次に，モノの硬さ（rigidity）が同定され（硬い・柔らかい），さらに，モ
ノの密度（consistency）が同定される（内部が詰まっている・内部が空である）。最後に，モノ

第2章 ナイル語西方言における複数形成について 109



の柔軟さ（flexibility）が同定される（Craig(1986:6)）。
以上の範疇化の具体例として，Creider&Denny（1986）による，バントゥ祖語の名詞クラス

の意味特徴を見てみよう。Creider&Denny（1986）は，14の名詞クラス（単数と複数が対に
なったクラスを含む）を，バントゥ祖語に認める。まず，名詞を，数えられるモノの名詞
（count）と，数えられないモノの名詞（mass）に分ける。数えられるモノは，形状をもつモノ
（configuration）と，種（kind）に分割される。形状をもつモノは，密度の高いモノ（solidfig-
ure）と，輪郭だけのモノ（outlinefigure）に分けられる。密度の高いモノは，広がりのないモ
ノ（non-extended）と，広がったモノ（extended）に分けられる。それぞれが，個体と集合に
分けられる。個体と集合は，単数と複数に，読みかえられるだろう。輪郭だけのモノは，個体
と集合に分割され，そのうち，個体は，広がったモノと広がりのないモノに分けられる。
種は，生物（animate）と人工物（artifact）に分けられる。生物は，人間（human）と動物

（animal）に分けられる。
数えられないモノは，凝集したモノ（cohesive）と，離散したモノ（dispersive）に分けられ

る。凝集したモノは，固体（solid）と液体（liquid）に分けられ，固体は，均質なモノ（homoge-
neous）と均質でないモノ（differentiated）に分けられる。
Craig（1986）や，Creider&Denny（1986）の分類は，抽象的すぎて，マサイ語における名

詞分類には不便に思われる。もっと具体的な意味特徴を用いて，マサイ語の名詞分類を考察し
よう。そのために，暫定的な意味特徴を仮定し，後に修正する方法をとる。
マサイ語の名詞分類に用いる暫定的な意味特徴は，以下のとおりである。「人間，職業など

を含む」，「身体名称」，「動物」，「植物」，「自然，地形」，「社会組織」，「具象物」，「抽象物」で
ある。これらの意味特徴で，Tucker&Mpaayei（1955）の末尾にある語彙集から，全ての名詞
を取り出してグループ分けしてみよう。

（1）「人間，職業」
以下の表において，pl.で始まる行に記載した名詞は，単数形を基準にして，接尾辞を付加
し，複数形をつくる名詞である。sg.で始まる行に記載した名詞は，複数形を基準にして，接尾
辞を付加し，単数形をつくる名詞である。また，sg./pl.で始まる行に記載した名詞は，単数形
と複数形の両方に接尾辞をもつ名詞である。sg.のみ，あるいは，pl.のみとあるのは，それぞ
れ，単数形のみ，あるいは，複数形のみが記載されている名詞である。toneのみと書かれてい
る名詞は，声調により単数と複数が区別されている名詞である。［Derived］の後に記載する名
詞は，動詞，あるいは，形容詞から派生された名詞である。［Borrowed］とあるのは借用語で
ある。行の始め，括弧内の数字は，語彙集に記録された名詞の数である。括弧の前に，語形成
に用いられる接尾辞が記載されている。接尾辞の母音に関して，母音調和をするだけなので，
［ATR］の区別はとりわけて記述しないかぎり省略する。

表22 名詞分類（1），「人間」

pl.-i （3）herdsman,oldman,［Derived］oldwoman
pl.-ra （1）brother/sister
pl.-n （1）bride
pl.-a(-ak) （4）ancestor,male,full-grownfemale,［Derived］disciple
pl.-ak/-ok （4）woman,person,medicineman,［Derived］oldman
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pl.-ni （2）［Borrowed］teacher,DC
pl.-arei （1）populace
sg.-i(-anI/-oni(sg.)|-ak/-ok(pl.))

（8）healer,carpenter,initiate,onewhoprevents,dreamer,womanwhohasjusthad
ababy,woman,youngwarrior

sg.-i （11）shavedinitiate,warrior,European,child,twin,EuropeanandAsian,initiate,
hypocrite,sickperson,etc.

sg.-ni （1）Maasai
Irregular （1）girl

接尾辞-niが付加されてつくられる借用語，接尾辞-areiによってつくられる「複数の複数」形
など，少数の例外を除くと，表22の名詞は，大きく，2つのグループに分けることができる。
語幹形成辞-ak/-okをもつグループと，もたないグループである。語幹形成辞-ak/-okをもつ名
詞は，その意味特徴として，「～する人」という意味をもつ。語幹形成辞-ak/-okをもたない名
詞は，「～状態の人」という意味をもつ。
複数形を基準にして接尾辞を接辞し，単数形をつくる名詞は，自然界において，複数個で存
在するのが当然であるモノを指示する名詞である。マサイ語において，名詞の複数形，あるい
は，単数形の形成法を決定する最も重要な要素は，名詞が指示するモノが自然界において，複
数個で存在するのが当然であるか，あるいは，個体で存在するのが当然であるかということで
ある。このことは，複数形，あるいは，単数形の形成法が問題になっているのであるから，当
然であろう。この後，様々な意味特徴をもつ名詞グループにおいても，名詞が指示するモノの
自然界における存在の仕方が，重要な要素となる。

（2）「身体名称，生理現象」

表23 名詞分類（2），「身体名称，生理現象」

pl.-i （5）body,back,face,anus,palm
pl.-ni （3）thumb,littlefinger,head
pl.-ie,-itie （4）mouth,udder,chest,stomach
pl.-to （1）skin(-it(sg.)/-ito(pl.))
pl.-a/-o （8）belly,tongue,resonance,neck,throat,vein,ear,etc.
pl.-ta （1）blood
pl.-ja （1）heart
sg.-i （4）rib,tooth,saliva,phlegm
sg.-ni （1）corpse
sg.-a （5）head,entails,hair,breast,hand
sg.-u （1）knee
sg.-i/pl.-u （1）lung
sg.-ei/pl.-o （1）beard
sg.-to/pl.-k（1）bone
sg.-u/pl.-ek（2）foot,eye
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sg.-e/pl.-a （1）wound
sg.のみ （4）breath,hardexcreta,malaria,smallpox
pl.のみ （1）urine
toneのみ （1）buttock

表23においても，自然界に複数個で存在するのが当然であるモノを指示する名詞は，複数
形から単数形がつくられる。数に関する区分のほかに，表23から，特徴ある2つのグループを
抽出することができる。1つは，接尾辞-iをもつグループであり，もう1つは，接尾辞-a/-oを
もつグループである。接尾辞-iをもつグループは，若干の例外はあるけれど，たいていは，外
観できる身体部分を表現する名詞からなる。接尾辞-a/-oをもつグループは，たいてい，身体の
内臓を表す名詞からなる。

（3）「動物」

表24 名詞分類（3），「動物」

pl.-i （18）game,waterbuck,giraffe,rhinoceros,buffalo,etc.
pl.ofpl.-i （1）flocks
pl.-in （1）dog
pl.-(i)n （2）colobusmonkey,hartebeest
pl.-(a/o,e)n （4）hare,horse,frog,forearm
pl.-ni （2）hen,poisonouscentipede
pl.-ji （1）goat
pl.-a/-o （7）snake,elephant,hyena,warthog,lion,sheep,kid
pl.-ak/-ok （3）bull,jackal,beastofprey
pl.-iSi （4）maledonkey,voice,hindofleg,skull
pl.-rak （1）horn
pl.ofpl.-rei （1）herds
sg.-i （13）herd,wilddog,manelesslion,porcupine,tail,fish,etc.
sg.-ni （3）rat,ant,fly
sg.-a/-o （8）wildanimal,donkey,skinofgoat,tailhairs,clow,etc.
sg.-o/pl.-i （1）ox
sg.-o/pl.-a （1）heifer
sg.-it/pl.-o （1）marrowofbone
sg.-e/pl.-o （1）calf
sg.-i/pl.-ni（1）lumpofmeat
sg.-i/pl.-n （1）ostrich
Irregular （2）cow,leopard
sg.のみ （2）olddrydung,leatherfunnelforfeedingcalf
toneのみ （4）baboon,bird,maggot,maggotinnoseofanimal

数に関する分類のほかに，表24には，意味特徴について特徴のあるグループが存在する。
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それは，接尾辞-iにより複数形がつくられる名詞である。これらの名詞は，食用となる大型の
哺乳類を表す名詞である。一方，接尾辞-a/-oにより複数形がつくられる名詞は，野生動物でも
食用にならない動物を表現している。また，重要な家畜の一般名称は，単数形にも複数形に
も，接尾辞がついた形式になっているか，あるいは，不規則形（補充法による区別）になって
いる。複数形を基準に，接尾辞が付加されて，単数形がつくられる名詞は，自然界において，
複数個で存在するのが当然であるモノ，小さな昆虫や，動物の身体などが主である。このグ
ループに属する名詞が指示するモノは，食用にならない。

（4）「植物」

表25名詞分類（4），「植物」

pl.-i （1）mushroom
sg.-i （8）maize,sodomapple,poisonarrowtree,reed,sisal,etc.
sg.-ei （1）thorn
sg.-a/-o （3）grass,branch,burntstump
sg.-uo （1）charcoal
sg.-i/pl.-o （1）figtree
sg.のみ （1）firstgrassafterrainorfire
Irregular （1）tree

表25の植物を指示する名詞では，単数形を基準にして複数形をつくる名詞は，ただ1例のみ
が記録されている。しかも，それは，「茸」という意味の名詞である。マサイ語の話し手は，自
然に関して豊かな知識をもっている。その知識に裏付けされた名詞の分類を行っていると考え
られる。
「茸」は，自然界において個体で存在するのが当然のモノというよりは，むしろ，「汚染・嫌
悪感」に基づく範疇で分類していると考えられる。

（5）「自然，地形」

表26 名詞分類（5），「自然，地形」

pl.-i （13）rangeofhills,stonyplace,drysteppes,lawn,etc.
pl.-n （2）river,wetseason
pl.-in （1）mud
pl.-ni （1）desertedsite
pl.-(r)(i)tin （7）rain,daylight,night,time,moon,dryseason,etc.
pl.-a/-o （3）river,riverbank,stone
pl.-k （1）water
pl.-t （1）hillside
sg.-i （8）heavyshower,shower,salt-lick,sand,smallbush,etc.
sg.-a/-o （8）foam,bank,star,boundary,corner,valley,etc.
sg.-o/pl.-i （1）coolandwoodedcountry
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toneのみ （1）mountain
sg.のみ （5）west,evening,earlymorning,darkness,redochre

一群のある意味特徴をもったグループが存在する。それは，接尾辞-(r)(i)tinにより複数形が
つくられる名詞である。これらは，時間の概念と関連する意味をもつ名詞である。また，一日
の特定の時刻を指示する名詞は，単数形のみの名詞になる。また，接尾辞-iにより複数形，あ
るいは，単数形がつくられる名詞が指示する自然，地形は，接尾辞-a/-oによって複数形，ある
いは，単数形がつくられる名詞が指示する自然，地形よりも，人間により身近なものである。

（6）「社会組織」

表27 名詞分類（6），「社会組織」

pl.-i （3）country,permanentvillage,debt
pl.-n （4）largevillage,tribalsection,community,quarrel
pl.-in （4）trickoftrade,raidingforce,war,theft
pl.-a/-o （6）divisionofwarriors,clan,warrior’svillage,etc.
pl.-(r)(i)tin （3）neighbors,battle,migration
pl.-k （1）home
pl.-re （1）circumcision
pl.-ta （2）friend,family
sg.-a （1）name
sg.-nta （1）enemy
sg.-i/pl.-o （1）blacksmith
toneのみ （2）family,settlementarea
sg.のみ （6）wedding,companionship,lionhunt,school,deviation
pl.のみ （1）crime

「鍛冶屋」を意味する名詞は，特別な社会的役割から考えて，「人間，職業」の範疇に入れる
よりは，「社会組織」の範疇に分類するのがよいだろう。表27において，「友人」を意味する名
詞と「家族」を意味する名詞が，1つのグループを形成している。「家族」を意味する名詞は，
声調によってのみ単数と複数が区別される形式と，接尾辞-taにより複数形がつくられる形式
が，自由変異として記録されている。接尾辞-taで複数形がつくられる名詞は，なんらかの範疇
で区分された1つのグループをつくっている。

（7）「具象物」

表28 名詞分類（7），「具象物」

pl.-i （24）quiver,spearbutt,shield,skinhut,matting,pot,etc.
pl.-ni （12）potsherd,clothes,razor,［Borrowed］fork,book,etc.
pl.-n （16）woodenear-plug,club,stick,tobacco,bell,etc.
pl.-a/-o （16）bag,sword,weapon,tweezers,tongs,axe,etc.
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pl.-ta （4）calfpen,strap,post,［Derived］guard-hut
pl.-(i)to （2）gourdformilk,etc.
pl.-itie （3）boma,kraal,fire
sg.-i （9）paper,quid(oftobacco),rope,wire,cowry,etc.
sg.-o （1）cord
sg.-o/pl.-i （1）bow
sg.-i/pl.-n （1）bead
sg.-e/pl.-a （2）sandal,arrow
sg.-a/pl.-o （3）shelter,sheeppen,path
toneのみ （1）road
pl.のみ （2）milk,［Derived］food
sg.のみ （9）meatpreservedinfat,porridge,butter,beer,etc.

表28には，いくつかの特徴あるグループが存在する。接尾辞-nにより複数形がつくられる
名詞のグループは，主に，男性がもつ持ち物と牧畜に関係する品物を指示する名詞からなる。
接尾辞-ta，あるいは，-(i)toにより複数形がつくられる名詞は，明らかに牧畜と関係するモノを
指示する。また，接尾辞-itieで複数形がつくられる名詞は，社会において，特別な意味をもつ
名詞である。既出の例においても見出されたが，単数形と複数形の両方に接尾辞をもつ名詞
は，社会で何か特別な意味をもつ名詞である。複数形を基準にして，接尾辞-iにより単数形が
つくられる名詞分類は，自然界におけるモノの存在のあり方，つまり，自然界において複数個
で存在するのが当然であるか，否かという判断だけではなく，名詞が指示するモノの形状とも
関係している。これらの名詞が指示するモノは，「紙」や「ロープ」のように，二次元的に延長
した形状をもつ。

（8）「抽象物」

表29 名詞分類（8），「抽象物」

pl.-i （3）side,middle,needs
pl.-n （2）part,story
pl.-in （2）color,［Derived］work
pl.-ni （1）［Borrowed］wage
pl.-a （3）deputation,riddle,［Derived］curse
pl.-t （1）［Derived］consultation
pl.-(r)(i)tin （6）thing,song,work,death,［Derived］cleverness,etc.
pl.-iSi （1）somethingleftover
sg.-i （6）rubbish,trouble,sin,lie,weeping,evil
sg.-Ai （1）message
sg.-a/-o （20）heap,mark,sort,［Derived］ability,instruction,etc.
sg.-(i)ta （2）treasure,dripping
sg.のみ （65）hunger,coldness,salthunger,［Derived］swelling,etc.
pl.のみ （4）turnsatherding,tatters,whispering,etc.
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toneのみ （3）word,［Borrowed］money,angel

表29の名詞グループには，動詞，形容詞から派生した一群の名詞が属している。これらの
派生名詞は，行為そのもの，行為がなされる場所，属性など意味特徴に従って，おおよそ，付
加される接尾辞が決まっている。これらの名詞を除けば，特徴のあるグループを見つけること
ができない。ただ，接尾辞-(r)(i)tinが付加される名詞は，なんらかの意味特徴をもった名詞グ
ループを形成していると考えられる。

4.2.3.2.まとめ
マサイ語の名詞は，たんに，数の概念だけで分類されているのではなく，もっと複雑な分類
が行われている。しかし，以上で考察したように，多くの借用語が名詞体系内に入ったため
に，また，名詞のもつ意味が歴史的に変化したために，名詞を分類している範疇の意味特徴を
明確に抽出できないものになっている。だが，大胆な一般化が許されるなら，以下のように，
マサイ語の名詞体系における範疇化の特徴をまとめることができるだろう。
数についての範疇化に関して，複数形，あるいは，単数形のつくり方を手がかりにしてきた
のだから，当然であろうが，数の概念に基づく範疇が存在する。名詞が指示するモノが，自然
界において，複数個で存在するのが当然であるか，否かにより，その範疇は決定される。ま
た，複数を基準として，複数形に接尾辞が付加されて単数形がつくられる名詞の中に，二次元
的に延長した形状のモノを指示する名詞がある。このことは，数の概念だけでなく，名詞が指
示するモノの形状が範疇化されていることを示している。
生物に関しては，人間，動物，植物が，それぞれ，異なる範疇を形成している。植物を指示
する名詞は，1例を除いて，全てが複数形を基準にして，接尾辞が接辞されて単数形がつくら
れる。動物の中に，食用になる動物と，食用にならない動物の範疇がある。また，家畜，牧畜
に関係するモノを指示する名詞が，1つの範疇を形成している。身体名称には，外的器官と，
内的器官の範疇がある。
自然，地形に関して，自然，地形には，人間に身近なものと，そうでないものの範疇があ
る。また，時間に関連する名詞と，1日の特定の時刻を表す名詞は，それぞれ，独自の範疇を形
成する。
社会組織に関して，「友人」，「家族」の独自の範疇がある。また，人間や具象物を指示する名

詞のなかに，社会的に何か特別な意味をもつ名詞の範疇がある。

4.2.4.終わりに，そして，再び形態論
マサイ語の名詞分類に，なにか一定の範疇化の規則があったことは明らかになった。しか
し，本研究は，ナイル祖語における名詞形態論を再構成することを目的としている。したがっ
て，再び，最後に，マサイ語の名詞複数形成法の形態論的な特徴について考察しよう。
マサイ語名詞の複数形成は，一見，複雑なように見える。しかし，それは，様々な意味的な
名詞分類に従って，一定の数の接尾辞を，組み合わせて，複数形，あるいは，単数形を形成し
ているのである。その組み合わせ方や，接尾辞の使い方が，複雑なだけであって，マサイ語
が，複数形成や，「単数（Singulative）」形形成に用いる接尾辞の種類そのものは，さほど多く
ない。マサイ語が複数形成，あるいは，「単数（Singulative）」形形成で用いる接尾辞は，主に，
以下のものであると考えられる。表30の接尾辞が，様々に組み合わされて用いられている。
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表30 マサイ語の数を表示する接尾辞と語幹形成辞

数を表示する接尾辞：-I/-i，-a/-o
語幹形成辞： -Ik/-ik，-Vt，-Vr

接尾辞が接辞される順序は，一定である。語幹形成辞に数を表示する接尾辞が後続する。そ
の逆はない。また，数を表示する接尾辞そのものは，単数性や複数性を本来的に示さない。数
の区別をする機能をもつだけである。名詞語幹の意味的な分類に基づいた数の範疇に従って，
同一の形式をした数を表示する接尾辞が，結果として，単数を示したり，複数を示したりする
のである。

4.3.マサイ語以外のナイル語東方言における名詞複数形成
マサイ語以外の，ナイル語東方言に所属する言語における名詞複数形成法は，「単数

（Singulative）」形の形成法を含めて，マサイ語のそれとほぼ同じである。そのことを示すため
には，ただ，それぞれの言語における名詞の複数形と「単数（Singulative）」形の例を記載する
だけで十分であろう。

表31 マサイ語以外のナイル語東方言における名詞の複数形と，「単数（Singulative）」形

（1）ジャムス語 32）

複数形
（a）接尾辞，-I/-i l-merekec(sg.)/l-merekec-i(pl.)‘malesheep’

（b）接尾辞，-nI/-ni l-gIIta(sg.)/l-gIIta-nI(pl.)‘rope’
（c）接尾辞，-n m-paNa(sg.)/m-paNa-n(pl.)‘ostrich’
（d）接尾辞，-a/-o murt(sg.)/murt-o(pl.)‘neck’

（e）接尾辞，-ta/-to n-kEEnE(sg.)/n-kEEn-ta(pl.)‘ropeofskin’
（f）接尾辞，-cIn/-cin n-kume(sg.)/n-kume-cin(pl.)‘nose’

（g）接尾辞，-n(sg.)/k(pl.) n-kanta-n(sg.)/n-kanta-k(pl.)‘sister-in-law’

（h）補充法 n-tito(sg.)/n-toyye(pl.)‘girl’

（i）声調 l-doøo(hh)(sg.)/l-doøo(lh)(pl.)‘mountain’
「単数（Singulative）」形
（j）接尾辞，-I/-i sIkIra-I(sg.)/sIkIra(pl.)‘cowry’
（k）接尾辞，-nI/-ni l-dero-ni(sg.)/l-dero(pl.)‘rat’

（l）接尾辞，-a/-o n-kopit-o(sg.)/n-kopit(pl.)‘rope’

観察：
数を表示する接尾辞-I/-iと-a/-oが存在する。また，語幹形成辞-Vkと-Vtが存在する。語
幹形成辞-Vkを構成する軟口蓋無声閉鎖音kは，母音間において，歯茎鼻音nに変化する。
（b），（c），（g）における歯茎鼻音nは，語幹形成辞-Vkを構成する軟口蓋無声閉鎖音kが
母音間で鼻音化したものに由来すると考えられる。したがって，（g）は，本来，「単数
（Singulative）」形とすべきである。なぜなら，単数形に数を表示する接尾辞-I/-iが本来，接
辞されていたろう。そして，語末の母音が脱落したと考えられる。

第2章 ナイル語西方言における複数形成について 117



（2）ロトゥホ語33）

複数形
（a）接尾辞，-xyen edyofo(sg.)/edyofo-xyen(pl.)‘bosco(forest)’

（b）接尾辞，-jin a-yafa(sg.)/ayafa-jin(pl.)‘luna(moon)’

（c）接尾辞，-sin A-NiryA(sg.)/ANiryA-sin(pl.)‘polenta(porridge)’
（d）接尾辞，-xa nenAi(sg.)/neinA-xA(pl.)‘pipistrello(bat)’
（e）接尾辞，-x� �l�x�?(sg.)/�l�x�-x�(pl.)‘spalla(shoulder)’
（f）接尾辞，-l� etixo?(sg.)/etix�-l�(pl.)‘zebra’
（g）接尾辞，-rA(k)/-rok AlisA(sg.)/AlisA-rA(pl.)‘coda(tail)’
（h）接尾辞，-Ai emoi(sg.)/emw-Ai(pl.)‘varietadialbero(akindoftree)’
（i）接尾辞，-i afata(sg.)/afata-i(pl.)‘coscia(thigh)’

（j）接尾辞，-o Abwoi(sg.)/ab�y-�(pl.)‘reteperpesca(fishingnet)’
（k）接尾辞，-ta nEk�i(sg.)/Ek�-ta(pl.)‘strada(path)’
（l）接尾辞，-tyA nedoi(sg.)/nedo-tyA(pl.)‘pentolino(smallpot)’
（m）接尾辞，-ok ad�NE(sg.)/AdoNy-ok(pl.)‘monte(mountain)’
（n）接尾辞，-e at�mE(sg.)/Atomy-e(pl.)‘elephante(elephant)’
（o）母音範疇の交替 afUlE(sg.)/afule(pl.)‘ombelico(navel)’
（p）補充法 n�l�N(sg.)/oNitek(pl.)‘giorno(day)’

「単数（Singulative）」形
（q）接尾辞，-I/-i xAmon-i(sg.)/xAmon(pl.)‘suocero(father-in-law)’
（r）接尾辞，-a/-o AbilAt-A(sg.)/AbilAt(pl.)‘ferro(iron)’
（s）接尾辞，-y�/-yo ANer-yo(sg.)/ANEr(pl.)‘frutto(fruit)’
（t）接尾辞，-tI/-ti ajaNa-tI(sg.)/ajaNa?(pl.)‘mosca(fly)’
（u）接尾辞，-ta/-to ofi-to(sg.)/nofi(pl.)‘spago(string)’

観察：
ロトゥホ語において，軟口蓋無声閉鎖音kは，語末の位置以外では，普通，摩擦音xで
発音される（ここでは，Muratori（1938）の表記法に従って，語末の位置以外の軟口蓋無
声閉鎖音をkではなく，xで表記しておく）。上記の接尾辞は，一見，多くの種類が有るよ
うに見えるが，実際は，接尾辞の多くは，語幹形成辞-Vk，-Vtと，数を表示する接尾辞-I/-
i，-a/-oの組み合わせから構成されている。

（3）トゥルカナ語34）

複数形
（a）接尾辞，-I/-i a-kine(sg.)/Na-kine-i‘goat’
（b）接尾辞，-a/-o E-kU�m(sg.)/NI-kU�m-a ‘wind’
（c）接尾辞，-Ia E-k�sIm(sg.)/NI-k�sIm-Ia(pl.)‘tail’
（d）接尾辞，-s a-kwara(sg.)/Na-kwara-s(pl.)‘spear’
（e）接尾辞，-In/-in a-mEsEk(sg.)/Na-mEsEk-In ‘sheep’

（f）接尾辞，-En a-kEjU(sg.)/Na-kEj-En ‘foot’

（g）接尾辞，-�n E-d�w(sg.)/NI-d�w-�n ‘cloud’
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（h）母音範疇の交替 E-karU(sg.)/Ni-karu(pl.)‘year’
（i）強勢の変化 a-m�n-!I(sg.)/a-m!�n-I(pl.)‘forest’

（!は強勢の位置を示す。）
（j）補充法 e-tio(sg.)/NI-tUEl(pl.)‘longgourd’

「単数（Singulative）」形
（k）接尾辞，-t E-sUrU-t(sg.)/NI-sUrU ‘mosquito’

（l）接尾辞，-It/-it,-at E-øa-It(sg.)/NI-øa ‘grass’
（m）接尾辞，-E E-kIt�-E(sg.)/NI-kIt�(pl.)‘tree’
（n）接尾辞，-aI E-kEl-aI(sg.)/NI-kEl(pl.)‘tooth’

観察：
数を表示する接尾辞-I/-iと-a/-oが存在する。（e），（f），（g）における歯茎鼻音nを含む

接尾辞は，語幹形成辞-Vkから由来したと考える。軟口蓋無声閉鎖音kが母音間で鼻音化
し，その後，母音が脱落したのであろう。また，語幹形成辞-Vtは，もっぱら「単数
（Singulative）」形の形成に観察される。

（4）カリモジョン語35）

複数形
（a）接尾辞，-i a-N�le(sg.)/Na-Nole-i(pl.)‘horse,mule’
（b）接尾辞，-a/-o aki-myEt(sg.)/Na-myEt-a(pl.)‘butter’
（c）補充法 i-k�kU(sg.)/Ni-dwe(pl.)‘child’

「単数（Singulative）」形
（d）接尾辞，-at/-ot E-tim-at(sg.)/NI-tim(pl.)‘hair’
（e）接尾辞，-oi E-pon-oi(sg.)/Ni-pon(pl.)‘lip’
（f）接尾辞，-an(sg.)/-ak(pl.) e-kaar-an(sg.)/Ni-kaar-ak(pl.)‘uccisore(murderer)’

観察：
数を表示する接尾辞-iと-a/-o，さらに，語幹形成辞-Vtと-Vkが観察できる。軟口蓋無声

閉鎖音kは，母音間において鼻音化して，歯茎鼻音nになったのであろう。したがって，
（f）の接尾辞は，単数形において，語幹形成辞-akに，数を表示する接尾辞-a，あるいは，-i
が後続していた。したがって，それは，「単数（Singulative）」形と考えられる。

（5）バリ語（クク方言）36）

複数形
（a）接尾辞，-a/-o mErE(sg.)/mErI-a(pl.)‘mountain’37）

（b）接尾辞，-an ranjak(sg.)/ranjak-an(pl.)‘squirrel’

（c）接尾辞，-at NEbI(sg.)/NEbI-at(pl.)‘cheek’
（d）接尾辞，-I?/-i? tEndE(sg.)/tEnd-Ek-I?(pl.)‘giantrat’
（e）接尾辞，-jIn/-jin yar�(sg.)/yar�-jIn(pl.)‘hippo’
「単数（Singulative）」形
（f）接尾辞，-at/-ot sIw-at-at(sg.)/sIwa(pl.)‘bee’
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（g）接尾辞，-It/-it gur-ut-it(sg.)/guru(pl.)‘lizard’

（h）接尾辞，-I/-i kitul-uk-ut-i(sg.)/katEl-�k(pl.)‘egg’
（i）接尾辞，-E mar-at-E(sg.)/mara(pl.)‘rib’

観察：
数を表示する接尾辞-a/-oと-I?/-i?が存在する。それらの他に，数を表示する接尾辞とし

て-at/-ot，-It/-it，-an，-jIn/-jinが存在すると考えるべきだろう。しかし，これらの接尾辞は，
語幹形成辞-Vtや-Vn（-Vkから由来する？）と同じ形式をしていることから，語幹形成辞
の可能性がある。もしそうなら，語幹形成辞に後続する，数の接尾辞が脱落したと考えな
ければならない。また，（g），（h），（i）の「単数（Singulative）」形の例から，語幹形成
辞-Vtと-Vkが存在するのは，明らかである（（d）「ジャイアントネズミ」は，語幹形成
辞-Ekをもっている。単数語末の位置で，軟口蓋無声閉鎖音kが脱落している）。したがっ
て，上記の数の接尾辞とした-at/-ot，-It/-it，-anは，語幹形成辞に由来すると考えてよいだ
ろう。語幹形成辞であったものが，数を表示する接尾辞を失った結果，語幹形成辞そのも
のが数を区別する機能をもつようになったと考えられる。

表31から，マサイ語を除くナイル語東方言に所属する言語の複数形成法は，「単数
（Singulative）」形の形成法を含めて，マサイ語の複数形成法と「単数（Singulative）」形の形成
法と，ほぼ同一であることがわかる。それは，語幹形成辞と数を表示する接尾辞の組み合わせ
からなる。語幹形成辞と数を表示する接尾辞の組み合わせが複雑なために，先行研究は，ナイ
ル語東方言の複数形成法に規則はないと記述してきたのである。
数を表示する接尾辞は，たんに数の違いを表示するだけであり，接尾辞自体に，単数，ある
いは，複数を指示する機能はない。自然界において一個体で存在することが当然であるモノを
指示する名詞に，数を表示する接尾辞が付加されると，複数形が形成される。自然界において
集団で存在することが当然であるモノを指示する名詞に，数を表示する接尾辞が付加される
と，「単数（Singulative）」形が形成される。
数を表示する接尾辞は，たいていのナイル語東方言の言語において，-I/-iと-a/-oという形式

をしている。語幹形成辞は，常に，数を表示する接尾辞に先行する。しかし，すべての名詞が，
常に，語幹形成辞を付加されるわけではない。どの名詞がどの語幹形成辞を付加されるかは，
明らかでない。

4.4.ナイル語南方言における名詞複数形成
ナイル語南方言は，名詞の形態論において，ナイル語東方言と西方言には存在しない，新た
な発展を行った。それは，先行研究のなかで，secondaryform，specificform，definiteform，
determinedformなど，様々な名称で呼ばれる形式である。本研究では，機能に言及しない第
2形式secondaryformの名称を採用しよう。
名詞第2形式は，ナイル語南方言に所属する全ての言語に存在するが，その意味，機能は，
各言語において，少しずつ異なると考えられている。ナイル語南方言に所属するある言語にお
いては，特定（specific）のモノを指示する場合に，第2形式が用いられる。また，あるナイル
語南方言の言語においては，たいていの場合，第2形式が用いられ，一般的な，あるいは，不
定な（indefinite）実在を指示する場合（例えば，「人間」とは，しかじかの「動物」であると

120



いうような文において）のみ，第1形式が用いられる。しかし，ここでは，第2形式の意味や
機能について議論しない。
名詞第2形式は，基本的に，名詞第1形式に，単数において，接尾辞-It/-itが接辞されて，複

数において，接尾辞-Ik/-ikが接辞されて，形成される。名詞第2形式の形成法には，ナイル語
南方言のたいていの言語において，違いはない。第2形式をつくる接尾辞には，数を区別する
機能はない。あるいは，数を区別する機能があっても，それは2次的である。なぜなら，確か
に，第2形式をつくる接尾辞は，単数と複数においては，異なる形式をしているが，第2形式
をつくる接尾辞が接辞されない形式，すなわち，名詞第1形式は，既に単数と複数の区別がな
されている。第2形式をつくる接尾辞に，複数形，あるいは，「単数（Singulative）」形をつく
る機能が与えられているとは考えられない。したがって，名詞第2形式については，数の区別
に関する限り，これ以上，議論する必要はない。それでは，ナイル語南方言における名詞複数
形成法，ならびに，「単数（Singulative）」形の形成法は，どうなっているのだろうか。第1形
式がどのように数を区別しているかを中心に考えよう。
ナイル語南方言における名詞の語構成は，接頭辞（義務的ではない），語幹，語幹形成辞，数
を表示する接尾辞と，第2形式をつくる接尾辞からなる。本論では，接辞は，語幹に，上記の
順序で接辞されると結論付ける。ところが，Creider&Creider（1989）によれば，ナンディ語
の名詞の語構成は，接頭辞，語幹，語幹形成辞（数を表示する接尾辞），語幹形成辞と，第2形
式をつくる接尾辞からなる。そして，語幹に接辞される順序は，表32に記載される順序であ
るとされる。

表32 Creider&Creider（1989）によるナンディ語名詞の語構成38）

1.FormativePrefix

2.Stem

3.FormativeSuffix(NumberSuffix)

4.ThematicSuffix

5.SecondarySuffix

Creider&Creider（1989）が，語幹の直後に接辞される語幹形成辞（数を表示する接尾辞）
（FormativeSuffix(NumberSuffix)）と考えているものは，実は，語幹形成辞であり，なんら数
と関係のないものである。また，かれらが語幹形成辞（数を表示する接尾辞）（Formative
Suffix(NumberSuffix)）の後ろに接辞する語幹形成辞（ThematicSuffix）と考えるものが，実
は，数を表示する接尾辞である。このことを，かれらが説明に用いている例を使って証明しよ
う。

図65 ナンディ語の語構成（1）

kA:-pAt-i:n-tet ‘farmer’（単数第2形式）
pr.-stem-num.sf.-th.sf.+sec.sf.

<ki:-pAt‘tocultivate’
（pr.：接頭辞，stem：語幹，num.sf.：数の接尾辞，th.sf.：語幹形成辞，sec.sf.：第2形式接尾
辞）
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これは，動詞，「耕す」から派生された，単数第2形式である。Creider&Creider（1989）に
よれば，図65のそれぞれの要素，kA:-，-pAt-，-i:n，-tA，-itは，順に，接頭辞，語幹，数を表示す
る接尾辞，語幹形成辞，第2形式をつくる接尾辞と分析される（語幹形成辞-tAと単数第2形式
をつくる接尾辞-itの母音は，融合する（A+i→e））。しかし，この単数第2形式を，「農夫」を
意味する複数第1形式と複数第2形式に対照すると，かれらの分析が正しくないことがわか
る。

図66 ナンディ語の語構成（2）

kA:-pAt（複数第1形式） kA:-pAt-i:k（複数第2形式）
pr.-stem pr.-stem-num.sf.+sec.sf.

複数第2形式において，かれらが主張する数の接尾辞-i:nが，複数形においても存在し，複
数第2形式をつくる接尾辞-ikと融合して，-i:kとなっている。実際，接尾辞-i:nと，複数第2
形式をつくる接尾辞-ikが融合したと考えなければ，-i:kと母音が長くなることが説明できな
い。単数第2形式においても，複数第2形式においても，接尾辞-i:nが存在することになる。
複数第1形式においても，おそらく，接尾辞-i:nは，本来，存在したであろう。しかし，現

在は，脱落していると考えられる（図66，複数第1形式を参照）。
単数形においても，複数形においても存在する，同一の接尾辞を，数を表示する接尾辞と考
えることは，不自然である。かれらが数を表示すると主張する接尾辞は，語幹形成辞であると
考えられる。そして，かれらが語幹形成辞と考える接尾辞が，数を表示する接尾辞である。正
しい分析は，図67である。

図67 ナンディ語の語構成（3）

kA:-pAt-i:n-tA -it（単数第2形式）
pr.-stem-for.sf.-num.sf. -sec.sf.

kA:-pAt-i:n -z -ik（複数第2形式）
pr.-stem-for.sf.-num.sf. -sec.sf.

（for.sf.：語幹形成辞）

複数形において，数を表示する接尾辞は接辞されない（zで示している）。したがって，「農
夫」を意味する名詞は，単数を表示する形式だけが数を表示する接尾辞-tAをもつことが分か
る。この事実から，単数を表示する形式は，「単数（Singulative）」形であると考えられる。
Creider&Creider（1989）が数を表示すると考えた接尾辞は，たいていが語幹形成辞であり，

語幹形成辞と考えた接尾辞は，たいていが数を表示する接尾辞である。数を表示する接尾辞を
明らかにすることに重点を置いて，正しく形態論的分析を行って，ナイル語南方言の名詞複数
形成法，並びに，「単数（Singulative）」形の形成法を検討しよう。

表33 ナイル語南方言における名詞の複数形と「単数（Singulative）」形

（1）ナンディ語39）

複数形
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（a）数の接尾辞， -a/-A
単数第1形式 ru:nk-u (u:s→u) ‘club’

単数第2形式 ru:nk-u:t (u:s+it→u:t)
複数第1形式 ru:nk-u:s-y-A
複数第2形式 ru:nk-u:s-y-ek (A+ik→ek)

観察：
語幹形成辞は，-u:sという形式と考えられる。なぜなら，4つの形式，全てに接辞されて

いる。
数を表示する接尾辞-Aは，複数第1形式と複数第2形式にのみ接辞されている（数の接

尾辞-Aの前にある-y-は，わたり音であろう）。複数第2形式においては，数の接尾辞-Aと
後続する第2形式をつくる接尾辞-ikの母音が融合している。

（b）数の接尾辞， -I/-i
単数第1形式 moko:mp-A ‘hoe’

単数第2形式 moko:mp-e:t (A+it→e:t)
複数第1形式 moko:mp-A-y (i→y)
複数第2形式 moko:mp-A-i:k (i+ik→i:k)

観察：
語幹形成辞-a/-Aは，4つの形式，全てに接辞されている。上記の例（a）において見られ

る数の接尾辞-a/-Aと，この例で見られる語幹形成辞-a/-Aは，同じ形式をしているが，全く
異なるものと考える。
複数第1形式と複数第2形式には，数を表示する接尾辞-iが接辞されている（複数第1

形式においては，先行する母音の後ではyで表記される）。

「単数（Singulative）」形
（c）数の接尾辞， -ta/-tA
単数第1形式 or-yA: (yA:n+tA→yA:)‘road’
単数第2形式 or-yA:t (yA:n+tA+it→yA:t)
複数第1形式 or (yA:n→z)
複数第2形式 or-e:k (yA:n+ik→e:k)

観察：
数を表示する接尾辞-ta/-tAは，先行する音節が鼻音，流音，半母音，母音で終わるとき
に接辞される。この事実から，接尾辞-ta/-tAと，下記の接尾辞-a/-Aは，1つの形態素の異形
態である可能性がある。数を表示する接尾辞-ta/-tAは，単数第1形式と単数第2形式にの
み，接辞される。したがって，これらの単数形は，「単数（Singulative）」形と考えられる。
語幹形成辞-yA:nは，すべての形式に接辞されているが，複数第1形式においては，完

全に脱落している。
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（d）数の接尾辞， -a/-A
単数第1形式 tA-A (A+A→A) ‘guest’

単数第2形式 tA-A:t (A+A+it→A:t)
複数第1形式 tA-A
複数第2形式 tA-e:k (A+ik→e:k)

観察：
語幹形成辞-Aは，4つの形式，全てに接辞され，数を表示する接尾辞-Aは，2つの単数

形のみに接辞される。
数を表示する接尾辞も，-Aであり，語幹形成辞と形式的には同じになっている。数を表
示する接尾辞は，単数だけに接辞される。したがって，単数では，語幹形成辞-Aのあと
に，数を表示する接尾辞-Aが後続していると考えられる。
ナンディ語において，数を表示する接尾辞は，-a/-Aと，-I/-iの2つであると考えられる。

例示しないものを含めて，ナンディ語の語幹形成辞には，-V:s，-o:，-a/-A，-V:n，-wa:k，-u:
t，-u，-eなどがある。表33の例からもわかるように，語幹形成辞，数を表示する接尾辞，第
2形式をつくる接尾辞が，複雑に融合したり，脱落したりするために，ナンディ語の名詞
複数形を形成する要素を分析することは，困難な作業である。

（2）サビニ語40）

複数形
（a）数の接尾辞， -a/-A
単数第1形式 koyey ‘brideprice’

単数第2形式 koyey-o-it

複数第1形式 koyey

複数第2形式 koyey-w-ek (A+ik→ek)

観察：
数を表示する接尾辞-Aは，複数第1形式において脱落していると考えられる。また，語

幹形成辞-oは，4つの形式，全てに接辞されたと考えられるが，単数第1形式と複数第1
形式において，脱落している（語幹形成辞-oは，複数第2形式においては，数を表示する
接尾辞-Aの前で，わたり音となっている）。

（b）数の接尾辞， -in(?)
単数第1形式 Nok ‘dog’

単数第2形式 Nok-z-it
複数第1形式 Nok-in
複数第2形式 Nok-in-ik

観察：
上記の例において，複数形に存在する接尾辞-inは，数を表示する接尾辞であろう。複数
形にだけ存在する。もし，これが語幹形成辞であれば，単数形にも，複数形にも，数を表
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示する接尾辞が存在しないことになる。

（c）数の接尾辞，-i
単数第1形式 lek-w-A ‘child’

単数第2形式 lek-w-et (A+it→et)
複数第1形式 lek-o-y (i→y)
複数第2形式 lek-ok (o+i+ok→ok)

観察：
単数形と複数形において，語幹形成辞-oが接辞されている（単数形においては，後続す
る母音の前で，わたり音となっている）。複数形に数を表示する接尾辞-iが接辞されている
（複数第1形式においては，母音の後ではyで表記される）。単数形に接辞されている接尾
辞-Aは，語幹形成辞であるか，数を表示する接尾辞であるか，明らかではない。もし，こ
れが数を表示する接尾辞であれば，上記の例は，単数形と複数形の両方に，数を表示する
接尾辞が接辞されていることになる。

「単数（Singulative）」形
（d）数の接尾辞，-ta/-tA
単数第1形式 pes-y-A (An+tA→A)‘money’
単数第2形式 pes-y-An-tet (tA+it→tet)
複数第1形式 pes-An
複数第2形式 pes-An-ik

観察：
語幹形成辞-Anは，4つの形式，全てに接辞されている。数を表示する接尾辞-tAは，単数

第1形式と単数第2形式において接辞されている（単数第2形式において，数の接尾辞-tA
の母音と，第2形式をつくる接尾辞-itの母音が融合している）。したがって，単数を表示す
る形式は，「単数（Singulative）」形である。数を表示する接尾辞-tAは，先行する音節が鼻
音，流音，半母音，母音で終わるときに接辞される。この接尾辞は，下記の接尾辞と1つ
の形態素をつくる異形態の可能性がある。

（e）数の接尾辞，-a/-A
単数第1形式 kut-w-A
単数第2形式 kut-w-et(A+it→et)
複数第1形式 kut-w-on

複数第2形式 kut-w-on-ik

観察：
語幹形成辞-onは，複数形において接辞されているが，単数形においては，接辞されて
いない。数を表示する接尾辞-Aは，単数形にのみ，接辞されている。
サビニ語において，数を表示する接尾辞は，-a/-Aと-iである。例示しないものを含めて，
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サビニ語の語幹形成辞には，-on，-onut，-o，-os，-a，-an，-en，-in，-tin，-i，-utがある。

まとめ：
ナイル語南方言における名詞複数形は，語幹に，語幹形成辞と数を表示する接尾辞が付加さ
れて，形成される。数を表示する接尾辞には，-a/-Aと-I/-iの2つが存在したと考えられる。語幹
形成辞には，多くの種類が存在した。しかし，接尾辞が接辞される順序は決まっていて，語
幹，語幹形成辞，数を表示する接尾辞の順である。Creider&Creider（1989）が主張するよう
な，数を表示する接尾辞が語幹形成辞に先行するという順序は，決して有り得ない。また，数
を表示する接尾辞は，それ自体には，単数であるとか，複数であるとか，単数性あるいは複数
性を表現する機能はない。複数形を単数形から区別するか，逆に，単数形を複数形から区別す
る機能しかもたない。多くの語幹形成辞が存在するが，語幹形成辞は，常に，名詞に接辞され
る必要はない。語幹形成辞をもたない名詞も存在する。
ナイル語南方言における名詞複数形成は，第2形式の発達を除けば，ナイル語東方言のそれ

と，よく似ていると結論できる。その特徴は，表34のとおりである。語を構成する要素の順序
は，表34の数字が示す順である。第2形式をつくる接尾辞を除く，語を構成する要素の順序
も，ナイル語東方言と同じである。

表34 ナイル語南方言の名詞語構成

1.接頭辞（義務的ではない）
2.語幹
3.語幹形成辞
4.数を表示する接尾辞
5.第2形式をつくる接尾辞

5.まとめ
これまでの議論から，ナイル祖語の複数形成を再構成することが容易でないことはわかる。
しかし，大胆な単純化が許されるとしたら，以下の結論が引き出せるだろう。
ナイル祖語における名詞複数形成法は，語幹形成辞と数を表示する接尾辞の組み合わせから
なる。数を表示する接尾辞は，それ自体には，単数だとか，複数だとかの意味をもたなかっ
た。名詞が指示するモノの意味に従って，例えば，自然界において複数で存在するのが当然で
あるモノを指示する名詞の場合，複数形が基準になり，複数形に数を表示する接尾辞が付加さ
れて，単数形が形成された。この単数形は，「単数（Singulative）」形と呼ぶものである。名詞が
指示するモノが自然界において単独で存在することが当然である場合，単数形が基準になり，
単数形に数を表示する接尾辞が付加されて，複数形が形成された。数を表示する接尾辞には，-
a/-o（あるいは，-a/-A）（母音調和）と-I/-i（母音調和）があったと考えられる。
語幹形成辞には，多くの形式があったと考えられるが，その中で，-Vtと-Vkがよく用いられ

たと考えられる。ナイル語東方言は，これら2つの語幹形成辞をよく保存している。ナイル語
南方言は，この2つの語幹形成辞のほかに，さらに多くの語幹形成辞を用いている。しかも，
語幹形成辞と数の接尾辞，さらに，新たに発達させた第2形式をつくる接尾辞が，複雑に融合
し，また，脱落した。ナイル語西方言は，それらの語幹形成辞の中で，-VKだけを用いた。ナイ
ル語西方言においては，-VK以外の語幹形成辞の存在を見出すことができない。この語幹形成
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辞-VKは，複数形をつくる接尾辞-IKE/-iKe，あるいは，-KEの中に見つけることが出来る。ナイ
ル語西方言の複数形成規則Rule1により付加される接尾辞-IKE，あるいは，-KEは，ナイル祖語
に遡る語幹形成辞-Vkと，数を表示する接尾辞からなると考えられる（ただし，ここで再構成
する子音は，「仮定的子音」Kか，軟口蓋無声音kとすべきか明らかではない。また，「仮定的
子音」Kは，第3章で考察する再構成音*l1である可能性もある）。ナイル語西方言においては，
語幹形成辞と数の接尾辞が接辞されるとき，語幹末尾の位置において，子音の音韻的変化が生
じた。語幹形成辞と数の接尾辞の付加と，接尾辞の付加に伴う語幹末尾の位置における子音の
音韻的変化が，ナイル語西方言の複数形形成規則（Rule1，Rule2，Rule3，Rule4，Rule5）
の由来であると考えられる。

第2章の注

1） 表3に記載された（1.a）タイプの名詞は，単数形において終母音をもっていないことから，様々な言
語で観察される語末の位置での有声閉鎖音の無声化と見られないこともない。つまり，単数語幹が本
来は有声閉鎖音で終わっており，終母音が脱落した結果，無声閉鎖音になったと考えることも有り得
る。しかし，実際に，単数語幹の末尾の位置に無声閉鎖音をもち，また，終母音を保持している名詞
が存在する。
sg. pl.
ag�k� ag�gE ‘chest’（Tucker(1994)）
後にこの章で議論するように，ルオ語は，単数形において終母音を脱落することを頻繁に行った。ま
た，その結果，語末の位置で有声閉鎖音が無声化されることもあった。しかし，終母音の脱落の結果，
有声閉鎖音の無声化が引き起こされることは，さほど頻繁には生じなかった。表3における，（1.a）タ
イプ名詞が示す，語幹末の位置における無声閉鎖から有声閉鎖への交替は，タイプ（1.b）が示す子音
交替と極性的な現象と考えるべきである。

2） Rule5のもう一つの規則が適用される例を以下に示そう。
‘dog’ guok(sg.)
Rule1 guokiKe
Rule2 guogiKe
Rule5 guogi
この派生では，Rule5によりKeが消去される。

3） 表3においてタイプ（1.c）名詞は，単数形が語幹末尾の位置に単純な鼻音をもち，複数形が語幹末尾
の位置に鼻音・閉鎖子音結合をもつ。しかも，単数形において終母音の脱落が観察される。単数語幹
が語幹末尾の位置に鼻音・閉鎖子音結合を本来，もっており，終母音の脱落にともない，鼻音・閉鎖
子音が単純な鼻音になったとする考え方は，単数形が語幹末尾の位置に側面音を，また，複数形が歯
茎鼻音・歯茎有声閉鎖音結合をもつ形式を，説明することができない。また，鼻音・閉鎖子音結合は，
名詞の複数形において語幹末尾の位置にのみ出現するという事実から，なんらかの複数形成に関係す
る接辞が語幹に付加された結果，鼻音・閉鎖子音結合が生じるとの考え方が正しいと思われる。

4） ルオ語の母音体系は，以下のとおりである。
［+ATR］ ie A o u
［−ATR］ IE a � U
低母音Aとaには音声的な区別はない。低母音は，音声的には，常に，［−ATR］であるが，［+ATR］
の環境にも現われる

5） タイプ（1.f）名詞として分類される名詞の中に，後に第4章，「単数（Singulative）」形についての議
論の中で，解決される名詞がある。

6） この名詞は，借用語の可能性がある。
7） 歯茎鼻音が「仮定的子音」Kから由来すると考える。そもそも「仮定的子音」Kの音声的特徴につい

て，この論文では全く議論していない。複数接尾辞-ni/-iniは，ただ単に，「仮定的子音」Kを含む接尾
辞-KEの再構成を支持するための1つの根拠として提出された。母音間において鼻音化されて，歯茎
鼻音nになる子音とはどんなものであろうか。筆者は，第3章でナイル祖語に再構成する，再構成音，
*l1を「仮定的子音」Kの候補の1つに考えている。
「仮定的子音」Kが歯茎鼻音nに変化したと考えたが，もともと「仮定的子音」Kが歯茎鼻音nであっ
たと考えればどうであろう。そうなら，以下のような音声的過程が考えられる。有声閉鎖音に「仮定
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的子音」K（＝n）が後続するとき，有声閉鎖音Cと「仮定的子音」K（＝n）が子音連続CCを形成
し，子音連続CCは，強子音として無声で発音される。鼻音に「仮定的子音」K（＝n）が後続すると
き，鼻音Nと「仮定的子音」K（＝n）は，鼻音の連続NNを形成する。その後，鼻音連続NNは，
鼻音・閉鎖音連続になったと考える必要がある。このどちらの音声的過程も不可能な変化ではないだ
ろう。鼻音連続が鼻音・閉鎖子音連続になったと考えるのは，少々，不自然な変化かもしれない。
また，「仮定的子音」Kを歯茎鼻音nであると考えれば，HC1を想定する必要はない。また，改新規
則IRule1は，環境に条件付けられた異形態素であった-KEと-IKE/-iKeがどんな環境にも出現する自
由変種である形態素となったことを示している。このことは，ルオ語の子音体系が2つの自然類に分
類されていたが，自然類の分割が失われたことを意味している。この子音体系の発展は，アチョリ
語，アルル語などでも観察できる。

8） 語幹母音がAからeに変化したことについては，議論しない。
9）「年」を意味する名詞も借用語と考えられるが，これは，比較的，早い時代に借用されたと考えられ

る。
10）終母音は，語幹母音に母音調和して，［+ATR］になる。
11）東ナイル諸語，マサイ語の「口」を意味する名詞は，Enk-UtUk(sg.)，ink-utuk-ie(pl.)である。
12）タイプ（1.e）の名詞も，暫定的に，ここに入れておく。
13）たまに，Crazzolara（1938）からの資料を用いる。そのときは，（Crz）と表記する。なにも表記しな

いものは，Malandra（1952），（1956）からの資料である。
14）Gregersen（1974a）は，鼻音・閉鎖子音連続の単純な鼻音への単純化を暗示している。Okoth‐Okombo
（1983）は，この単純化を認めている。

15）Crazzolara（1938）は，タイプ（2.i）名詞に語幹がkで終わる名詞を記録しているが，この子音は，
摩擦音［x］を表記した可能性がある。

16）「できごと」を意味する名詞は，単数形に，語幹末尾の位置の子音が単純な鼻音で終わる形式と，鼻
音・閉鎖音連続で終わる形式を，自由変異形式としてもつ。単数語幹が末尾の位置に鼻音・閉鎖音連
続をもつ形式については，「単数（Singulative）」形についての議論の中で考察する。

17）Tucker&Bryan（1966）からの資料は，T-Bで表記する。Noonan（1992）からの資料は，Noonanで
表記する。

18）Okello（1975）も子音の重複を指摘している。
19）筆者が野外調査で収集した資料に基づく。
20）注7では，「仮定的子音」Kが歯茎鼻音，nである可能性について議論した。「仮定的子音」Kが鼻音

に後続するとき，鼻音と「仮定的子音」Kが鼻音連続を形成し，鼻音連続は，鼻音・閉鎖子音連続に
なったと考えた。一方，鼻音連続が単純な鼻音になると考えるならば，タイプ（6.c）名詞の複数形は，
容易に説明することができる。しかし，これではタイプ（6.f）名詞の複数形は，説明することができ
ない。鼻音と「仮定的子音」Kの連続に由来する鼻音・閉鎖音連続が存在したことを想定することに
よってのみ，タイプ（6.f）の複数形は説明できる。

21）タイプ（6.h’）名詞が，本来形式の語幹の末尾に有声閉鎖音をもっていたことは，ナイル語西方言の他
の言語と比較しても，証明できる。例えば，ルオ語，「野牛」，jowi(sg.),jope(pl.)，「石」，kidi(sg.),kit
e(pl.)と比較すれば，明らかである。これらの単数形は，終母音が脱落しなかったので，語幹の本来形
式を保持している。

22）ルオ語，「犬」，guok(sg.),guogi(pl.)と比較すれば，分かる。
23）「仮定的子音」Kの音声的性格については，注7において議論した。
24）nhは，歯鼻音を表記している。nhdhは，歯鼻音・歯有声閉鎖音の連続を表記している。
25）Okello（1975）は，ランゴ語に無声継続歯茎音を記録している。Crazzolara（1938）は，アチョリ語に

も同様の子音，無声摩擦歯茎音を記録しており，それをÿで表記する。
26）Westermann（1912a）の表記を基本的に使用しているが，他の資料との整合性を考えて，若干の修正

を加えている。修正は，以下のとおりである。軟口蓋鼻音をNに，硬口蓋鼻音をøへ，歯鼻音をnhへ，
硬口蓋閉鎖音をcへ，歯閉鎖音をthへ，表記を変更した。また，長母音は，母音の上に補助記号をつ
けているのを，同一の母音を2つ並べることに変更する。

27）注7で議論したように，「仮定的子音」Kがもともと歯茎鼻音であった可能性がある。もしそうなら，
HC5は，想定する必要はない。

28）ディンカ語では，語末の位置で，閉鎖音の無声と有声の対立は，完全に失われてしまっている。
29）注7と注27での議論を参照。
30）以下のような例を見れば，接頭辞が名詞の数を表示しているかのように思われる。例えば，em-buku

(sg.),im-buku-i(pl.)は，単数形に，接頭辞，em-を，複数形に，接頭辞，im-をもっている。これらの
接頭辞が名詞の数を区別しているかのように見える。しかし，これらの接頭辞は，あるいは，先頭の
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母音は，文において，あるいは，句において，語が連続するとき，頻繁に脱落する。これらの接頭辞，
あるいは，先頭の母音の，数を区別する役割は小さいのである。
例：NakEraI!
Ohchild
「おーい，子供！」
NakEra!
Ohchildren
「おーい，子供たち！」

31）mは，中声調を，hは，高声調を，lは，低声調を表記する。
32）資料は，Heine（1980）に基づく。
33）資料は，Muratori（1938）に基づく。
34）資料は，Heine（1980）に基づく。
35）資料は，Novelli（1985）と，Roncari&Mantovani（1973）に基づく。Roncari&Mantovani（1973）

は，母音の［ATR］値の区別をせず，5母音で表記している。Novelli（1985）は，母音の［ATR］値
の記述に疑問がある。

36）資料は，Cohen（2000）に基づく。
37）E→I/___a
38）Creider&Creider(1989),p.32。
39）資料は，Creider&Creider（1989）とCreider&Creider（2001）に基づく。
40）資料は，O’Brien&Cuypers（1975）に基づく。
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1.はじめに
ナイル語西方言に所属する言語は，たいてい，若干の数の不規則な複数形の集合をともなっ
た，かなり規則的な複数形成の体系をもつ。このかなり規則的な複数形成は，限られた数の規
則によって，包括的に説明することが可能であることを，第2章で既に明らかにした。この章
では，第2章では扱わなかった，一見，不規則と思われる複数形の形成について議論する。
従来の研究において不規則形として扱われ，また，ナイル語西方言に過去に存在した基層で
あると説明された，いわゆる「t-複数形」と「k-複数形」が，第2章で考察した限られた数の
複数形成規則によって，整合的に説明することが可能であることをこの章で示そう1）。
一般的に言えば，言語の不規則性は，過去の体系的なパラダイムの痕跡であることが多い。
つまり，体系的なパラダイムは，様々な歴史的変化によって，新しいパラダイムへと発展す
る。その時，旧パラダイム内のいくつかの項目は，色々な理由から歴史的変化を免れることが
ある。変化を免れた項目は，変化した新しいパラダイムにおいて不規則な形式として話し手に
認識される。
例えば，英語の名詞‘man’，‘ox’，‘mouse’の複数形は，現代英語の接尾辞-e/-esを付加す
る複数形成にとって不規則な形式であるが，歴史的に見れば，これらの形式は，規則的な複数
形であった。このように現代英語からすれば不規則な形式は，複数形成の発展，変化の中で取
り残された，過去の規則的な複数形成の痕跡なのである。しかし，これらの形式は，古いパラ
ダイムの痕跡として，複数形成の歴史的発展を知らしめてくれる。このように，不規則な形式
は，通時的には，古い，しかし，規則的な体系の一部分として説明されなければならない。こ
の観点から，ナイル語西方言のいわゆる「t-複数形」と「k-複数形」は，研究されなければな
らない。

2.「t-複数形」と「k-複数形」
いわゆる「t-複数形」は，複数語幹の末尾の位置に，調音点が歯，あるいは，歯茎である，
無声閉鎖音th，t，あるいは，有声閉鎖音dh，dをもつ（表1を参照）。いわゆる「k-複数形」は，
複数語幹の末尾の位置に，調音点が軟口蓋である，無声閉鎖音k，あるいは，有声閉鎖音gをも
つ（表2を参照）2）。
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表1「t-複数形」

sg. pl.

ルオ語 yie yiedhe ‘canoe’(Creider)

シルク語 yo yieth ‘canoe’(Kohnen)

ジュル語 yai yedhen ‘canoe’(Santandrea)

アニュワ語 joo jiedhi ‘road’ (Reh)

ディンカ語 riai rieth ‘canoe’(Nebel)

ヌエル語 ryei ryath ‘canoe’(Westermann)3）

ヌエル語 dEl det ‘goat’ (Tucker&Bryan)

表2「k-複数形」

sg. pl.

ルオ語 dIEl diegi/diek ‘goat’ (Creider)

アチョリ語 dyEEl dyegi ‘goat’ (Crazzolara)

シルク語 dyel dyek ‘goat’ (Kohnen)

ジュル語 dyel dyek ‘goat’ (Santandrea)

アニュワ語 dIEl diek ‘goat’ (Reh)

「t-複数形」と「k-複数形」は，それぞれの言語の名詞体系内において，限られた数の語彙項
目からなる，孤立したクラスを形成している。これらの複数形における語幹末尾の位置の子音
を，Kohnen（1933）は，接尾辞であると考え，Greenberg（1963），Bender（1976）は，「複数
の要素」‘pluralelement’と呼んでいる。
複数形語幹末尾の位置におけるこれらの子音は，決して，接尾辞，あるいは，接尾辞の一部
ではない。なぜなら，これらの子音は，接尾辞として生産的なものではなく，また，接尾辞と
しての広い分布をもつことはない。「t-複数形」や「k-複数形」を，複数形としてもつ名詞は，
ナイル語西方言の各言語において，ほんの一握りの数でしかないのである。また，Greenberg
（1963）とBender（1976）の言う「複数の要素」が何を指すのか，明らかでない。Kohnen
（1933）の言う接尾辞でないとすれば，「複数の要素」と呼ぶものは何なのか。素姓が不明だと
しても，これらの子音を「複数の要素」と呼ぶからには，それらの子音は，複数形成の研究の
中で扱われなければならない。しかし，残念ながら，Greenberg（1963）やBender（1976）に
は，複数形成についての言及はない。したがって，ナイル語西方言の複数形成をふりかえるこ
とから始めよう。

2.1.ナイル語西方言の複数形成
ナイル語西方言に所属する言語のたいていは，表3の5つの複数形成規則からなる複数形成
法をもつか，あるいは，過去にもっていたことを第2章で既に明らかにした。
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表3 ナイル語西方言の複数形成規則

Rule1 CVC-V → CVC -IKE~-iKe/［−voiced］-___
-KE/elsewhere

Rule2 C- → C-｛PL｝
∥

［+voiced］
Rule3 CK → C［−voiced］
Rule4 NK → NC

Rule5 KE/Ke→ z，IK/iK→z（どちらの規則が適用されるか予測不能）

ナイル語西方言の複数形成とその発展については，第2章で考察したので，ここでは，簡単
に，表3の5つの規則がどのように適用されて，複数形が形成されるかを示す。
Rule1は，名詞の複数形が形成されるためには，まず，語幹に接尾辞-IKE/-iKe，あるいは，

-KEが接辞されることを示している。単数語幹の末尾に無声閉鎖音をもつ語幹には，接尾辞-
IKE~-iKeが接辞される4）。単数語幹の末尾の位置に無声閉鎖音以外の子音をもつ語幹には，接
尾辞-KEが接辞される。
Rule2は，西ナイル祖語の時代以前には，単に音韻規則であったと考えられる。おそらく，

母音間の位置における閉鎖子音の有声化規則であったろう。しかし，Rule2は，西ナイル祖語
の時代に，既に形態論化されており，表3では，複数形成において語幹の末尾の子音を有声化
するという形態音韻論的規則であると考えている。もちろん，無声閉鎖子音以外の子音に
Rule2が適用されても，なんら音の変化は生じない。
Rule3，Rule4，Rule5は，音韻規則である。Rule3とRule4は，「仮定的子音」Kの性格

を示している。「仮定的子音」Kは，その調音点と調音法が明らかではないが，以下の性格を
もっている。「仮定的子音」Kは，先行する閉鎖子音を無声化する（Rule3）。無声化の音声的過
程は明らかでない5）。先行する閉鎖子音を無声化した後，「仮定的子音」Kは脱落する。あるい
は，先行する閉鎖子音と融合するという過程をとると考えるべきかもしれない。「仮定的子音」
Kが鼻音に後続するとき，「仮定的子音」Kは，鼻音とともに，その鼻音と調音点を同じくする
鼻音・閉鎖子音連続を形成する（Rule4）。「仮定的子音」Kが派生の最終段階にまで残れば，
Rule5によって，脱落させられる。ただし，Rule5における2つの規則のうち，どちらがどん
な場合に適用されるかは未解決である。
それでは，ルオ語を例にして，複数形成規則Rule1，Rule2，Rule3，Rule4，Rule5の適

用により，正しい複数形が得られることを示そう。ルオ語は，これら5つの規則をよく保存し
ているからである。図1に，単数語幹が末尾の位置に無声閉鎖子音をもつときの，図2に，単
数語幹が末尾の位置に有声閉鎖音をもつときの，図3に，単数語幹が末尾の位置に鼻音をもつ
ときの，それぞれの複数形成を例示する。

図1 単数語幹が無声閉鎖音で終わる名詞の複数形成

‘stick’ lUth (sg.)

Rule1 lUthIKE
Rule2 lUdhIKE
Rule5 lUdhE (pl.)

兼
牽
験

券
犬
鹸
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図2 単数語幹が有声閉鎖音で終わる名詞の複数形成

‘year’ hIga (sg.)

Rule1 hIgKE
Rule2

Rule3 hIkE (pl.)

図3 単数語幹が鼻音で終わる名詞の複数形成

‘hide’ pien (sg.)

Rule1 pienKE
Rule2

Rule4 piende (pl.)

これら5つの規則からなる複数形成は，ナイル語西方言の名詞形態音韻論の特徴である極性
的現象を説明する。この極性的現象とは，名詞複数形成において，単数語幹末尾の位置の子音
が無声閉鎖音であるとき，その子音が，複数形において有声閉鎖音になり，逆に，単数語幹末
尾の位置の子音が有声閉鎖音であるとき，その子音が，複数形において無声閉鎖音になること
である（図1と図2を参照）。このように，複数形成の過程において，無声閉鎖子音は，有声
閉鎖音に，逆に，有声閉鎖音は，無声閉鎖音に交替する。これを極性的現象と呼んでいる。
また，これら5つの規則は，鼻音が極性的現象を示さないことも説明する。つまり，単数語

幹が末尾の位置に鼻音をもつとき，その鼻音は，複数形において鼻音・閉鎖子音連続を形成す
る（図3を参照）。しかし，その逆は，決して生じない。Rule4から明らかなように，鼻音・閉
鎖子音連続は，複数形だけに出現し，単数形には出現しない6）。
子音体系内において，側面音lが鼻音と自然類を構成するとすれば，単数語幹が側面音lで終

わる名詞は，図3の派生に沿って，複数形成を行う（図4を参照）。また，ふるえ音rが有声閉
鎖音と自然類を構成するとすれば，単数語幹がふるえ音rで終わる名詞は，図2の派生に沿っ
て，複数形成が行われるものと考えられる（図5を参照）。

図4 単数語幹が側面音で終わる名詞の複数形成

‘foot’ tIEl� (sg.)

Rule1 tIElKE
Rule2

Rule4 tIEndE (pl.)

図5 単数語幹がふるえ音で終わる名詞の複数形成（1）

‘hole’ bur (sg.)

Rule1 burKE
Rule2

Rule3 buce (pl.)

図4の派生例では，側面音lは，複数形成において，歯茎鼻音と同じように振る舞い，複数語
幹の末尾の位置で歯茎鼻音・歯茎有声閉鎖音連続を形成する。図5の派生では，ふるえ音rは，
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複数形成において，有声閉鎖音と同じように振る舞っているように思われる。有声閉鎖音は，
「仮定的子音」Kが後続するとき，無声化される。したがって，ふるえ音rに対する無声のカウ
ンターパートが，硬口蓋無声閉鎖音cであるとすれば，図5の派生は，図2の派生と同一の過
程を示していると言える。
しかし，全ての名詞の複数形成が，必ずしも簡単に，上記の5つの複数形成規則で説明でき
るわけではない。特に，単数語幹が末尾の位置にふるえ音rをもつ名詞や，側面音lをもつ名詞
のいくつかは，上記の5つの複数形成規則では容易に説明できないように思われる。次節で
は，特に，単数語幹がふるえ音rを末尾の位置にもつ名詞の複数形成について詳しく考察する。

2.2.単数語幹がふるえ音で終わる名詞の複数形成
ルオ語において，単数語幹がふるえ音rで終わる名詞は，複数形成に関して，2つの類に分か
れる。一方の類に属する名詞は，単数語幹がふるえ音rで終わり，複数語幹が硬口蓋無声閉鎖
音cで終わる（表4）。もう一方の類に属する名詞は，単数語幹が末尾の位置にふるえ音rをも
ち，複数語幹が末尾の位置に，同じく，ふるえ音rをもつ（表5）。

表4 単数語幹がふるえ音で終わる名詞（1）（Creider）

sg. pl.

ler lece ‘vein’

burA buce ‘case’

表5 単数語幹がふるえ音で終わる名詞（2）（Creider）

sg. pl.

kwar� kuere ‘grandfather’

rawEra rAwere ‘youth’

前節で示唆したように，もし，ふるえ音rが有声閉鎖音と自然類を，子音体系内で構成して
おり，しかも，ふるえ音で単数語幹が終わる名詞が有声閉鎖音で終わる名詞と同じ複数形成を
行うとすれば，表4において複数形で現われる語幹末尾の位置の硬口蓋無声閉鎖音cは，ふる
え音rがRule3によって無声化された子音，つまり，有声音rと対をなす無声音ということに
なる7）。
また，ふるえ音rが，有声閉鎖音と子音体系内で自然類を構成しているなら，ふるえ音rは，
前節で既に考察したナイル語西方言に特徴的な，閉鎖音が示す極性的な現象を示さなければな
らない。
実際，表4と表5においてふるえ音は，ある種の極性的な現象を示している。表4では，単
数語幹の末尾の位置にふるえ音rが出現し，一方，表5では，複数語幹の末尾の位置にふるえ
音rが出現する。このある種の極性的な現象は，表6のようにまとめることができる。

表6 ふるえ音の極性的現象

sg. pl. sg. pl.

表4 −r −X −［+voiced］ −［−voiced］
表5 −X −r −［−voiced］ −［+voiced］
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表6において，表4の類の名詞は，その単数語幹が末尾の位置に有声閉鎖音をもち，複数語
幹が末尾の位置に無声閉鎖音をもつ。これは，表6において右側の図式（上段）で示される。
逆に，表5の類の名詞は，その単数語幹が末尾の位置に無声閉鎖音をもち，複数語幹が末尾の
位置に有声閉鎖音をもつ。これは，表6において右側の図式（下段）で示される。
この極性的な現象を認めれば，大文字Xで表した子音は，ふるえ音rと対をなす無声音でな
ければならない。あるいは，少なくとも，大文字Xで表した子音は，子音体系内において無声
閉鎖音と自然類を構成する子音でなくてはならない。
ふるえ音rが有声閉鎖音と自然類を構成するから，ふるえ音rを有声ふるえ音と定義する。
大文字Xで表す子音は，無声閉鎖音と自然類を構成することから，大文字Xで表す子音を無声
ふるえ音と定義し，*r1と表記することとする。
さて当面，再構成された無声ふるえ音*r1が複数形成の過程でRule2によって有声化された
子音を，星印付きで*r2と表記しておこう。定義上は，再構成音*r2とrは，同一の子音と考え
られるが，実際の現われ方に違いが存在する可能性があるからである。このように定義すれ
ば，図5の複数形成は，図6のように書き直すことができる。

図6 単数語幹がふるえ音で終わる名詞の複数形成（2）

‘hole’ bur (sg.)

Rule1 burKE
Rule2

Rule3 bu*r1E
buce (pl.)

図6は，表4で示した類の名詞について，複数形成の派生例を示している。一方，図7は，
表5で示した類の名詞について，複数形成の派生例を示す。

図7 単数語幹がふるえ音で終わる名詞の複数形成（3）

‘grandfather’kwa*r1� (OS) kwa*r1 (OS＝SS)
kwar� Rule1 kwa*r1iKe

Rule2 kwa*r2iKe

Rule5 kwa*r2e

kuere (pl.)

図7において，再構成された無声ふるえ音*r1は，単数語幹の末尾の位置において，母音�
の前で，ふるえ音rで出現している。再構成された無声ふるえ音*r1は，無声閉鎖音と自然類を
構成するから，Rule1によれば，複数接尾辞-iKeが接辞される。再構成された無声ふるえ音*r1
は，Rule2により有声化されて，再構成音*r1の有声カウンターパート*r2になる。再構成さ
れた有声ふるえ音*r2は，複数語幹の末尾の位置で，ふるえ音rで出現する。再構成音*r1と*r2
がどのような環境で，どんな出現の仕方をするかは，後に詳細に考察しよう。
表4と表5に集めた名詞は，単数語幹が末尾の位置にふるえ音rをもつ典型的な名詞であっ
た。再構成音*r1を想定することで，さらに，表4と表5の名詞以外に，単数語幹が語末の位
置にふるえ音rをもつが，しかし，典型的ではない名詞の複数形成を説明することができる。
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図8は，単数語幹が，本来，末尾の位置に再構成された有声ふるえ音*r2をもつ名詞の複数形
成である。図9は，単数語幹が，本来，再構成された無声ふるえ音*r1を末尾の位置にもつ名詞
の複数形成である。

図8 単数語幹が有声ふるえ音rで終わる名詞の複数形成

‘hoe’ kwEr (sg.)

Rule1 kwE*r2KE
Rule2

Rule3 kwE*r1E
HC4 kwE*r1

kue (pl.)8）

図9 単数語幹が無声ふるえ音*r1で終わる名詞の複数形成

‘road’ yo (sg.)

yo*r1 (OS)

Rule1 yo*r1iKe

Rule2 yo*r2iKe

Rule5 yo*r2e

yore (pl.)

図8において，単数語幹が末尾の位置に有声ふるえ音*r2をもつので，Rule1により複数接
尾辞-KEが接辞される。Rule3が適用されて，有声ふるえ音*r2は，「仮定的子音」Kにより無
声化される。無声化された子音は，再構成音*r1に相当する。HC4の通時的変化により，終母
音を失った結果，再構成音*r1は，語末の位置に置かれることになった。語末の位置での再構
成音*r1の出現の仕方は，ここではzであったと考える。
図9において，単数語幹が末尾の位置に再構成音*r1をもつので，Rule1により複数接尾辞-
iKeが接辞される。再構成音*r1がRule2により有声化された子音は，*r2で表記される。再構
成音*r2は，母音間の位置においてふるえ音rで出現する。単数形は，語幹の末尾の位置に再構
成音*r1をもっている。再構成音*r1は，語末の位置で，図8と同様に，zで出現している。
図8の複数形成における最終段階の出力，つまり，複数形と，図9の単数形は，それらの想
定形式から分かるように，語末の位置に，zで出現している再構成音*r1をもつ。再構成音*r1
が語末の位置でzになると想定すると，以下の事実を説明することができる。
図8においては，有声ふるえ音*r2がRule3によって無声化され，無声ふるえ音*r1になる。

無声ふるえ音*r1は，複数形成の最終段階で，複数形の語末の位置においてzで出現する。図
9においては，単数形が語末の位置に，再構成音*r1をもち，再構成音*r1は，単数形の語末の
位置でzで出現する。
図9において，再構成音*r1は，複数形成の過程において，Rule2によって有声化される。

*r1が有声化された子音*r2は，母音eの前でふるえ音rで出現する。このように，図9で複数
形成を例示した「道」を意味する名詞は，もともとの語幹末尾の位置に，再構成音*r1をもって
いたと想定することが妥当である。
さて，表4と表5，図8と図9から，再構成された無声ふるえ音*r1と，それが有声化され
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た子音*r2は，環境により様々に出現することが分かった。表4と表5，図8と図9から，暫
定的に，再構成された無声ふるえ音*r1とそれが有声化された子音*r2の出現の仕方を定める
ことができる。例えば，再構成音*r1は，母音E/eの前で，硬口蓋無声閉鎖音cで現われる（表
4の複数形を参照）。母音a，あるいは，�の前で，ふるえ音rで現われる（表5の単数形を参
照）。語末の位置においてzで現われる（図8の複数形と図9の単数形を参照）。
再構成音*r1が有声化された子音*r2は，語末の位置，あるいは，母音aの前で，ふるえ音
rで現われる（表4の単数形と図8の単数形を参照）。母音eの前で，ふるえ音rで現われる
（表5の複数形と図9の複数形を参照）。
しかし，ルオ語を含め，ナイル語西方言に所属する言語の多くは，上で暫定的に定めたもの
より複雑な，再構成音*r1と，それが有声化された子音*r2の出現の仕方を示すのである。ここ
で言えるのは，再構成された無声ふるえ音*r1を想定することによって，単数語幹がふるえ音
rで終わり，しかも，極性的現象からは，一見，不規則に見える複数形をもつ名詞の複数形成
を，全て包括的に説明することができるということである。

3.再構成音*r1と*r2の対応
この節では，ナイル語西方言における，語幹の末尾の位置と，語幹の初頭の位置での，再構
成された無声ふるえ音*r1と再構成された*r2の対応を考察する。

3.1.語幹末尾の位置における対応
前節で議論したように，表5の類の名詞は，単数形が語幹末尾の位置に再構成音*r1をもっ

ていた。そして，複数形成規則の適用の結果，複数形が語幹末尾の位置に再構成音*r1が有声
化された子音*r2をもつことになる。再構成音*r1と再構成音*r2は，極性的現象を示す。そし
て，極性現象のなかで，再構成音*r1が無声音側に，再構成音*r2が有声音側に位置する。
再構成された有声ふるえ音*r2は，複数語幹の末尾の位置で，環境により様々な出現の仕方
をするが，その中で，ふるえ音rで出現することがあった（表5の複数形と図9の複数形）。そ
こで，複数形の語幹末尾の位置にふるえ音rをもつ名詞と，その名詞と同起源と考えられるナ
イル語西方言に所属する言語の形式は，全て，表5の類に属すると定義する。つまり，同起源
と考えられるナイル語西方言に所属する言語の形式の集合において，1つの形式でもその複数
語幹が末尾の位置にふるえ音rをもてば，その形式，並びに，その形式と同起源と考えられる
ナイル語西方言形式の集合全体は，表5の類に属すると考える。この定義に従って，表5の類
に属する名詞のナイル語西方言全体の対応は，表7になる。

表7 語幹末尾における再構成音*r1の対応9）

‘road’ ‘canoe’

sg. pl. sg. pl.

Lu: yo yore yie yiedhe

Ac: yoo yeya

Al: yo yei

La: yo ye« yeeyi

Sh: yo yieth yay yiadh

An: joo jiedhi jAAy jiethe
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An: jei jiri(Westermann)

Ju: yo yedhen yai yedhen

Pa: yoo yay yayi

Di: war(Ru) riai rieth

Nu ryei ryath

‘breast’ ‘oil,butter’

sg. pl. sg. pl.

Lu: kor kor m� modhi/m�rE
Ac: kor m��
Al: kor m�
La: kor m� moe

Sh: kaw koth mau mad

An: kAw koothi‘chest’ maa� mAdhi
Ju: kor kodhen mou

Pa mau mawe

Di: y�u yoth miok

Nu: kau kAth(Kiggen)

‘month,moon’ ‘grandfather’

sg. pl. sg. pl.

Lu: duEe dueye kwar� kuere/kueye

Ac: dwee kwaaro

Al: dwi kwaro

La: dwe dwete

Sh: dway dwat kwa kwai

An: dwAy dwAde kwar� kwAre
Ju: dwai dwaden ku�
Pa: dway dwadi

Di: pEEi pEi k�-kwar
Nu: pAi paath(Kiggen) kwaa’r

/kuaarkuar‘chief’(Kiggen)

‘grandchild’

sg. pl.

Lu: øa-kwar� øI-kway�/øi-kueye（Tucker,1994）
Ac: la-kwar lo-kwaya ‘newly-bornchild’

Al: øa-kwar øi-kwaya
La: a-kwara

Sh: kwAro kwar (Heasty)

An: øI-kwaar� øi-kwAri
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‘head,neck’ ‘hippo’

sg. pl. sg. pl.

Lu: wic wiye raw� rewe

Ac: wic raa

Al: wic rau

La: wic

Sh: wic wath

An: wic widhi ray rAwe
Ju: ruoth

Pa: wic widhi

Di: yeth yi’e’th(Trudinger) r�u roth

Nu: wic wath r�u rouni

‘gumofmouth’

sg. pl.

Sh: øar
An: øaar øAdhi
Di: øaar øA’r(Trudinger)
Nu: øaar øar
（V’は息もれ（breathy）母音を表示する）

「孫」を意味する名詞は，「祖父」を意味する名詞に接頭辞が付加された派生名詞であると考
えられる。
「月」を意味する名詞は，複数形が語幹の末尾の位置にふるえ音rをもたないので，上の定義
とは適合しない。したがって，再構成音，無声ふるえ音*r1の対応と考えてはならないかもし
れない。
「月」を意味する名詞を除いて，表7の名詞が，先の定義から表5の類に属するのは確かであ
る。なぜなら，「道」，「胸」，「油」，「祖父」を意味する名詞の中で，語幹末尾の位置に，ルオ語
の複数形が，ふるえ音rをもち，「小船」を意味する名詞の中でアニュワ語の複数形が，ふるえ
音rをもち，「祖父」を意味する名詞の中でヌエル語の複数形が，ふるえ音rをもつからであ
る。
ルオ語は，「油」を意味する形式にmodhiとm�rEの2つの形式をもつ。これらは自由変異形
式であり，話し手は，どちらの形式を用いても，何ら違いはないと考える。これは，話し手が，
複数形成規則Rule5を構成する2つの規則のどちらを使ってもよいことを示している。KE→
zを適用すれば，modhiが形成され，IK→zを適用すれば，m�rEが形成される（母音の範疇
に関しては，未解決である）。このとき，再構成音*r1が有声化された子音*r2は，母音iの前
の位置において，歯有声閉鎖音dhで出現し，母音E/eの前の位置において，ふるえ音rで出
現すると考えられる。
「頭」，「カバ」を意味する名詞は，語幹末尾の位置に，どの言語もふるえ音rをもたない。し
かし，後の表8における再構成音*r1の出現の仕方から考えれば，これらも語幹末尾の位置に
再構成音*r1をもっていると考えてよいだろう。こうしてくると，いわゆる「t-複数形」の多く
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は，語幹末尾の位置に再構成音*r1をもつ名詞と見て大丈夫である。
しかし，この想定，つまり，歯有声閉鎖音dhが，母音iの前での再構成音*r2の反映形であ

り，また，ふるえ音rが，母音，E/eの前での再構成音*r2の反映形であると，即断すること
はできない。なぜなら，話し手が複数のまったく異なる複数形成の体系をもつ可能性は，話し
手がRule5を構成する2つの規則のどちらかを選択する可能性と，同じくらいに存在するであ
ろう。とはいえ，上で議論したルオ語の「油」を意味する複数形の2つの自由変異形式がなん
らかの理由で結び付けられうるものであることは，明らかである。
図9において，ルオ語の「道」を意味する名詞の単数語幹末尾の位置に，再構成音*r1を想
定した。この再構成音*r1を，表7に記載した名詞，全ての単数語幹末尾の位置に再構成する
ことが可能であると考える。
さらに付け加えるならば，ナイル語西方言は，2種類の二重母音をもつ。それら2種類の二重
母音のうち，昇り二重母音（副音の後に，主音が後続する），例えば，iA，uAなどは，母音の
折れ（VowelBreaking）に由来し，降り二重母音（主音に副音が後続する），例えば，Ai，Auな
どは，けっして母音の折れ（VowelBreaking）に由来しない。降り二重母音の副音の要素は，
本来，母音に後続する子音が弱化した結果であると考えられる。例えば，「小船」を意味する名
詞の，アルル語，シルク語，アニュワ語，ジュル語，ディンカ語，ヌエル語の単数形語末の位
置に見られる母音i，あるいは，半母音yは，本来の語幹末子音が弱化した結果，二重母音の副
音的要素になったものと考えられる。また，「油」を意味する名詞の，シルク語，アニュワ語，
ジュル語の単数形語末の位置に見られる母音uも，本来の語幹末尾子音が弱化した結果，二重
母音の副音的要素になったものである。これら降り二重母音の副音的要素は，再構成音*r1の
反映形と考えられる。事実，降り二重母音は，語幹末尾の位置のみに現われる。
再構成音*r1と，それがRule2によって有声化された子音*r2の語幹末尾の位置での出現の
仕方を表8にまとめる。

表8 再構成音，無声ふるえ音*r1と*r2の反映形

*r1 *r2

Lu: z，c,(r)/___# r,y,dh

r/___｛a,�｝
Ac: z，c,(r)/___#

r/___o

y/___a

Al: z，i,c,(r)/___#
r/___�

La: z，c,(r)/___# y,z

r/___a

Sh: z，c,y,w,u/___# dh(th),r,(t)

An: z，c,y,w,(r)/___# dh(th),r

r/___�
Ju: z，i,u,�，th,(r)/___# dh,d

Pa: z，c,y,u/___# d,w

Di: i,u,th,(r)/___# th(*dh),(t)
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Nu: i,u,c,(r)/___# th(*dh),(t)

表8の対応から，以下の結論を導くことができるだろう。再構成音*r1は，語末の位置にお
いて，z，あるいは，降り二重母音の副音的要素y，i，w，uで出現する。ときたま，ふるえ音
rで出現するが，これは，本来，母音が後続していたと考える。また，再構成音*r1は，母音�
やaの前の位置において，ふるえ音r，あるいは，yで出現することがある。
再構成音*r1がRule2により有声化された子音*r2は，歯有声閉鎖音dh，歯茎有声閉鎖音
d，ふるえ音rで出現する。ときどき歯無声閉鎖音th，歯茎無声閉鎖音tで出現することがある
が，これらは，語末の位置での閉鎖音の無声化という通時的変化HC4が適用された結果，無
声閉鎖音になっていると考える（ただし，アニュワ語の「小船」「胸」の対応は，「小船」「胸」
の単数形語幹末尾の位置に，再構成音*r2を想定することの可能性を示している）10）。特に，
ディンカ語においては，HC4により全ての終母音は脱落し，それにともない語末の位置で閉
鎖音は無声化されている。
表7に記載された複数形の多くは，従来の研究によれば，いわゆる「t-複数形」と呼ばれた
ものであった。従来の研究において，複数の接尾辞とか，「複数の要素」と考えられた「t」の要
素は，表8でまとめたように，再構成音*r1が複数形成の過程においてRule2により有声化さ
れた子音*r2の反映の一部であることは明らかである。これは，名詞の語幹末子音の複数形成
における出現であって，接尾辞，あるいは，接尾辞の一部などではない。
再構成音*r1を想定することによって，従来の研究で不規則形と考えられた「t-複数形」を，
既に考察した5つの規則からなる複数形成法によって形成することができる。例として，シル
ク語の「道」を意味する名詞の複数形成を図10に示す。

図10「t-複数形」の派生

‘road’ yo (sg.)

*yor1

Rule1’ yor1iKi

Rule2 yor2iKi

Rule5 yor2i

HC4 yieth (pl.)

シルク語の「道」を意味する名詞語幹を，語末の位置に再構成音*r1を想定し，*yor1と再構
成する。再構成音*r1は，無声子音であり，無声閉鎖音と自然類を構成するとすれば，Rule1’
により，複数接尾辞-iKiが接辞される11）。Rule2によって，再構成音*r1は有声化され，*r2に
なる。派生の最終段階で，Rule5によって，「仮定的子音」Kは脱落する。この出力に，通時
的変化HC4が起こる。HC4は，終母音を脱落させ，それにともない，語末の位置で閉鎖音
を無声化する。ただし，終母音が脱落する以前に，終母音が先行する母音のVowelBreakingを
引き起こす。再構成音*r1がRule2により有声化された子音は，おそらく，歯有声閉鎖音で出
現したと考えられるが，実際は，HC4により，無声化されて，歯無声閉鎖音thで現われる。
これが，シルク語「道」を意味する名詞の複数形の形成過程である。
名詞語幹の末尾の位置において，再構成音*r1がどんな出現をするか，また，再構成音*r1が
Rule2により有声化された子音*r2がどんな出現をするかに関しては，限られた環境での出現
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の仕方しか確認できない。なぜなら，第2章で明らかにしたように，複数形をつくる接尾辞は
-IKE/-iKe，または，-KE，あるいは，-iKi，または，-Kiに限られる（ナイル語西方言に所属する言
語において，若干の相違がある）。したがって，複数形語幹に後続する母音は，i，あるいは，
E/eのみである。そして，これらの終母音は，HC4により，脱落する可能性がある。したがっ
て，再構成音*r1がRule2により有声化された子音が複数語幹の末尾の位置で出現する環境は，
母音i，あるいは，E/eの前か，終母音を失った結果，語末の位置のいずれかの環境のみであ
る。
また，単数形において，終母音は，a，あるいは，�/oである。終母音は，単数形において
も脱落する可能性がある（HC2）12）。したがって，単数語幹の末尾の位置における，再構成音
*r1が示す出現は，母音a，あるいは，�/o，あるいは，語末の位置のいずれかの限られた環境に
おける出現のみである。したがって，これらの環境以外で，再構成音*r1，あるいは，その有声
化された子音*r2が，どのように出現するかを明らかにするためには，語幹末尾以外の位置で
観察しなければならない。
語幹の末尾以外の位置として考えられるのは，語幹初頭の位置のみである。なぜなら，ナイ
ル語西方言の名詞の音節構造は，（CV）-CVC-（V）であり，また，語頭の位置のCVは接頭辞で
あり，限られた数しかない。
語幹初頭の位置における再構成音*r1の対応を考察する前に，再構成音*r1がRule2により
有声化された子音*r2と，ふるえ音rの，語幹末尾の位置での対応を簡単に見てみよう。表6
で示したふるえ音の極性的現象についての考察から始めた議論において，再構成音*r1の定義
からすれば，再構成音*r1がRule2により有声化されると，有声ふるえ音*r2になる。そして，
それは，定義からすれば，ふるえ音rと同一でなければならないのだろうか。しかし，そうは
ならないと考える。表6で示したふるえ音の極性的現象は，ふるえ音の一部が極性的現象を示
したのであって，ふるえ音全部が表6で示した極性的現象を示すわけではない。このことか
ら，以下のように考えられないだろうか。ナイル祖語には，再構成音，無声ふるえ音*r1と，
それと対をなす有声ふるえ音*r2が存在しただけでなく，それらとは別に，ふるえ音rが存在し
たのだと考える。今まで無声ふるえ音と，有声ふるえ音と呼んできた再構成音は，複数形成の
過程において閉鎖音と同一の振る舞いをおこなってきた。つまり，Rule1に関して，再構成音，
無声ふるえ音*r1で終わる単数語幹に，無声閉鎖音で終わる単数語幹に接辞される接尾辞と同
一の複数接尾辞が接辞された。また，再構成音，有声ふるえ音*r2で終わる単数語幹に，有声
閉鎖音で終わる単数語幹に接辞される接尾辞と同一の複数接尾辞が接辞された。このことか
ら，再構成音*r1は，無声閉鎖音の仲間であり，再構成音*r2は，有声閉鎖音の仲間であると考
えられる。したがって，ふるえ音と呼んできた再構成音を，違う名前で呼ぶのがよいであろ
う。これらは，ふるえ音の音色をもった，調音点が歯から歯茎あたりの，無声閉鎖音と有声閉
鎖音と考える。なお，これからは，たんに，*r1，*r2とだけ記すことにしよう。
再構成音*r1と*r2の性格が上のように定まったからには，本来のふるえ音rが独立して存在

しても不思議ではない。実際，再構成音*r1と*r2は，閉鎖音であるから，無声閉鎖音と有声閉
鎖音が示す極性的現象を示す。一方，鼻音は，極性的現象を示さないことは，既に考察した。
また，側面音lに関しては後に議論するが，側面音の一部は，複数形成において極性的現象を
示さない。側面音の一部は，複数形成において鼻音と同一の振る舞いを行う。これらの事実か
ら，再構成音*r1と*r2から独立したふるえ音rが存在し，このふるえ音rは極性的現象を示さ
なかったと考えられる。
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表7は，単数語幹の末尾の位置に再構成音*r1をもつ名詞を集めたものであった。当然，再
構成音*r2を単数語幹の末尾の位置にもつ名詞と，ふるえ音rを単数語幹の末尾の位置にもつ
名詞が存在するに違いない。再構成音*r2を単数語幹の末尾の位置にもつ名詞と，ふるえ音rを
単数語幹の末尾の位置にもつ名詞を明らかにしたいと思う。だが実は，これが容易でないので
ある。再構成音*r1を単数語幹の末尾の位置にもつ名詞の場合，その複数形がいわゆる「t-複
数形」として，現在の複数形成規則から見れば，不規則形として保存された。
複数形は，形態論的にも，意味論的にも，有標であろう。形態論的には，複数形は，単数形
からなんらかの形態論的操作を受けて，つくりだされる。意味論的には，「単数（Singulative）」
を除いて，モノを一般的に指示するのは単数であって，複数ではないであろう。そして，無標
の形式が規則的となりやすく，有標の形式が不規則形として保存されやすいと考えられる。
「t-複数形」が有標である複数形であったから，不規則形として保存されたのも不自然ではな
い。
しかし，再構成音*r2が単数語幹の末尾の位置にある場合，形態論的に，意味論的に，無標

である単数形は，規則的な形態論に従わなければならない。それゆえ，それらは，不規則形と
して保存されにくかった。なぜなら，再構成音*r2から由来した音をもつ形式は，その音がど
んな子音であろうとも，規則的な複数形成に従わなければならなかった。このために再構成音
*r2を単数語幹の末尾の位置に見つけることは，容易ではないのである。それでも，再構成音
*r2の対応を明らかにするために，再構成音*r2を単数語幹の末尾の位置にもつと考えられる名
詞を集めてみよう。
表8の対応表から分かるように，再構成音*r2は，環境により，歯有声閉鎖音dhか，歯茎有
声閉鎖音d，ふるえ音r，あるいは，半母音yで出現する。または，歯有声閉鎖音dhと歯茎有
声閉鎖音dが，HC4（終母音の脱落と，それにともなう語末の位置での無声化）により無声化
された子音thやtで出現する。したがって，再構成音*r2を単数語幹の末尾の位置にもつ名詞
を集めるために，同起源と思われる形式の集合の中で，少なくとも1つの形式が，単数語幹の
末尾の位置に，dh（th），d（t），rの1つの子音をもち，また，別の形式が，単数語幹の末尾の
位置に，dh（th），d（t），rとは異なる子音をもつ集合を中心に集めてみよう。

表9 再構成音*r2の対応

‘arrow’ ‘hoe’

sg. pl. sg. pl.

Lu: athEr� athEcE kwEr kue

Ac: atEro ategi kwEri kwei

Al: athEr� kwEr
La: kwErI kwei

Sh: weth withi kwer kweri

An: athEEr� atheere kwEErI kwEEyE
Ju: kwEr kwei

Di: with wieth
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‘maternaluncle’ ‘good(adj.)’

sg. pl. sg. pl.

Lu: ner neye bEr bEy�
Ac: nero bEr bEc�(adj.＝noun)
Al: ner bEr
La: nero bEr bEc�
Sh: ney/na/nay

An: naaro nare bEEr bEy�
Ju: bEr
Pa: ber biyyo

Di: ni-nEr piath piath(Trudinger)

Nu: ner(Stigand)

‘rain’ ‘bottom,buttock’

sg. pl. sg. pl.

Lu: k�th k�dhE
Ac: k�t
Al: k�th
La: k�t
Sh: koth tha

An: k�th kuunnhe thaw thAAthi
Ju: k�th thar

Pa: koth thou

Di thar

‘udder,femalepubicarea’

sg. pl.

Lu: øar‘vagina’
Ac: øaar øaarE
Al: øar
Sh: øaw øawi
An: øaw øAAthi
Di: ø�u øoth

「雨」を意味する名詞の対応において，どの言語の形式にもふるえ音，rは出現しない。これ
らの形式において，単数語幹末尾の位置にある子音は，歯有声閉鎖音dhと考えるべきかもし
れない。しかし，比較の対象をナイル語東方言にまで広げると，再構成音*r2を証明する証拠
が存在する。例えば，ナイル語東方言マサイ語に，En-karE(sg.)‘water’という形式を見つけるこ
とができる。
「鍬」と「母方叔父」を意味する名詞は，単数語幹の末尾の位置に，全ての言語がふるえ音r
をもっている。それならば，これらの名詞は，後の表11のふるえ音の対応表に入れるべきかも
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しれない。しかし，「鍬」と「母方叔父」を意味する名詞のルオ語複数形は，語幹の末尾の位置
に，半母音yをもつ。ルオ語では単数語幹がふるえ音rで終わる名詞は，規則的な複数形成で
あれば，複数語幹の末尾の位置に硬口蓋無声閉鎖音cをもたなければならない。したがって，
「鍬」と「母方叔父」を意味する名詞は，複数形成に関して不規則になっていることから，再構
成音*r2の対応例と考えた。
再構成音*r2が単数語幹の末尾の位置においてどのように出現するか，表9の対応表をまと
めると，表10になる。

表10 再構成音*r2の反映形

Lu: r,dh(th)

Ac: r,d(t)

Al: r,dh(th)

La: r,d(t)

Sh: r,dh(th),y,w

An: r,dh(th),w

Ju: r,dh(th)

Pa: r,dh(th)

Di: r,th(*dh),u

Nu: r,th(*dh)

再構成音*r2が出現する環境を指定することができるほど，多くの対応例を見つけることは
できない。ディンカ語とヌエル語では，終母音の脱落が生じる。それにともなう語末の位置で
の無声化が生じているために，有声閉鎖音を語末の位置において観察することができない。他
のナイル語西方言においても，再構成音*r2は，歯無声閉鎖音thで出現しているが，再構成音
*r2の本来の出現は，歯有声閉鎖音dhであった。HC2（終母音の脱落とそれにともなう語末
の位置での閉鎖音の無声化）により，歯有声閉鎖音dhは，歯無声閉鎖音thとなっている。こ
のことは，アニュワ語「雨」が「N-複数形」をもっていることからも証明できる。複数形が
「N-複数形」になりうるのは，名詞が，単数語幹の末尾の位置に有声閉鎖音をもっている場合
に限られるからである13）。
再構成音*r2は，歯有声閉鎖音dhか，ふるえ音r，あるいは，半母音，w，yで出現すると

考えて，間違いなさそうである。
次に，再構成音*r1でもない，また，*r2でもない，ふるえ音rは，どのような対応を，ナイ
ル語西方言で行っているのだろうか。ふるえ音rを単数語幹の末尾の位置にもつと考えられる
名詞を，表11に集めてみよう。

表11 ふるえ音rの対応

‘dove’ ‘hole’

sg. pl. sg. pl.

Lu: Akuru Akuce bur buce

Ac: akuuri bur

Al:
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La: Aku’ri bur

Sh: akur akuri bur buri

An: akuuru akuyi‘pigeon’ buur buri

Ju: akur buur

Pa: bur

Di: kur kuor pio’o’r pi’o’r(Trudinger)

Nu: ku’r ke-kwo’r

‘shoe,sandal’ ‘tall,long’

sg. pl. sg. pl.

Lu: wU�r wU�cE bor boyo

Ac: war bor boco

Al: wara bor boco

La: wAro bor boco

Sh: waro warr bar bari/berri/barri

An: war� war bAAr bAyo
Ju: baar

Pa: waro war baar

Di: waar war(Trudinger) baar bar

Nu: war wAri bar

（V’は，息もれ（breathy）母音を表示する。）

ルオ語においては，ふるえ音rは，語幹末尾の位置において，規則的な複数形成の過程では，
Rule3が適用されて硬口蓋無声閉鎖音cになる。表11の対応表において，ルオ語は，「高い」
を意味する形容詞を除いて，語幹末尾の位置に，単数形がふるえ音rを，複数形が硬口蓋無声
閉鎖音cをもつ。単数語幹の末尾の位置で，ルオ語のふるえ音rに，ナイル語西方言の各言語
は，ふるえ音rで対応している。表11に記載された名詞の複数形は，ほぼ全てが，単数語幹か
ら複数形成規則が適用されて，規則的に派生されている14）。表11の対応例から，ふるえ音r
は，再構成音*r1と再構成音*r2から独立して，西ナイル祖語に存在したと考えてよいだろう。
そして，西ナイル祖語において，ふるえ音rは，有声閉鎖音と自然類を構成し，有声閉鎖音で
単数語幹が終わる名詞と同一の複数形成を行っていた。つまり，複数語幹の末尾の位置におい
て，ふるえ音rは，Rule3が適用されて，硬口蓋無声閉鎖音cとなっていた。ただし，北ルオ
諸語やディンカ語，ヌエル語では，複数形成の改新が生じたために，硬口蓋無声閉鎖音cに
なっていない15）。
表11の対応例から，西ナイル祖語ふるえ音rは，ほぼ全てのナイル語西方言の言語におい
て，ふるえ音rで出現するので，西ナイル祖語ふるえ音rの出現の仕方を表にするまでもない
だろう。

3.2.語幹初頭の位置における対応
この章は，再構成音*r1と再構成音*r2を，語幹末尾の位置で考察することを主な目的として
いる。したがって，語幹初頭の位置において再構成音*r1と*r2がどのような出現の仕方をする
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かは，簡単に考察することにする。
語幹初頭の位置において，再構成音*r1なのか，あるいは，再構成音*r2なのかを決定するこ
とは困難である。なぜなら，表8と表10における語幹末尾の位置での再構成音*r1と再構成音
*r2の出現の仕方を見れば，再構成音*r1と再構成音*r2は，ともに，ふるえ音rと半母音w，
yなどで出現する。したがって，単純に音の違いだけで，再構成音*r1の対応なのか，あるい
は，再構成音*r2の対応なのかを決定することは容易でない。
また，語幹の末尾の位置においては，閉鎖音は，いわゆる極性的現象と呼ばれた無声音と有
声音の交替があった。単数語幹が末尾の位置に無声閉鎖音をもてば，その複数語幹末尾の位置
の子音は，有声閉鎖音である。また，逆に，単数語幹が末尾の位置に有声閉鎖音をもてば，そ
の複数語幹末尾の位置の子音は，無声閉鎖音である。しかし，語幹初頭の位置においては，こ
のような形態論的な情報から，無声と有声を区別する方法が存在しない。これら2つの理由か
ら，再構成音*r1と再構成音*r2を語幹の初頭の位置で区別するのは容易でないのである。
では，どのように再構成音*r1と再構成音*r2を，語幹初頭の位置で区別することができるだ
ろうか。表8と表10から，おおよそ以下のことが考えられる。再構成音*r1は，歯無声閉鎖音
th，硬口蓋無声閉鎖音c（特に，ルオ語など南ルオ諸語において，高母音iの前で），ふるえ音
r，半母音y，w，そして，二重母音の副音的要素として，母音i，uで出現する。再構成音*r2
は，歯有声閉鎖音dh，歯茎有声閉鎖音d，ふるえ音r，半母音w，yで出現する。これらの事
実から，歯無声閉鎖音thが現われる対応は，再構成音*r1の対応例と考えて間違いないであろ
う。また，歯有声閉鎖音dh，あるいは，歯茎有声閉鎖音dが現われる対応は，再構成音*r2の
対応と考えて間違いないであろう。そして，ふるえ音rや半母音が現われる対応は，*r1の対応
なのか，あるいは，*r2の対応なのか，明らかにできない可能性がある。
ともかく，歯無声閉鎖音th，あるいは，硬口蓋無声閉鎖音cが現われる対応の組を，再構成

音*r1を語幹初頭の位置にもつ名詞の対応例としよう。無声閉鎖音thと硬口蓋無声閉鎖音cが，
再構成音*r2の反映として，出現する可能性は，極めて低いと考えられるからである。また，
歯有声閉鎖音dh，あるいは，歯茎有声閉鎖音dが現われる対応の組を，再構成音*r2を語幹初
頭の位置にもつ名詞の対応例としよう。歯有声閉鎖音dhと歯茎有声閉鎖音dが，再構成音*r1
の反映として現われる可能性は，極めて低いと考えられるからである。表12は，語幹初頭にお
ける，再構成音*r1の対応例であり，表13は，再構成音*r2の対応例である。

表12 語幹初頭における再構成音*r1の対応

‘arrow’ ‘shaft’

sg. sg.

Lu: a-thEr�
Ac: a-tEro
Al: a-thEr�
Sh: weth

An: a-thEEr� thIIr
Ju: u-thEEr�
Di: with wai
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表13 語幹初頭における再構成音*r2

‘cow’ ‘person’

sg. pl. sg. pl.

Lu: dhIaN dhok dhan� ji

Ac: dyaN dyANi daano jii/j��
Al: dhyaN dhok dhan� j�
La: dyaN dy«Ni dano j�
Sh: dhyaN dhok dhano ji

An: dhIaN dhok dhaan� jEy
Ju: dhyeN dhak dhano

Pa: dhyaN dhok dhanho jou

Di: weN c�k raan k�c
Nu: yaN c�k raan naath

‘voice,throat’ ‘canoe’‘rat’

sg. sg. sg.

Lu: dw�l yie oyieyo

Ac: dwan yeya oyoo

Al: dwand yei

La: ye«
Sh: wel yay yiejo

An: dU�l jAAy jiio

Ju: yai aywiio

Pa: dwol yay yio

Di: rol riai riec‘mouse’

Nu: rool ryei

再構成音*r1が，歯無声閉鎖音thで出現するのは，再構成音*r1の語幹末尾の位置での出現
の仕方から考えて，可能性が高いと思われる。
再構成音*r2が，硬口蓋有声閉鎖音jで出現するのは，再構成音*r1と*r2を再構成すること
を確実にする（「人」を意味する名詞の複数形を参照）。なぜなら，再構成音*r2が再構成音*r1
の有声のカウンターパートであるからである。再構成音*r1が硬口蓋無声閉鎖音cで出現する
ことから，その有声カウンターパートである再構成音*r2が，硬口蓋有声閉鎖音jで出現する可
能性は高い。もちろん，語幹初頭の位置において，「人」を意味する名詞の単数形において，再
構成音*r2が歯有声閉鎖音dhで出現し，複数形において，硬口蓋有声閉鎖音jで出現するのは，
後続する母音が条件づけているのであり，歯有声閉鎖音dhも硬口蓋有声閉鎖音jも，再構成音
*r2を反映している。
「小船」，「ねずみ」を意味する形式は，ディンカ語，ヌエル語が語幹初頭の位置に，ふるえ音
rをもっているのに対して，他のナイル語西方言の言語は，半母音yをもつ（アニュワ語は，硬
口蓋有声閉鎖音をもっている）。表10において，再構成音*r2の反映形に半母音yが存在するこ
とから，ディンカ語，ヌエル語の形式に見られるふるえ音rとその他の言語の形式に見られる
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半母音yは，再構成音*r2の反映形と考えられる。また，南ルオ諸語においてはたいてい，ま
た，北ルオ諸語においても時々，硬口蓋有声閉鎖音jは，母音間で，半母音yになることから，
「小船」，「ねずみ」の対応に見られる半母音yは，硬口蓋有声閉鎖音jと関連が有ることがわか
る。「小船」，「ねずみ」を意味する形式において，基本的に，語幹母音は前舌高母音iで始まる
と考えられるから，再構成音*r2は，前舌高母音iが後続するとき，硬口蓋有声閉鎖音jで出現
し，硬口蓋有声閉鎖音jは，さらに，母音間の位置で半母音yになったものと考えられる。
また，再構成音*r1の対応例か，再構成音*r2の対応例なのか，明らかではない対応が存在する。

表14 語幹初頭における再構成音*r1の対応？

‘nose’ ‘thigh’

sg. sg.

Lu: um em

Ac: um em

Al: um

La: wum em

Sh: orom ram

An: um AAm
An: om/wum（Westermann）
Ju: cum camm

Pa: um

Di: wum cam

Nu: ruum cam

表12が，再構成音*r1の対応であり，表13が，再構成音*r2の対応であることは，なんと
か決定することが可能であった。しかし，表14の対応例が，再構成音*r1の対応であるのか，あ
るいは，再構成音*r2の対応であるのかを決定するのは容易でない。ただ，再構成音*r1がゼロ
で出現する可能性が高いことから，表14は，暫定的に，再構成音*r1の対応であるとしておこう。
再構成音*r1と再構成音*r2は，閉鎖音の仲間であり，有声と無声の対立を示すと考えてき

た。これらの再構成音とは別に，ふるえ音rが存在する。再構成音*r1と再構成音*r2は，ふる
え音の音色をもっていることから，ふるえ音rとの区別が明瞭でない。再構成音*r1，再構成音
*r2と，ふるえ音rの区別を明瞭にするために，ふるえ音rの語幹初頭の位置での対応を最後に
示しておこう。

表15 語幹初頭におけるふるえ音rの対応

‘blood’ ‘fish’ ‘meat’‘bad’

sg. sg. sg. sg.

Lu: rEm� rEc riNo rac

Ac: remu rEc riNu rac

Al: rEc riNo rac

La: remo reci(pl.) riNo rac

Sh: remo rejo riNo rac
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An: rEm� reeo riNo raac

Ju: remo reyo riNo rac

Pa: rimo/remo reo riNo rac

Di: riEm rEc riN rac

Nu: ryem rec riiN jyek

ふるえ音rは，ナイル語西方言のほとんど全ての言語において，語幹末尾の位置でもそうで
あったように，語幹初頭の位置で，ふるえ音rで出現する。表15の対応は，表12と表14の再
構成音*r1の対応や，表13の再構成音*r2の対応と全く異なることは明らかである。語幹初頭
の位置での対応からも，西ナイル祖語は，閉鎖音の仲間である再構成音*r1と再構成音*r2のほ
かに，ふるえ音rをもっていたと考えてよいだろう。

3.3.まとめ
再構成音*r1と再構成音*r2が西ナイル祖語に存在したことを証明した。ただし，表7，表
9，表11，表12，表13，表14，表15における対応例からだけでは，再構成音*r1と再構成音
*r2，並びに，ふるえ音rの存在を証明するのは容易でないだろう。しかし，この章で行った*r1
と*r2の再構成は，ナイル語西方言の形態論の再構成と結びついている。つまり，語幹末尾の
位置で生じる，ナイル語西方言の特徴である極性的現象を解明することと，密接に結びついて
いる。前節で議論したように，*r1と*r2を再構成することによって，いわゆる「t-複数形」の
ほとんどを，複数形成規則を用いて，整合的に説明できる。また，逆に，語幹がふるえ音rで
終わる名詞が，一見，極性的現象から外れているように見える事実も，*r1，*r2と，さらに，
ふるえ音rを想定することによって，うまく説明することができる。このように，形態論と結
びついた再構成は，単に音韻対応だけに基づいた再構成よりも，説得力のあることは明らかで
ある。したがって，再構成音*r1と再構成音*r2の再構成は，妥当性の高いものと言える。

4.再構成音，*l1と*l2の対応
西ナイル祖語，再構成音*l1と再構成音*l2の存在を証明することは，*r1と*r2の存在を証
明することよりも，困難である。なぜなら，再構成音*l1，ならびに，再構成音*l2を示すと思
われる例が，かなり少ないことによる。しかし，ここでは前節で*r1と*r2を再構成したやり方
と同じ方法を用いて，再構成音*l1と再構成音*l2を再構成することを試みる。

4.1.語幹末尾の位置における対応
単数形の語幹末尾の位置に側面音lをもち，しかも，複数形成に関して不規則な名詞は，2つ

の類に分かれる。一方の類に属する名詞は，ディンカ語とヌエル語を除いて，複数形が語幹末
尾の位置に，軟口蓋閉鎖音g，あるいは，kをもつ（表16）。他方の類に属する名詞は，複数形
が語幹末尾の位置に，歯茎無声閉鎖音t，あるいは，歯有声閉鎖音dhをもつ（表17）。

表16 語幹末尾における再構成音*l1の対応

‘goat’ ‘person’

sg. pl. sg. pl.

Lu: dIEl diegi ji(j�,cons.)16）
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Ac: dyEl dyegi jII/j��
Al: dyEl j�
La: dyel dyeggi j�
Sh: dyel dyek ji

Sh: jaldwoN jokdoN‘gentleman’16）

An: dIEl diek jEy
Ju: dyel dyek jo

Pa: jou

Di: boor booth(Ru) ror‘men’

Nu: dEEl deed(Kiggen)

‘thing’

sg. pl.

Lu: gi(n) gik

Lu: gir-ciemo gi(k)-ciemo‘eatingutensil’16）

Ac: gin gigu

Ac: girA‘mything’16）

Al: gin/gir

La: gIn gigu

Sh: gin gik

An: gin gii

Ju: gin

‘place’

sg. pl.

Lu: ka kuonde

Lu: kar-nInd� kuondenInd�‘sleepingplace’
Ac: ka‘placeof’16）

Al: kar

La: kan‘place,here’

Sh: keø kaj

An: kar kuure

Ju: kan‘here’

Pa: kaø

「モノ」，「場所」を意味する名詞は，単数語幹の末尾の位置に，ふるえ音rをもっている。し
かし，ふるえ音rは，時々，側面音lと混同することがある。実際，ルオ語「場所」を意味す
る名詞は，その複数語幹の末尾の位置に，歯茎鼻音と歯茎有声閉鎖音の連続ndをもつ。ルオ
語において，複数語幹の末尾の位置に歯茎鼻音・歯茎有声閉鎖音連続をもつ名詞は，複数形成
規則に従えば，単数語幹の末尾の位置に，側面音lをもたなければならない。したがって，「場
所」を意味する名詞は，単数語幹の末尾の位置に，本来，側面音lをもっていただろう。このよ
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うな側面音lとふるえ音rの混同は，アチョリ語「矢」を意味する名詞の複数形にも観察でき
る（アチョリ語atEr�(sg.),ategi(pl.)‘arrow’。アチョリ語の単数語幹は，ふるえ音rで終わって
おり，側面音lで終わっていない。それにもかかわらず，アチョリ語の複数形は，表9に入れる
べき形式となっている。単数語幹は，*r2で終わっており，複数語幹は，*l2で終わっていると
考えざるを得ない。再構成音*l1が複数形成規則により有声化した結果であろう。とすれば，
単数語幹か，あるいは，複数形成の過程において，再構成音*r1と再構成音*l1が混同されたと
考える）。
ともかく，表16に記載された名詞の中で，複数語幹の末尾の位置に，軟口蓋有声閉鎖音g，
あるいは，軟口蓋無声閉鎖音kをもつ名詞は，複数形が従来の研究において「k-複数形」と呼
ばれてきた名詞である。
また，「人間」の語幹末尾の位置において，再構成音*l1を想定するか，再構成音*l2を想定
するか，表16の対応から決定するのは困難である。再構成音*l2を単数形語幹末尾の位置にも
つと考え，再構成音*l1は，複数形成規則により無声化され，複数語幹末尾の位置に出現する
可能性が高い。

表17 語幹末尾における再構成音，*l2の対応

‘ant-hill,tomb’ ‘shellofeggs’

sg. pl. sg. pl.

Lu: lIEl liete

Ac: lyEl o-paal

Al: lyEl
La: lyEl
Sh: roro ror pal pat

An: lIEl leete a-paal a-pAt
Ju: lyEl lyedhen

Di: rel ret(Tucker&Bryan,1966) paat pat

Nu: rEEl ret(Tucker&Bryan,1966)

‘voice,throat’ ‘pasture,kraalforcattle’

sg. pl. sg. pl.

Lu: dw�l kul kunde

Ac: dwan akul

Al: dwand

La: kal

Sh: wel kal kat

An: dU�l dooti kaal kAAdi‘fenced-inarea’
Di: rol rot kal‘enclosure’

Nu: rool rol kal‘enclosure’

‘elbow’ ‘skin,body’

sg. pl. sg. pl.
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Lu: del dende

Ac: o-twEN del

Al: del denda

La: o-tyEn del

Sh: tyel teli del

An: o-tiel o-teeti deel deeti/deelli

Ju: del u-dwEl
Pa: u-tyel u-tendi del dendi

Di: dEl del

‘knife’

sg. pl.

Lu: pala pelni

Ac: pAAlA
Al: pala

La: pala p«li
Sh: palo pal

An: paal(a) pAt
Ju: pala

Pa: pala pale

Di: pal paal

表17に記載された名詞は，複数語幹の末尾の位置に歯茎無声閉鎖音tをもっている（ジュル
語，「蟻塚」は，歯有声閉鎖音dhを複数語幹末尾の位置にもつ）。「声」を意味する名詞は，ア
ニュワ語とディンカ語が，複数語幹末尾の位置に歯茎無声閉鎖音tをもつ。「放牧地」を意味す
る名詞は，シルク語だけが，複数語幹末尾の位置に歯茎無声閉鎖音tをもつ。「肘」，「皮膚」，
「ナイフ」を意味する名詞は，アニュワ語だけが，複数語幹末尾の位置に歯茎無声閉鎖音tをも
つ。
表17に記載された名詞の中で，複数語幹の末尾の位置に歯茎無声閉鎖音t，あるいは，歯有
声閉鎖音thをもつ名詞と，また，表16に記載されたディンカ語とヌエル語の形式で，複数語
幹の末尾の位置に歯無声閉鎖音や歯茎有声閉鎖音をもつ名詞も含めて，複数形が従来の研究に
おいて，「t-複数形」と呼ばれた。しかし，これらの「t-複数形」は，前節において，*r1と*r2
を再構成することで説明した「t-複数形」とは，全く異なるものであることに注意しなければ
ならない。前節で説明した「t-複数形」の多くは，単数語幹の末尾の位置に，ふるえ音rをもっ
ていたが，この節で扱う「t-複数形」は，単数語幹が末尾の位置に側面音lをもっているのであ
る。
そこで，前節での議論から類推して，表16の類に属する名詞は，単数語幹の末尾の位置に，
再構成音*l1をもっていると想定する。この想定から，すでに議論した5つの複数形成規則を
適用することによって，表16の類に属する名詞の複数形成が説明できる。この複数形成を，ル
オ語の「山羊」を意味する名詞を例にして示す。

154



図11「k-複数形」の派生

‘goat’ *dIEl1 (sg.)

Rule1 dIEl1iKe
Rule2 dIEl2iKe
Rule5 dIEl2i

diegi (pl.)

図11において，「山羊」を意味する名詞は，単数語幹が末尾の位置に，再構成音*l1をもつ。
前節の議論から類推して，再構成音*l1は，側面音の音色をもち，調音点を歯茎から口蓋あた
りとする無声閉鎖音と仮定しておく。単数語幹が無声閉鎖音で終わるので，Rule1に従って，
複数接尾辞-iKeが接辞される。Rule2が適用され，再構成音*l1は，有声化される。有声化さ
れた子音を，前節において再構成音*r1が有声化された子音に*r2という表記を用いたように，
ここでは*l2で表記する。派生の最終段階において，残った「仮定的子音」Kを消去するため
に，Rule5を適用する。派生された複数形は，*diel2iとなる（母音調和に関しては議論を省略
する）。再構成音*l1が有声化された子音*l2は，実際には，図11においては軟口蓋有声閉鎖音
gで出現する。
表17の類に属する名詞は，単数語幹が末尾の位置に，再構成音*l2をもつと考えられる。再

構成音*l2を想定すると，表17の類に属する名詞の複数形成を，5つの複数形成規則によって
説明することができる。図12において，「蟻塚」を意味するルオ語の名詞の複数形成を示す。

図12「t-複数形」の派生

‘ant-hill’ *lIEl2 (sg.)

Rule1 *lIEl2Ke
Rule2

Rule3 *lIEl1e
liete (pl.)

再構成音*l2は，側面音の音色をした，調音点を歯茎から口蓋あたりとする有声閉鎖音と仮
定する。再構成音*l2は，再構成音*l1の有声カウンターパートである。「蟻塚」を意味する名
詞は，単数語幹が有声閉鎖音で終わるので，複数形成規則Rule1に従い，複数接尾辞-Keが接
辞される。次に，Rule2が適用されるが，もともと*l2は有声音なので，有声化を受けてもな
んら変化はない。その後，Rule3が適用される。Rule3は，「仮定的子音」Kが先行する子音
を無声化する規則である。再構成音*l2が無声化されると，定義上，無声のカウンターパート
である子音*l1になるはずである。派生の最終段階で，*l1となった子音は，実際には，図12
においては歯茎無声閉鎖音tで出現する17）。
図11と図12の複数形成は，かなり妥当なものである。そうであっても，再構成音*l1を表

16の類に属する名詞の単数語幹末尾の位置に想定し，再構成音*l2を表17の類に属する名詞の
単数語幹末尾の位置に想定することを，単に対応からは一義的に決定できない。しかし，再構
成音*l1を表16の類に属する名詞の単数語幹末尾の位置に想定し，再構成音*l2を表17の類に
属する名詞の単数語幹末尾の位置に想定する根拠が存在する。
複数形成の5つの規則を形式的に考察すれば，以下のことが考えられる。複数の接尾辞は，
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2つの異形態素-iKeと-KEからなる。単数語幹が無声閉鎖音で終わる名詞に複数接尾辞-iKeが接
辞され，単数語幹が無声閉鎖音以外の子音で終わる名詞に複数接尾辞-KEが接辞される。形式
的に，母音iは，接尾辞-iKeが接辞される時にのみ，複数形の終母音として現われる。接尾辞-
iKeが接辞されるのは，単数形が語幹末尾の位置に無声閉鎖音をもつ名詞なので，複数形にお
いて終母音iをもつ名詞は，原則的に，単数形が語幹末尾の位置に無声閉鎖音をもたなければ
ならない。
今，図11の「山羊」を意味する名詞の複数形成を見てみよう。図11の「山羊」を意味する

名詞は，その複数形が終母音iをもっている。このことは，上での考察が正しければ，「山羊」
を意味する名詞は，複数形成の過程で，複数接尾辞-iKeが接辞されたことを示している。それ
は，先に述べたように，「山羊」を意味する名詞は，単数語幹の末尾の位置に無声閉鎖音をもっ
ていたことを示す。このように，図11の複数形成を行う名詞は，表16の類に属する名詞であ
り，単数形が語幹末尾の位置に無声閉鎖音をもつ。したがって，表16の類に属する名詞は，単
数形が語幹末尾の位置に，再構成音*l1をもつと考えられる。
逆に，図12の「蟻塚」を意味する名詞は，その複数形が終母音iではなく，eをもつ。これ

は，複数接尾辞-KEが接辞されたことを示している。このことは，「蟻塚」を意味する名詞が，
単数語幹末尾の位置に有声閉鎖音をもつことを示す。このように，図12の複数形成を行う名
詞は表17に属する名詞であり，単数語幹末尾の位置に有声閉鎖音をもつと考えられる（正確に
は，無声閉鎖音以外の子音をもつ）。したがって，表17の類に属する名詞は，単数形が語幹末
尾の位置に再構成音*l2をもつと考えることができる。
再構成音*l1と再構成音*l2の出現の仕方を，表16と表17の対応例から，簡単にまとめよう。
再構成音*l1と再構成音*l2は，単数語幹の末尾の位置において，たいてい，側面音lで出現す
る。再構成音*l1が複数形成の過程でRule2により有声化された子音は，軟口蓋有声閉鎖音g
で出現する。軟口蓋無声閉鎖音kで出現する対応例があるが，それは，HC4（終母音の脱落と
それにともなう語末の位置での閉鎖音の無声化）により，軟口蓋有声閉鎖音gが無声化された
ものである。
再構成音*l2が複数形成の過程でRule3により無声化された子音は，歯茎無声閉鎖音tで出現

する。ジュル語において歯有声閉鎖音dhで出現しているが，これは，他の複数形成からの類
推によるものと考えられる。
再構成音*l1は，再構成音*l2の無声カウンターパートであり，また逆に，再構成音*l2は，再

構成音*l1の有声音カウンターパートであるから，再構成音*l1がRule2により有声化された子
音は，再構成音*l2であるはずである。また，再構成音*l2がRule3により無声化された子音
は，*l1であるはずである。したがって，再構成音*l2が無声化された子音が，歯茎無声閉鎖音
tとして出現するのなら，再構成音*l1は，歯茎無声閉鎖音tとして出現する可能性があるだろ
う。また，再構成音*l1がRule2により有声化された子音が，軟口蓋有声閉鎖音gで出現する
のなら，再構成音*l2は，軟口蓋有声閉鎖音gで出現する可能性がある（ただし，側面音lで終
わる語幹は，規則的な複数形成規則が適用されると，側面音は，複数形語幹末尾の位置におい
て鼻音・閉鎖子音結合ndになる。ndは，Simp.により，歯茎有声閉鎖音dになる。そして，
終母音の脱落と語末の位置での無声化を受けると歯茎無声閉鎖音tになる。しかし，この複数
形成は，南ルオ方言においては存在が確認されるが，その他の方言においては存在が確認でき
ない。また，アニュワ語「声」「肘」では終母音の脱落は生じていないにもかかわらず，複数形
語幹末尾の位置に歯茎無声閉鎖音が出現する）。
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表16と表17は，現在の規則的な複数形成にあっては，いわゆる不規則形として，語彙体系
内で孤立した名詞ばかりであった。これらは，再構成音*l1と再構成音*l2が音韻体系内に位置
づけられていた時代においては，複数形成の規則が適用され，規則的な複数形を形成してい
た。しかし，通時的発展の中で，再構成音*l1と*l2に音韻変化が生じた結果，過去には規則的
であった複数形が，不規則形として孤立してしまった。ただし，再構成音*l1や*l2から由来し
た子音を単数語幹末尾の位置にもつ全ての名詞が，必ず，複数形を不規則形として保存するわ
けではない。再構成音*l1や*l2から由来する子音がどんな子音であろうと，再構成音*l1や*l2
から由来した子音に基づいて，それぞれの言語における，現在の複数形成規則，つまり，改新
規則が適用され，新たな，そして，複数形成の観点からは規則的な複数形を形成する名詞が存
在しても，なんら不思議ではない。そうであれば，いわゆる「t-複数形」や「k-複数形」以外
の，今は規則的な複数形成を受けるようになってしまった名詞が，再構成音*l1や*l2に由来す
る子音を単数語幹末尾の位置にもっていたとしても，不思議ではないであろう。実際，それら
しい対応例が存在する。表18は，単数語幹の末尾の位置に，再構成音*l2を想定する名詞であ
るが，複数形成に関しては，それぞれの言語において，現在の複数形成規則が適用されてい
る。その結果，それぞれの複数形は，それぞれの言語において規則的な形式になっている。

表18 単数語幹末尾における再構成音*l2の対応

‘foot’ ‘frog’

sg. pl. sg. pl.

Lu: tIEl� tiende �-gwal �-gwandE
Ac: tyEn tyEnE o-gwal

Al: tyEl� tyEnd
La: tyEn
Sh: tyelo tyel o-gwallo-gwali

An: tIEl� tIEl o-gwaalo-gwAlle
Ju: tyElo u-gwal

Pa: tyelo tyel u-gwal u-gwale

Di: cok cok a-guek a-guek

Nu: cook/cog co/cugne(Stigand) guek guekni(Kiggen)

表18において，ディンカ語とヌエル語は，単数語幹末尾の位置に軟口蓋無声閉鎖音k，ある
いは，軟口蓋有声閉鎖音gをもつ。ディンカ語，ヌエル語においては，HC2により終母音が
脱落し，それに伴い，語末の位置で，閉鎖音は無声化することがあった。特にディンカ語で
は，HC2とHC4の通時的変化が名詞語彙体系全体に生じた結果，全ての名詞は，有声閉鎖
音を語末の位置にもつことはない。したがって，語末の位置に見られる軟口蓋無声閉鎖音k
は，本来，軟口蓋有声閉鎖音gであった可能性がある。
表18における単数語幹末尾の位置に出現する軟口蓋有声閉鎖音g（実際は，軟口蓋無声閉鎖
音k）は，表16における複数語幹末尾の位置に見られる，再構成音*l1のRule2により有声化
された子音が，軟口蓋有声閉鎖音gで出現することと一致する。再構成音*l1が有声化された
子音は，定義上，再構成音*l2と同一であるから，表18は，再構成音*l2の対応例と考えられ
る。ディンカ語，ヌエル語をも含めて，表18の名詞は，それぞれの言語において現在は規則的
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な複数形をもっている。いわゆる「t-複数形」や「k-複数形」と呼ばれた一見不規則な複数形
をもたない。これらの名詞は，現在の単数形を基準として，改新規則が適用されて規則的な複
数形をつくっていると考えられる。
再構成音*l1を単数語幹末尾の位置にもつと考えられる名詞の対応例は，表19である。

表19 単数語幹末尾における再構成音*l1の対応

‘corner,inside’ ‘calabash,gourd’

sg. pl. sg. pl.

Lu: gUl wal wAnde
Ac: gwIc gwIca a-waal ‘calabashbowl’

Al: gUl wal

Sh: got u-kwol u-kuoli

An: g��t g��dE k��y kwooi‘milkgourd’

Di: guok guok ku��t kot(Trudinger)

‘gecko’

sg. pl.

Lu: o-lele o-lende

An: leey leei

Di: a-leu

「かど」を意味する名詞において，ディンカ語は，語幹末尾の位置に軟口蓋無声閉鎖音kをも
つ。それ以外は，シルク語とアニュワ語が「かど」を意味する名詞の語幹末尾の位置に，歯茎
無声閉鎖音tをもち，ディンカ語が「ひょうたん」を意味する名詞の語幹末尾の位置に，歯茎無
声閉鎖音tをもつ。「やもり」を意味する名詞は，表19に入れるべきか疑問がある。
表19において，側面音lと歯茎無声閉鎖音tが対応することは，表17において，再構成音

*l2がRule3の適用により無声化された子音が歯茎無声閉鎖音tで出現することと一致する。再
構成音*l2が無声化された子音は再構成音*l1なのであるから，したがって，表19は，再構成
音*l1の対応例と考えられる。ただし，複数形は，それぞれの言語における改新規則が適用さ
れて，規則的な複数形になっている。
再構成音*l1と再構成音*l2は，無声閉鎖音と有声閉鎖音であり，西ナイル祖語の時代には，

複数形成の過程において極性的現象を示していた。では，これらの子音以外に，閉鎖音と自然
類を構成しない側面音は存在したのだろうか。表20は，閉鎖音とは自然類を構成しない側面
音の対応例と考えられる。

表20 語幹末尾における側面音の対応例

‘dirt’ ‘python’

sg. pl. sg. pl.

Lu: cilo Nielo
Ac: cilo øello
Al: cilo Nyelo‘boa’
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La: cilo

Sh: cil/cilo øialo øiali
An: cilo cil øAAllo øAAlli
Pa: cilo

Di: a-cu�l øiel øel
Nu: øaal øAAli(Kiggen)

‘sky,cloud’ ‘sky,above’

sg. pl. sg. pl.

Lu: polo mAlo
Ac: polo‘sky’p�l‘cloud’ malo‘above’

Al: polo malo

La: malo

Sh: polo pol mal

An: maal/maal�
Ju: malo

Pa: polo malo

Di: piol nhial18）

Nu: pool poli(Kiggen) nhial nhili‘weather’

表20において，側面音の対応は，再構成音*l1や*l2とは異なり，ナイル語西方言の子音体
系を特徴づけている極性的現象を示していない。単数形語幹末尾の位置においても，複数形語
幹末尾の位置においても，側面音lが出現している。極性的現象を示すのは閉鎖子音に限られ
ている。したがって，表20の対応例は，閉鎖子音の仲間ではない。また，再構成音*l1や*l2
とは異なる音素の対応を示していると考えられる。

4.2.語幹初頭の位置における対応
前にも述べたように，語幹末尾の位置では，再構成音は限られた環境での出現しか観察でき
ない。語幹末尾の子音に後続する母音は，後続する接尾辞により限られているからである。し
たがって，より広い環境における再構成音の出現の仕方を知るためには，語幹初頭の位置での
対応を検討しなければならない。ところが，再構成音*l1の対応例なのか，あるいは，*l2の対
応例なのかを語幹初頭の位置で決定するのは容易ではない。なぜなら，既に議論したように，
語幹末尾の位置であれば，ナイル語西方言の特徴である閉鎖子音の極性的現象から，無声閉鎖
音であるか，有声閉鎖音であるかを決定することができる。しかし，語幹初頭の位置では，無
声閉鎖音であるか，有声閉鎖音であるかを決定する形態論的な根拠が存在しない。したがっ
て，語幹初頭の位置での，再構成音*l1と再構成音*l2の決定は，曖昧なままで済まさざるを得
ない。そうではあるが，表21では，再構成音*l1と思われる対応例を，表22では，再構成音
*l2と思われる対応例を集めることにする。また，表23では，閉鎖子音とは自然類を構成しな
い側面音lの対応例を示す。
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表21 語幹初頭における再構成音*l1の対応

‘tosay,speak’ ‘speech’

sg. pl.

Lu: ko

Ac: k�b� ‘tointerpret’ kop ‘matter,dispute’

La: kobbo kop ‘matter,dispute’

Sh: kwop(kobo(intr.)) kwop

An: koo luuboluup

Ju: k�b(kobo)/r�b(rubo)
Pa: kobo/lubo

‘work,job’ ‘earth,soil’

sg. pl. sg. pl.

Lu: tic tiye/tije lowo lope

Ac: tic lobo

Al: tic

La: tic lobo

Sh: tij‘towork’ labo

An: tiic tiye

Pa: tic labo

Di: luoi luooi tiop

Nu: laÿ lAdni(Kiggen)tiop ‘mudmixedwithcow’surine’

再構成音*l1が複数形成の過程において，Rule2により有声化された子音*l2が，表16の対
応例が示しているように，硬口蓋有声閉鎖音gで出現するのであれば，*l2の無声閉鎖音カウン
ターパートである再構成音*l1が語幹初頭の位置においても軟口蓋無声閉鎖音kで出現して不
思議はないだろう。表21において，「話す」を意味する動詞は，パリ語が，側面音lではじま
る形式と，軟口蓋無声閉鎖音kではじまる形式を異形態としてもつ。ジュル語は，「話す」を意
味する動詞に，ふるえ音rで始まる形式と，軟口蓋無声閉鎖音kで始まる形式をもつ。ふるえ
音rと側面音lの混同はときどき観察される。表21において，「仕事」，「土」を意味する名詞は，
側面音lで始まる形式と，歯茎無声閉鎖音tで始まる形式が混在している。再構成音*l2がRule
3により無声化された子音は，表12の対応例が示すように，歯茎無声閉鎖音tで出現すること
から，歯茎無声閉鎖音tは再構成音*l1を反映していると考えられる。

表22 語幹初頭における再構成音*l2の対応

‘word’ ‘tosay’ ‘tohear’

sg. pl.

Lu: wac wece wac� winjo

Ac: waac waco wiøo
Al: wac waco winjo

La: wiøøo
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Sh: liN
An: waac waaE waac wiøøo
Ju: liN
Pa: winji

Di: wEt wel luel

Nu: lath liN

‘ditch’

sg. pl.

Ac: goolo‘todigup’

Al: golo‘todigup’

La: gollo‘todigup’

Sh: gol‘todigout’

An: a-guulA a-guule

Di: lol lool

Nu: lool loli‘smallchannelfromriver’

表22は，語幹初頭の位置における再構成音*l2の対応例と考えている。「聞く」，「言う」を
意味する動詞は，語幹初頭の位置に側面音lをもつ形式と，半母音wをもつ形式が混在する。
半母音wは，軟口蓋有声閉鎖音gから由来したと推論する。しかし，推論を確かなものにする
ためには，さらなる対応例が必要だろう。

表23語幹初頭における側面音lの対応

‘urine’ ‘animal,antelope’

sg. pl. sg. pl.

Lu: lac lece le le

Ac: lac lee lee

Al: lai lei

La: le le

Sh: lac lay lai

An: laac lAAy lAAi
Ju: lac lai

Pa: lay layi

Di: lac lEi lai

Nu: lei leini

‘tooth’ ‘tongue’

sg. pl. sg. pl.

Lu: lak leke lEp lepe

Ac: lak lEb
Al: lak lEb/lEp
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La: lak lEb
Sh: lejo lek lep leb

An: leeo lak lEEp leepi

Ju: leyo lak lEb
Pa: leo lak lep lepi

Di: leec lec liep liep

Nu: lei lec lep

‘fly’

sg. pl.

Lu: lwaNnI luAnge
Ac: lwaN� lwANi
La: lwaN� lw«Ni
Sh: lwaNo lwaN
An: lwaNN� lwaNNI
Pa: loNo loNi
Di: luaN lueN
Nu: lwoN/loN/luAN

表23は，語幹初頭の位置での，側面音lの対応を示している。ナイル語西方言，全ての言語
において，側面音lが出現する。しかし，ここで指摘しておかなければならないことがある。
表23において，確かに，ナイル語西方言全ての言語が，全ての形式において，側面音lで対

応している。だが，既に見てきたように，再構成音*l1と*l2は，しばしば，側面音で出現す
る。したがって，表23における側面音lが，再構成音*l1や*l2から由来したものでないと決
して即断できない。偶然，ナイル語西方言全ての言語が，再構成音*l1や再構成音*l2を側面音
lで出現させている可能性は否定できないだろう。そうであるから，表23は，あくまでも，再
構成音*l1や*l2に由来することを証明できない形式の集合と考えなければならない。

5.まとめ
本研究は，西ナイル祖語再構成音*r1，*r2と，*l1，*l2を再構成する試みである。*r1，*r2
と，*l1，*l2を再構成することによって，これまで単に不規則形として扱われてきた「t-複数
形」と「k-複数形」を，合理的に5つの複数形成規則によって説明することができる。「t-複
数形」の歯閉鎖音や歯茎閉鎖音の要素と，「k-複数形」の軟口蓋閉鎖音の要素は，決して複数
の要素ではないし，ましてや，複数接尾辞の一部ではない。それらの子音的要素は，名詞の語
幹末尾の子音を反映している。
「t-複数形」や「k-複数形」は，西ナイル祖語の時代には，規則的な複数形であった。西ナイ
ル祖語の時代には，再構成音*r1，*r2と，*l1，*l2は，閉鎖子音のメンバーであり，閉鎖子音
として複数形成の規則に従っていた。しかし，*r1が*r2と，*l1が*l2と，対となることをや
めたとき，子音体系は変化した。再構成音*l1，*l2から由来する側面音lは，本来の側面音と
同様に鼻音と自然類を構成するようになり，再構成音*r1，*r2から由来するふるえ音rは，本
来のふるえ音と同様に子音体系内で孤立した。子音体系の変化は，複数形成の改新をもたらし
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た。このとき，「t-複数形」と「k-複数形」は，不規則形として改新から取り残されたのである。
この論文では，再構成された子音を，それぞれ，*r1，*r2と，*l1，*l2の記号を用いて表記
した。しかし，既に論じたように，これらの子音は，無声閉鎖音と有声閉鎖音の組である。し
たがって，rやlの記号を用いることは不適切かもしれない。しかし，再構成音*r1，*r2が，
多くの場合，ふるえ音rで出現することと，再構成音*l1，*l2が，たいていの場合，側面音l
で出現することから，*r1，*r2，*l1，*l2の記号を用いることにする19）。
また，*r1，*r2，*l1，*l2の中で，*l1，あるいは，*l2と，第2章で議論した複数形をつくる
接尾辞を構成する「仮定的子音」Kとの関連について指摘しよう。第2章において，「仮定的子
音」Kは，母音間において歯茎鼻音nになるという通時的変化を想定した。これは，現在，話
されているマサイ語において，共時的な音韻変化として，軟口蓋無声閉鎖音kがある母音の間
において歯茎鼻音nになるという現象からの類推であった。しかし，軟口蓋無声閉鎖音kが母
音間において歯茎鼻音nになるという共時的な現象は，音声学の知識からは，あまり自然な現
象と考えられない。ただし，ここで，マサイ語の軟口蓋無声閉鎖音kが，必ずしも，常に，歯
茎鼻音nになるわけではないことに注目しなければならない。同じ環境において，歯茎鼻音n
に変化しない軟口蓋無声閉鎖音kが存在することに注目しなければならない。鼻音間において
歯茎鼻音nに変化する軟口蓋無声閉鎖音kと，歯茎鼻音nにならない軟口蓋無声閉鎖音kは，起
源が異なる可能性がある。そして，母音間で歯茎鼻音nになる軟口蓋閉鎖音kは，この章にお
いて再構成した*l1と関連がある可能性がある。再構成音*l1は，ある環境では軟口蓋音kとし
て出現し，別の環境では歯茎音tとして出現する。「仮定的子音」Kが，実際，どのような子音
であったかを決定することは可能ではないが，1つの可能性として，この章で再構成した*l1
を，「仮定的子音」Kの候補として考えたい。
最後に，ふるえ音rと側面音lの対応例として記載した表は，ふるえ音rと側面音lの対応で
あると確証するのは容易でない。ナイル語西方言の言語全てが，ふるえ音rや，側面音lで対応
しているからと言って，それらのふるえ音rや側面音lが，再構成音*r1や，特に，再構成音*r2
から由来したふるえ音rであったり，また，再構成音*l1や，再構成音*l2から由来した側面音
lである可能性を否定することは不可能である。したがって，表11と表15の対応例は，あくま
でも，再構成音*r1，特に，再構成音*r2に由来するとは確認できない対応例であると理解すべ
きであり，また，表20と表23の対応例は，再構成音*l1や再構成音*l2に由来するとは確認
できない対応例であると理解すべきである。たとえナイル語西方言の言語全てが，ふるえ音r
や側面音lで対応していても，それらのふるえ音rや，側面音lが，再構成音*r1，*r2や，*l1，
*l2から由来する可能性があることは，強調されなければならない。
しかし，*r1，*r2，*l1，*l2の再構成が，ナイル語比較研究をより豊かにすることは間違いな

い。

6.ナイル諸語における再構成音*r1，*r2，*l1，*l2─西ナイル祖語をこえて─
ナイル語西方言の外では，再構成音*r1，*r2，*l1，*l2は，どのように対応しているのだろ
うか。ナイル語東方言，ナイル語南方言と，ナイル語西方言を比較してみよう。表24は，語幹
末尾の位置での再構成音*r1の対応例である。表25は，語幹初頭の位置での再構成音*r1の対
応例である。表26は，語幹末尾の位置での再構成音*r2の対応例である。語幹初頭の位置での
再構成音*r2の対応例は，残念ながら見つけることができない。表27は，語幹初頭の位置での
再構成音*l1の対応例である。表28は，語幹末尾の位置での再構成音*l2の対応例である。表
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29は，語幹初頭の位置での再構成音*l2の対応例である。理由は不明だが，再構成音*l1の語幹
末尾の位置での対応例を見つけることができない。
再構成音*r2と再構成音*l2は，有声閉鎖音の性格をもっている。ナイル語東方言とナイル語
南方言において，ナイル祖語有声閉鎖音は弱化した。そして，語幹末尾に位置した有声閉鎖音
は，先行する母音とともに，二重母音，あるいは，長母音をつくった。語幹末尾の位置では，
このように弱化したナイル祖語有声閉鎖音を，ナイル語東方言や南方言に探すことができる。
しかし，語幹初頭の位置では，弱化して二重母音や長母音の要素となったナイル祖語有声閉鎖
音の反映を探すことは容易でない。このことが，語幹初頭の位置で，再構成音*r2や再構成音
*l2の対応を見つけることが困難である理由である。

6.1.ナイル祖語再構成音*r1，*r2

表24 語幹末尾におけるナイル諸語再構成音*r1の対応20）

‘road,path’

WN Lu:yo(sg.),yore(pl.),Ac:yoo(sg.),Al:yo(sg.),La:yo(sg.),

Sh:yo(sg.),yieth(pl.),An:joo(sg.),jiedhi(pl.),Ju:yo(sg.),

yedhen(pl.),Pa:yoo(sg.),Di:war(Ru)

EN Ba:kI-k�?(sg.),kI-k�l-In(pl.),Ma:en-koi-toi(sg.),
in-koi-toi(pl.),On:n’I-k�I(sg.),nI-k’�I-nI(pl.),

Ko:N-go’i-t(sg.),N-go’i-dhin,Ca:n-koi-tei(sg.),
Lo:E-k�I(sg.),E-k�-tIn(pl.),Tu:e-r-ot(sg.),NI-r-�tIn,
Te:e-r-ot(sg.),e-r-otin(pl.)

SN Ki:�:r,Na:o:r,Sa:ar,Po(C):�r,Po(Suk):or

観察：
ナイル語東方言，バリ語とロトゥホ・マア語グループが，ナイル語西方言と同起源の形
式をもつ。テソ・トゥルカナ語グループの形式は，同起源と考えるのは困難である。
語幹末尾の位置で，再構成音*r1は，ナイル語東方言において，たいてい，二重母音の
一部になっている。
語幹初頭の位置の子音は，ナイル祖語再構成音，軟口蓋無声閉鎖音*kを再構成する。ナ

イル祖語再構成音，軟口蓋無声閉鎖音*kは，語幹に先行する要素をもつ形式において，ナ
イル語西方言では，軟口蓋有声閉鎖音gで出現する。軟口蓋有声閉鎖音gは，Vowel
Breakingで生じた高母音の前で口蓋化して，硬口蓋有声閉鎖音jになる。さらに，硬口蓋
有声閉鎖音jは，普通，ナイル語西方言において，母音間の位置においては半母音yで発音
される。
ナイル語東方言，バリ語，オンガモ語，ロトゥホ語は，語幹に先行する要素をもつ。
ナイル語南方言の対応を説明するには，語幹初頭の位置において，軟口蓋無声閉鎖音k
を脱落させたと考えなければならない。しかし，その脱落を証明する証拠はない。
以上の観察からナイル祖語再構成形を大胆に想定すると，PN*kwI-k�r1（母音の［ATR］
値は不明）となる。ただし，ナイル語東方言の対応を重視すると，ナイル祖語再構成形は，
PN*kwI-k�r2であろう。
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‘oil,butter’

WN Lu:m�(sg.),modhi/m�rE(pl.),Ac:m��(sg.),Al:m�(sg.),
La:m�(sg.),moe(pl.),Sh:mau(sg.),mad(pl.),An:maa�(sg.),
mAdhi(pl.),Ju:mou(sg.),Pa:mau(sg.),mawe(pl.),Di:miok(sg.)

EN Tu:a-kI-my-Et(sg.),Te:e-ki-my-et,Km:a-ki-my-et(sg.),
Na-my-etA(pl.)

SN Na:mwa:y-ta,Ki:mwAAi-tA,Sa:mway-tya,Po(Suk):mwac

観察：
ナイル語東方言において，テソ・トゥルカナ語グループのみが，ナイル語西方言と同起
源形式をもつ。しかも，テソ・トゥルカナ語の形式は音節を縮小していて，再構成音*r1
にあたる要素は，保持されていないと考えられる。あるいは，両唇鼻音mに後続する半母
音yが，再構成音*r1に由来する可能性があるかもしれない。
ナイル語南方言は，語幹末尾の位置に，半母音y，声門摩擦音c，あるいは，二重母音を

構成する要素をもつ。これらのナイル語南方言の対応は，有声閉鎖音を再構成する可能性
を示唆している。したがって，ナイル祖語再構成音*r2を再構成する可能性を否定できな
い。
以上の観察から想定されるナイル祖語再構成形は，PN*kwi-mAr1，あるいは，PN*kwi-
mAr2である。

‘grandfather’

WN Lu:kwar�(sg.),kuere/kueye(pl.),Ac:kwaro(sg.),
Al:kwaro(sg.),Sh:kwa(sg.),kwai(pl.),An:kwar�(sg.),
kwAre(pl.),Ju:ku�(sg.),Di:k�-kwar(sg.),Nu:kwaa’r/
kuaar(sg.),kuar(pl.)‘chief’

EN Ba:øa-kwar-I(sg.),øa-kwar-yat(pl.)‘grandchild’,
Ma:�l-a-kUy-Ia(sg.),Il-a-kUy-Iak(pl.),Ca:A-kuy-A(sg.),

A-kuy-Aritin(pl.),Lo:a-xony-i(sg.)
SN Na:ko:ko‘grandchild’,Ki:Akui‘grandfather’,

Sa:koko‘grandmother’,Po(Suk):kuko‘relationbetweengrandparentsandgrandchildren’

観察：
バリ語「孫」を意味する形式は，「祖父」を意味する形式に接頭辞が付加された形式であ
る。ナイル語東方言においては，バリ語だけが，再構成音*r1に由来するふるえ音rを出現
させる。ナイル語東方言の他の言語においては，再構成音*r1は，半母音yで出現する。
ナイル語南方言の形式は，「孫」と「祖父，祖母」の関係にある人を表現する。
再構成音*r1は，ナイル語南方言において，長母音や二重母音を構成する要素で出現する。
上記の観察から大胆にナイル祖語再構成形を想定すると，PN*kor1と考えられる。

‘head’

WN Lu:wic(sg.),wiye(pl.),Ac:wic(sg.),Al:wic(sg.),
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La:wic(sg.),Sh:wic(sg.),wath(pl.),An:wic(sg.),widhi(pl.),

Ju:ruoth(sg.),Pa:wic(sg.),widhi(pl.),Di:yeth(sg.),yieth(pl.),

Nu:wic(sg.),wath(pl.)

EN Ba:kwe/kue(sg.),ku-sik(pl.),Ma:eN-kue(sg.),
iN-kue-Si(pl.),On:na-Sie(sg.),na-Sie-t’in(pl.),

Ko:N-g’ue(sg.),Ca:n-kwe(sg.),n-kwe-ci(pl.),
Lo:nA-xou(sg.),Tu:A-kou(sg.),NA-kow-i(pl.),
Te:a-kou(sg.),Km:a-kou

観察：
ナイル語南方言に，ナイル語西方言，東方言と起源を同じくすると考えられる形式を見
つけることができない。
語幹初頭の位置に，再構成音*kwを再構成する。ナイル祖語再構成音*kwは，両唇軟口
蓋無声閉鎖音と考えられるが，ナイル語西方言では半母音wで出現し，ナイル語東方言で
は軟口蓋無声閉鎖音kで出現する。
バリ語と，マア語グループにおいて，再構成音*r1は，ゼロで出現する。ロトゥホ語と，
テソ語・トゥルカナ語グループにおいて，再構成音*r1は，降り二重母音の副音的要素u，
あるいは，wで出現すると考えられる。
以上の観察からナイル祖語再構成形は，PN*kwer1と考える。

‘gumofmouth’

WN Sh:øar(sg.),An:øAAr(sg.),øAdhi(pl.),Di:øaar(sg.),
øar(pl.),Nu:øaar(sg.),øar(pl.)

EN Ba:Nid-o?(sg.),Ca:Nir-to(sg.),Nir-tA(pl.),
Lo:a-Nid-o(sg.),a-Nid-ojin(pl.),Tu:A-Nir-it(sg.),
NA-Nir-ito(pl.),Te:a-Nir-it(sg.),a-Nir-ito(pl.),

Km:a-Nir-it(sg.),Na-Nir-ito(pl.)

観察：
ナイル語南方言に，ナイル語西方言，東方言と起源を同じくすると考えられる形式を見
つけることができない。
語幹初頭の位置で，ナイル語西方言，硬口蓋鼻音øとナイル語東方言，軟口蓋鼻音Nは，
対応する可能性がある。おそらく，軟口蓋鼻音が，後続する高母音iにより口蓋化された。
ナイル語西方言で，母音iは，VowelBreakingを行い，iaになった。
再構成音*r1は，バリ語とロトゥホ語において，dで出現する。それら以外では，rで出
現している。
上記の観察からナイル祖語再構成形は，PN*Nir1と考えられる。ただし，ナイル語西方

言における軟口蓋鼻音から硬口蓋鼻音への変化は証明できない。

‘todrink’

WN Lu:madh�，Ac:mato,Al:madho,La:matto,Sh:math,
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An:maath,Ju:madh,Pa:math,Nu:maath

EN Ba:mat,Ma:a-mat,On:ta-m’at-a,Ko:（t）-ama,Lo:mat-a
Tu:akI-mat,Te:ai-mat,Km:aki-mat

SN Na:mo:s,

観察：
動詞形態論を分析することなく，動詞の対応例を引き合いに出すことは避けるべきであ
ろう。しかし，再構成音*r1の対応例が少ないことから，動詞を例に使うことにする。
再構成音*r1は，ナイル語西方言において，歯無声閉鎖音thで出現すると考えられる。
歯有声閉鎖音dhで現われる形式は，動詞形態論の中で分析されなければならない。
再構成音*r1は，ナイル語東方言において，歯茎無声閉鎖音tで出現する。
ナイル祖語再構成形を想定するとすれば，PN*mar1となろう。

‘toblow’

WN Lu:kUdh�，Ac:kUto,Al:kUdh�，La:kUtt�，Sh:koth,
An:kUUth,Pa:kudho,Di:koth,Nu:kod

EN Ba:kUd-dya,Ma:a-kUt,Ca:a-kUt,Lo:xUt-a,Tu:Aki-kut,Te:Ai-kut
SN Na:ku:t,Sa:kut,Po(Suk):kut

観察：
再構成音*r1は，ナイル語西方言において，歯無声閉鎖音thで出現し，ナイル語東方言
において，歯茎無声閉鎖音tで出現する。
ナイル祖語再構成形を想定するとすれば，PN*kUr1となろう。

‘topullaway’

WN Lu:wU�y�‘topulldown’,Al:w�dh�‘totakeaway’,
La:w�tt�,‘topullout’,Sh:wuoth,An:thooth‘totakeout’,
Di:r�t‘topullout’,

EN Ba:rut-un,Ma:A-yiet-u‘topull’,On:tA-yyet’-u‘topull’,
Ca:A-yyet-u,Lo:rut-u

SN Na:cu:t‘topull’,Po(Suk):cit‘topullout’

観察：
再構成音*r1は，ナイル語西方言において，たいていは，歯無声閉鎖音thで出現し，ナ

イル語東方言において，歯茎無声閉鎖音tで出現する。
ナイル祖語再構成形を想定するとすれば，PN*r1�r1であろう。

表24をまとめると以下のように考えることができる。前節の考察において，再構成音*r1
は，ナイル語西方言において，歯無声閉鎖音thで出現し，ときどき，ふるえ音rで，さらに，
半母音y，wと，降り二重母音の副音的要素である母音i，uで出現することが明らかになった。
また，表24の観察から，再構成音*r1は，ナイル語東方言，南方言において，歯茎無声閉鎖音
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tで出現し，ときどき，ふるえ音rで，さらに，半母音y，wと，降り二重母音の副音的要素で
ある母音i，uで出現する。

表25 語幹初頭における再構成音*r1の対応

（CVC語幹，WN*r1:EN*r1:SN*r1）
‘forest,bush’

WN Lu:thim(sg.)‘jungle’,Ac:tiim(sg.),Al:thim(sg.),La:tim(sg.),

Sh:thim(sg.),An:thim(sg.)‘savannah’,Pa:thim(sg.)

EN Ma:en-tim(sg.),Ca:n-tIm(sg.),Lo:a-ttIm-�rE(sg.)
SN Na:tum

観察：
語幹初頭の位置における対応であるから，本研究で強調してきた形態論の分析の重要性
はない。なぜなら，ナイル諸語は，接尾辞を付加することにより，様々な範疇の変化をも
たらす。接頭辞は付加されないか，あるいは，付加されても最近の発展であるからであ
る。したがって，動詞形態論研究が進んでいないけれど，動詞語幹を対応例に用いること
も可能である。
ナイル語南方言において，ナンディ語だけに，ナイル語西方言，東方言と起源を同じく
すると考えられる形式を見つけることができる。
語幹初頭の位置では，二種類の対応が存在する。語幹が，音節構造，CVCをもつ場合

と，CV-CVCをもつ場合である。音節構造がCVCの名詞の場合，ナイル語西方言，再構
成音*r1は，ナイル語東方言*r1と，ナイル語南方言*r1と対応する21）。
再構成音*r1は，ナイル語西方言において，歯無声閉鎖音thで出現し，ナイル語東方言
と南方言において，歯茎無声閉鎖音tで出現する。
ナイル祖語再構成形を想定するとすれば，PN*r1imと考えられる。ただし，南ナイル方

言の母音を説明することはできない。

‘todie’

WN Lu:th�，Ac:t��，Al:th�，Sh:tho,An:th��,Ju:thou,
Pa:tho(u),Di:thou

EN Ba:twan,Ma:-tuA‘dead’,Ko:(E)-tU’a,Ca:e-tuA‘dead’,
Tu:a-t�n-ErE,Te:a-twa-nare,Km:a-twan-are,Lo:yE

観察：
ナイル語南方言に，ナイル語西方言，東方言と起源を同じくすると考えられる形式を見
つけることができない。
再構成音*r1は，ナイル語西方言において，歯無声閉鎖音thで出現し，ナイル語東方言

において，歯茎無声閉鎖音tで出現する。
ナイル祖語再構成形を想定するなら，PN*r1�と考えられる。また，ナイル語東方言の
対応例には，「死んでいる」と「死ぬ」の2形式が混在している。「死ぬ」は，「死んでいる」
の形式に「～なる」という起動動詞をつくる接尾辞が付加されていると考えられる。ナイ
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ル語東方言における語幹末尾の位置，あるいは，接尾辞初頭の位置にあると考えられる鼻
音nは，もしもそれが語幹末尾の位置にある子音と考えるならば，ナイル祖語再構成形
は，PN*r1�r2と考えられる。しかし，結論は，ナイル語東方言における動詞形態論のさら
なる研究を待たねばならない。

（CV-CVC語幹，WN*r2:EN*r1:SN*r1）
‘cow,cattle’

WN Lu:dhIaN(sg.),Ac:dyaN(sg.),Al:dhyaN(sg.),
La:dyaN(sg.),Sh:dhyaN(sg.),An:dhIaN(sg.),
Ju:dhyeN(sg.),Pa:dhyaN(sg.),Di:w«N(sg.),Nu:yaN(sg.)

EN Ba:kI-tEN(sg.),kI-sUk(pl.),Ma:En-kI-tEN(sg.),
in-ki-Su(pl.),Ko:N-g’i-dheN(sg.),N-g’i-Su(pl.),

Ca:n-kI-tEN(sg.),n-ki-cu(pl.),Lo:nE-tEN(sg.),
ne-suN(pl.)

SN Na:tany,Ki:tEE-ta,Sa:tany,Po(C):taN,Da:taøi

観察：
CV-CVC語幹においては，ナイル語西方言*r2に，ナイル語東方言*r1が，また，ナイ
ル語南方言*r1が対応する。ナイル語西方言において，CV-CVC語幹は，語幹に先行する
要素CV-に後続する位置，すなわち，語幹初頭の位置におけるあらゆる子音を有声化し
た（第5章を参照）。
ナイル語西方言では，語幹初頭に位置する歯有声閉鎖音dhは，再構成音*r2を反映して
いる。ナイル語東方言では，語幹初頭に位置する歯茎無声閉鎖音tは，再構成音*r1を反映
している。ナイル語南方言では，語幹初頭に位置する歯茎無声閉鎖音tが，再構成音*r1を
反映している。
ナイル祖語再構成形は，PN*kwI-r1ENと考えられる。ナイル語西方言においては，母音
Eは，VowelBreakingによりIaとなった。ナイル語南方言においては，母音Eから母音a
への変化は，VowelBreakingによるものかは不明である。ナイル語南方言は，語幹末尾の
位置において軟口蓋鼻音Nをもっていたであろう。軟口蓋鼻音Nは，「単数（Singulative）」
形成の過程で，有声閉鎖音が鼻音化された結果である（第4章を参照）。ナンディ語，サビ
ニ語，ダトーガ語の硬口蓋鼻音は，軟口蓋鼻音が後続する高母音の前で口蓋化された結果
である。

‘person’

WN Lu:dhan�(sg.),ji(pl.),Ac:dano(sg.),ji/j��(pl.),
Al:dhan�(sg.),j�(pl.),La:dano(sg.),j�(pl.),
Sh:dhano(sg.),ji(pl.),An:dhaan�(sg.),jEy(pl.),
Ju:dhano(sg.),Pa:dhanho(sg.),jou(pl.),Di:raan(sg.),

Nu:raan(sg.)

EN Ba:NUtU?(sg.),NUtU(pl.),NadI(sg.),kU-NadI(pl.)
Ma:�l-tUN-anI(sg.),Ko:l-tUN-an’a(sg.pl.),Ca:l-tUN-anI,
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Lo:a-a-tI(pl.)
SN Na:ci:,Ki:cii-tA,Sa:ci,Po(C):ci,Da:si:-tA

観察：
CV-CVC語幹であるから，ナイル語西方言*r2にナイル語東方言，南方言*r1が対応す
る。ナイル語西方言において，再構成音*r2は，単数語幹初頭の位置の歯有声閉鎖音dh
（ディンカ語とヌエル語においてふるえ音r）で出現する。ナイル語東方言において，再構
成音*r1は，歯茎無声閉鎖音tで出現する。バリ語は，語幹初頭の音節NUと第2音節tUが
音転位をしていると考えられる。ナイル語南方言において，再構成音*r1は，硬口蓋無声
閉鎖音c（ダトーガ語では歯茎摩擦音s）で出現していると考えられる。
ナイル祖語再構成形は，PN*kwV-r1�l2である。あるいは，PN*kwV-r1El2，PN*kwV-
r1Ul2であろう。ナイル語西方言と東方言がもつ語幹末尾の位置の鼻音は，再構成音*l2が
「単数（Singulative）」形成の過程で鼻音化が生じた結果である（第4章参照）。鼻音化され
て軟口蓋鼻音になる可能性がある有声閉鎖音の1つが，再構成音*l2である。
ナイル語西方言単数形が低母音aをもっているのは，中母音�がVowelBreakingを行い，
Uaとなり，さらにVowelSandhiによりaとなったと考える。

‘woman’22）

WN Lu:dhak�(sg.),Ac:dako(sg.),Al:dhak�(sg.),
La:dako(sg.),Sh:dhajo(sg.),An:dhaag�(sg.),Di:diar(pl.)

EN Ba:NUtU(sg.),Ma:en-ki-tok(sg.),Ca:n-kI-tUk(sg.reallyused),Lo:a-N�ttE(sg.)

観察：
ナイル語南方言に，ナイル語西方言，東方言と起源を同じくすると考えられる形式を見
つけることができない。
ナイル語西方言と東方言の形式は，CV-CVC語幹である。バリ語とロトゥホ語におい

て，語幹初頭の音節と語幹第2音節の間で音転位が生じた可能性がある。ナイル語西方
言，歯有声閉鎖音dhは，再構成音*r2を反映している。再構成音*r1は，ナイル語東方言
において，歯茎無声閉鎖音tで出現する（第5章を参照）。
ナイル祖語再構成形を想定すれば，PN*kwI-r1�kと考えられる。
語幹末尾の位置の子音は，軟口蓋無声閉鎖音kを想定している。しかし，ディンカ語の
語幹末尾の位置のふるえ音を説明するためには，語幹末尾の位置における子音に再構成音
*l1を想定し，ディンカ語において側面音とふるえ音のあいだで混同が生じたと考える。
しかし，この説明には証拠がない。

‘voice,sound’

WN Lu:dw�l(sg.),Ac:dwan(sg.),Al:dwand(sg.),Sh:wel(sg.),
An:dU�l(sg.),Pa:dwol(sg.),Di:rol(sg.),rot(pl.),Nu:rool(sg.)

EN Ba:roro?(sg.),roro-lo(pl.),Ma:ol-toil-o(sg.),Ko:l-t’oil-o(sg.),
Ca:l-toil-o(sg.),Tu:e-toil(sg.),Km:e-toil(sg.)

SN Na:tu:k,Ki:tuuk-eet
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観察：
CV-CVC語幹である。ナイル語西方言において，語幹初頭に位置する子音が，歯有声閉
鎖音dhではなく，歯茎有声閉鎖音dであることから，語幹初頭に位置する子音は，再構成
音*r2ではなく，再構成音*l2の可能性がある（CV-CVC語幹では，ナイル祖語再構成音
*l1は，ナイル語西方言*l2で出現する）。しかし，ディンカ語，ヌエル語，バリ語におい
て，ふるえ音rで出現しているため，とりあえず，CV-CVC語幹における，再構成音*r1
としておいた。ただ，ふるえ音rと側面音lは，ときどき，混同されることがある。ディ
ンカ語とヌエル語において側面音とふるえ音が混同された可能性がある（例えば，*lol>
rol）。再構成音*r2とすべきか*l2（ナイル語東方言では，*l1）とすべきかは，今後の課題
である。
語幹末尾の子音は，ディンカ語が歯茎無声閉鎖音tを持っていることから，再構成音*l2

と考えてよいであろう。ディンカ語では語末の位置において全ての閉鎖音は，無声化され
る。したがって，有声閉鎖音*l2は，歯茎無声閉鎖音で出現する可能性がある。アルル語
は鼻音・閉鎖音結合を語幹末尾の位置にもつ。再構成音*l2に由来する側面音lが，アルル
語において，複数形成をうけて語幹末尾の位置で鼻音・閉鎖音結合になった。複数形が集
合的に単数を指示することになったと考える。アチョリ語は，語幹末尾の位置に歯茎鼻音
をもつ。この歯茎鼻音は，再構成音*l2が「単数（Singulative）」形成の過程において鼻音
化された結果であると考えるか，アルル語の複数形に由来する語幹末尾の位置の鼻音・閉
鎖音結合が単純化したと考えるか，2つの可能性がある。
ナイル祖語再構成形を想定すれば，PN*kwV-r1�l2と考えられる。ナイル語西方言の一
部の言語においては，VowelBreaking（�からUa）が生じている。ナイル語東方言における
語幹末尾に位置する側面音lは，再構成音*l2に由来するかは未定である。語幹に先行する
要素の母音の質は，全ての言語で失われてしまっているため不定である。

表25をまとめる。語幹初頭の位置において，再構成音*r1は，たいてい，ナイル語西方言に
おいて，歯無声閉鎖音thで出現する。CV-CVC語幹では，語幹に先行する要素CV-に後続す
る位置，すなわち，語幹初頭に位置する子音は，ナイル語西方言において有声化される。した
がって，CV-CVC語幹では，ナイル語西方言は，再構成音*r2の対応を示すはずである。実際，
CV-CVC語幹において，ナイル語西方言は，歯有声閉鎖音dhで対応している（第5章を参
照）。
再構成音*r1は，ナイル語東方言と南方言において，たいてい，歯茎無声閉鎖音tで出現す

る。

表26 語幹末尾における再構成音*r2の対応

‘rain,river’

WN Lu:k�th(sg.),Ac:k�t(sg.),Al:k�th(sg.),La:k�t(sg.),
Sh:k�th(sg.),An:k�th(sg.),Ju:k�th(sg.),Di:war(sg.)‘river’,
Nu:kot/ko�dh(sg.)‘God’

EN Ba:kar-E(sg.),Ma:En-kar-E(sg.)‘water’,On:na-h’a}-E(sg.),
Ko:N-g’Ar-e(sg.)‘water’,Ca:n-kar-E(sg.)‘water’,
Lo:na-ar-I(pl.)‘water’

第3章 西ナイル祖語再構成音，*r1，*r2，*l1，*l2 171



SN Na:kip-ko:yyo‘fatherofGod’(cf.ko:yyo‘blessing’)

観察：
ナイル語南方言（ナンディ語）の形式は，ナイル語西方言，東方言の形式と同起源の形
式とすべきではないだろう。ナイル語南方言に，ナイル語西方言，東方言と起源を同じく
すると考えられる形式を見つけることができない。
再構成音*r2は，ナイル語西方言において，多くの場合，歯有声閉鎖音dhで出現する。
多くのナイル語西方言の言語において，無声閉鎖音thあるいはtで出現しているかに見え
るが，有声閉鎖音dhが語末の位置の母音の脱落とそれに伴う語末の位置で無声化を受け
た結果である。ディンカ語においては，ふるえ音rで出現している。再構成音*r2は，ナイ
ル語東方言において，ふるえ音rで出現している。
ナイル語西方言においては，「雨」を意味する語と「神」を意味する語は共通している。
ナイル語東方言の一部では，「水」に意味を変えている。
ナイル祖語再構成形は，PN*kar2と考えられる。ナイル語西方言の一部の言語におい
て，低母音aが中母音�になった過程は明らかではない。

‘tree’

WN Lu:yath(sg.),yIEn(pl.),Ac:yat(sg.),Al:yath(sg.),
Sh:yath(sg.),yenh(pl.),An:jaath(sg.),jEnnhI(pl.),
Ju:yath,Pa:yath(sg.),yin(pl.),Di:wal(sg.)‘medicine’

EN Ba:köd-ini(sg.),Ma:�l-can-I/�l-cat-a(sg.),Il-kE-Ek(pl.),
On:�-SEt’a(sg.),Ko:ol-jAn’-i(sg.),Ca:l-can-I(sg.),
l-ke-ek(pl.),Lo:a-yyAn-i(sg.),Tu:e-wo-i(sg.)(Barrett(1988))

SN Na:ke:tit,Ki:keetit,Sa:ketit,Po(C):kEEt,Da:keettA

観察：
ナイル語西方言複数形は，いわゆる「N-複数形」を形成している（第2章を参照）。こ
のことからも，単数語幹末尾の位置の子音は，歯有声閉鎖音dhと考えられる23）。「N-複
数形」を形成するのは語幹末尾の位置に有声閉鎖音をもつ場合に限られるからである。
ナイル語東方言では，鼻音で終わる単数語幹（マサイ語の自由変異，コレ語，ジャムス
語，ロトゥホ語）は，「単数（Singulative）」形を形成している（第4章を参照）。語幹末尾
の子音は，「単数（Singulative）」形形成の過程で鼻音化された。鼻音化をうける前の子音
は，ナイル祖語再構成音*r2である。バリ語では，再構成音*r2がdで出現している。ま
た，ナイル語東方言におけるバリ語以外の言語の複数語幹では，語幹末尾の位置におい
て，有声閉鎖音は弱化し，さらに，先行する母音と融合した。その過程は，*ar2>*aI>E
と考えられる。
ナイル祖語再構成音*r2は，ナイル語南方言において，弱化され，先行する母音と二重
母音をつくる，あるいは，長母音をつくった。
語幹初頭の位置に，ナイル祖語再構成音，軟口蓋無声閉鎖音*kを再構成する。ナイル祖
語再構成音，軟口蓋無声閉鎖音*kは，ナイル語西方言において，語幹に先行する要素CV-
が存在するとき，軟口蓋有声閉鎖音*gで出現する。軟口蓋有声閉鎖音gは，後続する母音
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がVowelBreakingにより生じた高母音であるとき，口蓋化され，硬口蓋有声閉鎖音jにな
る。硬口蓋有声閉鎖音jは，母音間の位置において，普通，半母音yで発音される。
以上の理由から，ナイル祖語再構成形は，PN*kwV-kar2，あるいは，PN*kwV-kEr2と

考えられる。語幹に先行する要素の母音の質は，全ての方言で失われてしまっているため
決定できない。
ここでは暫定的にCV-CVC語幹と仮定した。しかし，「木」という語をCVC語幹とし
て再構成する可能性もある。その場合，語幹初頭の位置に再構成音*kwを想定する。ナイ
ル祖語に再構成する唇軟口蓋無声閉鎖音*kwは，ナイル語西方言において半母音w，ある
いは，yで出現し，ナイル語東方言と南方言において軟口蓋無声閉鎖音kで出現する。この
再構成音*kwを認めるならば，「木」を意味する語幹はCVC語幹で再構成することが可能
である。この場合，ナイル祖語再構成形は，PN*kwEr2，あるいは，*kwar2である。CVC
語幹と考えれば，語幹に先行する要素kwV-が全ての言語で失われたと考える必要はな
い。

‘thorn’

WN Lu:kUdh�(sg.),Ac:okUtU(sg.),Sh:kodho(sg.),
koth(pl.),An:kUUdh�(sg.),kUUdhI(pl.),

Pa:kudho(sg.),kudhi(pl.),Di:kou(sg.),kuoth(pl.)

EN Ba:ki-kwö-ti(sg.),kI-kwa(pl.),Ma:ol-ki-ku-ei(sg.),
Il-kI-kU(pl.),On:�-kU-k’U(sg.),�-kU-kU-kU(pl.),

Ca:l-ku-ku-ei(sg.),l-kU-kU(pl.),Lo:e-kwA-i(sg.),ne-kwA(pl.)
Tu:E-kwa-I(sg.),Te:e-ku-kwa-i(sg.),e-ku-kwa(pl.),
Km:e-ku-kwa-i(sg.)

SN Na:kAt-e:t,Ki:kAt-eet,Sa:kAtet,Po(C):kata

観察：
再構成音*r2は，ナイル語西方言において，多くの場合，歯有声閉鎖音dhで出現する。
再構成音*r2は，ナイル語東方言において，弱化し，ゼロで出現している。ナイル語南方
言において，通時的には，例えば，ナンディ語の「棘」を意味する形式は，kA-tA-itと分析
できると考える。2番目の音節-tAは，語幹形成辞であったろう。したがって，再構成音*r2
は，ナイル語南方言において，ゼロで出現していると考えられる。
語幹初頭の対応は，語幹に先行する要素をもたないCVCタイプの対応になっている

（第5章参照）。ただし，ナイル語東方言は，語幹に先行する要素をもっている。
ナイル祖語再構成形は，PN*(kwI)-k�r2と考えられる。語幹に先行する要素*kwIは，ナ
イル祖語には遡れないので，括弧に入れておく。

‘fishingspear,spear’

WN Lu:bIdhI(sg.),bIthE(pl.),Sh:beth(sg.),bithi(pl.),
An:bEdhI(sg.),bEthE(pl.),Di:bith(sg.),

EN Ba:pe-tek(sg.),Ma:Em-p’Er-E(sg.),On:na-bEr-E(sg.),
Ko:m-b’er-e,Ca:m-pEr-E(sg.),Lo:a-fEt-E(sg.),
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観察：
ナイル語南方言に，ナイル語西方言，東方言と起源を同じくすると考えられる形式を見
つけることができない。
再構成音*r2は，ナイル語西方言において，歯有声閉鎖音dhで出現し，ナイル語東方言

において，ふるえ音rで出現している。ただし，バリ語においては，再構成音*r2は，弱
化して，ゼロになっている。
語幹初頭の位置における対応は，語幹に先行する要素があるCV-CVCタイプの対応を

示している（第5章を参照）。
ナイル祖語再構成形は，PN*kwV-pEr2と考えられる。語幹に先行する要素の母音の質
は，要素が全ての言語で失われているため不明である。

‘ear’

WN Lu:it(sg.),ite(pl.),Ac:it(sg.),Al:ith(sg.),La:yit(sg.),

Sh:yith(sg.),yidhi(pl.),An:Ith(sg.),idhi(pl.),Ju:yic(sg.),
yidhen(pl.),Pa:ith(sg.),idhi(pl.),Di:yic(sg.),yith(pl.),

EN Ma:En-k-I-�-�k(sg.),in-ki-yi-AA(pl.),On:nA-S’-oo(sg.),
Ko:N-g’-i-ok(sg.),Ca:n-k-e-ok,n-ki-yy-AA(pl.),
Lo:e-yy-ok(sg.),a-yy-axa(pl.),Tu:A-k-i-t(sg.),NA-k-i(pl.),
Te:a-k-i-t(sg.),a-ki-i(pl.),Km:a-k-i-t(sg.),Na-k-i(pl.)

SN Na:i:t,Ki:i:t-tit,Sa:yitit,Po(C):yiit

観察：
ナイル語西方言において，再構成音*r2は，歯有声閉鎖音dhで出現している。ただし，
多くの言語において，再構成音*r2は，語末の位置の母音の脱落とそれに伴う語末の位置
での閉鎖音の無声化という通時的変化を受けて，歯無声閉鎖音thで出現している。ただ
し，ルオ語は，子音体系内に歯有声閉鎖音dhをもつにもかかわらず，ルオ語が歯茎閉鎖
音t（実際は，歯茎有声閉鎖音d）で対応するのは不規則である。ナイル語東方言におい
て，再構成音*r2は，弱化して，ゼロとして出現するか，先行する母音と融合しているか
である。ナイル語南方言において，通時的には，例えば，ナンディ語の形式は，i:-t-itと分
析される。初頭の音節末尾の歯茎無声閉鎖音tは，語幹形成辞の一部であったろう。した
がって，ナイル語南方言において，再構成音*r2は，長母音を構成する要素として出現し
ている。
語幹に先行する要素をナイル語東方言だけが保持している。しかし，ナイル語全体の対
応からは，語幹に先行する要素が存在したかを証明することはできない。
以上のことから，ナイル祖語再構成形は，PN*kwi-ir2と考えられる。

表26をまとめる。再構成音*r2は，ナイル語西方言において，たいてい，歯有声閉鎖音dh
で出現する。ナイル語東方言，南方言において，再構成音*r2は，弱化して，ゼロとなるか，先
行する母音と二重母音をつくった。再構成音*r2がふるえ音rとして，ナイル語東方言において
保存されることは稀である。ナイル語東方言，南方言において，ナイル祖語有声閉鎖音が弱化
して，降り二重母音の副音的要素になったり，先行する母音と長母音をつくったり，あるい
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は，完全に失われたりする事実と，再構成音*r2の出現の仕方は一致する（第6章を参照）。

6.2.ナイル祖語再構成音*l1，*l2

表27 語幹初頭における再構成音，*l1

（CVC語幹，WN*l1:EN*l1:SN*l1）
‘husband,man’

WN Lu:cw�(pl.),Ac:c��(pl.),Al:c�,La:c�(pl.),
An:cU�w(pl.),Ju:dhi-cwou(sg.),Di:ror(pl.)

EN Ba:lalEt(sg.),Ma:�-lEE(sg.),Il-lEw-a(pl.),
On:�-l’EE(sg.),�-l’E-a(pl.),Lo:a-llE(sg.),a-lyaw-a(pl.),
Tu:e-ki-le(sg.),Ni-ki-li-ok(pl.).Te:e-ki-li-okit(sg.),
i-ki-li-ok(pl.),Km:e-ki-le(sg.)

観察：
ナイル語南方言に，ナイル語西方言，東方言と起源を同じくすると考えられる形式を見
つけることができない。
語幹初頭の位置での対応に関しては，やはり，2種類の対応が存在する。CVC語幹にお

いて，ナイル語西方言*l1に，ナイル語東方言*l1とナイル語南方言*l1が対応する。CV-
CVC語幹においては，ナイル語西方言*l2が，ナイル語東方言*l1とナイル語南方言*l1
に対応する（第5章を参照）。
この名詞は，CVC語幹であるから，ナイル語西方言*l1が，ナイル語東方言と南方言の

*l1に対応する。再構成音*l1は，ナイル語西方言において硬口蓋無声閉鎖音cで出現して
いる。ディンカ語の対応例が，他の言語の形式と対応しているなら，ディンカ語において
は，ふるえ音rと側面音lが混同していることになる。再構成音*l1は，ナイル語東方言に
おいて側面音lで出現している。
ディンカ語の形式が対応していると見なすならば，語幹末尾の位置に再構成音*r2を想
定する。ナイル祖語再構成形は，PN*l1Er2，あるいは，PN*l�r2と考えられる。ただし，語
幹末尾の位置の再構成音*r2に関しての確証はない。

‘milk’

WN Lu:cak(sg.),cege(pl.),Ac:cak(sg.).Al:cak(sg.),La:cak(sg.),

Sh:cak(pl.),An:caak(sg.),caann�‘plentyofmilk’,Ju:cak,
Pa:cak(sg.),Di:ca(sg.),caak(pl.),Nu:caak(sg.)

EN Ba:lE(sg.),Ma:kU-lE(sg.),On:na-ka-l’E(sg.),Ko:kul’e(sg.),
Ca:kU-lE(sg.),Lo:a-lee(sg.),Tu:NA-ki-le(pl.),
Te:a-ki-le(pl.),Km:Na-ki-le?(pl.)

SN Na:ce,Ki:cee-kA,Sa:ce-ko,Po(C):c°

観察：
CVC語幹である。再構成音*l1は，ナイル語西方言において硬口蓋無声閉鎖音cで出現
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し，ナイル語東方言において側面音lで出現している。ナイル祖語再構成音*l1は，ナイル
語南方言において硬口蓋無声閉鎖音cで出現している。
ナイル祖語再構成形は，PN*l1El2と考えられる。ナイル語西方言の複数形は，複数形成

規則により，語幹末尾の位置に軟口蓋無声閉鎖音kをもつ。ルオ語は，単数形が軟口蓋無
声閉鎖音kで終わっているが，これは語末の位置での母音の脱落とそれに伴う語末の位置
での閉鎖音の無声化という通時的変化によるものと考えられる。この単数形が標準形とし
て再解釈され，この形式から規則的に複数形がつくられている。語幹末尾の位置に有声閉
鎖音をナイル語西方言がもっていたことは，アニュワ語の複数形が「N-複数形」を作っ
ていることからもわかる。「N-複数形」は，単数形が語幹末尾の位置に有声閉鎖音をもっ
ているときに限り生じるからである。
有声閉鎖音である再構成音*l2は，ナイル語東方言と南方言では弱化して，長母音の要
素になっている。

‘sun,day’

WN Lu:cieN(sg.),Ac:ceN(sg.),Al:ceN(sg.),La:ceN(sg.),
Sh:caN(sg.),An:cAN(sg.),Ju:caN(sg.),Pa:caN(sg.),
Nu:caN(sg.)

EN Ba:k�-l�N(sg.),Ma:En-k�-l�N(sg.),On:na-h’�-�N(sg.),
Ko:N-g�-l’�N(sg.),Ca:n-k�-l�N(sg.),Lo:�-l�N(sg.),
Tu:a-k�-l�N(sg.),Te:a-ko-loN(sg.),Km:a-ko-loN(sg.)

観察：
ナイル語南方言に，ナイル語西方言，東方言と起源を同じくすると考えられる形式を見
つけることができない。
CVC語幹である。再構成音*l1は，ナイル語西方言において硬口蓋無声閉鎖音cで出現
し，ナイル語東方言において側面音lで出現している。
ナイル祖語再構成形を想定するとすれば，ナイル語西方言の母音を採用するとPN

*l1EN，ナイル語東方言の母音を採用するとPN*l1�Nであろう。［−ATR］の低母音aは，
母音調和して［+ATR］になったとき，ナイル語東方言においては［+ATR］の中母音o
になる。［−ATR］母音aを介してナイル語西方言の母音とナイル語東方言の母音を説明す
る可能性は残されている。中母音EがVowelBreakingによりIaとなり，さらにVowel
Sandhiによりaとなった。その後，［ATR］値の交替により［−ATR］aが［+ATR］oに
なった。ただし，この説明ではナイル語東方言の多くの言語が［−ATR］母音�をもつこと
を説明できない。

‘togobeyond,pass’

WN Lu:kadh�‘gobeyond’,Ac:kato‘goacross’,Al:kadho‘pass’,
Sh:kedho,kadho,catho,An:kaath‘cross’,Pa:kaato‘pass’,

Di:l�‘go’
EN Ma:A-lo‘go’,Ko:(E)-S�-m’�,Ca:A-lo‘go’,

a-c�-m�‘goaway’,Lo:a-l�,Tu:A-lo-sit‘go’,Te:a-lo-sit‘go’,
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a-lo-mar‘goout’,Km:a-lo-sit‘andare(go)’

SN Na:la:n-ta‘totakeacrossariver’,Sa:laø‘toclimb’,las‘togodown’,

観察：
動詞語幹を用いた比較ではあるが，語幹初頭の位置での比較は許される。なぜなら，動
詞範疇の違いは，接尾辞が付加されたり，語幹末尾の子音が変化したりすることによって
表示される。語幹初頭の位置は，範疇の違いによる変化を受けることはないからである。
再構成音*l1は，ナイル語西方言において軟口蓋無声閉鎖音kで出現し，ナイル語東方
言において側面音lで出現する。ナイル語南方言において側面音lで出現する。
ナイル祖語再構成形を想定すれば，PN*l1ar2が考えられる。ただし，語幹末尾の子音に
関しては，意味の違いから分かるように，各方言において動詞の意味の拡張を行う接尾辞
が付加されているため，もともとの語幹末尾の位置の子音は明らかではない。

‘toeat’

WN Lu:cam�，Ac:camo,Al:camo,La:cammo,Sh:cam,An:cam,
Ju:cam,Pa:cam,Di:cam,Nu:cam

EN Ba:ye-su,Ma:a-am,On:-am,Ko:(t)’-am-a,Tu:A-ki-m-uj,
Te:a-i-m-uj,Km:a-ki-m-uj

SN Na:am,Sa:yam,Po(Suk):m

観察：
再構成音*l1は，ナイル語西方言において硬口蓋無声閉鎖音cで出現し，ナイル語東方言

においては，ゼロで対応している。ナイル語南方言において，ナイル祖語再構成音*l1は，
ゼロ，あるいは，半母音yで出現している。ポコト語においては，子音mのみが動詞語幹
を構成する。
ナイル祖語再構成形は，PN*l1amと考えられる。

（CV-CVC語幹，WN*l2:EN*l1:SN*l1）

‘fly’

WN Lu:lwaNnI(sg.),Ac:lwaN�(sg.),La:lwaNo(sg.),
Sh:lwaNo(sg.),An:lwaNN�(sg.),Pa:loNo(sg.),
Di:luaN(sg.),Nu:lwoN,loN,luAN(sg.)

EN Ba:ka-doN-onti(sg.),Ma:�l-�-j�N-anI(sg.),
Ko:l-A-joN-�(pl.),Ca:l-�-j�N-�nI(sg.),
Lo:a-jaN-ati(sg.),Tu:ko-liaN(sg.)(Barrett(1988))

SN Na:ka:lya:N,Ki:kaalyaaN-aat,Sa:kalyoNmwet,
Po(Suk):kolioN(pl.)

観察：
CV-CVC語幹である。再構成音*l1は，ナイル語西方言において有声化されて*l2となる
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（第5章を参照）。再構成音*l2がナイル語西方言において側面音lで出現する。ナイル語東
方言においては，再構成音*l1が歯茎有声閉鎖音dや，硬口蓋有声閉鎖音jで出現する。
トゥルカナ語では，側面音lで出現している。ナイル語南方言において，ナイル祖語再構
成音*l1は，側面音lで出現している。
ナイル祖語再構成形を想定すると，PN*kwa-l1�Nであろう。ナイル語西方言において，

中母音�は，VowelBreakingを生じ，Uaになった。ナイル語東方言，ナイル語南方言にお
いてもVowelBreakingは生じたであろう。ただしその場合，中母音�は，Iaになったと考
えなければならない。ナイル語東方言において，再構成音*l1が硬口蓋閉鎖音jで出現して
いるのは，VowelBreakingで生じた高母音が後続したためであろう。

‘tongue’

WN Lu:lEp(sg.),Ac:lEb(sg.),Al:lEb,lEp(sg.),La:lEb(sg.),
Sh:lep(sg.),An:lEEp(sg.),Ju:lEb(sg.),Pa:lep(sg.),
Di:liep(sg.),Nu:lep(sg.)

EN Ba:NE-dEp(sg.),Ma:�l-NE-jEp(sg.),
On:�-N’E-jEB-I(sg.),Ko:N-ga-j’Ep(sg.),
Ca:l-NE-jEp(sg.),Lo:a-Na-dyef(sg.),Tu:a-Na-jEp(sg.),
Te:a-Na-jep(sg.),Km:a-Na-jep(sg.)

SN Na:NElyEp,Ki:NElyEp-ta,Sa:Nalep-ta,Po(Suk):Naliep

観察：
CV-CVC語幹である。したがって，ナイル語西方言においては，再構成音*l1は，有声
化している（第5章を参照）。ナイル語西方言において，再構成音*l2は，側面音lで出現
している。ナイル語東方言においては，再構成音*l1が，歯茎有声閉鎖音dや，硬口蓋有声
閉鎖音jで出現している。硬口蓋有声閉鎖音jで出現するのは，VowelBreakingにより生じ
た高母音が後続するからであろう。ナイル語南方言において，ナイル祖語再構成音*l1は，
側面音lで出現している。
ナイル祖語再構成形は，PN*kwa-l1Epであろう。ナイル語東方言と南方言において，

VowelBreakingが生じている。しかし，VowelBreakingのプロセスは明らかではない。

‘animal’

WN Lu:le(sg.),Ac:lee(sg.),Al:lei(sg.),La:le(sg.),Sh:lay(sg.),

An:lAAy(sg.),Ju:lai(sg.),Pa:lay(sg.),Di:lEi(sg.),lai(pl.),
Nu:lei

EN Ma:�l-caN-It�(sg.),On:SAN-it’o(sg.),Ca:l-cAN-uto(sg.),
Lo:a-ccyAN(sg.),Tu:E-tIaN-It(sg.),Te:e-tiaN(sg.),
Km:e-tyaN(sg.)

SN Na:tya:n-ta,Sa:tyon-tyA,Po(Suk):tiuø

観察：
CV-CVC語幹である。したがって，ナイル語西方言において再構成音*l1は，有声化し
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ている（第5章を参照）。ナイル語西方言において，西ナイル祖語再構成音*l2は，側面音
lで出現している。ナイル語東方言においては，再構成音*l1は，硬口蓋無声閉鎖音c，あ
るいは，硬口蓋無声摩擦音S，または，歯茎無声閉鎖音tで出現している。ナイル語南方言
において，ナイル祖語再構成音*l1は，歯茎無声閉鎖音tで出現している。
ナイル祖語再構成形は，PN*kwV-l1Egである。ナイル語東方言において，語幹末尾の位

置に軟口蓋鼻音Nが出現しているのは，「単数（Singulative）」形の形成の過程で軟口蓋有声
閉鎖音gが鼻音化された結果である。ナイル語南方言，ナンディ語やサビニ語において
は，軟口蓋鼻音Nは，歯茎子音の前で同化して，歯茎鼻音nになる。語幹に先行する要素
の母音の質は，全ての方言で語幹に先行する要素が脱落しているために，明らかではな
い。ナイル語東方言と南方言において語幹の母音は，VowelBreakingを生じている。
VowelBreakingの結果，中母音Eは，Iaとなった。

‘hide,leather,skin’

WN Lu:law(sg.)‘cloth’,Ac:laa(sg.),Al:lau(sg.),La:lao(sg.),

Sh:lao(sg.),Di:alaath(sg.)‘cloth’

EN Ma:ol-con-i(sg.),On:na-Son’-i(sg.),Ko:l-c’on-i(sg.),
Ca:l-con-i(sg.),Lo:a-yyon-i(sg.),Tu:E-lEU(sg.)

SN Na:ank-a‘cloth’,Po(Suk):aNw-a‘hideofoxen’

観察：
ナイル諸語の話し手は，伝統的には野生動物の皮を身にまとっていた。
CV-CVC語幹である。ナイル語西方言において再構成音*l1は有声化し，再構成音*l2に
なる（第5章を参照）。西ナイル祖語再構成音*l2は，ナイル語西方言において側面音lで
出現している。ナイル祖語再構成音*l1は，ナイル語東方言において硬口蓋無声閉鎖音c
で，硬口蓋無声摩擦音Sで，あるいは，半母音yで出現している。トゥルカナ語において
は，側面音lで出現しているが，この形式は，他の形式と同起源の形式であるか明らかで
ない。この形式は，ナイル語西方言からの借用語の可能性がある。
ナイル語南方言の形式は，ナイル語西方言，東方言と起源を同じくする形式か疑わし
い。
ナイル祖語再構成形は，PN*kwV-l1ar2，あるいは，PN*kwV-l1or2であろう。ナイル
語東方言において語幹末尾の位置に歯茎鼻音nが出現しているのは，再構成音*r2が「単
数（Singulative）」形の形成の過程で鼻音化した結果である。

表27をまとめる。再構成音*l1は，側面音lで出現するか，あるいは，硬口蓋無声閉鎖音c
で出現することがある。硬口蓋無声閉鎖音cで出現するときは，ナイル語西方言においても，
ナイル語東方言においても，たいてい，後続する母音が，高母音iである。
ナイル語東方言において，CV-CVC語幹では，再構成音*l1に由来する硬口蓋閉鎖音が有声

で発音される場合（「蝿」，「舌」を参照）と，無声で発音される場合（「動物」，「皮」を参照）
がある。この違いがどこから来るのか明らかではない。あるいは，再構成音*l1が，歯茎有声
閉鎖音dで出現することがある。
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表28 語幹末尾における再構成音*l2の対応

‘thing’

WN Lu:gir-ciemo(sg.),gi(k)-ciemo(pl.)‘eatingutensil’,

Lu:gi(n)(sg.),gik(pl.),Ac:girA(sg.)‘mything’,Ac:gin(sg.)
gigu(pl.),Al:gin/gir(sg.),La:gIn(sg.),gigu(pl.),

Sh:gin(sg.),gik(pl.),Ju:gin(sg.)

EN Ma:en-to-ki(sg.),in-to-ki-tin(pl.),On:na-t’o-Si(sg.),
na-to-S’i-ni(pl.),Ca:n-to-ki(sg.),n-to-ki-tin(pl.)

Ba:N�?(sg.),N�(pl.)
SN Na:kIy,Ki:kiit,Sa:kiy,Po(Suk):ki,Po(C):k°x

観察：
ナイル語西方言，歯茎鼻音nで語幹が終わる単数形は，いわゆる「単数（Singulative）」

形形成の過程で生じる鼻音化により，語幹末尾の位置の軟口蓋有声閉鎖子音が鼻音化した
形式を示している（第4章を参照）。したがって，複数語幹末尾の位置には有声閉鎖音が存
在したと考えられる。また，理由は不明であるが，修飾語が後続するときの名詞形におい
て，側面音lとふるえ音rの間に混同が存在する（ルオ語，アチョリ語，アルル語）。有声
閉鎖子音gで出現し，鼻音化したときに歯茎鼻音nで出現することから，ナイル語西方言
の語幹は，本来，*l2で終わっていたと考える。再構成音*l2は，ナイル語東方言において，
弱化して失われている。ナイル語南方言において，ナイル祖語再構成音*l2は，声門摩擦
音x，あるいは，半母音y，または，長母音を構成する要素として出現している。
ナイル祖語再構成形は，PN*to-kil2と考えられる。語幹に先行する要素は，to-という形

式になっている。

‘person’

WN Lu:jaldwoN(sg.),j�kd�N(pl.)‘gentleman’,Lu:ji(pl.),
Ac:jII/j��(pl.),Al:j�(pl.),La:j�(pl.),Sh:ji(pl.),
An:jEy(pl.),Pa:jou(pl.),Di:ror(pl.)

EN Ba:NUtU?(sg.),NUtU(pl.),NadI(sg.),kU-NadI(pl.),
Ma:�l-tUN-anI(sg.),Ko:l-tUN-an’a(sg.pl.),
Ca:l-tUN-anI(sg.),Lo:a-a-tI(pl.)

SN Na:ci:,Ki:cii-tA,Sa:ci,Po(Suk):ci,Da:si:-tA

観察：
ナイル語西方言単数語幹は，再構成音*l2で終わっている。複数語幹は，複数形成の過
程をへて，再構成音*l1で終わっていると考えられる（第2章を参照）。ナイル語西方言複
数形において，ゼロで出現しているのは，再構成音*l1の反映であると理解すべきである。
実際，ルオ語において，修飾語が後続する名詞形（「紳士」）は，軟口蓋無声閉鎖音kで終
わっている。
バリ語において，軟口蓋鼻音と歯茎無声閉鎖音の間で，あるいは，第1音節と第2音節
の間で音転位が生じている。ナイル語東方言のバリ語以外の言語と比較しても，本来は，
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*-tUN-という形式をしていたと考えられる。
ナイル語東方言の語幹は，いわゆる「単数（Singulative）」形による鼻音化を受けている

（第4章を参照）。鼻音化を受ける前の子音は，再構成音*l2であった。再構成音*l2が鼻音
化された鼻音が軟口蓋の調音点をもつことは，興味ある事実である。再構成音*l2が歯茎
から奥，硬口蓋から軟口蓋あたりの調音点で発音される有声閉鎖音であったことを示して
いる。
ナイル語南方言において，ナイル祖語再構成音*l2は，長母音を構成する要素として出

現する。ナイル語東方言と南方言において有声閉鎖音が弱化して二重母音や長母音の要素
になったことは第6章で議論した。「単数（Singulative）」形の形成過程のなかで有声閉鎖音
が鼻音化することにより，鼻音として保存されなければ，有声閉鎖音は，ナイル語東方言
と南方言においては全て弱化したのである。
ナイル祖語再構成形は，PN*kwV-r1El2，あるいは，PN*kwV-r1�l2，あるいは，PN

*kwV-r1Ul2であったろう。ただし，語幹の母音がどちらであったか明らかではない。実際
ナイル語西方言では，母音が異なる変種をもつ言語が存在する。

‘house’

WN Lu:�t(sg.),udi(pl.),Ac:�t(sg.),udi(pl.),Al:�t(sg.),
udi(pl.),La:�t(sg.),udi(pl.),Sh:wot(sg.),wuti(pl.),

An:�t�(sg.),uudi(pl.),Ju:otto(sg.),udi(pl.),Di:cot(sg.),
coot(pl.),Nu:ut,ud,wut‘hutforwomen’

EN Ba:kad-i(sg.),kad-ijik(pl.),Ma:En-kaj-I(sg.),
in-kAj-ijik(pl.),On:nA-hAj’-i(sg.),nA-hAj-iA(pl.),

Ko:N-gaj’-i(sg.),Ca:n-kaj-i(sg.),n-kaj-ijik(pl.),Tu:a-kal(sg.),
NI-kal-ya(pl.),Te:e-kal(sg.),Ni-kal-ya(pl.)‘courtyard’

SN Na:kA:t(cf.s.s.kA,p.p.kA:rin,p.s.kA:r-i:k)
(cf.kA:y-tA‘home’),Ki:kAAt,(cf.kaa‘home’),

Sa:kaytya‘home’,Po(Suk):k�‘house’(cf.kata-øan‘home’)

観察：
再構成音*l2は，ナイル語西方言において，歯茎有声閉鎖音dで出現していると考える。
ただし，シルク語以外のナイル語西方言の言語は，単数語幹の末尾の位置に歯茎無声閉鎖
音tをもち，不規則になっている。おそらく単数形語末の位置において母音の脱落とそれ
に伴う有声閉鎖音の無声化が生じた。その結果得られた単数形を標準形にして複数形が規
則正しく形成されたと考えられる。
再構成音*l2は，ナイル語東方言において，歯茎有声閉鎖音d，硬口蓋有声閉鎖音j，側
面音lで出現している。
ナイル語南方言において，音形は似ているが，意味が異なる2種類の形式が存在する。
例えば，ナンディ語，「家」を意味する複数形が，語幹末尾の位置に，ふるえ音rをもって
いる。ふるえ音rを語幹末尾の位置にもつ形式は，ナイル語西方言の「場所」を意味する
形式，例えば，アニュワ語karと起源を同じくする可能性がある。ナイル祖語再構成音*l2
を反映しているのは，半母音y，あるいは，長母音を構成する要素であろう（ナイル語南
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方言，ナンディ語，キプシギス語，サビニ語，‘home’を意味する形式を参照）。
ナイル祖語再構成形は，PN*kwal2であろう。再構成音*kwは，ナイル語東方言と南方
言において軟口蓋無声閉鎖音で出現し，ナイル語西方言において半母音wで出現する。

‘foot,leg’

WN Lu:tIEl�(sg.),Ac:tyEn(sg.),Al:tyEl�,tyEnd(sg.),
La:tyEn(sg.),Sh:tyelo(sg.),An:tIEl�(sg.),Ju:tyElo(sg.),
Pa:tyelo(sg.),Di:cok(sg.),Nu:cook,cog(sg.)

EN Ma:En-kEj-U(sg.),In-kEj-Ek(pl.),On:na-kEj’-U(sg.),
Ko:N-gEj’-U(sg.),Ca:n-kEj-U(sg.),Lo:nE-Ej-U(sg.),n-Ej-Ek(pl.)

SN Na:ke:l,Ki:keeltA,Po(Suk):kel

観察：
再構成音*l2は，ナイル語西方言において側面音lで出現している。アチョリ語，ランゴ
語が鼻音で終わっているのは，「単数（Singulative）」形形成を受けた結果であろう。アル
ル語の変種tyEndは，複数形から由来すると考えられる。
再構成音*l2は，ナイル語西方言において側面音lか，軟口蓋有声閉鎖音gで出現してい
る。ディンカ語，ヌエル語においては語末の母音の脱落とそれに伴う語末の位置での有声
閉鎖音の無声化が生じた。
再構成音*l2は，ナイル語東方言において硬口蓋有声閉鎖音jで出現している。再構成音

*l2は，ナイル語南方言において側面音lで出現している。
ナイル祖語再構成形は，PN*l1El2であろう。

表28をまとめる。再構成音*l2は，ナイル語西方言において歯茎有声閉鎖音d，側面音l，
軟口蓋有声閉鎖音gで出現し，ナイル語東方言，南方言において歯茎有声閉鎖音d，側面音l，
硬口蓋有声閉鎖音jで出現する。

表29 語幹初頭における再構成音*l2の対応

‘tohear’

WN Lu:winjo,Ac:wiøo,Al:winjo,La:wiøøo,Sh:liN,
An:wiøøo,Ju:liN,Pa:winji,Nu:liN

EN: Ba:yiN-ga,Ma:a-niN,On:a-to-n’iN-o,a-to-ø’iN-o,
Ko:(k’e)-niN,Ca:a-niN,Lo:i-ta-niN-u

観察：
語幹初頭の位置で，再構成音*l2の対応を見つけることは容易でない。なぜならナイル
語東方言と南方言において有声閉鎖音は，弱化し，失われたか，二重母音の要素になった
か，長母音の要素になったからである。「聞く」を意味する動詞は，再構成音*l2を語幹初
頭の位置にもつと考えられる対応を示す例である。
バリ語を除く，ナイル語東方言では，初頭の子音が後続する鼻音に同化して鼻音化し
た。鼻音化された子音の調音点が，歯茎，あるいは，硬口蓋であることは注目に価する。
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この事実は，鼻音化される以前の子音の調音点が歯茎，あるいは，硬口蓋であったことを
教えてくれる。再構成音*l2は，歯茎から奥へ，硬口蓋から軟口蓋までの調音点で発音さ
れていた。バリ語は，有声閉鎖音がナイル語東方言において弱化するという基本的通時的
変化を示している。
ナイル語南方言に，ナイル語西方言，東方言と起源を同じくすると考えられる形式を見
つけることができない。
ナイル祖語再構成形は，PN*l2iNであろう。

6.3.まとめ
ナイル語西方言，東方言，南方言の上記の対応例から，*r1，*r2，*l1，*l2を再構成すること
は容易でない。しかし，ナイル語西方言において，*r1，*r2，*l1，*l2を再構成することが可能
であり，しかも，これらを再構成することによって，従来の研究において不規則として放置さ
れてきた形式を説明することができた。ナイル語西方言における再構成がなければ，ナイル祖
語にこれらの再構成音を想定する根拠は見つけられなかったであろう。単に音の対応だけで再
構成する試みでは，立証は困難であったが，形態論の再構成に支えられて，音韻体系は再構成
が可能となる。

第3章の注

1） 基層，T/KやN/Kとして扱った議論には，Hohenbergerの一連の研究と，Bryan,1959,1968がある。
2） 名詞の音節構造については，既に考察した。名詞の音節構造は，以下のように，子音，母音，子音か

らなる語幹と，それに後続する終母音から構成される（CVC-V＝語幹-終母音）。
3） 表記は，基本的に資料の表記法をそのまま踏襲している。ただし，他の資料との整合性を考えて，若

干の変更を行っている。例えば，Westermann（1912a）に関して，歯閉鎖音をthに変更した。
4）［+ATR］母音をもつ接尾辞と，［−ATR］母音をもつ接尾辞の2つを設定する必要がある。この問題は

未解決である。
5）「仮定的子音」，Kの音声的性格について，この論文で明らかにすることを目的としていない。ただし，
「仮定的子音」Kを歯茎鼻音nと想定する可能性がある。「仮定的子音」Kが歯茎鼻音nだとすれば，
複数形成における閉鎖子音の無声化は，次のように考えられる。語幹末尾の位置の子音と歯茎鼻音が
連続するとき，強子音が形成され，強子音は無声閉鎖音で発音される（Cn→CC→C［-voiced］）。

6） ルオ語において，単数語幹の末尾の位置に，鼻音-閉鎖子音連続をもつ名詞が，わずかに存在する。
r�mb�‘sheep’,jApuonj‘teacher’などである。r�mb�（sg.）は，本来は複数語幹であるr�mb-に，単数
形に付加される終母音-�が付加されたと考えられる。これを，いわば，「複数の単数」，言い換えれば，
「集合単数」と呼びたい。ちなみに，複数形は，rombe（pl.）である（母音の範疇の変化は，母音調和
による）。jApuonj（sg.）は，動詞語幹，puonj-‘toteach’に，人を表す，行為者名詞をつくる接頭辞が
接辞された派生名詞である。この場合，鼻音-閉鎖子音連続は，動詞形態論のなかで説明されうる。

7） ふるえ音rが硬口蓋無声閉鎖音cと対をなすという考え方は，Gregersen（1974b）でも採用されてい
る。

8） HC4は第2章で議論した。これは，終母音の脱落とそれに伴なう語末の位置での無声化という通時的
変化である。

9） 以下の資料を使用した。ルオ語(Lu):Creider(1977),Tucker(1994)，アチョリ語(Ac):Crazzolara(1938),
Al:Knappert&Ukoko(1964)，ランゴ語(La):Noonan(1992)，シルク語(Sh):Kohnen(1933),Heasty
(1937)，アニュワ語(An):Westermann(1912d),Reh(1999)，ジュル語(Ju):Santandrea(1946)，パリ語
(Pa):Simeoni(1978)，ディンカ語(Di):Nebel(1948),Trudinger(1944)，ヌエル語(Nu):Westermann
(1912a),Kiggen(1948),Stigand(1923)。Ruは，ディンカ語，ルンベック方言である。

10）HC4については，第2章で詳しく考察した。
11）シルク語とルオ語では，複数接尾辞の母音が，わずかに違っている。したがって，Rule1は，シルク

語の複数形を正しく形成するためには母音を変更して，Rule1’としなければならない。これらについ
ては第2章で議論した。
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12）HC2は，単数形における，終母音の脱落と，それにともなう語末の位置における閉鎖子音の無声化
である。詳しくは，第2章で議論した。

13）「N-複数形」については第2章で議論した。
14）ナイル語西方言の複数形成については，第2章で詳しく議論した。
15）これらの言語において改新が生じた。ふるえ音rは無声閉鎖音と自然類を構成することになった。そ

の結果生じた改新規則によれば，ふるえ音rは，複数形成において閉鎖音の無声化を受けることがな
くなった。

16）Cons.は，Constructformの略である。Constructformは，名詞に修飾語が後続するときの形式である。
シルク語におけるjAldwoN/j�kd�N‘gentleman’は，名詞のConstructformjAl/j�k‘person’に修飾語
dwoN/d�N‘gentle’が後続している。

17）ジュル語，「蟻塚」を意味する名詞は，複数形が語幹末尾の位置に歯有声閉鎖音をもっている。これ
は，ジュル語において，類推などなんらかの特殊な変化があったと考えられる。

18）ナイル語西方言に，歯鼻音nhは，もともとは存在しなかった。鼻音が後続する歯閉鎖音に同化して，
歯鼻音nhが生まれた。この形式が歯鼻音nhで始まっていることは，逆に，後続する子音が，もとも
と，歯の調音点で発音されていたことを教えてくれる。

19）再構成音*r1，*r2を，それぞれ，*t，*dに近い音と考えることも可能であろう。もし，そうであるな
ら，ふるえ音rで出現するのは，一種のロータシズムの結果と考えられる。再構成音*l1，*l2は，そ
れぞれ，*c，*j，あるいは，*k，*gに近い音とも考えることが可能であろう。もし，そうであるなら，
側面音lで出現するのは，一種のラムダシズムの結果と考えられるだろう。

20）用いた主な資料は，以下のとおりである。ナイル語西方言の資料は，注9を参照。ナイル語東方言。
バリ語(Ba):Muratori(1948)，マサイ語(Ma):Tucker&Mpaayei(1955)，オンガモ語(On):Heine&
Vossen(1975-76)，コレ語(Ko):Heine&Vossen(1979)，ジャムス語(Ca):Heine(1980)，ロトゥホ語
(Lo):Muratori(1948)，トゥルカナ語(Tu):Barrett(1988)，テソ語(Te):Hilders&Lawrance(1958)，カリ
モジョン語(Km):Roncari&Mantovani(1973)。ナイル語南方言。ナンディ語(Na):Creider&Creider
(2001)，キプシギス語(Ki):Toweett(1979)，サビニ語(Sa):O’Brien&Cuypers(1975)，ポコト語(Po
(C)):Crazzolara(1978)，ポコト語(Po(Suk)):Beech(1911)。その他の資料を使用した場合には本文中に
出典を記した。

21）CVC語幹と，CV-CVC語幹については，第5章で詳しく議論する。
22）ナイル語西方言の複数形は，全く異なる語彙から由来する。その名詞は，おそらく，ナイル語東方言

の「女性に対する尊称」を意味する名詞と対応する。例えば，ナイル語西方言，Lu:mon(pl.),Ac:
moon(pl.),Al:mon(d)(pl.),La:mon(pl.),Sh:man(pl.),An:maan(pl.)に，ナイル語東方言，Ma:En-
t�-m�n-�nI(sg.)‘womanwithbaby’,Ca:n-t�-m�n-�nI(sg.)(respectfuladdress)が対応する。もともとは，
異なる2つの名詞が存在したのだが，ナイル語西方言は，それらのうちの一方を単数形に，他方を複
数形に用いた。複数の女性に呼びかけるとき，「女性に対する尊称」を用いることは，なんら不思議で
はない。

23）「N-複数形」については，第2章，3.6節で議論した。
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1.はじめに
この章では，ナイル祖語に，いわゆる「単数（Singulative）」形が存在したことを証明し，ま

た，ナイル祖語における「単数（Singulative）」形の形成法を再構成することを目的としている。
第2章でナイル諸語における名詞の複数形成を考察したように，ナイル祖語の音韻体系を再

構成するために，形態論の解明は不可欠である。ナイル祖語の音韻体系を再構成する試みは，
いまだ十分に成功していない。その原因は，従来の研究が，形態論を十分に考慮することな
く，音韻対応を探し求めたことにある。例えば，Vossen（1982）では，東ナイル祖語の子音体
系に，*n1，*n2，*n3，というように，同じ調音点において，同じ調音法をもつ複数の子音を再
構成している。Ehret（2001）は，Vossen（1982）が再構成した複数の子音を，1つの音素が異
なる環境で現われる異音と説明できると主張した1）。しかし，実際は，Vossen（1982）が再構成
した，同じ調音点における，同じ調音法をもつ複数の子音は，彼が異なる範疇の形式を対応さ
せた結果であり，決して1つの音素の条件異音などではない。例えば，名詞を使った対応で，
Vossen（1982）が，ある言語の単数形に，他の言語の「単数（Singulative）」形を対応させたり，
ある言語の複数形に，他の言語の異なる形成法によってつくられた複数形を対応させたりした
ためである。本研究では，ナイル祖語を再構成する従来の試みが犯した誤りを克服し，ナイル
祖語を再構成する出発点を確立することを目的とする。

1.1.「単数（Singulative）」形とはなにか
言語形式が実在の数に言及するとき，単数を表示する形式が，複数など，単数以外の数を表

示する形式よりも，形態論的に単純で，無標であることが一般的である。しかし，ときどき，
言語によっては，単数の実在に言及するために，複数の実在に言及する形式より，形態論的に
より複雑な形式をもつ場合がある。例えば，ナイル語西方言に所属するルオ語は，以下のよう
な例をもっている。

表1 ルオ語の「単数（Singulative）」形

Lu sg. pl.

wI.ø-� wI.ø ‘bird’

k�.N-� kw�.N ‘beer’
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ri.N-o ri.N/ringe ‘meat’

u.n-o u.n/u.nde/unni ‘rope’2）

表1の例において，「鳥」を意味する名詞は，単数形が，複数形に接尾辞-�が接辞された形式
になっている。この名詞の場合，明らかに単数形が，複数形よりも形態論的により複雑で，有
標であると言える。「ビール」を意味する名詞の場合，単数形が接尾辞-�を接辞された形式に
なっており，接尾辞の有無に関しては，単数形が形態論的に複雑な形式になっているが，名詞
語幹内部にある母音については，複数形がわたり音を伴う母音をもつのに対して，単数形は，
単純な母音をもっている。語幹母音に関しては，複数形が，単数形よりも複雑な形式になって
いる。したがって，「ビール」を意味する名詞の場合，単数形と複数形のどちらが，形態論的に
単純か，あるいは，無標かを決定するのは容易でない。また，「肉」を意味する名詞や「ロー
プ」を意味する名詞の場合，複数形にいくつかの異形態が存在する。複数形の左端に記載した
形式と，単数形を比較すると，単数形は，形態論的に複雑で，有標と考えられるが，それ以外
の形式と比較すると，決して簡単に，単数形が複数形より形態論的に複雑で，有標であると即
断できない。ナイル語西方言のシルク語にも，ルオ語と同様の例が存在する。

表2 シルク語の「単数（Singulative）」形

Sh sg. pl.

dor-o dor ‘wall’

tyel-o tyel ‘foot,leg’

rej-o ric ‘fish’

øwog-o øwok ‘louse’

lol-o lel ‘smallpebble’

「壁」を意味する名詞や，「あし」を意味する名詞のように，単数形が接尾辞-oをもっていて，
形態論的に複数形より複雑で，有標であると簡単に考えられる場合もあるが，「魚」を意味す
る名詞や「虱」を意味する名詞のような場合，語幹末尾の位置にある子音が，無声閉鎖音と有
声閉鎖音の間で交替していて，単数形と複数形のどちらが形態論的により単純で，無標である
かを簡単に決定できない。
「単数（Singulative）」形を定義するにあたって，実在に言及するときに，複数を形態論的に

無標の形式で，単数を有標の形式で表現する場合，単数を表現する有標の形式を「単数
（Singulative）」形と呼びたいと考えているが，ルオ語やシルク語の実例で見たように，形態論
的に無標か，あるいは，有標かを決定するのはそう簡単ではない。そこで，派生という観点か
ら，「単数（Singulative）」形を定義しようと思う。
単数形が，複数形など他の範疇の形式から派生されるとき，その形式を「単数

（Singulative）」形と呼ぶ。だが，実際には，「単数（Singulative）」形が派生される形成法が明ら
かになっていない場合，形式の形態論的な単純性から，逆に，形態論的な複雑性から，形式を
「単数（Singulative）」形であるか否かを，仮定的に決めておかなければならない。次節でナイ
ル諸語における「単数（Singulative）」形の派生法を考察するが，その前に「単数（Singulative）」
形をもつ名詞の，意味的な一般的特徴を簡単に見ておこう。
「単数（Singulative）」形をもつ名詞が指示する実在は，1）小さなモノで，しかも，常にかた
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まって存在する傾向がある。例えば，食料や小石などである（表1における，ルオ語，「肉」，
「ビール」，表2における，シルク語，「小石」）。2）動物，鳥，人など，常に群れで存在する傾
向のあるモノである。例えば，家畜や人間などである（表1における，ルオ語，「鳥」，表2に
おける，シルク語，「魚」，「虱」）。3）身体部位の名称など，対で存在するモノである（表2に
おける，シルク語，「あし」）。
これらの実在は，普通，自然界において複数で存在するのが当然のモノである。これらの実

在を，特にその数に言及することなく指示するとき，言語形式は，「単数（Singulative）」形で
はなく，複数形が用いられる。この複数形が表現する数は，「一般数（GeneralNumber）」，あ
るいは，Transnumeral，または，UnitReferenceと呼ばれる。これらの実在が，「一般数
（GeneralNumber）」ではなく，特に，単数であることに言及して，指示されるとき，「単数
（Singulative）」形が用いられる。

これとは反対に，自然界において単独で存在するのが当然であるモノを，特に，数に言及す
ることなく指示するとき，すなわち，「一般数（GeneralNumber）」で指示するとき，普通，単
数形が用いられる。そして，複数であることに言及して，このようなモノを指示するとき，複
数形が用いられる。「一般数（GeneralNumber）」を表示するためだけの特別な形式は，普通，
存在しない。上記の関係を図示すると，図1になる3）。

図1 数の範疇と数の形式

A）自然界において複数で存在するモノ
数の範疇 数の形式
単数 「単数（Singulative）」形

「一般数（GeneralNumber）」+複数 複数形
B）自然界において単数で存在するモノ
数の範疇 数の形式
単数+「一般数（GeneralNumber）」 単数形
複数 複数形

世界に存在する実在は，2種類に分類される。自然界において複数で存在するのが当然であ
るモノ（図1のA）と，自然界において単独で存在するのが当然であるモノ（図1のB）であ
る。形態論的には，単数形と「単数（Singulative）」形と複数形の3種類の形式が存在する。数
の範疇は，単数と「一般数（GeneralNumber）」と複数の3種類の範疇が存在する。

形態論的対立と，数の範疇の対立は，3つずつの項がそれぞれ並行して対立するのではない。
形態論的な対立に関しては，「単数（Singulative）」形に対して複数形が対立し，単数形に対し
て複数形が対立する，2種類の対立が存在する。数の範疇の対立に関しては，単数に対して「一
般数（GeneralNumber）」+複数が対立し，単数+「一般数（GeneralNumber）」に対して複数
が対立する。それぞれに関して，2種類の対立が存在する。
自然界において複数で存在するのが当然であるモノに言及する場合，形態論的には，「単数

（Singulative）」形と複数形が対立し，数の範疇に関しては，単数に「一般数（General
Number）」+複数が対立する。自然界において単独で存在するのが当然であるモノに言及する
場合，形態論的には，単数形と複数形が対立し，数の範疇に関しては，単数+「一般数
（GeneralNumber）」に複数が対立する。
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2.ナイル諸語における「単数（Singulative）」形
2.1.ナイル語西方言
2.1.1.ルオ語
ルオ語を記述した従来の研究において，「単数（Singulative）」形の存在を指摘したものはな

い。ただし，Tucker（1994）は，子音と母音からなる接尾辞がルオ語の単数形に見られること
を指摘している。Tucker（1994）は，その接尾辞の機能は不明としている。

表3 ルオ語の単数形に見られる接尾辞

Lu sg. pl.

kEdh-n� kEthE ‘bile’

keg-no ko.ke ‘nail,claw’

lwaN-nI luange,luenge ‘fly’

cwar-nI ‘bug’

thIw-nI thI.pE ‘smallchain’

jam-nI ‘cattleaspossession’

kud-ni ku.te ‘insect’4）

表3の例からわかることは，以下のとおりである。1）Tucker（1994）が存在を指摘した接
尾辞は，鼻音と母音からなっている。2）表3に記載された全ての名詞は，規則的な複数形成法
に従っている。3）接尾辞-n�/-no，あるいは，-nI/-niが接辞された形式は，たいてい，単数とし
て扱われる。ただし，「南京虫」を意味する名詞と「財産」を意味する名詞には，複数形が記録
されていない。「蝿」を意味する名詞と「昆虫」を意味する名詞は，接尾辞-nI/-niが接辞された
形式が，一匹の個体を，また，複数個からなる同一種をも意味する。一方，これらの複数形は，
複数の異なる種類を意味する。
接尾辞-nI/-niは，形態の点では，複数をつくる接尾辞と同一である（例えば，複数形をつく

る接尾辞-nI/-niが存在する。pala(sg.),pel-ni(pl.)‘knife’）。接尾辞をもつ単数形が，同一種の複
数個をも意味することと，接尾辞が，複数の接尾辞と同一の形式であることから，接尾辞-nI/-
niが接辞された形式は，本来，複数形であり，複数形が集合名詞として用いられ，単数扱いさ
れたものと考えられる。
これらの事実から，Tucker（1994）が指摘した，単数形に見られる鼻音と母音からなる2つ

の接尾辞のうち，接尾辞-nI/-niは，複数形をつくる接尾辞であることがわかる。接尾辞-n�/-no
が，機能不明の接尾辞として残る。しかし，接尾辞-n�/-noが「単数（Singulative）」形をつく
る接尾辞であると即断するのは，早計である。なぜなら，接尾辞-n�/-noが接辞された単数形
が，それと対をなす複数形より，形態論的に複雑であるとは言えないからである。というの
も，複数形にも接尾辞が接辞されている。接尾辞の有無だけで，形態論的な複雑性を決定でき
ない。
それでも，形態論的な複雑性という基準だけで，「単数（Singulative）」形とみなされる形式

が，ルオ語に，ほんのわずかだが存在する。表1の4つの名詞は，接尾辞が接辞されない複数
形に対して，接尾辞が接辞された単数形をもつ。表1の「肉」や「ロープ」を意味する名詞が，
自由変異として接尾辞をもつ複数形をもっていることからも推察できるが，ルオ語は，たいて
いの名詞が，その単数がここで明らかにしようとしている「単数（Singulative）」形で表示され
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ようとも，あるいは，単数形で表示されようとも，単数を表示する形式から，規則的な複数形
成法によって，複数形を形成する。これが，ルオ語で生じた複数形成の歴史的改新である。改
新による規則的な複数形成に従っていない例外的な名詞は，表1の「鳥」や「ビール」を意味
する名詞である5）。これらの名詞は，ルオ語の複数形成における改新から逃れて，単数形と複
数形の区別の古い姿を示している。しかも，これらの名詞の単数を表示する形式は，前節での
議論を踏まえると，「単数（Singulative）」形であると考えられる。
ルオ語には，表1のほかに，単数形と複数形が，補充法による区別と従来の研究では考えら

れてきた名詞が若干存在する。

表4 補充法によると考えられてきた単数形と複数形

Lu sg. pl.

we.ndo we.lo ‘visitor’

da.na/da.y� da.ye ‘grandmother’

dha.na ji ‘person’

dhIaN dh�.k ‘cow,cattle’

gi(n) gik ‘thing’

数に言及することなく「牛」を表現するとき，普通，「牛」を意味する名詞の複数形が用いら
れる。「牛」，とりわけ，1頭を指示したい場合に，「牛」を意味する名詞の単数形が用いられ
る。同様に，「人」を，数に言及することなく表現するとき，すなわち，「一般数（General
Number）」の「人」を表現するとき，「人」を意味する名詞の複数形が用いられる。「人」，1人
をとりわけ表現したいとき，「人」を意味する名詞の単数形が用いられる。これらの事実から，
表4の左側にある形式は，「単数（Singulative）」形であると考えられる。
これまでの考察をまとめると，次のようになる。ルオ語には「単数（Singulative）」形が存在

した。「単数（Singulative）」形をつくる形成法は，2つ存在した。1つは，接尾辞-�を名詞語幹
に接辞するやり方（表1の名詞）と，もう1つは，現在では，補充法になってしまっている形
成法であった。しかし，ルオ語は，複数形成の歴史的改新を行ったため，「単数（Singulative）」
形は，痕跡として残っているだけである。「単数（Singulative）」形の形成法は，ルオ語におい
て，全く生産的ではない。「単数（Singulative）」形を由来にもつ単数を表示する形式であって
も，ほぼ全ての単数形には，改新された複数形成規則が適用されて，複数形がつくられる（複
数形成については，第2章を参照）。
ルオ語は，このように，複数形成の歴史的改新を行った。したがって，古い「単数

（Singulative）」形の形成法を探るために，現在のルオ語を用いて議論するのは適当でない。表
4の補充法と考えられてきた例についても，ナイル語西方言，シルク語の例を使って，「単数
（Singulative）」形の形成法を探るのがよいであろう。その前に，ルオ語とともに，南ルオ方言
に所属するアチョリ語，アルル語，ランゴ語の「単数（Singulative）」形について，観察してお
こう。

2.1.2.アチョリ語，アルル語，ランゴ語
アチョリ語，アルル語，ランゴ語の「単数（Singulative）」形の存在を指摘した研究は，存在

しない。アチョリ語，アルル語，ランゴ語においても，ルオ語で生じた複数形成の歴史的改新
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と同様の改新が生じた。つまり，単数を表示する形式がどのような由来をもっていても，単数
を表示する形式ほぼ全てに，規則的な複数形成規則を適用して，複数形を形成した。本来は，
「単数（Singulative）」形であるから，複数形成規則が適用される必要のなかった語幹にまで，
複数形成規則を適用した。その結果，「単数（Singulative）」形は，規則的な複数形成の観点か
らは，不規則と考えられる形式に，痕跡として見られるだけである。

表5a アチョリ語の「単数（Singulative）」形

Ac sg. pl.

dano j�� ‘person’

gin gigu ‘thing’

表5b アチョリ語の非「単数（Singulative）」形

dyaN dyANi ‘cow,cattle’

gwEno gweni ‘chicken’

表6 アルル語の「単数（Singulative）」形

Al sg. pl.

dhyaN dhok ‘cow,cattle’

dhan� j� ‘person’

gin ‘thing’

gwEn� gwen ‘chicken’

表7 ランゴ語の「単数（Singulative）」形

La sg. pl.

dyaN dok ‘cow,cattle’

dano j� ‘person’

gIn gigu ‘thing’

gwEn� gwen ‘chicken’

「牛」，「人」，「物」を意味する名詞は，単数語幹が鼻音で終わっている。これらの単数形が，
本来，「単数（Singulative）」形であったことは，次節において証明する。単数形が形態論的に
複数形より複雑な形式は，アチョリ語，アルル語，ランゴ語においては，ほとんど残されてい
ない。アルル語とランゴ語において，「鶏」を意味する名詞が，単数形に母音からなる接尾辞を
もち，複数形に接尾辞をもたない6）。

表5a，表5b，表6，表7を 比 較 検 討 し て み る と，同 じ 意 味 を も つ 名 詞 に，「単 数
（Singulative）」形が痕跡として残されているのがわかる。しかし，アチョリ語では，「牛」を意
味する名詞と「鶏」を意味する名詞までも，規則的な複数形成規則が適用されて，その結果，
これらの名詞に「単数（Singulative）」形は保存されていない。
アチョリ語，アルル語，ランゴ語において，「単数（Singulative）」形の痕跡を見つけるのは，

ルオ語におけるのと同様に，あるいはそれ以上に，困難であることはわかった。
この節を終わるにあたって，「単数（Singulative）」形を形成する，単数を表示する形式に現
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われる，語末の位置の母音について，考察しておこう。ルオ語における，「鳥」と「ビール」
を意味する名詞や，アルル語とランゴ語における，「鶏」を意味する名詞は，単数形が語末の位
置に母音をもち，複数形が母音をもたない。第2章において複数形成を考察する際に，ナイル
語西方言の名詞の音素配列的構造を，CVCからなる語幹と，終母音と名付けた語幹に後続す
る母音に，分析した。終母音については，なんら機能を明らかにしなかった。ただ，終母音は，
ナイル語西方言において，しばしば，脱落という通時的変化（HC2とHC4）を受けたことを
明らかにした。
ここで問題となるのは，単数形において語末の位置に母音が存在し，複数形において語末の

位置に母音が存在しない名詞の場合，複数形において終母音の脱落が生じた結果，複数形が語
末の位置に母音をもたなくなったという可能性を否定できないことである。しかし，第2章に
おける複数形成の議論の中で，明らかにしたことは，終母音の脱落は，南ルオ方言（ルオ語，
アチョリ語，アルル語，ランゴ語）においては，単数形でのみ生じたのであって，複数形では，
終母音は脱落しなかった。したがって，単数形において語末の位置に終母音が存在し，複数形
の語末の位置に終母音が存在しない名詞は，複数形において語末の位置に母音が存在しない理
由を，終母音の脱落以外に求めなければならない。そして，その理由として，「単数
（Singulative）」形の形成過程における，「単数（Singulative）」形を形成する接尾辞が，単数を表
示する形式に接辞されたと考えるのが自然である。簡単に述べると，複数形で母音が脱落した
のではなく，単数形で接尾辞に由来する母音が付加されたのである。
第2章における複数形成についての考察において，終母音と名付けた語末の位置の母音は，

その全ての由来が明らかになったわけではないが，一部は，「単数（Singulative）」形を形成す
る接尾辞，あるいは，その接尾辞の一部であることがわかった。ただし，南ルオ方言において
は，ルオ語の「鳥」，「ビール」を意味する名詞や，アルル語，ランゴ語の「鶏」を意味する名
詞のように，ほんのわずかな名詞が，「単数（Singulative）」形をつくる接尾辞を保持している。

2.1.3.シルク語
シルク語を記述した従来の研究において，「単数（Singulative）」形の存在を指摘したものは

存在しない。Kohnen（1933）は，単数形が母音，oで終わる名詞に，その母音を脱落させるこ
とで，複数形が形成されるものがあると述べている。

表8 シルク語の「単数（Singulative）」形

Sh sg. pl.

doro dor ‘wall’

tyelo tyel ‘foot,leg’

rejo ric ‘fish’

Nuro Nurr ‘gad-fly’

øwogo øwok ‘louse’

lelo lel ‘smallpebble’7）

表8の例は，Kohnen（1933）が指摘する，語末の位置にある母音を脱落させることにより，
形成される複数形である。これらの例は，前節で議論した形態論の複雑性に関する定義による
と，単数を表現する形式が有標である。また，表8に記載された名詞は，前節で議論した「単
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数（Singulative）」形をもつ名詞の意味的特徴を備えている。すなわち，「壁」，「小石」は，自
然界において複数で存在するのが当然である。「あし」は，身体部位の名称で，しかも，対で存
在する。「魚」，「アブ」，「虱」は，動物であり，自然界において複数で存在するのが当然のモノ
である。これらのことから，表8において左側に記載された形式は，「単数（Singulative）」形で
あると考える根拠がある。
表8に記載されるべき名詞，つまり，単数を表示する形式が接尾辞をもち，複数を表示する

形式が接尾辞をもたない名詞は，シルク語においては，かなりの数が存在する。一方，前節で
観察したように，ルオ語，アチョリ語，アルル語，ランゴ語など，南ルオ諸語においては，単
数を表示する形式が接尾辞をもち，複数を表示する形式が接尾辞をもたない名詞は，複数形成
の改新の結果，ほんのわずかしか存在しない。
シルク語には，母音oが単数形において接辞される名詞以外に，母音iが単数形において接

辞される名詞が，わずかながら存在する。

表9 集合的単数形

Sh sg. pl.

deted-i detet ‘longpoleforpushingboats’

dekag-i dekakki ‘stickfordiggingtheground’

単数形において接辞されている母音iは，複数形において接辞される母音iと同一であり，母
音iが接辞されてつくられた単数を表示する形式は，複数形が集合名詞的に用いられたものと
考えられる。
シルク語には，さらに，母音oが単数形において接辞された形式のほかに，単数語幹末尾の

位置にある子音が鼻音化される名詞が存在する。

表10 鼻音化を伴う「単数（Singulative）」形

Sh sg. pl.

(o)yino yith ‘fisherman’

bun budi ‘parcel,part’

kwaøo kwac ‘fish-scale’

waøo wac ‘paper,book’

puøo puc ‘stringofamusicalinstrument’

keø kaj/kej ‘place,spot’

yuNo yuk ‘fire-wood’

dhano ji ‘man,humankind’

dhyaN dhok ‘cow’

gin gik ‘thing’

「薪」を意味する場合は，普通，複数形が用いられる。単数形が用いられるとき，それは，
「木材の一片」を意味する。表10に記載された名詞は，「単数（Singulative）」形をもつ名詞の
一般的特徴を備えている。「漁師」や「人間」は，集団で存在する。「荷物」や「紙」は，日常
生活において，複数で存在するのが当然のものである。「本」は，普通，複数の「紙」からで
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きている。弦楽器の「弦」は，複数である。「鱗」は，自然界において複数で存在するのが当
然である。「牛」は，群で存在する動物である。表10に記載された単数を表示する形式は，「単
数（Singulative）」形であると考えられる。これらの単数を表示する形式は，多くが語末の位置
に母音oをもち，そして，語幹末尾の位置にある子音が鼻音化を受けている。
語幹末尾の位置における子音の鼻音化は，第2章で議論した「N-複数形」において観察され

る鼻音化と似ている。「N-複数形」についての議論を思い出すために，簡単に，ここで繰り返
しておく。

表11 ヌエル語の「N-複数形」

Nu sg. pl.

gwAk’ gwANeni/gwAgeni ‘fox’

jith kejienhi ‘ear’8）

表11の「きつね」を意味する名詞は，複数形に2つの異形態をもっている。一方は，語幹
末尾の位置で，子音が鼻音化を受けずに，有声化を受ける形式であり，他方は，語幹末尾の位
置で，子音が鼻音化された形式である。「耳」を意味する名詞は，複数形の語幹末尾の位置で，
子音が鼻音化を受けた形式である。これらの複数形の形成法は，図2のようになる9）。

図2「N-複数形」の派生

Nu gwAk’ (sg.) ‘fox’

IRule5 gwAk’eni
Rule2 gwAgeni(pl.) Rule2’gwANeni(pl.)

Nu jith (sg.) ‘ear’

IRule5 jithni

Rule2’ jinhni

N-drop jienhi (pl.)

（C’は，声門閉鎖を伴う子音を表示する。）

IRule5は，名詞複数形成において，語幹に，複数形をつくる接尾辞-eni，あるいは，-niが接
辞する規則である。単数語幹末尾の位置の子音が無声閉鎖音（ヌエル語では声門閉鎖を伴う閉
鎖音で表記される）であれば，接尾辞-eniが接辞され，単数語幹末尾の位置の子音が有声閉鎖
音（ヌエル語では声門閉鎖をともなわない閉鎖音で表記される）であれば，接尾辞-niが接辞さ
れる。Rule2は，複数形成の過程において，語幹末尾の位置の子音を有声化する規則である。
Rule2’は，複数形成の過程において，語幹末尾の位置の子音を鼻音化する規則である。Rule2
とRule2’は，どちらか一方が，義務的に適用される。Rule2が適用されるか，Rule2’が適用
されるかにより，異形態が生じるのである。N-dropは，Rule2’の適用により鼻音が連続する場
合，後続する鼻音が脱落する規則である。
シルク語の単数形において，語幹末尾の位置で鼻音化が見られる形式は，「N-複数形」で見

られる鼻音化とよく似た規則で説明することができる。シルク語の語幹末尾の位置で子音の鼻
音化を伴う「単数（Singulative）」形と，ヌエル語の語幹末尾の位置で子音の鼻音化を伴なう
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「N-複数形」との違いは，母音の質だけである。シルク語の語幹末尾の位置で子音の鼻音化を
伴う「単数（Singulative）」形の形成を，ヌエル語の「N-複数形」の形成規則にならって説明
すると，以下のようになる。

図3「単数（Singulative）」形の派生

Sh *kwaj HC4 kwac(pl.) ‘fish-scale’

SRule kwajno

Rule2’ kwaøno
N-drop kwaøo(Singulative)

鼻音化を伴う「単数（Singulative）」形が形成される基となった基準形式は，語幹末尾の位置
に，有声閉鎖音をもっていたと考えられる。有声閉鎖音は，複数形において，HC4（終母音の
脱落と，それに伴う語末位置での子音の無声化）という通時的変化の結果，無声音で出現して
いる。実際，HC4を受けていない，「荷物」を意味する名詞は，複数形が，語幹末尾の位置に
有声閉鎖音をもっている。
SRuleは，語幹に「単数（Singulative）」形をつくる接尾辞を付加する規則である10）。Rule2’

は，語幹末尾の位置の子音を鼻音化する規則である。おそらくは，後続する歯茎鼻音，nに同
化して，先行する有声閉鎖音が鼻音化する現象であったと考えられる。N-dropは，2つの鼻音
が連続するとき，2番目の鼻音が脱落する規則である。SRule，Rule2’,N-dropの規則を適用
すると，表10に記載した，ほぼ全ての「単数（Singulative）」形の形成を説明することができ
る。ただし，表10において，「人」，「牛」，「物」を意味する名詞の単数を表示する形式は，語
幹末尾の位置における子音の鼻音化とN-dropによって，完全には説明できない。これらにつ
いては，後に再び議論することにする。

2.1.4.アニュワ語，ジュル語，パリ語
アニュワ語の記述の中で，Reh（1996）は，「単数（Singulative）」形を形成する接尾辞-�（中

声調）の存在を指摘している。

表12 アニュワ語，「単数（Singulative）」形

An sg. pl.

wEø� wEø ‘bird’

t�N� t�N ‘egg’

bEl� bEl ‘charcoal’

Reh（1996）は，語幹末尾の位置において子音が鼻音化を受ける単数形の存在についても，
指摘している。ただし，このとき，鼻音は，重複された鼻音で発音される。また，複数語幹が
流音で終わるとき，単数を表示する形式が，重複された流音を語幹末尾の位置にもつことがあ
る。
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表13 アニュワ語，鼻音化を伴う「単数（Singulative）」形

An sg. pl.

rEnnh� rIIth ‘fin’

kunnho koodhi‘seed’11）

lArro lAAr ‘vein’

Reh（1996）は，「単数（Singulative）」形を形成する接尾辞を想定し，表13の語幹末尾の位
置において子音の鼻音化を伴う「単数（Singulative）」形の形成を，図4のように説明する

（Reh,1996:101）12）。

図4 鼻音化を伴う単数形の派生

An rEnnh�<rIIdh+-VN-+-�
lArro<lAAr+-VN-+-�

Reh（1996）は，「単数（Singulative）」形を形成する鼻音と母音からなる接尾辞を想定し，こ
の接尾辞の鼻音が，先行する子音とともに，鼻音連続をつくると考えている。また，この接尾
辞は，先行する流音と流音の重複をつくると考えている。Reh（1996）は，母音と鼻音からなる
接尾辞を，非分節的な接尾辞non-segmentalsuffixと呼んでいるが，それは，この接尾辞が，実
際には，表面に現われず，仮定的な形態素であるという意図からであろう。また，Reh（1996）
は，とりあえず，2つの接尾辞-VN-と-�を想定しているが，1つの接尾辞-VN�と考えること
も可能であると述べている。
Reh（1996）が想定した仮定的な接尾辞-VN�は，本論文でシルク語の「単数（Singulative）」

形をつくる接尾辞として想定した接尾辞-noとよく似ている。
Reh（1996）は，「単数（Singulative）」形を形成する形成法に，2つのやり方が存在すると考

えている。1つは，表12のように，母音-�（中声調）からなる接尾辞を接辞するやり方と，も
う1つは，接尾辞-VN�を接辞するやり方である。
「単数（Singulative）」形をつくる接尾辞は，中声調をもつとする。一方，単数形の語末の位

置におかれる終母音は，低声調をもつと考えて，声調により，単数形をつくる接尾辞と，終母
音を区別している。シルク語の記述は，声調を記録した信頼できる資料が欠けているため，表
8に記載された例の中には，「単数（Singulative）」形ではなく，複数形で終母音が脱落しただけ
のものが含まれている可能性を排除できない。
しかし，Reh（1996）が指摘していない「単数（Singulative）」形の形成が存在する。表14

の例は，Reh（1996）を含む従来の研究においては，補充法による単数形と複数形の区別と考
えられてきたものである。これらの形成法について，後に詳しく議論する。

表14 従来の研究では補充法と考えられた「単数（Singulative）」形

An sg. pl.

dhIaN dhok ‘cow’

dhaan� jEy ‘person’

gin gii ‘thing’
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ジュル語，パリ語においても，「単数（Singulative）」形と考えられる，単数を表示する形式
に，2種類が存在する。1つは，単数を表示する形式が，語末の位置に母音をもち，対をなす
複数形が，語末の位置に母音をもたないタイプである（表15と表17）。他の種類は，従来の研
究では，補充法による単数形と複数形が区別されたと考えられてきたタイプである（表16と表
18）。単数を表示する形式において，語幹末尾の位置で子音の鼻音化が生じていると考えられ
る名詞を，ジュル語とパリ語に見つけることは困難である。ただ1例，表16に，ジュル語，
「血管」を意味する名詞が，単数を表示する形式の語幹末尾の位置に，鼻音をもっている。従来
の研究で，補充法による単数形と複数形の区別と考えられた形式については，後に第3節にお
いて詳しく議論する。

表15 ジュル語，接尾辞-oによる「単数（Singulative）」形

Ju sg. pl.

luEdo luEt ‘finger’

wudo wut ‘ostrich’

reyo rec ‘fish’

abwöro abwör ‘monkey’

tyElo tyEl ‘foot,leg’

（öは，中舌母音を表示する。）

表16 ジュル語，補充法と考えられた「単数（Singulative）」形

Ju sg. pl.

dhyaN dhak ‘cow’

dhano ‘person’

lŠno lŠŠr ‘vein’

（Šは，中舌母音を表示する。）

表17 パリ語，接尾辞-oによる「単数（Singulative）」形

Pa sg. pl.

tyelo tyel ‘foot,leg’

wiøo wiø ‘bird’

toNo toN ‘egg’

waro war ‘sandal’

bubA bub ‘waterbuck’

tipo tiip ‘ghost’

reo ric ‘fish’

yerro yier ‘hair’

表18 パリ語，補充法と考えられた「単数（Singulative）」形

Pa sg. pl.

dhyaN dhok ‘cow’

dhanho jou ‘person’
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この節の最後に，終母音の脱落と，接尾辞-oの付加による「単数（Singulative）」形の形成法
との関係を議論しなくてはならない。ルオ語，アチョリ語，アルル語，ランゴ語が所属する南
ルオ方言において，終母音の脱落は，単数形においてだけ生じ，複数形においては生じなかっ
た。したがって，単数形が語末の位置に母音をもち，複数形が語末の位置に母音をもたない場
合，複数形が，HC4という通時的変化による終母音の脱落の結果，母音を失ったのではないこ
とは，明らかである。したがって，単数を表示する形式に，なにか接辞が付加された結果，単
数を表示する形式が，語末の位置に母音をもつことになったと考えることができた。
シルク語，アニュワ語，ジュル語，パリ語が所属する北ルオ方言において，終母音の脱落

は，単数形においても，複数形においても生じた。このことから，複数形において終母音が脱
落した結果，表12，表15，表17に記載した例のように，単数を表示する形式が，語末の位置
に母音をもち，複数形が，語末の位置に母音をもたないという事態が生じた可能性を否定する
ことは容易でない。
確かに表12，表15，表17には，しばしば，同一の意味を表す名詞が，重なって記載されて

いることと，表12，表15，表17に記載されている名詞は，「単数（Singulative）」形をもつ名
詞の一般的な意味特徴をもつことから，表12，表15，表17に記載された名詞は，単数を表示す
る形式が，「単数（Singulative）」形をつくっている可能性は高い。しかし，アニュワ語の記述
における，声調による区別など，形態論的な違いを見つけることなく，「単数（Singulative）」
形であると決定することは，後の研究に委ねなければならないだろう。

2.1.5.ディンカ語，ヌエル語
ディンカ語とヌエル語は，HC2とHC4という通時的変化を受けた。特に，ディンカ語は，
HC2とHC4という通時的変化が，語彙体系において，全ての語彙で生じたために，全ての名
詞は，終母音を失ってしまった。終母音の脱落にともない，全ての名詞は，代償として，語幹
母音の長母音化を行った。単数形が終母音をもっていた場合は，単数形が語幹に長母音をもつ
ことになった。複数形が終母音をもっていた場合は，複数形が語幹に長母音をもつことになっ
た。この過程は，シルク語の終母音の分布と，ディンカ語の長母音の分布が一致することか
ら，類推される。シルク語の終母音の分布とディンカ語の長母音の分布を再確認しておこう。

表19 ディンカ語，語幹母音の長さ

Dinka Shilluk

sg. pl. sg. pl.

（19.a） øuom øum ‘sesame’ øimo øim
tu�N toN ‘egg’ toNo toN
kiec kic ‘bee’ kijo kic

thiin thin ‘breast’ thinno thinn

leec lec ‘tooth’ lejo lek

（19.b） øAN øieN ‘crocodile’ nyaN øaNi
kur kuor ‘dove’ akur akuri

wAt wEEt ‘son’ wat wati

bith biith ‘fishing-spear’ beth bithi

tuN tuoN ‘horn’ tuN tuNi
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表19において，（19.a）に記載した例は，シルク語が単数形に終母音をもち，複数形に終母音
をもたないとき，ディンカ語の同起源語と考えられる形式が，単数形に長母音の語幹母音をも
ち，複数形に短母音の語幹母音をもつ。ただし，二重母音も，長さの点では長母音として扱
う。（19.b）に記載した例は，シルク語が単数形に終母音をもたず，複数形に終母音をもつ。そ
の場合，ディンカ語は，単数形が短母音の語幹母音をもち，複数形が長母音の語幹母音をも
つ。
しかし，（19.a）に記載された例が，「単数（Singulative）」形をもつ名詞であると判断するこ

とは容易でない。例えば，「単数（Singulative）」形をもつ名詞の一般的な意味特徴の観点から
考えると，（19.a）に記載された名詞は，「胡麻」や「卵」のように自然界において複数で存在
するのが当然のモノを指示する。また，「胸」や「歯」は，身体名称で，しかも，対で存在し
たり，複数で存在したりするモノを指示する。「蜂」も集団で生活する。一方，（19.b）に記載
された名詞の中にも，「ワニ」や「鳩」のように，動物の名前で，しかも，集団で生活するモ
ノを指示する名詞が含まれている。意味的な特徴から「単数（Singulative）」形であると判断で
きない。
たとえ，ディンカ語の単数形における長母音の語幹母音の分布が，シルク語の単数形におけ

る終母音の分布と一致するとしても，ディンカ語の単数を表示する形式における語幹母音の長
母音が，シルク語の「単数（Singulative）」形をつくる接尾辞-oに由来すると決定することはで
きない。なぜなら，前節で議論したように，シルク語を含む北ルオ諸語において，終母音の脱
落という通時的変化（HC2，特に，HC4）が生じたために，「単数（Singulative）」形をつく
る接尾辞-oの分布と，終母音の分布が，区別できなくなってしまったためである。

ディンカ語にも，従来の研究では補充法による単数と複数の区別と考えられた，あるいは，
単に不規則形とされた形式がある。

表20 ディンカ語，補充法と考えられた「単数（Singulative）」形

Di sg. pl.

raan k�c ‘person’

weN c�k ‘cow’

表20の形式については，後に第3節において詳しく考察する。
ヌエル語においても，単数を表示する形式が長母音の語幹母音をもち，複数形が短母音，あ

るいは，単数を表示する形式がもつ語幹母音より短い長さの母音を，語幹母音にもつ名詞が存
在する（表21）。ディンカ語において生じた終母音の脱落に伴う代償延長が，ヌエル語におい
ても生じたと考えられる。ただし，単数を表示する形式において代償延長を引き起こした語末
の位置の母音は，「単数（Singulative）」形をつくる接尾辞に由来したものなのか，あるいは，
単に単数に付加された終母音なのかを決定する方法は，将来の研究を待たなければならないだ
ろう。

表21 ヌエル語，語幹母音の長さ

Nu sg. pl.

tu�m tum ‘injection’

cweec cwei ‘righthand’
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duuoN doN ‘stringwithshells’

bAAr bAr ‘lake’

ciooc cioh ‘leg’

kw��c kwiy ‘thorn’

g��Ah g��h ‘wing’

nAAc nAi ‘heifer’

gweec gwec ‘giraffe’

looc loc ‘peg’

ヌエル語にも，従来の研究において，補充法による単数と複数の区別と考えられた形式が存
在する（表22参照）。これらの形式については，後に第3節において詳しく議論する。

表22 ヌエル語，補充法と考えられた「単数（Singulative）」形

Nu sg. pl.

rAAn nAAth ‘person’

yAN c�k ‘cattle’

2.1.6.西ナイル祖語における「単数（Singulative）」形
これまでの考察から，西ナイル祖語に「単数（Singulative）」形の形成法が存在したと結論し

てよいだろう。「単数（Singulative）」形の形成法には，2つのやり方が存在した。
1つは，接尾辞-�を基準となる語幹に付加するだけのものであり，もう1つは，接尾辞-n�を

基準となる語幹に付加し，この接尾辞の鼻音と同化することで，語幹末尾の位置の子音が鼻音
化するものである。語幹末尾の位置で子音の鼻音化を伴う語幹は，基準となる語幹の末尾の位
置に有声閉鎖音をもっていた。これについては，シルク語における鼻音化を伴う「単数
（Singulative）」形の形成法についての議論で論じた。

語幹末尾の位置に無声閉鎖音をもつ語幹には，接尾辞-�が付加された。したがって，同化現
象による語幹末尾の位置での子音の鼻音化は生じなかった。閉鎖子音以外の子音，例えば，流
音や鼻音は，有声閉鎖音と自然類を構成し，接尾辞-n�が付加されるか，あるいは，無声閉鎖
音と自然類を構成し，接尾辞-�が付加された。これに関しては，西ナイル祖語の時代に既に地
理的変異が存在したように思われる。しかし，さらなる検討が必要であろう。暫定的に，西ナ
イル祖語の「単数（Singulative）」形の形成法をまとめると，以下のようになる。

図5 西ナイル祖語，「単数（Singulative）」形形成法

Proto-WN

(a)CVC→CVC− �/［−voiced］-____
n�/elsewhere

(b)C- → ［+nasal］/____n
(c)n →z/［+nasal］____

規則（a）（＝SRule）は，基準となる語幹が，無声閉鎖音，あるいは，無声閉鎖音と自然類
を構成する子音で終わるとき，「単数（Singulative）」形をつくる接尾辞-�が接辞され，また，有
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牽
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券
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鹸
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声閉鎖音，あるいは，有声閉鎖音と自然類を構成する子音で終わるとき，「単数（Singulative）」
形をつくる接尾辞-n�が接辞されることを示している。規則（b）（＝Rule2’）は，歯茎鼻音n
が後続するとき，語幹末尾の位置の子音は，歯茎鼻音nと同化して，鼻音になることを示して
いる。規則（c）（＝N-drop）は，鼻音が連続するとき，後続する鼻音が脱落することを示す。
「単数（Singulative）」形をつくる2つの接尾辞は，1つの形態素の音韻的に条件付けられた

異形態であったと考えられるが，そう結論を下すためには，さらに研究が必要であろう13）。

2.2.ナイル語東方言と南方言─西ナイル祖語をこえて─
ナイル語東方言に「単数（Singulative）」形を形成するやり方が存在することを，マサイ語を

例にして考察しよう。また，ナイル語南方言に「単数（Singulative）」形を形成するやり方が存
在することを，ナンディ語を例にして考察しよう。

2.2.1.ナイル語東方言，マサイ語
従来のマサイ語の記述には，「単数（Singulative）」形の存在を指摘したものは存在しない。

ただし，Tucker&Mpaayei（1955）は，単数形が接尾辞を付加することにより複数形から派生
する可能性があると述べている。その接尾辞には，-i，-a，-o，-niがあるとしている。
前節で議論した「単数（Singulative）」形の定義に従えば，マサイ語には「単数（Singulative）」

形と見られる形式が存在する。

表23 マサイ語，「単数（Singulative）」形

（23.a）sg. pl.

�l-agUEt-an-I Il-agUEt-ak ‘carpenter’(a-gUEt‘tosharpen’)
�l-aIbart-an-I Il-aIbart-ak ‘initiate’

ol-Aib-on-i il-Aibo-ok ‘onewhoprevents’

ol-Aimonk-on-i il-Aimonk-ok ‘liar’

観察：
マサイ語の母音調和において，［−ATR］母音，aに対となる［+ATR］母音は，oであ

る。-akと-okは，1つの接尾辞の異形態素である。

（23.b）
enk-AlA-on-i ink-AlA-o ‘ant’

�l-mEnEN-an-I Il-mEnEN-a ‘corpse’

観察：
複数形の語末の位置に軟口蓋無声閉鎖音kが存在したと考えられる。

（23.c）
Em-barI-E Im-bar-ak ‘jackal’
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観察：
単数形に，語幹形成辞*-akと「単数（Singulative）」形をつくる接尾辞*-Iが接辞されて

いた。軟口蓋無声閉鎖音kは，母音aとIの間で脱落した（k>z/a__I）。母音aとIは，
母音融合を行って，Eになった（a+I>E）。

（23.d）
�l-kIlIkU-a-I Il-kIlIkU ‘message’

e-modi-o-i i-modi-ok ‘cowdung’

観察：
複数形において，語幹形成辞-akが脱落した。単数形において，（23.c）と同様に，軟口

蓋無声閉鎖音kが母音間で脱落した（k>z/a__I，k>z/o__i）。

（23.e）
�l-aImUtIa-I Il-aImUtIa ‘reed’

�l-ala-I Il-ala ‘tooth,tusk’

Em-baE Im-baa ‘arrow,matter’

�-lEE I-lEwa ‘man,male’

ol-kikue-i Il-kIkU ‘thorn’

観察：
語幹形成辞-akが接辞されているかどうか，明らかではない。単数を表示する形式にお

いて，母音aとIは，母音融合して，Eになることがある（a+I>E）。「棘」を意味する名
詞の単数形は，*�l-kIkU-ak-I-I>�l-kIkU-a-I-I>�l-kIkU-E-Iという変化をへて，ol-kikue-iとなっ
ただろう。母音融合（a+I>E）の結果，母音Eが生じたなら，母音は，［+ATR］母音で
はなく，［−ATR］母音でなくてはならなかった。［+ATR］母音であれば，語幹形成辞
は-okが接辞されるので，母音融合の結果として，母音eが生じることはありえなかった。
したがって，ある時点において母音は，［−ATR］から［+ATR］へ範疇を交替したと考え
られる。ただし，［−ATR］から［+ATR］へ母音の範疇の交替がいつ，どのように生じた
かは明らかでない。また，複数形に語幹形成辞-akが接辞されていたことを示す証拠はな
い。

（23.f）
Enk-akEø-a Ink-akEø ‘morning’

�l-akIr-a Il-akIr ‘star’

Enk-aI-n-a Ink-aI-k ‘hand’

em-bolot-o im-bolot ‘opening’(a-bol‘toopen’)

ol-cANit-o il-cANit ‘wildanimal’

（23.g）
�l-kIn-a Il-kI ‘breast,teat’
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（23.h）
en-kuku-o in-kuk ‘charcoal’

観察：
（23.h）の複数形の語末の位置に母音uがあったかどうか，明らかでない。

（23.i）
�l-maNatInt-a Il-maNatI ‘enemy’

観察：
単数を表示する形式の，語幹末尾の位置に見られる-nt-は，語幹形成辞であろう。語幹

形成辞-nt-が，複数形にも接辞されたかどうか，明らかでない。

（23.j）
En-kUN-U In-kUN ‘knee’

（23.k）
�l-canI/�l-cata Il-kEEk ‘tree’

En-kItEN in-kiSu ‘cow,herdofcattle’

表23に記載した例は，「大工」，「うそつき」，「男」，「敵」のように，「人」の種類を表現す
る名詞である。また，「蟻」，「ジャッカル」，「野生動物」（本来の語源は，「かもしか」類を指す
名詞であったと考えられる），「牛」のように，「動物」や「昆虫」を表現する名詞である。さ
らに，「歯」，「腕」，「乳房」，「膝」のように身体部位の名称であり，しかも，複数か，あるい
は，対で存在するモノの名前である。「葦」，「牛の糞」，「炭」，「薪」のように，自然界におい
て，普通，複数でかたまって存在するモノを表現する名詞である。これらは，既に議論した，
「単数（Singulative）」形をもつ名詞の一般的な意味特徴を備えている。

表23に記載された名詞は，単数を表示する形式が，複数形よりも形態論的に複雑になって
いる。（23.a），（23.b），（23.c），（23.d），（23.e）において，単数を表示する形式は，複数形に接
尾辞-I/-iを付加されて，形成されている（語幹の母音が，［+ATR］であれば，語幹の母音に母
音調和して，接尾辞の母音は，［+ATR］母音iになる）。（23.a），（23.b），（23.c），（23.d）にお
いては，単数を表示する接尾辞-I/-iのほかに，単数を表示する形式と複数形の両方に，接尾辞-
ak/-okが付加されている。接尾辞-ak/-okは，語幹形成の接尾辞であろう。
語幹に語幹形成辞-ak/-okが接辞されて，例えば，「木を削る」から「大工」がつくられるよう

に，動詞語幹から行為者名詞が派生されるのは，マサイ語において生産的な名詞派生の過程で
ある。この語幹形成辞を構成する軟口蓋無声閉鎖音kは，母音aとI，oとiの間で歯茎鼻音n
に音韻変化する（（23.a）を参照）。動詞語幹から名詞をつくる派生以外においても，母音aと
I，oとiの間で，軟口蓋無声閉鎖音kが歯茎鼻音nに変化する現象を観察することができる

（（23.b）を参照）。母音aとI，oとiの間で，軟口蓋無声閉鎖音kが歯茎鼻音nに変わる変化
は，この環境において必ず生じるわけではないが，行為者名詞の派生以外の場合にも，この変
化を観察することができる（例えば，形容詞，torrono(sg.),torrok(pl.)‘bad’。軟口蓋無声閉鎖音
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kは，母音oとoの間で歯茎鼻音nに変化している）14）。
軟口蓋無声閉鎖音kは，母音間で脱落することもある（（23.c）と（23.d）を参照）。軟口蓋

無声閉鎖音kが母音間で脱落する現象は，軟口蓋無声閉鎖音kを挟む母音が同一である場合に，
比較的，規則的に生じる音韻現象である（例えば，動詞，lak‘tountie’の1人称，単数，過去
の形式は，a-ta-la-a‘Iuntiedit’となる。母音aとaの間で，軟口蓋無声閉鎖音kが脱落してい
る）。母音aとI，oとiに軟口蓋無声閉鎖音kが挟まれる場合，分節的な音韻条件としては，
軟口蓋無声閉鎖音kが歯茎鼻音nに変化する場合と，同一の条件であるにもかかわらず，

（23.c）と（23.d）において軟口蓋無声閉鎖音kは脱落する。軟口蓋無声閉鎖音kが鼻音化する
か，脱落するかを決定するのは，超分節的条件であろう。しかし，それについては議論しな
い。
（23.e）において，単数を表示する形式は，複数形に接尾辞-I/-iが付加されており，（23.f），

（23.g），（23h）において，単数を表示する形式は，複数形に接尾辞-a/-oが付加されている。接
尾辞-I/-iが付加される形式には，（23.a），（23.b），（23.c），（23.d）に記載された名詞のように，
語幹形成辞-ak/-okを伴う形式が存在するが，接尾辞-a/-oが付加される形式は，普通，語幹形
成辞-ak/-okをともなわない。ただし，「手」を意味する名詞は，語幹形成辞-kが付加されてい
る可能性がある。

2.2.2.ナイル語東方言，ジャムス語，ロトゥホ語，トゥルカナ語，テソ語，カリモジョン語，
バリ語

マサイ語以外のナイル語東方言に所属する言語における「単数（Singulative）」形の形成法
は，ほぼ，マサイ語のそれと同様であると考えられる。

表24 ジャムス語，「単数（Singulative）」形

（24.a）sg. pl.

sIkIra-I sIkIra ‘snail,cowry’

l-toto-i l-toto ‘grindingstones’

l-kiyo-i l-kiyo ‘tears’

l-kukue-i l-kUkU ‘thorns’

（24.b）
l-dero-ni l-dero ‘rats’

l-�j�N�-nI l-�j�N� ‘flies’

n-kUlUp�-nI n-kUlUp� ‘soil’

（24.c）
n-kopit-o n-kopit ‘ropes’

n-dApAn-A n-dApAn ‘skinsofsheep,goats’

n-kArn-A n-kArn ‘names’

Heine（1980）は，ジャムス語に「単数（Singulative）」形の存在を指摘している。「単数
（Singulative）」形をつくる接尾辞として，接尾辞-I/-iと-nI/-niと-a/-oの3種類を認めている
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（ジャムス語の母音調和は，マサイ語の母音調和と，ほぼ同じと考えてよい）。ただし，接尾辞-
nI/-niの歯茎鼻音nは，語幹形成辞を構成する軟口蓋無声閉鎖音kが母音間で鼻音化したものに
由来する可能性があるのなら，「単数（Singulative）」形をつくる接尾辞は-I/-iと-a/-oの2種類
と考えられる。

表25 ロトゥホ語，「単数（Singulative）」形

（25.a）sg. pl.

xamon-i xamon ‘father-in-law’

axeø-i axEø ‘bird’

emuxuø-i emuxuø ‘smallblackant’

（25.b）
abilat-a abilat ‘iron’

am�øIt-a am�øIt ‘intestine’

at�N�s-a at�N�s ‘wound’

（25.c）
akakam-yo akakam ‘cheek-bone’

amaxal-yo amaxal ‘cheek’

（25.d）
ajaNa-ti ajaNa ‘fly’

abene-ti abEnE ‘leaf’

aøimi-ti aøim ‘sesame’

（25.e）
EmI-ta EmI ‘strawofdurra’

afaNa-ta afaNa ‘sand’

（25.f）
ofi-to nofi ‘strap’

aøaxu-to aøaxwo ‘possession’

（25.g）
afu-ti afui ‘nerve’

alibo-ti aliboi ‘aspeciesoffish’

（25.h）
atattI atarI ‘avarietyofdurra’

asutti asuru ‘mosquito’

axutti axuru ‘insect’
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Muratori（1938）は，複数形から単数を表示する形式をつくる接尾辞を記録している。それ
らを整理すると，接尾辞-I/-i（（25.a）を参照。ただし，Muratori（1938）では，［+ATR］と

［−ATR］の区別が曖昧である），接尾辞-a（（25.b）を参照），接尾辞-o（（25.c）を参照），接尾
辞-ti（（25.d）を参照），接尾辞-ta（（25.e）を参照），接尾辞-to（（25.f）を参照）である。（25.g）
に記載した名詞は，複数形にも接尾辞が付加されていると考えられる。このような，複数形に
も接尾辞が付加されていると考えられる名詞は，他にも存在する。（25.h）に記載した名詞は，
ふるえ音rで語幹が終わっている。ふるえ音rに接尾辞-tiが後続するとき，ふるえ音rと歯茎
無声閉鎖音tは，重複した歯茎無声閉鎖音ttをつくる。
母音aとoは，おそらく，マサイ語と同様に，母音調和に関して対をなしていると考えられ

るから，接尾辞-aと接尾辞-oは，1つの接尾辞を構成する2つの異形態素と考えられる。接尾
辞-ti，-ta，-toは，歯茎無声閉鎖音tと，これらの接尾辞-I/-i，-a/-oの組み合わせからできている。
歯茎無声閉鎖音tは，語幹形成辞である可能性がある。そうならば，ロトゥホ語の「単数
（Singulative）」形をつくる接尾辞は-I/-iと-a/-oの2種類と，それらと語幹形成辞が組み合わ
さったものからなると考えられる。

表26 トゥルカナ語，「単数（Singulative）」形

（26.a）sg. pl.

E-sUrU-t NI-sUrU ‘mosquito’

E-øa-It NI-øa ‘grass’

E-kacar-It N(I)-kacar ‘star’

A-kiro-it NA-kiro ‘word,question’

a-mUk-at Na-mUk ‘sandal,shoe’

（26.b）
E-kIt�-E NI-kIt� ‘tree’

E-kEl-aI NI-kEl ‘tooth’

Heine（1980）は，トゥルカナ語に「単数（Singulative）」形の存在を指摘している。「単数
（Singulative）」形をつくる接尾辞として，-(V)tを認めている（（26.a）を参照）。さらに,複数
形から派生される単数を表示する様々な形式が，存在すると述べている。それらは，古い「単
数（Singulative）」形の形成法に由来するが，「単数（Singulative）」形は，トゥルカナ語におい
ては，接頭辞による単数と複数の区別に，取って代わられてしまったと述べている。しかし，
これ以上の具体的な指摘はない。
Heine（1980）が指摘する接頭辞-(V)t以外に，（26.b）に記載された名詞は，トゥルカナ語が

「単数（Singulative）」形をつくる接尾辞-Iと語幹形成辞-akをもっていたことを教えてくれる。
なぜなら，語幹形成辞を構成する軟口蓋無声閉鎖音kは，母音間で脱落したと考えられるから
である（ak-I>a-I>E）。

表27 テソ語，「単数（Singulative）」形

（27.a）sg. pl.

a-rapeta-it a-rapeta ‘cover’
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（27.b）
e-kamej-an i-kamej-ak ‘hunter’

e-kecok-on i-kecok-ok ‘herdsman’

Hilders&Lawrance（1957）は，テソ語に「単数（Singulative）」形の存在に気づいていない。
（27.a）に記載した名詞は，Heine（1980）が指摘した，「単数（Singulative）」形をつくる接尾
辞-(V)tが接辞されている。Hilders&Lawrance（1957）は，（27.b）に記載された名詞を，行為
者名詞と呼び，単数形の語末の歯茎鼻音nを，軟口蓋無声閉鎖音kに変えることで，複数形を
つくると述べた。しかし，（27.b）に記載した名詞は，語幹に，語幹形成辞-ak/-okと「単数

（Singulative）」形をつくる接尾辞-I/-iが接辞され，そして，語幹形成辞を構成する軟口蓋無声
閉鎖音kが母音間で歯茎鼻音nに変化した後，語末の位置の母音が失われて，単数形ができた
と考えるべきである。

表28 カリモジョン語，「単数（Singulative）」形

（28.a）sg. pl.

e-tim-at Ni-tim ‘hair’

a-tur-ot Na-tur ‘flower’

（28.b）
e-pon-oi Ni-pon ‘lip’

e-kaar-an Ni-kaar-ak ‘murder’

e-kelip-an Ni-kelip-ak ‘begger’

Roncari&Mantovani（1973）は，「単数（Singulative）」形に気づいていない。（28.a）に記載
した名詞は，単数形から，-at/-otを脱落させて，複数形をつくると考え，（28.b）に記載した名
詞は，単数形の歯茎鼻音nを軟口蓋無声閉鎖音kに変えることにより，複数形をつくると述べ
ている。（28.a）に記載した名詞は，Heine（1980）が指摘した，トゥルカナ語の「単数

（Singulative）」形をつくる接尾辞-(V)tと同じ接尾辞が付加されている。（28.b）に記載した名詞
は，単数を表示する形式が，語幹に，語幹形成辞-ak/-okと「単数（Singulative）」形をつくる
接尾辞-I/-iが接辞され，そして，語幹形成辞を構成する軟口蓋無声閉鎖音kが母音間で歯茎鼻
音nに鼻音化した後，語末の位置の母音Iが失われてできたのである。「唇」を意味する名詞は，
単数形が語幹形成辞-okと「単数（Singulative）」形をつくる接尾辞-iが接辞され，語幹形成辞を
構成する軟口蓋無声閉鎖音kが母音間で脱落してできた。「唇」を意味する名詞の複数形では，
語幹形成辞が完全に失われている。

表29 バリ語，「単数（Singulative）」形

（29.a）sg. pl.

koNa-ti k�Na ‘ediblewhiteant’

puleNa-ti pUlENa ‘kidney’

kwen-ti kwEn ‘bird’
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kadoNon-ti kad�N�n ‘fly’

dumöt-ti dumol ‘copper,brass’

（29.b）
kuk-te kuk ‘charcoal’

lum-te/lum-to lum ‘thatchinggrass’

win-te wIn ‘ear-plug’

kigwur-te kIgwUr ‘ant-hill’

（29.c）
j�man-i(t) j�man ‘baboon’

lugulusen-i lugulusen ‘vulture’

köpukön-i köpukön ‘wing’

patal-i pata? ‘string’

（29.d）
kupir-et kUpIr ‘hair’

mijin-et mIjIn ‘fingernail’

mikil-e mIkI? ‘smallant’

（öは，中舌母音を表示する。）

Spagnolo（1933）は，複数形に接辞されて単数形をつくる接尾辞を，指摘している。接尾辞-
ti（29.a）には異形態素が存在し，異形態素-teは，先行する母音が高母音I/iやU/uのとき，接
辞される（（29.b）を参照）。
Spagnolo（1933）は，単数形をつくる接尾辞として，接尾辞-itを認めている（（29.c）を参

照）。しかし，Spagnolo（1933）をよく観察すると，接尾辞-itが接辞される形式は，数が少な
く，むしろ，接尾辞-iを接辞する形式が多い。また，接尾辞-i，あるいは，-itが接辞される形式
は，ほぼ全てが，接尾辞-i,-itの前に歯茎鼻音nをもつことがわかる。これらの事実から，
Spagnolo（1933）が語幹末尾の位置の子音であると考えている歯茎鼻音nは，実は，語幹形成
辞-ak/-okを構成する軟口蓋無声閉鎖音kが母音間で鼻音化して，歯茎鼻音nになったものに由
来すると考えられる。
接尾辞-etは，先行する母音が高母音I/iやU/uのとき，接辞される（（29.d）を参照）。接尾

辞-etは，語幹形成辞-atに，「単数（Singulative）」形をつくる接尾辞-iが接辞されたものに由来
すると考えられる。低母音aは，後続する高母音iの前で，中母音eになる。一種のウムラウ
トが生じた後に，「単数（Singulative）」形をつくる接尾辞-iは，脱落した。例えば，「毛髪」を
意味する単数を表示する形式は，語幹形成辞-atと「単数（Singulative）」形をつくる接尾辞-iが
接辞されて，つくられた（*kupir-at-i>kupir-et-i>kupir-et）。この一種のウムラウトの現象は，
実際，共時的な音韻変化としても観察できる。
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表30 バリ語，ウムラウト現象

sg. pl.

sumut-i somot ‘fish’

jugwet-i juwgwat ‘groundnut’

kiyet-i kiyat ‘palm,Hyphaenethebaica’

表30において，高母音iの前で，後舌中母音oは，高母音uに，低母音aは，前舌中母音e
に変化している。これらの例において，接尾辞-iの前に，歯茎無声閉鎖音tが先行しているのは
偶然ではないであろう。おそらく，Spagnolo（1933）が語幹の一部と考えた音節otとatは，
語幹形成辞であったと考えられる。
（29.d）に お け る 単 数 を 表 示 す る 接 尾 辞-eは，お そ ら く，語 幹 形 成 辞-atに「単 数

（Singulative）」形をつくる接尾辞-iが後続した-atiから由来する。母音，aがウムラウトによっ
て，-etiになり，その後，母音iが脱落し，-etになった。さらに，この形式から歯茎無声閉鎖音
tが脱落したものであろう。
単数を表示する接尾辞-itは，「単数（Singulative）」形をつくる接尾辞-iに，接尾辞-etからの類

推により歯茎無声閉鎖音tが付加されたものと考えられる。
バリ語の「単数（Singulative）」形をつくる接尾辞は，本来，接尾辞-iのみであった。歯茎無

声閉鎖音tを含む形式は，語幹形成辞-at/-otと「単数（Singulative）」形をつくる接尾辞-iが組
み合わさった形式から，様々な音韻変化を経て，出来上がったと考えられる。

2.2.3.ナイル語東方言における「単数（Singulative）」形の形成法
ナイル語東方言に所属する全ての言語は，「単数（Singulative）」形をつくる形成法をもって

いることは，明らかになった。したがって，「単数（Singulative）」形の形成法を，東ナイル祖語
ももっていたと考えてよいだろう。東ナイル祖語の時代に，「単数（Singulative）」形を形成す
る方法には，2つのやり方があったと考えられる。1つは，接尾辞-I/-iを，基準となる語幹に接
辞するやり方と，もう1つは，接尾辞-a/-oを，基準となる語幹に接辞するやり方であった。基
準となる語幹は，複数語幹と一致していた。接尾辞-I/-iが付加される形式には，語幹形成辞-
ak/-okを伴うものや，-Vt（-at/-ot）を伴うものが存在した。
語幹形成辞-ak/-okと語幹形成辞-Vt（-at/-ot）の分布には地理的な違いが存在した。語幹形成

辞-ak/-okが分布したのは，ロトゥホ語を除く，ほぼ全ての言語においてであり，語幹形成辞-
Vt(-at/-ot)が分布したのは，ロトゥホ語とテソ・トゥルカナ語グループとバリ語においてで
あった（図7参照）。これら語幹形成辞が，どんな機能をもっていたかについては，明らかでは
ない。また，「単数（Singulative）」形をつくる接尾辞-I/-iと-a/-oの分布の違いについては，明ら
かではない。

図6 東ナイル祖語，「単数（Singulative）」形の形成法

（a）Stem→Stem–(-ak/-ok)–I/-i（軟口蓋無声閉鎖音kは，母音間において，歯茎鼻音nに変化
したり，脱落したりする）
Stem→Stem–(-Vt)–I/-i

（b）Stem→Stem–(-a/-o)
（どの名詞が（a）の形成法を行うのか，どの名詞が（b）の形成法を行うのか明らかではない）
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図7 語幹形成辞の分布

-ak/-ok -(V)t(-at/-ot)

マサイ語 + −？
ジャムス語 痕跡（24.b） −

ロトゥホ語 −？ +

トゥルカナ語 痕跡（26.b） +

テソ語 痕跡（27.b） +

カリモジョン語 痕跡（28.b） +

バリ語 痕跡（29.c） +

図6の「単数（Singulative）」形の形成法で十分に説明できない例が，まだ，存在する（表31
参照）。これらの名詞は，従来の研究においては，単に不規則形として放置されてきたか，補
充法による単数と複数の区別とされてきたものである。これらについては，第3節で詳しく議
論する。

表31 ナイル語東方言，従来の研究では不規則形として放置された「単数（Singulative）」形

sg. pl.

Ma �l-canI/�l-cata Il-kEEk ‘tree’

En-kItEN in-kiSu ‘cow,herdofcattle’

Ca NkItEN Nkicu ‘cow’

Lo nEtEN nesuN ‘cow’

Tu a-ItE Na-atUk ‘cow’

Te a-kiteN a-kituk ‘cow’

Ba kItEN kIsUk ‘cow’

2.2.4.ナイル語南方言，ナンディ語
Creider&Creider（1989）は，ナ ン デ ィ 語 に 単 数 形 を つ く る 接 尾 辞-i:nと，「単 数

（Singulative）」形をつくる接尾辞-(y)a:n/-(y)A:nが存在すると指摘する。単数形をつくる接尾辞
と「単数（Singulative）」形をつくる接尾辞を区別する。接尾辞-i:nは，動詞語幹に接辞し，行
為者名詞を派生する（kA:-sup-i:n‘follower’<ki:-sup‘tofollow’）。また，接尾辞-i:nは，民族
名称を表す名詞が，1人の人を表すときに用いられる（nA:nt-i:n‘Nandiman’）。
「単数（Singulative）」形をつくる接尾辞-(y)a:n/-(y)A:nも単数形をつくる接尾辞-i:nと同じよ

うに，民族の1人の人を表すときに用いられることがある。ただし，接尾辞-(y)a:n/-(y)A:nが
人を表す名詞に用いられるとき，軽蔑的な意味が含まれる（ce:m-nA:nti-yA‘Nandiwoman
(pejorative)’）。

さらに，Creider&Creider（1989）が指摘しない，単数を表示する形式をつくる方法が存在
する（表32参照）。

表32 ナンディ語，「単数（Singulative）」形

（32.a）sg. pl.

mUr-ya: mUr ‘rat’

第4章 ナイル諸語における「単数（Singulative）」形について 209



�r-ya: �r ‘ash’

pE:y-ya: pEy ‘water’

（32.b）
pe:ø paø ‘meat’

ka:lya:N(LM) ka:lya:N(HF) ‘fly’15）

ka:øI:t(LM) ka:øI:t(HF) ‘worm’

kE:t(L) kE:t(H) ‘tree’

k�r�:r(MM) k�r�:r(H) ‘haironbody’

ku:t(M) ku:t(H) ‘ant-bear’

kUUt(HM) kU:t(L) ‘maggot’

（32.c）
kwE:n-to kwE:n ‘firewood’

pE:r-t�(ML) pE:r(H) ‘bark’

p�:l-ta(ML) p�:l(H) ‘cloud’

接尾辞-(y)a:nが接辞される名詞には，人間を表す名詞以外にも，（32.a）の例がある（歯茎鼻
音nは，語末の位置で脱落する）。表32に記載された名詞は，動物の名前，身体部位の名称，
自然界において複数で存在するのが当然であるモノを指す名詞であり，「単数（Singulative）」
形をもつ名詞の一般的意味特徴を備えている。
（32.b）と（32.c）において，単数と複数を表示する形式は，ただ声調のみにより区別されてい
る（（32.c）における-toと-taは，語幹形成辞であり，数を表示する機能はない）。なんらかの分
節的要素が，単数を表示する形式か，複数を表示する形式に付加されていたと考えられるが，
これについては明らかでない。

表33 ナンディ語，集合名詞

sg. pl.

po:k-i:n p�:k ‘Bok’

ce:p-isAs-i:n cEp-Isa:s ‘fundamentalist’16）

cE:-p�ran-ya: cE:-p�ran-I:n ‘Boranawoman’

Creider&Creider（1989）が単数をつくると考えた接尾辞-I:n/-i:nは，表33における「ボ
ラナ女性」のように，複数を表示する形式においても接辞される。接尾辞-I:n/-i:nは，複数形
をつくる接尾辞と同じ形をしており，したがって，接尾辞-I:n/-i:nをもつ単数を表示する形式
は，複数形の集合的用法である可能性がある。

表34 ナンディ語，従来，補充法と考えられた「単数（Singulative）」形

sg. pl.

taø(ss.tE:-ta) tIc(sp.tU:-ka) ‘cow’17）

tye(ss.ce:p-tA) ti:pin(sp.ti:p-i:k) ‘girl’
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ci:(ss.ci:-tA) pi:c(sp.pi:k) ‘person’

kI(y)(ss.kI-It) tukun(sp.tuku:k) ‘thing’

表34に記載された名詞は，従来の研究において，補充法による単数と複数の区別と考えら
れてきた名詞である。これらの一部に関しては，第3節で説明する。
南ナイル方言に所属する他の言語も，ほぼ，ナンディ語と同様の，「単数（Singulative）」形

をつくる形成法をもっている。南ナイル祖語の「単数（Singulative）」形は，接尾辞-(y)a:n/
-(y)A:nが接辞されて，形成される（図8）。接尾辞-I:n/-i:nが付加されてつくられる形式は，
おそらく，複数形であり，たまに，集合的に，単数を表示するときに用いられることがある。

図8 南ナイル祖語，「単数（Singulative）」形の形成法

Stem→Stem-(y)a:n/-(y)A:n

3.ナイル祖語における「単数（Singulative）」形
前節で，ナイル語西方言，東方言，南方言に「単数（Singulative）」形をつくる形成法が存在

することを，あるいは，過去に存在したことを証明した。また，ナイル語西方言，東方言，南
方言における「単数（Singulaitve）」形の形成法を明らかにすることを試みた（図5，図6，図
8を参照）。さらに，過去に存在したであろう「単数（Singulative）」形の形成法を再構成するこ
とを試みた。しかし，前節での議論は，ナイル語西方言，東方言，南方言の，それぞれの内部
に「単数（Singulative）」形をつくる形成法が存在する，あるいは，存在したことを証明したが，
ナイル祖語に「単数（Singulative）」形が存在することを証明するものではなかった。実際，図
5，図6，図8で再構成した西ナイル祖語，東ナイル祖語，南ナイル祖語における「単数

（Singulative）」形の形成法から，ナイル祖語の「単数（Singulative）」形の形成法へ溯ることは
容易でない。そこで，この節では，従来の研究において，補充法による単数と複数の区別であ
ると考えられてきた形式について考察することによって，ナイル祖語の「単数（Singulative）」
形の再構成が可能であることを証明する。
従来の研究で，補充法による単数と複数の区別と考えられてきた形式が，西ナイル祖語，東

ナイル祖語，南ナイル祖語に，それぞれ，別個に再構成した「単数（Singulative）」形の形成法
をつないでくれる。特に，単数を表示する形式が，語幹末尾の位置に鼻音をもつ形式に注目し
て，ナイル祖語の「単数（Singulative）」形について考察しよう。

表35 ‘cow,cattle’18）

EN:sg./pl. SN:sg./pl. WN:sg./pl.

Ba:kI-tEN/kI-sUk Na:taø/tIc Nu:yAN/cok
Te:a-ki-teN/a-ki-tuk Ki:tEE-ta/tuu-kA Di:weN/c�k

(ss)/(sp) Sh:dhyaN/dhok
Tu:a-I-tE/Na-a-tUk Sa:taø/toc An:dhIaN/dhok
Lo:nE-tEN/ne-suN Po(Suk):taiø/tic Pa:dhyaN/dhok
Ma:EN-kI-tEN Da:taøi/tukwA Lu:dhIaN/dhok

/iN-ki-Su Ac:dyaN/dyANi
Ca:N-kI-tEN/N-ki-cu La:dyaN/dy«Ni
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PEN*k1I-tEN PSN*taø
/*-k1I-t2U(k)

（PENは，Vossen（1982）による再構成である。PSNは，Rottland（1982）による再構成である。）

観察：
ナイル語西方言，東方言，南方言に所属する全ての言語において，単数を表示する形式

は，語幹末尾の位置に鼻音をもっており，一方，複数を表示する形式は，若干の例外を除
いて，語幹末尾の位置に鼻音をもたないことに注目する。この事実は，ナイル語西方言に
おいて，「単数（Singulative）」形が形成されるとき，語幹末尾の位置で有声閉鎖子音の鼻
音化が伴うことを思い出させる。そこで，西ナイル祖語がもっていた，語幹の末尾の位置
で有声閉鎖音の鼻音化を伴う「単数（Singulative）」形の形成法と，よく似た形成法が，ナ
イル祖語においても存在したと考える。したがって，表35に記載された単数を表示する
形式は，ナイル祖語において存在した「単数（Singulative）」形を保存していると考える。
複数形に関しては注意しなければならないことがある。表35における複数形は，ナイ

ル祖語の複数形成によりつくられた形式を保存している場合と，それぞれの言語で発達
させた複数形成の改新規則により，新たにつくられた形式となっている場合があるとい
うことである。

それでは，前節で行った「単数（Singulative）」形の形成法についての議論に従って，ナイル
祖語の「単数（Singulative）」形の形成法を，以下のように再構成してみよう。

図9「牛」，ナイル祖語「単数（Singulative）」形の形成

Singulative:PN*(kwI)-r1Eg-ak-I>(kwI)-r1Eg-an-I(a)
>(kwI)-r1Eg-n-I(b)>(kwI)-r1EN-n-I(c)>(kwI)-r1EN-I(d)
>(kwI)-r1EN(e)

注意：
（1）語幹の前に接辞される接頭辞kwI-については，第5章で詳しく議論する。
（2）語幹初頭の位置の再構成音*r1については，第3章で詳しく議論する。
（3）図9において想定した（a）から（e）までの変化（ナイル祖語における共時的変化）に

ついては以下で説明する。

変化：
（a）k>n/V__V。語幹形成辞-akと，「単数（Singulative）」形をつくる接尾辞-Iを想定した。

語幹形成辞を構成する軟口蓋無声閉鎖音kは，母音aとIの間で，歯茎鼻音nになる。
軟口蓋無声閉鎖音の母音間での鼻音化は，マサイ語の「単数（Singulative）」形の形成法
において，現在でも，生産的な規則である。ナイル祖語に接尾辞-ak-Iを再構成せずに，
接尾辞-nIを再構成することも可能であろう。しかし，ナイル語東方言の「単数
（Singulative）」形の形成法と結び付けるために，語幹形成辞-akと「単数（Singulative）」
形をつくる接尾辞-Iを再構成する。

（b）V>z/__n（?）。鼻音の同化規則を導くために，無理に想定した規則である。この規則
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を想定するには，かなり無理がある。
（c）C>N/__n。ナイル語西方言の「単数（Singulative）」形の形成法に存在した，語幹末

尾の位置において有声閉鎖音が鼻音化する規則である。この鼻音化は，後続する歯茎鼻
音nに同化する現象である。

（d）n>z/N__。鼻音が連続するとき，歯茎鼻音nは，先行する鼻音の後で脱落する。この
規則は，ナイル語西方言の「単数（Singulative）」形の形成に見られる。

（e）I>z/__#。語末の位置で母音Iが脱落する。この母音は，ナイル語南方言にも，過去
に存在したと考えられる。ダトーガ語において，この母音Iが保存されていることと，
また，ナイル語南方言に所属する多くの言語において，単数を表示する形式が，語幹末
尾の位置に硬口蓋 鼻音øをもっているのは，ナイル祖語，軟口蓋鼻音Nが，この母音I
の前で口蓋化をおこして，硬口蓋鼻音øになったためと考えられる。このことからも数
を表示する接尾辞-Iの存在が傍証される。

解説：
図9の形式から，各言語がどのような通時的変化をうけて，現在の形式になったかを解説

する。

（あ）ナイル語東方言の「単数（Singulative）」形。
ナイル語東方言の「単数（Singulative）」形は，ナイル祖語において再構成された「単数

（Singulative）」形*（kwI）-r1ENから，直接，由来している。テソ語，トゥルカナ語，ロトゥホ
語，マサイ語，ジャムス語においては，ナイル語東方言で発達した，「性」を表示する接頭辞
が，語頭の位置に見られる（第5章を参照）。

ナイル祖語再構成形の語幹に先行する要素*（kwI）-は，どのような環境で現われるか，ま
た，どんな機能をもっているか，明らかでない。ナイル祖語再構成音*kwは，唇軟口蓋無声閉
鎖音である。ナイル語東方言では，この再構成音は，軟口蓋無声閉鎖音kで出現する（ロトゥ
ホ語では，摩擦音xで出現するが，それは，母音間で脱落する）。ナイル語西方言では，半母音
wで出現する。したがって，ナイル語西方言において，語頭の要素，*kwI-はwI-で出現するは
ずであるが，普通，完全に脱落してしまう（第5章を参照）。
ナイル祖語再構成音*r1は，ナイル語東方言で，歯茎無声閉鎖音tで出現する。ナイル語南方

言では，歯茎無声閉鎖音tで出現する。ナイル語西方言では，たいてい，歯無声閉鎖音thで出
現する（ただし，母音間では，歯有声閉鎖音dhで現われる）。再構成音*r1について，第3章
で議論した。

（い）ナイル語南方言の「単数（Singulative）」形。
ナイル語南方言の「単数（Singulative）」形は，ナイル祖語再構成形の，語末の位置の母音I

が脱落する以前の形式*(kwI)-r1EN-Iから由来する。なぜなら，母音Iの前で軟口蓋鼻音Nは口蓋
化し，øになった。
ナイル祖語で再構成された語幹に先行する要素(kwI)-がナイル語南方言に存在したかどうか

は，この形式においては確認できない。
ナイル祖語で再構成された語幹母音Eは，ナイル語南方言と西方言で，「母音の折れ」Vowel

Breakingが生じた。さらに，ナイル語南方言では，「母音のサンディ」VowelSandhiが生じた。
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図10「母音の折れ」VowelBreaking

*(kwI)-r1Eg-ak-I>(kwI)-r1Iag-ak-I(f)

「母音の折れ」は，中母音E/e，また，�/oが後続する低母音の前で，それぞれ，高母音と低
母音の連続Ia/iA，また，Ua/uAになる現象である。

図11「母音のサンディ」VowelSandhi

*(kwI)-r1Iag-ak-I>(kwI)-r1ag-ak-I(g)

「母音のサンディ」は，「母音の折れ」によって生じた母音の連続が，どちらか一方の母音に
単純化する現象である。普通，連続する母音の後者が保持される。

変化（追加）：
(f)E>Ia/__Ca。中母音Eは，後続する母音aにより，VowelBreakingを引き起こされ，二
重母音Iaに変化した。このVowelBreakingは，現在話されているマサイ語の共時的な音韻
規則の中にも見出される（A-te-diA-A‘Icursed’<a-dEk‘tocurse’。ただし，kは，母音間で
脱落している）。
(g)V1V2>V2。Ia>a。母音連続Iaは，前半分の要素が脱落して，母音aに単純化した。

解説：
図10と図11の通時的変化を解説する。
VowelBreakingを引き起こしているのは，ナイル祖語に再構成した語幹形成辞-akを構成

する母音aである。現在のマサイ語の共時的な音韻規則の1つであるVowelBreakingからわ
かるように，VowelBreakingを引き起こす原因となるのは，後続する低母音aである。この
事実から，ナイル祖語再構成形に，語幹形成辞-akを想定することに妥当性がある。また，
VowelBreakingは，語幹形成辞-akの母音aが脱落する（規則（b））以前に生じたと考えな
くてはならない。

（う）ナイル語西方言の「単数（Singulative）」形。
ナイル語西方言の「単数（Singulative）」形は，ナイル祖語に再構成された「単数（Singulative）」

形*(kwI)-r1ENから由来する。
ナイル祖語で再構成された語幹に先行する要素*(kwI)-がナイル語西方言に存在したことは，

ナイル祖語再構成音*r1がナイル語西方言において，歯有声閉鎖音dhで出現することから確認
することができる。ナイル祖語再構成音*r1は，ナイル語西方言において，母音間で有声閉鎖
音dh，あるいは，ゼロ音素（ヌエル語とディンカ語），または，口蓋垂音c（ヌエル語，ディ
ンカ語）で出現する。アチョリ語，ランゴ語は，歯音をもたず，ナイル語西方言に所属する他
の言語の歯音に，歯茎音で対応する。
ナイル語西方言においても，VowelBreakingが生じた。たいていのナイル語西方言の言語

は，VowelBreakingの結果，生じた二重母音を保持している。ディンカ語では，VowelSandhi
が生じたと考えられる。ディンカ語では，語幹母音Eは，VowelBreakingにより，Iaとなり，
さらに，VowelSandhiにより，いったんaとなった。その後，後続する「単数（Singulative）」形
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をつくる接尾辞の母音Iによって，一種のウムラウトが生じて，低母音aは中母音eになったと
考えられる。

まとめ：
このように，語幹形成辞-akと「単数（Singulative）」形をつくる接尾辞-Iを想定することによ

り，VowelBreakingとVowelSandhiを説明することが可能となる。また，「単数（Singulative）」
形をつくる接尾辞-Iを想定することにより，ナイル語南方言における軟口蓋鼻音Nが，硬口蓋
鼻音øに口蓋化することを説明することができる。

（え）ナイル諸語の複数形
ナイル諸語の「単数（Singulaitve）」形の形成法を説明した。次に，複数形の形成法の再構成

は可能だろうか。従来の研究では，単数を表示する形式と複数を表示する形式を関連付けない
で，補充法によるものと放置してきた。本論文では，「単数（Singulative）」形の形成法を再構
成することにより，単数を表示する形式と複数を表示する形式をつなぐことができる。複数形
の形成法を再構成することを試みよう。
複数形の形成を説明することは簡単ではない。複数形は，2つの由来が存在したと考えられ

る。1つは，「単数（Singulative）」形が派生される基となった，基準形である。基準形はそのま
ま「一般数（GeneralNumber）」を表示するために用いられた。もう1つは，基準形に「単数

（Singulative）」形を形成するときに付加された語幹形成辞-akが接辞された形式である。「単数
（Singulative）」形をつくる接尾辞-Iは，当然，接辞されない。

また，母音の範疇は，［−ATR］から［+ATR］に交替したと考えられる。ナイル祖語の時代
には，数を区別するために母音の範疇の交替が大きな役割を果たしていたと考えられる。しか
し，このことについてはさらに研究が必要である。ナイル祖語の複数形は，以下のようにつく
られる。

Plural(1):PN*(kwi)-r1eg>(kwi)-r1eú(h)>(kwi)-r1eu>
(kwi)-r1u(g)

Plural(2):PN*(kwi)-r1eg-ok>(kwi)-r1eú-ok>(kwi)-r1eu-ok>(kwi)-r1u-ok

変化（追加）：
（h）ナイル語東方言と南方言において，ナイル祖語有声閉鎖音は，弱化して，声門摩擦音ú

を経て，先行する母音とともに二重母音をつくるか，あるいは，長母音をつくった（詳
しくは，第6章を参照）。

（お）ナイル語東方言の複数形。
ナイル語東方言において，マサイ語とジャムス語は，Plural（1）による複数形をもっている。

他のナイル語東方言の言語は，Plural（2）による複数形をもつ。ただし，ロトゥホ語の語末の
位置にある軟口蓋鼻音Nがどこから由来するのか不明である。おそらく「単数（Singulative）」
形からの類推であろう。
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（か）ナイル語南方言の複数形。
ナイル語南方言の複数形は，Plural（2）の形成法によってつくられた複数形に由来すると考

えられる。ただし，ナンディ語，サビニ語，ポコト語における語幹末尾の位置の硬口蓋無声閉
鎖音cがどのように生じたのか，不明である。

（き）ナイル語西方言の複数形。
ナイル語西方言の複数形は，Plural（2）によってつくられた複数形に由来すると考える。た

だし，ナイル語西方言には，内部で独自に発達させた複数形成法が存在する。その複数形成法
によれば，語幹末尾の位置において有声閉鎖音をもつ基準形から，複数形を形成するとき，有
声閉鎖音は，無声化される。この複数形成により，一応，「牛」の複数形が軟口蓋無声閉鎖音
kを，語幹末尾の位置にもつことが説明できる（複数形成については，詳しくは，第2章を参
照）。しかし，この複数形成による説明では，複数語幹の母音が，後舌中母音oをもつことを説
明することができない。複数語幹が語幹母音に，後舌中母音oをもつことを説明するために
は，語幹形成辞-okが接辞されたと考えるのが，妥当性が高い。語幹形成辞-okが接辞された形
式から，ナイル語西方言の複数形を得るためには，ナイル語西方言において，軟口蓋有声閉鎖
音gは，母音間で脱落したと考えねばならない19）。ナイル語西方言の複数形は，以下のように
つくられる。

Plural:WN*(kwi)-r1eg-ok>(kwi)-r1e-ok(i)>(kwi)-r1-ok(g)

変化（追加）：
（i）g>z/V__V。ナイル語西方言において，軟口蓋有声閉鎖音gは，母音間で脱落した。こ

の規則は，ナイル語東方言と南方言で生じた有声閉鎖音の弱化（変化（h））とは異なる変
化である。

「牛」を意味する名詞のナイル語西方言の複数形は，ナイル語西方言の複数形成法に従って
いない。むしろ，ナイル祖語に溯る古い形式に由来すると考えられる。ただし，アチョリ語と
ランゴ語の複数形は，「単数（Singulative）」形である単数を表示する形式を，基準形として再
解釈を行い，その基準形に，ナイル語西方言が発達させた複数形成法の改新規則を適用して，
複数形をつくっている。この考え方は，アチョリ語とランゴ語の複数形が語幹末尾の位置に軟
口蓋鼻音Nをもつことを，よく説明する。
表35は，「牛」を意味する名詞に関して，ナイル諸語に属する言語のほとんどが，ナイル祖

語に溯る「単数（Singulative）」形を保存していることを示している。ナイル諸語を話す人々
は，牧畜文化を価値観の中心に置いている。このことからも，「牛」を意味する名詞が古い形式
を保存していることは，興味ある事実と言える。

表36 ‘animal’

EN:sg./pl. SN:sg./pl. WN:sg./pl.

Km:e-tyaN Na:tyA:n-tA Nu:lei,leAc/leini
Te:e-tyaN Sa:tyon-tya/tyoN-kik Di:lEi/lai
Tu:E-tIaN-It Po:tiooø Sh:lay/lai
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Lo:a-ccyAN Da:tiyey-tA An:lAAy/lAAi
Ma:�l-caN-It�/Il-caN-It Pa:lay/layi

On:SAN-it’o/SAN-itin Lu:le

Ca:l-cANu-to/l-caN-It Ac:lee

Ba:kI-jak-Utat/kI-jak-wa La:le/le

PTLM*tiAN PK*tyA:ø

観察：
単数を表示する形式は，バリ語を除くナイル語東方言に所属する言語と，ダトーガ語を

除くナイル語南方言に所属する言語が，語幹末尾の位置に鼻音をもっている。しかし，ナ
イル語西方言は，単数を表示する形式の語幹末尾の位置に鼻音をもたない。この事実は，
ナイル語東方言と南方言に所属する言語のほとんどが，「単数（Singulative）」形を，単数
を表示する形式として用いたが，ナイル語西方言は，「単数（Singulative）」形を，単数を
表示するために用いなかったことを示している。「野生動物」を意味する名詞は，指示す
る内容がほぼ同一であるにもかかわらず，ナイル諸語全てが，「単数（Singulative）」形を
用いたわけではないことを示している。
「単数（Singulative）」形の語幹末尾の位置にある鼻音は，ナイル語東方言が軟口蓋鼻音
Nをもつことから，軟口蓋有声閉鎖音gを「単数（Singulative）」形がつくられるもとになっ
た基準形の語幹末尾の位置に，再構成することができる。ナイル語南方言においては，ポ
コト語が，硬口蓋鼻音øを「単数（Singulative）」形の語幹末尾の位置にもっている。ナン
ディ語やサビニ語において，硬口蓋鼻音øは，後続する歯茎無声閉鎖音，tに同化して，歯
茎鼻音nに変化することがわかっている。したがって，ナンディ語やサビニ語も，「単数
（Singulative）」形の語幹末尾の位置に，硬口蓋鼻音øをもっていたろう。「単数
（Singulative）」形の形成は，以下のようになる。

図12「野生動物」，ナイル祖語「単数（Singulative）」形の形成

PN*(kwI)-l1Eg-ak-I>(kwI)-l1Iag-ak-I(f)
>(kwI)-l1Iag-an-I(a)>(kwI)-l1Iag-nI(b)
>(kwI)-l1IaN-nI(c)>(kwI)-l1IaN-I(d)>(kwI)-l1IaN(e)

注意：
図の中の，変化（a），（b），（c）などは，「牛」を意味する名詞の「単数（Singulative）」形

を説明したときと同じ変化である。
ナイル祖語再構成音*l1について，詳しくは，第3章で議論した。

解説：
ナイル祖語再構成音*l1は，バリ語において硬口蓋有声閉鎖音jで，その他のナイル語東方

言において歯茎無声閉鎖音t，あるいは，歯無声閉鎖音th，あるいは，硬口蓋無声閉鎖音cで
出現する。硬口蓋音が出現するのは，VowelBreakingによって生じた高母音が後続すること
に関係があると考えられる。表36における硬口蓋音の存在は，VowelBreakingが生じたこと
を証明してくれる。表36の対応例から，VowelSandhiを想定する必要はないだろう。ナイル

第4章 ナイル諸語における「単数（Singulative）」形について 217



祖語再構成音*l1は，ナイル語南方言において歯茎無声閉鎖音tで出現する。ナイル祖語再構
成音*l1は，西方言において，母音間の位置において側面音lで出現する。

（あ）ナイル語東方言，「単数（Singulative）」形。
ナイル語東方言の「単数（Singulative）」形は，ナイル祖語に再構成された「単数（Singulative）」

形*(kwI)-l1IaNから直接，由来する。ただし，語頭の要素(kwI)-は，バリ語だけがもっている。
ナイル祖語再構成音*l1が，バリ語においてのみ，硬口蓋有声閉鎖音jで出現するのは，バリ語
が語頭の要素をもつことに原因があるかもしれない。
トゥルカナ語，マサイ語，ジャムス語，オンガモ語において，単数を表示する形式は，ナイ

ル祖語に溯る「単数（Singulative）」形を基準形として再解釈を行い，その基準形に，さらに，
接尾辞を付加することによって，つくられている。基本的には，単数を表示する形式には，接
尾辞-It-�が，複数を表示する形式には，接尾辞-Itが接辞されている。接尾辞-Itは，語幹形成辞
である。語幹形成辞-(V)tは，ナイル語東方言における発展と考えられる。再解釈があったこと
は，これらの言語において，複数形が，ナイル祖語に溯る「単数（Singulative）」形を基準とし
て，それに接尾辞が付加されて，つくられていることからも確認できる。
バリ語は「単数（Singulative）」形をつくっていない。

（い）ナイル語東方言，複数形。
マサイ語，ジャムス語，オンガモ語の複数形は，既に説明したように，改新を行った。マサ

イ語，ジャムス語，オンガモ語の話し手は，「単数（Singulative）」形の形成法でつくられた形
式を基準形として再解釈し，それに，新たに接尾辞-Itを付加することで複数形をつくりだし
た。ナイル語東方言（マサイ語，ジャムス語，オンガモ語）の複数形は，以下のようにつくら
れる。

Plural(Ma,Ca,On):EN*(kwI)-l1IaN-It>-caN-It

（う）ナイル語南方言，「単数（Singulative）」形。
ダトーガ語を除くナイル語南方言の「単数（Singulative）」形は，ナイル祖語に再構成された

「単数（Singulative）」形*(kwI)-l1IaN-Iに由来する。語末の母音Iは，存在したであろう。なぜな
ら，軟口蓋鼻音Nは，高母音Iの前で口蓋化して，硬口蓋鼻音øに変化した。ナンディ語にお
いて，硬口蓋鼻音øは，後続する歯茎無声閉鎖音tに同化して，歯茎鼻音nに変化する（-tAは，
語幹形成辞）。その後，サビニ語の複数形において，硬口蓋鼻音øは，後続する軟口蓋無声閉鎖
音kに同化して，軟口蓋鼻音Nに変化した。
ダトーガ語は，単数を表示するために「単数（Singulative）」形を用いなかったと考えておこ

う。「単数（Singulative）」形がつくられる基になった本来の語幹*(kwI)-l1Egが保存された。ナイ
ル祖語有声閉鎖音は，ナイル語南方言において，弱化して，先行する母音と二重母音を構成し
た（変化（h）を参照）。ナイル語南方言の単数を表示する形式は，以下のようにつくられる。

Singulative(Po,Na,Sa):SN*(kwI)-l1IaN-I>tyA:ø(Po)
>*tyA:ø-ta>tyA:n-tA(Na,Sa)
Singular(Da):SN*(kwI)-l1Eg-tA>tiyey-tA(h)
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（え）ナイル語西方言，単数形。
ナイル語西方言は，単数を表示するために「単数（Singulative）」形を用いなかった。ナイル

語西方言において，単数を表示する形式に，2つの由来があると考えられる。1つは，基準形を，
そのまま，単数形として用いる。もう1つは，複数形を，集合的に単数を表示するために用い
る。ナイル語西方言の各言語が，このどちらのやり方を行っているのかを明らかにすることは
不可能である。確かなことは，鼻音化を伴う「単数（Singulative）」形を用いないことである。
暫定的に，「単数（Singulative）」形がつくられる基になったナイル祖語の形式*(kwI)-l1Egに接
尾辞-Iが付加されたと考えれば，なんとか，説明することができる。軟口蓋有声閉鎖音gは，
母音間で，ナイル語西方言において脱落することがあった（変化（i）を参照）。ナイル語西方言
の複数形は，以下のようにつくられる。

Singular:WN*(kwI)-l1Eg-I>lE-I(i)

（お）ナイル語西方言，複数形。
ナイル語西方言の複数形は，上で説明した単数を表示する形式を基準形として，複数形成規

則が適用され，新たな複数形を形成された可能性と，上で説明した複数形をそのまま，複数を
表示する形式として用いた可能性がある。しかし，どちらであるかを決定するのは容易でな
い。

まとめ：
ここで指摘したいことは，ナイル諸語に所属する全ての言語が，「野生動物」を意味する名

詞に，単数を表示するとき，「単数（Singulative）」形を用いることは必ずしもなかったことで
ある。どの言語が，どんな意味を表す名詞に，「単数（Singulative）」形を，単数を表示するため
に用いるかは，ナイル諸語に共通の規則があるわけではない。どんな意味を表す名詞が，単数
を表示するために，「単数（Singulative）」形を用いられるかは，それぞれの言語において規則
がある。ナイル諸語全てに共通する，統一的な規則は存在しないのである。

表37 ‘person’

EN:sg./pl. SN:sg./pl. WN:sg./pl.

Km:i-tuN-anan/Ni-tuN-a Na:ci:/pi:c Nu:rAAn/rAn
Te:a-tu-an/i-tuN-a Sa:ci/pic Di:raan/k�c
Tu:I-tU-aan/NI-tUN-a Ki:cii-tA/piik Sh:dhano/ji

Ma:�l-tUN-anI/Il-tUN-ana Po:ci/pic An:dhaan�/jEy
Ca:l-tUN-anI/l-tUN-ana Da:si:-tA Pa:dhanho/jou

On:�-tUN’-anI Lu:dhan�/ji
Ba:NUtU? Ac:dano/j��
PTLM*tUNan PK*ci: La:dano/j�

観察：
ナイル語東方言と西方言の単数を表示する形式は，語幹末尾の位置に鼻音をもっている

（バリ語においてtUとNUの間で音転換が生じている）。ナイル語東方言と西方言は，単数
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を 表 示 す る た め に，「単 数（Singulative）」形 を 用 い，ナ イ ル 語 南 方 言 は，「単 数
（Singulative）」形を用いないと考えられる。

（あ）ナイル語東方言，「単数（Singulative）」形。
ナイル語東方言の単数を表示する形式は，ナイル祖語に再構成された「単数（Singulative）」

形から，直接，由来する。ナイル語東方言，歯茎無声閉鎖音tに，ナイル語西方言のたいてい
の言語において，歯有声閉鎖音dhが対応していることから（ヌエル語，ディンカ語においてふ
るえ音rが対応している），語幹初頭の位置にナイル祖語再構成音*r1を再構成する20）。

上記の対応（ナイル語東方言，無声閉鎖音に，ナイル語西方言，有声閉鎖音が対応する）を
考慮すると，語幹に先行する要素*(kwV)-を再構成しなければならない（ただし，母音の質は
不明）。語幹末尾の位置の子音については，ナイル語東方言が軟口蓋鼻音Nをもつことから（テ
ソ語とトゥルカナ語の単数形において軟口蓋鼻音Nは，母音間で，脱落している），「単数
（Singulative）」形の形成法を受ける前の語幹に，末尾の位置において再構成音*l2を再構成す
る21）。ただし，ナイル語西方言に所属する現在の言語が，語幹末尾の位置に，軟口蓋鼻音Nで
はなく，歯茎鼻音nをもつことは，これまでの語末の位置での子音の鼻音化についての議論か
らすると，若干，不規則である。
語幹母音は，後舌高母音Uを再構成した。テソ語とトゥルカナ語の単数形において，軟口蓋

鼻音Nが母音間で脱落した結果，母音の連続Uaが生じたのであって，この母音の連続Uaは，
VowelBreakingにより生じたのではない。したがって，ナイル語東方言においては，Vowel
Breakingは起こらなかった。表35と表36の対応例について，「単数（Singulative）」形をつく
る接尾辞は-ak-Iと想定したが，表37の対応例については，ナイル語西方言の対応例を考慮し
て，接尾辞-ak-�を想定する。したがって，ナイル祖語の「単数（Singulative）」形をつくる接
尾辞は，語幹形成辞-ak/-okに伴う，-I/-i，あるいは，-�/-oの2つが存在したと考える（母音調
和）。ナイル祖語の「単数（Singulative）」形の再構成は，以下のようになる。また，「単数

（Singulative）」形の形成過程における最終段階の形式から，ナイル語東方言の「単数
（Singulative）」形は由来する。

Singulative:PN*(kwV)-r1Ul2-ak-�>(kwV)-r1Ul2-an-�(a)
>(kwV)-r1Ul2-n�(b)>(kwV)-r1UN-n�(c)>(kwV)-r1UN-�(d)
>(kwV)-r1UN(e)

ナイル語東方言の話し手は，ナイル祖語に再構成された「単数（Singulative）」形を，基準形
として再解釈した。この基準形に，さらに，ナイル語東方言で発達した「単数（Singulative）」
形をつくる接尾辞-ak-Iを接辞した。軟口蓋無声閉鎖音kは，母音間で鼻音化される（変化（a）
を参照）。ナイル語東方言の「単数（Singulative）」形は，以下のようにつくられる。
Singulative:EN*(kwV)-tUN-ak-I>tUN-an-I(a)

（い）ナイル語東方言，複数形。
ナイル語東方言の複数形は，上で議論した基準形に接尾辞-akが付加されて，つくられる

（マサイ語とジャムス語において，接尾辞-akは，重複して付加された。ただし，軟口蓋無声閉
鎖音kは，語末の位置で，ときどき，脱落する）。ナイル語東方言の複数形は，以下のようにつ
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くられる。

Plural:EN*(kwV)-r1UN-a(k)
Ma,Ca*(kwV)-r1UN-ak-a(k)>(kwV)-r1UN-an-a(k)(a)

（う）ナイル語西方言，「単数（Singulative）」形。
ナイル語西方言の単数を表示する形式を説明することは，容易でない。これまでの議論によ

れば，「単数（Singulative）」形の形成過程において，鼻音が連続するとき，普通，後続する鼻音
が脱落する（変化（d）を参照）。この変化規則に従うと，以下のように，不適切な形式がつく
られる。

Singulative:WN*(kwV)-r1Ul2-ak-�>(kwV)-r1Ual2-an-�(a)
>(kwV)-r1Ual2-n-�(b)>(kwV)-r1UaN-n-�(c)
>??(kwV)-r1UaN-�(d)

上の形成過程のように，変化（d）に従うと，単数を表示する形式は，語幹末尾の位置に，軟
口蓋鼻音Nをもつことになる。しかし，実際は，ナイル語西方言は，語幹末尾の位置に，歯茎
鼻音nをもつ。この問題を解決するために，特別に，2つの可能性を認めなければならない。
1つは，変化（d）を変更して，鼻音が連続するとき，先行する鼻音が脱落することもあるとす
る（変化（d’））。もう1つは，ナイル語西方言において，軟口蓋有声閉鎖音gは，母音間で脱
落することがあるが，鼻音の前でも脱落することがあるとする。どちらの説明を採用しても，
場当たり的であることにかわりがないが，とりあえず，前者の考え方を採用して，ナイル語西
方言の「単数（Singulative）」形の形成を，以下に図示する。

Singulative:WN*(kwV)-r1Ul2-ak-�>(kwV)-r1Ual2-ak-�(f)
>(kwV)-r1Ual2-an-�(a)>(kwV)-r1Ual2-n-�(b)
>(kwV)-r1UaN-n-�(c)>(kwV)-r1Ua-n-�(d’)>(kwV)-r1a-n-�(g)

VowelBreaking（変化（f））は，後続する母音aの影響により生じるのであるから，母音a
が脱落する（変化（b））以前に生じなければならない。一方，VowelSandhi（変化（g））は，
形成過程のどの段階で生じるのか明らかでないが，VowelBreakingの後であることは当然であ
る。ともあれ，ナイル語西方言の「単数（Singulative）」形は，上の形成過程の最終段階におけ
る形式に由来する。ナイル語西方言の「単数（Singulative）」形は，以下のとおりである。

Singulative:WN*(kwV)-r1a-n-�

（え）ナイル語西方言，複数形。
ナイル語西方言の複数形は，ナイル祖語に再構成した「単数（Singulative）」形がつくられる

基になった基準の語幹*(kwV)-r1Ugに由来すると考える。ただし，語幹母音に，iをもつ形式，
Eをもつ形式，oをもつ形式が，存在する。これらを説明することは容易でない。［+ATR］母音
i，あるいは，oをもつ形式では，複数形が形成されるとき，［−ATR］母音から［+ATR］母音
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への交替があったと考える必要がある。母音の範疇が交替した後からの，複数形の形成過程を
想定してみよう。ナイル語西方言（パリ語，アチョリ語，ランゴ語）の複数形は，以下のよう
につくられる。

Plural:WN*(kwV)-r1ug-o(k)>(kwV)-r1u-o(k)(i)>(kwV)-r1o(k)(g)

語幹形成辞-ak/-okが接辞された形式から始める。語幹母音が，［+ATR］母音であるから，語
幹形成辞は-okが選択される。ただし，語幹形成辞-ak/-okの末尾の位置にある子音kは，語末
の位置で，しばしば脱落したことは，ナイル語東方言において観察されている。次に，軟口蓋
有声閉鎖音gは，母音間で脱落した（変化（i）を参照）。母音連続uoは，VowelSandhiによっ
て単純化されて，oになった。形成過程の最終段階における形式は，語幹母音oをもつ複数形を
説明する。語幹母音iをもつ形式は，この最終段階の形式に複数形成の規則が適用されて，つ
くられたとも考えられるが，その詳細は明らかでない。語幹母音Eをもつ形式は，母音の範疇
交替がない形式に由来を求めなければならない。ナイル語西方言（アニュワ語）の複数形は，
以下のように形成される。

Plural:WN*(kwV)-r1Ug-a(k)>(kwV)-r1Uag-a(k)(f)
>(kwV)-r1ag-a(k)(g)>(kwV)-r1ay-a(k)(i)>(kwV)-r1Ey(?)

軟口蓋有声閉鎖音gは，半母音に弱化したと考える。そのとき，先行する子音に影響（一種
のウムラウト現象）をあたえたのかもしれない。
語幹初頭の位置の子音，硬口蓋有声閉鎖音jは，ナイル祖語再構成音*r1が，ナイル語西方言

において，母音間で，しかも，後続する母音が後舌高母音U/uであるときに出現する音であろ
う。

（お）ナイル語南方言，単数形。
ナイル祖語再構成音*r1は，ナイル語西方言の複数形において，上記の環境で，硬口蓋有声

閉鎖音jで出現した。ナイル語南方言において，ナイル祖語に再構成された無声閉鎖音が，母
音間という環境でも，無声閉鎖音で出現するから，ナイル祖語再構成音*r1が硬口蓋無声閉鎖
音cで出現したとしてもなんら不思議でない（ダトーガ語は，ナイル語南方言cに，摩擦音s
で対応する）。ナイル祖語再構成音*r1が，ナイル語西方言において硬口蓋有声閉鎖音jで出現
することと，よく対応する。したがって，ナイル語南方言の単数を表示する形式は，ナイル祖
語に溯る形式と考えてよいだろう。もちろん，語幹末尾の位置で子音の鼻音化がないから，
「単数（Singulative）」形に由来しなかった。むしろ，複数形の集合的用法と考える。したがっ
て，複数形をつくる接尾辞が接辞されたと考えてよいだろう。ナイル語南方言の単数を表示す
る形式は，以下のようにつくられる。

Singular:SN*(kwV)-r1ug-i>(kwV)-r1uw-i(h)>(kwV)-r1u-i

>-cii(g)

ナイル語南方言において，ナイル祖語に再構成された有声閉鎖音は，弱化して，先行する母
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音とともに二重母音や，長母音を構成した（変化（h）を参照）。ナイル語南方言の複数形は，
語源を異にする形式からなっており，その起源は明らかでない。

表38 ‘breast’

EN:sg./pl. SN:sg./pl. WN:sg./pl.

Km:kiëina Na:kI:na/kInay Nu:thin,thien/thiin,thinni

Te:e-kisina/i-kisin Ki:kIInEEt
Tu:E-sIkIna/NIsIkIn Sa:kitinet/kitinak Di:thiin/thin

Lo:nEnayI/na-xI Po:kItIn Sh:thinno/thinn

Ma:�l-kI.na/Il-kI Da:kitiNNa An:thunho/thunh

Ca:l-kI.na/l-kI Lu:thuno

On:�-k’I.na/�-k’II
Ba:kInat/kInasi
PEN*k1In2 PK*kItIn

観察：
ナイル語東方言，南方言，西方言において，単数を表示する形式は，全て，語幹末尾の

位置に歯茎鼻音nをもつ。ダトーガ語は，軟口蓋鼻音Nをもっているが，後続する子音に
同化した結果，軟口蓋鼻音になったと考えられる。ナイル語西方言の中で，アニュワ語
は，語幹末尾の位置に歯鼻音nhをもつが，これは，先行する子音，歯無声閉鎖音thに同
化して，歯茎鼻音nが歯鼻音nhになったものと考えられる。アニュワ語は，本来，歯鼻音
nhをもっていなかった。歯鼻音nhの由来は同化現象である。したがって，全ての形式は，
歯茎鼻音nを語幹末尾の位置にもっていたと考えられる。
ナイル語東方言の中で，カリモジョン語，テソ語，トゥルカナ語（音節，kiとsiが音転

換している）は，2音節からなる語幹kiëin-，あるいは，kIsIn-をもっている（ëは歯茎内
破音）。これら3言語以外のナイル語東方言は，たいてい，1音節からなる語幹kI.n-をもっ
ている。しかし，この1音節からなる語幹は，長く発音される母音をもつ。このことは，
語幹内部において，過去になんらかの分節素が脱落した結果，語幹母音が長く発音される
ことを示している。このことを考慮すれば，ナイル語東方言の単数を表示する形式は，本
来，2音節からなる語幹*kItInのような形式となっていただろう。
ナイル語東方言t，ナイル語南方言t，ナイル語西方言thの対応には，ナイル祖語再構成

音*r1を再構成する。ナイル語東方言と南方言は，語幹に先行する要素kwI-をもっている
が，ナイル語西方言は，語幹に先行する要素をもたないと考える。なぜなら，ナイル語西
方言において，語幹に先行する要素が存在するとき，ナイル祖語再構成音*r1は，歯無声
閉鎖音thではなく，歯有声閉鎖音dhで出現しなくてはならない。ともあれ，ナイル諸語
に属する全ての言語は，単数を表示するため，「単数（Singulative）」形をもっていた。ナ
イル祖語において，「単数（Singulative）」形の形成は，以下のようであった22）。

Singulative:PN*(kwI)-r1Ir2-ak-�>(kwI)-r1Ir2-an-�(a)
>(kwI)-r1Ir2-n-�(b)>(kwI)-r1In-n-�(c)>(kwI)-r1In-�(d)
>(kwI)-r1In(e)
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（あ）ナイル語東方言，「単数（Singulative）」形
ナイル語東方言の「単数（Singulative）」形は，ナイル祖語で再構成された「単数

（Singulative）」形，*（kwI）-r1Inから，直接，導くことができる。この語幹は，テソ語，トゥル
カナ語，カリモジョン語以外の言語において，*r1が脱落し，*kwIInとなった。

（い）ナイル語東方言，複数形。
ナイル語東方言の複数形は，2つの由来があった。1つは，語幹形成辞-akが接辞されるが，

「単数（Singulative）」形をつくる接尾辞-�が接辞されない形式である。この形式から由来する
複数形を，テソ語とトゥルカナ語はもっている。もう1つは，「単数（Singulative）」形がつくら
れる基になった基準形*(kwI)-r1Ir2に由来する。ナイル祖語に再構成された有声閉鎖音は，ナイ
ル語東方言において，弱化して，声門摩擦音úを経て，先行する母音とともに，二重母音や長
母音をつくる。後者から由来する複数形をマサイ語，ジャムス語，オンガモ語，ロトゥホ語
は，もっている。また，これらの言語の単数を表示する形式においても，再構成音*r1は，脱
落したと考えたが，複数形でも，再構成音*r1は脱落したと考える。この複数形の形成は，以
下のようになる。

Plural(Ma,Ca,On,Lo):*kwI-r1Ir2>kwI-r1Iú>kwI-Iú
>kI-I

ナイル語東方言において，語幹末尾の位置に鼻音をもたない複数形が存在しなければ，表38
の単数を表示する形式が，本来は，「単数（Singulative）」形であったことを示すことはできな
い。なぜなら，基準となる語幹が，末尾の位置に，本来，鼻音をもっていたと考えることも可
能だからである。

（う）ナイル語南方言，「単数（Singulative）」形。
ナイル語南方言の「単数（Singulative）」形は，ナイル祖語で再構成された「単数

（Singulative）」形*(kwI)-r1Inに，直接，由来する。ナンディ語とキプシギス語において，再構成
音*r1が脱落し，語幹は，kIInという形式になる。分節素の脱落による長母音化が生じているこ
とから，ナンディ語とキプシギス語の本来の語幹は，母音間になんらかの子音的要素が存在し
たことは確かである。ナンディ語とキプシギス語の単数を表示する形式は，以下のようにつく
られる。

Singulative(Na,Ki):*(kwI)-r1In>kIIn

（え）ナイル語南方言，複数形。
ナイル語南方言の複数形は，「単数（Singulative）」形が基準形として再解釈されて，その基

準形に複数をつくる接尾辞が接辞されて，つくられている。

（お）ナイル語西方言，「単数（Singulative）」形
ナイル語西方言の「単数（Singulative）」形は，ナイル祖語に再構成された「単数

（Singulative）」形*r1Inに由来する。ただし，語幹に先行する要素は存在しない。シルク語は，
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語幹末尾の位置に鼻音の連続をもつが，この鼻音の連続が，ナイル祖語における「単数
（Singulative）」形の形成過程の途中で現われる鼻音の連続（変化（c））を反映しているかどうか
は，明らかでない。母音の［ATR］値が変わっていることは，説明できない。また，アニュワ
語，ルオ語の語幹母音が，後舌高母音uであるのは，説明できない。

（か）ナイル語西方言，複数形。
ナイル語西方言の複数形は，話し手が，「単数（Singulative）」形を基準形として再解釈し，

その基準形からナイル語西方言の複数形成の規則に従って，複数形を形成している。

表39 ‘egg’

EN:sg./pl. SN: WN:sg./pl.

Lo:a-ttelyo/a-ttEl Nu:tu�N，toNu/toN
Ba:katulukuti/katUlok Di:tu�N/toN

Sh:toNo/toN
An:t�N�/t�N
Pa:toNo/toN
Lu:t�N/t�ngE
Ac:t�N

PEN*k1attIl

観察：
ナイル語南方言において，ナイル語東方言や西方言の形式と同起源と考えられる形式を

見つけることはできない。ナイル語西方言において，単数を表示する形式は，語幹末尾の
位置に鼻音をもつ。ナイル語西方言においてのみ，鼻音化を伴う「単数（Singulative）」形
を見つけることができる。
ナイル語東方言は，語幹に先行する要素*kwa-をもっているが，ナイル語西方言は，語

頭の要素をもっていない。もし，ナイル語西方言が語幹に先行する要素をもてば，ナイル
語東方言のtには，ナイル語西方言のdが対応しなければならない。したがって，ナイル
語西方言は，語幹に先行する要素をもっていてはならない。ナイル祖語に再構成される子
音体系のなかで歯茎あたりを調音点にする無声閉鎖音は，再構成音*l1である。
語幹母音は，後舌中母音oを再構成する。ヌエル語とディンカ語において，Vowel

Breaking（o>uo）が生じている（�>Uaから母音の［ATR］値の変化により，uoになっ
た）。語幹末尾の位置に再構成音*l2を想定する。ナイル祖語再構成音*l2は，ナイル語東
方言において，側面音lで，ナイル語西方言において，軟口蓋有声閉鎖音gで出現する。表
39において，ナイル語西方言の語幹末尾の位置にある軟口蓋鼻音Nは，「単数
（Singulative）」形の形成過程で起こる語幹末尾の有声閉鎖音の鼻音化によって，ナイル祖
語再構成音*l2が鼻音化された結果，軟口蓋鼻音Nになったものである。
ナイル祖語「単数（Singulative）」形の形成は，以下のようになる。

Singulative:PN*(kwV)-l1ul2-ok-i>(kwV)-l1uol2-ok-i(f)

>(kwV)-l1uol2-on-i(a)>(kwV)-l1uol2-n-i(b)>(kwV)-l1uoN-n-i(c)
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>(kwV)-l1uoN-i(d)>(kwV)-l1uoN(e)

ナイル語東方言において，語幹末尾の位置における子音の鼻音化を伴う「単数
（Singulative）」形を見つけることはできない。ナイル語東方言（バリ語）の複数形は，語幹形成
辞-okを保持していると考えられる。ナイル語東方言（バリ語）の単数を表示する形式は，語幹
形成辞-okが付加された形式に，新たな発展により生まれた接尾辞-(V)t（語幹形成辞）と-i（「単
数（Singulative）」形をつくる接尾辞）が付加されて，形成された。このとき，鼻音化は生じな
かった。
ナイル語西方言の単数を表示する形式は，ナイル祖語において再構成された「単数

（Singulative）」形に，直接，由来する。ただし，語幹に先行する要素*kwV-をもたなかった。
ナイル語西方言の複数形は，「単数（Singulative）」形を基準形として再解釈することで，その

「単数（Singulative）」形からナイル語西方言の複数形成法に従って，規則的に形成された23）。

表40 ‘fire’

EN:sg./pl. SN:sg./pl. WN:sg./pl.

Km:a-ki-m Na:ma/mA-stinwA Nu:mAc,mAi/mAi
Te:a-ki-m Ki:maat

Tu:A-ki-m/Na-kIm-Ia Sa:ma/mo-tik Di:mac

Lo:nEEma/a-ma-tI Po:ma/m��-t Sh:mac

On:na-k’I-ma Pa:mac/majo

Ca:n-kI-ma/n-kI-ma-cIn An:maac/mAc
Ma:EN-kI-ma/iN-ki-mAi-tie Lu:mAc/mec,meye
Ba:kI-maN/kI-maN-jin La:mac/mace

Lo(Lokoya):A-xi-mAN(Vossen(1982)) Ac:mac

PEN*k1I-ma PK*mA

観察：
ナイル語東方言の中で，バリ語とロトゥホ語（ロコヤ方言）だけが，単数を表示する語

幹の末尾の位置に，鼻音をもっている。バリ語とロトゥホ語（ロコヤ方言）以外のナイル
語東方言の言語は，語幹末尾の位置の子音を脱落させ，さらに，テソ語や，トゥルカナ語
は，語幹母音まで，脱落させたので，これらの言語が，語幹末尾の位置に鼻音をもってい
たかどうか，わからなくなってしまった。しかし，バリ語とロトゥホ語（ロコヤ方言）が，
単数を表示する形式の語幹末尾の位置に鼻音を保持している事実は，これらの言語が，単
数を表示するため，「単数（Singulative）」形を用いたと考えるに十分な根拠を与えてくれ
る。
ナイル語南方言と西方言は，語幹末尾の位置において有声閉鎖音の鼻音化を伴う「単数

（Singulative）」形をもたなかった。
バリ語とロトゥホ語（ロコヤ方言）が，単数を表示する形式の語幹末尾の位置に軟口蓋

鼻音Nをもつことから，「単数（Singulative）」形がつくられる基になった基準形は，語幹末
尾の位置に軟口蓋有声閉鎖音gをもっていたとして再構成する。ナイル祖語，「単数

（Singulative）」形の形成は，以下のようであった。
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Singulative:PN*(kwI)-mag-ak-I>(kwI)-mag-an-I(a)
>(kwI)-mag-n-I(b)>(kwI)-maN-n-I(c)>(kwI)-maN-I(d)
>(kwI)-maN(e)

（あ）ナイル語東方言，「単数（Singulative）」形と複数形。
ナイル語東方言（バリ語とロトゥホ語（ロコヤ方言））の「単数（Singulative）」形は，ナイ

ル祖語に再構成された「単数（Singulative）」形に，直接，由来する。
ナイル語東方言の複数形は，ナイル祖語において再構成された，「単数（Singulative）」形が

つくられる基になった基準形*(kwI)-magに，新たに接尾辞が付加されて，形成された。ナイル
祖語に再構成された有声閉鎖音は，ナイル語東方言において弱化し，声門摩擦音úを経て，先
行する母音とともに二重母音や長母音を構成する。マサイ語，複数形における語幹の二重母音
aiは，ナイル祖語に再構成された有声閉鎖音に溯る可能性がある。

（い）ナイル語南方言，単数形と複数形。
ナイル語南方言の単数を表示する形式は，ナイル祖語で基準形として再構成された語幹
*(kwI)-magに由来する。ナンディ語とキプシギス語の単数を表示する形式が，語幹母音に長母
音をもつのは，ナイル祖語再構成音*gが弱化して，先行する母音とともに長母音を形成した結
果である。
ナイル語南方言において，複数形は，ナイル祖語に再構成された語幹*(kwI)-magに，新たに

接尾辞が接辞されて，つくられた。

（う）ナイル語西方言，単数形と複数形。
ナイル語西方言の単数を表示する形式は，ナイル祖語に再構成された語幹*(kwI)-magに前舌

高母音Iが後続していると考えられる。ナイル祖語再構成音*gは，前舌高母音Iの前で口蓋化
し，硬口蓋有声閉鎖音jに変化している。この前舌高母音Iは，「単数（Singulative）」形をつく
る接尾辞-Iに由来するのか，あるいは，複数形をつくる接尾辞の一部に由来するのか明らかで
ない。しかし，語幹末尾の位置における有声閉鎖音の鼻音化が生じていないことから，この前
舌高母音を，複数形をつくる接尾辞の一部に由来すると考えておこう。したがって，ナイル語
西方言の単数を表示する形式は，本来，複数形であって，複数形が集合的単数を表示するため
に用いられた。

表41 ‘tree’

EN:sg./pl. SN:sg./pl. WN:sg./pl.

Lo:a-yyAn-i/a-yyAni Na:kE:t/kE:t Nu:jAth/jEn
On:�-SEt’-a/o-k’eye Ki:keetit Di:wal/wAl‘medicine’
Ca:l-cAn-i/l-keek Sa:ketit/ket Sh:yath/yenh

Ma:�l-can-I，�l-cat-a Po:kEEt/kEEt Pa:yath/yin

/Il-kEEk Da:keettA An:jaath/jEnnhI
Ba:kod-ini/kAd-en Lu:yAth/yIEn

Ac:yat/yAdi,yen
PLM*tyAni PSN*kE:t
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観察：
バリ語とオンガモ語を除くナイル語東方言は，単数を表示する形式の語幹末尾の位置に

鼻音をもっている。ナイル語南方言と西方言は，単数を表示する形式の語幹末尾の位置に
鼻音をもたない。ナイル語東方言だけが，単数を表示するために，「単数（Singulative）」
形を用いたことがわかる。
語幹末尾の位置において，ナイル語東方言が歯茎鼻音nをもつこと，また，ナイル語西

方言が歯閉鎖音，thをもつことから，ナイル祖語において，語幹末尾の位置の子音は，再
構成音*r2であったと考える24）。

語幹初頭の位置の子音は，唇軟口蓋閉鎖音kwであった。唇軟口蓋閉鎖音kwは，ナイル
語東方言と南方言において，軟口蓋無声閉鎖音kで出現し，ナイル語西方言において，半
母音w，あるいは，yで出現する。
語幹母音には，前舌中母音Eを再構成する。前舌中母音Eは，後続する母音が低母音a

であるとき，VowelBreakingを起こして，Iaになる（変化（f）を参照）。VowelBreaking
で生じた前舌高母音Iは，ナイル語東方言において，先行する軟口蓋無声閉鎖音kを口蓋
化して，硬口蓋無声閉鎖音cに変化させた。その後，口蓋化によって生じた硬口蓋無声閉
鎖音cの後で，高母音Iは脱落した25）。

ナイル祖語の「単数（Singulative）」形の形成は，以下のようであった。再構成音*r2が
鼻音化を受けると，歯茎鼻音nになる。

Singulative:PN*kwEr2-ak-I>kwIar2-ak-I(f)
>kwIar2-an-I(a)>kwIar2-n-I(b)>kwIan-n-I(c)
>kwIan-I(d)>kwIan(e)

（あ）ナイル語東方言，「単数（Singulative）」形と複数形。
ナイル語東方言の「単数（Singulative）」形は，ナイル祖語で再構成された「単数

（Singulative）」形*kwIanに，直接，由来する。
ナイル語東方言（オンガモ語，ジャムス語，マサイ語）の複数形は，ナイル祖語で再構成さ

れた「単数（Singulative）」形が形成される基になった基準の語幹*kwEr2に，語幹形成辞-akが
接辞された形式から由来する。
ナイル祖語に再構成された有声閉鎖音は，ナイル語東方言において，弱化して，声門摩擦音
úを経て，先行する母音とともに二重母音や長母音を構成する。ナイル祖語再構成音*r2は，有
声閉鎖音であるから，弱化して，先行する母音とともに二重母音や長母音をつくった。オンガ
モ語の複数形は，語幹形成辞の末尾の位置にあった，軟口蓋無声閉鎖音kが脱落したのであろ
う。また，ナイル語東方言において，3拍の長さの母音は，許容されない。したがって，EEaと
いう連続は，EEと短くなったと考えられる。ナイル語東方言の複数形は，以下のようにつくら
れた。

Plural:EN*kwEr2-ak>kwEú-ak>kwE(y)-E(k)>kE(y)-E(k)

（い）ナイル語南方言，単数形と複数形。
ナイル語南方言は，単数を表示するために，語幹末尾の位置で有声閉鎖音の鼻音化を伴う
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「単数（Singulative）」形を用いない。しかし，単数を表示する形式は，複数形より形態論的に
複雑な形式をしている。単数を表示する形式は，ナイル語南方言において新たに発展した「単
数（Singulative）」形の形成法に従って，複数形から形成された「単数（Singulative）」形であ
る。すなわち，ナイル語南方言の単数を表示する形式は，複数形kEEtに接尾辞-Itが付加され
て，形成されている。
ナイル語南方言の複数形は，ナイル祖語に再構成された，基準の語幹*kwEr2に，語幹形成

辞-(V)tが付加されて，形成された。ナイル祖語に再構成された有声閉鎖音は，ナイル語南方言
において，弱化して，先行する母音とともに，二重母音や長母音を構成する。ナイル語南方言
の語幹母音の長母音EEは，本来，ナイル祖語再構成音*r2が弱化して，先行する母音とともに
長母音をつくったことを示している。ナイル語南方言の複数形は，以下のように形成された。
ナイル祖語再構成音，唇軟口蓋閉鎖音*kwは，ナイル語南方言において軟口蓋無声閉鎖音kで
出現する。

Plural:SN*kwEr2-at>kwEú-at>kwEE-at>kwEE-t>kEEt

（う）ナイル語西方言，単数形と複数形。
ナイル語西方言は，単数を表示するために，語幹末尾の位置で子音の鼻音化を伴う「単数

（Singulative）」形を用いない。単数形は，ナイル祖語で再構成された基準の語幹*kwEr2で説明
することができる。ナイル祖語再構成音，唇軟口蓋閉鎖音*kwは，ナイル語西方言において，
半母音wやyで出現する。ナイル語西方言においても，VowelBreaking（E>Ia）が生じた。
VowelBreakingの結果，生じた前舌高母音の前で，ナイル祖語再構成音*kwは，半母音yで出
現した。語幹末尾の位置において，ナイル祖語再構成音*r2は，ナイル語西方言では，歯有声
閉鎖音dhで出現する。しかし，有声閉鎖音は，ナイル語西方言において，語末の位置で無声化
される。また，ナイル語西方言の複数形は，いわゆる「N-複数形」と呼ぶ複数形成法に従っ
て，形成されている26）。ナイル語西方言の複数形は，以下のように形成される。

Plural:WN(PN*kwIar2>yadh),yadh-nI>yanh-nI>yanh-Iorya-nI>yEnh-IoryE-nI(?)

表42 ‘water’

EN:sg./pl. SN:sg./pl. WN:sg./pl.

Km:Na-ki-pi Na:pey/pe:y-ya Nu:pi(pl.only)

Te:a-ki-pi Ki:peek Di:piu(pl.only)

Tu:Na-kI-pI Sa:peko/pe(y) Sh:pi,piu/pik

On:nA-Si-B’i Po:pix (pigan‘thiswater’)

Ba:pioN-tot Po:peip°ma‘hotwater’ Lu:pi/pige

/pioN Da:pA:w An:pii(pl.)

Lo(Dongotono):ki-fyoN Pa:pii(pl.)

Lo(Lopit):nA-̧ioN La:pi

(Vossen,1982) Ac:pi

PEN*pi PSN*peR
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観察：
ナイル語東方言（テソ語，トゥルカナ語，カリモジョン語）は，複数形をつくる接頭辞

がついていることからもわかるように，これらの形式は，形態論的に複数形である。
ナイル語東方言（バリ語，ロトゥホ語（ロピット方言とドンゴトノ方言））が，単数を表

示する形式の語幹末尾の位置に鼻音をもっている。これらの形式が「単数（Singulative）」
形である。バリ語の単数形は，「一滴の水」を意味する。ナイル語南方言と西方言は，語幹
末尾の位置における有声閉鎖音の鼻音化を伴う「単数（Singulative）」形をもたない。
ナイル語東方言（バリ語，ロトゥホ語（ロピット方言とドンゴトノ方言））が，単数を表

示する形式の語幹末尾の位置に軟口蓋鼻音Nをもつことと，ナイル語西方言（ルオ語）の
複数形が語幹末尾の位置に軟口蓋有声閉鎖音gをもつことから，ナイル祖語に再構成する
基準となる語幹は，末尾の位置に軟口蓋有声閉鎖音gをもっていたと考えられる。語幹母
音に［+ATR］母音eを想定する。［+ATR］前舌中母音eは，VowelBreakingにより，
［+ATR］母音ioになる（ナイル祖語の時代においては，［−ATR］の低母音aに対を成す
［+ATR］母音は，中母音oであった）。ナイル祖語における「単数（Singulative）」形の形
成は，以下のように考えられる。

Singulative:PN*(kwi)-peg-ok-i>(kwi)-piog-ok-i(f)

>(kwi)-piog-on-i(a)>(kwi)-piog-n-i(b)>(kwi)-pioN-n-i(c)
>(kwi)-pioN-i(d)>(kwi)-pioN(e)

（あ）ナイル語東方言，「単数（Singulative）」形。
ナイル語東方言の「単数（Singulative）」形は，ナイル祖語に再構成された「単数

（Singulative）」形に，直接，由来する。ナイル語東方言（バリ語）の単数を表示する形式は，
「単数（Singulative）」形の形成法に従ってつくられた形式に，さらに，接尾辞-totが付加されて
いる。
カリモジョン語，テソ語，トゥルカナ語における，語幹末尾の位置に鼻音をもたない形式

は，形態論的には複数形であり，集合的に単数を表示するために用いられる。したがって，
「単数（Singulaitve）」形ではない。

（い）ナイル語南方言，単数形と複数形。
ナイル語南方言の複数形は，ナイル祖語に再構成された「単数（Singulative）」形がつくられ

る基になった基準の語幹*(kwi)-pegに由来する。ナイル祖語に再構成された有声閉鎖音は，ナ
イル語南方言において弱化して，先行する母音とともに二重母音や長母音をつくる。
ナイル語南方言（ナンディ語，キプシギス語，サビニ語）の単数形は，再構成された基準の

語幹*(kwi)-pegに，接尾辞-(V)kが接辞された。ナイル祖語再構成音*gが語幹末尾の位置に存在
しただろうことは，語幹母音が長母音であることから推察できる。

（う）ナイル語西方言，単数形，あるいは，複数形。
ナイル語西方言では，「水」を意味する名詞は，普通，常に，複数で扱われる。しかし，これ

らの名詞の形式が，形態論的に単数形なのか，複数形なのか，明らかではない。ナイル語西方
言の単数形，あるいは，複数形は，ナイル祖語で再構成された基準の語幹*pegに由来する。語
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幹に先行する要素kwi-を，ナイル語西方言はもたなかった。
ナイル祖語に再構成された有声閉鎖音は，ナイル語西方言において，普通，弱化することな

く，保持される。ところが，軟口蓋有声閉鎖音gは，ナイル語西方言において，ときどき，脱
落することがわかっている27）。軟口蓋有声閉鎖音gは，シルク語の修飾語が後続する形式など
に保存されている。

表43 ‘skin’

EN:sg./pl. SN: WN:sg./pl.

Lo:a-yyoni/a-yyoni Sh:lao/lani

Ma:ol-coni/ol-conito Lu:law/leeni,lepe,lewni

Ca:l-coni/l-conito Ac:laa‘skinofgoat’

On:nA-Son’i La:lao/l«ni‘cloth’
PLM*tyoni

観察：
ナイル語南方言において，ナイル語東方言，西方言と起源を同じくする形式を見つける

ことはできない。ナイル語東方言は，単数を表示する形式の語幹末尾の位置に鼻音をもっ
ている。語幹初頭の位置に，ナイル祖語再構成音*l1を再構成する。ナイル祖語再構成音
*l1は，ナイル語東方言において，ときどき，歯茎無声閉鎖音tで出現し，ナイル語西方言
において，母音間の位置において側面音lで出現する。ナイル語東方言において，歯茎無
声閉鎖音tは，後続する高母音の前で口蓋化した。この口蓋化を説明するためには，語幹
母音がVowelBreaking（o>uo）を行ったと想定しなければならない28）。ナイル語東方言
の単数を表示する形式が，語幹末尾の位置に歯茎鼻音nをもつことから，ナイル祖語に再
構成する基準となる語幹は，末尾の位置に再構成音*r2をもっていたと想定する。ナイル
祖語の「単数（Singulative）」形の形成は，以下のようになる。

Singulative:PN*(kwi)-l1or2-ok-i>(kwi)-l1uor2-ok-i(f)

>(kwi)-l1uor2-on-i(a)>(kwi)-l1uor2-n-i(b)>(kwi)-l1uon-n-i(c)

>(kwi)-l1uon-i(d)>(kwi)-l1uon(e)

（あ）ナイル語東方言，「単数（Singulative）」形と複数形。
語幹初頭の位置で口蓋化が生じたあとで，語幹母音uoは，VowelSandhiにより，単純な母音

oに変化した。ナイル語東方言の「単数（Singulative）」形は，ナイル祖語で再構成された「単
数（Singulative）」形で説明することができる。ナイル語東方言（マサイ語，ジャムス語）の複
数形は，話し手が「単数（Singulative）」形を基準形として再解釈することによって，「単数

（Singulative）」形に由来する基準形に，接尾辞を付加することによって，つくられた。

（い）ナイル語西方言，単数形と複数形。
ナイル語西方言の単数を表示する形式は，ナイル祖語で再構成された「単数（Singulative）」

形がつくられる基になった基準の語幹*(kwi)-l1or2に由来する。ただし，語幹母音は，もとも
と，［−ATR］の値をもっていたと考えなければならない。そして，ナイル語東方言とは異なる
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VowelBreaking（�>Ua）を行ったと考えなければならない。また，ナイル祖語に再構成された
有声閉鎖音は，普通，ナイル語西方言において保持されるはずであるが，ここでは，ナイル祖
語再構成音*r2は，弱化して，半母音wに変化した可能性がある。西方言の一部の言語は，「N-
複数形」をつくっている。「N-複数形」の形成は，以下のようであったろう29）。

Plural:WN*lar2-ni>lAn-ni>lAn-i（母音調和は不明）

ナイル語西方言の複数形は，上記のように，「N-複数形」の形成法で説明することができ
る。また，ルオ語の複数形変種lepeは，単数形lawを基準形として再解釈し，その基準形に，
ルオ語の複数形成法を適用して形成された，新しい複数形である（半母音wが母音間における
両唇有声閉鎖音bの異音と再解釈された）。

表44 ‘arm,hand’

EN:sg./pl. SN:sg./pl. WN:sg./pl.

Km:a-kan/Na-kan Na:e:y/e-u:n Di:ciin/cin

Te:a-kan Ki:e-uut Sh:cino/ciN
Tu:a-kan Sa:ye-wut/ye-wunyek Pa:ciN,cino/cinin
Lo:a-anI/a-xas Po:eex

Ma:EN-kaI.na/IN-kaIk Da:kEE-tinta An:cEn�/cEN
Ca:N-kaI.na/N-kaIk Lu:cIN
On:na-h’E.na/na-hEk Ac:cIN
Ba:köni.n/könisi

PEN*k3aIn PK*eR

観察：
ナイル語西方言だけが，単数を表示する形式の語幹末尾の位置に，鼻音をもっている。

このとき，鼻音は，歯茎鼻音nと軟口蓋鼻音Nの2つが観察される。この現象は，鼻音が
連続するとき，普通，後続する鼻音が脱落するが，ときどき，先行する鼻音が脱落するこ
とがあることに原因がある。先行する鼻音が脱落するか，後続する鼻音が脱落するかの違
いによって，ナイル語西方言において，単数を表示する形式の語幹末尾の位置に，2種類
の鼻音が出現することになった。語幹末尾の位置に，軟口蓋鼻音Nと歯茎鼻音nが出現す
ることを可能にするためには，ナイル祖語に再構成する「単数（Singulative）」形がつくら
れる基になった，基準となる語幹が，末尾の位置に軟口蓋有声閉鎖音gをもっていたと考
えなければならない。
ナイル語東方言の単数を表示する形式は，マサイ語の形式を例にして，形態素分析を行

うと，接頭辞EN-と語幹-ka-と，語幹形成辞-Ik-と，「単数（Singulative）」形をつくる接尾
辞-aに分析できる（語幹形成辞-Ikの軟口蓋無声閉鎖音kは，母音間で歯茎鼻音nに変化す
る）。 カリモジョン語，テソ語，トゥルカナ語に見られる語末の位置の歯茎鼻音nは，マ
サイ語の語幹形成辞-Ikの軟口蓋無声閉鎖音kが，母音間で歯茎鼻音nに変化したもののな
ごりであって，語幹の一部ではないと考えられる。
ナイル語南方言（ナンディ語，キプシギス語，サビニ語，ポコト語）は，語幹初頭の位
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置に，軟口蓋無声閉鎖音kをもたない。ダトーガ語だけが，語幹初頭の位置に軟口蓋無声
閉鎖音kをもつ。ナイル語東方言，ナイル語西方言と比較すると，ナイル祖語において，
語幹初頭の位置に軟口蓋無声閉鎖音，kを再構成するのがよいであろう。ナイル語西方言
において，軟口蓋無声閉鎖音*kは，口蓋化して，硬口蓋無声閉鎖音cになった。この口蓋
化を説明するためには，ナイル語西方言においてVowelBreakingが生じたと考える必要
がある。VowelBreakingにより生じた高母音が，口蓋化を引き起こしたと考えられる。ナ
イル祖語の「単数（Singulative）」形は，以下のように形成された。

Singulative:PN*kag-Ik-a>kIag-Ik-a(?)>kIg-Ik-a(?)
>kIg-In-a(a)>kIg-n-a(b)>kIN-n-a(c)>kIN-a(d)
>kIN(e)

（VowelBreakingとVowelSandhiについては，疑問符をつけた。）

（あ）ナイル語東方言，単数形。
ナイル語東方言の単数を表示する形式は，ナイル祖語で再構成された，「単数（Singulative）」

形がつくられる基になった基準の語幹*kagに由来する。ナイル祖語再構成音*gは，ナイル語
東方言において弱化して，先行する母音とともに二重母音や長母音を構成する。
ナイル語東方言（マサイ語）の単数を表示する形式は，ナイル祖語に再構成された「単数

（Singulative）」形の形成過程における，語幹末尾の位置で鼻音化が生じる以前の形式と，完全
に一致している。しかし，マサイ語の単数を表示する形式が，この鼻音化が生じる以前の形式
を，そのまま保存していると考えない。むしろ，ナイル祖語，再構成形*kagに由来する語幹
kay（ナイル祖語再構成音*gが弱化した）に，マサイ語において新たに発達した語幹形成辞-Ik
と「単数（Singulative）」形をつくる接尾辞-aが接辞されて，つくられたと考える。マサイ語の
複数形は，「単数（Singulative）」形をつくる接尾辞-aをもたない形式になっている。

（い）ナイル語南方言，単数形。
ナイル語南方言の単数を表示する形式は，ナイル祖語に再構成された「単数（Singulative）」

形がつくられる基になった基準の語幹*kagに由来する。ナイル祖語再構成音*gは，普通，ナ
イル語南方言において，弱化して，先行する母音とともに二重母音や長母音を構成する。

（う）ナイル語西方言，「単数（Singulative）」形と複数形。
ナイル語西方言の単数を表示する形式は，ナイル祖語で再構成された「単数（Singulative）」

形に由来する。ただし，語幹末尾の位置の鼻音は，軟口蓋鼻音Nで出現するのが規則的な対応
であるが，ときどき，歯茎鼻音nをもつ形式が存在する。これは，鼻音が連続するとき，たま
に，先行する鼻音が脱落することがあったと考えられる。ナイル語西方言の「単数
（Singulative）」形の形成は，以下のようであったろう。

Singulative:WN*kag-Ik-a>kIag-Ik-a>kIg-Ik-a
>kIg-In-a(a)>kIg-n-a(b)>kIN-n-a(c)>kIN-a(d)
orkI-n-a(d’)>kINorkIn(e)
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ナイル語西方言の複数形は，「単数（Singulative）」形が基準形として再解釈され，その基準
形にナイル語西方言の複数形成の規則が適用されて，つくられた。

表45 ‘thing’

EN:sg./pl. SN:sg./pl. WN:sg./pl.

On:nA-t’oSi/nA-toS’ini Na:kI(y)/tukun Di:kedaN/kaN,kak
Ca:n-toki/n-toki-tin Ki:kii-t/tukuuk Sh:gin/gik

Ma:en-toki/in-tokitin Sa:kiy/tukun An:gin/gii

Da:ki-t Lu:gi(n)/gik

Ac:gin

La:gIn/gigu
PK*kIR

観察：
ナイル語西方言だけが，単数を表示する形式の語幹末尾の位置に鼻音をもっている。語

幹に先行する要素は，ナイル語東方言と，ナイル語南方言の複数形の対応（単数形は，語
幹に先行する要素を失っている）から，*to-と考えられる。語幹末尾の位置の子音は，ナ
イル語西方言の複数語幹が軟口蓋閉鎖音kやgで終わっていることから，ナイル祖語に再
構成音*l2を再構成する。表45において，ナイル語西方言の単数を表示する形式が語幹末
尾の位置に歯茎鼻音nをもつのは，表44の対応例を説明したときと同じ理由が考えられ
る。つまり，「単数（Singulative）」形の形成過程において，連続する鼻音のうち，先行する
鼻音が脱落した。語幹初頭の位置に，軟口蓋無声閉鎖音kを再構成する。ナイル祖語に再
構成された無声閉鎖音は，ナイル語西方言において，母音間では有声閉鎖音で出現する。
ナイル祖語の「単数（Singulative）」形の形成は，以下のようであった。

Singulative:PN*(to)-kil2-ik-o>(to)-kil2-in-o(a)>(to)-kil2-n-o(b)

>(to)-kiN-n-o(c)>(to)-ki-n-o(d’)>(to)-ki-n

（あ）ナイル語東方言と南方言，単数形。
ナイル語東方言と南方言の単数を表示する形式は，ナイル祖語に再構成された「単数

（Singulative）」形がつくられる基になった基準の語幹，*(to)-kil2に由来する。ナイル祖語再構成
音*l2は，ナイル語東方言と南方言において，弱化した。

（い）ナイル語西方言，「単数（Singulative）」形と複数形。
ナイル語西方言の単数を表示する形式は，ナイル祖語に再構成された「単数（Singulative）」

形に由来する。複数形は，「単数（Singulative）」形がつくられる基になった基準の語幹*（to）-
kil2に由来する。再構成音*l2に由来する有声閉鎖音gは，ナイル語西方言において，ときど
き，失われることがある。

4.まとめ
この章では，ナイル祖語の形態論の一部を再構成した。すなわち，ナイル祖語に「単数
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（Singulative）」形の形成法が存在したことを証明した。ナイル祖語に「単数（Singulative）」形
の形成法が存在したが，ナイル語東方言，南方言，西方言に所属する全ての言語が，起源を同
じくする名詞ならば，常に，単数を表示するために，「単数（Singulative）」形を用いるわけで
はなかった。例えば，「牛」を意味する名詞の場合，ナイル語東方言，南方言，西方言に所属す
る全言語が，単数を表示するために，「単数（Singulative）」形を用いるが，「人」を意味する名
詞の場合，ナイル語東方言と西方言は，単数を表示するために，「単数（Singulative）」形を用
いるが，ナイル語南方言は，「単数（Singulative）」形を用いない。「水」を意味する名詞にい
たっては，ナイル語東方言の中のバリ語とロトゥホ語（ロピット方言とドンゴトノ方言）のみ
が，単数を表示するために「単数（Singulative）」形を用いる。
どういう意味の名詞に，単数を表示するために「単数（Singulative）」形を用いるかについて

の規則は，全ての言語に共通していなくても不思議ではないであろう。
従来の研究では，例えば，Vossen（1982）は，「単数（Singulative）」形と単数形を混同した

ために，比較してはならない形式を対応させて，その結果，同一の調音点における，同一の調
音法をもつ複数の音素を再構成してしまった。また，Ehret（2001）は，Vossen（1982）が再構
成した，同一の調音点，同一の調音法をもつ複数の音素を，なんら説明することなく，1つの
音素の異音であると断定したのである。本研究は，これらの誤った先行研究を，正しい方向へ
と修正するものである。
さらに，先行研究の不十分な点は，単数を表示する形式と複数を表示する形式を結び付け

て，考察することができなかったことにある。単数を表示する形式と，複数を表示する形式
を，従来の研究は，独立して扱ってきた。本研究は，そのような従来の研究方法をまったく覆
すものである。
単数を表示する形式と複数を表示する形式は，複数形形成法や「単数（Singulative）」形の形

成法などによって結び付いている。例えば，「牛」を意味する名詞は，先行研究においては，単
数を表示する形式と複数を表示する形式が，補充法による区別とされて，まったく語源を異に
する語幹からなると考えられた。しかし，本研究では，1つの基準の語幹から，単数を表示す
る形式も，複数を表示する形式も，「単数（Singulative）」形の形成法と，複数形形成法により，
形成されることを明らかにした。また，先行研究では，補充法によるものとか，不規則形とし
て放置された，「人」を意味する名詞や，その他の名詞についても，それらの形成法を，本研究
により明らかにすることが可能となった。
VowelBreakingや，VowelSandhiなど，まだ，十分に明らかになっていない問題も残ってい

るが，本論で試みた形態論の再構成に基づいた通時的研究が，ナイル祖語の再構成を可能にす
る。

第4章の注

1） Ehret（2001:18）。しかし，Ehretは，どこにも異音とする根拠を示していない。
2） I，�は，［−ATR］母音を表記する。Nは，軟口蓋鼻音を，ngは，軟口蓋鼻音と軟口蓋有声閉鎖音の連

続を，ndは，歯茎鼻音と歯茎有声閉鎖音の連続を，nnは，歯茎鼻音，2つの連続を表記する。母音の
後におかれるピリオドは，先行する母音が少し長く発音されることを表記している。

3） ナイル諸語には，双数や三数が存在しないので，これらについては，問題とする必要はない。
4） dh，thは，歯閉鎖音を表記する。接尾辞の母音は，語幹の母音に母音調和する。語幹の母音が

［+ATR］であれば，接尾辞の母音は，［+ATR］になる。
5） ルオ語の複数形成については，すでに議論した。語幹と接辞の組み合わせは，論理的には以下の4つ
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の組み合わせが存在する。
sg. pl.
1.stem-suffix stem
2.stem-suffix stem-suffix
3.stem stem-suffix
4.stem stem（語幹と接尾辞が融合して，容易に分離できないものを含む）
1のタイプは，表1の「鳥」と「ビール」を意味する名詞である。単数形と複数形の組み合わせは，
たいてい，2，3，4のパターンのどれかを示す。語幹と接尾辞の組み合わせが，1のタイプ以外のパター
ンを示すのは，ルオ語が，どんな単数形であろうとも，単数形がもともとは「単数（Singulative）」形
であろうとも，単数を表示する形式に接尾辞を付加することにより複数形をつくるという，歴史的改
新を行った結果である。

6） 資料に問題があるかもしれない。豊かな記述がなされれば，もう少し，「単数（Singulative）」形の痕跡
を見つけることができるだろう。

7） øは，硬口蓋鼻音を表記する。
8） k’は，声門閉鎖を伴う閉鎖子音を表記する。ヌエル語において声門閉鎖を伴う閉鎖子音は，無声閉鎖

子音に由来すると考えられる。有声閉鎖子音から由来する閉鎖子音は，声門閉鎖をともなわない閉鎖
子音で表記される。ただし，声門閉鎖の記述は，必ずしも体系的に記述されていない。nhは，歯鼻音
を表記する。

9） 詳しくは，第2章，「N-複数形」についての議論を参照。
10）接尾辞の母音は，おそらく，［−ATR］母音�であろう。しかし，シルク語の母音の［ATR］値を記述

した信頼できる資料がない。
11）nnhは，歯鼻音の連続を表記する。
12）Reh（1996）は，Singularsuffixesと名付けており，「単数（Singulative）」形という用語を使っていな

い。また，Reh（1996）は，単数と考えており，「単数（Singulative）」形と考えていないのかもしれな
い。Reh（1996）は，本文において，Singulativeという用語を一度も使用しないにもかかわらず，奇
妙なことに，索引ではSingulativeと書いている。

13）「単数（Singulative）」形の形成法における語幹末尾の位置での閉鎖子音の鼻音化は，複数形成におけ
る「N-複数形」の閉鎖子音の鼻音化と，一種の極性的な現象を示していると考えてもよいであろう。
もし「単数（Singulative）」における閉鎖子音の鼻音化と「N-複数形」形成における鼻音化が極性的な
現象であるとすれば，この2つのプロセスは，同一のものであると考えることも可能であろう。そし
て，このプロセスは，数の区別をするだけのものであり，どちらも「単数（Singulative）」形を形成す
るとか，複数形を形成するとかの機能はもたない。このように一般化を進化させる可能性がある。

14）軟口蓋無声閉鎖音が歯茎鼻音に変化する音声学的過程を考えることを目標としていない。マサイ語に
実際，このような変化が存在することを指摘している。この変化をどうしても説明したいと考えるな
ら，軟口蓋無声閉鎖音がいったん軟口蓋鼻音に変化し，さらに，軟口蓋鼻音が歯茎鼻音に変化する過
程を想定できるかもしれない。

15）H，M，L，Fは，それぞれ，高声調，中声調，低声調，下降声調を表記する。
16）ce:p-は，「性」を表示する接頭辞である。
17）ss（secondarysingular）形は，名詞が指示する指示物が，特定の単数のものである場合に用いられ，

sp（secondaryplural）形は，指示物が特定で複数のものの場合に用いられる。
18）使用する資料は，以下のとおりである。カリモジョン語Km;Roncari&Mantovani（1973），テソ語

Te;Hilders&Lawrance（1957），トゥルカナ語Tu;Heine（1980），マサイ語Ma;Tucker&Mpaayei
（1955），ジャムス語Ca;Heine（1980），オンガモ語On;Heine&Vossen（1975/6），ロトゥホ語Lo;
Muratori（1948），バリ語Ba;Muratori（1948），ナンディ語Na;Creider&Creider（2001），キプシギ
ス語Ki;Toweett（1979b），サビニ語Sa;O’Brien&Cuypers（1975），ポコト語Po;Crazzolara（1978），
Po(Suk);Beach(1911)，ダトーガ語Da； 著者による未公刊資料，ヌエル語Nu;Westermann(1912a)，
ディンカ語Di;Nebel（1954），（1978），シルク語Sh;Kohnen（1933），アニュワ語An;Reh（1999），パ
リ語Pa;Simeoni（1978），ルオ語Lu;Tucker（1994），アチョリ語Ac;Crazzolara（1938），ランゴ語La;
Noonan（1992）。

19）ナイル語西方言において，軟口蓋有声閉鎖音，gは，ときどき，母音間で脱落することが観察できる
（パリ語coo(sg.),cuu(pl.),‘bone’に，ルオ語cogo(sg.)，シルク語cogo(sg.)が対応する。パリ語は，
母音間で軟口蓋有声閉鎖音gを脱落させている）。

20）再構成音*r1については，第3章で詳しく議論した。
21）再構成音*l2については，第3章で詳しく議論した。
22）再構成音*r2については，第3章で詳しく議論した。「単数（Singulative）」形形成の過程において，鼻
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音化を受けて，歯茎鼻音になる子音は，再構成音*r2の可能性がある。
23）ナイル語西方言の複数形成について，詳しくは，第2章で議論した。
24）再構成音*r2については，第3章で詳しく議論した。また，ディンカ語が，語幹末尾の位置に，側面

音lをもっている。*r2と*l2の混同があったと考えるべきであろう。
25）Iaがaになった原因として，VowelSandhiを考える可能性もある。
26）「N-複数形」の形成法については，第2章で詳しく議論した。
27）軟口蓋有声閉鎖音gについては，注19を参照。
28）VowelBreakingは，4パターン（E>Ia,e>io,�>U�,o>uo）を想定する。
29）注26を参照。「N-複数形」の形成法については，第2章で詳しく議論した。
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1.はじめに
ナイル祖語の時代に，閉鎖音の無声と有声の対立が存在したか，存在しなかったか，この問

題についての議論は，いまだ決着していない。
例えば，名詞語幹末尾の位置において，ナイル語西方言は，いわゆる「極性的」と呼ばれる

現象を示す1）。すなわち，ある名詞の単数語幹が，語幹末尾の位置に無声閉鎖音をもてば，そ
の複数語幹は，有声閉鎖音を語幹末尾の位置にもつ。このような「極性的」現象において，名
詞語幹は，基準の形式として，末尾の位置に無声閉鎖音をもつと考えるべきか，あるいは，有
声閉鎖音をもつと考えるべきであろうか。それとも，無声閉鎖音と有声閉鎖音の対立が，存在
すると考えるべきであろうか，あるいは，無声閉鎖音と有声閉鎖音の対立は，存在しないと考
えるべきであろうか。それとも，基準の形式として，無声閉鎖音，あるいは，有声閉鎖音で終
わる語幹を設定して，その基準の語幹から単数形を派生させたり，複数形を派生させたりする
という考え方が，正しくないのだろうか。ナイル語西方言における，「極性的」現象について，
すなわち，名詞語幹末尾の位置での閉鎖音の無声と有声の対立の問題は，名詞の複数形成を論
じた第2章において明らかにする。
ダトーガ語を除くナイル語南方言において，閉鎖音の無声と有声の音韻的対立が存在しない

ことはわかっている。ダトーガ語（ナイル語南方言）に，閉鎖音の無声と有声の音韻的対立が
存在しないことは，いままで，知られていなかった。先行研究において，ダトーガ語の音素分
析が進まなかったので，従来の記述においては，音声的な無声閉鎖音と有声閉鎖音の区別を，
そのまま記述していた。本研究においては，ダトーガ語の閉鎖音に，無声と有声の音韻的対立
がない記述をしている。ダトーガ語に，閉鎖音の無声と有声の音韻的対立が存在しないこと
は，本研究の第7章で議論する。
ナイル語西方言には，閉鎖音に無声と有声の音韻的対立が存在する。また，ナイル語東方言

には，閉鎖音に無声と有声の音韻的対立が存在するかどうか明らかになっていない。
ナイル語南方言に閉鎖音の無声と有声の音韻的対立が存在せず，また，ナイル語東方言にお

いて閉鎖音の無声と有声の音韻的対立が曖昧であり，そして，ナイル語西方言に閉鎖音の無声
と有声の音韻的対立が存在するなら，ナイル祖語に閉鎖音の無声と有声の音韻的対立は存在し
たのだろうか。存在したとすれば，閉鎖音の無声と有声の音韻的な対立は，ナイル語南方言と
東方言において，どうなってしまったのだろうか。ナイル祖語の有声閉鎖音が，ナイル語南方
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言や東方言でどうなったかは，本研究の第6章で明らかになるであろう。
この章では，語幹初頭の位置で，閉鎖音の無声と有声の対立について議論する。まず，
Greenberg（1963）がアフリカの言語を分類するために作成した「比較語彙リスト

（ComparativeWordList）」の中に見つけることができる，興味ある例から議論を始めよう。
Greenberg（1963）は，ナイル・サハラ言語群を分類するにあたって，伝統的な比較方法を

採用せず，祖語を再構成してもいないから，Greenberg（1963）が「比較語彙リスト」と名付
けるものに矛盾があっても，問題ないのかもしれない。

表1 Greenbergの「比較語彙リスト」（Greenberg（1963:95-109）より抜粋）

35.‘todie’ 32.‘cow’

Di,Sh,An tou Sh dheaN/dhok
Ba tuan Ba kiteN
Ma tua Lo (nE)tEN

Te akitEN
Ma (En)kItEN/(in)kiSu
Na teø/tic

38.‘dove’ 114.‘thing’

Nu kur Ac gi

Sh akur Sh gin/gik

Ba gure

Tu akuri

Na kii

Greenberg（1963）の語彙表から，ナイル諸語に所属する言語だけを抜粋して，表1を作成し
ている。ディンカ語（Di），シルク語（Sh），アニュワ語（An），ヌエル語（Nu），アチョリ語

（Ac）は，ナイル語西方言に所属し，バリ語（Ba），マサイ語（Ma），ロトゥホ語（Lo），テソ
語（Te），トゥルカナ語（Tu）は，ナイル語東方言に所属し，ナンディ語（Na）は，ナイル語
南方言に所属する。
Greenberg（1963）は，表1の例から，以下の対応を考える。表1，「死ぬ」を意味する動詞

において，語幹初頭の位置で，ナイル語西方言の歯茎無声閉鎖音tに，ナイル語東方言と南方
言の歯茎無声閉鎖音tが対応している（Greenberg（1963）は，対応Correspondenceという用
語を用いない。類似Resemblanceという用語を用いる）。
表1，「牛」を意味する名詞において，語幹初頭の位置（ナイル語東方言においては，語幹の

中間の位置）で，ナイル語西方言の歯有声閉鎖音dhに，ナイル語東方言と南方言の歯茎無声閉
鎖音tが対応している。
表1，「鳩」を意味する名詞において，語幹初頭の位置で，ナイル語西方言の軟口蓋無声閉鎖

音kに，ナイル語東方言の軟口蓋無声閉鎖音k（バリ語は軟口蓋有声閉鎖音をもつ）が対応して
いる。
表1，「物」を意味する名詞において，語幹初頭の位置で，ナイル語西方言の軟口蓋有声閉鎖

音gに，ナイル語南方言の軟口蓋無声閉鎖音kが対応している。
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上の4つの対応を整理すると，ナイル語西方言の無声閉鎖音に，ナイル語東方言と南方言の
無声閉鎖音が対応する場合と，ナイル語西方言の有声閉鎖音に，ナイル語東方言と南方言の無
声閉鎖音が対応する場合があることがわかる（調音点に関して，微妙なずれが存在するが，ナ
イル語東方言と南方言は，歯閉鎖音をもたないから，ここでは問題にしない）。
Greenberg（1963）は，既に指摘したように，対応を探し求めるのではなく，類似を言語分類

における議論の基礎としているから，無声と有声の対応に2種類の対応が存在することに気づ
いてもいない。気づいているのかもしれないが，無視している。
もし，研究者が伝統的な比較方法を用いて，祖語を再構成することを目標とするのであれ

ば，このような2種類の対応が存在することを無視することは，許されないだろう。ところが，
筆者の指摘にもかかわらず，従来の研究は，この2種類の対応が存在することを無視してきた
か，あるいは，なんの説明を試みることなく，不自然な再構成を行ってきた2）。たとえば，
Dimmendaal（1988）は，「牛」，「鳩」を意味する名詞と，「死ぬ」を意味する動詞を，ナイル
祖語において再構成することを試みている。

表2 Dimmendaalによる再構成（Dimmendaal（1988）より抜粋）

37.‘cow’

PN *dhEN(singular),*dhUk(plural)
PEN *k1It1EN(singular),*k1It2U(k)(plural)
PSN *tAø(singular),*tUc(plural)

48.‘todie’

PN *th�
PEN *tuAn
PWN *th�u

51.‘dove’

PN *kuur

（‘thing’を，Dimmendaalは再構成していない）

Dimmendaal（1988）は，表2の対応例から，「死ぬ」を意味する動詞の語幹初頭の位置に，
歯無声閉鎖音thを再構成しながら，なぜ，「牛」を意味する名詞の語幹初頭の位置（ナイル語
東方言においては，語幹の中間の位置）に，歯有声閉鎖音dhを再構成するのだろうか。その理
由は，どこにも与えられていない。また，ナイル祖語に再構成された，歯有声閉鎖音dhが，ど
のようにして，ナイル語東方言と南方言において歯茎無声閉鎖音tになったのかを，
Dimmendaal（1988）は，明らかにしていない。このような手法を，比較方法による再構成など
と呼ぶことを許されてきたことが，ナイル諸語比較研究の発達を遅らせる原因となったのであ
る。
先行研究がもつ問題を打破するには，対応例における違いを素直に認め，その違いが何に由

来するのかを明らかにすることであろう。例えば，表1における対応例には，閉鎖音に関して
2種類の対応が存在することを認めることである。そして，2種類の対応が，なぜ，存在するの
かを考察することである。
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2.ナイル諸語における閉鎖音の2種類の対応
ナイル諸語を比較すると，閉鎖音の対応に2種類が存在することがわかる。1つは，ナイル語

西方言の無声閉鎖音に，ナイル語東方言と南方言の無声閉鎖音が対応する。この対応をタイプ
Aと呼ぶ。もう1つは，ナイル語西方言の有声閉鎖音に，ナイル語東方言と南方言の無声閉鎖
音が対応する。この対応をタイプBと呼ぶ。以下において，両唇無声閉鎖音p，再構成音*r1，
再構成音*l1，軟口蓋無声閉鎖音kの対応を検討する。

2.1.両唇無声閉鎖音

表3 ナイル諸語における閉鎖音の2種類の対応，両唇無声閉鎖音

TypeA

‘barkoftree’

WN Di:pAAt,Sh:pAdho,Lu:pot,Ac:pot~p�t‘leaf’
SN Na:pEr,Ki:pEEr-tEEt,Sa:per-tet,Po:peer-ta

観察：
ナイル語南方言，西方言と起源を同じとする形式を，ナイル語東方言に見つけることは

できない。
語幹初頭の位置において，ナイル語西方言，両唇無声閉鎖音pに，ナイル語南方言，両

唇無声閉鎖音pが対応している。
語幹末尾の位置においては，ナイル語西方言，歯茎閉鎖音t，あるいは，歯閉鎖音dhに

対して，ナイル語南方言，ふるえ音rが対応している。語幹末尾の位置における対応には，
ナイル祖語再構成音*r1，あるいは，再構成音*r2を想定することが可能だろう3）。

ナイル祖語再構成形は，PN*pAr1，あるいは，PN*pAr2であろう。ただし，母音の質は
明らかではない。

‘cloud,sky’

WN Di:piol‘whiteclouds’,Sh:polo,Pa:polo,Lu:polo,Al:polo,

Ac:poolo

SN Na:p�:l,Ki:p��l-tEEt,Sa:pol-yet,Po:p�l-ta

観察：
ナイル語東方言に，ナイル語西方言と南方言と同じ起源をもつと考えられる形式を見つ

けることはできない。語幹初頭の位置において，ナイル語西方言，両唇無声閉鎖音pに，
ナイル語南方言，両唇無声閉鎖音pが対応する。語幹末尾の位置の子音は，側面音lであ
ろう。
ナイル祖語再構成形は，PN*polであろう。

‘scar’

WN Di:piar,Sh:poro,An:pooc,Al:poyo,Ac:poyo,La:po

EN Lo:a-f�r�-yI,Ca:n-kuporo-i,Te:a-poore,Tu:Aporosi(t),
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Km:a-pores

SN Na:pe:ru:t,Ki:peeruut-yet,Po:pEErut

観察：
ナイル語西方言，東方言，南方言に所属する全ての言語は，両唇無声閉鎖音pを初頭の

位置にもつ（ロトゥホ語ではfで発音される）。ただし，ジャムス語が，語幹の前に，余分
に音節ku-をもっている。語幹の前に，余分に1音節をもつ名詞は，実は，タイプBの名
詞である。このことについては，後に議論する。
語幹末尾の子音について，ナイル語西方言は，硬口蓋有声閉鎖音j（アルル語とアチョリ

語においては，母音間の位置において半母音で発音される），あるいは，ふるえ音rをもっ
ている。これらの音に対してナイル語東方言と南方言は，ふるえ音rで対応している。語
幹末尾の位置の子音は，ナイル祖語再構成音r2を想定することが可能であろう。

ナイル祖語再構成形は，PN*(kwu)-per2，あるいは，*(kwu)-por2が考えられる。

‘water’

WN Nu:pi,Di:piu,Sh:pi,An:pii,Ju:pi,Lu:pi,Al:pi,Ac:pii

EN Ba:pioN,Lo(Lp):hi-̧ioN,(Do):ki-fyoN,Tu:Na-kI-pI，
Te:a-ki-pi,On:nA-Si-B’i,Km:Na-ki-pi

SN Na:pey,Ki:pee-k,Sa:pey,Po:p°x,p�c°ma=peip°ma‘hot
water’,Da:pee-kA

観察：
ナイル語西方言，両唇無声閉鎖音pに，ナイル語東方言と南方言，両唇無声閉鎖音pが

対応する。語幹末尾の位置において，ナイル語西方言は，実際は，軟口蓋有声閉鎖音gを
もっている4）。ナイル語東方言，バリ語とロトゥホ語（ロピット方言と，ドンゴトノ方言）
は，語幹末尾の位置に，軟口蓋鼻音Nをもつ。軟口蓋鼻音Nは，「単数（Singulative）」形
の形成過程において，軟口蓋有声閉鎖音gが鼻音化された結果である5）。

ナイル語東方言，ロトゥホ語，トゥルカナ語，テソ語，オンガモ語，カリモジョン語は，
語幹の前に，音節ki-をもつ。実は，語幹の前に，音節を，1つもつ構造は，タイプBの特
徴である。このことについては，後に議論する。
ナイル祖語再構成形は，PN*(kwi)-pegである。ナイル語東方言において語幹の母音は，
VowelBreakingを 生 じ た（e>io）。［−ATR］低 母 音aと 対 を な す［+ATR］母 音 は

［+ATR］中母音oであった。したがって，［+ATR］中母音eがVowelBreakingを起こす
とき，iAではなく，ioとなる。バリ語やロトゥホ語（ロピット方言，ドンゴトノ方言）は，
この母音を保持している。ただし，母音の［ATR］値の交替については，さらに研究が必
要であろう。

TypeB

‘day,daytime,morning’

WN Sh:bar‘thesunnotyetrisen’,An:�w‘dawn’
EN Ba:paran,Lo:a-fannI,Ca:m-parI,Tu:a-paaran,
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Te:a-paaran,Km:a-paran

SN Na:pe:t,Ki:peet-uut,Sa:pet‘afternoon’,Po:(Suk)perciet

観察：
ナイル語西方言において，ナイル語東方言，南方言と同じ起源をもつと考えられる形式

を探すことは困難である。シルク語の形式が同じ起源をもつ形式とするなら，語幹初頭の
位置で，ナイル語西方言，両唇有声閉鎖音bに，ナイル語東方言と南方言，両唇無声閉鎖
音pが対応する。また，アニュワ語においてシルク語両唇有声閉鎖音bと対応する音素は，
ゼロ音素と考える。両唇有声閉鎖音bが半母音wで発音され，さらに，母音の前で発音さ
れなくなった。両唇有声閉鎖音bが半母音wで発音されるのは，母音間に限られる。この
ことからアニュワ語の初頭の位置に今は失われた音節がかつて存在したことをうかがい知
ることができる。
ナイル語南方言においてポコト語だけが語幹末尾の位置にふるえ音rを保持している。

ふるえ音rは，ナンディ語，キプシギス語では先行する母音を長くしている。ふるえ音rそ
のものは保持されていない。
全ての言語が語幹に先行する要素を失っているので，語幹の要素の母音を決定すること

は不可能である。
ナイル祖語再構成形は，PN*kwV-par，あるいは，*kwV-par2であろう。

‘feather,hair’

WN Sh:ober(uber),An:jier(pl.),Pa:yierro,Lu:yier,Al:yir,

Ac:yer,(Di:pAr‘tofly’)
EN Ba:kUpIr(pl.),Lo:nofir,Ma:enk-opiro,On:o-hoBir,

Ca:n-kopir-o,Tu:A-kopiro,Km:a-kopirot
(Ma:A-ipirr-i‘tofly’)

SN Na:pu:t,Ki:puut-yAAt,Sa:put-yo,Po:puut(pl.)

観察：
ナイル語西方言，両唇有声閉鎖音b，あるいは，半母音yに，ナイル語東方言と南方言，

両唇無声閉鎖音pが対応する。ナイル語西方言において，両唇有声閉鎖音bは，母音間の
位置において，しばしば，半母音wで発音される。例えば，ナイル語西方言，ルオ語lowo
(sg.)，lope(pl.)‘earth’に，ナイル語西方言シルク語は，labo(sg.)‘earth’が対応している。
ルオ語の複数形が語幹末尾の位置に，両唇無声閉鎖音pをもつことから，共時的にも，ル
オ語の単数形が語幹末尾の位置に，もともと，両唇有声閉鎖音bをもつことがわかる6）。
そのことは，シルク語との比較で確認できる。ナイル語西方言の多くで語幹初頭の位置に
半母音yをもつのは，両唇有声閉鎖音bに由来する半母音wが後続する前舌母音の前にお
いて半母音yで発音されたことによると考えられる。
ロトゥホ語において，「性」を表示する接頭辞nAは，後続する音節と融合する。ここで

は，後続する音節xoと融合している（nA+xo→no）。ナイル語東方言に所属する全ての
言語が，語幹に先行する音節をもつ（バリ語：kU-，マサイ語，テソ語，トゥルカナ語：ko-，
オンガモ語：ho-（オンガモ語において，軟口蓋無声閉鎖音kは摩擦音hで発音される），
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ロトゥホ語：xo-（ロトゥホ語において，軟口蓋無声閉鎖音kは摩擦音xで発音される））。
ナイル語南方言において，語幹末尾の子音，ふるえ音rは，脱落している。そのかわり

先行する母音が長くなる。
ナイル祖語再構成形は，PN*kwo-pirと考えられる。ただし，語幹の母音がeであった

か，iであったか，uであったかは明らかではない。

‘foam,broth’

WN Di:Ayok,Sh:oboy,An:booyo,Ac:bwoyo
EN Ba:köputö,Lo:olobou,Te:e-kwatete,Tu:e-gwototo(Barrett(1988))

SN Na:pUk-a:,Ki:pUk-aat,Sa:puk-antet

観察：
語幹初頭の位置において，ナイル語西方言，両唇有声閉鎖音b，あるいは，半母音yに，

ナイル語東方言と南方言，両唇無声閉鎖音pが対応する。
ナイル語東方言，バリ語とロトゥホ語は，語幹に先行する音節をもつ（バリ語：ko-，ロ

トゥホ語：xo-（「性」を表示する接頭辞lo-と語幹に先行する音節xo-が融合している））。
テソ語とトゥルカナ語は，語幹に先行する音節と，後続する両唇無声閉鎖音が，縮小した
可能性がある（ko+p→kw）。この音節の縮小現象は，下の「槍」を意味する名詞にも見
られる。
語幹末尾の位置の子音に関しては，対応を十分証明することができない。ナイル語西方

言において硬口蓋有声閉鎖音jは母音間の位置において半母音yで発音される。ディンカ
語において語末の位置で全ての閉鎖子音は無声音で発音されるから，語幹末尾の位置の本
来の子音は，軟口蓋有声閉鎖音の可能性がある。これらのことを考慮して再構成音*l1を
語幹末尾の位置に想定できるかも知れない。
ナイル祖語再構成形を想定するとすれば，PN*kwo-pul1となろう。しかし，オノマトペ

の語としてこれらの語を異なる語源の語とする可能性もある。

‘guinea-fowl’

WN Di:wel,An:awEEll,awEEn�(dial.),Lu:awEnd�,
Al:awEnd�,Ac:awEn�,La:awEn�

EN Ba:tapiN-i,Lo:a-tafEN,Te:a-tapen,Tu:A-tApen

観察：
ナイル語南方言に，ナイル語西方言，東方言と同じ起源をもつと考えられる形式を見つ

けることができない。
ナイル語西方言においては，語幹初頭の両唇有声閉鎖音bが母音間において半母音wで

発音される。このこともナイル語西方言において語幹に先行する音節が存在したことを傍
証する。
ナイル語西方言，アニュワ語の地理的変種は，語幹末尾の位置に鼻音をもっている。ま

た，ナイル語東方言，バリ語とロトゥホ語は，語幹末尾の位置に軟口蓋鼻音Nをもってい
る。ナイル語東方言，テソ語とトゥルカナ語は，語幹末尾の位置に歯茎鼻音nをもってい
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る。軟口蓋鼻音Nを，語幹本来の形式はもっていたろう。これらの単数を表示する形式は，
「単数（Singulative）」形の形成法に従ってつくられたものである。ナイル祖語再構成音*l2
が，「単数（Singulative）」形の形成過程において鼻音化を受けるとき，軟口蓋鼻音Nになる
はずである。しかし，たまに，再構成音*l2が鼻音化されたとき，歯茎鼻音nが生じること
がある7）。ルオ語は，語幹末尾の位置に，鼻音と閉鎖音の連続をもつ。これは，形態論的
に複数形であった（第2章を参照）。複数形が，集合的に単数を表示するため，用いられて
いる。アチョリ語とアルル語の形式も，形態論的には複数形であったろう。
ナイル語東方言は，語幹に先行する音節ta-をもつ。
ナイル祖語再構成形は，PN*ta-pEl2である。

‘lung’

WN Di:yiokyiok(pl.),Sh:opow,An:obAw,Pa:ubou,Lu:�b�,
Ac:oboo

EN Ba:luköpuröt,Lo:olofou,Ma:ol-kipiei

SN Na:pu:-A:,Ki:pwAAniAAt

観察：
ナイル語西方言の中で，シルク語だけが，語幹初頭の位置に，両唇無声閉鎖音pをも

つ。これは，不規則である。それ以外では，語幹初頭の位置において，ナイル語西方言，
両唇有声閉鎖音bに，あるいは，半母音yにナイル語東方言と南方言，両唇無声閉鎖音p
が対応する。
ナイル語東方言は，語幹に先行して，バリ語が音節luko-を，ロトゥホ語が音節xo-（lo

+xo→xo）を，マサイ語が音節ki-をもつ。
語幹末尾の位置の対応は，上記の「泡」と同じ対応を示していると考えられる。ただし，

ナイル語南方言においてはふるえ音rはしばしば脱落する。「泡」と同様に再構成音*l1を
ここでは想定しておく。あるいは，ディンカ語を対応例から除外すると，再構成音*r1を
設定すべきかもしれない。
ナイル祖語再構成形は，PN*kwo-pol1，あるいは，PN*kwo-por1であろう。ただし，

語幹に先行する要素の母音は，oであるか，iであるかは明らかではない。

‘pool,waterhole’

WN An:wEEra,Lu:yAwo
EN Lo:a-tafar,Te:a-tapar,Tu:a-tapar(Barrett(1988)),Km:a-tapar

SN Ki:tapaIta

観察：
語幹初頭の位置において，ナイル語西方言，半母音w，あるいは，yに，ナイル語東方言

と南方言，両唇無声閉鎖音pが対応する。
語幹末尾の位置の子音に関しては，ナイル語西方言ルオ語だけが半母音wをもってい

る。それ以外の言語は，全て，ふるえ音rをもっている（ナイル語南方言においてはふる
え音rはしばしば脱落する）。語幹末尾の位置にふるえ音rを想定するが，ルオ語の半母音
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wは説明できない。ルオ語の半母音wを説明するためには，再構成音*r2を想定する可能
性がある。
ナイル語東方言と南方言の全ての言語が，語幹に先行する音節ta-をもつ。
ナイル祖語再構成形は，PN*ta-par，あるいは，PN*ta-par2であろう。

‘rope’

WN Di:wien,Sh:(w)uno,An:uno,Lu:uno,Ac:unu

EN Lo:o-fito,Ma:eN-kopit-o,Ca:n-kopit-o,On:nA-hoBit-o,
Tu:A-kopito(Barrett(1988)),Km:a-kopito

SN Po(Suk):perkeiy-o

観察：
語幹初頭の位置において，ナイル語西方言，半母音w（ときどき，語頭の位置で半母音

は脱落する）に，ナイル語東方言と南方言，両唇無声閉鎖音pが対応する。ナイル語西方
言，半母音wは，両唇有声閉鎖音bの母音間の位置における発音である。
ナイル語西方言が，語幹末尾の位置に鼻音をもつ。これは，「単数（Singulative）」形の

形成過程における鼻音化によると考えられる。鼻音化により歯茎鼻音nになる有声閉鎖音
としては，再構成音*r2が考えられる。再構成音*r2は，ナイル語東方言においては弱化す
る。したがって，ナイル語東方言における語幹末尾の位置の子音tは，本来，語幹形成辞-
Vtの一部であったと考える。
ナイル語東方言，マサイ語，ジャムス語，トゥルカナ語，カリモジョン語は，語幹に先

行する音節ko-をもつ。オンガモ語は，語幹に先行する音節ho-をもつ。
ナイル祖語再構成形は，PN*kwo-pir2，あるいは，PN*kwo-pur2であろう。

‘smoke’

WN Sh:yiro,An:jiro,Pa:yiro,Ju:yido,Lu:iro,Al:iro,Ac:iru,

itu,La:yito

EN: Ba:köpurö-t,Lo:nafuro,Ma:em-puruo,Ko:m-b’uruwo,

Ca:m-puro,Tu:A-puru,Te:a-puru,Km:a-puru

観察：
ナイル語南方言に，ナイル語東方言，西方言と同じ起源をもつと考えられる形式を見つ

けることができない。
ナイル語西方言，半母音yに，ナイル語東方言，両唇無声閉鎖音pが対応している（半

母音は語頭の位置でときどき脱落する）。ナイル語西方言，両唇有声閉鎖音bは，母音間
の位置において半母音wで発音される。半母音wは，後続する前舌高母音iの前で，半母
音yで発音されたのであろう。
たいていの言語がふるえ音rを語幹末尾の位置にもつことから，ふるえ音rを語幹末尾

の位置に想定するかもしれない。しかし，これではナイル語西方言ジュル語が歯茎有声閉
鎖音dをもっていることとアチョリ語とランゴ語が歯茎無声閉鎖音tをもっていることが
説明できない。そこで再構成音r2を語幹末尾の位置に再構成し，歯茎無声閉鎖音tは，複
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数形成の過程において再構成音*r2が無声化されたものと考える。
ナイル語東方言，バリ語が，語幹に先行する音節ko-をもっている。
ナイル祖語再構成形は，PN*kwo-pur2，あるいは，PN*kwo-pir2と考えられる。この形

式は，「ロープ」と同じ形式になっているが，語幹母音が異なっていたと考えられる。ま
た，「ロープ」はナイル語西方言では「単数（Singulative）」形をつくっている。

‘spear,fishing-spear’

WN Di:bith,Sh:beth,An:bEdhI,Ju:bedho,Lu:bIdhI
EN Lo:a-fErE,Ma:Em-pEr-E,On:na-BEr-E,Ca:m-pEr-E,

Te:a-kwara,Tu:a-kwara,Km:a-kwara

観察：
語幹初頭の位置において，ナイル語西方言，両唇有声閉鎖音bに，ナイル語東方言，両

唇無声閉鎖音pが対応する。
語幹末尾の位置において，ナイル語西方言，歯有声閉鎖音dh（ディンカ語とシルク語に

おいては語末の位置での閉鎖音の無声化により無声閉鎖音になっている）と，ナイル語東
方言，ふるえ音rが対応している。この対応にはナイル祖語再構成音*r2を再構成する。
もし，トゥルカナ語とテソ語とカリモジョン語において，語幹初頭の位置における子音
kwが，語幹に先行する音節koと，後続する両唇無声子音pが縮小した結果であれば，
トゥルカナ語とテソ語は，語幹に先行する音節をもつことになる（ko+p→kw）。
ナイル祖語再構成形は，PN*kwo-pEr2である。ただし，母音の［ATR］値は明らかでは

ない。

考察：
表3の対応例から，以下の考察を行う。タイプAの音韻対応をまとめると，ナイル語西方言，

両唇無声閉鎖音pに，ナイル語東方言と南方言，両唇無声閉鎖音pが対応する。タイプBの音
韻対応をまとめると，ナイル語西方言，両唇有声閉鎖音b，あるいは，半母音w，yに，ナイ
ル語東方言と南方言，両唇無声閉鎖音pが対応する。

語幹がどのような音節から成り立っているか，すなわち，語幹の音素配列論的構造の観点か
ら考えると，タイプAの語幹は，典型的には，母音を中心に，母音に先行する1つの子音と，
母音に後続する1つの子音，すなわち，CVCの構造をもつ。タイプBの語幹は，典型的には，
母音を中心に，母音に先行する1つの子音と，母音に後続する1つの子音からなるCVCの構造
に，さらに，1つの子音と1つの母音からなるCVの構造をもった音節が先行する。つまり，
タイプBの典型的な語幹は，CV-CVCの構造をもつ。また，語幹に先行する音節CV-は，た
いていが，限られた子音と，母音からなる。その限られた子音は，多くの場合，軟口蓋無声閉
鎖音kであり，ときどきは，歯茎無声閉鎖音tである。したがって，語幹に先行する音節は，
語幹に接辞される接頭辞的要素であったと考えられる。
しかし，表3，タイプBにおいて，ナイル語西方言と南方言は，一見したところ，CV-CVC

の構造をもたないように思われる（ただし，「水たまり」を意味する名詞に関して，ナイル語南
方言は，CV-CVC構造をもつ可能性がある）。表3，タイプBにおいて，CV-CVC構造をはっ
きりともつのは，ナイル語東方言に所属する言語である。それでも，ナイル語東方言に所属す
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る全ての言語が，CV-CVC構造をもつわけではない。ナイル語東方言に所属する言語のどの言
語がCV-CVC構造をもつかは，名詞により異なるのである。例えば，「日中の時間」を意味す
る名詞の場合，バリ語だけが，CV-CVC構造をもつが，それ以外の言語は，CV-CVC構造を
もたない。「羽，毛髪」，「泡」，「ホロホロ鳥」，「肺」，を意味する名詞の場合，ナイル語東方言
に所属する全ての言語が，CV-CVC構造をもつ。「ロープ」を意味する名詞の場合，ロトゥホ
語は，CV-CVC構造をもたないように思われる。「煙」を意味する名詞の場合，バリ語だけが，
CV-CVC構造をもつ。「槍」を意味する名詞の場合，テソ語，トゥルカナ語，カリモジョン語
が，CV-CVC構造をもつ可能性がある。
また，タイプAであれば，全ての言語がCVC構造をもち，決してCV-CVC構造をもたな

いかというと，そうではない。「水」を意味する名詞は，ナイル語東方言，ロトゥホ語，トゥル
カナ語，テソ語，オンガモ語，カリモジョン語が，CV-CVC構造をもつ。
これらの事実をどのように考えればよいだろうか。表3は，あくまでも，音韻対応を中心に

まとめた表であることに注意したい。ナイル語西方言，両唇有声閉鎖音が，ナイル語東方言と
南方言，両唇無声閉鎖音に対応する形式は，ナイル語西方言において，もともと，CV-CVC構
造をもっていたと考えられる。
ナイル語西方言において，語幹初頭の位置において，すなわち，語幹に先行する音節に後続

する位置で，両唇無声閉鎖音pは，有声化されて，両唇有声閉鎖音bになった。この現象は，
母音間での閉鎖音の有声化であると考えられる。母音間で両唇無声閉鎖音pが有声閉鎖音bに
なった後に，先行する音節が脱落したと考える。したがって，語幹初頭の位置で，ナイル語東
方言と南方言，両唇無声閉鎖音pに，ナイル語西方言，両唇有声閉鎖音bが対応するとき，ナ
イル語西方言は，語幹に先行する音節をもっていたと考える。もし，ナイル語西方言が語幹に
先行する音節をもたなかったとしたら，語幹初頭の位置での閉鎖音の有声化は，生じなかった
はずである。
タイプBの対応において，ナイル語西方言は，しばしば，両唇有声閉鎖音bのかわりに，半

母音w，あるいは，yを出現させる。ナイル語西方言において，ときどき（ルオ語において，
ほぼ，規則的に），両唇有声閉鎖音bは，母音間において，半母音wで発音されることから，
タイプBの名詞は，語幹に先行する音節をもっていたことが確証できる。タイプBの名詞は，
語幹に先行する音節の後ろで，両唇無声閉鎖音pを有声化した後，先行する音節を脱落させた
が，音節が脱落する以前に，両唇無声閉鎖音pが有声化されて生じた両唇有声閉鎖音bは，母
音間の位置において半母音wで発音された。

表3は，上で議論したように，音韻対応の観点から，まとめられているのである。「水」を意
味する名詞において，たとえナイル語東方言がCV-CVC構造をもっていても，音韻対応の観
点から，ナイル語西方言は，CV-CVC構造をもってはいなかったと考えるのである。なぜな
ら，「水」を意味する名詞の場合，ナイル語西方言，両唇無声閉鎖音pに，ナイル語東方言と南
方言，両唇無声閉鎖音pが対応しているからである。
語幹に先行する音節は，一種の接頭辞的要素であると，既に主張した。それは，語幹の中心

部をなすものではなかった。したがって，ある言語が，ある意味の名詞に，語幹に先行する要
素CV-を接辞したが，別の言語は，同じ意味をもつ名詞に，語幹に先行する要素CV-を接辞
しないこともありうる。
また，ナイル諸語に所属する全ての言語は，語幹に先行する要素を，タイプBの名詞に付加

し，後に，語幹に先行する要素は，それぞれの言語において，脱落することもあったし，保持
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されることもあったと，考えることも可能である。しかし，この考え方では，「水」を意味する
名詞の対応を説明することはできない。「水」を意味する名詞の場合，ナイル語西方言が，語幹
に先行する要素をもたなかったことは，音韻対応から明らかである。したがって，語幹に先行
する要素CV-が，どの名詞に付加されるかは，言語により異なっていたと考えるほうが，説得
力が高い。たとえば，「水」を意味する名詞は，ナイル祖語の時代に，語幹に先行する要素CV-
をもたなかった。ナイル語東方言の時代に，語幹に先行する要素が付加されたのだと考える。
ナイル祖語再構成音，両唇無声閉鎖音*pは，ナイル祖語から，ナイル語西方言，東方言，南

方言へ，図1のように発展した。

図1 ナイル祖語再構成音，両唇無声閉鎖音*pの通時的発展

語幹タイプ
タイプA
ナイル祖語*p>pナイル語西方言，東方言，南方言

タイプB
ナイル祖語 *p>pナイル語東方言，南方言
ナイル祖語 *p>b,w,yナイル語西方言

語幹タイプAの名詞において，ナイル祖語再構成音，両唇無声閉鎖音*pは，ナイル語西方
言，東方言，南方言で，両唇無声閉鎖音pで出現する。語幹タイプBの名詞において，ナイル
祖語再構成音，両唇無声閉鎖音*pは，ナイル語東方言と南方言において両唇無声閉鎖音pで出
現し，ナイル語西方言で両唇有声閉鎖音b，あるいは，半母音w，yで出現する。
ナイル語西方言で生じた通時的音韻変化は，母音間における閉鎖音の有声化である（図2，

（1）を参照）。母音間で閉鎖音が有声化した後，語幹に先行する要素が脱落した（図2，（2）を
参照）。

図2 ナイル語西方言での音韻変化，ナイル祖語再構成音，両唇無声閉鎖音*p

（1）p → b/V___V

（2）CV → z/#___

2.2.再構成音，*r1

表4 ナイル諸語における閉鎖音の2種類の対応，再構成音*r1

TypeA

‘breast’

WN Di:thiin,Sh:thinno,An:thunho,Ju:thun,Lu:thuno,

Al:thuno,Ac:tunu

EN Te:e-kisin-A,Km:e-kisina,Tu:E-sIkIn-a,Ma:�l-kInat,
Ca:l-kI-na,On:�-k’Ina,Ko:El-g’ine,Lo:na-xI(pl.),
Ba:kInat

SN Na:kI:n-a:,Ki:kIIn-EEt,Sa:kitin-et,Po(Suk):ketan
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観察：
ナイル語西方言，歯無声閉鎖音thに，ナイル語東方言，テソ語，カリモジョン語，トゥ

ルカナ語，歯茎摩擦音sが対応する（トゥルカナ語において，音節sIとkIの間で音転換が
生じている）。ナイル語西方言，歯無声閉鎖音thに，ナイル語南方言，サビニ語，ポコト
語，歯茎無声閉鎖音tが対応する。この対応に再構成音*r1を想定する。また，語幹初頭の
位置において，ナイル語東方言，マサイ語，ジャムス語，オンガモ語，コレ語，ロトゥホ
語，バリ語，ナイル語南方言，ナンディ語，キプシギス語において，再構成音*r1，また
は，再構成音*r1に由来する音は，脱落している。ナイル語東方言において再構成音*r1が
どのような過程をへて摩擦音で出現することになったかを説明することができない。
語幹末尾の位置に全ての言語が歯茎鼻音nをもっている。
ナイル語東方言と南方言は，語幹に先行する音節kI-/ki-をもつ。ナイル語西方言は，語

幹に先行する要素をもたない。
ナイル祖語再構成形は，PN*(kwi)-r1inである。

‘cheek,temple’

WN Di:thooN,Sh:thaNo,An:thAANo
EN Tu:A-mAteNen
SN Na:mata:N,Ki:mataan-ta,Po(Suk):matoN(pl.)

観察：
ナイル語東方言において，トゥルカナ語だけが，同起源と考えられる形式をもつ。この

形式は借用語の可能性がある。ナイル語南方言において，キプシギス語は，語幹末尾の位
置に歯茎鼻音nをもっている。しかし，語幹末尾の位置にある子音は，本来，軟口蓋鼻音
Nである。軟口蓋鼻音Nは，後続する歯茎無声閉鎖音tに同化して，歯茎鼻音nになる。
語幹初頭の位置にナイル語西方言は，歯無声閉鎖音thをもち，ナイル語南方言と東方言

は，歯茎無声閉鎖音tをもつ。この対応にはナイル祖語再構成音*r1を想定する。
ナイル語東方言と南方言が，語幹に先行する要素ma-をもつ。
ナイル祖語再構成形は，PN*(ma)-r1aNであろう。

‘forest,bush,savanna’

WN Di:tim‘tree’,Sh:thim,An:thim,Pa:thim,Lu:thim,Ac:tim

La:tim

EN Lo:a-ttim�rE,Ma:en-tim,Ca:n-tIm
SN Na:tim,tum,Ki:tim-iin

観察：
ナイル語西方言，東方言，南方言に所属する全ての言語は，語幹に先行する要素をもた

ない。
語幹初頭の位置にナイル語西方言は，歯無声閉鎖音th（アチョリ語とランゴ語は歯閉鎖

音をもたない。アチョリ語とランゴ語の歯茎閉鎖音がナイル語西方言の歯閉鎖音に対応す
る）をもつ。ナイル語東方言と南方言は，歯茎無声閉鎖音tをもつ。この対応にナイル祖
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語再構成音*r1を想定する。
ナイル祖語再構成形は，PN*r1imである。

TypeB

‘cow’

WN Nu:yAN,Di:weN,Sh:dhyaN,An:dhIaN,Ju:dhyeN,
Pa:dhyaN,Lu:dhIaN,Ac:dyaN,Al:dhyaN,La:dyaN

EN Ba:kI-tEN,Ma:En-kI-tEN,Ko:N-g’i-dheN,
Ca:n-kI-tEN,Lo:nE-tEN

SN Na:tAø,Ki:tAø,Sa:tAø,Po:tAø

観察：
ナイル語西方言，東方言，南方言に所属する全ての言語は，単数語幹末尾の位置に鼻音

をもつ。この鼻音は，「単数（Singulative）」形の形成過程で生じる閉鎖音の鼻音化による
ものである（第4章，参照）。ナイル語南方言は，語幹末尾の位置に硬口蓋鼻音øをもっ
ているが，本来，軟口蓋鼻音Nをもっていた。軟口蓋鼻音Nは，後続する高母音iの前で
口蓋化したと考えられる。鼻音化により軟口蓋鼻音Nになる有声閉鎖音は，軟口蓋有声閉
鎖音gと考えられる。
語幹初頭の位置においてナイル語西方言は，歯有声閉鎖音dh（ヌエル語とディンカ語は

半母音y，wをもつ）をもつ。アチョリ語とランゴ語は歯閉鎖音をもたず，ナイル語西方
言，歯閉鎖音にアチョリ語とランゴ語の歯茎閉鎖音tが対応する。ナイル語東方言と南方
言は，語幹初頭の位置に歯茎無声閉鎖音tをもつ。この対応にナイル祖語再構成音*r1（ナ
イル語西方言は有声化しているので，*r2）を想定する。

ナイル語東方言は，語幹に先行する要素kI-をもつ。ナイル語西方言は，音韻対応の観
点から，語幹に先行する要素を本来もっていたと考える。
ナイル祖語再構成形は，PN*kwI-r1Egである。すべての方言は，「単数（Singulative）」

形をもつ（第4章を参照）。ナイル語東方言を除いて，語幹母音は，VowelBreakingを生じ
ている（E>Ia）。

‘grandmother’

WN Sh:waNo,An:waN�,Lu:dana,Al:dha,Ac:daa
EN Tu:tataa,Te:tataa,Km:tata

観察：
ナイル語南方言に，ナイル語西方言，東方言と同じ起源をもつと考えられる形式を見つ

けることができない。ナイル語東方言は，音節を重複して，語幹を形成しているのか，あ
るいは，語幹に先行する要素ta-をもつのか，明らかではない。

語幹初頭の位置の対応は，ナイル語西方言アルル語，歯有声閉鎖音dh，ルオ語とアチョ
リ語，歯茎有声閉鎖音d（ただしアチョリ語は歯閉鎖音をもたない），シルク語とアニュワ
語，半母音wに，ナイル語東方言，歯茎無声閉鎖音tが対応している。この対応は典型的
ではないが，再構成音*r1を再構成する（ルオ語が歯茎有声閉鎖音dをもつのは不規則で
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ある）。
語幹末尾の位置において鼻音をもつ形式（シルク語とアニュワ語，たぶん，ルオ語）は

「単数（Singulative）」形であろう。鼻音化を受けて軟口蓋鼻音Nになるのは，軟口蓋有声閉
鎖音gである（ルオ語は不規則になっている）。有声閉鎖音は，ナイル語東方言においては
弱化する。ナイル語西方言においては，有声閉鎖音はときどき脱落することがある（アル
ル語，アチョリ語）。
ナイル祖語再構成形は，PN*ta-r1agであろう。

‘mouth’

WN Di:thok,Sh:dhok,An:dh�k,Pa:dhok,Ju:dh�k,Lu:dh�k,
Al:dh�g,Ac:dog,La:d�g

EN Ba:kUtUk,Lo:nE-tUk,Ma:Enk-UtUk,On:nA-kut’ok,
Ko:N-gUt’Uk,Ca:n-kUtUk,Tu:a-kUtUk,Tea-kituk,
Km:A-kituk

SN Na:kU:t(sg.),ku:t-us-wA(pl.),Ki:kUUt-IIt,Sa:kUt,
Po:koot(sg.),kootou(pl.)

観察：
ナイル語南方言において，複数形がナイル語西方言，東方言の形式と対応している。ナ

イル語南方言において，本来，語幹の一部であった音節-ukが，接尾辞と再解釈されて，
音節-ukが脱落して，単数形が形成されたと考えられる。
ナイル語東方言と南方言は，語幹に先行する要素kU-，あるいは，kI-/ki-をもつ（バリ

語：kU-，ロトゥホ語：xI-（「性」を表示する接頭辞nEと，語幹に先行する要素xI-が融合
して，nEになる），マサイ語，オンガモ語，ジャムス語，コレ語，トゥルカナ語：kU-/ku-，
テソ語，カリモジョン語：ki-）。音韻対応の観点からナイル語西方言も，語幹に先行する要
素をもっていたと考えられる。
ナイル語西方言，歯有声閉鎖音dh（ディンカ語，歯無声閉鎖音thは不規則）に，ナイ

ル語東方言と南方言は歯茎無声閉鎖音tが対応している。この対応に再構成音*r1（ナイル
語西方言では有声化した*r2）を想定する。
語幹末尾の子音は，すべての言語が軟口蓋無声閉鎖音をもつ。
ナイル祖語再構成形は，PN*kwU-r1�kである。

‘person’

WN Di:raan,Nu:raan,Sh:dhano,An:dhaan�,Ju:dhano,
Pa:dhanho,Lu:dhAno,Ac:dano,Al:dhan�,La:dano

EN Ba:NUtU?,Ma:�l-tUN-anI,Ko:l-tUN-an’a,
Ca:l-tUNanI,Lo:a-a-tI(pl.)

SN Na:ci:,Ki:cii-tA,Sa:ci,Po:ci

観察：
ナイル語東方言，バリ語は，音節NUとtUを音転換している。ナイル語西方言と東方言
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は，語幹末尾の位置に鼻音をもつ。この鼻音は，「単数（Singulative）」形の形成過程にお
いて生じる閉鎖音の鼻音化によるものである。ナイル語南方言は，単数を表示するため
に，「単数（Singulative）」形を用いていない（第4章を参照）。ナイル語西方言は歯茎鼻音
nを，ナイル語東方言は軟口蓋鼻音Nをもつ。鼻音化してこれらの鼻音になる可能性があ
るのはナイル祖語再構成音*l2である。ナイル語南方言は，「単数（Singulative）」形をつく
らなかった。ナイル祖語有声閉鎖音は，ナイル語南方言においては弱化して長母音や二重
母音の要素になった。
語幹初頭の位置にディンカ語とヌエル語を除くナイル語西方言は，歯有声閉鎖音dh（ア

チョリ語とランゴ語は歯茎有声閉鎖音d）を，ディンカ語とヌエル語は，ふるえ音rをも
つ。ナイル語東方言は，歯茎無声閉鎖音tを，ナイル語南方言は，硬口蓋無声閉鎖音cをも
つ。これらの対応にナイル祖語再構成音*r1（ナイル語西方言は有声化した*r2）を再構成
する。
ナイル語東方言，南方言は，語幹に先行する要素をもたない。しかし，ナイル語西方言

は，音韻対応から考えると，語幹に先行する要素をもっていたと考えられる。ただし，語
幹に先行する要素がどんな形式をしていたかは，全ての言語が語幹に先行する要素を失っ
ているため，明らかではない。
ナイル祖語再構成形は，*kwV-r1Ul2である。ただし，語幹母音を決定するにはさらなる

研究が必要である。

‘pot’

WN Nu:dhar,Di:toø,Sh:dak,Pa:dak,An:dak,Lu:tAgo,
Ac:dak,Al:dak

EN: Ba:taë�k,Lo:a-t�b-�k,Ma:en-tereet,Ca:n-teree,
Te:a-takwa

SN Na:ter,Ki:ter-eet,Sa:ter,Po(Suk):tEr

観察：
同起源をもつと考えられる形式は，ナイル語西方言，ヌエル語dharと，東方言，マサイ

語en-tereetとジャムス語n-tereeと，ナイル語南方言であろう。その他の形式を同起源とす
るには困難がある。ナイル語西方言は，音韻対応から考えて，語幹に先行する要素をもっ
ていたろう。
語幹初頭の位置においてナイル語西方言，ヌエル語は歯有声閉鎖音dhをもち，ナイル

語東方言とナイル語南方言は歯茎無声閉鎖音tをもつ。この対応に再構成音*r1（ナイル語
西方言においては有声化して*r2）を想定する。
語幹末尾の位置の子音は，ふるえ音である。
ナイル祖語再構成形は，PN*kwV-r1Erであろう。

‘woman’

WN Di:tik(sg.),diAr(pl.),Sh:dhajo,An:dhaag�,Lu:dhak�,
Ac:dako,Al:dhak�,La:dako

EN Ba:NUtU?,Ma:en-ki-tok,Ca:n-kI-tUk,Lo:a-N�ttE
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SN Na:o:so:t

観察：
ナイル語東方言，バリ語，ロトゥホ語は，語幹の第1音節と第2音節が音転換を行って

いると考えられる。ナイル語南方言は，ナイル語西方言，東方言と同起源と考えられる形
式をもたない。
ナイル語東方言は，語幹に先行する要素をもつ（マサイ語，ジャムス語：kI-/ki-）。ナイ

ル語西方言は，語幹に先行する要素をもっていただろう。
語幹初頭の位置においてナイル語西方言は，歯有声閉鎖音dh（アチョリ語とランゴ語は

歯茎有声閉鎖音d）をもつ。ディンカ語は，単数形が歯茎無声閉鎖音tを，複数形が歯茎有
声閉鎖音dをもつ。このディンカ語の子音の現れ方は不規則である。ナイル語東方言は，
歯茎無声閉鎖音tをもつ。この対応にナイル祖語再構成音*r1（ナイル語西方言は有声化し
た*r2）を再構成する。
語幹末尾の位置の子音は，軟口蓋無声閉鎖音kを想定することができる。
ナイル祖語再構成形は，PN*kI-r1Ekであろう。ナイル語西方言と東方言において語幹母

音はVowelBreakingが生じた（E>Ia）。

考察：
表4は，音韻対応の観点から，対応例をタイプAとタイプBに分類している。タイプAの

対応例において，ナイル語西方言，歯無声閉鎖音thに，ナイル語東方言，歯茎無声閉鎖音tが
対応し（たまに，歯茎無声摩擦音sが対応する），また，ナイル語南方言，歯茎無声閉鎖音tが
対応する。
タイプBの対応例において，ナイル語西方言，歯有声閉鎖音dh（ときどき，ふるえ音r，あ

るいは，半母音w）に，ナイル語東方言と南方言，歯茎無声閉鎖音tが対応する。
本研究は，第3章において，タイプAの対応例に見られる，ナイル語西方言の対応に，西ナ

イル祖語再構成音*r1を再構成し，タイプBの対応例に見られる，ナイル語西方言の対応に，
西ナイル祖語再構成音*r2を再構成している8）。西ナイル祖語再構成音*r1は，歯，あるいは，
歯茎あたりを調音点とする無声閉鎖音と考えている。西ナイル祖語再構成音*r2は，西ナイル
祖語再構成音*r1と調音点は同じで，調音法を有声に変えた音と考えている。
語幹の音素配列論的構造の観点から，タイプAの語幹は，典型的には，母音を中心に，母音

に先行する1つの子音と，母音に後続する1つの子音，すなわち，CVCの構造をもつと考え
られる。タイプBの語幹は，CVCの構造に，さらに，それに先行する要素，CVをもつ。語幹
に先行する要素，CVを構成する子音は，限られている。語幹に先行する要素に用いられる子
音は，両唇軟口蓋無声閉鎖音*kwが，最も頻繁に使用され（「牛」，「口」を意味する名詞など），
次に，歯茎無声閉鎖音tが使用される（「祖母」を意味する名詞？）。また，両唇鼻音mが使用
されることもある。
表4は，音韻対応の観点から，まとめた表であり，語幹の音素配列論的観点から，まとめた

表ではない。たとえば，表4，「乳房」を意味する名詞について，ナイル語東方言と南方言は，
語幹に先行する要素をもっていると考えられる。しかし，音韻対応の観点からは，タイプAの
対応としている。逆に，表4，「人」を意味する名詞について，ナイル語東方言と南方言は，語
幹に先行する要素をもたない。しかし，音韻対応から考えて，タイプBの対応と考える。
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同起源と考えられる形式であれば，ナイル語西方言，東方言，南方言の全ての言語が，語幹
に先行する要素をもたなければならないとは考えない。また，同起源と考えられる形式であれ
ば，ナイル語西方言，東方言，南方言の全ての言語が，語幹に先行する要素をもってはならな
いと考えない。例えば，ナイル語西方言が，語幹に先行する要素をもっていたとしても，ナイ
ル語東方言が語幹に先行する要素をもたないこともありうる。ナイル語西方言が，語幹に先行
する要素をもたなかったとしても，ナイル語東方言が，語幹に先行する要素をもつこともあり
うる。
語幹に先行する要素は，限られた子音と母音から構成されており，語幹に接辞される接頭辞

的な要素であったと考える。ただし，その機能や，どんな名詞に接辞されるのか，明らかでな
い。ただ，それが接辞的な要素であれば，その接辞がどんな名詞に接辞されるかは，言語ごと
に違っていても不思議ではない9）。
表4の「森」を意味する名詞のような，典型的なタイプAの音韻対応から考えると，ナイル

語東方言と南方言，歯茎無声閉鎖音tに，ナイル語西方言，歯無声閉鎖音thが対応する例にお
いては，ナイル語西方言は，語幹に先行する要素をもたなかったと考える。また，表4の「牛」
を意味する名詞のような，典型的なタイプBの音韻対応から考えると，ナイル語東方言と南方
言，歯茎無声閉鎖音tに，ナイル語西方言，歯有声閉鎖音dh（ときどき，ふるえ音r，あるい
は，半母音w）が対応する例においては，ナイル語西方言は，語幹に先行する要素を，本来，
もっていたと考えるのである。
タイプA名詞は，本来，CVCの音素配列論的構造をもち，タイプB名詞は，本来，CV-CVC

の音素配列論的構造をもっていたと考える。ナイル語西方言において，語幹に先行する要素
は，完全に脱落してしまった。ナイル語東方言は，語幹に先行する要素をよく保存している。
ナイル語南方言は，語幹に先行する要素を脱落させたが，ときどき，特別な理由から，語幹に
先行する要素を保存することがあった（例，「口」を意味する名詞）。
タイプBの対応において，ナイル語西方言では，語幹に先行する要素の後ろで，すなわち，

語幹初頭の位置で，ナイル祖語再構成音*r1は，有声化されて，ナイル祖語再構成音*r2になっ
た。この現象は，母音間での閉鎖音の有声化であると考えられる。ナイル祖語再構成音*r1が，
ナイル祖語再構成音*r2になった後，語幹に先行する要素が脱落したと考えられる。

ナイル祖語再構成音*r1は，典型的には，ナイル語西方言において，歯無声閉鎖音thで出現
し，ナイル語東方言と南方言において，歯茎無声閉鎖音tで出現する（ナイル語東方言におい
て，歯茎無声摩擦音sで，また，ナイル語南方言において，硬口蓋無声閉鎖音cで出現すること
がある）。ナイル祖語再構成音*r2は，典型的には，ナイル語西方言において，歯有声閉鎖音
dh，あるいは，ふるえ音r，半母音wで出現する。ナイル祖語再構成音*r2が，ナイル語東方
言と南方言において，どのように出現するかは，第3章で議論したので，ここでは問題にしな
い。
ナイル祖語再構成音*r1は，ナイル祖語から，ナイル語西方言，東方言，南方言へ，図3の

ように発展した。

図3 ナイル祖語再構成音*r1の通時的発展

語幹タイプ
タイプA
ナイル祖語*r1>*r1ナイル語西方言 th，
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ナイル語東方言，南方言t（s,c）

タイプB
ナイル祖語*r1>*r1ナイル語東方言，南方言t（s,c）
ナイル祖語*r1>*r2ナイル語西方言 dh（r,w）

語幹タイプAの名詞において，ナイル祖語再構成音*r1は，ナイル語西方言*r1，実際には，
歯無声閉鎖音thで出現し，ナイル語東方言と南方言で，歯茎無声閉鎖音tで出現する（たまに，
歯茎無声摩擦音sや，硬口蓋無声閉鎖音cで出現する）。

語幹タイプBの名詞において，ナイル祖語再構成音*r1は，ナイル語西方言*r2，実際には，
歯有声閉鎖音dhで出現する（ときどき，ふるえ音rや，半母音wで出現する）。ナイル祖語再
構成音*r1は，ナイル語東方言と南方言で，歯茎無声閉鎖音tで出現する（たまに，歯茎無声
摩擦音sや，硬口蓋無声閉鎖音cで出現する）。

ナイル語西方言で生じた通時的音韻変化は，母音間における閉鎖音の有声化であった（図4，
（1）を参照）。母音間で閉鎖音が有声化した後，語幹に先行する要素は，脱落した（図4，（2）
を参照）。

図4 ナイル語西方言での音韻変化，ナイル祖語再構成音*r1

（1）*r1 → *r2/V___V

（2）CV → z/#___

2.3.再構成音，*l1

表5 ナイル諸語における閉鎖音の2種類の対応，再構成音，*1l

TypeA

‘husband,man’

WN Di:ror(pl.),An:ci-cw��(sg.),cU�w(pl.),Ju:dhi-cwou(sg.),
Lu:cwo(pl.),Ac:cwar(sg.),c��(pl.),Al:øi-c�(sg.),c�(pl.),
La:cwar(sg.),c�(pl.)

EN Ba:lalEt,Lo:a-llE,Ma:�-lEE,On:�-l’EE,Te:o-kilen,
Tu:e-kile,Km:e-kile

観察：
ナイル語南方言に，ナイル語西方言，東方言と同じ起源をもつと考えられる形式を見つ

けることができない。
ナイル語西方言において，側面音lとふるえ音rは，ときどき，混同される。語幹初頭の

位置で，ナイル祖語再構成音*l1は，ナイル語西方言において，硬口蓋無声閉鎖音cで出現
しており（ディンカ語のふるえ音rは，側面音lとの混同か？），ナイル語東方言において，
側面音lで出現する。この対応にナイル祖語再構成音*l1を想定する。
語幹末尾の位置において，ほとんどの言語が子音にあたるものをもたない。しかし，ア

チョリ語とランゴ語がふるえ音rを語幹末尾の位置にもつことから，語幹末尾の子音を再
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構成音*r2とする。ナイル語東方言は，有声閉鎖音を弱化させ，先行する母音と二重母音
をつくる，あるいは，長母音をつくる。
ナイル語東方言，テソ語・トゥルカナ語・カリモジョン語グループの言語のみが，語幹

に先行する要素ki-をもつ。
ナイル祖語再構成形は，PN*l1Er2であろう。語幹母音は，VowelBreakingを生じた

（E>Ia）。さらにVowelSandhiが生じた（Ia>a）。さらに母音の［ATR］値の交替があっ
た。［−ATR］低母音aが［+ATR］になったとき，［+ATR］のoになった。［−ATR］低
母音aのカウンターパートは，［+ATR］のoであったからである。

‘soil,earth’

WN Nu:tiop,Di:tiop,Sh:labo,Lu:lowo,Ac:lobo,La:lobo

EN Ba:lipo?,Ca:n-kulupo-ni,Ma:en-kulupok(pl.),Tu:a-lupot
(Barrett(1988)),Te:a-lup(pl.),Km:Na-lup(pl.),Lo:e-dyofo
‘land’

観察：
ナイル語南方言に，ナイル語西方言，東方言と同じ起源をもつと考えられる形式を見つ

けることができない。
ナイル祖語再構成音*l1は，ナイル語西方言において，歯茎無声閉鎖音t，あるいは，側

面音lで出現している。ナイル祖語再構成音*l1は，ナイル語東方言において，側面音lで
出現している（ロトゥホ語は，歯茎有声閉鎖音dで対応している）。
ナイル語東方言，マサイ語とジャムス語が，語幹に先行する要素ku-をもつ。
語幹末尾の位置においては，全ての言語が両唇閉鎖音をもっている。ヌエル語とディン

カ語を除くナイル語西方言は，語幹末尾の位置に有声閉鎖音をもっているが，このことに
ついてはさらなる研究が必要であろう。
ナイル祖語再構成形は，PN*(kwu)-l1opであろう。
また，ナイル語東方言に，「大地land」を意味する名詞がある。
例えば，Ma:En-k�p，Ca:n-k�p，On:nA-kuBoo，Ko:N-©op，Km:a-kwap，Te:a-kwap，

Tu:a-kwap‘groundforfarming’

これらの形式と，上記の「土，大地」を意味する名詞は，同じ起源をもつ形式である可
能性がある。例えば，上記の「土，大地」を意味する名詞において，語幹初頭の音節とそ
れに後続する音節kulu-が縮小し，*kwuになったとすると，「大地」を意味する語幹がつく
られるかもしれない。ただし，語幹初頭に語幹に先行する要素ku-が存在した証拠は見つ
からない。

‘job,work’

WN Nu:lat,Di:luoi,An:tiic,Pa:tic,Lu:tic,Ac:tic,Al:tic,La:tic

EN Ba:kIta,Lo:a-xItaI,Tu:e-tic,A-kitiA-kinet
(A-kitiA‘towork’),Ca:siAi,(a-as‘towork’),

Ma:e-siAAi,(a-asIS�‘towork’),Te:a-swama,
(a-swam‘towork’)
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観察：
ナイル祖語再構成音*l1は，ナイル語西方言において，側面音l，あるいは，歯茎無声閉

鎖音tで出現する。ナイル祖語再構成音*l1は，ナイル語東方言において，歯茎無声閉鎖音
tで出現する可能性がある（ジャムス語，マサイ語は摩擦音で出現している）。
語幹末尾の位置については，この語が動詞からの派生名詞であることから，派生の形態

論が明らかにされなければ，議論は不可能であろう。
ナイル語東方言は，語幹に先行する要素をもつ（バリ語：kI-，ロトゥホ語：xI-，トゥル

カナ語：ki-）。
ナイル祖語再構成形は，語幹末尾の位置の子音を確定することができないため，この時

点では再構成できない。

‘milk’

WN Nu:caak,Di:ca,caak(pl.),Sh:cak(pl.),An:caak(sg.),caan�
‘plentyofmilk’,Ju:cak,Pa:cak,Lu:cak,Ac:cak,Al:cak,

La:cak

EN Ba:lE,Ma:kU-lE,On:na-ka-l’E,Ko:kul’e,Ca:kU-lE,
Lo:a-lee,Tu:NA-ki-le(pl.),Te:a-ki-le(pl.),
Km:Na-ki-le(pl.)

SN Na:ce,Ki:cee-kA,Sa:ce-ko,Po:c°

観察：
ナイル祖語再構成音*l1は，ナイル語西方言において，硬口蓋無声閉鎖音cで出現し，ナ

イル語東方言において，側面音lで出現する。ナイル祖語再構成音*l1は，ナイル語南方言
において，硬口蓋無声閉鎖音cで出現する。語幹初頭の位置の子音に，これらの対応から
再構成音*l1を想定する。

語幹末尾の位置においてナイル語西方言は，軟口蓋有声閉鎖音gをもつ。ディンカ語変
種を除くナイル語西方言の言語は，複数形の語幹末尾の位置に軟口蓋無声閉鎖音kをも
つ。これは，軟口蓋有声閉鎖音gが複数形成の過程において無声化された結果である（第2
章を参照）。有声閉鎖音は，ナイル語東方言と南方言においては弱化して，長母音や二重
母音の要素になる（第6章を参照）。この対応にナイル祖語再構成音*l2を想定する。なぜ
なら，アニュワ語の複数形が語幹末尾の位置に歯茎鼻音nをもっていることを説明するに
は，語幹末尾の位置に再構成音*l2を想定する必要がある。「N-複数形」は，語幹末尾の位
置に有声閉鎖音をもつ場合に限られるからである。「N-複数形」形成の過程において鼻音
化されて歯茎鼻音で出現する可能性がある子音の1つは，再構成音*l2である。

バリ語とロトゥホ語を除く，ナイル語東方言の言語は，語幹に先行する要素をもつ（マ
サイ語，ジャムス語，コレ語：kU-/ku-，オンガモ語：ka-，トゥルカナ語，テソ語，カリモ
ジョン語：ki-）。

ナイル祖語再構成形は，PN*(kwI)-l1El2である。語幹母音は，ナイル語西方言において
VowelBreakingを生じた（E>Ia）。再構成音*l1がナイル語西方言において硬口蓋無声閉
鎖音で出現するのは，VowelBreakingによって生じた高母音Iが再構成音*l1に後続するか
らであろう。
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‘sun,day’

WN Nu:caN,Sh:caN,An:cAN,Ju:caN,Pa:caN,Lu:cieN,
Ac:ceN,Al:ceN,La:ceN

EN Ba:k�-l�N,Ma:En-k�-l�N,On:na-h’�-�N,
Ko:N-g�-l’�N,Ca:n-k�-l�N,Lo:�-l�N,Tu:a-k�-l�N,
Te:a-ko-loN,Km:a-ko-loN

観察：
ナイル祖語再構成音*l1は，ナイル語西方言において，硬口蓋無声閉鎖音cで出現し，ナ

イル語東方言において，側面音lで出現する。
ナイル語東方言は，語幹に先行する要素をもつ（バリ語，マサイ語，ジャムス語，トゥ

ルカナ語，テソ語，カリモジョン語：k�-/ko-，オンガモ語：h�-，コレ語：g�-）。
ナイル語南方言に，ナイル語東方言，西方言と同じ起源をもつと考えられる形式を見つ

けることができない。
語幹末尾の位置に全ての言語は，軟口蓋鼻音Nをもつ。したがって，語幹末尾の子音は，

軟口蓋鼻音Nを想定することができる。
ナイル祖語再構成形は，PN*(kw�)-l�Nである。語幹母音は，ナイル語西方言において

VowelBreakingが生じた（�>Ua）。ナイル祖語再構成音*l1がナイル語西方言において硬
口蓋無声閉鎖音cで出現するのは，VowelBreakingにより生じた高母音Uが後続するため
であろう。

TypeB

‘animal’

WN Di:lEi,lai(pl.),Nu:lei,Sh:lay,An:lAAy,Ju:lai,Pa:lay,
Lu:le,Ac:lee,Al:lei,La:le

EN Ma:�l-caN-It�,On:SAN-it’o,Ca:l-cAN-uto,Lo:a-ccyŠN,
Tu:E-tIaN-It,Te:e-tiaN,Km:e-tyaN

SN Na:tya:n-ta,Sa:tyon-tyA,Po(Suk):tiuø

観察：
ナイル語西方言の形式をタイプBと考え，語幹初頭の位置の子音に，西ナイル祖語再構

成音*l2を想定する。西ナイル祖語再構成音*l2は，ナイル語西方言において，側面音lで
出現する。
ナイル祖語再構成音*l1は，ナイル語東方言において，硬口蓋無声閉鎖音c，あるいは，

硬口蓋無声摩擦音S，あるいは，歯茎無声閉鎖音tで出現する。ナイル祖語再構成音*l1は，
ナイル語南方言において，歯茎無声閉鎖音tで出現する。後に議論するが，ナイル語東方
言と南方言のナイル祖語再構成音*l1は，タイプBの語幹において，ナイル語西方言の再
構成音*l2と対応する。
語幹末尾においてナイル語東方言と南方言は，鼻音をもつ。これらの鼻音は，「単数

（Singulative）」形成の過程において語幹末尾の位置の有声閉鎖音が鼻音化された結果であ
る。ナイル語東方言は語幹末尾の位置に軟口蓋鼻音Nをもつ。ナイル語南方言は，歯茎鼻
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音n，あるいは，ポコト語は，硬口蓋鼻音øをもつが，本来は，軟口蓋鼻音Nであったろ
う。軟口蓋鼻音Nは後続する歯茎子音のまえで同化して歯茎鼻音nになる。ポコト語の口
蓋化についてはさらに研究が必要であろう。「単数（Singulative）」形成の過程で鼻音化さ
れて軟口蓋鼻音Nになる有声閉鎖音は，軟口蓋有声閉鎖音gである。
語幹に先行する要素は，ナイル語東方言において，見つけることができない。語幹に先

行する要素をどこにも見つけることができないことと，また，ナイル祖語再構成音*l1は，
ナイル語西方言において，側面音lで出現することもあるから，これらの語幹をタイプA
とすべきかもしれない。しかし，ナイル語西方言の全ての言語が，語幹初頭の位置に，側
面音lをもつことから，ナイル語西方言初頭の位置にある子音は，再構成音*l2に由来する
と考える（再構成音*l1は，後に議論するように，ナイル語西方言では，母音間において
*l2となる）。
ナイル祖語再構成形は，PN*kwi-l1egである。ただし，母音の［ATR］値は決定できな

い。語幹母音は，ナイル語東方言においてVowelBreakingを生じている。

‘hide’

WN Di:alaath‘cloth’,Sh:lAo,Lu:law,Ac:laa,Al:lAu,
La:lAo‘cloth’

EN Ma:ol-con-i,On:nA-Son’-i,Ko:l-c’on-i,Ca:l-con-i,
Lo:a-yyon-i,Tu:e-jom-u(Barrett(1988))

SN Na:ank-a‘cloth’,Po:aNw-a‘hideofoxen’,Po(Suk):anaN-a

観察：
ナイル語西方言の形式を，タイプBであると考える。したがって，ナイル語西方言*l2

に，ナイル語東方言，南方言*l1が対応する。西ナイル祖語再構成音*l2は，ナイル語西方
言において，側面音lで出現している。ナイル祖語再構成音*l1は，ナイル語東方言におい
て硬口蓋無声閉鎖音c，あるいは，硬口蓋無声摩擦音Sで出現する。ロトゥホ語は，半母音
yで，テソ語は，硬口蓋有声閉鎖音jで対応する。
語幹末尾の位置にナイル語西方言ディンカ語が歯無声閉鎖音thをもち，その他のナイ

ル語西方言が半母音w，あるいは，母音o，uをもっていることから，語幹末尾の位置の子
音は，再構成音*r2であろう。ナイル語東方言において語幹末尾の位置の子音は，歯茎鼻
音nであるのは，「単数（Singulative）」形成の過程で有声閉鎖音である再構成音*r2が鼻
音化された結果である。ナイル語東方言の形式は，「単数（Singulative）」形である。
ナイル語南方言の形式が，ナイル語西方言，東方言の形式と同じ起源をもつとするなら

ば，ナイル祖語再構成音*l1は，ナイル語南方言において，ゼロ音素で出現すると考えら
れる。しかし，同起源と考えるのはかなり困難である。
ナイル語東方言においても，語幹に先行する要素を見つけることができない。したがっ

て，語幹に先行する要素の母音を決定することは不可能である。
ナイル祖語再構成形は，PN*kwV-l1ar2，あるいは，PN*kwV-l1or2であろう。

‘fly’

WN Nu:lwoN,loN,luAN,Di:luaN,Sh:lwaNo,
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An:lwaNN�,Pa:loNo,Lu:lwaNnI,Ac:lwaNo,
La:lwaNo

EN Ba:ka-doN-onti,Ma:�l-�-j�N-anI,Ko:l-A-joN-�(pl.),
Ca:l-�-j�N-�nI,Lo:a-jaN-ati,Tu:ko-liaN(Barrett(1988))

SN Na:ka:lya:N,Ki:kaalyaaN-aat,Sa:kalyaN,
Po(Suk):kolioN(pl.)

観察：
これらの形式は，典型的なタイプBの語幹であろう。ナイル語西方言*l2にナイル語東

方言，南方言*l1が対応する。西ナイル祖語再構成音*l2は，側面音lで出現する。ナイル
祖語再構成音*l1は，ナイル語東方言において，歯茎有声閉鎖音d，あるいは，硬口蓋有声
閉鎖音jで出現する。ナイル祖語再構成音*l1は，ナイル語南方言において，側面音lで出
現する。
語幹末尾の子音は，全ての言語が軟口蓋鼻音Nをもっている。
ナイル語東方言は，語幹に先行する要素k�-/ko-（マサイ語，ジャムス語，トゥルカナ

語），あるいは，kA-（バリ語，コレ語）をもつ。ナイル語南方言は，語幹に先行する要素
kA-，あるいは，ko-をもつ。
ナイル祖語再構成形は，PN*kwa-l1�Nである。

‘tongue’

WN Nu:lep,Di:liep,Sh:lep,An:lEEp,Ju:lEb,Pa:lep,Lu:lEp,
Ac:lEb,Al:lEb,lEp,La:lEb

EN Ba:NE-dEp,Ma:�l-NE-jEp,On:�-N’E-jEB-I,
Ko:N-ga-j’Ep,Lo:a-Na-dyef,Tu:a-Na-jEp,Te:a-Na-jep,
Km:a-Na-jep

SN Na:NElyEp,Ki:NElyEpta,Sa:Nalepta,Po(Suk):Naliep

観察：
これらの形式は，タイプBの語幹である。ただし，語幹に先行する要素が，NE-，あるい

は，NA-であり，軟口蓋鼻音と母音からなる。ナイル語西方言*l2は，ナイル語東方言，南
方言*l1と対応する。
西ナイル祖語再構成音*l2は，ナイル語西方言において，側面音lで出現する。ナイル祖

語再構成音*l1は，ナイル語東方言において，硬口蓋有声閉鎖音j，あるいは，歯茎有声閉
鎖音dで出現する。ナイル祖語再構成音*l1は，ナイル語南方言において，側面音lで出
現する。
語幹末尾の位置に全ての言語は，両唇無声閉鎖音pをもっている。
ナイル祖語再構成形は，PN*kwa-l1Epである。

考察：
表5は，音韻対応の観点から，語幹をタイプAとタイプBに分類することを試みている。し

かし，これまでの両唇無声閉鎖音や再構成音，*r1の対応例の場合とは違って，再構成音*l1を
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語幹初頭の位置にもつ形式を，音韻対応の観点から，タイプAとタイプBに分類することは，
容易でない。なぜなら，西ナイル祖語再構成音*l1と*l2は，それぞれ，無声閉鎖音と有声閉鎖
音であると考えるが，それらの再構成音の，現在話されているナイル語西方言での出現の仕方
は，無声閉鎖音と有声閉鎖音にはっきりと分かれないからである。表5から西ナイル祖語再構
成音*l1と*l2の対応を取り出してみよう。

表6 再構成音，*l1と*l2

‘husband’ ‘soil’ ‘job’ ‘milk’ ‘sun’

PWN*l1 WN c(r) t~l t~l c c

PEN*l1 EN l l(d) t l l

PSN*l1 SN c

‘animal’ ‘hide’ ‘fly’ ‘tongue’

PWN*l2 WN l l l l

PEN*l1 EN c(S)~t c(S)(y) d~j~l d~j

PSN*l1 SN t z l l

表6からわかるように，表5は，再構成音*l1，あるいは，*l2が，ナイル語西方言において，
どのような出現の仕方をするかで，語幹をタイプAとタイプBに分類している。つまり，ナイ
ル語西方言において，安定的に側面音lが出現する場合に，西ナイル祖語再構成音*l2を想定し
ている。ナイル語西方言において，硬口蓋無声閉鎖音cや，歯茎無声閉鎖音tが，側面音lと
混じって出現する場合に，西ナイル祖語再構成音*l1を想定している。
今度は，表5を，ナイル語東方言の音韻対応を中心に，整理してみる。ナイル語東方言が，

語幹に先行する要素をもつ場合と，もたない場合に，どのような音韻対応を示しているだろう
か。

表7 ナイル語東方言*l1の対応

語幹に先行する要素をもつ形式
‘husband’ ‘soil’ ‘milk’ ‘sun’ ‘fly’ ‘tongue’

EN l l(d) l l d~j~l d~j

WN *l1(c) *l1(t,l) *l1(c) *l1(c) *l2(l) *l2(l)

SN c l l

語幹に先行する要素をもたない形式
‘job’ ‘animal’ ‘hide’

EN t c(S),t c(sh),y

WN *l1(t,l) *l2(l) *l2(l)

SN t z

ナイル語東方言において，語幹タイプと音韻対応には関係があることが，表7からわかる。
ナイル語東方言において，語幹に先行する要素が存在する場合，ナイル祖語再構成音*l1は，
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ナイル語東方言において，かなり安定して，側面音l，あるいは，歯茎有声閉鎖音d，あるい
は，硬口蓋有声閉鎖音jで出現する。ナイル語東方言において，語幹に先行する要素が存在し
ない場合，ナイル祖語再構成音*l1は，歯茎無声閉鎖音t，あるいは，硬口蓋無声閉鎖音cで出
現する。西方言において存在した，タイプB語幹における語幹初頭の位置での有声化に似た現
象が，ナイル語東方言にも存在したと考えられる。
また，ナイル語西方言において語幹に先行する要素をもつ形式と，ナイル語東方言において

語幹に先行する要素をもつ形式は，一致しないことが，表7からもわかる。ナイル語東方言が
語幹に先行する要素をもっている形式であっても，必ずしも，ナイル語西方言は語幹に先行す
る要素をもっていない。例えば，「夫」，「土」，「ミルク」，「太陽」は，ナイル語東方言が語幹に
先行する要素をもつにもかかわらず，ナイル語西方言は語幹に先行する要素をもっていなかっ
たと考えられる。なぜなら音韻対応の観点から，ナイル語西方言が再構成音*l1の対応を示し
ているからである。また，その逆もある。対応から考えてナイル語西方言が語幹に先行する要
素をもっていたはずの形式であっても，それに対応するナイル語東方言の形式が語幹に先行す
る要素をもたないこともある。例えば，「動物」，「皮」は，ナイル語東方言が語幹に先行する要
素をもたないにもかかわらず，ナイル語西方言は，語幹に先行する要素をもつ。なぜなら，ナ
イル語西方言は，再構成音*l2の対応をしているからである。このことは，同起源の形式で
あっても，語幹に先行する要素が各方言で独自に付加されるか，されないかが決定されること
を示している。
ナイル祖語再構成音*l1は，ナイル祖語から，ナイル語西方言，東方言，南方言へ，図5の

ように発展した。

図5 ナイル祖語再構成音*l1の通時的発展

語幹タイプ
タイプA
ナイル祖語*l1>PWN*l1 ナイル語西方言c,t,l(r)

>PEN*l1 （下記の図6を参照）
>PSN*l1 ナイル語南方言c,t,l

タイプB
ナイル祖語*l1>PWN*l2 ナイル語西方言l

>PEN*l1 （下記の図6を参照）
>PSN*l1 ナイル語南方言 c,t,l

図6 ナイル語東方言における再構成音*l1

語幹に先行する要素をもたない形式
PEN*l1>ナイル語東方言 c(S),t
語幹に先行する要素をもつ形式
PEN*l1>ナイル語東方言l,d,j

語幹タイプAの名詞において，ナイル祖語再構成音*l1は，西ナイル祖語再構成音PWN*l1，
東ナイル祖語再構成音PEN*l1，南ナイル祖語再構成音PSN*l1となった。
PWN*l1は，現在のナイル語西方言において，硬口蓋無声閉鎖音c，歯茎無声閉鎖音t，ある
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いは，側面音lで出現する。
ナイル語東方言において，東ナイル祖語再構成音PEN*l1は，語幹タイプにより，出現の仕

方が異なる。再構成音PEN*l1は，語幹に先行する要素をもたない形式において，硬口蓋無声
閉鎖音c，あるいは，歯茎無声閉鎖音tで出現し，語幹に先行する要素をもつ形式において，側
面音l，歯茎有声閉鎖音d，あるいは，硬口蓋有声閉鎖音jで出現する。
PSN*l1は，現在のナイル語南方言において，硬口蓋無声閉鎖音c，歯茎無声閉鎖音t，あるい

は，側面音lで出現する。
語幹タイプBの名詞において，ナイル祖語再構成音*l1は，西ナイル祖語再構成音PWN*l2，

東ナイル祖語再構成音PEN*l1，南ナイル祖語再構成音PSN*l1となった。
ナイル語西方言で生じた通時的音韻変化は，母音間における閉鎖音の有声化である（図7，

（1）を参照）。母音間で閉鎖音が有声化した後，語幹に先行する要素は脱落した（図7，（2）を
参照）。西ナイル祖語再構成音*l1から，有声化により生じた西ナイル祖語再構成音*l2は，現
在のナイル語西方言において，側面音lで出現する。

図7 ナイル語西方言での音韻変化，ナイル祖語再構成音，*l1

（1）*l1 → *l2/V___V

（2）CV → z/#___

2.4.軟口蓋無声閉鎖音

表8 ナイル諸語における閉鎖音の2種類の対応，軟口蓋無声閉鎖音，k

TypeA

‘bone’

WN Nu:cuA?,Sh:cogo,An:coo,Ju:coo,Pa:coo,Lu:cogo,
Al:cogo,Ac:cogo,La:cogo

EN Ba:kuyutyo,Lo:a-xoi,Ma:ol-oito,Ca:l-oito,Ko:l’-oik(pl.),

Tu:A-koit,Te:a-koit,Km:a-koit
SN Na:kA:w-A,Ki:kAAw-eet,Sa:kowet,Po:k�w�

観察：
ナイル語東方言，マサイ語，ジャムス語，コレ語は，側面音lに後続する軟口蓋無声閉

鎖音kを脱落させる。したがって，語幹初頭の位置にこれらの言語は軟口蓋無声閉鎖音k
をもっていた。ナイル語西方言において，語幹母音は，VowelBreaking（o>uo）を起こし
ている。VowelBreakingにより生じた高母音uの前で，軟口蓋無声閉鎖音kは，口蓋化し
て，硬口蓋無声閉鎖音cになったと考えられる。語幹初頭の位置にナイル語南方言は，軟
口蓋無声閉鎖音kをもつ。
語幹末尾の位置にナイル語西方言は，軟口蓋有声閉鎖音gをもつ（ときどき軟口蓋有声

閉鎖音gが脱落することがある）。ナイル語東方言と南方言は，ナイル祖語再構成音，有声
閉鎖音を弱化させた。その結果，弱化されたナイル祖語有声閉鎖音は，先行する母音と二
重母音をつくり，あるいは，先行する母音を長母音化した（第6章を参照）。
ナイル語西方言，東方言，南方言は，語幹に先行する要素をもたない。
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ナイル祖語再構成形は，PN*kogである。

‘blood,red’

WN (red)Nu:kwaar,Di:lual,Sh:kwar,An:kwaar,Ju:kwar,

Lu:kwar,Al:kwar,Ac:kwar

EN (blood)Lo:n��t�(<na-x�t�),Ma:�-sargE,On:na-h’��tU,
Ko:l-�d�,Ca:l-�d�,Tu:Na-ak�t,Te:a-okot,Km:Na-okot

SN Na:kArAt-yA,Ki:kArAtiik,Sa:korotik,Po:kisn

観察：
ナイル語東方言の形式は，ナイル語西方言，南方言と同じ起源をもつか疑問である。ナ

イル語南方言，「血」を意味する形式に，ナイル語西方言，「赤い」を意味する形式が，起
源を同じくする。
語幹初頭の位置に全ての言語は，軟口蓋無声閉鎖音kをもつ。ただし，ディンカ語の形

式が同起源の形式であるとすれば，この形式と他の形式をつなぐ可能性のある再構成音
は，再構成音*l1である。しかし，この形式を同起源であるとするのは困難である。

語幹末尾の位置に全ての言語がふるえ音rをもつ。
ナイル語西方言，南方言は，語幹に先行する要素をもたなかったであろう。
ナイル祖語再構成形は，PN*k�rであろう。語幹母音は，ナイル語西方言において
VowelBreakingを行った（�>Ua）。

‘charcoal’

WN Sh:cugo,An:cugo,Al:cuk,Ac:cuk

EN Ba:kuk,Lo:a-xuk,Ma:en-kukuo,Ca:n-kUk-UI,
Te:a-kuk(pl.)

観察：
ナイル語南方言に，ナイル語西方言，東方言と起源を同じくする形式を見つけることが

できない。
語幹初頭の位置にナイル語西方言は，硬口蓋無声閉鎖音cをもち，ナイル語東方言は，

軟口蓋無声閉鎖音kをもつ。ナイル語西方言において軟口蓋無声閉鎖音kは，後続する高
母音uの前で口蓋化した。
語幹末尾の位置における子音は，ナイル語西方言シルク語，アニュワ語が軟口蓋有声閉

鎖音gをもち，終母音を保持していることから，ナイル語西方言は，語幹末尾の位置に軟
口蓋有声閉鎖音gをもっていた。アルル語とアチョリ語では終母音の脱落とそれに伴う閉
鎖子音の無声化が生じた。このように考えると，ナイル語東方言の語幹末尾の位置にある
と見られる軟口蓋無声閉鎖音kは，語幹形成辞-Vkの一部と考えられる。したがってナイ
ル語東方言の語幹は，ku，あるいは，kUと考えられる。ナイル語東方言は，語幹末尾の位
置に子音をもたない，母音で終わる形式をもつと考えられる。ナイル祖語に再構成される
有声閉鎖音は，ナイル語東方言において弱化して，先行する母音と二重母音をつくるか，
あるいは，先行する母音と長母音をつくった。
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ナイル語東方言は，語幹に先行する要素をもたない。
ナイル祖語再構成形は，PN*kugであろう。

‘dove,pigeon’

WN Di:kur,Sh:akur,Lu:Akuru,An:akuuru‘pigeon’,
Al:akuraba,Ac:akuri

EN Ba:luguri,Tu:a-kUUrI
SN Na:ce:p-kelemp-u‘akindofpigeon’

観察：
ナイル語南方言，ナンディ語の形式は，ナイル語西方言，東方言と，同起源であるか疑

問である。
ナイル語東方言，バリ語は，語幹初頭に，音節lu-をもっているが，これは，語幹に先行

する要素であるか疑問である。新たな発展である可能性がある。
語幹初頭の位置に全ての言語は，軟口蓋無声閉鎖音kをもつ（バリ語は軟口蓋有声閉鎖

音gをもつ。これは母音間での発音を忠実に記録したものであろう。音韻論的な分析がな
された記述か疑わしい）。
語幹末尾の位置に全ての言語は，ふるえ音rをもつ。
ナイル祖語再構成形は，PN*kurであろう。ただし，これらの形式は，オノマトペによ

る形式と考え，同起源としない可能性がある。

‘knee’

WN Sh:cuN,An:cuN,Pa:cuN,Lu:c�N,Al:c�N,Ac:c�N,
La:coN

EN Ba:kUNU,Lo:a-xuN-i,Ma:En-kUN-U,On:�-kUN,
Ca:N-kUN-U,Tu:a-kUN,Te:a-kuN,Km:a-kuN

SN Na:ku:tuN,Ki:kuutuntA,Sa:kutuNto,Po:kut°N

観察：
ナイル語南方言の形式が，ナイル語西方言，東方言と起源を同じくすると考えるなら，

軟口蓋鼻音Nが，歯茎無声閉鎖音tの前で，脱落したと想定する必要がある。あるいは，軟
口蓋鼻音Nと歯茎無声閉鎖音tが音転位をしたと想定する必要がある。しかし，その証拠
はない。
語幹初頭の位置に全ての言語は軟口蓋無声閉鎖音kをもつ。ナイル語西方言において軟

口蓋無声閉鎖音kは，高母音uの前で口蓋化した。
語幹末尾の位置にナイル語西方言，ナイル語東方言は，軟口蓋鼻音Nをもつ。ナイル語

南方言の形式を同起源とするにはさらに研究が必要である。
ナイル語東方言は，語幹に先行する要素をもたない。
ナイル祖語再構成形は，PN*kuNである。ただし，語幹母音の［ATR］値は明らかでは

ない。
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‘rain,river’

WN (rain)Sh:k�th,An:k�th,kuunnhe(pl.),Ju:k�th,Ju:k�th,
Lu:k�th,Al:k�th,Ac:k��t,La:k�t

EN (river)Ba:kar-E,Lo:naarI,Ma:En-karE‘water’,
On:na-h’a}E,Ca:n-karE‘water’,Ko:N-g’Are‘water’,
Te:e-cor,Km:e-cor‘well’

観察：
ナイル語西方言，「雨」を意味する形式は，ナイル語東方言，「川」を意味する形式（マ

サイ語，ジャムス語，コレ語の形式は，「水」を意味する）と，起源を同じくしている。ナ
イル語南方言に，ナイル語西方言，東方言と，起源を同じくする形式を見つけることがで
きない。
語幹初頭の位置に全ての言語は，軟口蓋無声閉鎖音kをもつ（オンガモ語は軟口蓋無声

閉鎖音を摩擦音化している。コレ語は，鼻音に後続する位置で軟口蓋無声閉鎖音は有声で
発音される。テソ語とカリモジョン語は軟口蓋無声閉鎖音kを口蓋化している）。
語幹末尾の位置においてナイル語西方言は，歯無声閉鎖音thをもつ。その音にナイル語

東方言，ふるえ音rが対応している。しかし，アニュワ語が「N-複数形」をもつことから，
ナイル語西方言は本来，語幹末尾の位置に歯有声閉鎖音dhをもっていたと考えられる。
なぜなら，「N-複数形」をもつ語幹は，語幹末尾の位置に有声閉鎖音をもつものに限られ
るからである。ナイル語西方言において語末の母音の脱落とそれに伴う語末の位置での閉
鎖音の無声化が生じた。ナイル語西方言dhにナイル語東方言rが対応する音素に再構成さ
れる子音は，再構成音*r2である。

ナイル語東方言は，語幹に先行する要素をもたない。
ナイル祖語再構成形は，PN*kar2，あるいは，PN*k�r2である。

‘stone’

WN Nu:gwee,Di:kur,Sh:kit,An:kidi,Lu:kidi,Al:kidi,Ac:kidi,

La:kidi

EN Ma:o-soit,Ca:soit,Ko:o-so’it

SN Na:k�y,Ki:k�I-ta,Po:k�x

観察：
ナイル語東方言，マサイ語，コレ語は，軟口蓋無声閉鎖音kを，ときどき，歯茎無声摩

擦音sに変化させたと考えられる。しかし，どのような環境において，軟口蓋無声閉鎖音k
が，歯茎無声摩擦音sになったのか，明らかでない。ヌエル語を除き，語幹初頭の位置に
全ての言語は，軟口蓋無声閉鎖音kをもつ。

語幹末尾の位置にナイル語西方言は，歯茎有声閉鎖音dをもつ。この音に，ナイル語東
方言と南方言において二重母音の要素yが対応する。ナイル祖語に再構成される有声閉鎖
音は，ナイル語東方言と南方言において弱化して先行する母音と二重母音をつくるか，あ
るいは，長母音をつくった（第6章を参照）。ナイル語西方言歯茎有声閉鎖音dで出現する
可能性のあるナイル祖語再構成音の1つは，再構成音*l2である。
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ナイル語東方言，南方言は，語幹に先行する要素をもたない。
ナイル祖語再構成形は，PN*kol2である。ただし，ナイル語西方言の語幹母音を説明す

ることはできない。

‘thorn’

WN Di:kou,kuoth(pl.),An:kUUdh�,Pa:kudho,Lu:kUdh�,
Ac:okUtU

EN Ba:ki-kwöti,Ma:ol-ki-kuei,On:�-kU-k’U,Ca:l-ku-kuei,
Lo:e-kwAi,Tu:E-kwa-I,Te:e-ku-kwai,Km:e-ku-kwai

SN Na:kat-a,Ki:kat-EEt,Sa:katet,Po:kata

観察：
語幹初頭の位置に全ての言語は，軟口蓋無声閉鎖音kをもつ。
語幹末尾の位置にナイル語西方言は，歯茎有声閉鎖音dhをもつ。ナイル祖語に再構成

される有声閉鎖音は，ナイル語東方言と南方言において弱化して先行する母音と二重母音
をつくるか，あるいは，長母音をつくった。ナイル語東方言における，ナイル語西方言歯
茎有声閉鎖音dhに対応する音素は，二重母音の要素iである（バリ語は語幹末尾の位置に
歯茎無声閉鎖音tをもつが，これは語幹形成辞の一部である）。ナイル語西方言歯茎有声閉
鎖音dhに，ナイル語南方言は歯茎無声閉鎖音tが対応するかに見える。しかし，この歯茎
無声閉鎖音tは，語幹形成辞の一部であると考える。したがって，ナイル語南方言の語幹
は，kAと考える。これら語幹末尾の位置の対応に，再構成音*r2を想定する。
ナイル語東方言は，ロトゥホ語とトゥルカナ語を除いて，語幹に先行する要素，ki-，あ

るいは，ku-をもつ。しかし，音韻対応から考えて，これらの語幹は，タイプA語幹である。
ナイル祖語再構成形は，PN*(kwu)-kor2である。語幹に先行する要素の母音は，o，あ

るいは，iである可能性がある。また，語幹に先行する要素は，ナイル祖語に遡らない。ま
た，語幹母音の［ATR］値は決定できない。

TypeB

‘chicken,hen’

WN Di:ajith‘hen’,Sh:gyeno,An:gwEn�,Pa:gwieno,Lu:gwEn�,
Al:gwEn�,Ac:gwEno,La:gwEno

EN Ba:so-kor-o(pl.),Lo:a-x�-x�r-�,Tu:E-k�-k�r-�It,
Te:a-kor

観察：
ナイル語南方言に，ナイル語西方言，東方言と，起源を同じくする形式を見つけること

ができない。
語幹初頭の位置にナイル語西方言は，軟口蓋有声閉鎖音gをもち，ナイル語東方言は，

軟口蓋無声閉鎖音kをもつ（ディンカ語は，高母音の前で口蓋化をしている）。語幹初頭の
位置で，ナイル語西方言，有声閉鎖音に，ナイル語東方言と南方言，無声閉鎖音が対応す
るのがタイプBである。
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ディンカ語を除くナイル語西方言における，鼻音で終わる語幹は，「単数（Singulative）」
形の形成過程での閉鎖音の鼻音化により，語幹末尾の位置で鼻音が生じた（第4章を参
照）。ディンカ語を除くナイル語西方言が語幹末尾の位置に歯茎鼻音nをもつ。ディンカ
語は「単数（Singulative）」形をつくらなかった。そして，語幹末尾の位置に歯無声閉鎖音
thをもつ（本来は，有声閉鎖音dhであった。語末の位置での閉鎖音の無声化により歯無声
閉鎖音thになる）。鼻音化されて歯茎鼻音になり，また，無声化されて歯無声閉鎖音にな
る可能性がある子音の1つは，再構成音*r2である。ナイル語東方言は，語幹末尾の位置
にふるえ音rをもつ。この対応にナイル祖語再構成音*r2を想定する。
テソ語を除くナイル語東方言は，語幹に先行する要素をもつ（バリ語：so-，ロトゥホ

語：xo-，トォルカナ語：k�-）。
ナイル祖語再構成形は，PN*kw�-k�r2，あるいは，PN*kw�-kEr2である。

‘rain,god’

WN (god)Di:wei‘spirit’,Sh:jwok,An:jU�k,Pa:jwok,
Lu:jU�k‘spirit’,Al:j�k,Ac:j�k‘spirit’,La:j�k‘god,spirit’

EN (rain)Ba:kudu,Ma:En-kaI‘God,rain’,Ca:N-kaI‘God,rain’,
On:na-h’ai

SN Na:kip-ko:yyo‘god’

観察：
ナイル語西方言「雨，神，精霊」を意味する形式に，ナイル語東方言「雨」を意味する

形式が，起源を同じくする。ナイル語東方言，マサイ語とジャムス語において，「雨」を意
味する形式が，「神」の意味をもつ。ナイル語南方言，ナンディ語において，語頭の位置
に，接尾辞kip-が接辞されている。ただし，この形式は，動詞から派生した名詞であり，
他の形式と同起源と考えるのは困難である。
ナイル語西方言において，軟口蓋有声閉鎖音gは，VowelBreakingにより生じた高母音
uの前で，口蓋化して，硬口蓋有声閉鎖音jになったと考えられる。語幹初頭の位置におい
て，ナイル語西方言，軟口蓋有声閉鎖音gに，ナイル語東方言，軟口蓋無声閉鎖音kが対
応している。
語幹末尾の位置においてナイル語西方言は軟口蓋無声閉鎖音kをもっているが，これは

語末の位置における閉鎖音の無声化により軟口蓋有声閉鎖音gが無声化した結果であろ
う。この音素にナイル語東方言，二重母音の要素iが対応している。
ナイル語東方言においても，語幹に先行する要素を見つけることができない。したがっ

て，語幹に先行する要素の母音を決定できない。
ナイル祖語再構成形は，PN*kwV-k�gであろう。

‘path,road’

WN Di:war(Ru),Sh:yo,An:joo,Ju:yo,Pa:yoo,Lu:yo,Al:yo,

Ac:yoo,La:yo

EN Ba:kI-k�?,Lo:E-k�I,Ma:en-koitoi,Ca:N-koitei,
Te:e-gudo,
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SN Na:�:r-e:t,Ki:��rEEt,Po(Suk):�r

観察：
ナイル語南方言において，語幹初頭の位置で，軟口蓋無声閉鎖音kが，脱落したのだろ

う。しかし，それを証明する証拠はない。
ナイル語西方言において，軟口蓋有声閉鎖音gは，高母音uの前で口蓋化して，硬口蓋

有声閉鎖音jになった。硬口蓋有声閉鎖音jは，ナイル語西方言において，しばしば，母音
間において，半母音yで発音される（例えば，ナイル語西方言，ルオ語，kwaye<*kwaje,
‘leopard,pl.’）。このことからも，語幹に先行する要素が存在したことを傍証する。
ナイル語東方言は，語幹初頭の位置に軟口蓋無声閉鎖音をもつ。したがって，語幹初頭

の位置において，ナイル語西方言，軟口蓋有声閉鎖音gに，ナイル語東方言，軟口蓋無声
閉鎖音kが対応する。
語幹末尾の位置において，ナイル語西方言，ディンカ語だけがふるえ音をもち，その他

のナイル語西方言の言語は，母音間の位置で，あるいは，語末の位置で子音が脱落してい
る。その音素に，ナイル語南方言，ふるえ音rが，ナイル語東方言，二重母音の要素（テソ
語は歯茎有声閉鎖音d）が対応する。その対応にナイル祖語再構成音*r1を想定する。ただ
し，ナイル語東方言の対応を重視すると，ナイル祖語再構成音*r2が良いかもしれない。
ナイル語東方言，バリ語は，語幹に先行する要素kI-をもつ。
ナイル祖語再構成形は，PN*kwI-k�r1，あるいは，kwI-k�r2である。

‘thing’

WN Sh:gin,An:gin,Ju:gin,Lu:gi(n),Al:gin/gir,Ac:gin,

La:gIn,gigu(pl.)
EN Ma:en-to-ki,On:nA-t’o-Si,Ca:n-to-ki
SN Na:kIy(sg.),tukun(pl.),Ki:kiit(sg.),tukuuk(pl.),

Sa:kiy(sg.),tukuk(pl.),Po(Suk):ki(sg.),tukun(pl.)

観察：
語幹初頭の位置に軟口蓋無声閉鎖音kをもつ，典型的なBタイプ語幹の対応例である。

ナイル語西方言，軟口蓋有声閉鎖音gに，ナイル語東方言と南方言は，軟口蓋無声閉鎖音
kで対応する。
語幹末尾の位置においてナイル語西方言は歯茎鼻音nをもつ。これは「単数

（Singulative）」形成の過程において有声閉鎖音が鼻音化された結果である。実際，ナイル
語西方言ランゴ語の複数形は，語幹末尾の位置に軟口蓋有声閉鎖音gをもつ。ナイル祖語
に再構成される有声閉鎖音は，ナイル語東方言と南方言においては弱化して先行する母音
と二重母音をつくるか，長母音をつくる。この対応に想定されるナイル祖語再構成音は，
再構成音*l2である。
ナイル語東方言は，語幹に先行する要素to-をもつ。ナイル語南方言は，語幹に先行す

る要素を複数形にのみ保持している。ナイル語南方言における，「物」を意味する名詞を，
先行研究は単数と複数がまったく異なる語幹から形成される不規則名詞として扱ってき
た。しかし，語幹に先行する要素を，単数形において脱落し，複数形において保持したと
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考えると，単数形と複数形の関係を説明することができる。
ナイル祖語再構成形は，PN*to-kil2である。

‘tree,medicine’

WN Di:wal‘medicine’,Sh:yath,An:jaath,jEnnhI(pl.),Ju:yath,
Pa:yath,Lu:yath,Al:yath,Ac:yat

EN Ba:köd-ini,Ma:�l-can-I/�l-cat-a(sg.),Il-kEEk(pl.),
On:�-SEt’a,Ko:ol-jAn’-i,Ca:l-can-I,Lo:a-yyAn-I,
Tu:e-woi(Barrett(1988))

SN Na:kE:t,Ki:keetit,Sa:keti,Po:kEEt

観察：
ナイル語東方言（マサイ語単数形の自由変異形，コレ語単数形，ジャムス語単数形，ロ

トゥホ語単数形）における，語幹末尾の位置の鼻音は，「単数（Singulative）」形の形成過程
で，閉鎖音が鼻音化されて生じた。語幹末尾の位置において，ナイル語西方言は，歯無声
閉鎖音thをもっている。しかし，アニュワ語が「N-複数形」をもつことから，ナイル語西
方言は，本来，語幹末尾の位置に有声閉鎖音をもっていたと考えられる。「N-複数形」を
つくるのは，語幹末尾の位置に有声閉鎖音をもつ語幹に限られるからである。したがっ
て，ナイル語西方言は，語幹末尾の位置に歯有声閉鎖音dhをもっていた。語末の位置で
の母音の脱落とそれに伴う語末の位置での閉鎖音の無声化を受けたのである。
ナイル語東方言の多くは，語幹末尾の位置に歯茎鼻音をもっている。ナイル語東方言マ

サイ語は，歯茎無声閉鎖音tを語幹末尾の位置にもつ異形態をもつ。しかし，歯茎無声閉
鎖音tは，語幹形成辞の一部であったろう。したがって，マサイ語は，語幹末尾の位置に
歯茎鼻音nをもつ形式と，語幹が母音で終わる形式をもっていた。語幹末尾の位置に鼻音
をもつ形式は，「単数（Singulative）」形である。「単数（Singulative）」形成の過程において
有声閉鎖音は鼻音化された。鼻音化されて歯茎鼻音nになる可能性がある子音の1つは，
再構成音*r2である。これらの対応に想定されるナイル祖語再構成音は，再構成音*r2であ
る。再構成音*r2は有声閉鎖音である。有声閉鎖音は，ナイル語東方言において弱化して
先行する母音の一部になる。マサイ語の語幹が母音で終わる形式は，再構成音*r2が弱化
した結果である。
語幹初頭の位置については，ナイル語東方言において，軟口蓋無声閉鎖音は，高母音i

の前で，硬口蓋無声閉鎖音cや，硬口蓋無声摩擦音Sで発音されたりした。ナイル語西方
言において，軟口蓋有声閉鎖音gは，高母音の前で口蓋化され，硬口蓋有声閉鎖音jになっ
た。さらに，硬口蓋有声閉鎖音jは，母音間で，半母音yで発音される。

ナイル語東方言においても，語幹に先行する要素を見つけることができない。したがっ
て語幹に先行する要素の母音を決定することはできない。
ナイル祖語再構成形は，PN*kwV-kar2，あるいは，PN*kwV-kEr2であろう。ただし，

再構成音*kwを想定して，ナイル祖語再構成形PN*kwEr2を考えることも可能である。し
かし，この再構成ではナイル語西方言において硬口蓋有声閉鎖音jの母音間の位置におい
て半母音で発音される事実を説明できない。
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考察：
表8は，音韻対応の観点から，語幹をタイプAとタイプBに分類することを試みている。A

タイプの語幹は，ナイル語西方言，軟口蓋無声閉鎖音kに，ナイル語東方言，南方言，軟口蓋
無声閉鎖音kが対応している（表9を参照）。タイプBの語幹は，ナイル語西方言，軟口蓋有
声閉鎖音gに，ナイル語東方言，南方言，軟口蓋無声閉鎖音kが対応している（表9を参照）。

表9 ナイル祖語再構成音，軟口蓋無声閉鎖音*k

TypeA

‘bone’ ‘blood’ ‘charcoal’ ‘dove’ ‘knee’ ‘river’ ‘stone’ ‘thorn’

WN c k k k c k k k

EN k k k k k k,s k

SN k k k k k

TypeB

‘chicken’ ‘rain’ ‘road’ ‘thing’ ‘tree’

WN g j y g y

EN k k k k k

SN k k

ナイル語西方言において，軟口蓋閉鎖音kとgは，高母音の前で，それぞれ，硬口蓋閉鎖音
c，jに変化するという口蓋化の現象が観察できる。さらに，硬口蓋有声閉鎖音jは，母音間にお
いて，しばしば（ルオ語においては，規則的に），半母音yで発音される。ナイル語東方言，南
方言，軟口蓋無声閉鎖音kに，ナイル語西方言，半母音yが対応することは，これらのナイル
語西方言の対応例が，語幹に先行する要素をもっていたことの証明となる。なぜなら，語幹に
先行する要素をこれらの形式がもっていなかったなら，軟口蓋有声閉鎖音が口蓋化によって生
じた硬口蓋有声閉鎖音jが，母音間の位置において半母音yで発音されるという現象は生じな
かった。
ナイル祖語再構成音，軟口蓋無声閉鎖音*kは，ナイル祖語から，ナイル語西方言，東方言，

南方言へ，図8のように発展した。

図8 ナイル祖語再構成音，軟口蓋無声閉鎖音*kの通時的発展

語幹タイプ
タイプA
ナイル祖語*k>kナイル語西方言，東方言，南方言

タイプB
ナイル祖語*k>kナイル語東方言，南方言
ナイル祖語*k>g,j,yナイル語西方言

語幹タイプAの名詞において，ナイル祖語再構成音，軟口蓋無声閉鎖音*kは，ナイル語西方
言，東方言，南方言で，軟口蓋無声閉鎖音kで出現する。語幹タイプBの名詞において，ナイ
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ル祖語再構成音，軟口蓋無声閉鎖音*kは，ナイル語西方言で，軟口蓋有声閉鎖音gで出現す
る。ナイル祖語再構成音，軟口蓋無声閉鎖音*kは，ナイル語東方言，南方言で，軟口蓋無声閉
鎖音kで出現する。
ナイル語西方言で生じた通時的な音韻変化は，母音間における閉鎖音の有声化であった（図
9，（1）を参照）。母音間で閉鎖音が有声化した後，語幹に先行する要素は，脱落した（図9，
（2）を参照）。

図9 ナイル語西方言での音韻変化，ナイル祖語再構成音，軟口蓋無声閉鎖音*k

（1）k → g/V___V

（2）CV → z/#___

ナイル語西方言において，軟口蓋閉鎖音k，gは，高母音の前で口蓋化され，それぞれ，硬口
蓋閉鎖音c，jになる。さらに，硬口蓋有声閉鎖音jは，母音間で，しばしば，半母音yで発音
される。

2.5.鼻音，流音
次に，閉鎖音以外の子音で語幹が始まる形式について考察しよう。
ナイル諸語に属する言語には，鼻音と流音に，無声と有声の示差的対立が存在しない。した

がって，語幹が鼻音や流音で始まる形式の場合，音韻対応の観点から，語幹を分類することは
不可能である。表10に，音韻対応の観点から，2種類に分類することなく，ナイル語西方言，
東方言，南方言の鼻音と流音の対応を集めた。
ナイル祖語再構成形を想定するとき，音韻対応の観点からは語幹に先行する要素を再構成す

ることは不可能である。したがって，ナイル語東方言，あるいは，ナイル語南方言に，語幹に
先行する要素が存在したと考えられる場合には，語幹に先行する要素を括弧にくくって書いて
おくことにする。

表10 ナイル諸語における鼻音，流音の対応

‘deaf’

WN Di:miN,Sh:miN,An:mIIN,Pa:miN,Ac:mIIN‘dull’,
Al:mIN‘stupid’

EN Ba:mINE,Ma:mINanI,Ca:kEmINanI‘deafperson’,
mINanI‘tobedeaf’,Ko:men’iN,Te:-kimiNana‘tobedeaf’

SN Na:mI:N-a:t,Sa:miNit‘tobedeaf’,Po(Suk):komin‘deafperson’

観察：
ナイル語東方言，コレ語において，軟口蓋鼻音Nと歯茎鼻音nが音転位を起こしてい

る。
語幹初頭の位置に全ての言語は両唇鼻音mを，語幹末尾の位置に全ての言語は軟口蓋

鼻音Nをもっている。
ナイル語東方言，ジャムス語は，動詞から派生した名詞に，語幹に先行する要素を見つ

けることができる。テソ語は，動詞に，語幹に先行する要素をもつ。ナイル語南方言，ポ
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コト語は，語幹に先行する要素をもつ。
ナイル祖語再構成形は，PN*(kwI)-mINである。

‘fire’

WN Nu:mac’,Di:mac,Sh:mac,Ju:mac,An:maac,Lu:mac,

Al:mac,Ac:mac,La:mac

EN Ba:kImaN,Lo:nEEma(<na-xIma),Ma:Enk-Ima,
On:na-k’Ima,Ca:n-kIma,Ko:N-g’imA,Tu:A-kim,
Te:a-kim,Km:a-kim

SN Na:ma,Ki:maat,Sa:ma,Po:ma

観察：
ナイル語東方言に所属する全ての言語は，語幹に先行する要素，kI-/ki-をもつ（ロトゥ

ホ語：xI-，コレ語：gi-）。
語幹初頭の位置に全ての言語は，両唇鼻音mをもつ。
語幹末尾の位置において，バリ語だけが軟口蓋鼻音Nをもつ。これは，「単数

（Singulative）」形成の過程において有声閉鎖音が鼻音化された結果である。したがって，
ナイル語西方言の言語が語幹末尾の位置に硬口蓋無声閉鎖音cをもっているが，本来は，
有声閉鎖音をもっていたと考える。有声閉鎖音が語末の位置での閉鎖音の無声化を受け
た。ナイル祖語に再構成される有声閉鎖音は，ナイル語東方言と南方言において弱化し先
行する母音と二重母音をつくるか，あるいは，長母音をつくった。この対応から考えられ
るナイル祖語再構成音は，再構成音*l2，あるいは，軟口蓋有声閉鎖音gである。ナイル語
西方言が語幹末尾の位置に硬口蓋無声閉鎖音cをもっていることを重視して，ここでは暫
定的に再構成音*l2としておこう。

ナイル祖語再構成形は，PN*(kwI)-mal2である。
テソ語とトゥルカナ語とカリモジョン語は，語幹初頭の位置の子音のみ保存している。

‘oil,butter’

WN Di:miok,Sh:mau,maw,Ju:mou,An:maa�,mAdhi(pl.),
Pa:mau,Lu:m�,Al:m�,Ac:m��,La:m�

EN Te:e-ki-my-et,Km:a-ki-my-et,Tu:a-kI-my-Et
SN Na:mwa:y,Ki:mwaaIta,Sa:mwaytya,Po(Suk):mwac

観察：
ナイル語東方言に所属する全ての言語は，語幹に先行する要素kI-/ki-をもつ。
語幹初頭の位置に全ての言語は，両唇鼻音mをもつ。
語幹末尾の位置にナイル語西方言は二重母音の要素uやwをもつ。しかし，アニュワ語

の複数形が語幹末尾の位置に歯有声閉鎖音dhをもつことから，ナイル語西方言は語幹末
尾の位置に本来，再構成音*r1をもっていたと考える（第3章を参照）。再構成音*r1は，ナ
イル語東方言や南方言において半母音yや母音iで出現したと考えられる。この母音は，
テソ語とトゥルカナ語では母音融合を起こしたか，あるいは，先行する母音に一種のウム
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ラウト現象を引き起こした。
ナイル祖語再構成形は，PN*(kwi)-mAr1である。

‘crocodile’

WN Nu:øaN,Di:øaN,Sh:øaN,An:øaaN,Pa:øaN,
Ju:øaN,Lu:øaN,Al:øaN,Ac:øaN,La:ø«N

EN Ba:kiøoN,Lo:xiøŠN,Ma:�lk-IøaN,Ca:l-kiøAN,
Tu:A-kiøAN,Te:a-kiøaN,Km:N-kiøan

SN Na:tIN�:N-a,Ki:tIN��NEEt

観察：
ナイル語南方言において，語幹初頭の位置において，硬口蓋鼻音øは，後続する軟口蓋

鼻音Nと調音点を同化させたのであろう。語幹末尾の位置においてナイル語西方言，東方
言，南方言の，全ての言語は，軟口蓋鼻音Nをもっている。
語幹初頭の位置において全ての言語は，硬口蓋鼻音øをもつ。
ナイル語東方言は，語幹に先行する要素，kI-/ki-をもつ。ナイル語南方言は，語幹に先

行する要素，tI-をもつ。
ナイル祖語再構成形は，PN*(kwI)-øaN，あるいは，PN*(tI)-øaNである。

‘udder’

WN Di:ø�u,Sh:øaw,An:øaw,øAAthi(pl.)
EN Lo:a-øawa,Ma:E-øawa

観察：
ナイル語南方言に，ナイル語西方言，東方言と起源を同じくする形式を見つけることが

できない。
語幹に先行する要素を見つけることができない。
語幹初頭の位置に全ての言語は，硬口蓋鼻音øをもつ。
語幹末尾の位置にナイル語西方言アニュワ語の複数形が歯無声閉鎖音thをもつことか

ら，ナイル語西方言は，本来，再構成音*r2を語幹末尾の位置にもっていたと考える。ナ
イル祖語有声閉鎖音は，ナイル語東方言において弱化して先行する母音と二重母音をつく
る。
ナイル祖語再構成形は，PN*øar2である。

‘sesame,seed’

WN Di:øuom,Sh:øim,An:øimmo,Ac:øim,La:øim
EN Ba:øomotti‘seed’,köøuN/koøum‘sesame’,Lo:e-øomoti

‘seed’,A-øim(pl.)‘sesame’,Tu:e-kiøomit‘seed’(Barrett(1988)),Te:i-kiøomit

観察：
ナイル語西方言の形式は，「胡麻」を意味する。ナイル語東方言，バリ語とロトゥホ語
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は，「種」を意味する形式と，「胡麻」を意味する形式をもっている。そして，これらの形
式は，語幹の母音が異なる他は，極めてよく似ている。
ナイル語東方言，バリ語，テソ語，トゥルカナ語は，語幹に先行する要素をもつ（バリ

語：ko-，ロトゥホ語：xi-，テソ語，トゥルカナ語：ki-）。
語幹初頭の位置に全ての言語は硬口蓋鼻音øを，語幹末尾の位置に全ての言語は両唇鼻

音mをもつ。
ナイル祖語再構成形は，PN*(kwi)-øimである。

‘lame’

WN Di:N�l,Sh:Nwol,An:N�l‘tobecomelame’,Lu:ra-N�l‘lameperson’,Ac:la-N�l�‘cripple’
EN Ba:Node,Lo:�l�-NUra,Ma:N�jInE,Tu:e-NwAlit

(Barrett(1988)),Te:aNwalit‘tobelame’,Km:aki-Nwalit‘tobelame’
SN Po(Suk):NwAl‘tobelame’

観察：
ナイル語西方言，ルオ語の形式には，「～する人」を意味する行為者名詞を派生する接

頭辞ra-が，アチョリ語には接頭辞la-が，接辞されている。
ナイル語東方言に，語幹に先行する要素は存在しないと考える。ロトゥホ語における，

語頭の要素，�l�-は，属格をつくる要素（‘oneof’）に由来すると考えられる。
語幹初頭の位置に全ての言語は軟口蓋鼻音Nを，語幹末尾の位置に全ての言語は側面音
lをもつ。
ナイル祖語再構成形は，PN*N�lである。テソ語，トゥルカナ語，カリモジョン語では語

幹母音がVowelBreakingを生じている。

‘lion’

WN Sh:Nu,An:Nuu,Ju:Nu(u),Al:Nu‘leopard’,
Ac:Nuu‘beastofprey’

EN Ma:ol-NAtuø,Ca:l-NAtuø,Lo:a-Nawwar,Tu:E-NatUø,
Km:e-Natuø

SN Na:Netuø,Ki:NetuntA,Sa:Notunto,Po(Suk):NotiN

観察：
ナイル語東方言においても，語幹に先行する要素を見つけることはできない。
語幹初頭の位置に全ての言語は，軟口蓋鼻音Nをもつ。ナイル語東方言と南方言の2番

目の音節の存在が，語幹末尾の位置の子音を決定するのを困難にしている。これらの形式
はナイル祖語に遡ることができない可能性がある。

‘spittle,saliva’

WN Sh:Nol‘tospit’,An:NUUl‘tospit’,La:Nullu‘tospit’,
Lu:NUl‘tospit’

EN Ba:kamUlak,Lo:a-mIlak(pl.),Ma:Enk-amUlakI,
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Ko:N-gam�l’ak,Tu:a-kumul-ait(Barrett(1988)),Te:a-imul
SN Na:NUl,Ki:NUlEEk,Po(Suk):Nul

観察：
ナイル語東方言において，軟口蓋鼻音Nは，後続する円唇母音の影響により，両唇鼻音
mに変化したと考えられる。
ナイル語東方言，バリ語，マサイ語，オンガモ語，トゥルカナ語，テソ語は，語幹に先

行する要素をもつ（バリ語，マサイ語：ka-，オンガモ語：ha-（摩擦音hは，軟口蓋鼻音
の後で発音されない），トゥルカナ語，テソ語：ki-）。
語幹初頭の位置において全ての言語は，軟口蓋鼻音Nをもつ（ナイル語東方言は両唇鼻

音m）。語幹末尾の位置において全ての言語は，側面音lをもつ。ただし，ナイル語東方言
が語幹初頭の位置に両唇鼻音mをもつことを説明する証拠はない。
ナイル祖語再構成形は，PN*(kwI)-N�lである。

‘meat’

WN Nu:riiN,Di:riN,Sh:riNo,An:riNo,Ju:riNo,Pa:riNo,
Lu:riNo,Al:riNo,Ac:riNu,La:riNo

EN Lo:e-riNo,Ma:enk-iriNo,On:nA-SiriN’o-i,Ca:n-kiriNo,
Tu:A-kiriN,Km:a-kiriN

観察：
ナイル語南方言に，ナイル語西方言，東方言と起源を同じくする形式を見つけることが

できない。
ナイル語東方言に所属する全ての言語は，語幹に先行する要素をもつ（ロトゥホ語：
xi-，マサイ語，ジャムス語，トゥルカナ語，カリモジョン語：ki-，オンガモ語：Si-）。
語幹初頭の位置に全ての言語はふるえ音rを，語幹末尾の位置に全ての言語は軟口蓋鼻

音Nをもつ。
ナイル祖語再構成形は，PN*(kwi)-riNである。

‘blood’

WN Nu:ryem,Di:riEm,Sh:remo,An:rEm�,Ju:remo,
Lu:rEm�,Ac:remu

EN (tospear)Ba:rembu,Ma:rem,Lo:‘rEm,Te:irem

観察：
ナイル語西方言「血」を意味する名詞と，ナイル語東方言「槍で突きさす」を意味する

動詞が，起源を同じくすると考えられる。ナイル語南方言に，同起源の形式を見つけるこ
とができない。
名詞と動詞を比較しているので，これからは語幹に先行する要素の存在を議論すること

ができない。
語幹初頭の位置に全ての言語はふるえ音rを，語幹末尾の位置に全ての言語は両唇鼻音
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mをもつ。
ナイル祖語再構成形は，PN*remである。

‘tooth’

WN Nu:lec,Di:leec,Sh:lejo,An:leeo,Pa:leo,Ju:lak(pl.),Lu:lak,

Al:lak,Ac:lak,La:lak

EN Ba:kele,kala,Lo:a-layI,Ma:�l-alaI,Ca:l-ala-I,
Tu:E-kEla-I,Te:e-kelai

SN Na:kE:l-ta,Ki:kEElta,Sa:këlyet(sg.),kelak(pl.),Po:kE:lat

観察：
ナイル語東方言と南方言に所属する言語は，語幹に先行する要素をもつ（バリ語：ke-，

あるいは，ka-，マサイ語，ジャムス語：ka-（軟口蓋無声閉鎖音kは，側面音の後で発音
されない），トゥルカナ語，テソ語：kE-/ke-，ナンディ語，キプシギス語，サビニ語，ポコ
ト語：kE-/ke-）。ナイル語南方言に所属する言語は，一般に，語幹に先行する要素を失っ
た。しかし，「歯」を意味する形式は，サビニ語複数形の例からわかるように，語幹母音と
語幹末尾（あるいは，語幹形成辞の一部）の子音の組み合わせ，-akが，複数形をつくる接
尾辞（あるいは，語幹形成辞）と同じ形をしている。そこで，ナイル語南方言の話し手は，
語幹に先行する要素ke-と，それに後続する語幹初頭の位置の子音lからなる音節kelを，
語幹と再解釈し，語幹母音と語幹末尾の子音を複数接尾辞（あるいは，語幹形成辞）と再
解釈した。その結果，語幹に先行する要素は，保持されたのである。
語幹初頭の位置に全ての言語は側面音lをもつ。語幹末尾の位置においてナイル語西方

言は硬口蓋無声閉鎖音j（ヌエル語，ディンカ語は語末の位置での閉鎖音の無声化をうけ
た。アニュワ語，パリ語では，硬口蓋有声閉鎖音jは母音間の位置で半母音yに，さらに，
脱落した）をもつ。また，ナイル語西方言の多くが，硬口蓋無声閉鎖音kをもつ。一方，
ナイル語東方言と南方言では，語幹末尾の位置に子音を見出すことは困難である。語幹
は，母音で終わるか，二重母音で終わっている。この対応から再構成音*l2を想定する。
ナイル語西方言の多くの言語において語末の母音の脱落とそれに伴う語末の位置での閉鎖
子音の無声化が生じた。
ナイル祖語再構成形は，PN*(kwI)-lal2である。

‘urine’

WN Di:lac,Sh:lac,An:laac,Lu:lac,Al:lac,Ac:lac

EN Ba:kUla,Lo:a-xUla,Ma:Enk-Ulak,Tu:Na-kul(Barrett(1988)),akI-lat‘tourinate’,
Te:e-kulam,ailwat‘tourinate’,

Km:Na-kul
SN Na:ce:p-ku:l-A‘bladder’,Ki:kip-kuuleitA‘bladder’

観察：
ナイル語南方言に，「尿」を意味する，ナイル語西方言，東方言と起源を同じくする形式

を見つけることができない。しかし，「膀胱」を意味する名詞は，「尿」を意味する名詞か
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ら派生してつくられたと考えられる。ナイル語南方言の形式における，語頭の要素ce:p-
やkip-は，名詞に接辞される接頭辞である。
語幹初頭の位置に全ての言語は，側面音lをもつ。語幹末尾の位置においてナイル語西

方言は，硬口蓋無声閉鎖音cをもつ。しかし，ナイル語東方言は，語幹末尾の位置に子音
要素をもたない。マサイ語の語末子音，軟口蓋無声閉鎖音kやトゥルカナ語，テソ語の語
末子音，歯茎無声閉鎖音tは，語幹形成辞，あるいは，動詞拡張の接尾辞の一部と考えら
れる。ナイル語南方言も，語幹末尾の位置に子音要素をもたない。語幹が長母音か二重母
音で終わっていると考えられる。これらの事実からナイル語西方言において語末の母音の
脱落とそれに伴う語末の位置での閉鎖子音の無声化が生じたと考えられる。そうだとする
と，ナイル語西方言は，語幹末尾の位置に有声閉鎖音をもっていた。この対応から想定す
ることができるナイル祖語再構成音は，再構成音*l2と考えられる。

ナイル語東方言と南方言に，語幹に先行する要素を見つけることができる（バリ語，マ
サイ語，トゥルカナ語，テソ語，ナンディ語，キプシギス語：kU-/ku-，ロトゥホ語：xu-）。
ナイル祖語再構成形は，PN*(kwu)-lal2である。

考察：
ナイル諸語に所属する言語において，鼻音と流音に，無声と有声の示差的対立が存在しない

から，閉鎖音の音韻対応で観察されたタイプの違いを，鼻音と流音の対応に見つけることはで
きない。しかし，表10の対応例を観察すると，ナイル語東方言に，語幹に先行する要素をもつ
形式が，存在することがわかる。また，ナイル語南方言に，なんらかの理由で，語幹に先行す
る要素を保持する形式が存在することを観察できる（「歯」を意味する名詞を参照）。したがっ
て，閉鎖音の音韻対応で見られた2種類の対応が存在しなくても，ナイル祖語の時代に，語幹
に2種類のタイプが存在したと考えてよいだろう。
ナイル祖語再構成音，鼻音と流音は，ナイル祖語から，ナイル語西方言，東方言，南方言へ，

図10のように発展した。

図10 ナイル祖語再構成音，鼻音と流音の通時的発展

語幹タイプ
タイプA
ナイル祖語*N,*r,*l>N,r,lナイル語西方言，東方言，南方言

タイプB
ナイル祖語*N,*r,*l>N,r,lナイル語西方言，東方言，南方言

ナイル語西方言において，タイプB語幹は，母音間での有声化を行ったのかもしれない。し
かし，鼻音と流音に無声と有声の示差的弁別はないから，有声化を受けても，鼻音と流音は，
なんら変化を起こさない。

3.まとめ
前節において，表3は，両唇無声閉鎖音pの対応に，表4は，ナイル祖語再構成音*r1に由

来する音の対応に，表5は，ナイル祖語再構成音*l1に由来する音の対応に，表8は，軟口蓋
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無声閉鎖音kの対応に，2種類の対応が存在することを示した。
表4からわかるように，ナイル語西方言，歯無声閉鎖音th（タイプB語幹においては，歯有

声閉鎖音dh）は，普通，ナイル語東方言，南方言，歯茎無声閉鎖音tに対応する。しかし，ナ
イル語西方言，歯茎無声閉鎖音tが，ナイル語東方言と南方言，歯茎無声閉鎖音tに対応する例
を見つけることは容易でない。このことから，ナイル祖語再構成音*r1は，ナイル祖語子音体
系内に存在した，歯，あるいは，歯茎あたりを調音点とする，唯一の無声閉鎖音であったろ
う。また，ナイル語西方言，硬口蓋無声閉鎖音cに，ナイル語東方言，南方言，硬口蓋無声閉
鎖音，cが対応する例を見つけることも，容易でない。表5，あるいは，表8からわかるように，
現在話されているナイル諸語における，硬口蓋無声閉鎖音cは，ナイル祖語再構成音*l1に由来
するか，あるいは，軟口蓋無声閉鎖音kが口蓋化した結果，生じた硬口蓋無声閉鎖音に由来す
るか，どちらかである。したがって，再構成音*l1は，歯茎から硬口蓋あたりを調音点とする，
ナイル祖語子音体系における唯一の無声閉鎖音であったろう。
表3は，両唇無声閉鎖音の2種類の対応例であり，表4は，歯茎あたりを調音点とする無声

閉鎖音の2種類の対応例であり，表5は，硬口蓋あたりを調音点とする無声閉鎖音の2種類の
対応例であり，表8は，軟口蓋無声閉鎖音の2種類の対応例である。これらの表は，ナイル祖
語の子音体系内で，無声閉鎖音，全ての対応例ということになる。

3.1.「語幹に先行する要素」
2種類の対応は，一方が，ナイル語西方言の無声閉鎖音に，ナイル語東方言と南方言の無声

閉鎖音が対応し，他方が，ナイル語西方言の有声閉鎖音に，ナイル語東方言と南方言の無声閉
鎖音が対応するものである。
ナイル語西方言の無声閉鎖音に，ナイル語東方言と南方言の無声閉鎖音が対応する場合，ナ

イル語東方言を含むナイル諸語において，語幹は，たいてい，母音を中心に，先行する1つの
子音と，後続する1つの子音からなる，CVCの音素配列論的構造をもっている。
ナイル語西方言の有声閉鎖音に，ナイル語東方言と南方言の無声閉鎖音が対応する場合，ナ

イル語東方言において，語幹は，たいてい，母音を中心に，先行する1つの子音と，後続する
1つの子音からなる，CVCの音素配列論的構造に，さらに，1つの子音と1つの母音からなる，
CVの音素配列論的構造が先行する，すなわち，CV-CVCの音素配列論的構造をもつ。
この1つの子音と1つの母音からなり，語幹に先行する音節，CV-を，「語幹に先行する要

素」と呼ぶことにする。表3，表4，表5，表8において，タイプBの対応例の中に，語幹に先
行する要素をもつ形式が，多く見つけられる。ただし，タイプAの対応例の中にも，語幹に先
行する要素をもつ形式が，若干見つけられることがある。
表3，表4，表5，表8において，タイプAの対応例の中に，語幹に先行する要素をもたな

い形式が，多く見つけられる。ただし，タイプBの対応例の中にも，ときどき，語幹に先行す
る要素をもたない形式が見つけられることがある。
この事実は，語幹に先行する要素の分布は，一定ではないことを示している。例えば，同じ

起源に溯ると考えられる形式であろうと，ナイル語西方言が，語幹に先行する要素をもとうと
も，ナイル語東方言が，語幹に先行する要素を，必ずしももたないこともありえることを示し
ている。逆に，ナイル語東方言が，語幹に先行する要素をもっていても，同じ起源に溯ると考
えられる形式において，ナイル語西方言が，語幹に先行する要素をもたないこともありえる。
さらに，ナイル語東方言の内部においてでさえ，同じ起源に溯ると考えられる形式で，ある言
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語が語幹に先行する要素をもとうとも，他の言語が語幹に先行する要素をもたないことがある
（例えば，「水」を意味する名詞については，バリ語は，語幹に先行する要素をもたないが，他
のナイル語東方言の言語は，語幹に先行する要素をもつ）。
それでは，語幹に先行する要素は，一体，どのような形式をもつものであったろうか。
まず，語幹に先行する要素を構成する母音には，様々な母音が現われるが，もっとも，出現

頻度が高いのは，高母音I/iである。語幹に先行する要素を構成する母音は，後続する母音に同
化して，様々な母音になると考えられるが，それを証明するだけの十分な資料はない。
次に，語幹に先行する要素を構成する子音は，たいてい，軟口蓋無声閉鎖音kであり，とき

どき，歯茎無声閉鎖音tが現われる。軟口蓋無声閉鎖音kと歯茎無声閉鎖音t以外の子音が，
語幹に先行する要素を構成する子音として現われることは，極めてまれである。
したがって，語幹に先行する要素を構成する子音と母音には，かなりの制限がある。語幹に

先行する要素を構成する子音と母音に制限があることは，語幹に先行する要素が，語彙的な要
素ではなく，なんらかの文法的な機能をもった，接辞的な要素であることを示している。
表10「耳が聞こえない人」を意味する名詞において，ジャムス語の形式において，動詞には

ない語幹に先行する要素を，名詞形に見つけることができる（Ca:kE-mINanI‘deafperson’,
mINanI‘tobedeaf’）。この例からは，語幹に先行する要素は，動詞から名詞を派生する接頭辞
とも考えられる。しかし，表3，表4，表5，表8，表10に見られる語幹に先行する要素全てを，
派生接頭辞として説明することは，困難である。例えば，「水」や「牛」を意味する名詞に，
語幹に先行する要素が存在するが，それを，派生接頭辞として説明することはできない。
語幹に先行する要素がどのような機能をもっていたか，明らかでないとはいえ，語幹に先行

する要素が，ナイル祖語の時代に溯れることは，表3，表4，表5，表8の対応例に，2種類の
対応が存在することから明らかである。

3.2.語幹の変遷
表3，表4，表5，表8の2種類の対応例において，タイプAの音韻対応を示す語幹は，た

いてい，CVCの音素配列論的構造をもち，タイプBの音韻対応を示す語幹は，たいてい，ナイ
ル語東方言において，CV-CVCの音素配列論的構造をもつ。タイプBの音韻対応を示す語幹
は，ナイル語西方言においては，CVCの音素配列論的構造をもつ。タイプBの音韻対応を示す
語幹は，ナイル語南方言において，若干の例外を除いて，たいてい，CVCの音素配列論的構造
をもつ。タイプB語幹における，語幹初頭の位置にあるCV-は，語幹に先行する要素と名付け
た。
タイプAでは，ナイル語西方言の無声閉鎖音に，ナイル語東方言と南方言の無声閉鎖音が対

応する。タイプBでは，ナイル語西方言の有声閉鎖音に，ナイル語東方言と南方言の無声閉鎖
音が対応する。
タイプAとタイプBにおける，音素配列論的構造の対応と，音韻対応の関係を図示すると，

図11になる。

図11 音韻対応と音素配列論的構造の関係，タイプAとタイプB

（1）音素配列論的構造
TypeA TypeB

WN CVC C2VC3
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EN CVC C1V-C2VC3

SN CVC C2VC3（たまに，C1VC2）

（2）音韻対応（語幹初頭の位置の閉鎖子音，（TypeBにおけるC2））
TypeA TypeB

WN［−voiced］ ［+voiced］
EN ［−voiced］ ［−voiced］
SN ［−voiced］ ［−voiced］

タイプAの音韻対応を示す語幹は，ナイル語西方言，東方言，南方言，全てが，CVCの音
素配列論的構造をもっている。したがって，タイプAの音韻対応を示す語幹は，ナイル祖語に
おいても，CVCの音素配列論的構造をもっていたと考えられる。
タイプAの音韻対応を示す語幹は，ナイル祖語がもっていたCVCの音素配列論的構造が，

ナイル語西方言，東方言，南方言において，そのまま保持されたと考えてよい。また，ナイル
祖語からナイル語西方言，東方言，南方言へ発展する過程において，タイプA語幹における，
語幹初頭の位置で，無声閉鎖子音，鼻音，流音に，大きな音韻変化は，生じなかったと考えて
よい。
タイプBの音韻対応を示す語幹は，ナイル語西方言がCVCの音素配列論的構造をもち，ナ

イル語東方言がCV-CVCの音素配列論的構造をもつ。ナイル語南方言は，CVCの音素配列論
的構造をもつ。しかし，詳しく対応を観察すると，ナイル語南方言のCVC構造は，普通，ナ
イル語東方言のC2VC3構造と対応するが，たまに，C1VC2構造と対応することがある。した
がって，南方言においても，ナイル語東方言においてと同様に，タイプBの語幹は，C1V-
C2VC3の音素配列論的構造をもっていたと考えられる。
ナイル語西方言は，タイプBの音素配列論的構造を，CV-CVCから，CVCに変化させた。

つまり，ナイル語西方言は，語幹に先行する要素を失ってしまった。しかし，本来の音素配列
論的構造の痕跡は，語幹初頭の位置における子音の有声性に，見つけることができる。ナイル
語西方言のBタイプ語幹の変遷は，以下のように考えられる。
ナイル語西方言，タイプB語幹の音素配列論的構造は，CV-CVCであった。このとき，母音

間の子音は，有声閉鎖音で発音されていた。これは，現在話されているナイル語南方言と，同
様の音声現象である。ナイル語南方言において，閉鎖音に，無声と有声の示差的対立はない。
閉鎖音は，環境により，無声で発音されたり，有声で発音されたりする。その環境は，言語に
より異なっているが，ナイル語南方言のたいていの言語は，閉鎖音を，母音間において，有声
で発音する。
したがって，語幹初頭の位置での無声と有声の対立は，語幹に先行する要素が脱落する以前

には，余剰のものであったろう。無声と有声の対立が余剰のものでなくなったとき，語幹が
もっていた音素配列論的構造の示していた対立は，不要のものになった。また，ナイル語西方
言では，常に，語幹に先行する要素には，強勢はなかった。語幹に強勢があったことから，こ
の強勢の位置が引き金となって，語幹に先行する要素が脱落した。
語幹初頭の位置に鼻音や流音をもつ語幹においては，有声化によっても，子音自体に，なん

ら変化は生じなかった。鼻音や流音は，ナイル諸語において，本来的に有声性をもつからであ
る。ナイル語西方言の語幹の変遷は，図12のようであった。
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図12 ナイル語西方言における語幹の変遷

ナイル祖語 ナイル語西方言
TypeB

*CV-CxVC > CxVC

Cx［−voiced］→ Cx［+voiced］
（1）［−voiced］→ ［+voiced］/V___V
（2）CV → z/#___-［stress］

TypeA

*CxVC > CxVC

Cx［−voiced］→ Cx［−voiced］

現在話されているナイル語西方言において，例えば，「行為者名詞」など，動詞などから派生
された名詞に見られる，語幹に先行する接頭辞的な要素が存在する。これらの接頭辞的な要素
は，ナイル語西方言での，あるいは，それぞれの言語における発達である。ナイル祖語に溯ら
ないこれらの発達については，次節で簡単に扱うことにする。
次に，ナイル語南方言において，語幹はどのように変遷したのだろうか。
図11からわかるように，ナイル語南方言において，タイプAの音韻対応を示す語幹は，ナイ

ル祖語がもっていたCVCの音素配列論的構造をそのまま保持している。
タイプBの音韻対応を示す語幹は，基本的には，ナイル祖語がもっていたCV-CVCの音素

配列論的構造を，語幹に先行する要素を失うことにより，CVCの音素配列論的構造に変えた。
しかし，一部の名詞において，ナイル祖語がもっていたCV-CVCの音素配列論的構造の痕跡
を見つけることができる。前節に記載した表の中から，ナイル語南方言が，語幹に先行する要
素を，痕跡として保持している例を，表11に再録する。

表11 ナイル語南方言における語幹に先行する要素の痕跡

‘tooth’

SN Na:kE:l-ta,Ki:kEElta,Sa:këlyet(sg.),kelak(pl.),
Po:kE:lat

EN Ba:kele,kala,Lo:a-layI,Ma:�l-alaI,Ca:l-ala-I,
Tu:E-kEla-I,Te:e-kelai

WN Nu:lec,Di:leec,Sh:lejo,An:leeo,Pa:leo,Ju:lak(pl.),Lu:lak,

Al:lak,Ac:lak,La:lak

Na s.p. s.s. p.p. p.s

‘tooth’ kE:l-tE:t kE:l-ta kE:l-at kE:l-Ek

観察：
ナイル語南方言は，たいていの名詞が，単数・第1形（s.p.），単数・第2形（s.s），複

数・第1形（p.p），複数・第2形（p.s.）の4つの形式をもつ。第1形は，名詞が指示す
る指示物が不特定のものである場合に用いられ，第2形は，名詞が指示する指示物が特定
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のものである場合に用いられる。日常の会話では，普通，話し手は，特定のものを指示す
る機会が圧倒的に多い。したがって，第2形が使用される頻度が高い。
ナンディ語の話し手は，日常，単数・第2形kE:l-taと，複数・第2形kE:l-Ekを使用す

る頻度が高く，単数・第1形や複数・第1形を使うことはまれであると言える。また，
「歯」のような，自然界において複数で存在するのが当然であるものを表現する名詞は，
複数形を使用する頻度が高い。したがって，複数・第2形を基準にして，複数・第2形か
ら，他の形式が形成されたとしても不思議ではない。
「歯」を意味する名詞の複数・第2形は，共時的には，語幹kE:lと，複数・第2形を形

成する接尾辞（複数形を形成する接尾辞（あるいは語幹形成辞）と第2形を形成する接尾
辞が融合している）-Ekが接辞されている。しかし，表11におけるナイル語東方言，西方言
の形式とナイル語南方言の形式を比較すると，ナイル祖語に再構成される「歯」を意味す
る形式は，*kwI-lal2のような形式であったと考えられる。ナイル語南方言において，本来
は，語幹母音と語幹形成辞の一部であった子音kからなる-ekが，ナイル語南方言の複数・
第2形を形成する接尾辞と再解釈され，語幹に先行する要素と語幹初頭の位置の子音で
あったkElが，語幹と再解釈されたのである（kElが，kE:lと長母音で発音されるのは，ナ
ンディ語における母音の長さの異化規則による）。
ナイル祖語再構成形は，PN*kwI-lal2である。

‘mouth’

SN Na:kU:t,Ki:kUUt-IIt,Sa:kUt,Po:koot
EN Ba:kUtUk,Lo:nE-tUk,Ma:Enk-UtUk,On:nA-kut’ok,

Ko:N-gUt’Uk,Ca:n-kUtUk,Tu:a-kUtUk,Te:a-kituk,
Km:a-kituk

WN Di:thok,Sh:dhok,An:dh�k,Pa:dhok,Ju:dh�k,Lu:dh�k,
Al:dh�g,Ac:dog,La:d�g

Na s.p. s.s. p.p. p.s.

‘mouth’ kU:t-I:t kU:t kU:t-Us-wa kU:t-Us-wE:k

観察：
ナンディ語，「口」を意味する名詞の複数・第2形は，共時的には，語幹kU:t-と，語幹

形成辞-Usと，数の接尾辞-waと，名詞第2形をつくる接尾辞-Ikからなる（数の接尾辞の母
音aと，名詞第2形をつくる接尾辞の母音Iは，融合して，長母音E:をつくっている）。

ナイル語南方言は，本来は語幹に先行する要素であるkU-と，語幹初頭の位置の子音t
からなるkUt-を語幹として再解釈した（長母音は，ナンディ語における母音の長さの異化
規則による）。本来は，語幹母音Uと，語幹末尾の位置の子音sからなる-Usを，語幹形成辞
として再解釈した。
ナイル祖語再構成形は，PN*kwU-r1Ukである。

‘urine’

SN Na:ce:p-ku:l-A‘bladder’,Ki:kip-kuuleitA‘bladder’
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EN Ba:kUla,Lo:a-xUla,Ma:Enk-Ulak,Tu:Na-kul(Barrett(1988)),akI-lat‘tourinate’,
Te:e-kulam,ai-lwat‘tourinate’,

Km:Na-kul
WN Di:lac,Sh:lac,An:laac,Lu:lac,Al:lac,Ac:lac

Na s.p. s.s. p.p. p.s.

‘bladder’ ce:p-ku:l-e:t ce:p-ku:lA ce:p-ku:l-e:s-yA ce:p-ku:l-e:s-ye:k

観察：
ナンディ語，複数・第2形は，共時的に，「性」を表示する接頭辞ce:p-と，語幹-ku:l-

と，語幹形成辞-e:sと，数の接尾辞-yAと，第2形をつくる接尾辞-ikからなる（数の接尾
辞の母音Aと第2形をつくる接尾辞の母音iが融合して，長母音e:となっている）。
本来，語幹母音eと，語幹形成辞の一部に由来する子音sからなるe:s（母音の長さは，

ナンディ語における母音の長さの異化規則に従う）は，語幹形成辞と再解釈された。語幹
に先行する要素ku-と，語幹初頭の位置の子音lからなる音節kulが，語幹と再解釈され
た。
ナイル祖語再構成形は，PN*kwU-lal2である。

‘thing’

SN Na:kIy(sg.),tukun(pl.),Ki:kiit(sg.),tukuuk(pl.),
Sa:kiy(sg.),tukun(pl.),Po:ki(sg.),tukun(pl.)

EN Ma:en-to-ki,On:nA-t’o-Si,Ca:n-to-ki
WN Sh:gin,An:gin,Ju:gin,Lu:gi(n),Al:gin/gir,Ac:gin,

La:gIn

Na s.p. s.s. p.p. p.s.

‘thing’ kI-It kI(y) tuk-un tuk-u:k

観察：
ナイル語南方言において，単数形は，語幹に先行する要素を失っている。ナンディ語の

複数・第2形は，共時的に，語幹tuk-と，語幹形成辞-unと，名詞第2形をつくる接尾辞-
ikからなる（語幹形成辞-unと，第2形をつくる接尾辞-ikは，母音間での鼻音nの脱落と，
母音uとiの融合が生じている（-un+-ik>u:k））。
本来は，語幹母音uと語幹末尾の位置の子音nからなる音節unは，語幹形成辞として再

解釈された。この歯茎鼻音nを語幹末尾の位置の子音と解釈すると，複数形において鼻音
化が生じたと考えなくてはならない。この鼻音化は，ナイル語西方言において観察される
「N-複数形」形成と同じものと考えられる。また，語幹末尾の位置の子音と考えないこと
も可能である。そうであれば，この歯茎鼻音nは，語幹形成辞の一部であったろう。本来，
語幹に先行する要素であったtu-と，語幹初頭の位置の子音kからなる音節tukが，語幹と
して再解釈された。
ナイル祖語再構成形は，PN*to-kil2である。
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‘tongue’

SN Na:NElyEp-ta,Ki:NElyEpta,Sa:Nalepta,Po(Suk):Naliep
EN Ba:NE-dEp,Ma:�l-NE-jEp,On:�-N’E-jEB-I,

Ko:N-ga-j’Ep,Lo:a-Na-dyef,Tu:a-Na-jEp,Te:a-Na-jep,
Km:a-Na-jep

WN Nu:lep,Di:liep,Sh:lep,An:lEEp,Ju:lEb,Pa:lep,Lu:lEp,
Ac:lEb,Al:lEb,lEp,La:lEb

Na s.p. s.s. p.p. p.s.

‘tongue’ NElyEp-ta NElyEp Nelyep-wA Nelyep-we:k

観察：
ナイル語東方言と南方言において，理由は不明であるが，語幹に先行する要素が軟口蓋

鼻音Nで始まる。しかも，軟口蓋鼻音Nと母音からなる語幹に先行する要素は，ナイル語
東方言においても，ナイル語南方言においても，保持された。ナイル語西方言において，
語幹に先行する要素を見つけることができない。
ナイル祖語再構成形は，PN*kwa-l1Epである。

‘name’

SN Na:ka:yn-a,Ki:kaaInEEt,Sa:kaynet,Po(Suk):kainat
EN Ba:karIn,Lo:A-fure,Ma:Enk-arna,On:na-h’arna(pl.),

Ca:n-karn-a,Tu:E-kIr�,Te:e-kiror,Km:e-kiro
WN Di:rin,An:øEN,La:øIN

Na s.p. s.s. p.p. p.s.

‘name’ ka:yn-nE:t ka:yn-a ka:yn-ay ka:yn-a-i:k

観察：
ナイル語西方言において，ディンカ語だけが，ナイル語東方言，南方言と起源を同じく

する形式をもつ。
ナイル語南方言において，ナイル語東方言，西方言のふるえ音rと対応する音素は，弱

化して，半母音yになっているか，あるいは，脱落している。その結果，語幹に先行する
要素kA-と，語幹*rin（あるいは，*r2in）からなる2音節は，ナイル語南方言において，
1音節ka:ynに縮小してしまった。この1音節が，語幹として解釈された。

ナイル祖語再構成形は，PN*kwa-r2IN，あるいは，PN*kwa-r2Inである。ただし，語幹
末の位置の子音が歯茎鼻音nなのか，軟口蓋鼻音Nなのかを決定できない。
ナイル語西方言，アニュワ語とランゴ語の形式も同起源の形式だとすると，これらの言

語において，有声閉鎖音が後続する鼻音に同化して鼻音になったと考える必要がある。ナ
イル語東方言には鼻音同化が観察されているが，ナイル語西方言には鼻音同化が考えられ
る事例は他に見つかっていない。
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考察：
ナイル語南方言における語幹の変遷は，以下のように考えられる。ナイル語南方言におい

て，タイプAの音韻対応を示す語幹は，CVCの音素配列論的構造を，なんら変化せずに，保持
した。タイプBの音韻対応を示す語幹は，基本的には，語幹に先行する要素を脱落させて，
CV-CVCの音素配列論的構造を，CVCの音素配列論的構造に変化させた。このとき，無声閉
鎖音が有声閉鎖音になるという，ナイル語西方言が起こした音韻変化を，ナイル語南方言は，
起こさなかった。ただし，若干の名詞に，語幹に先行する要素を痕跡として見出すことができ
る。
若干の名詞は，偶然，語幹に先行する要素と語幹初頭の位置の子音からなる音節を，語幹と

して再解釈し，語幹母音と後続する子音からなる音節を，接辞として再解釈した。その結果，
語幹に先行する要素の痕跡が残ったのである。ナイル語南方言での語幹の変遷は，図13にま
とめられる。

図13 ナイル語南方言における語幹の変遷

ナイル祖語 ナイル語南方言
TypeB

*C1V-C2VC3 > C2VC3

*C1V-C2VC3 > C1VC2（C1VC2を語幹として再解釈した）
（C2の位置で，無声閉鎖音に音韻変化はなし）

TypeA

*CVC > CVC

（語幹初頭の位置で，無声閉鎖音に音韻変化はなし）

ナイル語東方言において，タイプAの音韻対応を示す語幹は，CVCの音素配列論的構造を
もち，タイプBの音韻対応を示す語幹は，CV-CVCの音素配列論的構造をもっている。また，
語幹初頭の位置で，無声閉鎖音は，なんら音韻変化を生じなかった。つまり，ナイル語東方言
は，ナイル祖語の語幹の音素配列論的構造を，そのまま保持したと考えられる。ナイル語東方
言における語幹の変遷は，図14のようになっていた。

図14 ナイル語東方言における語幹の変遷

ナイル祖語 ナイル語東方言
TypeB

*CV-CxVC > CV-CxVC

（Cxの位置で，無声閉鎖音に音韻変化なし）

TypeA

*CxVC > CxVC

（Cxの位置で，無声閉鎖音に音韻変化なし）

本研究は，ナイル祖語において，名詞語幹に，音素配列論的構造の観点から，2種類のタイ
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プが存在したことを証明することを試みた。1つは，CVCの音素配列論的構造をもち，1つは，
CV-CVCの音素配列論的構造をもつ。CV-CVCの音素配列論的構造における，先頭のCVを，
語幹に先行する要素と名付けた。
2種類の語幹は，ナイル語西方言，南方言，東方言において，それぞれ，図12，図13，図14

のように，歴史的変遷を経験した。ナイル語西方言において，語幹の変遷の過程において，語
幹初頭の位置で，無声閉鎖音が有声化する音韻変化が生じた。
注意しなければならないのは，例えば，ナイル語西方言において，ある形式が，語幹に先行

する要素をもっていても，同じ起源と考えられるナイル語東方言や南方言の形式が，必ずしも
語幹に先行する要素を，もたないことである。また，ナイル語東方言においてある形式が，語
幹に先行する要素をもっていても，同じ起源と考えられるナイル語西方言や南方言の形式が，
必ずしも語幹に先行する要素を，もたないことである。
例えば，「水」を意味する名詞は，ナイル語東方言に所属する多くの言語が，語幹に先行する

要素をもつ。ナイル語西方言において，語幹に先行する要素が存在すれば，無声閉鎖音は，有
声閉鎖音に，有声化される。しかし，実際は，「水」を意味する名詞は，ナイル語東方言の形式
が，語幹初頭の位置において，両唇無声閉鎖音，pをもち，ナイル語西方言の形式が，両唇無声
閉鎖音，pをもつ。ナイル語西方言において，無声閉鎖音の有声化が生じていない。したがっ
て，本研究では，ナイル語西方言は，語幹に先行する要素をもたないと考えるのである。
この考え方は，自説に都合のよいものと反論されてもしかたないであろう。「水」を意味す

る名詞に関しては，ナイル語東方言に所属する多くの言語に，実際に，語幹に先行する要素が
見つけられる。したがって，ナイル語西方言にも，語幹に先行する要素が存在するはずだと考
えても当然である。そのように考えると，「水」を意味する名詞のナイル諸語の対応例は，図
12のナイル語西方言における語幹の変遷と音韻変化についての議論に対する反例とも考える
ことができる。
しかし，語幹初頭の位置において，ナイル語東方言，南方言の無声閉鎖音に，ナイル語西方

言の無声閉鎖音が対応する対応例と，ナイル語東方言，南方言の無声閉鎖音に，ナイル語西方
言の有声閉鎖音が対応する対応例が存在する事実は，語幹に2種類のタイプが存在することを
想定することにより，説明することが可能になる。また，ナイル語南方言において，語幹の再
解釈が生じた名詞に，語幹に先行する要素の痕跡を見つけることができる事実は，ナイル語南
方言においても，語幹に2種類のタイプが存在したことを教えてくれる。
語幹に先行する要素を，ある種の接辞と考えてみる。語幹に先行する要素がある種の接辞な

らば，それが接辞される語幹は，言語により異なっていてもよいであろう。同様の議論が，第
4章において，「単数（Singulative）」形の形成についても，可能である。どんな意味を表す名詞
に，「単数（Singulative）」形が用いられるかは，方言ごとに，あるいは，言語ごとに，異なって
いる。語幹に先行する要素も，同様に，どんな名詞に，語幹に先行する要素が接辞されるか
は，方言ごとに，言語ごとに，異なっていたのである。
語幹に先行する要素を，自説に都合よく，再構成しているとの反論は，一考するに値する。

しかし，全体の議論から，語幹に先行する要素を，ナイル祖語に再構成することが可能である
と考える。また，語幹に先行する要素を再構成することにより，従来の研究において説明不可
能であった，ナイル諸語における音韻対応を説明することが可能になる。
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3.3.ナイル諸語における接頭辞の発展
前節までに再構成した，語幹に先行する要素は，ナイル祖語に溯るものであった。ナイル語

西方言，東方言，南方言に所属する言語は，さらに，様々な接頭辞を発達させた。しかし，こ
れらの接頭辞は，各言語における発達であるか，せいぜい各方言における発達であり，ナイル
祖語の時代まで溯るものではない。したがって，この節においては，各言語がどのような接頭
辞をもっているかを列挙するだけで，各言語が，接頭辞を発達させたことは，十分明らかにな
るだろう。表12は，ナイル語西方言における接頭辞を，表13は，ナイル語東方言における接
頭辞を，表14は，ナイル語南方言における接頭辞をまとめたものである。

表12 ナイル語西方言における接頭辞

ルオ語
（1） �-/o-:�-jw�k,‘Jwok(male)’
（2） a-/A-:a-jw�k,‘Jwok(female)’
（3） U-/u-:U-rang-a,‘somethingsightworthy’,cf.rang�,‘toadmire’
（4） dI-/di-:dI-c�l,‘ablack(femaleanimal)’
（5） mI-/mi-:mi-deøo,‘hunger’,cf.dEø�,‘tohunger’
（6） kI-/ki-:kI-dEø-a,‘hunger’,cf.dEø�,‘tohunger’
（7） sI-/si-:sI-gan-a,‘story’,cf.gan�,‘torelate’
（8） ma-/mA-:ma-gwar,‘zebra’,cf.gwar�,‘toscratch’
（9） ha-/hA-:ha-øIø-a,‘bat’,cf.øIø�,‘tosoar’
（10）ka-/kA-:kA-øAm-kAdho,‘bigeater’,cf.nyam�,‘toeat’,

kadh�,‘tosurpass’
（11）wa-/wA-:wA-sigu,‘enemy’,cf.sigu,‘enmity’
（12）kala-/kAlA-:kala-gwEna,‘monitor’
（13）bala-:bala-kwasI,‘fisheagle’,cf.kwasI,‘placename’
（14）øa(r)-:øa-cIra,‘secondwife’
（15）øAm-:øAm-ric,‘smallrazor’
（16）ka(r)-:kar-nInd�,‘sleepingplace’,cf.nInd�,‘tosleep’
（17）pAr-:pAr-jo-moko,‘homeofarichman’
（18）gir-:gir-tedo,‘cookingutensil’
（19）ja-/jA-:jA-luo,‘aLuo’
（20）ra-/rA-:rA-cAr,‘awhite(maleanimal)’

観察：
（5）から（13）までの接頭辞は，近隣のバントゥ語との接触により，ルオ語に借用された
ものであろう。（14）から（20）までの接頭辞は，複合名詞構造の主辞に由来するものであ
る。これらの接頭辞は，名詞が修飾語に後続されるときの形式であるか，あるいは，それ
が，さらに縮小した形式である。

ランゴ語
（1）a-/A-:A-tic,‘worker’,cf.tic,‘towork’
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（2）�-/o-:�-d�N�,‘elders’
（3）�-/o-:o-cen,‘secondoftwins(male)’
（4）a-/A-:a-cen,‘secondoftwins(female)’

観察：
接頭辞（1）と（2）は，行為者名詞をつくる接頭辞である。（1）は，単数形に，（2）は，

複数形に接辞される。（3）と（4）は，人名に接辞される接頭辞である。（3）は，男性の
名前に，（4）は，女性の名前に接辞される。

アチョリ語
（1）la-/lA-:lA-teet,‘smith’
（2）l�-/lo-:lo-teet,‘smiths’
（3）j�-:j�-madI,‘aMadi’
（4）pa-/pA-:pA-weel,‘Weel(placename)’
（5）�-/o-:o-piio,‘first-bornoftwins(male)’
（6）a-/A-:A-piio,‘first-bornoftwins(female)’

観察：
接頭辞（1）と（2）は，人を意味する名詞に接辞される。（1）は，単数形に，（2）は，

複数形に接辞される。（3）は，民族名に接辞される。（3）は，「人」を意味する名詞に由
来する。（4）は，地名をつくる接頭辞である。（4）は，「場所」を意味する名詞に由来す
る。（5）と（6）は，人名に接辞される。（5）は，男性の人名に，（6）は，女性の人名に
接辞される。

シルク語
（1）a-:a-buro,‘bushbuck’,cf.burr,‘ashes’
（2）de-:de-kagi,‘particularstickforsawingdurra’
（3）o-/u-:o-colo,‘Shilluk’
（4）gi-:gi-cam,‘eatablething’
（5）øa-:øa-wot,‘smallhouse’
（6）øa-:øa-nuar,‘Nuerwoman’
（7）øi-:øi-Lul,‘manofLul’

観察：
（1）は，関係詞と同じ形式である。（2）は，道具を意味する名詞をつくる接頭辞である。
（3）は，名詞，wad‘son’が縮小した形式に由来し，人や動物の名前をつくる接頭辞であ
る。（4）は，名詞，gin,gi‘thing’に由来し，道具，物を意味する名詞をつくる。（5）は，
小さいものを意味する名詞をつくる接頭辞である。（6）は，女性を意味する名詞をつくる
接頭辞である。（7）は，民族の名前をつくる接頭辞である。（4），（5），（6），（7）は，複
合名詞の主辞，あるいは，それが縮小した形式である。
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パリ語
（1）øi-:øi-wath,‘traveller’,cf.wath,‘towalk’
（2）li-:li-cweci,‘potter’,cf.cwec,‘tomould’
（3）wa-:wa-paje,‘chiefofthevillage’
（4）øi-:øi-otto,‘smallhouse’
（5）u-,li-,øi-:u-koth,‘Koth’
（6）a-,øi-,øa-:a-koNo,‘Kong’o’

観察：
（1）と（2）は，行為者名詞をつくる接頭辞である。（3）は，「所有者，支配者」などを意
味する名詞をつくる接頭辞である。（4）は，小さいものを意味する名詞をつくる接頭辞で
ある。（5）は，男性の人名に，（6）は，女性の人名に用いられる。パリ語には，複合名詞
の主辞にあたる名詞が縮小して，あたかも，接頭辞のように見えるものが，多く見つけら
れる（Nattitic,‘workman’,cf.tic,‘work’,gin-madho,‘acup’,cf.madho,‘todrink’,kaø-buto,
‘placeforsleeping’,cf.buto,‘tosleep’,waN-otto,‘eyeofthehut=window’,ko-otto,‘chestof
thehut=wall’,wi-otto,‘headofthehut=roof’,di-otto,‘insideofthehut=floor’,tar-øim,
‘forehead’）。

ジュル語
（1）u-:u-jaNo,‘Denkaman’
（2）øi-:øi-jaNo,‘Denkawoman’
（3）a-:a-pyou,‘Pyou(female)’
（4）u-:u-pyou,‘Pyou(male)’
（5）øi-:øi-yath,‘legnetto,smallstick’

観察：
（1）と（2）は，民族の名前をつくる接尾辞である。（1）は，男性を，（2）は，女性を表
す。（3）と（4）は，人名に用いられる接頭辞である。（3）は，女性の人名を，（4）は，
男性の人名をつくる。（5）は，小さいものを意味する名詞をつくる接頭辞である。

アニュワ語
（1）a-/A-,�-/o-:a-pIIU,‘first-bornoftwins(female),�-pIIU,‘first-bornoftwins(male)
（2）a-/A-:a-looøi,‘gobbler’
（3）o-:o-tEE�,‘braveperson’
（4）øI-:øI-sUdaan,‘Sudanesewoman’
（5）øi-:øi-sudAAn,‘Sudaneseman’
（6）mar-:mar-aøwaaE,‘theoneoftheAnywas’

観察：
（1）は，人名に用いられる接頭辞である。a-/Aは，女性の人名や，家畜（雌）の名前に，
�-/o-は，男性の人名や，家畜（雄）の名前に用いられる。（2）と（3）は，形態的には，（1）

292



と同じであるが，性に関係なく，人を意味する名詞をつくる。（4）は，「娘」を意味する名
詞の単数形に由来する。（5）は，人を意味する名詞をつくる接頭辞である。（6）は，所有
関係を表すのに，用いられる。

ディンカ語
（1）a-:a-jak,‘richperson’,cf.jak,‘toberich’

観察：
（1）は，人を意味する名詞に用いられる接頭辞である。

ヌエル語
（1）ga-/gar-:gar-paan,‘borninthesteppe’,cf.pan,‘steppe’
（2）øa-:øa-k�N,‘Kong,atbirthbeerwasbeingenjoyed’,cf.k�aN,‘beer’

観察：
（1）と（2）は，人名に用いられる接頭辞である。（1）は，gat,‘son’に由来し，男性の名
前に用いられる。（2）は，øaal,‘girl’に由来し，女性の名前に用いられる。

ナイル語東方言に所属する言語は，バリ語を除いて，「性」を表示する接頭辞を発達させた。

表13 ナイル語東方言における「性」を表示する接頭辞

男性 女性 場所
マサイ語 （単数） �l- En- e-

（複数） Il- In- i-

ジャムス語 （単数・複数） l- n- e-

オンガモ語 （単数・複数） �- na-

ロトゥホ語 （単数・複数） l- a-/z-/n-

男性 女性 中性（共通性）
トゥルカナ語 （単数） E- a- I-

（複数） Ni- NA- Ni-
テソ語 （単数） e- a- i-

（複数） i- a- i-

カリモジョン語 （単数） E- a- I-
（複数） Ni- NA- Ni-

マサイ語
男性名詞：ol-Ayioni(sg.),il-Ayiok(pl.),‘boy’,

ol-koroi,‘colobusmonkey’

女性名詞：en-tito(sg.),in-toyie(pl.),‘girl’,en-koroi,‘femalecolobus’
場所名詞：e-wueji(sg.),i-wuejitin(pl.),‘place’
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ジャムス語
男性名詞：l-kiøAN,‘malecrocodile’,l-alEm,‘bigknife’
女性名詞：n-kiøAN,‘femalecrocodile’,n-alEm,‘knife’
オンガモ語
男性名詞:o-hoito,‘bone’,�-kIIr,‘malesheep’
女性名詞：nA-morrio,‘root’,na-kIIr,‘femalesheep’
ロトゥホ語
男性名詞：l-at�mE,‘maleelephant’,ledye,‘rat(male)’
女性名詞：a-t�mE,‘femaleelephant’,nedye,‘rat’
トゥルカナ語
男性名詞：e-kiøAN(sg.),Ni-kiøAN-A(pl.),‘malecrocodile’
女性名詞：A-kiøAN(sg.),NA-kiøAN-A(pl.),‘femalecrocodile’
中性名詞：i-kiøAN(sg.),Ni-kiøAN-A(pl.),‘babycrocodile’
テソ語
男性名詞：e-kiNok(sg.),i-Nokwo(pl.),‘dog’
女性名詞：a-kiNok(sg.),a-Nokwo(pl.),‘bitch’
中性名詞：i-kiNok(sg.),i-Nokwo(pl.),‘puppy’
カリモジョン語
男性名詞：e-timAt(sg.),Ni-tim(pl.),‘hair’,e-ponoi(sg.),Ni-pon,‘lip’
女性名詞：a-turot(sg.),Na-tur(pl.),‘flower’
中性名詞：i-bore(sg.),Ni-boro(pl.),‘affair’

（テソ語，カリモジョン語は母音の［ATR］値に関して正確な記述ではない。）

観察：
接頭辞に後続する子音や母音により，様々な音韻規則が働くが，それらについては，議

論しない。表13に記載した「性」を表示する接頭辞は，各言語において，たいていの名詞
に義務的に接辞されなくてはならない。バリ語は，「性」を表示する義務的な接頭辞をも
たない。しかし，動物の名前に接辞される「性」を表現する接頭辞をもつ（l�-t�mE,‘ele-
phant(male)’,na-mEk�r,‘buffalo(female)’）。また，バリ語は，動物名以外にも，理由はわか
らないが，l�-kI,‘south’,l�-b�t,‘north’など，「性」を表す接頭辞が接辞される名詞をもって
いる。

表14 ナイル語南方言における接頭辞

ナンディ語
（1）kIp-:kIp-lakat,‘boybornintheevening’,cf.lakat,‘evening’
（2）cE:p-:cE:p-lankE:t,‘leopard’,cf.kI:-la,‘toclimb’
（3）ka:p-:kA:p-kepen,‘Kapkepen(placename)’
（4）ka:-:kA:-pAt-i:n,‘farmer’,cf.ki:-pAt,‘tofarm’

観察：
ナイル語南方言は，バリ語を除くナイル語東方言が発達させた，義務的な「性」を表示
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する接頭辞をもたない。（1）と（2）は，人名や動物のあだ名をつくる接頭辞である。（1）
は，男性を，（2）は，女性を表す名詞に用いられる。（3）は，地名をつくる接頭辞である。

（3）は，ka,‘home’と，a:p,‘of’から由来する。（4）は，動詞から行為者名詞を派生する
接頭辞である。ただし，動詞が「i-語幹」である場合にのみ，接辞される（「i-語幹」では
ない動詞においては，接頭辞，ka:-は，接辞されない。例えば，kas-I:n,‘listener’,cf.ke:
-kAs,‘tolisten’）10）。

サビニ語
（1）cep-:ce-miøantet,‘deafwoman’,cf.mingit,‘tobedeaf’
（2）ko-:ko-potintet,‘farmer’,cf.pAt,‘todig’

観察：
（1）は，人や動物を表す名詞に用いられる。必ずしも，女性を表す名詞に用いられるわ
けではない。（2）は，動詞から名詞を派生するために，用いられる接頭辞である。

3.4.おわりに
前節で簡単に扱った接頭辞は，各言語において，独自に発達したものであって，中には，ナ

イル語西方言，東方言，南方言の，各方言にまで溯る可能性があるものもあるかもしれない。
ナイル祖語にまで遡るものではない。一方，前節で再構成した，語幹に先行する要素は，ナイ
ル祖語にまで溯るものである。

第5章の注

1） Gregersen（1974b）を参照。また，本研究の第2章で詳しく議論した。
2） Hieda（1983）を参照。
3） 再構成音，*r1については，第3章で詳しく議論した。
4） 有声閉鎖音については，第6章で詳しく議論する。
5）「単数（Singulative）」形の形成法については，第4章で議論した。
6） 複数形成については，第2章で議論した。
7）「単数（Singulative）」形については，第4章を参照。
8） *r1と*r2の再構成については，詳しくは，第3章で議論した。
9） この考え方は，「単数（Singulative）」形の形成法における議論の核心でもある。どんな意味をもつ名

詞が，単数を表示するために「単数（Singulative）」形を用いるかは，言語により異なっている。
10）ナンディ語の動詞は，人称活用など，形態論的な特徴から，2つの類に分類される。「i-語幹」動詞と

それ以外である。
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1.はじめに
本章の表題は，ナイル語南方言に所属するキプシギス語における下降型声調の起源を探るこ

とが目的となっている。実際は，ナイル祖語の子音体系に，有声閉鎖音が存在したことを証明
することになる。
本論文の全ての章で目指したことは，祖語の音素体系の再構成を行うのは，音韻対応を集め

て，祖語の音素を再構成することを目的として行うのではなく，祖語の形態論や音韻論を再構
成するために，どうしても必要となったときに，音素の再構成を行うことを示すことである。
この章では，キプシギス語に生じた下降型声調の起源を探ることが，ナイル祖語に有声閉鎖音
の存在を仮定することなしには，不可能なことを明らかにする。
東南アジアで話されている言語の研究において，母音がもつ示差的声調が，子音がもつ示差

的弁別が失われるのを補うために，様々なやり方で発達したことは，よく知られている。最も
よく知られている声調発生論の例は，母音に先行する子音が無声と有声の対立を失った結果，
対立の消失を補うために，母音上に声調の示差的対立が発達するものである。母音に先行する
位置に，有声閉鎖音が，もともと存在する場合に，低声調素が発達し，母音に先行する位置
に，無声閉鎖音が，もともと存在する場合に，高声調素が発達することは，よく知られている
（Nishida(1979),Haudricourt(1954)）。このような声調素の発達が，音声学的に動機付けられる
ことは，すでに明らかになっている。
閉鎖音の無声と有声の対立が失われた場合の声調素の発達については，従来の研究において

明らかにされた。帯気と無気の対立が失われる場合は，どうであろうか。もともとの無声帯気
音に後続する位置で，母音上に相対的に高い声調が，ときどき発達することが知られている。
しかし，帯気音と無気音とを比較すると，もともとの無気音に後続する場合より，もともとの
帯気音に後続する場合のほうが，むしろ低い声調が，母音上に発達する場合がある。無声帯気
音と無声無気音が，帯気と無気の対立を失うとき，無声帯気音に後続する母音上に，より高い
声調が発達するのか，あるいは，より低い声調が発達するのか，はっきりとした傾向がないこ
とが知られている（Gill&Gleason(1969)）。また，ポドコ語の例から，内破音は，声調に影響
を与えるとき，無声音と同じ振る舞い方をすることが知られている（Anderson&Swackhamer
(1981)）。
母音に先行する子音が，後続する母音に与える，声調を上昇させたり，下降させたりする効
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果について，以下のようにまとめられている（Hyman&Schuh(1974)）。

図1 先行する子音が母音に与える声調の効果

ToneLowering ToneRaising

← →
breathy voiced sonorant voiceless voiceless implosive

voiced unaspirated aspirated

ともかく，声調発生論において議論される，声調を発達させる主原因は，母音に先行する子
音の無声と有声の対立である。言語が無声と有声の対立を失うとき，先行する子音が，本来，
有声閉鎖音であれば，後続する母音上に低声調素が発達し，先行する子音が，本来，無声閉鎖
音であれば，後続する母音上に高声調素が発達する（Nishida(1979)）。この声調素の発達は，
図2のようになる。

図2 先行する子音による声調素の発達

#C［+voiced］V-→ (voiced → voiceless)→ #CV(lowtoneme)-

#C［—voiced］ V-→ (voiceless → voiceless)→ #CV(hightoneme)-

次に，母音に後続する子音が，先行する母音上の声調に，どのように影響を与えるかを考え
よう。母音に後続する有声閉鎖音は，先行する母音の基本周波数を降下させ，母音に後続する
無声閉鎖音は，先行する母音の基本周波数を上昇させる効果をもつとする研究がある（Mohr
(1971)）。しかし，母音に後続する有声閉鎖音も無声閉鎖音も，先行する母音の基本周波数を降
下させる。このような音声学的な声調の降下は，話し手によって音韻的な声調対立として解釈
されることはない。母音に後続する声門閉鎖音?と声門摩擦音úのみが，先行する母音上の声
調に影響を与えることが知られている（Hombert(1978)）。この音声学的な観察は，通時的な声
調の発達と一致する。例えば，ベトナム語において，母音に後続する声門音?とúが，失われ
た。声門音?とúを失うかわりに，もともと声門閉鎖音?が後続する母音は，上昇型声調をも
つようになり，もともと声門有声摩擦音úが後続する母音は，下降型声調をもつようになった
（Haudricourt(1954)）。言語が母音に後続する声門摩擦音ú，あるいは，声門閉鎖音?を失うと
き，もともと存在した声門有声摩擦音úの前で，母音上に下降型声調が発達し，もともと存在
した声門閉鎖音?の前で，母音上に上昇型声調が発達する（図2）。

図3 後続する子音が母音の声調に与える効果

-Vú# → (ú → z)→ -V(FallingTone)#

-V?# → (? → z)→ -V(RisingTone)#

一般的にいえば，母音に後続する子音は，声門音úと?以外のどんな子音も，先行する母音
上の声調に影響を与えることはない。しかし，ナイル語南方言，キプシギス語において，声門
摩擦音úが，声調体系の発達に，直接的な影響を与えたが，共鳴音も，声調体系の発達に重要
な役割を果たした。以下では，キプシギス語において，声門摩擦音úと共鳴音が，声調体系の
通時的変化に果たした役割を明らかにする。
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現在話されているキプシギス語は，図4の子音体系をもっている。参考のために，ナイル祖
語に再構成された子音体系も記載する。

図4 キプシギス語の子音体系とナイル祖語の子音体系

キプシギス語 ナイル祖語
p t c k s Voicelessconsonants *p *r1 *l1 *k *kw

m n ø N r l Sonorants *m *n *ø *N *r *l

Voicedconsonants *b *r2 *l2 *g

キプシギス語の閉鎖音に，無声と有声の示差的対立はない。ナイル祖語の閉鎖音には，無声
と有声の示差的対立が存在する。ナイル祖語の子音体系は，4つの調音点（両唇，歯茎，硬口
蓋，軟口蓋）と，3つの調音法（無声閉鎖音，有声閉鎖音，鼻音）の組み合わせの子音と，側
面音，ふるえ音，唇軟口蓋音，半母音（図4では省略）からなる。ナイル祖語再構成音*r1,*r2,
*l1,*l2については，第3章で詳しく議論した。

2. キプシギス語の声調体系1）

キプシギス語は，3つの音声的声調，高声調（以下hで表記する），低声調（以下lで表記す
る），下降声調（以下fで表記する）をもっている。また，3つの基底の声調素，高声調素（以
下Hで表記する），低声調素（以下Lで表記する），下降型声調素（以下Fで表記する）をもっ
ている。一方，ナイル祖語は，2つの基底の声調素，高声調素と低声調素をもっていたと考え
ている。

2.1.声調規則
キプシギス語には，基底の声調素から，音声的声調が派生するのに，複数個の声調規則が存

在する。ここでは，議論に必要な声調規則だけをとりあげて，説明する。
（1）HighFallRaising(HFR)

下降型声調素は，高声調素が後続するとき，高く持ち上げられ，高声調で発音される。
taa(F)+It(H)→ taa(h)–It(h)‘lamp’

名詞語幹，taa-は，基底に下降型声調素をもち，接尾辞-Itは，基底に高声調素をもつ。下降
型声調素は，後続する高声調素によりもちあげられて，高声調で発音される。
（2）HighLowering(HL)

高声調素は，高声調素が後続するとき，異化作用が働いて低声調で発音される。
kaat(H)+It(H)→ kaat(l)–It(h)‘neck’

名詞語幹kaat-は，基底に高声調素をもつ。接尾辞-Itは，基底に高声調素をもつ。高声調素
は，後続する高声調素に対して，異化作用により低声調で発音される。
（3）HighFallCreation(HFC)

母音融合が生じるとき，それぞれの母音が，高声調素を1つずつもっているなら，母音融合
により生まれた1つの音節は，下降声調で発音される（HFCI）。低声調素が高声調素によって
後続されるなら，母音融合により生まれた1つの音節は，高声調で発音される（HFCII）。

muk(H)-(A)(H)+it(H)→ muk(h)-eet(f)‘lid’(HFCI)

語幹形成辞-Aは，後続する第2形をつくる接尾辞-itの母音iと母音融合を起こして，長母音
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eeになる。語幹形成辞-Aは，基底に高声調素をもち，第2形をつくる接尾辞-itは，基底に高声
調素をもつ。母音融合により1つの音節をつくるとき，高声調素と高声調素の組み合わせは，
下降声調で発音される。

ter(L)-(A)(L)+it(H)→ ter(l)–eet(h)‘pot’(HFCII)

語幹形成辞-aは，基底に低声調素をもち，第2形をつくる接尾辞-itは，基底に高声調素をも
つ。母音融合により1つの音節をつくるとき，低声調素と高声調素の組み合わせは，高声調で
発音される。
（4）FloatingToneAddition(FTA)

語末の位置の音節が脱落するとき，また，脱落する音節が高声調素をもっていると，この高
声調素は，浮き声調素となり，先行する音節が低声調素をもっていると，先行する音節に高声
調素は，付加される。
poor(L)+( )(H)→ poor(h)‘body’

名詞語幹に，高声調素をもつ語幹形成辞が接辞されている。しかし，語幹形成辞は，分節的
には脱落している。脱落する音節が高声調素をもっているため，この声調素が浮き声調素とし
て，先行する音節に付加され高声調で発音される。
（5）FinalFall(FF)

共鳴音で終わる語末の位置にある音節が，基底に高声調素をもてば，高声調素は，下降声調
で発音される（FFI）。この声調規則には，後で述べる例外が存在する。

kAAlyAAN(HH)→ kAAlyAAN(hf)‘fly’
1つの音節に，1つの声調素を付与するから，2音節からなる語に，2つの声調素が付与され

ている。単語kAAlyAANは，共鳴音Nで終わっており，語末の位置の音節が，基底に高声調素を
もっている。高声調素は，語末の位置において下降声調で発音される。
単語が3音節以上の音節からなるとき，語末の位置の音節が長い母音をもつなら，その音節

に付与された高声調素は，下降声調で発音される（FFII）。単語が3音節以上の音節からなると
き，語末の位置の音節が短母音をもつなら，その音節に付与された下降型声調素は，高声調で
発音される（FFIII）。

soonAAtinweek(FLLH)→ soonAAtinweek (fllf)‘barren’（FFII）
単語soo-nAA-tin-weekは，ハイフンで示したように，4音節からなる。語末の位置に長母音を

もつ音節が存在する。この音節は，基底に高声調素をもつが，音声的には下降声調で発音され
る。
muuiywek(HHF)→ muuiywek(hhh)‘hide’(FFIII)

語muu-iy-wekは，ハイフンで示したように，3音節からなる。語末の位置に短母音をもつ音
節が存在する。この音節は，基底に下降型声調素をもつが，音声的には高声調で発音される。
FFII規則とFFIII規則は，HFC規則が適用された後に適用される。
以上に記載した例の，表層的に正しい音形式を得るためには，前記の超分節的規則のほか

に，下記の分節的規則が必要である。
（6）VowelCoalescence(VC)
2つの母音が連続するとき，母音融合を起こす。
penoosyA(HLL)+ik(H)→ penoosyeek(hlh)‘dagger’

語幹末の位置にある母音Aと，後続する第2形をつくる接尾辞の母音iが母音融合して，長母
音eeになる。
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（7）LengthDissimilation(LD)
3音節以上の音節からなる単語において，語末の位置にある音節が長母音をもつとき，その

長母音は，先行する音節が長母音をもてば，異化作用により，短く発音される。
penoosyeek(HLH)→ penoosyek (hlh)

上記，「ダガー（魚の一種）」の例からもわかるように，VC規則は，LD規則が適用される前
に適用される。また，同時に，超分節的にはHFCの規則が適用される。LD規則が適用されて
生じた出力には，FFII，あるいは，FFIIIが適用される。

2.2.名詞形態音韻論
キプシギス語において，語幹だけが，基底における下降型声調素をもつ。表層的な発音にお

いては，接辞の位置にも下降声調が現われるが，接辞の位置に現われる下降声調は，あくま
で，前節で説明した声調規則により高声調素や低声調素から派生されたものである。
キプシギス語の名詞は，単数形と複数形に，2つの基本形式，すなわち，第1形と第2形を

もっている。したがって，キプシギス語の名詞は，基本的に，単数・第1形，単数・第2形，
複数・第1形，複数・第2形の4つの形式をもつ。第1形は，名詞が指示するモノが，不特定
なモノであるときに用いられ，第2形は，名詞が指示するモノが，特定なモノであるときに用
いられる。
第1形は，名詞語幹と語幹形成辞からなる。語幹形成辞には，数を表示する接尾辞も含まれ

る。ただし，どんな名詞が，どんな語幹形成辞をもつか，明らかではない。また，名詞が，語
幹形成辞をもたないこともある。そのときも，どんな名詞が語幹形成辞をもたないか，予測で
きない。
第2形は，極めて生産的に，第1形からつくられる。第2形は，第1形に，単数なら，単

数・第2形をつくる接尾辞-It/-itを，複数なら，複数・第2形をつくる接尾辞-Ik/ikを接辞して，
つくられる。第2形をつくる接尾辞は，単数においても，複数においても，基底に高声調素を
もつ。
第1形を構成する語幹形成辞は，低声調素か，あるいは，高声調素をもつ。さらに，語幹は，

低声調素か，高声調素か，あるいは，下降型声調素をもつ。第2形をつくる接尾辞は，声調素
に関して1種類しかなく，第1形をつくる語幹形成辞は，声調素に関して2種類が存在し，語
幹は，声調素に関して3種類が存在する。したがって，名詞の声調素の組み合わせは，表1の
ように6種類の組み合わせが存在することになる。

表1 名詞の声調素の組み合わせ

（1）sot(L)+A(L)+it(H)→ sot-eet(lh)‘calabash’(HFCII)

（2）ma(H)+a(L)+It(H)→ ma-aat(hh)‘fire’(HFCII)

（3）kooi(F)+A(L)+it(H)→ kooi-et(fh)‘liver’(HFCII)

（4）poor(L)+z(H)+tA(H)→ poor-tA(lh)‘body’
（5）muk(H)+A(H)+it(H)→ muk-eet(hf)‘lid’(HFCI)

（6）mAA(F)+A(H)+it(H)→ mAA-eet(hf)‘stomach’(HFR,HFCI)

表1において，（1）は，語幹が低声調素をもち，第1形をつくる接尾辞が低声調素をもつ。
（2）は，語幹が高声調素をもち，第1形をつくる接尾辞が低声調素をもつ。（3）は，語幹が下
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降型声調素をもち，第1形をつくる接尾辞が低声調素をもつ。（4）は，語幹が低声調素をもち，
第1形をつくる接尾辞が高声調素をもつ。（5）は，語幹が高声調素をもち，第1形をつくる接
尾辞が高声調素をもつ。（6）は，語幹が下降型声調素をもち，第1形をつくる接尾辞が高声調
素をもつ。基底の声調素の組み合わせに，HFCII，HFCI，HFRなどの声調規則が適用され
て，表層の声調が派生される。
Creider（1982）は，下降型声調素をもつ語幹が南ナイル祖語にまで溯ることを証明してい

る。例えば，ナイル語南方言ポク語は，高声調素と低声調素の2つの声調しかもっていない。
キプシギス語の下降型声調素は，ポク語の高声調素と対応する。

表2 ポク語の高声調素と，キプシギス語の下降型声調素の対応

Kipsikiis Pok

root-wA(fl) root-wA(hl)‘knife’

ポク語は，ポク語だけに存在する声調規則HighSpreading（HS）規則をもっている。HS規
則を適用することにより，語幹が高声調素をもち，しかも，第1形をつくる接尾辞が低声調素
をもつとき，語幹がもつ高声調素は，第1形をつくる接尾辞に広がる。しかし，ポク語の語幹
がキプシギス語の下降型声調素と対応する高声調素をもつ場合，HS規則は適用されない。し
たがって，ポク語においてHS規則が適用される高声調素は，南ナイル祖語に溯る，本来の高
声調素であり，HS規則が適用されないポク語の高声調素は，南ナイル祖語の下降型声調素に
溯るものであると考えられる。

表3 ポク語の高声調素と，キプシギス語の下降型声調素，高声調素の対応

Pok Kipsikiis

（1）Ay(H)+wA(L) → Ay-wA(hh)(HS)Ay-wA(hl)‘axe’
（2）root(H)+wA(L)→ root-wA(hl) root-wA(fl)‘knife’

表3における，（1）は，南ナイル祖語に溯る高声調素をもつ語幹に，低声調素をもつ第1形
接尾辞が接辞されている。したがって，ポク語において，HS規則が適用される。（2）におい
て，ポク語は，南ナイル祖語の下降型声調に溯る高声調素を語幹にもつ。したがって，ポク語
のHS規則は，適用されない。キプシギス語は，下降型声調を保持している。表3，（2）の対
応を示すポク語の高声調素は，南ナイル祖語下降型声調素に溯ると考えてよいだろう。

3.キプシギス語における子音タイプと声調
キプシギス語における子音タイプと声調の関係を探る上で，重要な役割を果たすのは下降型

声調素である。下降型声調素をもつのは，語幹に限られている。基底に下降型声調素をもつ語
幹は，末尾の位置の子音に制限をもっている。下降型声調素をもつ語幹は，2種類に分類でき
る。1つは，語幹が末尾の位置に半母音yや，二重母音や，長母音をもつものであり，もう1
つは，語幹が末尾の位置に半母音y，wを除く共鳴音をもつものである。表4は，下降型声調
素をもつ2種類の語幹の例である。
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表4 下降型声調素をもつ語幹

（1）kiy(F) ‘thing’,m��I(F) ‘calf’’,kaa-t(F)‘neck’

（2）soon(F) ‘barren’,aar(F) ‘theyoungonesofsheep’

表4において，（1）は，語幹が末尾の位置に半母音yや，二重母音や，長母音をもつもので
ある。「首」を意味する名詞は，語幹形成辞-Vtから由来する子音-tを語幹の末尾の位置にもつ
と考えられる。この語幹は，通時的には，長母音で終わる語幹に語幹形成辞が接辞されていた
と考えられる2）。（2）は，末尾の位置に共鳴音をもつ語幹である。

3.1.ナイル祖語再構成音，有声閉鎖音から由来する声門有声摩擦音*ú
第1節での議論で明らかになったことは，母音に後続する子音が，先行する母音上の声調に

影響を与える場合，声調に影響を与える子音は，声門音に限られるという事実であった。この
言語学上の一般的知識は，キプシギス語の下降型声調素の起源を探る上で確かな基礎を与えて
くれる。
声門摩擦音*úは，キプシギス語において，語幹の最終音節に下降型声調素が存在し，語幹末

尾の位置に半母音y，あるいは，二重母音，あるいは，長母音をもつ語幹の語幹末尾の位置に
再構成することができる。
南ナイル祖語再構成音*úは，表5の対応と対応例から再構成することが可能である。

表5 南ナイル祖語再構成音*ú

（1）
PSN Ki Na(T-B) Na(H) Sa Po(T-B) Po(C) Po(Suk)

*-ú -Vy(F) -Vy,-Vc -Vy,-Vw -Vy,-Vc -Vx,-Vc -Vc

-VVy(F) -VVy

-VV(F) -VV -VV -VV -VV

-VVV(F)

（2）
‘arrow’

Ki:kA:-tA(lh),/kA:-z-tA/(FHH),Na(H):k�-to,Sa:ko-tet,
Po(T-B):kA-t’At(rh),Su:k�-tat3）

‘calf’

Ki:m�:y(f),/m�:y/(F),Na(T-B):m�:y,Na(H):moi,Sa:mo-tya(fl),
Po(T-B):m�:c(h),Po(C):m��x(h),Po(Suk):mauc4)

‘liver’

Ki:kooi-et(fh),/kooi-A-it/(FLH),Na(H):koi,Sa:koy-tyo(fl),Po(C):koc-ox

表5において，（1）は，南ナイル祖語再構成音*úから由来する音素の，ナイル語南方言の
対応を示している。キプシギス語，ナンディ語，サビニ語，ポコト語は，語幹が末尾の位置に
半母音y，あるいは，w，あるいは，軟口蓋摩擦音x，cをもつか，語幹が末尾の位置に二重母
音，あるいは，長母音をもつ。表5，（2）は，（1）の対応を示す実際の例である。
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本研究は，ナイル語南方言に所属する言語の声調体系を明らかにすることを，目的としてい
ない。しかし，キプシギス語の声調体系の分析と，キプシギス語の形式と起源を同じくすると
考えられるナイル語南方言，各言語の形式を比較すると，ナイル語南方言に所属する言語は，
表5（2）に記載した形式において，語幹に下降型声調素を，本来，もっていたと考えてよいだ
ろう。
表5から，南ナイル祖語再構成音*úは，キプシギス語において，半母音y，あるいは，二重

母音を構成する要素，または，長母音をつくる要素として，出現し，ナンディ語において，半
母音y，軟口蓋摩擦音c，あるいは，二重母音を構成する要素，または，長母音をつくる要素と
して，出現する。サビニ語において，半母音y，w，あるいは，長母音をつくる要素として，出
現する。ポコト語において，半母音y，軟口蓋摩擦音c，あるいは，二重母音を構成する要素，
または，長母音をつくる要素として，出現する。
南ナイル祖語再構成音*úは，ナイル祖語に再構成された有声閉鎖音に溯ることができる。ナ

イル祖語有声閉鎖音は，表6の対応例を比較することによって語幹末尾の位置に再構成するこ
とができる5）。

表6 ナイル祖語有声閉鎖音

‘bone’

SN Ki:ka:(f),Na(C&C):kA:w-e:t(lh),Na(T-B):ka:-wa(fl),
Na(H):k�-wo,Sa:ko-wet,Po(C):k�-w�(hl),
Po(Suk):k�-w�

EN Ba:kuyutyo,Lo:na-xoi,Ma:ol-oito(mhll),Ca:l-oito(mhhl),

Ko:l’-oik(pl.),Tu:A-koit,Te:a-koit,Km:a-koit
WN Nu:cuA?,Sh:cogo,An:coo(ll),Ju:coo,Pa:coo,Lu:cogo(lh),

Al:cogo(lh),Ac:cogo,La:cogo(lh)

観察：
語幹末尾の位置において，ナイル語南方言半母音，あるいは，長母音をつくる要素に，

ナイル語東方言は，半母音y，あるいは，二重母音を構成する要素が対応し，ナイル語西
方言は，軟口蓋有声閉鎖音gが対応する。

ナイル祖語再構成形は，PN*kogである。

‘stone’

SN Ki:k�y(f),Na(C&C):k�y-ta(ml),Na(T-B):k�y(lowfalling),
Na(H):koi-i,Po(C):k�x(h),Po(Suk):koc

EN Ba:kodu,Ma:o-soit(mhh),Ca:soit,Ko:o-so’it

WN Nu:gwee,Di:kur,Sh:kit,An:kidi(ll),Lu:kidi(ll),Al:kidi(lh),

Ac:kidi,La:kidi(lh)

観察：
語幹末尾の位置において，ナイル語南方言半母音，あるいは，二重母音を構成する要

素，あるいは，軟口蓋摩擦音cに，ナイル語東方言は，二重母音を構成する要素が対応す
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る。ナイル語東方言バリ語は，語幹末尾の位置に，歯茎有声閉鎖音dをもっているが，こ
の歯茎有声閉鎖音dは，ナイル語東方言に所属する他の言語の，二重母音を構成する要素
と対応するとは考えない。この歯茎有声閉鎖音dは，語幹形成辞の一部と考える。した
がって，バリ語の形式は，ko-duと構成素分析される。
ナイル語南方言，半母音，あるいは，二重母音を構成する要素，あるいは，軟口蓋摩擦

音cに，ナイル語西方言は，歯茎有声閉鎖音d，あるいは，ふるえ音r（ディンカ語）が
対応する。この対応には，ナイル祖語再構成音*l2を想定する6）。

ナイル祖語再構成形は，PN*kol2である。語幹母音は決定することができない。

‘thing’

SN Ki:kIy(f),Na(C&C):kI-It(hh),Na(T-B):kIy(f),
Na(H):kii,Sa:kiy,Po(C):k°x,Po(Suk):ki

EN Ma:en-to-ki(hl),On:na-t’o-Si(hl),Ca:n-to-ki
WN Sh:gin,An:gin(l),gii(lh)(pl.),Ju:gin,Lu:gi(n)(l),Al:gin/gir(l),

Ac:gin,gigu,La:gIn(l),gigu(ll)(pl.)

観察：
語幹末尾の位置において，ナイル語南方言半母音y，あるいは，長母音をつくる要素，

あるいは，軟口蓋摩擦音xに，ナイル語東方言は，ゼロ音素が対応している。
ナイル語西方言は，語幹末尾の位置に，歯茎鼻音nをもつ。この歯茎鼻音nは，「単数

（Singulative）」形の形成過程に生じる，有声閉鎖音の鼻音化によるものである6）。鼻音化
を受けて歯茎鼻音nとなり，有声閉鎖音としては軟口蓋有声閉鎖音gで出現する可能性が
あるナイル祖語再構成音は，再構成音*l2である。
ナイル祖語再構成形は，PN*to-kil2である。

‘water’

SN Ki:pey(f),Na(C&C):pey(l),Na(H):pei,Sa:pe(y),

Po(C):p°x(h),Po(Suk):poc

EN Ba:pioN,Lo(Lp):hi-̧ioN,(Do):ki-fyoN,Tu:Na-kI-pI,
Te:a-ki-pi,On:na-Si-B’i(mmh),Km:Na-ki-pi

WN Nu:pi,Di:piu,Sh:pi,An:pii(l),Ju:pi,Lu:pi(l),Al:pi(l),

Ac:pii,Lu:pig-e(pl.),Ac:pigwaN‘tears’

観察：
ナイル語南方言半母音y，あるいは，長母音をつくる要素，あるいは，軟口蓋摩擦音c，
xに，ナイル語東方言は，ゼロ音素，あるいは，軟口蓋鼻音Nが対応している。軟口蓋鼻音
Nは，「単数（Singulative）」形の形成過程における有声閉鎖音の鼻音化の結果，軟口蓋有声
閉鎖音gが鼻音化されたものである。
ナイル語西方言，ルオ語は，複数語幹末尾の位置に軟口蓋有声閉鎖音gを，アチョリ語

は，修飾語が後続する形式に，末尾の位置において軟口蓋有声閉鎖音gをもつ。ナイル語
南方言半母音y，あるいは，長母音をつくる要素，あるいは，軟口蓋摩擦音c，xに対応す
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るナイル語西方言の音素は，軟口蓋有声閉鎖音gである。
ナイル祖語再構成形は，PN*pEgである。

‘ear’

SN Ki:i:-t(f),Na(C&C):i:-t-it(hf),Na(T-B):i:-t(l),Na(H):ii-t,

Sa:yi-tit,Po(T-B):(y)i:-t(h),Po(C):yii-t(r),Po(Suk):yi-t

EN Lo:neyy-ok(nA-iyy-ok),Ma:Enk-I-��k(mhll),
On:na-S’-��(mhl),Ca:n-kiyyAA(pl.),Tu:A-kit,
Te:a-kit,Km:a-kiit

WN Nu:jith,Di:yic,Sh:yith,An:Ith,Ju:yic,Pa:ith,Lu:it,
Al:ith(h),Ac:it,La:yit(f),Lu:It-E(hl)(pl.)

観察：
ナイル語南方言長母音をつくる要素に，ナイル語東方言は，半母音y，あるいは，ゼロ

音素が対応し，ナイル語西方言は，歯無声閉鎖音th，あるいは，歯茎無声閉鎖音tが対応
する。しかし，ナイル語西方言，ルオ語は，複数語幹末尾の位置に，歯茎無声閉鎖音tを
もつ。ナイル語西方言における複数形成法からわかることは，複数語幹が無声閉鎖音で終
わるとき，単数語幹は有声閉鎖音で終わることである。上に記載した単数形は，語末の位
置の母音が脱落した後に，語末の位置で有声閉鎖音が無声化された結果，語末の位置で無
声閉鎖音をもつことになった。したがって，ナイル語南方言長母音をつくる要素に対応す
る，ナイル語西方言の音素は，歯有声閉鎖音dh，あるいは，歯茎有声閉鎖音dである。こ
の対応には，ナイル祖語再構成音*r2を想定する（第3章を参照）。

ナイル祖語再構成形は，PN*kwi-ir2である。

考察：
表6から，ナイル語南方言，東方言，西方言の間に，音韻対応を見て取れる。さらに大胆な

一般化を行うなら，表6から，ナイル語南方言，東方言，西方言の間に，声調の対応を認める
ことが可能である。ナイル語南方言，東方言，西方言の間の音韻対応と声調の対応は，表7に
まとめることができる。

表7 ナイル諸語，有声閉鎖音の対応

SN EN WN PN

-Vy(F) -Vy(H) -VC［+voiced］(L) *-VC［+voiced］(H)
-VVy(F) -VV(H)

-VV(F)

-VVV(F)

表7において，VVは，二重母音，または，長母音を表す。ナイル語南方言が下降型声調素
をもつのは，本研究で明らかにした。ナイル語東方言，西方言における声調の記述研究はまだ
十分ではないので，結論を下すことはできないが，暫定的に，表7において，ナイル語南方言
の下降型声調素に，ナイル語東方言は高声調素が，ナイル語西方言は低声調素が対応すると考
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えておこう。
表7に記載された形式の語幹は，ナイル祖語の時代に，本来，末尾の位置に有声閉鎖音を

もっていたと考えられる。ナイル語南方言において，ナイル祖語に再構成された有声閉鎖音
は，あるとき，全て弱化して，声門摩擦音に変化した。さらに，声門摩擦音は，二重母音を構
成する要素や長母音をつくる要素になった。先行する音節が高声調素をもっていると，声門有
声摩擦音は，先行する母音の基本周波数を下げるので，その高声調素は，下降声調で発音され
たが，声門有声摩擦音が失われたとき，下型声調が示差的弁別の働きをするようになった。音
声的な下降声調であったものが，音韻的な下降型声調素へと変化したのである。この事実は，
下降型声調素が語幹末尾の位置にのみ存在することから確証される。ナイル語南方言キプシギ
ス語における下降型声調素の発達は，図5にまとめることができる。

図5 ナイル語南方言における下降型声調素の発達

PN PSN SN(Ki)

*-VC［+voiced］(H)> *-Vú(H) > -Vy(F),or-VV(F)

また，南ナイル祖語再構成音，声門有声摩擦音*úは，先行する音節が低声調素をもつとき，
なんら，その声調素に影響を与えることはなかった。

表8 ナイル語南方言*úの対応例，先行する音節が低声調素をもつとき

‘ox’

Ki:?e:y(h),/?e:y-z(LH)/,Na(T-B):?e:y(h),Sa:yey-to,
Po(C):EEx(h),Po(Suk):ec
‘hand’

Ki:e:(y)(l),Na(T-B):ey(l),Na(H):e:,Sa:yew-ut,Po(T-B):e:c(l),

Po(C):eex,Po(Suk):Ec
‘wound’

Ki:m�:y(l),Na(T-B):m�:,Na(H):m�,Sa:mway-et,
Po(C):m�?,Po(Suk):m�

表8から，ナイル語南方言における，南ナイル祖語再構成音*úに由来する音素と，語幹の声
調の対応は，表9にまとめることができる。

表9 ナイル語南方言*úの対応，先行する音節が低声調をもつとき

PSN Ki Na(T-B) Na(H) Sa Po(T-B) Po(C) Po(Suk)

*-Vú(L) -Vy(L) -Vy -VV -Vy -Vc -Vx -Vc

-VVy(L) -VVy

-VV(L) -VV -VV -Vw -V? -VV

-VVV(L)

南ナイル祖語再構成音*úは，もちろん，ナイル祖語に再構成された有声閉鎖音から由来す
る。また，南ナイル祖語に再構成された低声調素は，ナイル祖語において再構成される低声調
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に溯ることができるだろう。ナイル祖語に再構成される有声閉鎖音を語幹末尾の位置にもち，
それに先行する音節に低声調素をもつと考えられる語幹の対応例は，表10に，典型的なもの
を記載する。

表10 ナイル祖語に再構成される有声閉鎖音，語幹が低声調素をもつとき

‘buffalo’

SN Ki:sa:(l),Na(T-B):sa(l),Na(H):so,Sa:soy-et,

Po(T-B):sa:?(l),Po(C):s��?,Po(Suk):s�y
EN Ma:ol-osow-uAn(mhlll),On:o-h’osow-wAn(lhhl),

Ca:l-osowwAn(hll),Lo:a-sw-ani(hhl),Tu:E-k�s�wan(llll),
Te:e-kosobwan

WN Sh:jop,An:joobi(ll),Ju:jobi,Pa:jobi,Lu:jowi(ll),Al:jobi(ll),

Ac:jUbi

観察：
「野牛」を意味するこの形式は，ナイル語南方言において，アフレイジアン言語ファイ
ラムに所属するクシ言語群の言語から，借用されたとの説がある。しかし，その説が正し
くとも，ナイル語西方言，東方言，南方言の形式は，同じ起源をもつ形式と考えられる。
したがって，借用語だとしても，ナイル祖語の時代以前に借用されたと考えなければなら
ない。
ナイル語東方言の形式は，語幹に先行する要素をもつ。また，語幹初頭の位置におい

て，ナイル語南方言，東方言の無声摩擦音sに，ナイル語西方言は，有声音jが対応してい
ることから，ナイル語西方言の形式は，語幹に先行する要素をもっていた。おそらく，ナ
イル語南方言も，語幹に先行する要素をもっていたろう。
ナイル語南方言，東方言，西方言の語幹は，低声調素をもっていただろう。語幹末尾の

位置において，ナイル語南方言の半母音y，声門閉鎖音?，あるいは，長母音をつくる要素
に，ナイル語東方言は半母音wが対応し，ナイル語西方言は有声閉鎖音bが対応する。

ナイル祖語再構成形は，PN*kwo-kobである。

‘nail’

SN Ki:sI:y-ya(ll),Na(H):sii-yA,Po(C):sic-��i(lhl),
Po(Suk):sec

EN Ma:ol-oi-sotoo(mmhf)(*ol-koi-sotoo)

WN Sh:kwoN,An:kwAn(l)lwEEd�,Ju:kw�gE,Lu:kog-no(ll),
Ac:kogo

観察：
語幹末尾の位置において，ナイル語西方言シルク語は，軟口蓋鼻音Nをもち，アニュワ

語は，歯茎鼻音nをもつ。これらの鼻音は，「単数（Singulative）」形の形成過程における有
声閉鎖音の鼻音化により生じたものである7）。したがって，ナイル語西方言は，語幹末尾
の位置に，軟口蓋有声閉鎖音gをもっていると考えられる。あるいは，語幹末尾の位置に
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シルク語が軟口蓋鼻音Nを，アニュワ語が歯茎鼻音nをもつことを説明するためには，再
構成音*l2を想定すればよい。再構成音*l2は，歯茎から軟口蓋にかけての調音点をもつ子
音で出現する。
語幹末尾の位置において，ナイル語南方言半母音y，あるいは，軟口蓋摩擦音cに，ナ

イル語東方言は，二重母音を構成する要素が対応し，ナイル語西方言は，軟口蓋有声閉鎖
音gが対応する。
ナイル語南方言，東方言，西方言の形式は，語幹の音節に低声調素をもっていたろう。
ナイル祖語再構成形は，PN*kog，あるいは，PN*kol2である。

‘milk’

SN Ki:ce(l),Na(T-B):ce,Na(H):ce,Sa:ce-ko,Po(C):c°(h),

Po(Suk):ce?
EN Ba:lE,Ma:kU-lE,On:na-ka-l’E,Ko:kul’e,Ca:kU-lE,

Lo:a-lee,Tu:NA-ki-le(pl.),Te:a-ki-le(pl.),Km:Na-ki-le(pl.)
WN Nu:caak,Di:ca,Sh:cak(pl.),An:caak(l),Ju:cak,Pa:cak,

Lu:cak(l),Ac:cak,Al:cak(l),La:cak(l)

観察：
語幹初頭の位置に見られる，ナイル語南方言，硬口蓋無声閉鎖音c，ナイル語東方言，

側面音l，ナイル語西方言，硬口蓋無声閉鎖音cの対応に，ナイル祖語再構成音*l1を設定
している8）。ナイル語東方言だけが，語幹に先行する要素をもっている9）。

ナイル語西方言の形式は，ディンカ語を除いて，語幹末尾の位置に軟口蓋無声閉鎖音k
をもつ。しかし，これらの形式は複数形である。これらの複数形がつくられるもとになっ
た基準の形式は，語幹末尾の位置に軟口蓋有声閉鎖音gをもっていた10）。

ナイル語南方言，ゼロ音素，あるいは，声門閉鎖音?に，ナイル語東方言，ゼロ音素，
あるいは，長母音をつくる要素が対応し，ナイル語西方言は，軟口蓋有声閉鎖音gが対応
する。この対応にナイル祖語再構成音*l2を想定する。
ナイル語南方言，東方言，西方言の語幹は，低声調素をもっていたろう。
ナイル祖語再構成形は，PN*l1El2である。

考察：
ナイル語南方言において，語幹の音節が低声調素をもち，語幹の末尾の位置に南ナイル祖語

再構成音*úをもつ語幹は，ナイル祖語に再構成された有声閉鎖音を語幹末尾の位置にもち，語
幹の音節が低声調素をもつ語幹から，発達した。この通時的発展は，図6にまとめることがで
きる。

図6 ナイル語南方言における，再構成音*úで終わり，かつ，低声調素をもつ語幹の発展

PN PSN SN(Ki)

*-VC［+voiced］(L) > *-Vú(L)> -Vy(L),or-VV(L)

ナイル祖語に再構成された有声閉鎖音は，ナイル語南方言において，声門摩擦音*úへと音韻
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変化を起こした。そのとき，声門摩擦音は，先行する音節の声調を降下させる。しかし，図6
でまとめた発展において，声門摩擦音に先行する音節は，既に，低声調素をもっていた。その
結果，声門摩擦音の影響を受けても，声調素になんら，変化は生じなかった。
ここまでの議論をまとめておこう。ナイル祖語において，語幹は，高声調素をもつタイプ

と，低声調素をもつタイプの2つの語幹タイプが存在した。閉鎖音は，無声と有声の示差的対
立をもっていた。
ナイル語南方言において，ナイル祖語の全ての有声閉鎖音は，声門摩擦音*úに変化した。声

門摩擦音は，先行する音節の声調に影響を与えた。先行する音節が高声調素をもつとき，すな
わち，語幹が高声調素をもつタイプであるとき，先行する音節の声調を降下させ，下降型声調
素に変化させた。先行する音節が低声調素をもつとき，すなわち，語幹が低声調素をもつタイ
プであるとき，声門摩擦音による声調への影響は，なんら，音韻的には低声調素に変化を与え
なかった。

3.2.共鳴音
第2節で議論した，キプシギス語の声調規則の中で，FFIは，語の最後の音節が高声調であ

り，しかも，語末の位置の子音が，半母音y，wを除く共鳴音（既に半母音については前節で
議論したので，以下では単に共鳴音とだけ書くことにする）であるとき，さらに，語の最後の
音節にある高声調に先行する音節が，高声調をもてば，語の最後の音節にある高声調は，降下
して，下降声調で発音されるというものであった。しかし，この規則には例外が存在する。

表11 声調規則，FFIの例外

Ki s.p. s.s. p.p. p.s.11）

pen(f)pen-et(hh) pen-oosyA(hll) pen-oosyek(hlh)‘dagger’

「ダガー（魚の一種）」を意味する名詞の単数・第1形式を除く全ての語幹は，基底に高声調
素をもっている。単数・第1形だけが他の形式と異なる声調素をもつとするのは不自然であ
る。したがって，単数・第1形も，他の形式と同様に基底に高声調素をもつと考えると，FFIの
規則に対する例外となる。なぜなら，FFIが適用されるのは，語末の位置に共鳴音をもち，語
の最後の音節が高声調素をもち，さらに，先行する音節が高声調素をもつときに限り，語の最
後の高声調素は，下降声調になる。しかし，「ダガー」を意味する名詞の単数・第1形は，語の
最後の音節に高声調素をもつと仮定したとしても，先行する音節をもたない。したがって，FF
Iの規則は適用されない。
しかし，この例外を解決する簡単な方法がある。「ダガー」を意味する名詞の形式が，基底に

高声調素に先行する，もう1つの高声調素をもつと仮定する。この場合，先行する高声調素は，
分節素をもたない浮き声調と考えられる。この簡単な仮定により，「ダガー」を意味する名詞
の単数・第1形の声調をFFIの適用で説明することができる。

図7「ダガー」の単数・第1形の声調

pen(H’H)→ pen(h’f)(FFI)

H’は，浮き声調の高声調素を表し，h’は，浮き声調の高声調を表す。浮き声調は，分節素と
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切り離されており，実際には発音されない。「ダガー」の単数・第1形は，共鳴音nで終わり，
語の最後の音節が高声調素をもつ。しかも，その高声調素に先行する高声調素が，浮き声調と
して存在するので，FFIが適用されて，語末の音節にある高声調素は下降声調で発音される。
また，発音はされないが，音韻規則に影響を与える要素が語幹の前に存在する。「ダガー」を

意味する名詞の単数・第2形は，最後の音節が短音節である。しかし，単数・第2形の形成法
によれば，「ダガー」の単数・第2形は，最後の音節が長音節でなければならない。長音節が単
音節になっているのは，音節の長さに関する異化規則LDが適用されたと考えられる。
しかし，第2節で議論したように，音節の長さに関する異化規則LDは，3音節以上の音節

をもつ語だけに適用される。「ダガー」の単数・第2形は，2つの音節のみをもつから，音節の
長さに関する異化規則LDは，適用されてはならない。しかし，この例外にも簡単な解決法が
ある。発音されない音節が語幹の前に存在すると仮定することにより，「ダガー」の単数・第
2形は，3つの音節をもつことになり，LDを適用することが可能になる。「ダガー」の単数・
第2形は，図8のように派生される。

図8「ダガー」，単数・第2形の派生

$pen(HH)+A(L)+it(H)→ $pen-eet(HHH)→ pen-et(h’hh)(VC,LD)

（＄は音節を表示する。）

語幹形成辞-Aと，第2形をつくる接尾辞-itの母音iが母音融合して，長母音eeとなる。3音
節以上の音節をもつ語において，語の最後の音節が長音節のとき，先行する音節が長いなら，
語の最後の音節は，短音節になる。「ダガー」の単数・第2形は，最後から2番目の音節が共
鳴音で終わるため，長音節とみなされたのであろう。発音されない音節を仮定することによ
り，「ダガー」の単数・第2形は，3音節以上の語となり，LDの適用が可能になる。

さらに，ナイル語南方言外の言語と比較することにより，キプシギス語，「ダガー」を意味す
る形式が，発音されない音節を本来もっていただろうことを，証明することができる。例え
ば，ナイル語東方言マサイ語は，「ダガー」を意味する名詞，ol-kipintoをもつ。この形式は，
語幹pinの前に，語幹に先行する要素ki-をもっている。マサイ語の形式と同じ起源をもつと考
えられるナイル語南方言（キプシギス語）の形式に，現在では発音されない音節が，語幹の前
に存在したと考えてよいだろう12）。

語幹に先行する要素をもち，しかも，語幹末尾の位置に共鳴音をもち，さらに，語幹の音節
に高声調素をもつ語幹の典型的な例を，表12に記載する。

表12 語幹に先行する要素をもち，しかも，共鳴音で終わる語幹の対応

‘fly’

SN Ki:kAAlyAAN(HH),Na(T-B):kA:lyA:N(mh),
Na(C&C):kaliaN,Sa:kalyaN,Po(T-B):kA:lyA:N,
Po(C):k�lIy�N,Po(Suk):kolioN(pl.)

EN Ba:kadoN-onti,Ma:�l-�j�N-anI(mmmhl),
Ko:lajoN’-a(pl.),Ca:l-�j�N-�nI,Lo:a-jaN-ati,
Tu:koliAN

WN Nu:lwoN,loN,luAN,Di:luaN,Sh:lwaNo,An:lwaNN�(hl),
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Pa:loNo,Lu:lwaNnI,Ac:lwaNo,La:lwaNo(ll)

観察：
ナイル語南方言，東方言は，語幹に先行する要素，ka-/ko-（母音調和）をもつ。ナイル

語西方言が，語幹に先行する要素をもっていたかどうかはわからない。キプシギス語は，
基底に，語幹が高声調素をもっている。
語幹初頭の位置においてナイル語西方言は，側面音lをもち，ナイル語東方言は，側面

音l（トゥルカナ語），歯茎有声閉鎖音d（バリ語），硬口蓋有声閉鎖音j（それら以外の言
語）をもち，ナイル語南方言は，側面音lをもつ。この対応にナイル祖語再構成音*l1を想
定する。
ナイル祖語再構成形は，PN*kwa-l1�Nである。

‘finger’

SN Ki:m�:r-na(fl),Na(T-B):m�:r-na,Na(H):mor-na,
Sa:mor-net,Po(T-B):m�:r-n(hl),Po(Suk):m�r-in

EN Ma:ol-kimoj-ino(mmmhl),On:o-Simoj’-ino(lllhl),Ba:mor-inet

観察：
ナイル語西方言に，ナイル語南方言，東方言と起源を同じくすると考えられる形式を見

つけることができない。
バリ語を除くナイル語東方言は，語幹に先行する要素ki-をもつ。ナイル語南方言は，

分節素としては語幹に先行する要素をもたないが，超分節的には，キプシギス語は，基底
に語幹に先行する浮き声調の高声調素をもつ。
語幹末尾の位置にナイル語東方言バリ語は，ふるえ音rをもつが，マサイ語とオンガモ

語は，硬口蓋有声閉鎖音jをもつ。この対応は不規則である。普通，マサイ語，オンガモ語
の硬口蓋有声閉鎖音jに，バリ語は，歯茎有声閉鎖音dか，あるいは，側面音lで対応す
る。おそらくマサイ語とオンガモ語において側面音lとふるえ音rの混同が生じたものと
考えられる。ナイル語東方言は，本来，語幹末尾の位置にふるえ音rをもっていたろう。
ナイル祖語再構成形は，PN*kwi-morであろう。

‘cow’

SN Ki:taø(H’H),Na(T-B):taø(f),Na(H):taø,Sa:taø,
Po(T-B):taø(h),Po(C):taN(h),Po(Suk):taiø

EN Ba:kItEN,Ma:En-kItEN(mhh),Ko:N-g’idheN,
Ca:n-kItEN,Lo:nEtEN(na-xItEN)

WN Nu:yAN,Di:weN,Sh:dhyaN,An:dhIaN(l),Ju:dhyeN,
Pa:dhyaN,Lu:dhIaN,Ac:dyaN,Al:dhyaN(l),La:dyaN(l)

観察：
ナイル語東方言は，語幹に先行する要素をもつ。ナイル語西方言においても語幹に先行

する要素が存在したことは，語幹初頭の位置において，ナイル語西方言，歯有声閉鎖音dh
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が，ナイル語南方言，東方言の歯茎無声閉鎖音tに対応していることからわかる（第5章を
参照）。この対応に再構成音*r1を想定する。

語幹末尾の位置に全ての言語は，鼻音をもつ。これは，有声閉鎖音が「単数
（Singulative）」形成の過程において鼻音化された結果である。

ナイル語南方言は，分節的には，語幹に先行する要素をもたないが，超分節的には，キ
プシギス語は，語幹に先行する浮き声調の高声調素をもつ。この事実は，語幹に先行する
要素をキプシギス語がもっていたことを傍証する。
ナイル祖語再構成形は，PN*kwI-r1Egである。語幹末尾の位置の軟口蓋有声閉鎖音gが

「単数（Singulative）」形成の過程において鼻音化され軟口蓋鼻音Nになった。

考察：
表12の対応例から大胆な一般化を行うなら，ナイル語南方言，東方言，西方言における，語

幹の音素配列論的構造と声調の対応は，図9にまとめられる。

図9 語幹が共鳴音で終わり，語幹に先行する要素をもつ語幹

SN EN WN PN

CV-CVS(HH) CV-CVS(HH) CVS(L) *CV-CVS(HH)

Sは共鳴音を表し，CV-は語幹に先行する要素を表す。ナイル語南方言は，基底に高声調素
と高声調素の連続をもつ。高声調素と高声調素の連続は，語幹が共鳴音で終わるとき，FFI規
則が適用されて，後続する高声調素は，下降声調で発音される。この規則は，先行する高声調
素が，浮き声調であっても適用される。語幹に先行する要素をもつ語幹は，語幹に先行する要
素が分節的には，脱落していようとも，基底に高声調素と高声調素の連続をもつのであり，決
して，下降型声調素を基底にもつことはない。
ナイル語東方言，西方言における声調は，まだ十分に分析されていない。とりあえず，図9

のような対応になっていると暫定的に考えておこう。
一方，語幹に先行する要素をもたない語幹は，基底に下降型声調素をもつ。

表13 語幹に先行する要素をもたない語幹，しかも，語幹が共鳴音で終わる語幹

‘barren’

Ki:soon(F),Na(H):son,Sa:son-et,Po(C):soon-°(lh),

Po(Suk):s�n-o
‘elephant’

Ki:pe:l(F),Na(T-B):pe:l,Na(H):pel,Sa:pel-yontet,

Po(T-B):pe:l-Aw(hl),Po(C):p°l-iy��n(llh),Po(Suk):peel-ion

ナイル語西方言，東方言における声調体系についての研究が進んでいないので，声調に関す
る対応を明らかにするのは困難であるが，表14に，ナイル語南方言，東方言，西方言におけ
る，語幹に先行する要素をもたない，しかも，語幹末尾の位置に共鳴音をもつ語幹の対応例を
例示する。
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表14 語幹に先行する要素をもたない，しかも，共鳴音で終わる語幹の対応

‘road’

SN Ki:�:r(f),Na(H):or,Sa:ar,Po(T-B):�:r(h),
Po(C):�r,Po(Suk):�r

EN Ma:en-koi-toi(mhh),On:n’I-k�I(hl),Ca:N-koitei,
Lo:E-k�I,Ba:kI-k�?,Te:e-gudo

WN Di(Ru):war,Sh:yo,An:joo(l),jiedhi(pl.),Ju:yo,Pa:yoo,

Lu:yo(l),Al:yo,Ac,yoo

観察：
この対応例には，若干の疑問がある。ナイル語南方言の形式は，ナイル語南方言（キプ

シギス語）の声調パターンからは，語幹に先行する要素をもたない語幹と考えられる。一
方，ナイル語東方言，オンガモ語（n’I-k�I<*na+kI-k�I），ロトゥホ語（E-k�I<*a-xI-k�I），
バリ語は，語幹に先行する要素をもつ13）。ナイル語西方言は，語幹初頭の位置に，軟口蓋
有声閉鎖音gから由来する半母音yをもつ。ナイル語東方言，軟口蓋無声閉鎖音kに，ナ
イル語西方言，軟口蓋有声閉鎖音gが対応するのは，語幹が，語幹に先行する要素をもつ
ときである14）。したがって，ナイル語南方言のみが，語幹に先行する要素をもたなかった
と考える必要がある。
既に議論したように，語幹に先行する要素を，ナイル語の3つの方言が，必ずしも同じ

起源と考えられる形式に，もつとは限らない。ある方言が，ときには，ある言語が，語幹
に先行する要素をもっていても，他の言語がもたないことがある。
ナイル語南方言は，語幹の末尾の位置にふるえ音をもち，語幹の音節は，下降型声調素

をもつ。語幹末尾の位置にナイル語西方言は，本来，歯有声閉鎖音dhをもっていた。ナイ
ル語東方言は，語幹末尾の位置に声門閉鎖音（バリ語）をもつか，あるいは，語幹が二重
母音で終わっている。この対応にナイル祖語再構成音*r1，あるいは，*r2を想定する。も
し，再構成音*r2を想定するとアニュワ語の複数形は不規則となる。

ナイル祖語再構成形は，PN*kwI-k�r1，または，PN*kwI-k�r2である。ナイル祖語再構
成音*r1，または，*r2は，ナイル語南方言においてこの形式ではふるえ音rで出現した。

‘belly,liver’

SN Ki:mA:(f),Na(T-B):mA(f),Na(H):mo,Po(T-B):mu:(f),
Po(Suk):muu

EN Ma:e-moiø-uA(mhhh),On:na-m’�Nø-a(lhh),
Ca:moø-uAA(hhhh),Lo:a-muø-A,Ba:muø-et,Te:e-maø,
Tu:E-maø(hh)

WN La:I-maø(lh)

観察：
ナイル語西方言において，ランゴ語だけがナイル語南方言，東方言と，起源を同じくす

ると考えられる形式をもつ。おそらく，ランゴ語の形式は，ナイル語東方言に所属する言
語（おそらくテソ語）からの借用語であろう。
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ナイル語南方言は，語幹末尾の位置に子音をもたない。しかし，ナイル語東方言と西方
言の，ナイル語南方言と起源を同じくすると考えられる形式は，語幹末尾の位置に硬口蓋
鼻音øをもつ。
ナイル語南方言（キプシギス語）は，語幹に下降型声調素をもつ。
ナイル祖語再構成形は，PN*maøである。

‘eye’

SN Ki:k�:N(f),Na(T-B):k�:N(f),Sa:koN-ta,
Po(T-B):k�:N(h),Po(Suk):koN

EN Ba:k�N-E,Ma:En-k�N-U(mmh),On:na-h�N’-U(llh),
Ca:n-k�N-U(mh),Tu:a-k�N-U(hll),Te:a-koN,
Km:a-koN-u

WN Nu:waN(l),Sh:waN,An:waN(l),Ju:c�N,w�N,
Pa:waN,Lu:waN(l),Al:waN(l),Ac:waN,La:waN(l)

観察：
ナイル語南方言，軟口蓋無声閉鎖音k，ナイル語東方言，軟口蓋無声閉鎖音kに，ナイ

ル語西方言半母音wが対応する。この音韻対応を行う子音は，ナイル祖語再構成音，唇軟
口蓋無声閉鎖音*kwから由来すると考える。ナイル語南方言ダトーガ語では，ナイル祖語
再構成音，唇軟口蓋閉鎖音*kwは，口蓋垂無声閉鎖音で出現する。
ナイル語南方言（キプシギス語）は，語幹に下降型声調素をもつ。また，ナイル語南方

言，東方言，西方言は，語幹が軟口蓋鼻音Nで終わる。
ナイル祖語再構成形は，PN*kwaNである。

考察：
表14の対応例から，特に，ナイル語東方言と西方言の声調について，大胆な一般化を行う

と，図10のように，ナイル語南方言，東方言，西方言の間に，語幹の音素配列論的構造と声調
の対応を認めることができる。

図10 語幹が共鳴音で終わり，語幹に先行する要素をもたない語幹

SN EN WN PN

CVS(F) CVS(H) CVS(H?) *CVS(H)

ナイル祖語に再構成された，語幹に先行する要素をもたず，また，語幹の末尾の位置に共鳴
音をもち，さらに，語幹の音節に高声調素をもっていた語幹は，ナイル語南方言において，本
来の高声調素が，下降型声調素に変化した。
一方，語幹に先行する要素をもつ語幹は，ナイル語南方言において，語幹に先行する要素を

失う傾向が存在した。語幹に先行する要素が脱落しても，超分節的には，高声調素が，浮き声
調として残された。つまり，語幹に先行する要素をもっていた語幹は，語幹に先行する要素を
もっていなかった語幹と，分節的には区別できなくなってしまった。
超分節的には，語幹に先行する要素をもたない語幹がもっていた高声調素は，下降型声調素
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に変化した。この音韻変化をもたらした原因は，後続する共鳴音が，先行する音節の声調を下
げる効果をもっていることにある。語幹に先行する要素をもたない語幹が，高声調素を下降型
声調素に変化させた。
一方，語幹に先行する要素をもっていた語幹が，浮き声調である高声調素と高声調素の連続

を保持することによって，語幹に先行する要素をもっていなかった語幹との区別は保持された。
語幹に先行する要素をもたない語幹で生じた高声調素の下降型声調素への音韻変化は，キプ

シギス語の声調規則，FFIとの共通点を思い起こさせる。FFIは，語幹が共鳴音で終わり，ま
た，先行する音節が高声調素をもつとき，語末の高声調素は下降型声調素で発音されるという
ものであった。しかし，語幹に先行する要素をもたない語幹における，高声調素の下降型声調
素への音韻変化が生じる以前は，語幹が共鳴音で終わりさえすれば，先行する高声調素があろ
うとも，なかろうとも，ある種のFF規則が適用されたと考えられる。

このFF規則により生じた表層の下降声調が，基底の声調素に，音韻化Phonologizationされ
た。つまり，話し手は，このFF規則により生じた表層の下降声調を，基底の下降型声調素と再
解釈したのである。この再解釈は，おそらく，声門摩擦音*úが，先行する音節の声調に影響を
与えて，下降型声調素を生じさせた後に起こったのだろう。語幹に先行する要素が脱落したた
めに，語幹に先行する要素をもっていた語幹と，語幹に先行する要素をもたなかった語幹との
区別が失われることを，この音韻化が，超分節的に阻止したのである。語幹の変遷と，それに
ともなう下降型声調素の発展は，図11のようにまとめることができる。

図11 語幹の変遷と下降型声調素の発展

変化前 変化後
基底形 /*CVS(H)/

FF規則
表層形→*CVS(f) > 音韻化 > 基底形 /CVS(F)/

表層形 → CVS(f)

基底形 /*CV-CVS(HH)/ > > 基底形 /CVS(H’H)/

FF規則 FF規則
表層形→*CV-CVS(hf) 表層形→CVS(h’f)

………………………………………………………………………………………………………………
声調体系 >

………………………………………………………………………………………………………………
FF規則 /H/ → f/___S > /H/ → f/H___S

語幹に先行する要素をもたない語幹において，通時的変化以前は，FFの適用により，高声調
素は下降声調で発音されていた。この下降声調が音韻化により基底の下降型声調素となるの
が，通時的音韻変化である。
語幹に先行する要素をもつ語幹において，通時的変化以前は，FFの適用により，高声調素は

語幹に先行する要
素をもたない語幹

語幹に先行する要
素をもつ語幹

語幹に先行
する要素の
脱落

2声調体系
（高声調素，低声調素）

3声調体系
（高声調素，低声調素，
下降型声調素）
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下降声調で発音されていた。語幹に先行する要素が，脱落した。分節素は脱落しても，声調
は，浮き声調として高声調素が保持された。高声調素と高声調素の連続はFF規則の適用をう
けて，後続する高声調素が下降声調で発音される。
声調体系は，2声調体系から3声調体系へと発展した。その原因は，語幹に先行する要素をも

たない語幹で生じた，下降声調の下降型声調素への音韻化である。
FF規則については，通時的変化以前は，共鳴音で終われば，先行する高声調素をもとうと

も，もたなくても，高声調素は，下降声調で発音されるものであった。しかし，語幹に先行す
る要素をもたない語幹において，FF規則により生じた下降声調が音韻化され，下降型声調素と
なった。この通時的変化後は，FF規則は，語幹に先行する要素をもつ語幹にだけ，適用される
ことになった。これが，FFIが，先行する音節が高声調素をもつ場合にのみ，適用されるとい
う変則的な規則になった理由である。
共鳴音が，ナイル語南方言（キプシギス語）において，下降型声調素の発展に，直接的では

ないけれど，役割を果たしたことは明らかになった。表14の対応例に再び戻ろう。ナイル語南
方言「腹」を意味する名詞は，実際には，語幹の末尾の位置に共鳴音をもたない。しかし，ナ
イル語南方言（キプシギス語）の形式が，基底に下降型声調素をもつことは，この形式が，語
幹の末尾の位置に，本来，共鳴音をもっていたことを推測させる。実際，ナイル語東方言の，
ナイル語南方言と起源を同じくすると考えられる形式は，語幹末尾の位置に硬口蓋鼻音øを
もっている。
語幹が，最後の音節に低声調素をもつとき，語幹末尾の位置の共鳴音は，先行する音節の声

調に，なんら影響を与えない。

表15 最後の音節が低声調をもち，共鳴音で終わる語幹

‘body’

Ki:po:r(h)/po:r(LH’)/,Na(T-B):po:r(h),Na(H):por,Sa:por,

Po(T-B):po:r(r),Po(C):poor(r),Po(Suk):por-to

‘enemy’

Ki:pu:n-yA:n(lf),Na(T-B):pu:n-yA:(lh),Na(H):pun-yo,Sa:pun-yontet,
Po(T-B):pu:n-y:n(lh),Po(C):puN-�n(lm),
Po(Suk):puun-yon

表16 最後の音節が低声調をもち，共鳴音で終わる語幹の対応例

‘ash’

SN Ki:�r(l),Na(T-B):�r(l),Na(H):or,Sa:ar,Po(T-B):�r(l),
Po(C):�r(l),Po(Suk):h�r

EN Ma:Enk-Ur-U�nI(mhhhh),On:ok-u}-i’oni(llhl),
Ca:n-kuron-i(hhh),Lo:a-nwara,Ba:k-ur-öN,Tu:e-kuron,
Te:e-kuron,Km:e-kuron

WN Sh:burr,An:bur,Pa:bu(u)r,Lu:buru(hh),Al:vuru(hh),

Ac:buru,
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観察：
ナイル語南方言，東方言において，ナイル祖語に再構成された有声閉鎖音は，弱化し

て，半母音になるか，あるいは，二重母音や長母音を構成する要素になった。したがっ
て，語幹初頭の位置において，ナイル祖語に再構成された有声閉鎖音をみつけることは困
難である。しかし，「灰」を意味する名詞は，ナイル祖語再構成音，両唇有声閉鎖音*bを
語幹初頭の位置にもつ形式であろう。
語幹末尾の位置に全ての言語は，ふるえ音rをもつ。
ナイル語南方言（キプシギス語）の形式は，語幹に低声調素をもち，語幹が共鳴音で終

わるものである。しかし，これだけの対応例からは，ナイル語南方言，東方言，西方言に
おける，声調の対応を確認できない。さらなる資料の精査が必要である。
ナイル祖語再構成形は，PN*(kwu)-burである。語幹に先行する要素が存在するか決定で

きない。

4.まとめ
ナイル語南方言（キプシギス語）の下降型声調素の起源は，以下の2つが考えられる。1つ

は，ナイル祖語に再構成された，有声閉鎖音に由来する声門摩擦音*úが，先行する音節の声調
を下げ，先行する高声調素を下降型声調素に変化させた。もう1つは，語幹末尾の位置にある
共鳴音が，直接的にではないが，先行する音節が下降声調で発音される条件になることによ
り，間接的に，下降型声調素の発達に役割を果たした。
ナイル語南方言（キプシギス語）における下降型声調素の起源の1つは，ナイル祖語に再構

成される有声閉鎖音から由来する，声門摩擦音*úであることが，明らかになった。それなら
ば，ナイル語南方言（キプシギス語）の下降型声調素の分布は，逆に，ナイル祖語における有
声閉鎖音の存在を教えてくれるはずである。例えば，「矢」を意味する名詞の対応例を，もう一
度，とりあげて，このことを証明してみよう。

表17「矢」を意味する名詞の対応

‘arrow,bow’

SN Ki:ka:-ta(lh),/ka:-z-ta(FHH)/,Na(H):k�-to,Sako-tet,
Po(T-B):kA-t’At(rh),Po(Suk):k�-tat

EN Ma:En-kawU�(mhll),Ca:n-kAwwo(hl),
Lo:a-wwo(*a-xawwo),Ba:l�wE,Tu:a-kaU(hll),
Te:a-kabwa

WN Di:with,Sh:weth,An:athEEr�(mll),Lu:athEr�,
Al:athEr�(lll),Ac:atEro

語幹初頭の位置における，ナイル語西方言の子音と，ナイル語南方言，東方言の子音の対応
を説明するのは困難であるが，ナイル祖語再構成音*l1を語幹初頭の位置に想定すると，ナイ
ル語西方言は，ナイル語南方言，東方言と起源を同じくすると考えても差し支えない。
ナイル語南方言（キプシギス語）が語幹に下降型声調素をもつから，語幹末尾の位置には，

ナイル祖語に再構成される有声閉鎖音から由来する，声門摩擦音*úが存在する。ナイル祖語に
再構成される有声閉鎖音は，ナイル語西方言（ディンカ語，シルク語）の対応から，ナイル祖
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語再構成音*r2と考えられる。ナイル祖語再構成音*r2は，歯茎あたりを調音点とする有声閉鎖
音である15）。ナイル祖語に再構成された有声閉鎖音は，ナイル語東方言において，半母音か，
二重母音を構成する要素として，出現する。このことは，「矢」を意味する名詞のナイル語東方
言の形式においても，確認される。この形式ではナイル祖語再構成音*r2は，ナイル語南方言
において有声閉鎖音で出現した。
ナイル祖語再構成形は，PN*l1Er2であろう。
この章は，ナイル語南方言の下降型声調素の来源を探ることを，議論の主たる目的としてき

たが，実は，そのことにより，ナイル祖語における有声閉鎖音の再構成を証明するものでも
あった。祖語の子音体系を再構成するにあたって，音韻対応に頼るだけの再構成には，その再
構成を評価する手段がない。そのような評価する手段をもたない方法に対して，本研究で採用
した方法は，評価する手段を備えたものになっている。祖語の子音体系を再構成するにあたっ
て，評価する手段をもたないような方法は，用いられてはならない。

第6章の注

1） キプシギス語の声調体系の分析は，主に，Creider（1982）による。
2） これらの他に，キプシギス語に，下降型声調素をもつ例外的な語幹が存在する。例えば，Ki:mo:s-A

(FL),‘baboon’がある。この語幹は，ポコト語の同じ起源と考えられる語幹，Po:may�s‘baboon’と比較
して，わかるように，2つの音節が縮小したために，下降型声調素をもつことになったと考えられる。
それぞれの音節がもっていた声調素が，融合したのである。このような語幹は，ここでは扱わない。

3） キプシギス語においてのみ，声調素を表記している。その他の言語については，表層における音声的
な声調を記述している。また，rは，表層における音声的な上昇声調を表記している。

4） c，xで表記する音は，声門摩擦音である。
5） 声門摩擦音は，声門有声摩擦音であったかもしれない。
6） ナイル祖語再構成音*l2については，第3章で詳しく議論した。
7）「単数（Singulative）」形の形成法については，第4章で詳しく議論した。
8） ナイル祖語再構成音*l1については，第3章で詳しく議論した。
9） 語幹に先行する要素については，語幹の変遷を議論した第5章で詳しく論じた。
10）複数形の形成法についての第2章の議論において，ナイル語西方言の閉鎖音が，語幹末尾の位置で，

有声と無声の交替を示すことを，明らかにした。
11）s.p.は，単数・第1形，s.s.は，単数・第2形，p.p.は，複数・第1形，p.s.は，複数・第2形を示

している。第1形と第2形については，前の章で説明した。
12）語幹に先行する要素については，語幹の変遷を議論した章で詳しく論じた。また，ナイル語南方言

（キプシギス語）に，発音されない，語幹に先行する音節が存在することは，ナイル祖語に再構成され
た語幹に先行する要素が，ナイル語南方言において脱落したことを教えてくれる。

13）ナイル語東方言における「性」を表示する接頭辞については，第2章で議論した。
14）ナイル語西方言，「道」を意味する形式の対応については，第3章で議論した。
15）ナイル祖語再構成音*r2については，第3章で議論した。
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1.はじめに
ダトーガ語の子音体系は，従来の研究において未確定であった。特に，閉鎖子音に無声と有

声の対立が存在するか否かが，明らかにされなかった。Hieda（1998）は，ダトーガ語の閉鎖子
音に，無声と有声の音韻論的対立が存在しないことを主張した。ところが，Rottland（1982）が
主張するように，閉鎖子音の無声と有声の対立を認めざるを得ないような言語現象が存在する
（Rottland(1982:154)）。Hieda（1998）は，これらの問題をあえて扱わなかった。この章では，
Hieda（1998）が扱わなかった，閉鎖子音に，無声と有声の対立が存在するかのように見える
特殊な環境について論じる。そして，ダトーガ語の子音体系に，無声と有声の音韻論的対立は
存在しないことを証明する。
Rottland（1982）は，閉鎖子音の無声と有声の対立が果たす音韻論的機能が低いと指摘しな

がらも，動詞の活用においてなど，どうしても閉鎖子音の無声と有声の対立を認めざるを得な
いと考えている（Rottland(1982:154)）。Umesao（1990）もRottland（1982）と同じく，閉鎖
子音の無声と有声の音韻論的対立の存在に疑いをもちながらも，その対立の有無について，解
決が不可能である以上は，閉鎖子音に無声と有声を区別して記録するという立場をとってい
る。これら両者の立場は，閉鎖子音における無声と有声の対立が存在するか，存在しないか
が，明らかにならない段階では，正しい選択であったと考えられる。
Ehret（1982）は，ダトーガ語の子音体系に，口蓋垂音/q/を除いて，有声閉鎖音と設定して，

無声閉鎖音を認めない。実際に，1例を除いて，無声閉鎖音を記録していない1）。しかし，Ehret
（1971）は，この1例に現れる無声閉鎖子音が音素でないとしながら，なぜ無声音で発音される
のかを説明していない。
Rottland（1982）は，閉鎖子音に無声と有声の対立を認めざるを得ないとしながら，形態素

境界で生じる有声閉鎖音の連続に，起源を求めることが可能な無声閉鎖子音を想定している。
例えば，/rabE:ka/「涙，複数」を，名詞語幹dabE:g-と接尾辞-gaに分析し，形態素の境界で，
有声閉鎖音の連続ggが，無声閉鎖音/k/になると考えている（Rottland(1982:154)）。しかし，
Rottland（1982）は，無声閉鎖子音/p,t,c,k/を，全ての場合に，有声閉鎖子音の連続/bb,dd,
jj,gg/に置き換えることには，反対している。そうすることは，あまりに恣意的すぎると考え
ている。
本研究では，ダトーガ語に閉鎖子音の無声と有声の音韻論的対立が存在しないことを，改め
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て主張する。そうすることで，音韻論的にどのような利点があるのかを論じる。また，これま
での議論が陥っていた，単純だが，しかし，決定的な誤りを指摘する。特に第3節では，Hieda

（1998）で扱わなかった言語現象を中心に論じる。

1.1.ダトーガ語
ダトーガ語は，東アフリカ，タンザニア北西部で話されている。エヤシ湖のまわり，ババ

ティの町周辺，ムソマの町の郊外，イティギの町周辺で話されている。さらに，ダトーガ語を
話す人々の一部は，タンザニアとザンビアの国境を越えて，ザンビアにまで移動していると言
われている。ダトーガ語の話し手の数は，約6万4千人と言われているが定かでない（Welmers

（1971:884））。
ダトーガ語は，ナイル諸語の中の下位分類では，ナイル語南方言に分類されている。ナイル

諸語の中では，最も南に位置する言語である。
ダトーガ語の内部には，地理的変種が存在する。Rottland（1982）の分類によると，地理的変

種は，大きく2つのグループ，東ダトーガ方言群と西ダトーガ方言群に分類される。東ダトー
ガ方言群は，バジュータ方言，ギサミジェンガ方言，バラバイガ方言，イシミジェーガ方言か
らなり，西ダトーガ方言群は，ロッティゲンガ方言，ブラディガ方言，ビアンジーダ方言から
なる（図1を参照）。Rottland（1982）が使用した地理的変種の名前は，Tomikawa（1970）が
記録した地域集団の名前と一致する。Tomikawa（1970）は，Rottland（1982）が記録した言語
の地理的変種の名前以外に，地域集団の名前として，ダロラジェーガ，ギダゴーディガ，ビシ
エーダ，ダラグワジェーガ，サラグワジェーガ，グムビエガ，マンガティガ，ダマルガ，サワ
スカを記録している2）。ただし，Tomikawa（1970）が記録した地域集団が，言語的に異なる地
理的変種を話す集団と一致するかどうかはいまだ明らかではない。
ダトーガ語の地理的変種は，実際の地理的分布と必ずしも一致しない。例えば，同一地域

に，異なる地理的変種が話されていることがある。これは，ダトーガ語を話す人々が，他民族
との戦いの歴史において，離合集散を繰り返し，また，頻繁に移動を行ってきたためである。
異なる地理的変種を話す人々が，戦いのための大集団をつくり，転戦を繰り返したためであ
る。

図1 ダトーガ語の地理的変種（Rottland（1982）に基づく）

東ダトーガ方言群：バジュータ方言，ギサミジェンガ方言，バラバイガ方言，イシミジェーガ
方言

西ダトーガ方言群：ロッティゲンガ方言，ブラディガ方言，ビアンジーダ方言

2.ダトーガ語（バジュータ方言）の子音体系
本論は，ダトーガ語の子音体系を明らかにすることを目的としている。ダトーガ語の子音体

系といっても，ここではバジュータ方言の子音体系を明らかにする。第1節で述べたように，
ダトーガ語には多くの地理的変種があり，しかもその違いは，かなり大きいと考えられる3）。
これから試みる議論は，あくまでバジュータ方言で可能であって，その他の地理的変種では不
可能かもしれない。

322



2.1.音声的な無声音と有声音の分布
ダトーガ語（バジュータ方言，以下ではたんにダトーガ語と書く）の閉鎖子音に，無声と有

声の対立が存在するか否かについて，音韻論的に議論をする前に，音声的なレベルでの無声音
と有声音の分布を観察しよう。ダトーガ語は，調音法に関して，閉鎖子音，摩擦音，鼻音，側
面音，ふるえ音，半母音からなる，比較的単純な子音体系をもっている。鼻音，側面音，ふる
え音，半母音は，ダトーガ語においては，無声と有声の音韻論的対立などは，全く問題になら
ない。これらの子音は，普通，どの環境においても有声性の特徴をもっている。また，それと
は反対に，摩擦音は，ダトーガ語において，どんな環境においても無声音で発音される。
では，閉鎖子音は，どのような音声的分布を示すのであろうか。閉鎖子音の，また，摩擦音

を含めた，音声レベルでの無声音と有声音の分布は，以下のようにまとめることができる。

表1 閉鎖子音と摩擦音の音声的分布

（1）摩擦音は，常に無声で発音される。
例 ［suuyEnda］「リカオン」，［gEESatka］「歯，複数」

（2）閉鎖子音は，無声音と有声音で発音される。ただし，その分布には以下のような偏りが観
察される。

（a）語頭の位置で，有声で発音される。
例 ［deeda］「家畜」

（b）鼻音と側面音とふるえ音の後で，常に有声で発音される。
例 ［marErda］「豹」

（c）摩擦音や他の閉鎖子音と連続するとき，無声音で発音される。
例 ［bESta］「象」，［gEESatka］「歯，複数」

（d）語末の位置で，常に無声音で発音される。
例 ［bESak］「象，複数」

（e）母音間の位置で，無声音で発音されたり，有声音で発音されたりすることがある。
例 ［iita］「耳」

［Nadiida］「ライオン」

既に指摘したように，摩擦音は，常に，どのような環境においても，無声音で発音される。
語頭の位置でも，語末の位置でも，母音間の位置でも，また，閉鎖音や摩擦音と連続する位置
でも，無声音で発音される（表1の（1）の［s］や［S］）。

一方，閉鎖子音は，音声的に，無声音で発音されるときと，有声音で発音されるときがあ
る。語頭の位置では，普通，有声音で発音され，また，鼻音や側面音やふるえ音の後では，常
に，有声音で発音される（表1の（2）における（a）の語頭の［d］，（b）における［r］の後
の［d］）。
ところが，摩擦音や他の閉鎖子音と連続するときは，無声音で発音される（表1の（2），（c）

における摩擦音［S］の後の［t］，また，［gEESatka］における［t］や［k］）。表1の（2）におけ
る（c）の環境について注意すべきことは，閉鎖子音が連続するとき，連続する子音は，常に，
無声音で発音されることである。言い換えれば，有声閉鎖子音と無声閉鎖子音が連続して現れ
ることは，決してない。また，語末の位置で，閉鎖子音は，常に，無声音で発音される（表1
の（2）における（d）の語末の位置における［k］）4）。
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表1の（1）から，（2）の（d）までの分布で示される，閉鎖子音の音声レベルの発音は，極
めて規則的である。ところが，表1の（2）における（e）は，閉鎖子音が，母音間の位置にお
いて，無声音でも有声音でも発音されることを示している。
表1の（2）における（e）の，母音間という環境を除けば，表1の（1）から（2）の（d）

までの閉鎖子音の音声レベルでの発音の分布は，無声と有声に関して，いわゆる相補分布を示
している。つまり，閉鎖子音が，同一の環境で，無声音で発音されたり，あるいは，有声音で
発音されたりすることはない。閉鎖子音は，ある特定の環境では，必ず無声音か有声音のどち
らか一方で発音される。このことから，母音間という環境を除けば，閉鎖子音は，無声と有声
の音韻論的対立がないことになる。閉鎖子音が無声音で発音され る，母音間を除く環境は，図
2のように図式化できる。

図2 閉鎖子音が無声音で発音される環境（ただし，表1の（2），（e）を除く）

C［−sonorant］ → C［−voiced］/C［−sonorant］___
［−continuant］ ［−continuant］

C［−sonorant］ → C［−voiced］/___C［−sonorant］
［−continuant］ ［−continuant］

C［−sonorant］ → C［−voiced］/___#
［−continuant］

図2は，もっと一般化を行った形式で表記することができると思われるが，本研究は，議論
を一般化することを目的としていない。
図2における［−sonorant］［−continuant］という特性をもつ子音は，ダトーガ語においては

閉鎖子音か摩擦音である。図2が示す音声的な分布は，［−sonorant］［−continuant］の特性をも
つ子音，すなわち，閉鎖子音か摩擦音が，［−sonorant］［−continuant］の特性をもつ子音，すな
わち，閉鎖子音か摩擦音に，先行しようとも，後続しようとも，それは，無声音で発音される
ことを表している。また，閉鎖子音は，語末の位置において無声音で発音されることを示して
いる。そして，図2以外の環境においては，有声音で発音される。
残された問題は，表1，（2）の（e）の環境において，閉鎖子音が無声音でも有声音でも発音

されるというものである（［iita］における［t］と，［Nadiida］における［d］）。
この問題が解決できないなら，ダトーガ語の子音体系には，閉鎖子音に無声と有声の音韻論

的対立が存在すると，認めなければならない。なぜなら，同一の環境において，無声閉鎖子音
と有声閉鎖子音が存在することになるからである。
この問題を解決するために，以下のように考える。
音声レベルにおいて，母音間の位置において無声で発音される閉鎖子音を，同じ調音点で発

音される閉鎖子音の連続と，仮定する。例えば，表1の（2），（e）の例，［iita］は，音韻論的
には，/iitta/であると仮定する5）。このように仮定すれば，閉鎖子音tは，連続し，図2におけ
る環境指定の中の閉鎖子音が連続するという環境と一致する。そして，閉鎖子音tは，無声音
で発音されることになる。
事実，この語は，名詞の単数語幹に，単数・第2形式をつくる接尾辞-taが接辞された形式で
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ある。単数・第1形式は，［iidi］と発音され，その音素表記は，/iiti/と考えられる。接尾辞-ta
が接辞されていないため，閉鎖子音tが連続していない。
一方，［Nadiida］は，音素tが閉鎖子音や摩擦音と連続していないと考えて，図2の環境指定

以外の環境なので，有声音で発音される。この語を音素表記すると，/Natiita/となる。
このように，音声レベルにおいて無声音で発音される閉鎖子音を，とりあえず，閉鎖子音の

連続と考えて，ダトーガ語の閉鎖子音には，無声と有声の音韻論的対立は存在しないと結論す
る。このとき，閉鎖子音は，無声閉鎖子音と考えておく。ただし，実際は，子音体系内におい
て，閉鎖子音に無声と有声の音韻論的対立は存在しないということが分かったのだから，閉鎖
子音が無声音であるとか，有声音であるとかを議論することは，意味がない。しかしながら，
有声閉鎖子音だけをもち，無声閉鎖子音をもたない子音体系からなる言語を仮定することは，
類型論的に考えて不自然である。それゆえ，ダトーガ語の子音体系内に，無声閉鎖子音を仮定
するのである。
閉鎖子音は，音韻論的に条件付けられた異音として，無声音と有声音を持つと考える。音素

としての閉鎖子音の，音声レベルでの発音の現れ方をまとめると図3になる。
図3は，閉鎖子音が，その調音点が同じであろうと異なろうと，他の閉鎖子音や摩擦音と連

続するとき，また，語末の位置に存在するとき，無声音で発音され，それ以外の環境において
は，有声音で発音されることを示している。

図3 閉鎖子音の音声レベルでの発音

C［−sonorant］ → C［−voiced］/C［−sonorant］___
［−continuant］ ［−continuant］

C［−sonorant］ → C［−voiced］/___C［−sonorant］
［−continuant］ ［−continuant］

C［−sonorant］ → C［−voiced］/___#
［−continuant］

C［−sonorant］ → C［+voiced］/上記以外の環境
［−continuant］

2.2.音声的証拠と形態論的証拠
音声レベルで，母音間の位置において，無声音で発音される閉鎖子音と，同じ調音点の閉鎖

子音の連続であると考える証拠を2つ，指摘する。
第1に，実際の発音を注意深く観察すると，例えば，/iitta/「歯」の閉鎖子音tは，二重子音

［tt］に聞こえる。この事実は，Umesao（1990）においても，Rottland（1982）においても，指
摘されている。
第2に，この語，/iitta/は，形態素に分析すると，名詞語幹iit-と，単数・第2形式をつくる

接尾辞-taからなることが分かる。これは，この名詞の複数形と比較して考えるとよく分かる。
複数形は，語幹iit-と，複数形をつくる接尾辞-iと，複数・第2形式をつくる接尾辞-kaからで
きている（/iit-i-ka/）。この場合，名詞語幹の末尾に位置する音素tと，複数・第2形式をつく
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る接尾辞の初頭に位置するkは，複数を表示する接尾辞-iによって，閉鎖子音の連続をつくる
ことを阻止されている。その結果，実際，音声レベルの発音では，［iidiga］と，音素tも，音
素kも，有声音で発音される。
また，人名によく接辞される形態素，/kita/［gida］がある。これは，他の名詞の前に付加さ

れ，人名をつくる。例えば，この形態素，/kita/［gida］が，「動物」を意味する/tiyanka/
［diyanga］の前に付加されると，/kita/［gida］の末尾の位置にある母音aが脱落する。この形
態素が前置された形式を音素レベルで表記すると，/kit-tiyanka/になる。結果，/kit-/の末尾の
位置にある閉鎖子音tと，/tiyanka/［diyanga］の初頭の位置にある閉鎖子音tが連続すること
になる。つまり，同じ調音点の閉鎖子音tが連続することになる。このとき，音素tは，閉鎖
子音が連続するという，図2の環境指定に合致する。その環境では，すなわち，閉鎖子音が連
続するとき，閉鎖子音は，無声音で発音される。無声閉鎖音tの連続ttは，音声的に無声音［t］
で発音される。

2.3.閉鎖子音の連続を仮定することの利点
音声レベルにおいて無声音で発音される閉鎖子音を，同じ調音点で発音される閉鎖子音の連

続と考えて，これら音声レベルでの無声で発音される閉鎖子音全てを，閉鎖子音の連続で表記
することによって，閉鎖子音には音韻論的な無声と有声の対立がないと仮定することと，ある
いは，音声レベルにおいて無声音で発音される閉鎖子音を音素としての無声閉鎖子音と考え，
音声レベルにおいて有声音で発音される閉鎖子音を音素としての有声閉鎖子音と考えることに
よって，閉鎖子音に音韻論的な無声と有声の対立が存在すると考えることには，理論的にはな
んら違いはないと思われるであろう。つまり，音声レベルにおいて無声音で発音される閉鎖子
音を，閉鎖子音の二重子音，CCで表記し，音声レベルにおいて有声音で発音される閉鎖子音
を，閉鎖子音の単子音，Cで表記することは，表記の仕方を変えただけで，なんら問題を解決
していないように思われるだろう。しかし，音声レベルにおいて無声音で発音される閉鎖子音
を，同じ調音点の閉鎖子音の連続と考えることがもたらす利点がある。
第1に，音声レベルで，母音間の位置において，無声閉鎖音が出現する頻度が低いことを説

明することができる。なぜなら，同じ調音点の閉鎖子音が連続した場合にのみ，音声レベルで
無声閉鎖音が，母音間の位置に出現するのだから，無声閉鎖子音の母音間の位置に出現する確
率は，同じ調音点の閉鎖子音が連続する確率ということになる。これを単純に計算すると，ダ
トーガ語の子音と母音の合計した数，22分の1の確率ということになる。ただし，当然，この
数には有声閉鎖子音の数を加えない。この確率では，無声閉鎖音が母音間の位置で，音声レベ
ルにおいて，出現する頻度が低いのは当然といえる。
第2に，語頭の位置において，無声閉鎖子音が，普通，音声レベルで出現しないことを説明

できる（たまに語頭の位置で音声レベルにおいて無声閉鎖音が出現することがある。これにつ
いては第3節で議論する）。図3で見たように，語頭の位置で，閉鎖子音は，普通，有声音で
発音される。閉鎖子音が連続するのは，もっぱら形態素の境界においてであると考えられるの
で，語頭の位置では，普通，無声閉鎖子音が音声レベルで現れないという事実と一致する。
第3に，歴史言語学の観点から見れば，ナイル語南方言の中で，ダトーガ語の子音体系を再

考することができる。
ダトーガ語の子音体系は，本研究の結論が正しければ，閉鎖子音に音韻論的な無声と有声の

対立がないから，図4（b）のようにまとめることができる。本研究での結論と対照するため
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に，無声と有声の対立を認めた，先行研究の考え方によるダトーガ語の子音体系を，図4（a）
に，また，同じく，ナイル語南方言に所属するカレンジン諸語の子音体系を，図4（c）に並べ
ておく。

図4 ダトーガ語の子音体系

（a）ダトーガ語（先行研究）（b）ダトーガ語（本研究）（c）カレンジン諸語
p t c k q p t c k q p t c k

b d j g

(f)s S h (f) s S h s

l l l

r r r

m n ø N m n ø N m n ø N
y w y w y w

図4（a）の先行研究によるダトーガ語の子音体系の表では，有声閉鎖子音/b/，/d/，/j/，
/g/が，音素として含まれていたが，それら全てを図4（b）では排除することができる。有声閉
鎖子音をダトーガ語子音体系から排除すると，図4（b）と図4（c）を比較して分かるように，
ダトーガ語の子音体系と，ナイル語南方言に所属する他の言語，例えば，カレンジン諸語の子
音体系は，極めて似ていることが分かる。
ダトーガ語とカレンジン諸語の子音体系が違っているところは，閉鎖子音が，音声レベルに

おいて，無声音と有声音で発音される環境の違いにある。この環境の違いを明らかにするため
に，カレンジン諸語において，閉鎖子音が無声音と有声音で発音される環境を考察する。カレ
ンジン諸語に所属する言語間における細部の違いを無視すると，カレンジン諸語における閉鎖
子音が，音声レベルで無声音と有声音で発音される環境は，表2にまとめることができる。

表2 カレンジン諸語における閉鎖子音の音声的分布

（a）語頭の位置において，閉鎖子音は，常に無声音で発音される。
例（ナンディ語）［k�:da］「目」

（b）鼻音と側面音とふるえ音の後で，常に有声音で発音される。
例（ナンディ語）［ke:lda］「足」

（c）摩擦音や閉鎖音と連続するとき，無声音で発音される。
例（キプシギス語）［kIpsIgIIs］「キプシギス」

（d）語末の位置で，常に無声音で発音される。
例（ナンディ語）［ing�k］「鶏」

（e）母音間の位置において，有声音で発音される。
例（ナンディ語）［kI:bU:t］「落ちる」

カレンジン諸語に所属する言語の中には，硬口蓋閉鎖子音/c/が，母音間の位置においても
無声音で発音されるか，あるいは，自由変異として，無声音でも有声音でも発音される言語が
存在する。しかし，細部の違いを無視すると，閉鎖子音の音声的分布は，表2でまとめたもの
でよい6）。
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表1と表2をくらべると，閉鎖子音の音声的分布について，カレンジン諸語のそれと，ダ
トーガ語のそれとの違いは，語頭の位置での発音であると言える。カレンジン諸語では，語頭
の位置で，閉鎖子音は，無声音で発音されるが，一方，ダトーガ語では，有声音で発音され
る。
ダトーガ語とカレンジン諸語の子音体系の違いは，閉鎖子音が，音声レベルで，無声音，あ

るいは，有声音で発音される環境が異なるだけである。その環境の違いをスケールで表すと図
5になる。

図5 閉鎖子音が無声音と有声音で発音される環境

___C［−son］___ ___# #___ ___C［+son］___ V___V

［−voiced］← →［+voiced］
Dat − − + + +

Kal − − − + +

（−は，［−voiced］を，+は，［+voiced］をあらわす。Datはダトーガ語を，Kalはカレンジン
諸語をあらわす）

図5のスケールは，以下のことを表している。ダトーガ語では，摩擦音や閉鎖音に連続する
ときと，語末の位置で，すなわち，スケールの2番目の環境より左側では，閉鎖子音は無声音
で発音される。語頭の位置や，鼻音，側面音，ふるえ音，すなわち，共鳴音に連続するときや，
母音間の位置，つまり，スケールにおける3番目の環境より右側では，閉鎖子音は，有声音で
発音される。
一方，カレンジン諸語では，摩擦音，閉鎖音に連続するときと，語末の位置と語頭の位置，

つまり，スケールの3番目の環境から左側では，閉鎖子音は，無声音で発音される。鼻音，側
面音，ふるえ音，すなわち，共鳴音に連続するときと，母音間の位置において，つまり，ス
ケールにおける4番目の環境より右側では，閉鎖子音は，有声音で発音される。
図5のスケールは，言語に普遍的な有声性の一般的スケールと，ほぼ一致している。スケー

ルの右へいくほど有声性が高くなっている。共鳴音は，有声性が高く，母音は，さらに有声性
が高い。スケールは，語末の位置よりも，語頭の位置が，相対的に有声性が高いことを示して
いる。閉鎖子音や摩擦音は，もっとも有声性が低い。
図5が示していることは，語境界という要素を含めて，有声性のより高い要素と連続する

と，閉鎖子音は，有声音で発音される可能性が高くなるという事実である。これは，一種の有
声性に関する同化現象とみなすことができる。ダトーガ語の閉鎖子音もカレンジン諸語の閉鎖
子音も，その音声レベルでの発音のされ方は，この一般的傾向に一致している。ただし，どの
環境から有声音で発音されるかの境が，ダトーガ語とカレンジン諸語では違っているのであ
る。

3.声門閉鎖子音
第2節で議論したように，ダトーガ語においても，閉鎖子音に，無声と有声の音韻論的対立

が存在しないことが明らかになった。そして，母音間の位置において無声音で発音される閉鎖
子音は，同じ調音点の閉鎖子音の連続であると主張した。ところが，音声レベルにおいて無声
音で発音される閉鎖子音全てを，同じ調音点の閉鎖子音の連続であるとすることでは，説明が
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つかない現象がまだ存在する。
ダトーガ語の名称は，過去の文献においては，DatoogaやTatoogaと書かれている。語頭の位

置の子音は，無声閉鎖子音で表記されたり，有声閉鎖子音で表記されたりしている。これは，
過去に記録を残した研究者が間違って聞き取ったか，あるいは，書き取ったと考えてはならな
い。また，第2節で議論したように，ダトーガ語の閉鎖子音に，無声と有声の音韻論的対立が
存在しないことによる，自由変異であると考えるかもしれない。ところが，第2節で明らかに
したように，閉鎖子音は，語頭の位置において，常に有声で発音されなければならない。した
がって，語頭の位置において，閉鎖子音は，自由変異として，有声音でも，無声音でも発音さ
れると考えてはならない。
しかし，実際に現地調査を行うと，ダトーガ語の名称は，音声レベルで，［datt�:ga］とも，

［tatt�:ga］とも，語頭の位置において，無声音で，あるいは，有声音で発音されるのを，観察
することができる。語頭の位置で，音声レベルにおいて，無声音でも有声音でも発音されるの
が，自由変異でないとしたら，いったいどのように考えればよいのだろうか。
実は，音声レベルの発音を詳しく観察すれば，語頭の位置において無声音で発音されると

き，その無声閉鎖子音の前に，声門閉鎖が観察されるのである。それに対して，語頭の位置に
おいて，有声音で発音される閉鎖子音の前には，声門閉鎖が観察されない。さらに，この2つ
の形式，つまり，語頭の位置において，無声閉鎖音で発音される形式と，語頭の位置におい
て，有声音で発音される形式について，その用いられる文脈をよく観察すれば，語頭の位置に
おいて無声閉鎖音で発音される形式と，有声閉鎖音で発音される形式では，用いられる文脈が
異なっていることに気づくのである。語頭の位置において有声閉鎖子音で発音される形式は，
なんら強調もない普通の文脈に用いられるのに対して，語頭の位置において無声閉鎖子音で発
音される形式は，強調のある，あるいは，詠嘆がある文脈において用いられるのである。この
事実を整理すると，下の表3になる。

表3 語頭の位置において，有声閉鎖子音と無声閉鎖子音が使用される文脈

（a）［datt�:ga］ 「ダトーガ」
（b）［?tatt�:ga］「おお！ダトーガよ！」

声門閉鎖音は，もちろん，閉鎖子音であるから，表3（b）において，語頭の位置に声門閉鎖
音が存在し，そして，それに閉鎖子音が後続することから，閉鎖子音が連続することになる。
連続する閉鎖子音は，無声音で発音されなければならない。なぜなら，第2節で議論したよう
に，ダトーガ語の閉鎖子音は，閉鎖子音や摩擦音と連続するとき，無声音で発音されるからで
ある。
従来，ダトーガ語の名称が，Tatoogaとして，語頭の位置の子音を無声音で記録していたの

は，記録者が語頭の位置に声門閉鎖音が存在することに気づかなかったこと，また，語，ある
いは，文が，強調や詠嘆をこめて発音されたことに気づかなかったことによる。
したがって，表3（b）における語頭の位置にある声門閉鎖音?は，意味をもつ1つの形態素

として認定しなければならない。それは，強調，あるいは，詠嘆文をつくる形態素であると考
える。この形態素は，どんな名詞の前にも置かれることは可能である。この形態素が閉鎖子音
の前に置かれたとき，閉鎖子音の連続を形成することになり，当然，これらの閉鎖子音の連続
は，無声音で発音される。強調，あるいは，詠嘆文をつくる形態素として，声門閉鎖音?から
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なる形態素が存在すると考えるなら，表3における（a）と（b）は，声門閉鎖音?の存在に関
して，最小対をつくっている。したがって，声門閉鎖音?は，ダトーガ語の子音体系において，
1つの音素であると認めることができる。表3（a）と（b）を，音素レベルの表記で書くと，
表4になる。

表4 表3の音素レベル表記

（a）/tatt�:ka/ 「ダトーガ」
（b）/?tatt�:ka/「おお！ダトーガよ！」

音声レベルにおいて無声閉鎖子音が語頭の位置に出現することにより，第2節の議論を，一
見，否定するかのように思われた例は，第2節で行った議論を補強することになった。

また，まれではあるが，動詞活用の中に，音声的レベルにおいて，無声閉鎖子音が現れるこ
とがある。例えば，複数命令形に無声閉鎖子音が現れる。

表5 動詞命令形（バラバイガ方言）

Sg. Pl.

abuusa ‘Fege!’ opuusa ‘Fegt!’

adaana ‘Schmiede!’otaana ‘Schmiedet!’

aguleena ‘Teile!’ okuleena ‘Teilt!’ (Rottland(1982:154))

表5では，単数命令形は，動詞語幹の初頭に有声閉鎖子音が存在するのに対して，複数命令
形は，動詞語幹の初頭に無声閉鎖子音が存在する（表5，opuusaのp，otaanaのt，okuleena
のkを参照）。ただし，全ての動詞が，複数命令形の語幹初頭の位置に無声閉鎖子音をもつわけ
ではない。複数命令形で，語幹初頭の位置に無声閉鎖子音をもつのは，Rottland（1982）がクラ
ス2と分類する動詞である。
表5における複数命令形を説明するには，動詞語幹に複数命令形をつくる接頭辞が接辞され

ていると考えて，そして，その接頭辞の末尾の位置に，声門閉鎖音が存在すると考えればよ
い。例えば，複数命令形をつくる接頭辞は，/�?-/と考える。そうすれば，表5は，以下のよう
に，音素表記することができる。

表6 動詞複数命令形をつくる接頭辞

/�?-/+/puusa/ → /�?puusa/［opuusa］「掃除しろ」（複数）
/a-/+/puusa/ → /apuusa/［abuusa］ 「掃除しろ」（単数）

複数命令形において，声門閉鎖音?と両唇閉鎖音pが連続するから，閉鎖音は，無声で発音
される。一方，単数命令形では，両唇閉鎖音pは，母音間の位置において有声音で発音され
る。
ただし，複数命令形において，動詞語幹の初頭の位置に無声閉鎖子音が現れるのは，
Rottlandが言うクラス2の動詞においてのみである。この事実は，ナイル語東方言や南方言に
所属する言語と同様に，ダトーガ語に，動詞語幹の2つの類が存在したことを示している。動
詞語幹は，その初頭の位置に，母音をもつか，もたないかによって，どちらの類に所属するか

330



が決定される。しかし，ダトーガ語では，語幹初頭の位置の母音は失われて，類の区別は，動
詞活用における違いの中に保存されている。普通，ダトーガ語を除くナイル語東方言，南方言
に所属する言語の文法を記述するとき，語幹初頭の位置に母音がある動詞語幹を，クラス2と
分類する。しかし，Rottland（1982）が記述した文法では，表5と表6から分かるように，ク
ラス2と分類された動詞語幹には，その初頭の位置に，本来的に母音が存在しない。これとは
逆に，クラス1と分類された動詞語幹には，初頭の位置に，本来は，母音が存在したと考えら
れる。なぜなら，語幹初頭の位置に本来，存在したであろう母音が，複数命令形をつくる接頭
辞の末尾の位置にある声門閉鎖音と，動詞語幹の閉鎖子音との間に介在するために，閉鎖子音
が連続することを阻止する。その結果，閉鎖子音は，クラス1の動詞語幹では，複数命令形に
おいても，無声音で発音されることはないのである。声門閉鎖音を仮定することによって，ダ
トーガ語の動詞語幹に存在する2つの類の分類は，本来，語幹の初頭の位置に母音をもってい
た語幹と，母音をもっていなかった語幹の区別であることが分かる。この仮説をおしすすめる
ことによって，ダトーガ語の動詞形態論にあらたな発展をもたらすことができる。ただし，ク
ラス1とクラス2の分類は，Rottland（1982）の分類を入れ替える必要がある。Rottland（1982）
のクラス1動詞は，クラス2動詞に，クラス2動詞は，クラス1動詞にしなければならない。

4.まとめ
まず，ダトーガ語の子音体系に，閉鎖子音に有声と無声の音韻論的対立が存在しないことを

提案した。同時に，摩擦音は，常に無声音で発音されることから，ダトーガ語の子音体系にお
いては，有声と無声の音韻論的対立は，存在しないと結論できる。第3節では，ダトーガ語の
子音体系に，声門閉鎖音?を1つの音素として認めなければならないことを証明した。そして，
従来，無声閉鎖子音として記述された子音は，同じ調音点の閉鎖子音の連続か，あるいは，声
門閉鎖音?と閉鎖子音の連続のどちらかであると考えた。同じ調音点の閉鎖子音の連続である
か，あるいは，声門閉鎖音と閉鎖子音の連続であるかは，形態素分析を行うことで決定され
る。第3節で例示した感嘆，詠嘆文をつくる形態素や，動詞複数命令形をつくる形態素には，
声門閉鎖音が含まれている。これらの形態素が接辞されるとき，声門閉鎖音と閉鎖子音が連続
するため，音声レベルにおいて，無声閉鎖音が出現する。ダトーガ語の子音体系は，図6にま
とめることができる。

図6 ダトーガ語の子音体系
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第7章の注

本研究は，文部科学省科学研究補助金（課題番号08041015）により可能となった。調査は，1986年
11月と12月に行われた。調査地は，タンザニア，アルーシャ県，マンゴーラ村である。

1） Ehret（1971），p.120になぜか無声閉鎖子音をもつ単語が1例，記録されている。kunio:d‘mortar’が
それである。彼は，ダトーガ語の音素分析は行っていないと認めている（私信）。

2） ダトーガの社会組織は，地域集団の連合体からなっている。氏族は，地域集団を横断するように，同
じ名前の氏族が異なる地域集団の中に存在する。

3） ギサミジェンガ方言についての小さな記述を，Rottland&Creider（1996）に見つけることができる。
これと著者が調査したバジュータ方言の記述の間にも違いを見つけることができる。

4） ダトーガ語では，語末の位置にある母音は，自由に脱落することができる。母音脱落の結果，語末の
位置にある閉鎖子音は，無声音で発音される。

5） 音韻論的な形式としては，第3節で議論する声門閉鎖音を考慮すると，論理的な可能性として，/ii?ta/
と/iit?a/を考えることができる。これらの可能性の中で，どの形式が適当であるかは，さらなる形態
論の研究が必要であろう。

6） カレンジン諸語における，閉鎖子音の主な異音は，以下のとおりである。
（a）鼻音と側面音の後で，全ての閉鎖子音は，有声で発音される。
（b）母音間とふるえ音の後で，両唇閉鎖子音pと軟口蓋閉鎖子音kは，有声音で発音される。

（a）と（b）での異音は，カレンジン諸語に属する全ての言語で同じように観察できる。
（c）歯茎閉鎖子音tと硬口蓋閉鎖子音cは，カレンジン諸語に属する言語の間で，音声レベルの出現の

仕方に違いがある。
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